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I . 沿革と概要

I . 沿 革

東京大学生産技術研究所は，昭和24年 5月31日公布の国立学校設置法に基づき，同日付で千

葉県千葉市に設搬された．その後，昭和37年に東京都港区六本木の現在地に移転した．移転当

初，六本木の敷地およぴ庁舎は，大蔵省財産であったが，昭和57年に東京大学への移管が実現

した．

本所は昭和61年 4月設立の客貝部門 1およぴ，平成 2年 1月設立の寄付研究部門 1を含めて

45の研究部門に計測技術開発センター，先端素材開発研究センター，機能エレクトロニクス研

究センターの 3センター (5部門相当）を加えて50部門が設置されており頭脳集約的な高度研

究を行っている．また千業地区には昭和42年に千葉実験所が設置され，都心では設置困難な大

型設備を用いる研究が行われている．

所長は，瀬藤象二，兼重襄九郎，星合正治，谷安正，福田武雄，藤高周平，岡本舜三，菊池真一，

一色貞文，鈴木弘，武藤義一，田中 尚，石原智男，尾上守夫，増子舜の各教授に続いて，

平成元年 4月 1日から岡田恒男教授が就任している．

2. 活動の概要

わが国における工学と工業とは，その発達の歴史において，必ずしも相互に密接に連絡され

ていたとはいいがたい．この点にかんがみ，本研究所は，生産に関する技術的諸問題の科学的

総合研究に重点をおき，研究成果の実用面への還元をも行うことによって，工学と工業とを結

ぴつけ，わが国工業技術の水準を高め，世界文化の進展に寄与しようとするものである．この

ため基礎的研究を行うかたわら生産の現場と緊密な連絡を保ち，生産技術の実態を知って，適

切な研究計画を立てるとともに，現場から寄せられる技術的諸問題に対しても，学術に基礎を

おいた本質的な解決を図ることを重要な使命としている．

本所の運営，研究体制の基本となる研究部門は，昭和24年設立当初の 3年計画にしたがい，

初年度15部門， 25年度10部門， 26年度10部門を設け，計35部門となった．その後，部門増とし

て， 32年度 1部門， 35年度 1部門， 36年度 2部門， 37年度 2部門， 38年度 1部門， 40年度 1部

門， 41年度 1部門， 42年度 1部門の増加をみたが，昭和39年度に宇宙航空研究所（現・文部省

宇宙科学研究所）の新設にともない， 2部門を同研究所に移した．最近では他大学・産業界と

の共同研究を推進するために重点分野の客貝部門として，計算力学・ 数値乱流工学 (LES)な

どいわゆるコンピューテーショナル・エンジニアリングの分野での多次元数値情報処理工学が

昭和61年度から，また，情報工学におけるハードな面とソフトの面との融合を目指す新しい分

野で，インフォメーションフュージョン（リコー）部門が平成元年度から寄付研究部門として

設罹され，現在は，次に示す45部門となっている．
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応用数学，応用光学，応用超音波工学，放射線工学，材料強度機構学，動的材料強弱学，流

体物理学，伝熱工学，機械力学，流体機械学，熱原動機学，変形加工学，船体運動学，切削工

作計画工学，精密工作学，化学機械学，耐裳機械構造学，画像雷子デパイス工学，龍力工学，

画像情報機器学，電力機器学，応用電子工学，マイクロ波工学，電子演算工学，情報処理工学，

無機工業化学，有機工業化学，環境計測化学，工業物理化学，環境化学工学，鉄鋼製錬工学，

複合金属素材工学，金属材料学，放射性同位元素工学，交通制御I学，建築生産学，水工学，

建築構造学，土木構造学，地形情報処理工学，生産技術史，環境制御物理学，生産施設防災工

学，多次元数値惜報処理工学，インフォメーションフュージョン工学．

また，前記の研究部門とは別に，環境工学の研究に必要な計測技術の開発に関する高度の学

術的業務を行うことを目的とし，昭和48年 4月に，計測技術開発センターが設岡され，昭和48

年度より 1分野，昭和49年度に 1分野を加えて関係研究部門の協力のもとに業務を行っている．

さらに，昭和50年 4月，複合材料の強度，素材，加工等に関する基礎的研究を行い，複合材料

の開発と有効な利用をはかることを目的とし，複合材料技術センターが設置され，昭和50年度

に 1分野，昭和51年度に 1分野を加えている．同センターは昭和60年 3月末に10年の時限を終

えて廃止され，同年 4月研究対象を複合材料に加えてニューセラミックスや機能性合金にまで

拡大して先端素材開発研究センターが設立された．さらに昭和52年 4 月，濃淡• 時間・波長等

の多次元情報を含む画像の処理およびその応用に関する研究を行うことを目的として，多次元

画像情報処理センターが設岡され，昭和52年度に 1分野，昭和53年に 1分野を加え関係研究部

門と密接な連携のもとに業務を行っていたが，同センターは昭和59年 3月末設岡時限 7年を終

えて廃止され，同年 4月，新しい機能を有するデパイス素子・回路およぴ梢報の中から機能を

引き出すための新しい惜報処理手法の研究開発を行うことを目的として，機能エレクトロニク

ス研究センターが設岡された．

本研究所は組織の上からは第 1部～第 5部に分けて運営している． しかしながら，研究の上

からは各部の教官が部を越えて構造系，情報系，材料系，エネルギー・環境系というように有

機的に連携している．

研究部門制は特定の研究を長期間継続し，その分野での深い知識を寄柏するには有効な制度

であるが，学問の急激な変化に対応するには必ずしも最適のものとはいいがたいところがある．

そこで部門制の長所を残しながら本研究体制の近代化を促進するために，研究室制を併用して

きた．これにしたがい，教授・助教授等の各教官が個々に独立の研究室を運営し， 自由かつ漸

新な発想を生かした研究を行うことができる．さらに各研究室ごとに時代の変化• 発展に対応

するため「専門分野」を設定し，研究の進歩に応じて改訂を行ってきた．現在それぞれの部お

よびセンターは下記のような専門分野の研究を行っている．

第 1部 ー数理流体力学，応用光学，超音波工学，材料表面工学，材料強

（基 礎） 度機構学，構造強度解析学，材料強度物性，固体材料強度学，

真空物理学，耐震構造学，最子力学，数値流体力学，音波物性

5
 



第 2部

（機械・精密• 海洋）

ー熱交換工学，冷却工学，機械振動学，流動予測工学，熱エネル

ギー変換工学，塑性加工学，浮体工学，海洋環境機器工学，海

事流体力学，工作システム工学，超精密加工学，微細加工学，

機電制御工学，装置機器学，計算力学，先端素材製造学，プラ

スチック加工学， トライボロジ一

第 3部 ー電子デパイス，光・鼈子デパイス工学，電カエネルギー工学，

（電気•龍子・情報通信） 画像情報機器学，システム制御工学，防災システム工学，電力

第 4部

（化学・金属・材料）

変換制御工学，応用電子工学，知識情報工学，電磁光波工学，

電子演算工学，情報システム工学，システム生成工学，知的制

御システム，最子半導体エレクトロニクス，知的通信システム

ー機能性セラミックス，有機機能材料，有機合成化学，複合材料

工学，環境計測化学，物質情報工学，表面処理工学，機能性合

金学，環境・化学工業，焼結材料学，応用放射線材料学，分離

化学，有機材料化学，高分子材料化学，金属衰源工学，電子材

料化学，有機反応化学，微粒子制御工学，金属材料科学

第 5部 ー交通制御工学，基礎地盤工学，建築空間計画学，建築数理計画

（土木・建築，都市・環境） 学，水資源工学，鋼構造学，複合材料構成学，国土情報処理工

学，応用音特工学，建築都市環境工学，耐震防災工学，シェル

構造学，都市環境史学， コンクリート工学，交通工学

客貝部門 ー情報環境工学，構造健全性工学

寄付研究部門 ーインフォメーション・フュージョン

計測技術開発センター ー建築都市環境工学，環境計測化学

先端素材開発研究センター 一先端素材製造学，複合材料工学，材料設計，先端素材

応用工学

機能エレクトロニクス研究センターー機能情報処理，機能デバイス

これらの諸専門分野において，基礎的研究を行うとともに，複数分野の共同研究が随時に行

われているのが本研究所の特徴の一つである．

なお，本所は教育活動についても，大学附置研究所の使命の一環としてこれを重視し，梢極

的な協力をしている．また，大学院学生の教育のほかに，各種の教育制度により学外から研究

貝・研究生• その他を受け入れ，これらの教育・指導にも力を入れている（詳細については，

教育活動の項を参照されたい）．

管理運営組織は，後章に記すとおり，所内に，教授会・教授総会のほか，所長の諮問機関と

しての常務委貝会を設け，また各種の運営委員会を設置し，相当数の教授・ 助教授・ 専任講師

がこの委貝に選ばれている．そのほか，生産技術の実態を把握して所の研究の使命を達成する

ため，昭和28年財団法人生産技術研究奨励会が設立され，この評議貝として160名の学識経験者

と産業界代表技術者に参加を願い，本所に対して協カ・助成などの事業を行っていただいてい

る．
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3 . 研究所の位置および施設の規模

本研究所の施設は，東京都六本木地区および千葉市千葉地区の二か所に分かれている．六本

木地区には研究所の研究部，事務部，附属研究施設であるセンターおよぴ共通研究施設の試作

工場・雷子計算機室等をおき，千葉地区には大型研究のための附属研究施設である千葉実験所

がある．これら両地区の位置，敷地，建物等の内容は次のとおりである．

A. 六本木地区（東京大学生産技術研究所）

a. 位置

東京都港区六本木 7丁目22番 1号

地下鉄日比谷線六本木駅下車，約800m

地下鉄千代田線乃木坂駅下車，約50m

b. 敷地・建物（配閻図は表紙衷面参照）

敷地面積 47,816m尺ただし東京大学物性研究所と共用

建物棟数 本館 1棟，別棟25棟

建物延面栢 32,827m2 

本 館 27,781m凡別

c. 主な建物とその用途

棟 5,046m'

建物名 構 造
利用面栢

国） I所属名 主な用途

1本館 I鉄筋コンクリート造地下
1階地上 3階建

2別棟 I鉄骨造平屋建

3 II 

＂ 4 II II 

5 11 I鉄筋コンクリート造・ 鉄
骨造 2階建

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

 

゜
ー

6

7

1

8

9

 

11 II 

プロック造 2階建

" 平屋建

鉄骨造平屋建

" (中 2階付）

鉄筋コンクリート造地下
1階地上 1階建

" 3階建

21, 1s1 I各 部 I所長室，会議室，教官室，各部研
究室，実験室，試作工場，映像技
術室，事締室，図書室，電子計算
楓室，電話交換室，受雷室，ポイ
フー室等

102 第 5 部床版実験室

142 第 3 部高 電圧実験室

359 第 1部材料実験室

200 第 3 部応用電磁流体実験室

1791第 4 部 RI実験室

113 第 4部高圧化学実験室
第 5部都市気候実験室

224 I第 2 部暖房実験室
第 4部醗 酵実験室

1,0631試作工場試作工場

625 第 5部音評実験室（無評室，残押室，測
定室），環境物理実験室（無音•境
界層風洞）

795 I事務部 I車庫応用化学系共通機器室，計
測技術開発センター
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12別棟 I鉄筋階コンクリート造鉄筋 676 第 2部
動水（自力力動機実車械験，室） 内燃機関，ガスタービン，2 建

＂ ＇， 鉄骨迄平屋建 45 第 2 部 同上付属倉庫

13 II II 32 事務部 門衛所

14 " 鉄筋コンクリ ト造 2階 100 先複合端素材材料強開発度研実究験室センター
建

15 11 I ” 196 機能エレクトロニクス研究セン
ター

16 11 プロック造平屋建 8 各 部 危険物貯蔵所

17 11 

＂ 15 事務部 廃溶剤倉庫

18 11 

” 
6 第 4 部 RI廃棄物倉庫

19 " II 15 各 部 危険物屋内貯蔵所

20 " ” 32 II 危険物貯蔵所

21 " 軽最鉄骨造平屋建 17 第 5部 資材倉庫

22 II プロック造平屋建 1 第 4部 屋外便所

23 11 鉄筋コンクリート平屋建 14 第 3部 機械室

24 II プロック造平屋建 6 各 部 ヘリウム回収室

25 II 軽最鉄骨造平屋建 8 第 4部 収納庫

26 II 鉄筋コンクリ ト造地下 73 事務部 ポンプ室

d. 水道・電気・ガス・電話

水道は現在都営水道ならびに自家給水を行っており，消費屈は月平均上水754m凡下水8,175

面である．

電気は東京電力株式会社と自家用の契約をし第 1変電所950kVA,第 2変龍所1,590kVA,屋

外変電所1,245kVAの設備を有し，各部に送電している．電力消費最は月平均462,616kWhで

ある．

ガスは束京ガス株式会社と契約，消費最は月平均3,273m'である．

電話は青山局に50回線加入し，構内電話交換機設備は電子交換機で800回線の容醤をもち物性

研究所と共有している．なお，そのうち本所は内線500回線を利用している．

B. 千葉地区（東京大学生産技術研究所千葉実験所）

a. 位置

千葉市弥生町 1番 8号

国電西千葉駅束口下車，約250m

b. 敷地・建物（配置図は表紙裏面参照）

敷地面積 91, 703m2 

建物棟数 37棟12,640m2(工学部財産2,656mを含まず）
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c. 主な建物とその用途

在
号

所
番

物
区

建
地

構 造
利用面栢

(mり 主な用途

A
 I
I
I
I
I
I
I
I
I
I

”
I
I
I
I
I
I
I
I
 

1 鉄骨造平家建

2 I " 
3
 

7
 

10 

I
I
I
I
I
I
I
I
B
 

＂ 2
 

II 3
 

II 

I
I
I
I
 

c
 
"
”
"
”
 
D

I

I

 

”
 II
I
I
I
I
 

4 鉄筋コンクリート造平家建

5 鉄骨造平家建

6 鉄筋コンクリート造平屋建

建

建

屋

屋

平

平

造

造
ク

ク
ッ

ツ

ロ

ロ

プ

プ
8
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111鉄筋コンクリート造 2階建
（一部鉄骨造）

12 鉄筋コンクリート造平屋建

13 鉄筋コンクリート造 4階建

14 地上スペース

15 ブロック造平屋建

l 木造 2階建

4

5

 

＂ 

”
 

”
 

41木造平屋建

51地上スペース

6 鉄骨造鉄板模型上屋および地上
スペース

1 I木造 2階建

2 鉄骨造平屋建

3 木造平屋建

4 プロック造平屋建

5 地上スペース

1 鉄骨造平家建

2 鉄筋コンクリート造平屋建地下
付

31鉄骨造平屋建

＂ 
＂ 

II 

＂ 

61鉄筋コンクリート地階

476 試験工場

352 大型構造物振動実験棟

822 構造物動的破壊実験棟

40 推薬製造室

46 工作室

39 計測室

54 燃料および燃焼室

30 門衛所

54 レーザミリ波実験室

19 危険物倉庫

590 地震応答実験棟

461同上付属棟

96 モデル応答観測塔

碍子漏洩試験設備

11屋外便所

1,291 東10号館（田村研，木内研，妹尾
研，白石研，共通使用室，事務室）

1,026 I東 9号館（田村研，木内研，本間
研，龍岡研，河村研，石井研，中
川研，小林研，橘研，共通使用室）

511 I東 7号館（柴田研， 山口研，共通
使用室）

194 I東11号館（柴田研，村上研，山口
研）

土質工学梃型実験設備

雨水浸透処理実験設備

1,20s I東 6号館（前田研，龍岡研，石田
研，工作室，共通使用室）

317 特殊吹精室

19 特殊吹精実験室倉庫

9 第 4部薬品庫

補強試験盛土

38 変電室

60 計器記録測定室

2,656 I船舶航海性能試験水槽実験棟
（工学部）

応答観測用液体貯槽群

251超高圧電観測室

24 ポンプ室

，
 



E 1 鉄骨造平屋建 3,375 水工学実験棟

" 2 木造平屋建 194 東12号館（虫明研，前田研）

" 3 プロック造平屋建 63 泄青化学実験室(2)

II 4 ” 38 ＂ 
(1) 

" 5 木造平屋建 129 給水ポンプ室

” 
6 鉄骨造平家建 23 二次元造波水槽測定室

II 7 ” 
1,349 研津波，工高潮学水部槽，実理験学室部） （生研， 地震

＂ 8 プロック造平屋建 35 津波高潮実験観測室

＂ 9 木造平屋建 4 ” 
ポンプ室

JI 10 プロック造平屋建 41 津波高潮機械室

" 11 
” 

2 屋外便所

F 1 地上（地下を含む）スペース 地盤ひずみ観測設備

d. 水道・電気・ガス・電話

水道は現在千葉県水道局ならぴに自家給水を行っており，月平均の使用最は約上水1,070m凡

下水1,529面である．

電気は束京電力株式会社と自家用の契約により， 6 kV受電（受電設備容最830kVA)をし，

3 kVの構内配電をしている．月平均電力使用最は約54,772kWhである．

ガスは東京ガス株式会社と契約，月平均の使用賊はおおむね468m3程度となっている．

電話は千葉電話局へ 9回線の加入となっており，構内電話交換機設備はクロスバー型で60回

線の容最をもっている．
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II . 研究活動

I . 研究計画ならびに方針

本所はその設置の目的にあるように「生産に関する技術的問題の科学的総合研究並びに研究

成果の実用化試験」を行う広く工学全般をカパーした総合研究所である．

従来わが国の研究開発は短期的に効果が予見されるテーマに集中し， しかも取り上げられる

テーマは外国で芽生えたものが多かった．最近日本も経済大国，技術大国と言われるようになっ

てきたが，その基盤をかえりみるとき，なお務むべき点が少なくないと思われる．創造性開発

の声が高くなってきている所以である．そのためには自由な発想の下に自主的に研究テーマを

選択して進めることができる環境とともに，新しく生まれた萌芽を協力して育てていく雰囲気

が必要である．本所は大学の自由な環境の下で工業の最前線の問題を基礎的に研究して新しい

分野を開拓すると共に，その成果を総合的に開発発展させることによって， 日本の将来に貢献

したいと考えている． とくに最近の新しい研究分野が多くの専門領域を包含した学際的なもの

が多いことを考えると，当所のように大学附骰の研究所としては， 日本最大の規模を有し，工

学の各分野にまたがる豊富な人材を擁する研究所の組織カ・機動力を発揮する局面は今後ます

ますひらけていくものと思われる．

もとより大学における研究は，研究・教育の自由に根源があり，研究者の自由な発想に基づ

く創造的研究が基本であることは言うまでもない．その第一義的責任は教官に委ねられていて，

自由かつ斬新な発想が生かせるよう，教授・助教授の教官が個々独立に研究室を主宰し，さら

に各研究室ごとに時代の変化• 発展に対応して「専門分野」を設定し，研究の進歩に応じて改

訂できるようになっている．

このような各個研究で得られた成果を工学界，工業界にインパクトを与える規模にまで拡大

発展させ，あるいは各個研究の成果を一肘顕著なものとするため，複数の研究者間で流動的共

同研究を行うグループ研究の振興，さらには各個研究の累積によって培われた経験と知識を集

約し，その流動的組織を形成することによって，時代の必要とする大型研究課匙iに対処するプ

ロジェクト研究の組織化を租極的に進めている．

所内に設けられた特別研究審議委貝会は，これらの大型研究計画の厳正な評価と推進を行う

とともに， とくに重点的研究や萌芽的研究の育成と発展のため，あらかじめ全戸斤的に留保した

所内予算を重点的に配分する選定研究およぴグループ研究として発展する可能性をもつテーマ

に対する共同計画推進費の配分を行っている． また所長の諮問機関である研究推進室では， ょ

り長期的な展望にたった研究計画の企画立案を行っている．

研究センターは，新しい研究分野や社会的要詰の強い研究分野に対処して，異なる専門家集

団の学際的協力を推進するために設けられている．これらの内には時限付きのものがあり，一

定期間の目標を設定し，その成果を評価したうえで，次の研究体制を検討することによって研
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究の流動化をはかっている．これらの研究の多くは知識集約型の高度研究であり，情報の中心

たる都心の六本木地区で行われている．しかし都心では設箇困難な大型設備を要する大型研究

は，千葉実験所で行われている．

2 . 研究活動の経過

技術の進歩と時代の要請にあわせて研究領域を柔軟に発展させていくために研究部門制とと

もに研究室制，専門分野制を併用して活動しているが，その内容については，折あるごとに

チェック・アンド・レビューを行っている．その結果研究領域の拡大としては11の部門増と三

つの研究センターの設置が行われてきた．また研究体制の流動化のあらわれとして13の部門お

よぴ二つのセンターの転換が行われ，専門分野については毎年かなりの数の改訂が行われてい

る．

各個研究については後述の研究部・センターの各研究室における研究の章を参照されたい．

生研の特色たる共同研究が大きく育っていった例としては，古くは観測ロケットの研究がある．

昭和39年宇宙航空研究所が創立されて移管されるまで，多数の研究者が参加しており，一部は

現在も積極的に協力している．

一方，昭和40年代の高度経済成長はそのネガティプな側面として公害をもたらし，深刻な社

会問題として論議されるようになったが，生研は，いち早く文部省の臨時事業により大型のプ

ロジェクト研究として「都市における災害・公害の防除に関する研究」を昭和46年度から 3ケ

年にわたって行い，その成果を基にさらに昭和49年度から 3ケ年「災害・公害からの都市機能

の防護とその最適化に関する研究」を行い，環境および耐震問題の解決に貢献してきた．

昭和50年代の石油危機を契機として省賢源・省エネルギーの必要性が社会的に認識されてき

たことを受けて，昭和53年度から 3ケ年には特定研究「省資源のための新しい生産技術の開発」

に関する研究を行い，未利用資源の開発と有効利用に関する生産技術およぴ研究を推進してき

た．

以上の歩みに合わせて環境計画のために，「計測技術開発センター」が，新材料研究のために

「複合材料技術センター」が，さらには学際的な画像処理技術の研究開発のために「多次元画像

情報処理センター」が設置され，それぞれの分野で所内のみならず広く国内での研究活動の中

核としての役割を果たしてきた．「多次元画像情報処理センター」は 7年の時限の到来のため昭

和58年度で廃止されたが，代わって「機能エレクトロニクス研究センター」が新設されて活動

をはじめている．「複合材料技術センター」も 10年の時限の到来のため昭和59年度で廃止された

が，代わって昭和60年 4月「先端素材開発研究センター」が新設された．また，平成 2年 1月

には寄付研究部門インフォメーションフュージョン（リコー）が 3年計画で発足した．

全く自主的に編成された研究グループの例としては昭和42年から発足した「耐震構造学研究

グループ」 (ERS)がある．これは，土木・建築・機械の分野における耐震工学の促進と情報交

換とを目的とするもので，現在11研究室約40名のメンパーが参加している．これに関連して大

型振動台，耐力壁，高速振動台など各種構造物の破壊現象を再現するための大型研究設備が千

葉実験所に次々と建設されてきた．さらに昭和56年から「自然地裳による地盤・構造物系の応
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答およぴ破壊機構に関する研究」がプロジェクト研究として開始され， 2次元振動台を中心と

する地震応答実験棟および震度IV程度で損傷が生じるような構造物の弱小モデルと超高密度地

震計アレーを中心とする地震応答観測システムが建設され，千葉実験所は世界にも類がない総

合的な耐震関係施設を擁するようになった．

昭和57年からは「人工衛星による広域多重情報収集解析に関する研究」のプロジェクト研究

も発足し，主として気象衛星データの匝接取得により，適時適所のデータの学術利用を広く学

内外に可能にするための研究開発に併せて観測プイや新型潜水艦など海洋観測システムの研究

開発が行われている．

さらに昭和59年からは「ヘテロ虚子材料とその機能デバイスの応用に関する研究」が開始さ

れ，ヘテロ構造・超格子構造等の新しい電子材料およぴデパイスの性質と機能とを解明し，そ

の応用を展開している．

また昭和61年からは「コンクリート構造物劣化診断に関する研究」が発足し，最：近社会的に

も関心をよんでいる塩分腐蝕，アルカリ骨材反応などについて，かねてから積み上げてきた基

礎研究の実用化をはかることとなった．さらに本所の研究者が民間の研究者と共同で

「ComputationalEngineeringの研究開発」を行うため，民間等との共同研究による制度にのっ

とり，スーパーコンピューター (FACOM VP-100)が本所電子計算機室内に設置され稼動を開

始し，特に，乱流工学の分野での研究が飛躍的に進展している．

研究活動の国際化にも力を注ぎ， とくに耐震やリモートセンシングの分野では国際共同研究

が行われている．昭和59年度から江崎玲於奈博士を，また昭和62年度からは猪瀬博博士を研究

顧間にむかえ，工学における創造的研究のあり方や国際協力推進について御助言をいただいて

いる．外国人研究者・研究生・留学生の受け入れも活発に行われ，本年度は23ケ国， 158名に達

している．昭和59年に国際シンポジウム「画像処理とその応用」，昭和60年に生研国際シンポジ

ウム「InterfaceStructure, Properties and Diffusion Bonding」，昭和61年に生研国際シンポ

ジウム「新材料の非破壊評価ならぴに監視応用と AE新技術」， また「マシンビジョンと人工知

能の産業応用」およぴ「生産自動化システム」，昭和62年には，生研国際シンポジウム「海洋工

学の学間研究の将来ピジョン」平成元年度には「マシン・インテリジェンスとピジョンの産業

応用に関する国際ワークショップ (MIV-89)」が開催され，著名な外国人招待講演者を含む多

数の参加があった， また生産技術研究奨励会の協力により来訪した外国人学者の講演会も多数

行い，交流の実をあげている．

3. 研究成果の公開

得られた研究成果はそれぞれ該当する分野の学会等を通じて発表されることは言うまでもな

い．所としては月刊「生産研究」で研究の解説的紹介と速報を行っている．平成元年は本所創

立40周年に当るため， 5月号を40周年誌として特集したほか， 6月には別冊として論説特集「都

市・社会とあたらしい工学研究」を刊行した．また， まとまった成果は不定期発行7の「東京大

学生産技術研究所報告」として刊行している．さらにプロジェクト研究に対して「東京大学生

産技術研究所大型共同研究成果概要」が刊行されている．これらの今年度の内容については，
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出版物の章を参照されたい．各研究グループも同種の出版を行っており， とくに前述の耐震構

造学研究グループ (ERS)の英文の Bulletinは国際的にも高い評価を得ている．

また当年次要院には当該年度の全研究項目およぴ研究発表のリストにあわせて生研の活動状

況が要約されている．またおよそ 2年周期で和文およぴ英文で「束京大学生産技術研究所案内」

が発行され，当所の現状を概観できるようになっている．各研究センターおよび千葉実験所も

同様の案内を発行している．さらに最新の研究成果を各個に解説した生研リーフレットも 17編

発行された．

毎年初夏には，研究所の公開を行い，各研究室の公開とともに講演・映画等が催される．平

成元年度は 6月8・9日に行われたが，その内容は研究所公開の項を参照されたい．

発明については，束京大学発明規則に基づき，発明委貝会の議を経て昭和54年度から学術振

興会等により国有特許の出願および実施を行っている．この制度による出願は19件，実施され

たものは 5件である．

4. 研究の形態

本所では上述のとおり，本所の特質を生かした研究方針に従って幅広い種々の形態による研

究が行われている．これを大別すれば， A:プロジェクト研究， s:申請研究 (A・8), C: 文部

省科学研究費補助金による研究， o:選定研究， E:共同研究， F:研究部・センターの各研究室

における研究， G:民間等との共同研究， H:受託研究， I:奨学寄附金による研究，に分類され

る．

A. プロジェクト研究

所内の広い分野の研究者が組織的に参加する大型の共同研究である．

B. 申請研究

申請研究とは，本所の使命を達成し，将来の発展に衰するため実施される研究・試作または

設備の新設• 更新にかかわるもので，本所の特別研究審議委貝会の議を経て文部省に申請し，

これに基づいて配付される研究費により行う研究である．このうち申請研究 Aは，工学に新た

な知見を与えると期待されるものであって，特に本所が重点的に育成すべき研究，または本所

の発展に寄与するための充実すべき特殊装競を対象としており，上記プロジェクト研究もこれ

に含まれることがある．また，申請研究 Bは，基礎研究の成果を基盤として将来に向かってそ

の成果が大いに期待される研究およぴ設備を対象としている．

C. 文部省科学研究費補助金による研究

文部省科学研究費補助金の趣旨にそって，重点領域研究，総合研究，一般研究，試験研究等，

本所の特質を生かした幅広い分野の研究が行われている．

14 



D. 選定研究

選定研究費は将来の発展が期待される独創的な基礎研究，およぴ応用開発研究を対象とし，

新しい研究分野の開拓や若い研究者の研究態勢の確立を援助することを目的としている．財源

は，教官研究費の一部をあらかじめ留保して充当する．配分は所内の特別研究審議委貝会の議

によっている．

E. 共同研究

共同研究は総合的な研究態勢が容易にできる本所の特色を生かして，研究室・研究部のわく

を超えた研究者の協力のもとに進められる研究である．将来共同研究グループとして発展する

べき研究の芽を育てることを目的とした共同研究計画推進費の制度があり，さらに共同研究が

計画段階を経て実験段階に入ると，その研究成果を取りまとめる共同研究成果刊行補助費制度

がある．いずれも財源は教官研究費の一部をあらかじめ留保して充て，配布は所内の特別研究

審議委貝会の議によっている．

F. 研究部・センターの各研究室における研究

本所の各研究室が設定する各個研究で，本所の研究進展の核をなすものであり，各研究者は

その済想と開発に意を注ぎ，広汎，多種な研究が取り上げられている．

G. 民間等との共同研究

文部省通知「民間等との共同研究の取扱いについて」に基づいて昭和58年度から新設された

もので，共通の課題について共同で取り組むことにより優れた研究成果を期待できる場合に，

民間機関等から研究者（共同研究貝）を受け入れて行う研究である．必要に応じて研究費も受

け入れることができ，さらに申請により文部省より別途共同研究経費を受けることができる．

H. 受託研究

本所の目的のひとつに，わが国の工学と工業の両者が有機的関係を保ちつつ発展するための

一炭をになうことがある．この目的達成のため，官庁， 自治体，公団，産業界などの要請に応

じて特定の研究を常務委貝会の議を経て受託することがある．この研究は学問的に見て意義が

あり，本所の発展に資するものに限られており，単なる定型的な試験や調査は受けいれていな

い．また受託研究貝の制度があり，外部の研究者または技術者に対し特定の研究課題について

本所教官が指導を引き受ける場合もある．

I . 奨学寄附金による研究

奨学寄附金は国立学校特別会計法に基づき企業，団体等から奨学を目的として生産技術に関

する研究助成のために受け入れる研究費である．希望する研究テーマおよび研究者を指定して

差し支えない．寄附金の名称がついているが企業は法人税法37条 3項 1号により全額損金に算

入できる．使用形態が自由で，会計年度の制約がなく，合算して使用することも可能なので，
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各種の研究に極めて有効に使われている．

5 • 平成 1年度の科学研究費・受託研究等によって

行われた研究（リスト）

A. 科学研究費

重点領域研究(1)

人間一環境系の変化と制御•総合班

人間一環境系研究のための新計測手法の開発と利用に関する研究

高温反応ガスなどからの高効率熱伝達

高い抗エイズウイルス活性およぴ制限された抗凝血活性をもつ硫酸化
多糖の合成

乱流輸送現象のモデリングと数値解析法

知識処理に基づく高次コミュニケーションに関する研究

衛星による地球生物環境の変動解明一気圏・地圏との相互作用一

衛星による地球環境の解明

重点領域研究(2)

生体膜を模した新規な分子認識輸送膜の開発

常識機能を実現するための不完全性を含む知識構造と操作メカニズム
の研究

金属の過酸化ポリ酸を出発原料とする新複合酸化物の合成と物性評価

地理データベースを知識として用いるリモートセンシング画像の高次
処理の研究

総合研究(A)

高レベルの伝熱制御による材料の製造・加工・ 処理技術の向上に関す
る研究

浮遊海洋構造物の安全性，復原性に関する研究

高度化した社会システムにおける電磁界の評価と防護に関する研究

要素試験・模型実験• 有限要素法による地盤の強度異方性とひずみ軟
化を考慮した砂地盤の支持力特性の研究

一般研究(A)

大規模画像データベースシステムの構築

一般研究(8)

高速道路の陰路現象の研究

レーザー誘起フォノン・プリュアン散乱の光ヘテロダイン分光

融液凝固法による単結晶育成プロセスにおける流動・伝熱過程に関す
る研究

深い知識としての立体モデルを融合した知識型 3次元ビジョンシステ
ム

キャリア誘起による餓子井戸の光物性の制御と新デパイスヘの応用

織り込み区間の交通容餓に関する研究

鋼構造物の終局限界状態の定量化

ビル風害をもたらす非定常乱流場の 3次元空間構造に関する実験的，
数値解析的研究

鈴

二

棚

瓜

小

安

村

高

渡

石

エ

坂

棚

前

河

龍

局

越

高

棚

石

演

桑

高

村

木

瓶

沢

生

林

田

井

木

辺

塚

藤

内

沢

田

村

岡

木

木

沢

塚

崎

原

梨

上

基

好

一

敏

敏

靖

俊

幹

徹

正

久

達

文

幹

襄

雅

晃

周

之

正

郎

之

雄

彦

治

雄

正

満

夫

郎

明

雄

夫

雄

正毅

堅志郎

郎

満

二

夫
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集束イオンピームを用いた最子細線の試作と電子波干渉効果に関する
研究

振動モードの連続的制御に関する研究

可変構造系に基づく ON-OFFパタン直接発生による ACサーポシ
ステムの最適化

含水貨物の液状化とその防止に関する研究

超小型模型振動実験による鉄筋コンクリート造中高層建物の耐震性能
の研究

大空間の温熱・ 空気環境形成に関する実態調査と予測モデルの開発

一般研究(C)

近代日本における建築設計図面史料の研究

赤外分光法を用いた高温ガスの温度測定

水素分子のオルソ・パラ変換過程の表面物性研究への応用

輝度増幅方式によるフェーズドアレイ半琳体レーザー光のビーム整形

破壊力学に基づくスポット溶接車体薄板構造の疲労寿命推定システム
の開発

高温面上での固液接触過程の動的追跡に基づくクエンチ現象の把握

宇宙環境における絶緑材料の帯龍放電現象の基礎研究

半導体微細加工技術による人工せん毛形マイクロポンプの開発

2電極 DFBレーザを用いた双安定波長スイッチングデバイスと超高
速光一光スイッチングシステムヘの応用に関する研究

離散系力学モデルによる非線形動的シミュレーションに関する研究

アルカリ骨材反応による鉄筋コンクリート構造物の劣化度判定方法に
関する研究

X線異常散乱を用いた半導体超格子構造の研究

水圏環境汚染物質のフェイトアナリシスにおけるフミン物質の役割

奨励研究(A)

半導体中の極微多重細線の軍子状態に関する研究

電界電子放射雑音の計数相関法による半尊体・金屈界面準位の研究

Photorefractive効果を用いた光演算増幅器

超微粒子の電気泳動現象を利用した超精密研削法に関する研究

沸騰現象を伴う高温面のミスト冷却に関する研究

半導体最子マイクロ構造における電子のトンネル過程の解明と高速光
電子変調器への応用

単純せん断における過圧密砂の応カ・ひずみ・ 強度特性に関する実験
研究

土壌特性の評価に基づく斜面城での不飽和帯水分の挙動に関する研究

数値シミュレーションによる自然換気時の室内外気流の同時解析

Fe-Tb非品質薄膜の原子構造およぴ磁気構造

昇温脱離法による固体表面の吸済子の動的過程の研究

サプミクロンニ次イオン質最分析装罹による微粒子の定最分析

高度な抗エイズウイルス活性を有する分枝多糖材料の合成と構造

生理活性オリゴ糖鎖を有する血液型適合性高分子の合成

生

大

原

浦

岡

加

藤

前

岡

黒

結

西

石

藤

藤

都

魚

七

篠

澁

駒

野

鳥

田

藤

照

正

達

和

良

森

田

野

田

城

尾

井

田

井

井

本

尾

塚

斎藤

本田

伊藤

池野

大久保

松末

谷

田

井

田

張

田

中

岡

持

櫻

藤

尾

吉

畑

俊

進

文

恒

信

茂

博

陽

健

則

敏

雅

順

英

俊

泰

吉

大

真

研

明

雄

環

雄

介

信

史

雄

男

治

文

勝

之

裕

人

進

子

夫

融

英

＿

敏

夫

啓

道

灯

晴

介

則

孝
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奨励研究(A)特別研究員

双安定半導体レーザの高性能化およぴ新機能素子開発に関する研究

センサ情報融合機能を有する知的移動ロボットシステムの構成に関す
る研究

合流部および織込み区間における交通容批に関する研究

数値シミュレーションによる建物周辺気流の予測と乱流モデルの改良

音場制御を目的とする室内音場のシステム同定一確率システム理論の
導入一

光合成の反応中心 Iにおけるクロロフィル a'の機能に関する研究

非線形接触振動の基礎的研究と動的相互作用への応用

奨励研究(A)外国人特別研究員

メタル・セラミックス複合材料の破壊に関する応力解析

試験研究(1)

レーザー光を用いた微粒子拡散現象のラグランジェ計測技術の開発研
究

極高真空発生技術の開発

活性持続型高分子エイズ薬の合成

試験研究(2)

可視化射出シリンダによるスクリュ設計システムの開発

トンネル電流距離センサを集梢化したシリコンマイクロストラクチャ
による微小駆動装罹

高度学術利用を目的とした NOAA衛星データ処理システムの開発

SI機能素子による電力周波数の資源化利用システムの開発

集束イオンビームを用いた超格子ソース縦型電界効果トランジスタの
試作

国際学術研究

韓国における強汚濁水界生態系ならぴに流域構造の解析とその保全対
策支援システムの開発

小路

久保田

中

林

伊

小

山

石

村

本

瓜

横

藤

高

原

生

鈴

村

勢

林

上

田

上

間

生

井

田

木

島

駒

木

英

吉

史

正

洋

周

禎

敏

秀

博

幹

文

俊

基

冗

孝

樹

彦

郎

美

敬

之

俊

之

雄

雄

明

之

B. 民間等との共同研究

本所の民間等との共同研究は，昭和58年から開始し，平成 1年度において次のような数字を

示している．

受理件数

受入 額

10件

229,262千円

番 号 研 究 題 目 主任研究者 共 同 研 究 者

2

3

4

 

油圧機器内の流れの数値解析法の研
究

非等方性の高い室内気流のストレ
ス・フラックスモデルによる数値解
析に関する研究

Computational-Engineeringの開
発研究

超高真空装置内での動的気体平衡の
測定と解析

小林

村上

村上

岡野

敏雄

周三

周三

達雄

闊束京計器

闊日建設計

富士通株式会社

腑アルパック・ コーポレートセン
ター
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5 ケミカルミキシングによる新物複性合酸 工藤 徹ー （悧日立製作所中央研f究所
化物の合成とその低温電気 の評
価

6 射出成形における成形現象の可視化横井秀俊住友重機械工業闊外10社

7 メソスコピック・エレクトロニクス 生駒俊明 ソニー（俯外8社
と応用一

B 写関真す測批による工事管理システムに 村井 俊治 日本道路公団技術音〖
る研究

8 免震住宅の地震応答に関する研究 藤田隆史三井ホーム（株）

lD 鉄骨プレース補強された小型鉄筋コ 岡田 恒男 （悧大林組技術研究所‘
ンクリート造フレームの耐震実験

C. 受 託研 九西

本所の受託研究は，昭和24年から開始し，平成 1年度において次のような数字を示している．

受理件数 18件

受入額 66,830千円

受託者は主として工業生産に関係ある事業所と官公庁などの研究機関である．平成 1年度中

に受理した分につき題目などをあげれば次のとおりである．

番号 研 究 題 目

l 光非線形現象の解析と応用に関する調壺

2 3次元表示デバイス構成法の研究

3 移動通信におけるアクセス制御方式に関する研究

4 図面データベース化に関する研究

5 VLSI向き 3次元面像認識アルゴリズムの研究

6 車両用主電動機のパラメータ変動に強いトルク制御法に関する研究

7 地下鉄トンネルの地震時挙動に関する研究

8 雷サージに対する絶緑協調に関する研究

9 既設コンクリート構造物の耐久性評価手法の研究

10 放出ガスの測定に関する研究

11 低放出ガス超精密駆動機構の開発

12 ガス放出の制御に関する研究

13 人工島の盛土材料と支持地盤に関する研究

14 断路器の開閉に伴うサージ現象の研究

15 拘束知識の利用による仮説推論の効率化の研究

16 圧訛素子を用いた STM高性能駆動・位罹決め装置

17 仮説推論システムの高速化技術の研究

18 海洋深層衰源の有効利用技術の開発に関する研究

主任研究者

藤井陽一

演 崎 襄 二

安田靖彦

坂内正夫

高木幹雄

原島文雄

田村重四郎

河 村 達 雄

小 林 一 輔

岡 野 達 雄

生 駒 俊 明

本間禎一

龍岡文夫

河村達雄

石塚 満

樋口俊郎

石塚 満

前田久明

D. 奨学寄附 金

本所の奨学寄附金は，昭和38年から開始し，平成 1年度において次のような数字を示している．

受理件数 431件

受入 額 426,313千円
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寄附者は企業・財団等で，昭和63年度中に受理した分につき題目などをあげれば次のとおり

である．

番号 研 ク九t 題 目 主任研究者

l 先端素材加工に関する研究助成 中 川 威 雄

2 スワールシミュレーションについての研究助成 吉 識 晴 夫

3 交通信号制御手法の研究助成 越 正毅

4 工業材料の表面分析に関する研究助成 二 瓶 好 正

5 化合物半導体の評価に関する研究助成 生駒俊明

6 プラスチック・電磁誘導加熱に関する研究助成 中川威雄

7 高純度シリコンの製造の基礎的研究助成 前 田 正 史

8 超微粉砕操作によるセラミックス粒子の調整に関する研究助成 山本英夫

8 都市トンネルの耐震性に関する研究助成 田村重四郎

10 ISDNにおける画像通信技術に関する研究助成 安田靖彦

11 高精度研削加工技術に関する研究助成 中川威雄

12 多結晶の粒界構造解析技術に関する研究助成 本 間 禎 一

13 新制御理論のモータ制御への応用に関する研究助成 原 島 文 雄

14 超構造化合物半導体光変調デパイスの開発に関する研究助成 榊 裕之

15 AE診断における波形処理解析の研究助成 山口楠雄

16 AE計測技術に関する研究助成 山口楠雄

17 エレクトロニクスの自動車への応用に対する研究助成 原島 文 雄

18 半絶緑性基板へのエピ膜成長に関する研究助成 桐 裕之

19 すきま腐食の実験的研究助成 増子 晏

20 半尊体の自動車への応用に対する研究助成 棚 裕之

21 高分子材料の高機能化に関する研究助成 白石振作

22 交通容凰に関する研究助成 越 正毅

23 助超成音波顕微鏡を用いた超精密切削による加工変質の計測に関する研究 谷 泰弘

24 並列型データベースマシンの基礎技術に関する研究助成 喜連 川 優

25 カーボンの表面化学に関する研究助成 大蔵明光

26 マイクロマシンの生産技術に関する研究助成 藤田博之

27 知的 CADの研究に対する助成 石塚 満

28 コンクリート構造物の劣化診断方法に関する研究助成 小林一輔

29 日本の地裳危険度の評価に関する研究助成 片山恒雄

30 液体クロマトグラフィに関する研究助成 高井信治

31 地震危険度に関する研究助成 片山恒雄

32 カーボンの表面化学に関する研究助成 大蔵明光

33 褐藻中ヒ素化合物の化合形態とその変化に関する研究助成 渡辺 正

34 構造部材のクラッシュ解析に関する研究助成 都井 裕

35 三次元煙風胴画像処理技術の研究助成 小林敏雄

36 型技術に関する研究助成 中川威雄

37 化合物半導体の評価に関する研究助成 生駒俊明
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38 焼結に関する研究助成 林 宏爾

39 梢載物滑動の建物応答におよぼす影特に関する研究助成 高梨晃一

40 ワイヤ放電研削の研究助成 増沢隆久

41 ロールフォーミングに関する研究助成 木内 学

42 知識ベース高速化に関する研究助成 喜連川優

43 面像解析に関する研究助成 高木幹雄

44 半禅体中の深い準位に関する研究助成 生 駒 俊 明

45 化合物半導体の結晶成長に関する研究助成 生駒俊明

46 インテリジェントネットワークに関する研究助成 安田靖彦

47 金型の自動みがきに関する研究助成 中 川 威 雄

48 光増幅に関する研究助成 藤井陽一

49 表面分析技術に関する研究助成 二瓶好正

50 軸流分子ポンプによる超消浄冥空生成の研究助成 岡 野 達 雄

51 仮説推論システムの研究助成 石塚 満

52 フランシス水車粘性流れ解析に関する研究助成 小林敏雄

53 潤滑油の耐摩耗性に関する研究助成 木村好次

54 自動化機器の制御に関する研究助成 樋口俊郎

55 乱流梢密計測技術に関する研究助成 小林敏雄

56 シールドトンネルの耐震性に関する研究助成 田村重四郎

57 液クロ用充搬剤の開発に関する研究助成 妹尾 学

58 化合物半尊体結晶技術の研究助成 生 駒 俊 明

59 免震構造の信頼性評価に関する研究助成 柴田 碧

60 精密位岡決めに関する研究助成 樋口俊郎

61 地震動解析に関する研究助成 山 崎 文 雄

62 流れの数値シミュレーションに関する研究助成 小林敏雄

63 多孔性樹脂の利用に関する研究助成 高井信治

64 アクチュエーターに関する研究助成 樋口俊郎

65 フルポ酸等腐蝕質に関する研究助成 篠塚則子

66 光合成反応中心の分子機構解明と再構成に関する研究助成 渡辺 正

67 安定同位体の研究調査に対する助成 前田正史

68 アルミニウム陽極被膜と分散粒子との相互作用に関する研究助成 増子 蜀

69 酸素吸脱助済成能を持つ金属錯体を用いた選択的酸素透過膜の開発に関す 荒木 孝二
る研究

70 C/C複合材に関する研究助成 大蔵明光

71 A!GaAs/GaAsヘテロ接合系のメソスコピックな現象に関する研究 生駒俊明
助成

72 真空チャックに関する研究助成 谷 泰弘

73 第12回国際土学質と基礎工学会議関(ICSるM情F報E交)換出席，対論す文る発表およぴ英国 澁谷 翠Cコ

ロンドン大 の共同研究にす に 助成

74 画像ファイル検索システムに関する研究助成 坂内正夫

75 エネルギーピームによる微細精密加工の研究助成 増 沢 隆 久

76 超精密位樅決め機構に関する研究助成 樋口俊郎

77 エマルションのトライボロジーに関する研究助成 木 村 好 次
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78 トライポロジーに関する研究助成 木村好次

79 音需制御に関する基礎研究助成 橘 秀樹

80 画像処理に関する研究助成 高木幹雄

Bl 繊維強化金属複合材料の界面に関する研究助成 大蔵明光

82 生理活性オリゴ糖およぴ多糖誘尊体の合成に対する研究助成 瓜生敏之

83 発泡スチロールプロック集合体の静的ならぴに動的安定性に関する研 都井 裕
究助成

84 龍子・制御に関する研究助成 原島文雄

85 機能性膜・吸滸剤に関する研究助成 高井信治

86 超助成高分解能電顕による各種アルミニウム結晶界面の解析に関する研究 石田 洋一

87 広帯域 ISDN応用システムの研究助成 安田靖彦

88 メタン吸箭に関する研究助成 鈴木基之

89 機能性複索環化合物の研究助成 白石振作

80 印刷用画像処理に関する研究助成 高木幹雄

91 活性炭による高度分離技術の研究助成 鈴木基之

82 潜水機械に関する研究助成 浦 環

83 超高層建築の空間モデルに関する研究助成 原 廣司

84 図面のデータベース化に対する研究助成 坂内正夫

85 磁気軸受に関する研究助成 樋口俊郎

86 建物免震用の高減衰栢層ゴムに関する研究助成 藤田隆史

87 土木建築用新機能性高分子材料に関する研究助成 瓜生敏之

88 アルミニウム系準結晶合金の構造に関する研究助成 七尾 進

99 湿式摩擦材の摩擦摩耗に関する研究助成 木村好次

100 ワイヤ放遁研削法に関する研究助成 増沢隆久

101 大都市における市街地再開発の手法に関する研究助成 藤井 明

102 ファインセラミックスの鏡面研削に関する研究助成 中川威雄

103 アルミニウム材料の表面の昇温脱離特性に関する研究助成 本間禎一

104 値「自解動析車」用にデ対ィすスるク研ホ究イ助ー成ルの成形技術に関する研究」「孔型圧延の数 木内 学

105 画像通信に関する研究助成 安田靖彦

106 化合物半尊体結晶中の欠陥とデバイス特性に関する研究助成 生駒俊明

107 化合物半導体中の深い不純物準位の研究助成 生駒俊明

108 プラスチック射出成形に関する研究助成 横井秀俊

109 メカトロニクスに関する研究助成 樋口俊郎

110 高分子液晶の架橋に関する研究助成 瓜生敏之

lll 画像情報処理・認識に関する研究助成 高木幹雄

112 多段積層ゴムを用いた高層建物制振用マスダンパの研究助成 藤田隆史

113 知的 CADの研究助成 石塚 満

114 都市環境評価に関する研究助成 村上周三

115 新規な複核・ 多核錯体の合成とその分子機能に関する研究助成 白石振作

116 不確実な知識を用いた推論方式に関する研究助成 石塚 満

117 ヘッドクラッシュ現象における摩擦• 摩耗の研究助成 木村好次
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118 確率有限要素法に関する研究助成 中桐 滋

l 19 交通工学に関する研究助成 越 正毅

120 マイクロメカニクスに関する研究助成 藤田博之

121 地下レーダにおける画像処理に関する研究助成 高木幹雄

l花 マイクロメカニクスの研究助成 藤 田 博 之

123 深海計測機器の研究助成 浦 環

124 新雷検出器による日本海側冬期雷の性状調査に関する研究助成 翡
125 レチナールを含む液晶性高分子に関する研究助成 瓜生敏之

126 補強土に関する研究助成 龍岡文夫

127 数値シミュレーション手法地形上気流場への適用に関する研究助成 小林敏雄

128 画像分配網に関する調査研究助成 安 田 靖 彦

129 酸化物超訛導皮膜に関する研究助成 石田洋一

130 系統サージ現象と絶緑協調に関する研究助成 河 村 達 雄

131 アクティブ免震• 制振装慨に関する研究助成 藤田隆史

132 圧延加工に関する研究助成 木内 ,'-½ 子

133 セラミック繊維の製造に関する研究助成 中 川 威 雄

134 工作機械の非線形振動特性解析に関する研究助成 佐藤壽芳

135 非品質薄膜の構造と材料設計に関する研究助成 安井 至

136 SOR利用による固体表面研究に対する助成 二瓶好正

137 UBETの応用研究に対する助成 木内 学

138 超精密位置決めに関する研究助成 樋口俊郎

139 グラフィックデータ工学に関する研究助成 坂内正夫

140 原子カプラントの耐震技術に関する調壺の研究助成 柴田 碧

141 カラー画像圧縮アルゴリズムの開発及び標準化に関する研究助成 安田靖彦

142 超酸化ポリ酸の応用に関する研究助成 工藤徹—

143 HETENYIの解を用いた境界要素解析の実用化研究助成 結城良治

144 角型鋼管の成形に関する研究助成 木内 学

145 龍解仕上げに関する研究助成 増沢隆久

146 熱CVDによる機能性無機膜の作製に関する研究助成 山 本 英 夫

147 新複合酸化物の合成とその特性評価に関する研究助成 工藤徹—

148 マイクロメカニクスに関する研究助成 藤田博之

149 CVTの制御に関する研究助成 樋口俊郎

150 信号処理に関する研究助成 高木幹雄

151 レーザー昇温脱離法の真空工学への応用に関する研究助成 岡 野 達 雄

152 都市環境評価に関する研究助成 村上周二

153 アルミニウム合金中の水素の挙動解析に関する研究助成 石田洋一

154 高性能虚力変換技術に関する研究助成 原島文雄

155 成金属酸化物半導体及び超伝尊体の電子構造と導電機構に関する研究助 會川 義寛

156 「CVD超研微究粒助子を利用したセラミック分離膜の静遁成膜法の研究」に 山 本 英 夫
対する 成
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157 金属にすよる糖研質究の特成定部位認識の機構解明とその選択的酸化法への応 荒木 孝二
用に関る 助

158 クライオポンプの基礎研究に対する助成 岡野達雄

159 マイクロメカトロニクスに対する研究助成 藤田博之

160 高分解能電顕による界面構造に関する研究助成 石田洋一

161 画像応用に関する研究助成 高木幹雄

162 搭乗者を考慮した車室内温度解析に関する研究助成 小林敏雄

168 生産加工技術に関する研究助成 中川威雄

164 圧縮天然ガス FRP容器に関する研究助成 中桐 滋

165 高滅衰ゴムを用いた高層建物制振用エネルギー吸収装置の研究助成 藤田隆史

166 海洋環境機器工学の研究助成 浦 環

167 地震危険度評価に関する研究助成 片山恒雄

168 地裳危険度解析に関する研究助成 片山恒雄

168 板圧延の 3次元数値解析法に関する研究助成 木内 学

170 コンクリートの耐久性向上に関する研究助成 小林一輔

171 次世代型輸送体の駆動システムの開発に関する研究助成 原島文雄

172 電解鏡面加工に関する研究助成 増沢隆久

173 耐裳，振動の研究助成 柴田 碧

174 FRPロッドを用いた PC構造に関する研究助成 小林一輔

175 コンクリートの練り混ぜ方法に関する研究助成 魚本健人

176 真空機器用材料に関する研究助成 本間禎一

177 砂地盤の支持カ・変形特性に関する研究助成 龍岡文夫

178 高機能2次記憶システムに関する研究助成 喜連川優

179 静電誘導素子の電力変換への利用技術に関する研究助成 原島文雄

180 電力系統におけるサージに対する絶緑協調に関する研究助成 河村達雄

181 分離機能材料に関する研究助成 妹尾 学

182 GaAs結晶物性に関する研究助成 生駒俊明

183 生簑網地の付箔生物除去に関する研究助成 前田久明

184 高速道路の交通容最に関する研究助成 越 正毅

185 す配位る研子究の分助子成設計にもとづく含窒素複素環一金属錯体の機能開発に関 白石 振作

186 二次部材の耐震性能実験に関する研究助成 半谷裕彦

187 精密射出成形に関する研究助成 横井秀俊

188 都市地裳防災に関する研究助成 片山恒雄

189 画像データベースシステムに関する研究助成 坂内正夫

190 界面活性剤によるコンクリートの品質改善に関する研究助成 小林一輔

191 押出加工に関する研究助成 木内 学

192 幅射を利用した室内温熱空気環境制御に関する研究助成 村上周三

193 AI応用に関する研究助成 石塚 満

194 FBRの耐震設計に関する調査研究の助成 柴田 碧

195 原子助力発電所の耐震性についての確率論的手法の応用に関する調査研 柴田 碧
究 の 成

196 精密位罹決めに関する研究助成 樋口俊郎
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187 電子線照射による高分子薄膜の合成に関する研究助成 瓜生敏之

188 多糖硫酸エステル， リン酸エステルに関する研究助成 瓜生敏之

199 金属接合界面の構造に関する研究助成 石 田 洋 一

200 高層建物と風の相互作用に関する実験と数値解析に関する研究助成 村上周三

201 超高層建物グラ廻フりのィク非ス定に常関流すれる場研の究数助値成シミュレーションとそのコン 加藤 信介
ピュータ ィ

202 仮説推論に関する研究助成 石塚 満

203 機能性ガラスの研究助成 安井 至

204 ガラスの材料設計に関する研究助成 安井 至

205 超微少硬度計測に関する研究助成 鈴木敬愛

206 耐裳設計に関する研究助成 柴田 碧

207 落雷位罹標定システムに関する雷観測研究助成 石井 勝

208 写真測批およぴリモートセンシングに関する研究助成 村 井 俊 治

209 コンクリ トの耐久性向上技術に関する研究助成 小 林 一 輔

210 高炉セメントコンクリートに関する研究助成 小林一輔

211 立体網地の流体抵抗に関する研究助成 前 田 久 明

212 焼結合金の焼結中における発生ガスの分析に関する研究助成 前田正史

213 パワーエレクトロニクスと制御に関する研究助成 原 島 文 雄

214 埋設管の地震時挙動の研究助成 田村重四郎

215 画像情報処理の研究助成 安 田 靖 彦

216 多を摩川上・中流域の水質型保水全質対シ策の検討を容易にす発るためのパソコン 鈴木 基之
用いるマンーマシン ステムモデルの開に関する研究助成

217 分子機能材料の合成化学的研究に対する助成 白石振作

218 先端素材の生産加工に関する研究助成 中 川 威 雄

219 立体構造繊維で強化したセラミックスの材料設計に関する研究助成 香川 豊

220 電力系統における開閉サージ現象に関する研究助成 河 村 達 雄

花l送電線への冬季雷撃現像の観測研究助成 河 村 達 雄

222 三次元ディスプレイに関する研究助成 演 崎 襄 二

223 クリープの評価に関する研究助成 渡 辺 勝 彦

224 光導波路を用いた光通信の研究助成 藤井陽一

225 ナトリウムの蒸発と凝縮に関する研究助成 棚沢一郎

226 塑性加工に関する研究助成 木内 学

227 診「電断力方機法器の用調試査験・器検の討開に発関研す究る」の内， インパルス試験器等による絶緑 石井 勝
研究助成

228 ガスエ作物の耐震研究に対する助成 片 山 恒 雄

密9機能図形情報システムに関する研究助成 坂 内 正 夫

230 画像データベースに関する研究助成 坂内正夫

231 SIサイリスタ応用技術（その 1) に対する研究助成 原島文雄

232 機能性プラスチック成形材料の研究助成 中 川 威 雄

233 係留浮体の長周期運動に関する研究助成 前 田 久 明

234 急冷Al-Zr合金箔の陽極酸化皮膜特性に関する研究助成 七尾 進

235 電子分光法のための基礎理論に関する研究助成 二瓶好正
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236 絨子井戸構造における散乱機構の基礎とデバイス応用に関する研究助 楯 裕之
成

237 高温での Cr-MO鋼の析出挙動に関する研究助成 石 田 洋 一

238 構造物の耐震に対する研究助成 片山恒雄

239 イオン照射材の強度試験法に関する研究助成 鈴木敬愛

240 分子ふるい炭素に関する研究助成 鈴木基之

241 インテリジェント都市における情報システムに関する基礎的研究助成 月尾 悪男

242 アーテ的ィフ究ィシャル・リアリティ技術の都市環境設計への適用に関す 月尾 悪男
る基礎研助成

243 情報都市空間の高度制御システムに関する基礎的研究助成 月尾農男

244 アーテ的ィフ究ィシ成ャル・リアリティ技術の建築環境設計への適用に関す 月尾 麗男
る基 礎 研 助

245 ポリマーアロイのモルフォロジーの画像解析の研究助成 田中 肇

246 都市・建築の環境評価方法に関する研究助成 村上周三

247 流れ画像解析システムの研究助成 小林敏雄

248 確率FEMに関する研究助成 中桐 滋

248 複合ビルの音特性能に関する研究助成 橘 秀樹

250 低結合砥石の開発に関する研究助成 谷 泰弘

251 BEMに関する研究助成 結城良治

252 シリコーン化合物及ぴその応用に関する研究助成 高井信治

253 超高層建築の空間モデルに関する研究助成 原 廣司

254 逐次2点測定法の道路の段差計測への応用に対する研究助成 佐藤壽芳

255 上質試験の自動化に関する研究助成 龍岡文夫

256 固相分率測定システムに関する研究助成 木内 学

257 新レオキャスターに関する研究助成 木内 学

258 火気使用器具の地震時の安全に関する研究助成 田村重四郎

259 高温ガスの赤外分光法に関する研究助成 前田正史

260 液クロ用充埴剤の開発に関する研究助成 妹尾 学

261 LNG小型貯槽の耐震に関する研究助成 柴田 碧

262 半溶融金属の塑性加工に関する研究助成 木内 学

263 地震危険度解析に関する研究助成 片山恒雄

264 流体振動型流蜀計に関する研究助成 小林敏雄

265 フルイデックガスメータに関する研究助成 小林敏雄

266 画像処理の研究助成 安田靖彦

267 超伝導酸化物と金属との接合研究に対する助成 石田洋一

268 微振動振動台の研究助成 藤田隆史

269 土の変形特性に関する研究助成 龍岡文夫

270 非線形動力学に関する研究助成 柴田 碧

271 アーテ的ィフ究ィシ成ャル・リアリティ技術の都市空間計画への適用に関す 月尾 嘉男
る基礎研助

272 インテリジェントビルの制御技術に関する基礎的研究助成 月尾患男

273 インテリジェントビルに関する基礎的研究助成 月尾悪男

274 耐震解析及ぴ評価法の研究に関する助成 柴田 碧
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275 プラスチック可視化技術の基礎研究に関する研究助成 横井秀俊

276 熱間潤滑理論解析に関する研究助成 木内 学

277 三次元塑性変形理論に関する研究助成 木内 学

278 孔型油圧延理論解析に関する研究助成 木内 学

278 交通流画像計測の研究助成 高羽禎雄

280 非晶質材料に関する研究助成 安井 至

281 超精密位罹決め機構に関する研究助成 樋口俊郎

282 画像処理方式に関する研究助成 高 木 幹 雄

283 ハードウェアソータに関する研究助成 喜連川優

284 高速サーポ機構に関する研究助成 樋口俊郎

285 繊維強化複合材料の研究助成 香川 豊

286 多孔性樹脂の利用に関する研究助成 高 井 信 治

287 3次元流れ場の画像処理方法についての研究助成 小林敏雄

288 乱流栢密計測技術に関する研究助成 小 林 敏 雄

288 学校建築における空間構成に関する研究助成 藤井 明

290 都市トンネルの耐震性に関する研究助成 田村重四郎

291 新雷検出器による日本海側冬期雷の性状調壺に関する研究助成 河 村 達 雄
石井 勝

292 都市環境計画に関する研究助成 村上周三

293 室内の温熱空気環境調整に関する研究助成 村上周三

294 補強土の安定解析法の研究助成 龍岡文夫

祖5 大規模アトリウム空間の温熱・空気環境調整法に関する研究助成 村上周三

296 画像の付加価値伝送方式に関する研究助成 安 田 靖 彦

297 耐震工学に対する研究助成 片山恒雄

298 免疫センサに関する研究助成 高井信治

299 水成環境の各現象のモデル化及び水質シミュレーションプログラムの作 鈴木 基之
に関する研究助成

300 耐震診断に関する研究助成 高梨晃一

301 免震構造に関する研究助成 高梨晃一

30ビ デジタル画像処理に関する研究助成 高木幹雄

303 減衰力可変ダンパを用いたセミアクティプ免震構造に関する研究助成 藤田 隆史

304 交通信号制御の高度化に関する研究助成 越 正毅

305 図面自動入カシステムに関する研究助成 坂内正夫

306 マイクロインテリジェントシステムの研究助成 藤 田 博 之

307 マルチメディアにおけるデータ構造とあいまい検索に関する研究助成 坂内 正夫

308 アルミ合金用防食塗装系に関する研究助成 増子 晏

309 半導体製造技術による超小型運動システムの研究助成 藤 田 博 之

310 滅衰力可変ダンパを用いたセミアクティプ免震構造に関する研究助成 藤田 隆史

311 繊維強化金属に関する研究助成 大 蔵 明 光

312 高府建物周辺の乱流性状に関する研究助成 村上周二

313 放送スタジオの音特に関する研究助成 橘 秀樹

314 大空間の通風性状に関する基礎的研究助成 加藤信介

315 マイクロメカトロニクスに対する研究助成 藤 田 博 之
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316 土木資材による土質安定化工法に関する研究助成 龍岡文夫

317 過酸化ポリタングステン酸系無機レジストの研究助成 工藤徹ー

318 半溶融加工，ロール成形加工，圧延加工に関する研究助成 木内 学

319 有限要素法による紙送り機構の動解析に関する研究助成 都井 裕

320 FA用 LANシステムに関する研究助成 安田靖彦

321 値「自解動析車」用にデ対ィすスるク研ホ究イ助ー成ルの成形技術に関する研究」「孔型圧延の数 木内 学

322 TACベース音速測定に関する研究助成 高木堅志郎

323 有機合成の反応設計に関する研究助成 妹尾 学

324 大空間の音押模型実験法に関する研究助成 橘 秀樹

325 助高速成液体クロマトグラフィ法による検知機器の概念設計に関する研究 高井 信治

326 化合物半導体結晶技術の研究助成 生駒俊明

327 AEセンサーに関する研究助成 藤田博之

328 磁気装置サプミクロン加工の基礎研究に対する助成 中川威雄

329 ヘッドクラッシュ現象における摩擦• 摩耗の研究助成 木村好次

330 画像情報処理・認識に関する研究助成 高木幹雄

331 広帯域ISDN応用システムの研究助成 安田靖彦

332 マイクロメカトロニクスの研究助成 藤田博之

333 化合物半導体中の深い不純物準位の研究助成 生駒俊明

334 SOR利用による固体表面研究に対する助成 二瓶好正

335 微小穴打抜きシステムの開発に関する研究助成 増沢隆久

336 超高速機械加工に関する研究助成 中川威雄

337 高に機対能す圧る延助機成開発のための板圧延三次元変形解析システムの開発研究 柳本 潤

338 高張力鋼の建築構造の利用技術に関する研究助成 高梨晃一

339 炭素／炭素複合材料の製造と特性調査研究に対する助成 大蔵明光
香川 豊

340 3次元物件認識技術と知識獲得機構の研究助成 石塚 満

341 画像処理に関する研究助成 高木幹雄

342 歴史的都市空間の復元的研究に対する助成 藤森照信

343 圧延加工，押出し加工に関する研究助成 木内 学

344 構造最適化に関する研究助成 中桐 滋

345 磁気浮上に関する研究助成 樋口俊郎

346 構造要素の衝突圧壊強土に関する基礎的研究助成 都井 裕

347 熱交換器の設計ソフトに関する研究助成 西尾茂文

348 鏡面研削技術に関する研究助成 中川威雄

349 X線光電子回折に関する研究助成 二瓶好正

850 空間構造における形態形成法に関する研究助成 半谷裕彦

351 組立・展開スペースストラクチャーに関する調査研究助成 半谷裕彦

352 トライポロジ一試験法に関する研究助成 木村好次

353 都市・建築の環境調整工学に関する研究助成 村上周三

354 建物周辺気流数値シミュレーションの高精度乱流モデルに関する研究村上周三
助成
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355 橘台に作用する土圧の軽減に関する研究助成 片山恒雄

356 高速液体クロマトグラフィーによる高感度・一斉分析法の開発に関す 高井 信治
る研究助成

357 雨水浸透促進法に関する研究助成 虫明功臣

358 マイクロインテリジェントシステムに関する研究助成 藤 田 博 之

359 構造最適化の研究に対する助成 中桐 滋

360 高速道路トンネルの交通流挙動に関する研究助成 越 正毅

361 コンクリートの非破壊検査による劣化診断に関する研究助成 魚 本 健 人

362 電極素材の研究助成 増子 星

363 乱流解析の評価に関する研究助成 小林敏雄

364 鉄骨コンクリート合成構造の力学的挙動予測に関する研究助成 都井 裕

365 プラスチック焼結体の応用に関する研究助成 谷 泰弘

366 エレクトロニクスの自動車への応用に対する研究助成 原 島 文 雄

367 界面活性剤によるコンクリ トの品質改善に関する研究助成 魚小林本 一輔
健人

368 三次元粒状体構造模型内部の動的挙動の可視化に関する研究助成 小長井一男

369 地震動および地震危険度に関する研究助成 片 山 恒 雄

370 吸箔分離に関する基礎研究の助成 鈴木基之

371 交通流管理方式の研究助成 越 正毅

372 80キロ鋼柱の地震時挙動に関する研究助成 高 梨 晃 一

373 機能ディスクに関する研究助成 喜 連 川 優

374 音場シミュレーションに関する研究助成 橘 秀樹

375 ピエゾアクチュエータを用いたアクティプ除振装置に関する研究助成 藤田 隆史

376 樹脂特性測定装骰の開発に関する研究助成 横井秀俊

377 将来交通管制システムの研究助成 高 羽 禎 雄

378 外助成海型浮体式人工島の挙動ならびに係留に関する総合的研究に対する 前木下田 久健明

379 エキスパートシステムの研究助成 石塚 満

380 シリコンマイクロアクチュエータとそのマイクロマニュピュレ ショ 藤田博之
ンヘの応用に関する研究助成

381 原子炉材料内部界面の照射損傷研究に対する助成 石 田 洋 一

382 ヘテロ接合を有する極微細構造の物性に関する研究助成 生駒俊明

383 都市空間，建築空間の環境評価に関する研究助成 村上周三

384 居室の高効率換気• 空調システムに関する研究助成 加 藤 信 介

385 電縫鋼管における無残留応力矯正技術の研究助成 木内 学

386 化合物半導体の評価技術に関する研究助成 生 駒 俊 明

387 クライオポンプの基礎研究に対する助成 岡 野 達 雄

388 軟岩の変形特性に関する研究助成 龍岡文夫

389 基礎の支持カ・変形特性に関する研究助成 龍岡文夫

390 アクティプマス・ダンパに関する研究助成 藤田隆史

391 画像処理に関する研究助成 高木幹雄

392 アクチュエータ内蔵金型の精密成形の開発研究に対する助成 横井秀俊

393 ガスエ作物等技術基準調査に関する研究助成 柴田 碧
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394 ハイプリソド音特模型実験によるホールの音孵評価に関する研究助成 橘 秀樹

395 分離機能材料に関する研究助成 妹尾 学

386 ピエゾアクチュエータを用いたアクティブ微振動制御装置に関する研藤田 隆史
究助成

3町 車両の低周波振動に関する研究助成 大野進一

398 複合セラミックス材料に関する研究助成 林 宏爾

388 知的 CADの研究助成 石塚 満

400 超高す強度材料を用いた鉄筋コンクリート造建物の設計クライテリアに 中埜 良昭
関 る研究助成

401 溶接用多機能インパータの開発に関する研究助成 原島文雄

402 並列処理アーキテクチャーの研究助成 喜連川優

403 射出成形の可視化技術に関する研究助成 横井秀俊

404 円筒鋼管 ・H型鋼接合部の有限要素解析に関する研究助成 都井 裕

405 スワールシミュレーションに関する研究助成 吉識晴夫

406 耐裳解析及ぴ評価法の研究に関する助成 柴田 碧

407 水循環機構のモデル化に関する研究助成 虫明功臣

408 高速道路総合管制システム等に関する研究助成 高羽禎雄

408 ピエゾアクチュエータを用いたアクティブ徐振装骰に関する研究助成 藤田 隆史

410 可変速駆動制御技術に関する研究助成 原島文雄

411 塑性加工技術に関する研究助成 木内 学

412 自動制御システムに関する研究助成 原島文雄

413 紙パルプ資源に関する研究助成 鈴木基之

414 マルチメディアデータベースに関する研究助成 坂内正夫

415 メカトロニクス技術高度化に関する研究助成 藤田博之

416 MANの高効率構成法に関する研究助成 安田
瀬崎

417 高分子液晶の架橋に関する研究助成 瓜生敏之

418 連結式浮体の連結部に係わる工学的研究助成 前田久明

419 コ ン貫入試験結果および液状化強度に及ぽす細粒分の影聾に関する 龍岡 文夫
研究助成

420 金属微粉の焼結に関する研究助成 林 宏爾

421 工作機械の非線型振動特性解析に関する研究助成 佐藤壽芳

422 射出成形の可視化技術に関する研究助成 横井秀俊

423 高分子材料の高機能化に関する研究助成 白石振作

424 高層建物周辺の乱流性状の予測手法に関する研究助成 村上周三

425 光導波路を用いた光偏向器に関する研究助成 藤井陽一

426 地中線土木構造物の耐裳設計合理化の研究助成 田村重四郎

427 建物構造体における振動の伝搬性状に関する研究助成 橘 秀樹

428 電解コンデンサ用電極材の研究助成 七尾 進

429 コンクリートの劣化評価に関する研究助成 魚本健人

430 都市空間の環境評価方法に関する研究助成 村上周三

431 メ‘ノスコピックエレクトロニクスの研究助成 生駒俊明
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6 . 国際交流

生産技術研究所は，外国の研究者や機関との創造的な関係を重視し，国際的な学術交流の拡

大・充実に努めている．これらの活動を推進するために国際交流室を設置している．国際学術

交流協定に基づく交流，外国人研究者による学術講演会，学術的な情報交換のための，生研国

際シンポジウムの開催外国人研究者招聘制度による招聘などを通じて，毎年多数の外国人研究

者が来所している．

A. 国際学術交流協定等に基づく交流

1987年に本所と大連理工大学（旧大連工学院）との間で結ばれた学術交流協定に基づき，耐

震工学の分野で1989年 4月に龍岡助教授が， 1989年11月には田村教授が訪中し， 1988年度から

1989年 5月まで孔憲京講師が博士研究貝として6.5ケ月間本所に滞在し，また1990年 1月には金

学長ほか 2名が来所して研究交流を深めた．

1989年 4月英国インペリアルカレッジとの間で締結された耐震工学での研究交流協定によ

り， 1989年 7月に高梨教授が， 8月には澁谷助手がおのおの訪英し， 1990年 3月には， Prof.

Elnashaiが来訪している．

B. 生研国際シンポジウム

名 称 「マシン・インテリジェンスとビジョンの産業応用に関する国際ワークショップ (MIV

-89)」

内容

生研と IEEEIndustrial Electronics Societyの共催により，人工知能 (AI) とコンピュー

タビジョン技術との相互作用の中から新たな方向を切り開くことを意図して開催した．海外

から移動ロポットとビジョン研究の第一人者の Prof.R.A. Brooks (MIT), 世界最強のコン

ピュータ・チェス・プログラムの作者である Dr.H. Beliner (カーネギメロン大）から招待講

演があった.AIとビジョンの基礎と産業応用の研究を中心に，日本の技術に興味をもつ海外

からの参加者から多くの質問，謡見が出され，盛会であった．

また第 1日目夕刻には TSK-CCCで歓迎パーティを，第 2日目夕刻にはロザンでパン

ケットを行い，参加者に国際色豊かな六本木の夜を楽しんでもらうこともできた．

期 間平成元年 4月10日-12日 (3日間）

参加者数 講演者 65名（招待講演者 4名を含む）（うち外国人32名）

参加者 170名（うち外国人 35名）

担当教官石塚満助教授
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C. 外国人研究者招聘

官職 氏 名（大学名）

教授李啓浩1)

（全南大学）

研究貝 Siegfied
Schmude「1)
（マックスプランク金属
研究所）

国籍 研究課題 期間担当教官

韓 国パワーエレクトロニクスと 89.4.15- 原島文雄
その制御 89.5.13 

西ドイツ界面破壊の核生成機構 89.4.1- 石田洋一

90.3.31 

助教授 c.JonathanT.H. 米 国粘性土の補強盛土の研究 89. 7 .1- 龍岡文夫
Wu1> 89.12.9 
（コロラド大学）

教授奥平東1)

（漸江大学）
中 国吸箔工学に関する研究 89.11.20-鈴木基之

89.12.13 

準教授 LeeMoon日か 韓 国シストリックアレイを用い 89.12.2- 安田靖彦
（全北大学） たアダマール／離散コサイン 90.1.15 

変換の高速処理に関する研

究

研究部長 F「ancoisFeuille フランス微小重力下でのマランゴニ 90.3.9- 棚沢一郎
bois1> 効果 90.3.30 
（フランス国立科学研究
センター熱空気力学研
究所）

助教授 Holge「Hoge2> 西ドイツオーデトリアムの室内音特 89.3.1- 橘 秀 樹
（オルデンブルグ大学） 評価に関する研究 89.8.31 

教授 ClaudeM 米 国 III-V半導体デバイスプロセ 89.2.1- 生駒俊明
Penchina2> スと評価に関する研究 89.4.10 
（マサチューセッツ大
学）

研究助手巳aiJayantimala ィ ン ド 高 分 子 液 晶 の 固 体 構造の研 89.24.1- 瓜生敏之
Mohant炉 究 90.3.31 
（インド工科大学）

講師 c.Jayawa「dena.A スリラン水循環における不飽和帯の 89.9 .18- 虫明功臣
W.2> 力 役割の評価に関する研究 90.8.17 
（香港大学）

教授 ChoonFong 
8hih2> 

米 国クリープキ裂挙動の評価法 89.11.10-渡辺勝彦
に関する研究 89 .12 .10 

(Brown大学）

教授 Louisette フランス結品界面の微細構造と不純 90.1.9- 石田洋一
P「ieste戸 物偏析の電顕による研究 90.4.8 
（パリ大学）

教授 AhasanKa「eem2>パキスタ高層建物の風振動に関する 90.3.1- 村上周三
（ヒューストン大学） ン 数値シミュレーション 90.4.2 

講師 Am「Salah イギリス複合構造柱の動的解析と擬 90.3.27- 高梨晃一
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Elnasha杓 動的実験 90.4.23 
（インペリアルカレッ
ジ）

1) 日本学術振興会外国人研究者招聘制度による

2)生産技術研究所外国人研究者招聘制度による



7. 主要な研究施設

A. 特殊研究施設

1. 材料実験室

材料実験室は，面梢354m'で，主な共通設備は300kg, 2t, 5t, 30t, lOOt, の荷重制御万能試

験機， 20t長柱試験機，インストロン型変位制御lOt万能試験機のほか，ねじり，衝撃，かたさ

に関する各種試験機，圧力計検定器などである．本材料実験室は本所の共通施設の一つであり，

上記諸設備は，所内各部の研究に利用されている．材料試験関係の大型実験装置や研究費によ

る可変荷重配分多軸疲労試験装箇もここに置かれている． （第 1部）

2. K関数制御疲労試験装置

き裂端位置を連続的に追跡できる過電流クラックフォロワーを有し， き裂端の応力拡大係数

k値があらかじめ与えられたプログラムに従って変化するようにオンライン制御しつつ破壊

を進行させることのできるシステムを備えた多目的の疲労実験装骰で，荷重または変位制御，

プログラム試験もできる．荷重容鼠は20tである．本システムは， K一定制御試験，公称応カー

定の試験を初め，き裂開閉口によるき裂遅延現象，下限界条件△Km, き裂発生と微小き裂の成

長挙動，複合材料の疲労破壊，高温強度，破壊靱性，石油タンクの破壊などの研究にも使用さ

れている． （第 1部）

3. 地震による構造物破壊機構解析設備

地震に対する地盤•構造物系の応答，特に構造物の破壊機構を解明するための，総合的な設

備である．約300mの間隔の 3次元アレイならびに超高密度の 3次元アレイによる地盤の地震

動観測は，局地的条件も含めて，地震波動の伝播，地盤の歪等，地盤の詳細な挙動を明らかに

し，構造物に対する地震入力の資料を得ることを目的としている．中小地震により被害が生ず

るようあらかじめ設計され，地盤上に築造された鉄筋コンクリート構造ならびに鋼構造の構造

物弱小モデルは，構造物の自然地裳によって生ずる破壊の過程を実測し，その破壊機構を解明

しようとするものである．観測塔は塔状構造物の地震応答，構造物基盤と地盤との間の土圧等，

相互作用ならぴに免震装置の実地裳時の応答等，多目的に使用されている．これらの観測を主

目的として，約600点の測定盤を動的に同時的に計測，記録する装置を備えている．鉛直ならび

に水平の 2次元振動台，およぴ水平 2方向の，動的破壊実験の可能な耐力壁・耐水性・アクチュ

エータシステムは，破壊過程を実験的に検討するためのものである．地裳観測設備は，常に所

定の加速度レベルの地震動で作動するよう，設定されている．

（第 1部，第 2部，第 3部，第 5部）

4. 構造物動的破壊試験装置

構造物の地震応答の実験・解析のために千葉実験所動的破壊実験棟内に設岡されている装置

で，電気油圧式アクチュエーター 3基（容艤土30t,士150mmのもの 2基およぴ圧縮lOOt,土50

mmのもの 1基），小型振動台およぴそれらを制御する電算機より構成されている．種々の構造

物の復元力特性，動的破壊試験，実験装置と電算機をオンライン結合したシステムによる建物

の非線形地裳応答解析などが行われている． （第 1部，第 2部，第 5部）
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5. 大型振動台

構造物の基礎，土が主体となる構造物等の耐震性に関する基礎的研究を行うために，千葉実

験所に設罹された．振動時または地震時の地盤ならびに基礎の性状，フィルダムの安定性，斜

面のすべり面の形成とその形式などにおいて，重力が大きな役割を果たしているため，相似率

の点から大型の模型を試験する必要があるからである．また，大型模型の振動実験に対しても

有用である．振動台のアクチュエータの出力は80tで，正弦波ならぴにランダム波で加振するこ

とができる．加振振動数はO.l-30Hz,最大振幅（全振幅）は20cm,砂箱の大きさは長さ lOmX

幅 2mX高さ 4mである．本年度は実験データの記録装置を設備した． （第 1部）

6. 自然地震応答観測用化学プラント構造物モデル・プラント

鉄筋コンクリート地下 1階，地上 1層の試験体兼計測器室と鉄骨構造物を中心に塔槽，つり

タンク，配管， 2基の円筒貯槽 (20m3, 54mりその他からなっている．隣接した地表上などを

含めた各点の加速度と応答を，地裳によって起動する記録装罹によって常時観測している．そ

の他特殊な地裳動成分として水平動の長周期成分，地動の捩り成分など，合計約40チャンネル

の地震動データを測っている． とくに長周期成分については連続観測を行っている．また捩り

地裳解説用アレーを設置し，捩り地震動の発生機構の解明とその特性を調査している．強震計

その他地震記録は線図形として得られることがまだ多く，これを自動的に読み取ることが必要

となっている．これらの測定結果は解析のうえ，化学プラント耐裳設計の改善，地裳応答の統

計的性質の評価，円筒貯槽の設計方法の発展のため使用される．同地区は国内でも有感地震の

発生頻度のもっとも高い地区で，このようなモデル・プラント設罹に最適である． とくに近年

震度IVクラスの地震の発生回数が多く， 1980年に薄肉円筒タンク (54mりに座屈を発生したが，

1987年12月の千葉県東方沖地震では大きく進展し，約30°角を周期とする変形パターンを形成し

た．これら観測は1972年以来逐次拡充してきたが，計測機器なども次第に老朽化してきたので，

今年度より整程・縮小の方向に向っており，一方過去のデータを再整理し，データ・バンクの

作成を行っている． （第 2部）

7. 機械振動解析処理設備

本設備は，振動特性測定装罹 (SD-1002 C-17), およぴ各種加振装罹（電気油圧式 2' 動電

式3'機械式 1) と各種計測装罹から成りたっており，機械構造物，車輛，工作機械およぴ各

種プラントの振動特性の計測・解析に用いられている． （第 2部）

8. 耐震機械構造解析設備

本設備は高速データ処理装晋を中心に，むだ時間発生装置などの補助装置，およぴアナログ

計算機 (ALS-lOOX)+ HIT AClOllを主体とするハイプリット計算機およぴワーク・ステー

ション SUN3から成っていたが，最近，パーソナル・コンピュータの発達・充実に伴い，高速

データ処理装置など一部機能は PC9800によって置き換えられつつある．これらは当初記録の

読み取り用とその計算処理を行うために設けられたが，その後耐裳設計とその支援システムの

研究，プラント操作のシミュレーション的研究などにも用いられるようになってきた．数値解

析的な研究課題としては積極的免裳（制裳）のための制御の研究，連続体非線形振動解析の研究，

非線形パラメトリック振動の研究，地裳波形の損傷特性評価の研究などが挙げられる．また，

34 



高応動速度振動台によって材質の特性により生じる損傷モードの差の解明を原子力研究所共同

研究などを混じえて引き続き行っている. 3. 地裳による構造物破壊機構解析設備と共用の中

型2次元振動台と付属装置は一般免裳，人体の地震挙動，タンクの免裳に関する研究などに使

用している． （第 2部）

9. 風路付水槽

本水槽は長さ20.Sm,幅l.Sm,深さ1.35mの小型の鋼板製水槽であるが，一端に造波装置を

有し，周期0.6sec以上の波を発生することができ，他端には効率のよい消波装罹を備えている．

この水槽上部に高さ1.10m,幅2.40mの風路が設けられ， 2台の送風機により最高の風速15m/

secを得られる．波と風速との組み合わせを変えることにより，いろいろの海面状態における船

や海洋構造物の安定性を知ることができ，浮体運動学上重要な問題に関する実験研究に大いに

役立つものである． （第 2部）

10. 風路付造波回流水槽

本水槽は長さ17m,幅l.Sm,深さ1.5mの計測部を持ち，計測部の一部は2.4m,幅l.Sm,深

さ2.5mのピットになっており，直立構造物の実験も可能であり，ピットに砂を入れることもで

きる．造波機は幅方向に 6分割された反射波吸収型のものであり，潮流の最大速度は順流の場

合l.3m/s,逆流の場合l.Om/sである．波，潮流，風の順逆の向きの自由な組み合わせができ，

海洋複合環境下での構造物の挙動を再現できる． （第 2部）

11. 高圧空気源装置

特に小型ガスタービン研究用の高圧空気源装阻であって，実験用タービンの駆動，ガスター

ビン用圧縮機の実験，亜音速およぴ超音速におけるターピンおよび圧縮機の流~力学的研究，

燃焼器や熱交換器などの研究に必要な多最の高圧空気を供給する装置である．吐出圧力3.lkg/

cm2abs, 流最 1kg/sec, 駆動馬力lSOkWの2段ターボ圧縮機を主体とするものである．この

空気源は，圧力比が高いにもかかわらず駆動馬力が少なく，またサージング防止装置，各種の

安全装置，自動起動およぴ停止装置などをもち，実験の精度およぴ能率の増進をはかったもの

である． （第 2部）

12. 加工精度解析表示装置

レーザーを用いた光点変位式高速粗さ測定装置，粗さ形状測定装置，真直度測定装岡，これ

らを積載したエ具台等工作機械要素を駆動する制御装置，これから得られるデータを記録，処

理，表示する小型電子計算機とその周辺機器，走査電子顕微鏡を用いた表面粗さ測定装置， CCD

や空間フィルタを利用した光学的非接触外径測定装置等，多くの独自に開発された装置から

成っており，工作機械装置の振動，機械要素の運動，加工条件が，寸法精度，表面粗さ，真直

度，同筒度等加工物形状精度に及ぼす影響を解析，表示することを可能としている．超音波顕

微鏡も設慨し，これらに加えて加工変質層の評価も可能としている． （第 2部）

13. 大深度海底機械機能試験装置

深海底の高圧力環境下で，油浸機械などの装置類，耐圧殻，通信ケープル等が， どのように

挙動するか，あるいは試作された機器類が十分な性能を発揮しうるかを試験・研究する装置．

内径 ef,520mm内のり高さ800mmの大型筒と，内径 ef,300mm,内のり高さ500mmの小型筒より
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なり，大洋底最深部の水圧に相当する1200気圧に加圧することができ，計測用の貫通コネクタ

が蓋に取り付けられている．大型筒には TVカメラが付属しており，高圧環境下での試験体の

挙動を視覚的に観測でき，また外部と 2芯光ファイバーケープルでデータの受けわたしが可能

である． （第 2部）

14. 多次元画像情報処理研究設備

電子計算機によって，涙淡のあるモノクロ画像，カラー画像，マルチスペクトラム画像，時

間的な変化のある動画像などの多次元画像の情報処理を行うために，各種の画像入出力装置お

よぴ対話型処理装箇を中心に構成されている．

入力装罹としては高分解能フライングスポット・スキャナー，カラーおよぴモノクロームビ

デオ信号入力装罹， VTRからのビデオ信号入力装置さらに高精度オンライン顕微鏡などがあ

る．出力装置としては，カラーディスプレィ，レーザープリンタなどを備え，画像蓄積用の光

ディスクなどによるビデオファイル装罹につながっている．

大容盤磁気ディスク装憫およぴ大容最 IC共有メモリをもつカラー・ディスプレィをはじめ

とする各種ディスプレィを備え，対話型処理およぴ二次元高速演算等のソフトウエアのサポー

トとあいまって各種資源の制御管理と連係処理が能率的に行えるようになっている．

（第 3部）

15. 衛星データ受信設備

リモートセンシング用衛星からのデータを受信し，学術研究に利用するための受信設備であ

る．対象とする衛星は現在のところ，極軌道衛星の気象衛星 NOAA,およぴ静止気象衛星ひま

わりであって，毎日観測できる利点がある．受信は本館正面右側の階段室上に設置された 3mef, 

のアンテナにより行われ，アンテナに付属した前置増幅器，ダウンコンバータを経て，本館 3

階に設罹された増幅器，検波器，ビットシンクロナイザ，フレームシンクロナイザにより衛星

からのデータを取得する．取得されたデータは広帯域のデータレコーダにより記録される.1981

年以来の受信したデータはすべて保管され，現在データレコーダテープ90巻に10,000シーン，

1,000GBのデータが記録されている．衛星の追尾は，あらかじめ軌道計算を行い，時刻装罹か

らの時刻に合わせ，マイクロコンピュータでアンテナを駆動するプログラム追尾方式をとって

いる． （第 3部）

16. 電磁波動解析設備

本設備は，マイクロ波，レーザー光，エックス線などの短波長電磁波が物体により散乱され，

あるいは波動経路の媒質により散乱された結果として発生するところの，受信点あるいは観測

点近傍における散乱波の複雑な振幅・位相あるいは強度の観測結果を記録・解析し，その散乱

波を発生した散乱体の位置，形状などの幾何学的特性，散乱媒質の特性などを同定あるいは検

知するために用いられるものである．解析装置は，記憶容最768Kバイト，補助記憶30Mバイト

と高速演算ソフトウェアを備えた DEC社の PDPll/44型ミニコンピュータを主体とし，太陽

光，色素パルスレーザー光，炭酸ガスレーザー光，エックス線源などを波源としたときの散乱

数の挙動が解析できる． （第 3部）
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17. 高電圧発生装置

各種の高電圧を発生させる装置で，主として気中絶緑に代表される外部絶緑と， SF6ガス絶緑

の基礎特性の研究に供用されている．主な機器としては，カスケード接続可能な500kV,容最750

kVAの変圧器 2台が千葉実験所に，充電電圧2100kVのインパルス電圧発生装晋が六本木地区

に設置されている． （第 3部）

18. 波形情報抽出 AE計測・情報処理研究設備

アコースティック・エミッション (AE)による構造物あるいは材料の破壊挙動観測などの実

験およびAE波の波形解析などの応用およぴ基礎両面における研究に用いる設備である．設備

は多チャンネルの AE計測システム，すなわち波形記録およぴ解析装薗， AE波特徴パラメータ

抽出装置，処理装置などから構成されている．現在も使用中の第ーシステムも，本所で61年度

までに独自に開発された．他のシステムにない高性能のもので，これまで原子炉配管系モデル

の各種疲労試験，複合材料の引張試験などの多数の室内実験およぴ野外実験に｛吏用され，金属

構造物の疲労 AEの新モデル等破壊および破面挙動と計測 AEの関係を明らかにするなど，従

来の計測装置にない高機能を発揮し， AE技術の発展およぴ実用化に寄与している. 62年度か

ら，毎秒数千イベント以上の波形詳細特徴値の抽出能力のある第 3世代の多目的分散処理シス

テムが加わった．これは，他のシステムより 2桁程度の高パーフォマンスの設備であり，エネ

ルギー，時間周波数および波形パタン認識に有効な各種モーメントなど約10種類の波形パラ

メータが全入力波について収集利用でき，複合材などの破壊様式の解明と材料計平価にも顕著な

成果を示しつつある．なお，システムの高機能が国際的に評価され，同様の方式が内外で製作

使用されはじめた． （第 3部）

19. 交通情報システム処理装置

交通流計測データの収集と処理，交通状況の予測とシミュレーション，交通流制御・ 交通情

報提供・運行管理・自動車通信などの各種の機能の解析と評価を行うためのシステムである．

交通流画像計測装謹交通流シミュレーション等の尊用装置と電子計算機 FACOMS-3300,

FACOM270-30およぴワークステーション等から構成される． （第 3部）

20. レーザミリ波実験設備

安定な環境のもとで，レーザ光およびミリ波の伝送を行うための設備で，本所千葉実験所に

ある．温度を一定にし，気流の変動を避けるために，約100mの長さの地下洞道になっており，

一端に附属している実験室には現在 He-Neガス・レーザ装阻ならびに， レーザ・ビームおよぴ

画像直接伝送試験装置が設置されていて，無損失正形立体像直接伝送の実験に俵'.fflしている．

（第 3部）

21. 特殊イオンピームヘテロ界面加工解析装置

本装置は超高真空中で，輝度の高い液体金属イオン源から発生するイオンを加速し，イオン

ピームを極めて微細に集束させ(0.1ミクロ以下），半導体表面をスキャンさせてマイクロフォ

カス・イオンピーム加工および露光，マスクレスイオン打込み等を行う装置である．イオン源

としては， Ga,Si-Au-Beなどの各種金属を用い，質最分離によって所要のイオン種のみを試

料面上に導き，極めて微細に集束させ， コンピュータ制御によって任意のパターンを描くこと
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ができる．これを用いて機能デパイスの作製を行っている．

（機能エレクトロニクス研究センター）

22. 複合計算システム

ミニコンピュータ (FACOMU-1400)を中核にして，複数のマイクロコンピュータ等とネッ

トワークを構成し，コンピュータネットワークのためのソフトウェアシステムおよぴ通信シス

テムの開発に供されている．現在主として，分散処理システム記述用高水準言語DPLおよぴそ

の仮想計算機 doveの開発と，マルチマイクロプロセッサシステムの研究に用いられている．

（第 3部）

23. 半導体超薄膜ヘテロ構造作製用分子線エピタキシー装置

エレクトロニクス用半導体材料として重要な GaAs,Geなどの単結晶超薄膜を成長させるた

めの装罹である．第 1号機 (Mark-I)は本研究所で設計されたものであり，超高真空中 (10-10

Torr)に置かれた 6個の分子線発生用ルツボと結晶基板加熱ホルダーおよぴ各種の分子線の供

給ができる. GaとAsを供給して作る GaAsの場合には毎秒0.1ないしlOA程度の速度で成長

が可能である．第 2号機 (Mark-II)は8個の分子線源を持ち， 10-"Torrまで排気可能な改良

機である．分析機器としては分子線強度測定用に質最分析計と水晶厚計が，得られた結晶の特

性評価用に反射電子回折装置およぴオージェ分光装置などが設けられている．新構造を持つ超

高速トランジスタ，新構造光検出器，最子井戸を持つ半導体レーザ，ショットキ接合，超格子

等の素子作製と結晶表面および界面の電子特性の解明と応用に使用されている． （第 3部）

24. 半導体超薄膜ヘテロ構造評価用レーザ分光装置

GaAsとA!GaAsなどの超薄膜を梢層化させた超微細ヘテロ構造は，パルク材料に見られな

いさまざまな電気的・光学的性質を持ち，電子デバイス材料として極めて重要になりつつある．

本分光装置は，多層ヘテロ構造の膜厚・ 組成・均一性などを評価するためのものである．励起

用レーザ (ArおよぴDCM)からの光を試料に照射することにより高分解能フォトルミネッセ

ンスおよぴ高分解能ラマン散乱測定が可能である． （第 3部）

25. ピコ秒パルスレーザ時間分解分光装置

モードロック法により NbYAGレーザ（波長1.06μm) ならぴにその 2倍高調波（波長0.53

μm)をピコ秒領域 (10-12秒）でパルス発振させ，得られたパルスで半導体を励起し，その蛍光

などをストリークカメラで時間分解測定するシステム． （第 3部）

26. In-situ電子分光装置

本装置は，エレクトロニクス材料として重要な半導体の単結晶，およぴそのヘテロ接合を超

高真空中で作製し，光電子分光法によりその表面物性を研究するためのものであり，超高真空

中で連結された分子線エピタキシ一部と光電子分光部からなる．分子線エピタキシ一部は5X

10-11Torr以下に排気された超高真空中で半導体ヘテロ接合を作製するためのもので， 7個の

固体分子線源と 1個のガス分子線源を有する．光電子分光部では， sx10-"Torr以下の超高真

空中でX線光電子分光法 (XPS), 紫外線光電子分光法 (UPS),逆光電子分光法 (BIS), 低電

子エネルギー損失分光法 (LEELS)の各手法により半導体の表面物性，状態密度，およぴ表面

素励起等に関する情報を得ることができる．
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27. 落雷位置標定システム

落雷に伴って発生する電磁波の到来方位を多点で同時計測し，落雷点の位置標定を行うとと

もに，落雷に関連する幾つかのパラメータを集収する装罹で，設置点を中心として半径約400

kmの範囲の落雷の観測が可能である．現在は日本海沿岸の雷を主な観測対象として通年観測

を行っている． （第 3部）

28. S凡ガス絶縁研究設備

SF6ガス絶緑の，急しゅん波インパルス電圧に対する種々の特性を実規模で研：究するための

設備で，雷インパルス電圧lOOOkV,交流電圧350kV, ガス圧力 4kgまでの条件で実験が可能

である．特に急しゅんな立上りのインパルス高電圧の発生が可能な設計となっている．

（第 3部）

29. 反応機構解析装置

化学反応における反応経路，反応速度，律速段階などを解明するための装粧で，反応部，電

子スピン共嗚部，制御記録部から構成されている．反応系の温度・濃度の読取り• 制御，生成

常磁性種濃度の測定，データ処理が可能で，迅速な反応の機構解明，反応系の応答解析などに

利用される．なお，本装置の電子スピン共嗚部の本体は日本電子製の JESFE-3X型ESR,制

御記録部の本体は， JEC-5, JRA-5スペクトラムコンピュータで，その他に入出ポックス， AD

-DA変換器， リレーポックス，外部記憶装置，チャートリーダを付属機器として備えている．

（第 4部）

30. 核磁気共鳴吸収装置

•高分解能核磁気共鳴装置

日本電子 JNM-MH-100(100MHz)は，高分解能磁気共嗚装置であり， Hのケミカルシフ

ト，スピンースピンデカップリングの測定により分子構造の決定に有用な知見を与え，また特

定原子団の検出や定蟄が可能で，有機化合物およぴ不安定中間体の構造決定，反応機構の多明

などの研究に供されている．さらにフーリエ変換型の高分解能核磁気共嗚装箔として日本電子

FX-60Q型装罹があり，炭素をはじめ， リン，スズなどのケミカルシフト，スピンースピン結

合定数，核スピン緩和時間の測定が可能であり，分子構造の決定ばかりでなく分子淵］相互作用

の研究に使われている．

・270MHz高船屏能核磁気共鳴装置

パルスフーリェ変換型270MHz高分解能核磁気共嗚(NMR)装岡は，超電導磁石(6.4Telsa)

を使って強磁場を作り，この中に各種の原子を含む化合物を入れて，特定の周~数で共嗚を起

こさせる．結合状態などの相違により原子は共鳴周波数が異なるので，それを観淵I]することに

よって，化合物の構造解析，反応の追跡などを行うことができる. 1H (270MHz)と13C(67.5 

MHz)核を含む液体を測定するが，特殊なアタッチメントをつけることにより，核スピンを有

するすべての核すなわち7Li,l9F, z•si, 31P, 93Nb,'95Ptなどを含む化合物について，それら

の核磁気共嗚を液体およぴ固体状態で測定できるよう設計されている．フーリエ変換型である

ので， 32ピットのコンピューターを備え，高速で計算することができ， またほとんどの操作が

コンピューターで動く．この装置を使って低分子，高分子の有機化合物の構造~オ斤などを行う．
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本装置は昭和59年度文部省科学研究費の一般研究 Aによって設置された． （第 4部）

31. 電子ピーム真空溶解装置

電子ビーム溶解炉は， 10―'mbar以下の圧力下でクリーンなエネルギーである電子ビームを

用いて，これまで溶解が困難であった高融点金属およぴセラミックなどの材料を溶融，凝固す

ることができる真空溶解炉である．制御性の良い電子ビームを熱源にしているため，溶解速度，

溶解温度の調節が容易である．

LEYBOLD-HERAEUS製電子ピーム溶解装置 ESl/1/6は，真空排気系，真空溶解用チャン

バー，試料供給装置，インゴット引抜き装置，電子ピームガン，高圧電源およぴ制御系から構

成されている．

出力は 8kW, 加速電圧はlOkVである．電子ピームガン内で加速した電子を，集束，偏向した

後水冷の銅製るつぼ (<f,60mm)に放射することにより試料を溶解する．電子ピームガン内にオ

リフィスおよぴ小型のターポ分子ポンプ(TMP50:501/sec)を取り付け，チャンパーの圧力よ

り常に低く保っている．チャンバー内は，別のターポ分子ポンプ(TMPlOOO: 10001/sec)によっ

て排気され，溶解中においても， 10-•- 10-•mbar に保たれている．チャンパーに取り付けた垂

直フィーダー，水平フィーダーにより高真空中で試料を供給することができ，インゴットリト

ラクションによって最大 <f,30Xl50mmのインゴットを作成することが可能である．また，スト

ロポスコープ付のビュウポートがあり溶解状況を観察することもできる．現在，金属シリコン

中の不純物であるリン，ボロンなどの真空除去，またチタン中の酸素の真空除去などレアメタ

ルの精製に使用している． （第 4部）

32. 放射性同位元素実験室

本所の共同利用施設として，千葉実験所アイソトープ実験室 (92.4mりのほか，六本木庁舎

敷地内にはラジオ・アイソトープ実験室 (185.7mりがある．ラジオ・アイソトープ実験室は事

務室・汚染検査室・測定室・ 暗室・低レベル放射化学実験室・高レベル放射化学実験室・化学

実験室•物理実験室・ y 線ラジオグラフィ室・貯蔵室・保管廃棄室・機械室 (2 階）とからなる．

測定室はメスバウァー解析装置の使用室として用いられている．安全操作のため，フード 4基，

プローポックス 1基があり，その中で化学操作が行われる．サーベイメータとしては， GM管

式のもの 3台，シンチレーション式のもの 2台，電離箱式のもの 2台があり，環境測定に使用

される．出入時の汚染検査用にハンドフット・クロスモニター，排気監視用にモニターが設け

てあり，取扱者と周辺の安全の確保に努めている．測定器としては，シンチレーションカウタ，

GMカウンター等，一般的なものは備えてある．また，多チャンネル波高分子析器，半導体検

出器も使用できる状態にある．このほか，防護用品として遠隔操作把手などもあり高レペル実

験にも対応できるよう準備されている． （第 4部）

33. メスバウア解析装置

固体から放射される y線エネルギーが原子の結合状態によってわずか変わることを利用し，

結合状態や電子状態を知る y線分光装置である．主な装置は， y線源駆動装置としては Har-

well社製 2台， Elscint社製 1台の計 3台であり，計測器としては比例計数管，シンチレーター

およぴ，表面測定に適した自作の後方散乱計数管がある．計数結果は速度軸と同期させて波高
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分析器に集積される．波高分析器は Northern社製のものが3台使用されている． （第 4部）

34. 超高分解能電子顕微鏡

本装置は，加速電圧が200kVの電子顕微鏡としては限界といえる分解能を実現している．観

察目的を格子像に限った場合，原子の最近接距離よりも小さな0.09nmの2次元格子像を得る

ことができる． したがって結晶性のほとんどの物質の格子像観察を行うことができる．排気系

にはクライオポンプを採用している．これは水について275/s,水素とヘリュームについてそれ

ぞれ260[/s,130!/sの排気速度を有するので，高解能観察に有害な炭化水素による汚染が事実

上ない． （第 4部）

35. 固体表層構造解析装置

固体表面の組織，構造，組成を解析する複合装箇であって，主な装罹は以下のとおりである．

日電アネルパ社製， EMAS-II型 (AES+SIMS)は，固体のごく表面の組成分析と深さ方向の

組成変動を解析できる．試料破断装置，試料加熱装置が付属しているほか，付屈邸り小型 CPUに

より，データ処理（平滑化，時定数補償，シミュレーションなど）が可能である．

日立製作所製電界放射型 SEM(S-700型）に Kevex社製エネルギー分散型 X線アナライ

ザーを付属させたもので，固体表面の組織を数万倍で観察しながら， 1μm程度の微小部分の

組成分析ができる．付属の X-560型X線マイクロアナライザーは，定餓分析に適している．コ

ンテック社電子線走査表層解析装閻 (CSM-501型）は，試料冷却装置とビームプランキング機

能を備え半導体物性の測定のほか，微小部分の結品方位を正確に解析できる．

（第 1部，第 3部，第 4部）

36. X線光電子分光装置

X線照射により放出される光電子のエネルギーとその強度を測定し，化学シフトにより化学

結合や分子の電荷状態を解析したり，固体表面での原子の存在絨を知るための装置である．ア

ナライザーは軌道半径125mmの半球型で，ターポモレキュラーポンプ，イオンポンプにより，

10-'Torrまで排気可能である．分解能： El△ E=700以上，感度： AuN 7で10,OOOc/s, エネル

ギー範囲 0-2000eV, エネルギー精度O.leVの性能をもっている.16個の試料を同時に装閻内

に貯えることができ，試料交換に要する時間は約10分である．試料の表面処理として，イオン

衝撃，加熱，蒸済，ガス導入などの機能も備えている． （第 4部）

37. サプミクロンニ次イオン質量分析装置

本装罹は細く絞った一次イオンピームで試料をスパッタし，放出された二次イオンの質賊分

析を行うことにより，微小領域の組成分析を高感度で行うものである．電界放射型ガリウム液

体金属イオン源から放出された一次イオンは試料上で直径O.lμm以下に収束される．二次イオ

ンは Mattauch-Herzog型二重収束質最分析器で質最分析され， 120チャンネル並列検出系で検

出される．二次イオン質餓スペクトル測定のほか，試料の二次電子像，全二次イオン像，元素

分布像の観察も可能である． （第 4部）

38. フーリエ変換型赤外分光測定装置

本装置は，従来の分散素子を用いた分光測光計とは異なり，干渉計により得られる干渉図形

を計算機を用いてフーリエ変換することによりスペクトルを得る赤外分光測~ し

41 



たがって，高分解能測定，微弱光測定，迅速測定，高精度測定などが可能である．

本装置は Digilab社製であり， NOVA3/12型ミニコンピュータを主体としたデータ処理部に

より駆動される中赤外用光学測定系である FTS-20C/C型と遠赤外用光学系 FTS-16CXより

成る．データ処理部は 2台の光学系を制御可能であるため，中赤外領域 (4000-400cm→)およ

ぴ遠赤外領域 (500-lOcm→)を効率良く測定できる．気体，液体，固体の各種試料が測定可能

であり，微小試料測定，拡散反射スペクトル測定， ATRスペクトル測定のための付属品も備え

ている． （第 4部）

39. 高周波誘導結合プラズマ (ICP)発光分光分析装置

本装罹（島津製作所製 ICPS-1000II)は，アルゴンプラズマ中へ，溶液試料を導入し発光す

る試料構成元素を，その分析波長順に逐次的に ppbから1000ppmの広い濃度レンジにおいて分

析するための装置である．

装置は，誘導結合高周波プラズマ発生装置，分光部データ処理装置から構成されている．

（第 4部）

40. レーザーラマン分光装置

可視レーザー (Ar+ィオンレーザー）を液体・固体・粉末などの試料に照射すると，光子と物

質との相互作用によって光の一部分は物質の振動エネルギーだけ小さい（または大きい）エネ

ルギーとなって散乱される．これにより，赤外吸収スペクトルに類似のラマン散乱スペクトル

が得られる．装置は日本分光製 R-800型で，主な仕様は，ツェルニ・ターナ加分散型ダプルモ

ノクロメータ (f=SOOmm)使用，波数分解能0.2cm-1, 走査範囲 0-4000cm古フォトマル

HTVR-464型，感度0.2-lOOKHz(フォトンカウンタモードで）であり，積算・スムージング・

四則演算など種々のデータプロセシングも可能である． （第 4部）

41. 直視型情報処理装置

立体航空写真の精密な読み取りをディジタルな形で記録する装置で，ステレオコンパレータ

ともよばれる装置である．解析写真測最の研究に用いられる．

42. 高性能座標読取装置

（第 5部）

写真（ネガ・ポジ）や地図上の点の座標を，士25μmの精度で読み取りディジタルな形で記録

する装慨で，タブレットディジタイザー，マイクロコンジュータおよぴ周辺機器（フロッピー

ディスク装置，プリンタ等）から構成されている．解析写真測量やリモートセンシングデータ

の幾何学的処理に関する研究に用いられる． （第 5部）

43. 画像出力装置

第 3部高木研究室にある FACOMM-170と連結されているカラーグラフィックディスプレ

イで，富士通社製 VIPS1台およぴ柏木研究所製 NEXAS2台がある．リモートセンシングに

使われている． （第 5部）

44. 津波高潮実験水槽

幅25cm, 長さ40m, 深さ60cm(ただし造波部分は90cm)の平面水槽が上屋内に納められ，

長周期波ならぴに短周期波の造波装置が設置されている．長周期波の発生装置は，プログラム

設定自動制御方式を採用した空気式（プロワ20PS)であり，発生波の周期は 1minから30min
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までである．また短周期波造波機として20PSフラップ型（延長20m,発生波の周期0.6-9.6sec)

と可動式ペンジュラム型（造波板長 8m, 周期0.5-4.0sec) 3基が備えられている．なお，こ

の水槽は千葉実験所内に設けられている． （第 5部）

45. 水工学実験棟

千葉実験所内に設けたスパン45m, 長さ85mの鉄骨造の実験棟であり，その中の主要な実験

装置は幅40m,長さ70mの海岸工学実験用平面水槽およぴそれに付随したフラップ型造波機

（延長40m, 周期0.5-5.Osec, 最大波高 8cm)と可動式ペンジュラム型造波機（造波板長10m,

周期0.5-4.0sec,最大波高20cm)4基である．波による海浜流に関する研究，港や川口の形状

と波の関係に関する研究などがこの装罹により行われる． （第 5部）

46. 風洞付二次元造波動水槽

幅60cm,長さ90cm,長さ48mのガラス張り二次元水槽であり，風浪発生装置 (7.5PS,最大

風速25m/s)ならびに規則波発生装罹 (2.0PS, 発生しうる波の周期は8.0sから2.8s)が取りつ

けてあり，それぞれを独立に同時運転することができる．なお，この水槽は千~実験所内に設

けられている． （第 5部）

47. 音響実験室

音押実験室は無特室，残押室，模型実験室およぴデータ処理室からなっている．無聾室（有

効容積3.8m X 4. 8m x 3. 8m, 浮構造，内壁80cm厚吸音楔）では各種音特計測器の校正，反射・

回折測定，聴感実験などを行う．残特室（容積200m尺不整形型）では，材料の吸音率，動力機

器などの発生騒音パワーレベルの測定などを行う．また模型実験室は各種の音咽模型実験を行

うためのスペースで，建築音特，交通騒音，工場騒音などに関する実験を行っている．データ

処理室には各種スペクトル分析器，音響インテンシティー計測システム，音特計測器校正シス

テムなどが設岡され，音押実験室のすべての実験装置，ならびに無音送風装骰からのデータを

処理できる． （第 5部）

48. 無音• 境界層風洞

この装置は無音送風装置，境界層風洞およぴ付属データ処理システムにより構成されている．

無音送風装箇は， 75kwのリミットロードファンにより，境界層風洞に対し速度 0-15m/sの無

音風が遠隔制御される. 210m3の残特室 (9.4sec/500Hz) を付属する．境界層J風洞は強風，風

圧，通風換気等，建物周辺気流の研究を行うための実験施設である．測定部は，幅1800mmX高

さ1200mmX長さ9.8mであり，測定断面内平均風速のばらつき 1%以下，乱れの強さ約 1%を

有する．

付属装質として，風速風圧データ・オンライン処理システムおよぴ 3ピーム 2次元レーザー

風速計ならびに144点多点風速計を備える．風速風圧，データ・オンライン処理装甜化は境界層風

洞での風速・風圧データの自動収録およびオンライン解析を行うものである．主システムは記

憶容最 3Mバイトの EWS計 4台であり，周辺装置として X,Y, Z, 3次元移動装置回転装

置， 8チャンネルA-Dコンバータ，計0.7Gパイトディスクユニット，磁気テープユニット，

3ペングラフィックプロッター， CRT, シリアルプリンターを装備している． （第 5部）
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49. 恒温恒湿土質実験室

飽和粘性土・セメント改良土などは圧密時間（供試体を加圧養生する時間）によって，その

強度・変形特性が著しく変化する．また，その強度・変形特性は温度変化の影響を強く受ける．

したがって，長期にわたって圧密試験をするときに一貫したデータを得るためには，恒温条件

が必須となる．また，通年にわたって一貫した強度試験のデータを得るためにも恒温恒湿条件

が必要である．本装置は，以上の目的のために作られたものであり，年間をとおして温度22℃,

湿度60%が保たれている．現在， 6台の土質せん断試験機， 40個の三軸セル， 8台のマイクロ

コンピュータがこの中に収納され稼動している．

50. アルカリ骨材反応診断装置

（第 5部）

本装罹は偏光顕微鏡， X線回折装置およぴイオンクロマトグラフにより構成されており，ア

ルカリ骨材反応を生ずる可能性のある鉱物の検出や反応の進行過程の判定を行うために用いら

れる． （第 5部）

51. コンクリート構造物力学特性診断装置

本装置は電気油圧式疲労試験機，アコースティックエミッション (AE)計測装置，超音波伝

播速度測定器および動弾性係数測定器より構成されており，繰り返し荷重による残余舟命の推

定およびクラックの発生にともなう組織の劣化度を調べるために用いられる． （第 5部）

B. 試作 工場

本工場は，所内各研究室の研究活動や大学院学生等の教育上必要な実験用機械・器具・供試

材料などの設計• 製作を担当している．当研究所の使命が工学と工業とを結ぶ研究の推進にあ

ることを反映して，製作内容が一般の機械加工工場とは大幅に異なり，最新の生産技術と密接

な関連をもつ，多種・ 多様かつ先進的な装置の試作が多く，高度の設計•製作技術が要求され，

独自の技術開発によって，研究室の要望に応えることを目指している．

工場の規模は，総床面積が1300m臼人貝は併任の工場長を含め20名であり，機械工場（機械

加工技術室）が全体の約50% を占め，ほかに設計指導相談室•加工技術相談室・木工加工技術

室・ガラス加工技術室・ 共同利用工作室・ 材料庫室・電子部品室などがあり，多岐に渡る業務

を担当している．

本工場は，小型の精密測定装置から大型の耐裳構造物等に至るまで，広範囲の製作が可能な

程度に，以下の設備を有している．

旋盤10,立フライス盤 5,横フライス盤 2,マシニングセンタ 1,CADシステム 1,プレー

ナ 1,立削盤 1,形削盤 3'研削盤 1,ラジアルボール盤 1,ポール盤 3,歯切盤 1,シャー

2, 折曲機 1,三本ロールベンダ 2,電気溶接機 3,電気炉 1,帯鋸盤 3,放電加工機 1,

木工加工機類 8'卓上機械類10,ガラス旋盤 1,ダイヤモンド切断機 1,超音波加工機 1,

万能投影機 1, ほか．

設計指導相談室·加工技術相談室は，設計•加工技術に関する指導·相談をはじめ，研究室

と協力して設計• 製図も担当しており，機械加工技術室は旋盤・仕上・板金・溶接等の各加工

分野をカバーして，鉄鋼・非鉄金属•樹脂系材料をはじめ，最新の素材を利用した各種試験装
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置や実験部品の精密加工・精密組立を行っている．

木工加工技術室は，形状ならぴに重鼠パランス等について，高精度を必要とする複雑な船体

模型や粟型をはじめ，各種の水槽・風洞実験模型等の製作・指導に当っている．

ガラス加工技術室は，高度かつ特殊な加工技術を要する化学分析装置をはじめ， レーザ利用

装置や高真空装置に必要な多種・多様な機器の製作・ 指導を行っている．

共同利用工作室は，専任係貝の指導の下に所内のだれもが使用できる工作室として設けられ

ており，旋盤3, 形削盤 1, フライス盤 2, ポール盤3その他の設備がある．

材料庫室は，製作材料・部品の調達や，各研究室へのエ作材料の供給も行っている．

電子部品室は，エレクトロニクス関係部品の供給や，測定機器の貸出および技術的資料の提

供などを主要業務とし，直流標準電圧• 電流発生器，シンクロスコープ，ュニノゞーサルカウン

タ， XYレコーダ，パルスジェネレータ，周波数計，ベクトルインピーダンスメータなどの測定

機を備えている．

また，以上のほかに，各研究室の需要に応じ適宜に外注を利用するシステムも採用している．

C. 電子計算機室

本所の各研究分野における技術計算やデータ処理のための共同利用を目的とした設備であ

る．大学院学生のための計算機教育の役割も果たしている．昭和61年11月には「民間等との共

同研究」により，スーパーコンピュータ (FACOMVP-100)が計算機室に設罹され，本所の研

究者が民間研究者と共同で「ComputationalEngineeringの開発研究」を行っている． また，

通信回線の需要が増える中でコンピュータ間通信を可能にするため，昭和63年 8月 UNIXシス

テム (UTS/M)およぴイーサネットを導入した．平成元年 8月1日より FACOMA-50をゲー

トウェイとして， JUNETの電子メールの運用を開始した．

雷子計算機室の規模は総面梢417m尺人貝は室長（教授兼務） 1, 助手 1, 技官 4,事務官 1

で構成されている．

本所の共通計算機の主システムは， FACOMVP-100と昭和60年9月に更新され，昭和63年 5

月に増強された FACOMM-380Qから構成されている. VP-100はパイプライン方式による最

大285MFLOPSの科学技術計算向き高速ベクトル計算機である．両システムは，ディスク装置

を共有する疎結合多重処理システム (LCMP)で大規模な計算は VP-100で実行し， ジョプの投

入や結果の印刷などは M-380Qでまとめて行うため，主システム全体の処理能力を最大瞑限に発

揮できる．一方，情報処理システムネットワーク化の趨勢に対応するため，昭和60年 9月に約

100端末を収容することが可能な光ケープルによるデータハイウェイが所内にはりめぐらされ，

各研究室から共通計算機に高速にアクセスすることが可能となった．さらにこのシステムでは

N 1ネットワークによって東大の大型計算機センターと接続されたので，大型機の利用も高度

化された．また，昭和63年 8月通信回線の新しい需要を満たすため， 200端末接続可能な光デー

タハイウェイ F2883にレベルアップされた．現システムの構成・機能の概略を次に示す．＊印は

本年度新設または更新された機器である．
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1. 中央処理装置 F ACOM VP-100 285MFLOPS 

FACOM M-380Q ギプソンミックスO.lμs

2. 主記憶装置 VP-100 (64MB), M-380Q (48MB=32MB+l6MB*) 

3. 自動電源制御装置 2台

4. メインコンソール・サプコンソール 7台=5台+2台

5. ドットプリンタ装置（システムハードコピー用） 2台

6. 磁気ディスク装置 1260MB x 12 = 15 .12GB 

1260MBX 16=20.16GB 

ディスクキャッシュ機構 16MB=SMB+SMB 

7. 磁気テープ装置 9トラック

6250/1600rpi 4台=2台+2台

8. カートリッジライプラリ装薗 最大容最 205MB/巻， 2デッキ 1台

9 . レーザプリンタ装岡 4000行／分 カッタ付 2台

10. オフィスプリンタ装置 20枚／分 (A4版）イメージ印刷機能付 3台

11. アップルレーザライタ IINTX* 1台

12. XYプロッタ装置 1000ステップ／秒

13. フロッピィディスク入出力装置 5インチ (IBMフォーマット）

14. グラフィックディスプレイターミナル

カラー 20インチ 解像度 1024X800 3台

モノクローム 14インチ 解像度 1024 X 800 1台

ハードコピー カラー 3台

モノクローム 1台

15. 画像ディスプレイ NEXUS6400 イメージメモリ 4枚 (512X 512 X 8bit) 1台

16. ワークステーション SPARC station 370* 

FACOM A-50 

17. TSS用端末

1) 日本語端末 25台（日本語入力機構付）

14インチ 英小文字キーボード 16台

カナ付きキーボード 9台

2) ディスプレイプリンタ 2台， 日本語端末プリンタ 4台

3) イメージディスプレイ 3台 15インチカラーイメージ表示機構付 イメージ

スキャナ付 (2台）

4) FMR-50 2台 (UTS用端末）



5) インテリジェント端末

・Macintosh II* 

・F9450IIパーソナルコンピュータ (512KB)

・PC-9801VM2パーソナルコンピュータ (386MB)

・PC-9801RX* 

・F9450Amk II 7台（事務部等に設置）

6) 公衆回線所内電話回線 2回線 (300ポー）， 2回線 (1200ポー）

所外電話回線 1回線 (300ポー）， 2回線 (1200ポー）

7) 専用回線 16回線 (2400ボー-9600ポー）

18. 光データハイウェイシステム F ACOM F2883 1ループ構成

伝送速度 (33メガポー）

くセンター側〉 マルチプレクサノード (MX7) 2台 (148回線）

＜端末側〉 マルチプレクサノード (MX4) 29台 (208回線）

リモートアダプタ (RX1) 140台

(2400ポー-9600ボー）

本年度利用登録者数513名， M-380Q(MSP)の年間 CPU時間2815時間，ジョプ処理件数約

15万 4千件であった．

D. 映像技術室

業務は所内各研究室の依頼により，実験資料，研究発表に使用する写真・映画・ビデオを作

成しているが，本研究所が広範な工学的研究を行っているため，その内容は多岐にわたるだけ

ではなく特殊撮影等高度な技法を駆使するものも少なくない．装置としては一枚撮り 8"Xl0"・

4"X5"判カメラ以下中・小型カメラ，マクロ写真撮影装置明室型および暗室型製版用（多目

的）カメラ，カラーコピー複写機，即製スライド作成機，プリズム式高速度カメラ，掻落し式

高速度カメラ， 16mm撮影機，繰返し式閃光装置，ピデオカメラ，編集装置等を設備している．

映像技術室の人貝は室長を含め 5名，運営は本所映像技術委貝会の管理のもとに行われ，月

平均290件の作業件数を処理しているほか，映像技術上の各種の相談にも応じている．

E. 図書室

図書室は，本館 2階に総面梢654.75m2の場所を使用して，各研究分野全般にわたる内外の学

術雑誌およぴ図書資料を研究者の閲覧に供している．また千葉実験所には保存書庫を設け，図

書資料の保存に努めている．当所の研究が理工系の広い分野にわたっているのでこれに関係の

ある重要図書，ことに外国雑誌とそのバックナンバーの整備につとめてきたことは蔵書の特色

となっている．また，図書の分類は UDCの分類法などを参照した当所の研究に1更宜な分類法に

よって統一されている．現在，学術情報センター等と接続してオンラインによる図書室業務を

行うほか，研究者が必要とする文献や原報の提供などの相互協力を行っている．
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1) 建物総面積

閲覧室 68. 75m2 

書 庫 521.00m2 

準備室 19.50m2 

事務室 45.50m2 

保存書庫 182.00m2 

計 836. 75m2 

2) 蔵書数

和 津戸 59,884冊

洋 書 83,439冊

計 143,323冊

3) 平成元年度利用状況

開館日数 256日

利用者 11,852人

貸 出 冊 数 3,122冊
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111 • 教育活動

本所は研究活動と共に教育活動にも重点をおいて活躍している．すなわち，本所は東京大学

大学院の工学系，理学系教育の一部を担当し，ほとんどすべての教官が本学の本郷キャンパス

において講義や演習を行うほか，本所においては研究，実験などの実施教育を行っている．現

在本所教官の指導を受けている大学院学生は平成 1年度において修士課程167名，博士課程134

名である．これらの教育は当研究所の第一線の研究と融合し，わが国の将来をになう研究者，

教育者，高級技術者を社会に送り出している．

また高級技術者の養成については，大学院制度によるもののほか受託研究貝，研：究生等の制

度がある．これらの研究貝，研究生は各研究室において一定期間ある事項について研究に従事

したり，研究や実験を助けつつ技術を習得したりして，社会に送り出されている．

そのほか教育活動の一環としての高級技術者を対象とした講習会，セミナーを（財）生産技術

研究奨励会の主催，本所の協力で毎年開催している．

I . 大学院

本所の教官の関係する大学院コースは工学系研究科中の土木工学，建築学，機梯口こ学，産業

機械工学，舶用機械工学，精密機械工学，船舶工学，航空学，電気工学，電子工学，物理工学，

金属工学，金属材料学，工業化学，合成化学，化学工学，情報工学，情報科学セミナー，化学

エネルギー工学，各専攻およぴ理学系研究科の物理学，化学専攻であり，平成 1年度において

は次表のような諧議およぴ演習などを担当している．

x印は平成 1年度講義しないもの

工 学系

A 土木工学

耐震構造特論

建設材料特論

担 当授業科目

Concrete Materials and Construction, x Concrete Science 

Traffic Engineering IE 

交通工学特論II

Fundamentals of Transportation Engineering 

Introduction to Earthquake Engineering, X耐裳防災工学，土木構造実験およ
ぴ演習

Remote Sensing (英語）

水文環境学， XAdvanced Hydrology, 河川工学実験およぴ演習

官職氏名

教授 田村重四郎

小林一輔
助教授魚本健人

魚本健人

教授起§ 正毅

助教授桑原雅夫

教授走§ 正毅
助教授桑原雅夫

教授片山恒雄

村井俊治

虫明功臣
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基礎工学， GeotechnicalEngineering 助教授龍岡文夫

B 建築学

x建築構造学第11 教授岡田恒男

環境調整工学第 3 助教授橘 秀樹

建 築 構造学第 9 教授高梨晃一

x建 築構造学第13 助教授大井謙一

環境調整工学第 6 教授村上周三

環境調整工学第 4 助教授加藤信介

建築構造学第 7 教授半谷裕彦

建築計画学第 3 助教授藤井 明

建築史学第 3 藤森照信

C 機械工学

機械振動学 B,機械工学特別演習 I,機械工学特別実験 教授大野進一

数値構造解析学特論，機械工学特別演習 I,機械工学特別実験 中桐 滋

塑性学特論，機械工学特別演習 I II, 機械工学特別実験 助教授渡辺勝彦

弾性力学特論，機械工学特別演習 I II, 機械工学特別実験 結城良治

数値流体工学，流体工学特論 B,機械工学特別実験，機械工学特別演習 I II 教授 小林敏雄

流体工学演習A 助教授吉識晴夫

D 産業機械工学

原子力機械工学，機械振動学(A),機械工学特別演習，機械力学(C),機械工学 教授 柴田 碧
特別演習 I II, 機械工学特別実験

工作機械特論，機械工学特別演習 I'機械工学特別実験 佐藤壽芳

塑性加工学特論，工作法演習 A 木内 学

機械振動学 A, 原子力機械工学 助教授藤田隆史

工作機械特論，機械工学特別演習 I'機械工学特別実験 谷 泰弘

E 舶用機械工学

伝熱工学特論 B,機械工学特別演習 I,機械工学特別実験 教授棚沢一郎

伝熱工学特論 B,機械工学特別演習 I,機械工学特別実験 助教授西尾茂文

エネルギー工学特論，機械工学特別演習II,機械工学特別実験 吉識晴夫

F 精密機械工学

x先端素材製造学 教授中川威雄

x精密加工学特論 増沢隆久

x表面工学特論 木村好次

メカトロニクス特論 助教授樋口俊郎

Xプラスチック成形工学特論 横井秀俊

G 船舶工学

浮体運動特論，船舶工学実験大要，船舶工学演習 A B, 船舶工学研究 I II 教授前田久明

x海洋環境機器工学，船舶工作実験大要，船舶工学演習 A B, 船舶工学研究 I 助教授 浦 環
II 

浮体運動特論，船舶工学実験大要，船舶工学演習 A B, 船舶工学研究 I II 木下 健
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計算力学特論，船舶工学実験大要，船舶工学演習 A B, 船舶工学研究 I II 助 教 授 都 井 裕

H 航空学

x摩擦潤滑論，ジェットエンジン特論

l 電気工学

光波・マイクロ波回路，電磁界解析 B, 電気通信工学特別実験，電気通信工学
論文輪講 I II, 電気通信工学演習

X高電圧測定論，電気工学特別実験，電気工学論文輪講 I II, 

応用制御工学， AE技術とその応用（特別演習），大規模インテグレーテッド・
プロダクションのプロセス・制御・情報処理 (D演習）

xディジタル回路構成論，電気通信工学特別実験，電気通信工学論文輪講 I
II, 電気通信工学演習

x電気機器学特論，ロポット工学，電気工学論文輪講 I II, 雷気工学演習，
電気工学特別実験

教授木村好次

演崎襄二

河村達雄

山口楠雄

高羽禎雄

原島文雄

x電磁界解析 B,高電圧工学特論，電気工学特別実験，電気工学論文輪講 I II, 助教授 石井 勝
電気工学演習

x防災システム工学，電気工学特別実験，電気工学演習，電気工学論文輪講 I 藤田 博之
II 

J 電子工学

画像通信，電子工学論文輪講，電子工学演習，電子工学実験 教授安田靖彦

光デパイス I' 電子工学演習，電子工学特別実験，電子工学論文輪講 藤井陽一

電子工学論文輪講 I II, X画像処理，電子工学特別実験，電子工学演習 高木幹雄

化合物半導体工学，批子細線の作製と電子伝導（特別実験） 生駒 俊明

電子分光法による半導体ヘテロ界面の評価（特別実験） 助教授 平川 一彦

固体電子物性工学 I,光波・マイクロ波解析，電子工学特別実験，電子工学論 教授 据 裕之
文輪講 I II, 電子工学演習

電子工学特別実験，霊子工学演習，電子工学論文輪講 I II, X信頼性工学 坂内正夫

コンピュータ・グラフィックス， Xパターン認識，雷子工学論文輪購 I II, 電助教授 石塚 満
子工学特別実験，電子工学演習

データベース工学，電子工学演習，電子工学特別実験，電子工学論文輪講 I II 

k 物理工学

喜連川優

真空工学，応用物理学輪講 I II, 応用物理学特別実験およぴ演習 I II 岡野 達雄

最子光学特論，応用物理学特別実験およぴ演習 I II, 応用物理学輪講 I II 教授 小倉 磐夫

餓子光学特論，応用物理学特別実験および演習 I II, 応用物理学輪講 I II 助教授 黒田 和男

音波物性 教 授 高 木 堅 志 郎

L 金属工学

表面解析特論，金属工学演習第 1 第2, 金属工学特別実験第 1 第2 本間 禎一

材料強度学 鈴木敬愛

材料強度学（夏），繊維強化金属複合材料（冬），金属工学特別実験第 1 第 2 大蔵 明光

科学作文法 助教授前田正史

結晶化学，金屈工学特別実験，金属工学演習 教授増子 舜

非結晶金属材料，金属工学演習第 1 第2, 金属工学特別実験第 1 第2 助教授七尾 進
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M 金属材料学

材料界面の構造と性質，金属材料学特別実験第 1 第2, 金属材料学演習第 1 教授 石田 洋一
第2,X物質構造解析

材料界面の構造と性質，金属材料学特別実験第 1 第2' 金属材料学演習第 1 助教授森 実
第2

金属材料学特別実験第 1 第 2, 金属材料学演習第 1 第2 教授 林 宏爾

N 工業化学

X応用分光化学，工業分析化学特別実験第 1'工業分析化学特別演習第 1

x固体化学特論第 2

固体化学特論第 1

0 合成化学

x化学反応論

x有機合成化学特論，合成化学特別演習 I II, 合成化学特別実験 I II 

P 化学工学

吸滸工学特論， X環境化学工学特論，プロセス設計特論，化学工学特別講議 I
II, 化学工学特別演習 I II III IV 

教授二瓶好正

助教授安井 至

高井信治

教授妹尾 学

白石振作

鈴木基之

x粉体工学特論 I,粉体工学特論II,化学工学特別演習第 1 第 2'化学工学助教授山本英夫
特別実験第 1

Q 情報工学

情報抽出法概論

情報工学論文輪講， X画像処理

データベース工学

R 情報科学セミナー

防災に関連した情報の取扱い

S 化学エネルギー工学

教授柴田 碧

高木幹雄

助教授喜連川優

教 授 柴 田 碧

x化学エネルギー材料化学第 1, 化学工ネルギー工学特別実験第 2,化学エネ ニ瓶好正
ルギー工学特別演習第 2

化学エネルギー変換工学 I 工藤徹—

化学熱力学特論 助教授渡辺正

化学工ネルギー工学特別演習第 1, 化学エネルギー工学特別実験第 1 山本 英夫

理学系

A 物理学

流体力学 I

B 化学

化学熱力学特論
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本所の教官に指導を受け本所において研究に従事している大学院学生のうち，本年度におい

て博士およぴ修士課程を修了した者の氏名，論文課題は次のとおりである．

博士課程

氏名 専攻 吟
n霞！ 文 題 目 官職 指導教官

Schaefe「土 木工学 AStudy on an Automated Vision System for 教授村井俊治
Ha「tmut Tracking and Three Dimensional Measure 

ments of Objects in Motion 

Ho Kok Vehicle Detector Simulation and its Applica- 越 正毅
Leong tions to Traffic Signal Control (車両感知器の助教授桑原雅夫

シミュレーションとその交通信号制御への応用）

Lee .Jin Seil-Based Conceptual Modelling of Overland 教授虫明功臣
Flow 

河合研至

Sudhi「
Mis「a

コンクリート部材における劣化成分の濃度変化と
その発生機構に関する研究

小林一輔

Durability of Concrete Structures Susceptible 助 教授魚本健人
to Chloride Induced Reinforcement Corrosion 

金 鍾瞥建 築 学 Beam-Columnの耐カ・変形能力の評価と骨組解教授高梨晃一
析への適用

Na dim 
Ka「am

山上 敬

産 錫柱

BUT AI-ZUKURI: Architecture of Perfor-
mance (舞台造り：パフォーマンスの建築）

塔状構造物による自然地裳時における地盤ー構造
物の動的相互作用観測

有限要素法による室内音場解析に関する研究

吉川暢 宏機 械工 学統一的 3次元き裂パラメータとその数値解析的評
価法に関する研究

森西 洋平 LESによる乱流解析の実用化のための基礎研究

黄 永茂産業機械工学板材の複合化圧滸廷理論に関する研究

星野倫彦 押出し加工の数値解析技術の開発と応用に関する
研究

魏 恋精密機械工学 Manufacturingof Injection Molding Die by 
Suction-Casting into Permeable Mold (通気性
型への吸引鋳造による射出成形用金型の製造）

川勝英樹

原 廣司

半谷裕彦

助教授橘 秀樹

渡辺勝彦

教授小林敏雄

木内 学

木内 学

中川威雄

Development of Actuators with the Function of 助教授樋口俊郎
Positioning and Magnetic Suspension 

明 愛国 ワイヤ駆動多自由度位置決め機構に関する研究 樋口俊郎

酒井清一郎電気工学小ゾーン連続形自動車パケット通信システムに関教 授 高羽禎雄
する研究

小路

原田リリア
‘ ノ

趙 文博

元 電子工学 Studyon Optical Bistability in Inhomoge 
neously Excited Distributed Feedback Lasers 

多次元クラスク化ファイルに対する関係データ 高木幹雄
ベース処理方式の研究 助教授喜連川優

A Study on Metropolitan Area Network Based 教授安田靖彦
on Shuffle Ring Structure 

手 洞哲金属工学金属基複合材料の界面に関する研究

田中良和 熱平衡準結品の研究

藤井陽一

大蔵明光

助 教 授 七 尾 進
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真崎仁詩工業化学光合成色素の物理化学的特性と反応性 に 関 す る 研 助 教 授 渡 辺 正
究

宋 鎮哲合成化学サーモトロピックポリアミドおよぴボリエステル教授瓜生敏之
アミドの合成と構造解析

干 建 オゾン酸化によるポリプロピレンの表面処理に関
する研究

手 照熙化学工学生物学的脱リンに関する速度論的研究

半場藤弘物理学 NumericalSimulation of the Reversed Field 
Pinch Using Turbulence Models 

白石振作

鈴木基之

吉澤 徴

修士課程

氏 名 専攻 論 文 題 目 官職 指導教官

馬場某行土木工学発泡スチロールプロック集合構造の動的挙動に関教 授田村重四郎
する基礎的研究

平田一穂

田中洋一

山 田昌郎

粒状材料よりなる堤体構造の動的挙動に関する基助教授 小長井一男
礎的研究

コンクリート構造物の品質に影響を及ぼす社会・ 教 授小林一輔
経済的要因

アルカリ骨材反応が生じた鉄筋コンクリート梁の 助教授魚本健人
変形と耐荷重性状

岩 佐 昌明 サグおよぴトンネルの交通容最に関する研究

大口 敬

鈴木 隆

邪建

安藤陽一

ファジィ推論を用いた車両の追従モデル

教授越 正毅
助教授桑原雅夫

教授越 正毅
助 教 授 桑 原 雅 夫

Carlos A. 
Villacis 

Raj i V 
Ouggal 

岡村次 郎

Wijese-
k 8 「a.
Sohan. 
N.T. 

森本 励

Teachavo 
「aSinsk 
Spot 

金 有性

リ ー
ホー・イン

朴 春植

織り込み区間の交通容抵に関する研究 教授越 正毅
助教授桑原雅夫

A Study on Car-Following Dehaviour 教授越 正毅

地裳動の距離滅衰特性と強さ指標に関する研究 片山恒雄
助 教 授 山 崎 文 雄

Seismic Risk Analysis: Basis for the Imple- 教授片山恒雄
mentation of Preparedness Policies 

Estimation of Seismic Risk and Damage and 片山恒雄
Their Utilization as Design Criteria 

雨水浸透促進法による都市城の水循環機構保全効 虫明功臣
果の評価

Tropical Stream Flow Modelling-Case Study 虫明功臣
on Sri Lankan Catchments 

砂地盤の基礎の支持力の寸法効果について 助 教 授 龍 岡 文 夫

Stress-Strain and Strength Characteristics of 龍岡文夫
Granular Materials in Simple Shear (単純せん
断における砂の変形・強度特性）

三軸圧縮試験によるセメント改良砂質土の変形強
度特性

土木工学土中に拘束されたジオテキスタイルの水理学及ぴ
力学的性質について

平面ひずみ状態での砂の変形・強度特性の異方性

龍岡文夫

龍岡文夫

龍岡文夫
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宇賀田建建 築 学地盤と建物の相互作用を考慮した耐震判定指標に教 授岡田恒男
関する研究

関 宝理 鉄筋コンクリート造弱小モデルのファイバーモデ 岡田恒男
ルによる地裳応答解析

塚本 大 中国における伝統的住居の調査と形態論 原 廣司

She「i Territory and のB近ou隣nd空ar間yin a T領ok域yoとN境e界ig）h- 原 廣司
Blake bourhood(東京 における

石渡 博 集合住宅における給湯消費醤に関する研究 村上周三

佐野剛志 構造挙動を目的関数とする円筒シェルの最適形状 半谷裕彦
解析

林 暁光 複合ケープル構造の構造安定解析 半谷裕彦

志村留美子 日本のオーディトリアムの音響特性に関する統計助教授 橘 秀樹
的検討

郷田桃代 都市空間の空地に関する数理的考察 藤井 明

小野啓子 開発計画の現状と問題ーネパール・ルンビニ計画 藤森照信
(1967-) を通して

田代輝久 広州十三夷館研究 藤森照信

マイケル フィリピンのダパオにおける日本人移民の住宅と 藤森照信
ダクダオ 集落配置

田中忠範 代数応カモデルによる建物周辺の乱流場の解析と 加藤信介
風洞実験

本間靖章 地裳動のエネルギー入力速度スペクトル 大井謙一

西村裕二機械工学梁の大変形不規則振動に関する研究 教授中桐 滋

佐々木裕 固体内非連続挙動を考慮した解析モデルのき裂問助教授 渡辺勝彦
題への適用性

上田壮一 知識情報処理を用いた BEM解析支援システムの 結城良治
研究

大 塚秀樹 振動インテンシティ測定装置に関する研究 教授大野進一

大 町真義 非等方 k-eモデルによる後方ステップ流の数値 小林敏雄
解析

玉川雅章 スペクトル・エレメント法における誤差評価と流 小林敏雄
れ場解析

神 崎孝之産業機械工学 人間のあいまいさを考慮したプラント監視作業に 柴田 碧
関する基礎的研究

永田 女プ又コ マルティマイクロプロセッサによるリアルタイム 佐藤壽芳
制御に関する研究

吉野 潤 半溶融金属の変形特性に関する基礎的研究 木内 学

壁矢 和久 可変摩擦ダンパを用いたセミアクティプ免裳構造助教授 藤田 隆史
に関する基礎的研究

Wu Hsiang ピエゾアクチュエータを用いたアクティプ微振動 藤田隆史
Teh 除振に関する基礎的研究

榎本俊 之 浮上工具方式による超平面切削加工技術に関する 谷 泰弘
研究

林 謙年舶用機械工学 液屑のロールオーバー現象に関する基礎研究 教授棚沢一郎

西村勝彦 シリンダ内の定常旋回流の速度分布に関する研究助教授 吉識晴夫

姫路裕二 下向き面系における自然対流膜沸騰熱伝達に関す助教授 西尾茂文
る研究
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鶴 英明精密機械工学電動式粉末成形プレスの開発 教授中川威雄

朴 圭裂 難作性ファインセラミックスの穴研削加工に関す 中川威雄
る研究

郭 佳備 放電による微細深穴加工に関する研究 増沢隆久

柄川 索 静電アクチュエータに関する研究 助教授樋i口俊郎

山形 豊 圧電素子を用いたインパクト駆動の研究 樋口俊郎

金 明秀 ピストン加工用高速 NC旋盤の開発 樋口俊郎

横山哲英船舶工学一点係留浮沈式網いけすに関する実験的研究 教授前田久明

藤井 輝夫 無索無人潜水艇の新しい制御方式の研究 助教授浦 環

吉田 俊 プロック構造体の非線形挙動の数値シミュレー 都井 裕
ション

深澤正志電気工学多眼式三次元画像の幾何学的性質 教授演崎襄二

小林 豊 ガラス繊維FRP繰り返し荷重試験時の AE波形 山口楠雄
マルチパラメータ解析と破壊挙動の考察

中村達也 流入制限を加味した交通信号制御手法 高羽禎雄

姜 聖允 ディジタルSlidingModeサーボシステムに関す 原島文雄
る研究

畔柳 洋 予測を用いた運動制御系の構成 原島文雄

北條 豊 人工衛星熱制御材料の帯電放電特性 助教授石井 勝

岩澤久子 「楽々原理」に基づく自律的な環境適応方法の研究 藤田博之

梶谷昭 彦 電 子 工 学 知 的符号化における歩行運動の認識に関する研究教授安田靖彦

Boon- A Cellular Land Mobile Network with Intr- 安田靖彦
Siong 
Wong 

azone and Interzone Wireless Communications 

野口 充宏 化合物半導体超薄膜．界面の研究 生駒俊明

永田全三 地図をモデルにする空間データ入力の高度化に関 坂内正夫
する研究

伊藤 史朗 論理的制約の利用による仮説推論システムの高速助教授 石塚 満
化手法

陳 慶表 段階的仮説ノード生成によるパックトラックフ 石塚 満
リーの高速仮説推論システム

瀬川芳久 並列データベースマシン SDCにおけるモジュー 喜連川優
ル間結合網に関する研究

岡村 秀 樹 物 理 工 学 BaTiO,のフォトリフラクティプ効果の研究 教授小倉磐夫
助教授黒田和男

福井二郎金属工学表面における吸箔子の動的変化の研究 教授本間禎一

永井 匡 パイエルス応力の計算機シミュレーション 鈴木敬愛

酒井 司 溶融金属を媒体とした表面改質 増子 晏

藤田 崇 SiC繊維強化 Ti基複合材料に関する研究 大蔵明光

白柳裕子金属材料学金属・セラミック接合界面に関する研究 石田洋一

池 田 直史 サーメット型低熱膨張材料に関する研究 林 宏爾

富田成明 Bi系超伝導体に関する研究 助教授森 実

柳 奉奇工業化学ガラスーセラミックス複合焼結体に関する研究 助教授安井 至

赤坂 洋一 ガラスの中距離構造に関する研究 安井 至
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藤原佳子工業化学 セラミックスの材料設計に関する研究 助教授

山本武継 電極表面のイオン認識機能化に関する研究

伊 能正浩合成化学 プロトンボンプ機能をもつ有機化合物の研究 教 授

石尾耕三 生理活性糖鎖を有する高分子の合成と機能

小国昌宏 情報機能を有する液晶性高分子の合成

関 秀之 ポリアザポリアセン類の合成と物性

日名子英範化学工学 蛋白質と固体表面の相互作用

鈴木慎司情報工 学 Research on Parallel and Persistent Program- 助教授
ming Language for Object-Oriented Database 

立間 徹化学工ネル 分子間電子伝達系のパイオセンサーヘの応用に関
ギ ー 工学 する研究

武内英樹 流動層 CVDによる多結晶シリコン製造プロセス
の研究

2 . 学部ゼミ• 学部講師等

平成 1年度全学一般教育ゼミナール担当者リスト

官 職 氏名 講 義 題 目

教授 高木堅志郎 フロンティア科学技術
ー波動と粒子の物理

助教 授 岡 野 達 雄
＂ 

黒田和男 ＂ 
教授前 田久 明海 と船の科学

ー海洋エネルギー

助教 授浦 環 ーダイピング入門

木下 健 ーヨットとポートの力学

教授木内 学 大学における先端技術の研究

高羽禎雄エレクトロニクスの現状と動向
ーエレクトロニクスの進歩（総論）

講師平川一彦 ー半導体電子デパイス

教授高木幹雄 ーコンピュータによる画像処理

原島文雄 ー制御システムとパワーエレクトロニクス

演崎襄二 一三次元画像

助教授石井 勝 ー電カシステム

石塚 満 一人工知能

教授 石 田 洋 一 新 素材アラカルト
一金属とセラミックスをくっつける

大蔵明光 一金属と繊維をくっつける

助教授香川 豊 ー割れないセラミックの作り方

前田正史 一高純度シリコンの作り方

七尾 進 ー結晶でない金属材料

安井 至

渡辺 正

妹尾 学

瓜生敏之

瓜生敏之

白石振作

鈴木基之

喜連川優

渡辺 正

山本英夫

学期

第 2・4学期

第 1・3学期

夏学期

第 1・3学期

冬学期

冬学期
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助教授森 実 ー結晶粒界だらけの新材料 冬 学 期

教授林 宏爾 ー粉末から作られる新材料

増子 舜 ー表面を処理した金属材料

石田洋一 一新材料の原子的構造を観る（まとめ）

鈴木 基 之 環 境 化 学工学入門 夏 学 期

助教授高井信治 クロマトグラフィーと生体情報 第 1・3学期

藤 森 照 信 都 市 と環境ー21世紀に向けて 第2・4学期
一路上観察学入間

教授月尾悪男 ー情報社会における地域開発

助 教 授橘 秀樹 ーホールの音押

教授村井俊治 ー地球環境とリモートセンシング

村上周三 一都市の風環境とピル風害

助教授加藤信介 一巨大空間の通風と換気

教授越 正毅 ー交通の制御

助教授桑原雅夫 ー交通渋滞の科学

教授原 広司 ―町づくりと世界の集落

助教授藤井 明 ー東京の空間指標

教授片山恒雄 ー安全な都市・安心な都市

平成 1年度非常勤講師としての出講（本学内他部局に対する）

官職 氏名 講 義 題 目 部局名

教授中桐 滋材料力学通論 工 学 部

本間禎一安全取扱
会全取学）扱者（放講射線習

鈴木 敬 愛 結 晶 塑性学 工 学 部

助 教 授渡辺勝彦弾性・塑性の力学

小長井一男 動的解析の基礎

教授木村好次航空原動機理論第 5

木村好次表面工学

木村好次 トライポロジ一

石田洋一金属材料通論

助教授安井 至化学工業通論A

七尾 進材料物理演習第 1 工 学 部

七尾 進工業材 料第 3

前田 正 史 材 料 物理第 2

渡辺 正工業分析化学実験

山本英夫粉粒体 工 学

講師荒木孝二工業化学通論A 教養学部

教授越 正毅道路システム 工 え子 部
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教授原 廣司 「ヒト・ひと・人間」居住空間としての都市 教養学部

村上周三環境工学演習 工 学 部

虫明功臣水資源システム

助 教授橘 秀樹環境工学演習

魚本健人建設材料学 教養部学
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3 . 受託研究員・研究生等

大学，官公庁，会社または個人の申し出により，本所において研究に従事し，本所教官の指

導を受けることを希望する者には受託研究貝，研究生などの制度が適用される（その規定は巻

末），昭和63年度においてこれらの制度をもとに研究指導を受けた者の数は受託研究員56名，研

究生62名である．

4 . 公開講座・講習会・セミナー・基礎講座

A. 生研公開講座

現代の科学技術の進歩はめざましくわれわれ工学研究者もその渦のまっただ中で動いている

が，ここに一つの大きな問題がある．それは，研究者がそれぞれの分野を深く堀り下げた結果，

お互いに隣が何をしているのかわかりずらくなってしまった， ということである．

そこで，「生研公開講座」と銘打ち，各分野の先端では何が問題となり，何が研究されている

かを理解する場を設けることにした．

これまで二年間，秋から冬にかけて毎週金曜日の夕方，私達が暮らしている「都市」の成り

立ちについての最先端の知識・情報のわかりやすいセミナーを行ってきました．第一回は「都

市と空間」，第二回は「都市を支える」というテーマでした．

1 . 主催：束京大学生産技術研究所

2 . 後援：財団法人生産技術研究奨励会

3. 場所：東京大学生産技術研究所

4. 日 時：平成元年10月13日～平成 2年 1月26日の毎週金曜日

5. テーマ：第 3回イプニングセミナー「都市と環境ー21世紀にむけて一」

講 義 内 容 講 師 摘 要

l 路上観察学入門 助教授藤森照信 10月13日

2 情報社会における地域開発 教授月尾嘉男 10月20日

3 ホールの音響 助教授橘 秀樹 10月27日

4 地球環境とリモートセンシング 教授村井俊治 11月10日

5 都市の風環境とピル風害 教授村上周三 11月17日

6 巨大空間の通風と換気 助教授加藤信介 12月1日

7 交通の制御 教 授 越 正毅 12月8日

8 交通渋滞の科学 助教授桑原雅夫 12月15日， 町づくりと世界の集落 教授原 広司 1月12日

10 東京の空間指標 助教授藤井 明 1月19日

11 安全な都市・安心な都市 教授片山恒雄 1月26日
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B. 生 研 講 習会

工業技術に関する新しい学理と技術，その応用などにつき広く産業界等の研究者・技術者を

対象として，平成元年度は，第30回・第31回・第32回生研講習会として開催した．なお，今後

も継続して行われる．

1 . 主催：財団法人生産技術研究奨励会

2. 後援：東京大学生産技術研究所

3. 場所：東京大学生産技術研究所

4. 日時：第30回平成元年 7月3日-5日

第31回 平 成 元 年12月12日-13日

第32回平成 2年 1月10日-12日

5. 受講者：第30回 97名

第31回 51名

第32回 51名

6. テーマ：第30回・第32回 NST(乱流シミュレーション）の実際と応用

ースーパーコンピューター用プログラムの作成演習一

第30回

講 義 内 容 講 師 摘要

1 乱流シミュレーション概説 その 1 教授吉澤 徴 第 1日

2 乱流シミュレーション概説 その 2 教授小林敏雄 第 1日

3 非定常 2次元 k-eモデルシミュレーションの解説 助教授加藤信介 第 1日

4 非作定成常2次元 k-12モデルシミュレーションプログラム 助教授加藤信介 第 1日

5 定常 2次元 k-sモデルシミュレーションの解説 講師谷口伸行 第2日

6 作定成常 2次元 k-sモデルシミュレーションのプログラム 講師谷口伸行 第2日

7 乱流シミュレーション概説 その 3 教授村上周三 第第 2 日
-Large Eddy Simulationの工学への応用ー 2日

8 LESにおけるペクトル化解法 助 手 堀 内 潔 第 2日， 2次元 LESプログラムの作成 助 手 堀 内 潔 第2日

10 スーパーコンピュータ概説ーFACOMVPシリーズを中心富士通児島 秀幸 第3日

として一

ll 乱流シミュレーションスーパーコンピュータ・プログラミ 富士通児島 秀幸 第3日
ング

12 乱流グ実シミュレーションスーパーコンピュータ・プログラミ 富士通児島 秀幸 第3日
ン習

13 コンピュータ・グラフィックス概説 富士通松岡玄一 第3日
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第31回

講 義 内 容 講 師 摘要

ー

2
3
4
5
6
7
8

， 。

材料複合化の動向一欧米と我国の現状と将来一

金属系複合材料の基礎課題

焼結複合材料

ガラス・セラミックス複合材料

複合異材界面の強度と破壊ーその力学的評価法一

異材科複合界面での構造と性質

原子スケールでの半導体の構造制御と新機能の創出

無機・有機複合化ーゾルゲル法を中心に一

半溶融加工法による金属基複合材料の開発

金属短繊維複合材料

教授大蔵

助教授香川

教 授 林

助教授安井

助教授結城

教授石田

教授榊

教 授 妹 尾
講師岩元

教授木内

教授中川

光

豊

爾

至

治

一

之

学

敏

学

雄

明

宏

良

洋

裕

和

威

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

 

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第32回

講義内容・講師は第30回に同じ

C. 生研セミナー

産業界の第一線技術者・研究者に再教育ないしは継続教育の機会を提供することを考え開催

された．なお，今後も継続して行われる．

1. 主催：財団法人生産技術研究奨励会

2. 後援：東京大学生産技術研究所

3. 場所：東京大学生産技術研究所

4. 日 時：平成元年 6月22日～平成 2年 2月2日

5. 受講者： 237名

コース テ マ 講 師 摘 要

144 

145 

146 

147 

148 

149 

150 

151 

152 

153 

パソコンを用いた簡易な写真測醤システム

ナノグラインデング

空間構造における形態形成の数理

IC製造技術を用いた超小形運動システム
ーマイクロメカトロニクスの進展―

レンズ板三次元映像とその技術

セラミック・メタル接合の基礎（第 3回）

クロマト分離の工学（第 2回）

非晶質・準結晶の構造解析と基礎科学

光学系理論の基礎と応用（第 6回）

構造健全性工学の基礎

教授村井

教授中川

教授半谷

助教授藤田

教授演崎

田

木

井

井

尾

倉

田

桐

田

埜

石

林

鈴

高

安

七

小

黒

中

福

中

授

授

授

紐

網

紐

贔

授

貝

紐

師

教

教

教

助

助

助

教

助

教

客

助

講

治

雄

彦

之

ニ

―

爾

之

治

至

進

夫

男

滋

一

昭

俊

威

裕

博

襄

洋

宏

基

信

磐

和

収

良

6月22日-23日

10月19日

11月9日-10日

11月14日

11月29日～
12月1日

12月4日-6日

1月30日-31日

1月31日
2月 1日

1月26日
2月2日

1月8日-9日
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D. 生研基礎講座

産業界の第一線技術者・研究者に対して，研究• 開発に不可欠でありかつ応用範囲の広い基

礎知識について，一連の講義を 1コースとしてまとめて受講できる機会を提供することを考え

開催された．なお，今後も継続して行われる．

1. 主催：財団法人生産技術研究奨励会

2. 後援：東京大学生産技術研究所

3. 場所：東京大学生産技術研究所

4. 日 時：平成元年10月3日～平成元年12月15日

5. 受講者： 32名

コース テ マ 講師 摘 要

4 素形材加工の数値変形解析•理論と実践 教 授 木 内 学 10月3日-4日

11月8日-9日

12月4日-15日
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IV. 機構・職員等・予算・記録

I . 機 構

64 

第1部（基

第4部（化学・金属・材料）

礎）
部主任ー業務掛ー―--------7

旦」専門分野（各研究室） I : 

-~~--→ ~--:~~ 讐宣言
第5部（土木・建築，都市・環境）

部主任ー業務掛—---------
且専門分野（各研究室）トー~

客貝部門 l 
寄付研究部門 l I 

千葉実験所l-実験所長 事務主任—----- ______ , 
I 

計測技術開発センタ I ー センター長 ・1

機能エレクトロニクス研究センクー I-センター長 i 
麟素材開発研究センタ―| センター長

工場長一副工場長ー~!〗:i5『 l 
室長-fプログラム班

業務掛------1

操作班

事務班 —-----..: ごここここ二こ二i
映像技術室|—室長-室長補佐—-{二 ， 

写真班

電子映像班 i 
図書室I

庶務掛・人事掛・ 厚生掛ー1 I 
麟課 課長一課長補佐-{

三課 長一課長補佐 腐胃塁塁塁は力掛•給与掛い

這声関係委貝会｛言昌［［量且設；掛生委／会

臨時委貝会一予算委員会・事務機構改善委員会・防災委員会
建築 計 画 調 査室

研究推進室

国際交流室



2. 職 員

A. 現 員 表（平成2.4.1現在）
a. 職種別職員数（客貝を除く）

区 分 教 授 助教授 講 師 助 手 技 官 事務官 用務貝 合 計

職貝

数
44 

（併任 1)
37 11 71 117 82 2

 
364 

（併任 1)

b. 系統別職員数（客貝を除く）

区分 研 究 系 事務系 技術系 技能労務系
メ口

職 教 助 講 助 技

雷官
技 技

＇ 
用

種 喜 計 胃 計 計
別 授 師 手 官 官 官

職
貝 44 37 11 71 18 181 77 93 6 5 2 13 364 
数 （併任1) （併任］）

8. 職 員 名 簿（平成2.4.1現在）

研究 部

教授• 助教授・購師・助手まで

第 部

教授

田村重四郎

小倉磐夫

岡田恒男

中桐 滋

本間禎一

鈴 木 敬 愛

吉澤 徴

高木堅志郎

助教授

渡辺勝彦

結城良治

工博

理博

工博

工博

工博

理博

理博

工博

工博

工博

耐裳構造学

応用光学

耐裳構造学

構造強度解析学

材料表面工学

材料強度物性

数理流体力学

超音波工学

固体材料強度学

材料強度機構学

助教授

岡野達雄

黒田和 男

小長井一男

（客貝）

福田収ー

講師

田中 肇

中埜良昭

助手

大平壽 昭

伊藤雅英

工博

工博

工博

工博

工博

工博

真空物理学

最子光学

耐裳構造学

構造健全性工学

音波物性

耐裳構造学

工博
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助 手

堀内

隈澤

本田

藤田

潔

文俊

融

大介

教授

柴田

棚澤

大野

木内

前田

増沢

小林

木村

懺中川

助教授

吉識晴夫

藤田隆史

西 尾茂文

浦環

樋 口俊郎

木下 健

都井 裕

横井秀俊

須 田義大

細谷 泰弘

講師

谷 口伸行

碧

一郎

進一

学

久明

隆久

敏雄

好次

威雄

教 授

濱 崎襄二

河 村達雄

66 

工博

工修

工博

工博

工博

工博

工博

工博

工博

工博

工博

工博

工博

工博

工博

工博

工博

工博

工博

工博

工博

工博

工博

工博

装罹機器学

熱交換工学

機械振動学

塑性加工学

浮体工学

微細加工学

流動予測工学

トライボロジ一

先端素材製造学

熱エネルギー変換工学

装置機器学

冷却工学

海洋環境機器工学

機電制御工学

海事流体力学

計算力学

プラスチック加工学

制御動力学

超精密加工学

流動予測工学

第

第

電磁光波工学

電カエネルギー工学

2
 

3
 

助手

志村

佐藤

酒井

部

講師

柳本 潤

川勝英樹

助手

小畑和彦

重田達也

遠藤敏彦

永田真一

佐賀徹雄

新谷 賢

能勢義昭

大堀員敬

大久保英敏

高岩千人

大石久己

岡 宏一

池野順一

弓削康平

宮島省吾

村田泰彦

安齋正博

田川泰敬

部

教

山口

高羽

努

裕

啓司

授

楠雄

禎雄

工博

工修

工修

工博

工博

工修

工博

工修

工修

工修

工博

工博

工修

工博

工博

工博

工博

塑性加工学

応用科学機器学

システム制御工学

情報システム工学



教授

安田 靖 彦

藤井陽一

原島 文 雄

坂内正夫

懺高木幹雄

懺生駒俊明

佃榊 裕之

（寄付部門）

Ha「V8Y
Ab「amson

助教授

石井 勝

石塚 満

藤田 博 之

懺喜連川優

（寄付部門）

Kaigham 
J.Gab「iel

教授

妹尾

増子

石田

学

星

洋一

瓜生 敏 之

白石振作

鈴木 基 之

二瓶 好 正

林 宏爾

工藤 徹 ー

助教授

七尾

森

前田

進

実

正史

工博

工博

工博

工博

工博

工博

工博

Ph.D 

工博

工博

工博

工博

Sc.D 

理博

理博

芦
工博

工博

工博

工博

工博

工博

工博

工博

工博

画像情報機器学

応用電子工学

電力変換制御工学

システム生成工学

電子演算工学

電子デバイス

光・電子デバイス工学

インフォメーション・
フュージョン

電カエネルギー工学

知識情報工学

防災システム工学

電子演算工学

インフォメーション・
フュージョン

有機機能材料

表面処理工学

応用放射線材料学

高分子材料化学

有機合成化学

環境・化学工学

物質情報工学

焼結材料学

無機機能材料学

機能性合金学

応用放射線材料学

金屈資源工学

第 4
 

講師

橋本秀紀

瀬崎

懺平川

助手

岡田三男

栗原由紀子

北條準一

近藤正示

齋藤敏夫

坂元宗 和

小柳津宏忠

尾崎政男

松末俊夫

全 柄東

木本伊彦

中野美由紀

部

一彦

助 教 授

香川 豊

高井信治

山本英夫

篠田純雄

懺安井 至

懺渡邊

講師

會川義寛

岩元和敏

荒木孝二

助手

井上 健

長谷川洋

篠塚則子

正

工博

工博

工博

工博

理修

理修

工博

工修

工博

工博

工博

工博

工博

工博

工博

工博

工博

知的制御システム

知的通信システム

批子半導体エレクトロ
ニクス

金屈材料科学

分離化学

微粒子制御工学

機能性分子工学

機能性セラミックス

環境計測化学

電子材料化学

有機材料化学

有機反応化学

工博

工博
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助手

虫明克 彦

市野瀬英喜

徳満和人

尾張員則

張 東植

櫻井吉晴

教 授

越 正毅

高梨晃一

原 廣司

片山恒雄

村井俊 治

半谷裕 彦

虫明功 臣

織村上周三

（客貝）

月尾 悪 男

助教授

龍岡文 夫

橘 秀樹

魚本健人

藤井 明

藤森照 信

正

工博

工博

工博

工博

工博

工博

交通制御工学

鋼構造学

建築空間計画学

Ph.D 耐裳防災工学

工博国土情報処理工学

工博 シェル構造学

工博水資源工学

工博建築都市環境工学

工博

工博

工博

工博

工博

工博

工博

工博

工博

教授

（センター長）

村上周三エ博

助教授

渡邊 工博

情報環境工学

基礎地盤工学

応用音押工学

複合材料構成学

建築数理計画学

都市環境史学

建築都市環境工学

環境計測化学

第 5
 

助

池田

岸本

吉田

八代

迫田

山川

部

手

貴

昭

孝

夫

義

哲
盛

章

工博

工博

工博

工博

工博

助 教 授

桑原雅夫

加藤信介

大井謙一

山崎文雄

助手

矢野博夫

田波徹行

及川清昭

洪起

白木亮司

澁谷 啓 Ph.D

尾崎晴男工修

村松 伸工博

永田 茂エ博

曲渕英邦工修

橋本俊昭

計測技術開発センター

助手

持田 灯

吉田章一郎

Ph.D 

工博

工博

工博

工博

工博

工博

工博

工博

交通工学

建築都市環境工学

鋼構造学

耐震防災工学

工博

工修
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先端素材開発センター

教 授 助 教 授

（センター長） 安井 至エ博材料設計

中川威雄エ博先端素材製造学 谷 泰弘エ博先端素材応用工学

機能エレクトロニクス研究センター

教 授 助 教 授

（センター長） 喜連川優 エ 博 機 能 情 報 処 理

高木 幹雄 エ膊 機能情報処理 講 師

生 駒 俊 明 工 博 機 能デバイス 平川一彦エ博機能デパイス

千葉実験所

所長（教授）囲田村重四郎工博 I事務主任 川島 平

試作工場

工場長（教授）懺木内 学工博 I副工場長（助手） 古屋七郎

電子計算機室

室長 （教授）織棚澤一郎工博 I助 手 古 谷 千 恵

映像技術室

室長（教授）懺片山恒雄 Ph.D I 室長補佐 岡宮誠一

事 務 部 （事務系役付職貝まで）

事 務部長 鳥 尾 幸 寛 人事掛長 岡村克美

総 務課長 梅 原 要 次 厚 生 掛長 伊良波正之

総務課課長補佐 相 浦 勝 巳 出版 掛長 橘 輝

庶務掛長 宮田 弘 図書掛長 風閻 勉
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第 1部業務掛長

第 2部業務掛長

第 3部業務掛長

第 4部業務掛長

第 5部業務掛長

試作工場業務掛長

経理課長

経理課課長補佐

富

初

矢

山

大

中

宮

藤

澤

芝

島

下

場

川

路

田

壽

年

治

作

子

生

繁

男

隆

ッ

敏

謹

金

ミ

康

間

司 計 掛長

研究協力掛長

給 与 掛 長

出納 掛 長

用 度 掛 長

施設掛長

千葉実験所事務主任

異

尾

矢

中

高

小

吉

川

越

内

村

野

林

澤

島

和

敏

明

健

達

博

明

承

膵

策

雄

平

動

発令年月日 官 職 氏 名

（平成元. 4. 1-平成2.3. 31) 

動事項異

元.4. 1 

元.4.15 
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教

助

教

講

助

技

教

授

授

授

師

手

官

田

子

村

蔵

川

尾

田

藤

井

川

崎

川

岡

増

田

大

中

月

福

斉

大

香

山

平

川

中

埜

□

本

崎

田

川

波

本

田

渕

本

本

平

田

中

谷

柳

瀬

池

田

難

岸

永

曲

橋

鈴

雄

屋

郎

光

雄

男

四重

明

威

湮

収

泰

謙

恒

文

良

伸

泰

徳

英

俊

和

豊

雄

彦

助 手

彦

肇

昭

行

潤

薫

貴

敬

郎

昭

茂

邦

昭

買

所長併任

所長併任終了

附属千葉実験所長併任（再任）

附属先端素材開発研究センター長併任終了

附属先端素材開発研究センター長併任

客貝部門教授併任（第 5部）

客貝部門助教授併任（第 1部）

教授併任（第 4部）終了

助教授昇任

助教授採用

助教授採用

附属機能エレクトロニクス研究センターヘ配置
換

第 3部兼務

工学部より講師昇任

講師採用

講師採用

講師採用

講師採用

助手配置換

助手採用

助手採用

助手採用

助手採用

助手採用

助手採用

辞職



元.5. l 

元.7. l 

元.7 .16 

元.8.16 

元.8.31 

元.8. 1 

元.9.16 

元.9.30 

元.10.1 

元.10.16

元.11. l 

元.l l. l 

元.12.l 

2. 2. l 

2. 2.16 

2. 3. l 

2. 3.31 

講

技

助

助

技

助

技

助

教

助

講

技

助

技

教

助

教

教

C. 名誉教

坪井善勝，

江上一郎，

山邊武郎，

中村亦夫，

大島康次郎，

三木五三郎，

北川英夫，

成瀬文雄，

川井忠彦，

雨

官
A
 

授

手

官

手

官

手

授

授

授

授
疇
〗
翫
嗣
麟
国
頭
”
鱈

高 井 信 治

高橋 裕

酒井啓司

高 木 堅 志 郎

畑中研

竹光信

吉田

岡

}¥ 

沖

河

南

河

JII 

迫

大

大

大

岡

大

山

木

加

中

小

竹

代

合

合

島

正

孝

道

夫

幹

潤

樹

潤

之

章

明

明

明

恒

田

蔵

蔵

蔵

田

澤

本

本

藤

野

林

光

手

師

官

手

官

真一，

和，

弘，

高司，

成文，

窟昭，

芳夫，

幸伯，

茂夫，

泰

盛

大

直

博

義

光

光

光

男

裕

夫

彦

夫

紀

輔

正

由

英

伊

茂

美

＿言
E
 

助教授昇任

工学部へ助手昇任

助手採用

教授昇任

束京工業大学工学部へ助教授昇任

助教授採用

助手昇任

辞職

助手採用

助手採用

助手昇任

辞職

辞職

転出（農林水産省農業環境技術研究所環境資源
部水質管理科主任研究貝）

助手採用

転出（宇宙科学研究所宇宙輸送研究系教授）

附属先端素材開発研究センター長1井任解除

併任教授（附属先端素材開発研究センター）

附属先端素材開発研究センター長事・務取扱

転出（埼玉大学工学部助手）

助教授昇任

助手昇任

宇都宮大学工学部へ講師昇任

助手配置換

停年

辞職

星野昌一，

森脇義雄，

大井光四郎，

井口昌平，

渡辺 勝，

館充，

態野賂従，

石井聖光，

辻泰，

関根 克，

一色貞文，

水町長生，

松永正久，

令岡 稔，

久保慶三郎，

田中 尚，

村松貞次郎，

根岸勝雄

岡本

平犀

加藤

武藤

西川

小瀬

石原

尾上

舜三

収

正夫

義一

精一

輝次

智男

守夫
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研

研

研

3 . その他の構成員（研究員・大学院学生・受託研究員・研究生等）

A. 平成元年度における在籍者数

研 研 研 外 誓 誓 協 民 含 拿
i 仇

拿 貪 研
究 究 究 国 力 間

塁顧 担 員 人 人 人 研 貫 院 院 院 研
問 当 貰 博 協 貰 雷 雷 日 貰士 力 同 本

研 研 研 研 博 璽 人 人
究 貫 責 賢 士 研 研
員 課 課 塁 塁程 程

1 17 52 22 16 4 42 32 134 167 20 I 56 62 

B. 名 簿（（ ）内は所属部を示す）

究 顧 問猪瀬 博

究 担 当花村榮ー(2), 大園成夫(2), 大橋秀雄(2), 梶谷 尚(2),

荒川泰彦(3), 石谷 久(3), 岸 輝雄(3), 秋山 稔 (3),

菅野卓雄(3), 正田英介(3), 有本 卓(3), 佐野信雄(4).

木村尚史(4), 井野博満(4), 松尾 陽(5), 安岡正人(5),

西野文雄(5)

九西 員森地重暉(1), 大町達夫(1)' 大和田義正(1)' 鬼頭幸三(2),

田代伸一(2), 原 文雄(2), 江藤 肇(2), 渡邊 武(2),

曽我部潔(2), 福田敏男 (2), 鈴木浩平(2), 西田公至(2),

谷下一夫(2), 前川 透 (2), 杉本隆尚(2), 植松哲太郎(2),

柳沢 章(2), 鈴木 清(2), 関口秀夫(2),増田光一(2),

田中裕久(2), 片岡真澄(2), 酒井茂紀(2), 金子尚志(3),

西村敏充(3), 佐藤 繁(3)' 演田 喬(3), 長谷部望(3),

遠山一郎(3), 藤田 猷 (3), 高砂常義(3), 小町祐史(3),

宮津純一郎(3), 牧本次生(3), 大野栄一(3), 戸田 巌 (3),

水嶋都香(3), 田中俊一郎(4), 葛原弘美(4), 岡田光正(4),

茅原一之(4), 堤 和男 (4), 篠田純 雄(4), 浅岡照夫(4),

猪股吉三(4), 松島美ー(4), 大野隆司(4), 雀部 実(4),

丸 章夫(5)' 趙 力采(5), 小倉盛衛(5), 和田孝雄(5)

外国人客員研究員劉 長洪(2), 頸 元斐(2), F「ancois Feuillebois(3), 

Si「aitK. Tunggul (3), ClaudもM Penchina(3), 赫 栄

威(3), 察 徳手(3), 沈 廉(3), Kaigham J. Gab「iel

(3), Lee Moon Ho(3), 鄭 淳永(4),河 紀成(4),李 乗

違 (4), 芙 平東(4l, Louisette P「ieste「(4), Holge「



日oge(5),関 富玲(5),石 達民(5),c.Jo「athanT.H.Wu

(5), c.Jayana「dena.A.W.(5), Ahsan Ka「eem(5),

Am「SalahElnashai(5), 

外国人博士研究員孔 憲京(1), 明 賢國(2), 蕗 偉 (3), 李 福煕(3),

季 華妹(3), Khalidlsmail(3), 楊 維康(3), T「BVO「t..l.

Thornton (3 l, Siegf「iedSchmaude「(4), Klaus 

Ahlborn(4), BaiJaya ntimala Mohanty(4), Kutics 

Ka「olyGuszta「(4l, Lamanthe Ghislaine (4), 劉 勇衛

(5), 王 樹恋(5), 張 復合(5)

外国人協力研究員余 志(2), 金 在烈(3),徐 裕徳(4), 韓 明錆(4)

協力研究員宇都宮登雄(1), 畔上秀幸(1), 岡山 浩(1), 中 山 光 康(1),

中村和彦(2), 小山浩幸(2), 国技正典(2),仙波卓称(2),

加藤数良(2), 青木 勇(2), 宮尾芳ー(2),志摩政幸(2),

小西奎二(2), 藤田 聡(2), 宗像鉄男(2),村田良美(2),

太田 進(2), 田坂修二(3),奥村次徳(3),松本隆宇(3),

田中潤一(3),坂上勝彦(3),富川義郎(3), 山田博章(3),

玉本英夫(3), 川中 章(3),最首和雄(3), 中 山 雅 哉(3),

谷口忠勝(3), 友田晴彦(4), 内田千城(4), 中村湮利(4),

浅沼 博(4), 佐久間一郎(4),永田佳子(4),畑中研一(4),

吉野 博(5),赤林伸一(5), 山崎芳男(5), 辻 恒平(5),

近津博文(5), 吉久光一(5)

民間等共同研究員竹内協子(1), 勝俣英雄(1),坂本一郎(2), 宇高 靖 (2),

川崎 篤(2), 出口好希(2),秋葉鉄雄(2), 岡 克典(2),

内藤貴弘(2), 澤田 聡(2), 瀬川正樹(2),渡辺浩史(2),

長谷元弘(2), 永見 哲(2), 米谷秀雄(2),渡辺広三(2),

曾布川敦(2), 河合 誠(2),住田 隆(2),木村達也(3),

宇佐川利幸(3),森 芳文(3),植松 豊(3), 曽根純一(3),

横山直樹(3),梶原孝生(3),林 秀樹(3),赤坂洋一(3),

平谷正彦(4),近藤靖史(5), 田子精男(5),和泉 聡(5)
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4 . 決算と予算

A. 昭和63年度歳出決算額

金 額 比率 比率

総 額 3,305,805,000 100.00% 

人件費 2,268,022,000 68.61 

（項）研究所

（目）校 費 790,439,000 23.91 100.00% 

研究部経費 491,253,000 62.15 

通 ~吊"・ 経 費 412,653,000 

各部研究 費 223,563,000 

選定研究 費 36,422,000 

共 通 施 設 基本費 810,000 

共同研究計画推進費 400,000 

共同研究成果刊行費 200,000 

研究員諸謝金振替財源 200,000 

特殊装置維 持費 89,517,000 

センター運営費 6,487,000 

学生等経費 54,345,000 

アイソトープ槌設経費 709,000 

臨 時 経 費 78,600,000 

特殊装置設 備費

゜特別設備 費 29,500,000 

特定研究経費 49,100,000 

管理運営費 267,764,000 33.88 

通 常 経 費 248,697,000 

事務部経費 15,638,000 

事 務 経 費 14,090,000 

自動車管理費 1,168,000 

ム云 議 費 380,000 

賃 金 7,799,000 

生活関係経費 151,304,000 

光 熱 水 料 104,529,000 

電 話 料 13,505,000 

郵 便 料 9,854,000 

燃 料 費 9,836,000 

保守関係経費 10,632,000 
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守衛業務委託経費

厚 生経費

環境整 備費

千葉実験所運営費

共通施設関係経費

図書費

出版費

映像技術室運営費

試作工場運営費

電子計算機室運営費

臨時経費

営 繕費

通常経費

六本木地区

千 葉地区

臨時経費

六 本 木地区

千 葉地区

（目）諸謝金

（目）職貝旅費

（目 ）研 究貝等旅費

（目）自動車 璽 最 税

（目）電子計算機借料

（目）土地建物借料

（項）国立学校

（目）受託研究旅費

（目）受託研究費

（目 ）受 託研究貝費

（目）講師等旅費

（目）職貝旅費

（目）諸謝金

（ 目 ）校費

（項）施設整備費

（目）施設整 備 費

2,948,000 

1,920,000 

13,291,000 

24,060,000 

34,685,000 

20,818,000 

16,150,000 

1,233,000 

1,095,000 

△ 4,611,000 

19,067,000 

31,422,000 

5,894,000 

5,894,000 

゜25,528,000 

20,243,000 

5,285,000 

924,000 

15,045,000 

613,000 

97,000 

60,684,000 

8,000 

2,115,000 

107,765,000 

19,400,000 

181,000 

626,000 

609,000 

33,877,000 

5,400,000 

3.97 

3

5

2

1

3

1

 

0

4

 
0
 
0
 
8

0

 

．

．

．

．

．

．

 

0
 
0
 
0
 
0

1

0

 

0.06 

3.26 

0.58 

0.01 

0.02 

0.02 

1.02 

0.16 
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8. 平成元年度歳出予算額

総 額 3,407,956,000 100.00% 

人件費 2,332,269,000 69.12 

（項）研究所

（目）校 費 706,180,000 100.00% 

研究部経費 398,602,000 56.45 

通 常 ilt 9にヒ 費 398,602,000 

各部研究費 219,896,000 

選定研究費 37,190,000 

共通施設基 本費 810,000 

共同研究計画推進費 400,000 

共同研究成果刊行費 300,000 

研究員諸謝金振替財源 200,000 

特殊装置維 持費 99,475,000 

センター運営費 6,679,000 

学生等経費 33,652,000 

アイソトープ施設経費

゜臨 時 経 費

゜特殊装置設備費

゜特別設備費

゜特定研究 経費

゜管理運営費 231,257,000 32.75 

通 常 経 費 222,712,000 

事務部経費 14,604,000 

事 務 経 費 13,177,000 

自動車管理費 1,127,000 

ム云 議 費 300,000 

賃 金 7,849,000 

生活関係 経費 126,374,000 

光 熱 水 料 78,524,000 

電 話 料 13,700,000 

郵 便 料 8,300,000 

燃 料 費 10,300,000 

保守関係経費 10,520,000 

守衛業務委託経費 5,030,000 

厚 生 経 費 1,878,000 

環境整備費 12,920,000 
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千葉実験所運営費 19,123,000 

共通施設関係経費 39,964,000 

図 書 費 21,170,000 

出 版 費 16,954,000 

映像技術室運営費 90,000 

試作工場運営費 1,750,000 

電子計算機室運営費

゜臨 時 経 費 8,545,000 

営 繕 費 17,569,000 2,49 

通 常 経 費 6,619,000 

六本木地区 6,619,000 

千 葉 地 区

゜臨 時 土吐又 費 10,950,000 

六本木地区 8,920,000 

千 葉 地 区 2,030,000 

生活（光関熱係水経料費引引当当金金） 
24,659,000 3,49 

節約引当金 25,093,000 3.55 

予 備 費 9,000,000 1.27 

（目）諸 謝 金 762,000 

（目）職 貝 旅 費 15,379,000 

（目）研究貝等旅費 1,626,000 

（目）自動車重最税 116,000 

（目）電子計算機借料 62,505,000 

（目）土地建 物 借 料 8,000 

（項）国 立 学 校

（目）受託研究旅費 3,914,000 

（目）受託研究 費 150,495,000 

（目）受託 研 究 貝 費 27,440,000 

（目）講師等旅 費 163,000 

（目）諸 謝 金 451,000 

（目）校 費 62,148,000 

（項）施 舌nY.几 整 備 費

（目）施設整備 費 44,500,000 
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C. 文部省科学研究費補助金（平成元年度）

総 額 345,600,000 

重 点領域研究 167,200,000 

総 ムロ 研 ク九 20,700,000 

般 研 ク九 78,260,000 

奨 励 研 ク九 20,500,000 

試 験 研 クj℃し 56,000,000 

国際学術研究 3,000,000 

D. その他の研究費（平成元年度）

総

78 

額

文部省科学研究費分担金

奨 学 寄 附 金

450,605,640 

24,293,340 

426,312,300 

30億円

20億円

15億円

10億円

5億円

2億円

1億円

5千万円

0最近の人件費，物件費，文部省科学研究費，奨学寄附金の動き

竺 ／ 特殊装置設備費

_,,,.o-
”。ミ

.,,,. o==o.? ""'o.,,,..,,. 炉 ,,=°""=o=='o
-o.:::> 

人件費

゜ ゜/ 
＼／゜｀｀

／＼  

ーo/ ヽ／一o——0/'-o---/ 
o一 0

物件費

_/-,_―̀ぺ
文部省科学研究費 ~o--o/ 

゜
／ 

／ 
Oー一o-~

奨学寄附金

1980 81 82 83 84 85 86 87 88 89 

（注） 物件費は人件費を除く一般経費，研究費

文部省科学研究費は文部省科学研究費分担金を含む



5. 平成 1年度のおもな記録

A. 教授総会開催日表

4-18 5-17 6-21 7 -19 9 -27 l 0-25 1 H 5 12-20 
1 -24 2 -21 3-15 

B. 各種委員会開催日表

常務委貝 ムコ 4-5 4-19 5-10 5-17 6-7 6-21 7-5 7 -18 
9-6 9 -20 10-4 10-10 11-1 1H5 12-6 12-20 
l -10 1 -24 2 -7 2-21 3-7 3 -15 

特別研究審議委貝会 5 -23 6 -28 11-8 12-8 2-7 2-14 

図 書委員 ， 云 4-18 6-7 7-5 8-2 9-6 l 0-11 11-8 12-6 
1-10 2-7 3-28 

出 版委貝 ムコ 4 -12 5 -10 6 -28 7 -19 9 -13 10-11 11-8 12-13 
1-10 2-14 3-14 

営繕委貝 ム云 4 -26 5 -24 6 -28 7 -26 9 -27 11-1 11-29 12-19 
l -23 3 -l 3-28 

防 災委貝 ム工 5 -24 6 -28 7 -26 9 -27 11-l 11-29 12-l 9 l -23 

工作委貝 会 4そl 5 -29 l HD 12-12 3 -22 

厚生委員 ム工 5-9 7 -21 2-l 3-9 

映 像技術委貝会 4-21 8 -20 12-20 3 -15 

電子計算機委貝会 4-26 6-28 9 -27 l l-29 l -31 3-15 

放射線安全委貝会 7-1 l 9-19 11-6 l -25 2 -19 

環境安全委貝会 12-13 

発明 委貝 メ云 9-6 

千葉実験所管理 4 -18 10-30 12-4 3そ0
運営委貝 ムコ

津波高潮実験施設 3-30 
運営委貝 ムコ

研究交流委貝会 10-31 12-12 l -23 3 -5 

国際交流委貝会 5 -23 7 -3 9 -11 l H 6 12-25 2 -l 3-2 3-27 
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C. 輸 講 会

通し回数 題 目 講 演 者 開催年月日

581 

582 

583 

584 

585 

586 

587 

588 

589 

590 

マイクロメカトロニクス 助教授
ー半導体技術による超小型運動システムー

静電成膜法によるセラミック分離膜の作製

砂地盤の強度の推定
一極めて古く最も今日的課題一

形態的特徴に注目した構造物評価システム
開発の試み

ディーゼル機関のターボ過給について

半導体超微細構造物の電子波干渉効果とそ
のデバイスの応用

科学反応系の機能性

産業技術の将来展望

高分子におけるパターン形成と相構造制御

乱流とコンピュータ

講 師

助教授

客員
助教授

助教授

講師

授

貝

授

師

授

教

客

教

講

教

藤田

山本

龍岡

福田

吉識

平川

妹尾

月尾

田中

小林

博之

英夫

文夫

収一

晴夫

一彦

学

悪男

肇

敏雄

元.4 .19 

元.5 .17 

元.6 .21 

元.7 .19 

元.9 .27 

元.10.25

元.l 1.15 

元.12.20

元.l .24 

元.2 .21 

D. 研究所公開

平成元年 6月8日-9日下記の研究室を公開

研 究 題 目 研究担当者

第 1部

高出カレーザー用光学素子の測定と評価

銅蒸気レーザーの研究

固体表面の動的過程一極高真空にむけて一

地震被害と建物の耐裳性

ロックフィルダムの地裳時の斜面破壊に及ぼす上下動の影響

粒状体構造模型内部の動的挙動の可視化

CED概念による破壊力学の展開とその応用

境界要素法と破壊力学

高分解能低速電子分光法による表面分子層の研究

第 2部

走査電子顕微鏡による形状精度測定

伝熱現象の解明とその応用

機械の振動と騒音

最新塑性加工CAE

倉

田

間

田

村

井

村

井

辺

城

野

長

長

小

黒

本

岡

田

小

田

小

渡

結

岡

{

｛

r
.
l
 

佐

棚

大

木

藤

澤

野

内

勝

良

達

男

郎

男

郎

男

彦

治

雄

四

四

磐

和

禎

恒

重

一

重

一

壽

一

進

夫
男

芳

郎

一

学
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電解による金型の表面仕上げ，マイクロ加工

流れの数値シミュレーション

広域流れ場の速度分布自動計測法

潤滑油の劣化と材料の摩耗

ターポ過給ディーゼル機関／スターリング機関に関する研究

構造物振動制御技術の研究

索無人潜水艇の研究

冷却技術に関する研究

メカトロニクスの新技術

水波と浮体の工学

超精密加工技術

計算固体力学の研究

射出成形における基礎計測技術

加工と計測•制御の先進技術

第 3部

衛星データ処理システム

パラレルコンピュータアーキテクチャ

三次元映像の記録と再生

光エレクトロニクス

道路交通の情報システム

画像通信と情報ネットワーク

知識システムとその次世代技術

メソスコピック・エレクトロニクス

一新しい機能デパイスを目指して一

絨子マイクロ構造を有する次世代超高性能半導体レーザの基礎研究

AE技術の発展と応用

最子マイクロ構造半導体の探索

ー原子単位で作る新材料とその応用一

電力系統における絶緑信頼度向上

人工衛星表面の帯電・放電現象

制御工学とロポティクス・パワーエレクトロニクス

画像データベースとデータインタフェース

半導体製造技術による超小型運動システム

第 4部

焼結材料の作製・組織•特性

複素環化合物の機能設計

一高機能金属錯体の開発一

増沢隆久

小林敏雄

小林敏雄

木村好次

吉識睛夫

藤田隆史

浦環

西尾茂文

樋口俊郎

木下健

谷 泰弘

都井裕

横井秀俊

プロテク研究会1)

木
井

II
崎

井

羽

田

塚

駒

川

川

口

躙

高

村

喜

演

藤

高

安

石

生

平

荒

山

榊

{

r

.

l

 

河

石

原

橋

坂

藤

｛
 

林

白

荒
(．

l
 

雄

彦

満

明

彦

彦

雄

雄

勝

雄

紀

夫

之

村

井

島

本

内

田

石
木

幹
俊

襄

陽

禎

靖

俊

一

泰

楠

裕

達

文

秀

正

博

宏

振

孝

雄

治

優

之

爾

作
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生理活性多糖と機能性高分子

X線光電子回折法による固体表層構造解析

膜輸送プロセスの研究

光ファイパーを用いる化学センサー

薄膜・ガラス・セラミックスの材料設計と構造解析

微粒子の制御

動物細胞の付着機構•血漿中の微倣蛋白の分離

界面設計による材料機能の創製

準結晶 ー結晶でもアモルファスでもない新しい固体一

脱亜鉛腐食の標準試験法

サブミクロンニ次イオン質最分析装罹

排水処理技術

FTIRと光伝ファイバを用いた高温ガスの温度測定ふっ化物系融体の

ガス吸収

第 5部

コンクリートの耐久性と物質移動

-EPMAの面分析が示す諸現象一

交通渋滞の分析

高性能綱を用いた構造物の耐裳性能

東京における都市空間の諸相 その 2

くERISA-P〉地震危険度解析のパソコン・プログラム

宇宙からの地球の監視

空間構造の形態構成と数理解析

地盤の強さの評価とその強化法

土の強さとかたさの精密な測定

音場シミュレーション

アコーステック・エミッション (AE)によるコンクリ

診断方法に関する研究

天津の近代建築

都市の水循環システムとその保全

計測技術開発センター

浮力の働く乱流場の数値シミュレーションと模型実験

光合成分子機構の解析と再構成

先端素材開発研究センター

先端素材の新加工技術

ト構造物の各種

瓜

二

妹

岩

高

安

山

鈴

石

森

七

増

二

鈴

r

'

l

r

'

l

 

前

l」I

越

桑

高

原

藤

片

村

半

龍

龍

橘

魚

藤

虫

r
.
l
r
.
l
 

村

加

渡

中

r
.
l
 

尾

子

瓶

木

田

林

原

梨

本

森

明

上

藤

辺

JI! 

敏

好

和

信

英

基

洋

好

基

正

正

雅

晃

廣

健

照

功

周
信

威

之

正

学

敏

治

至

夫

之

一

実

進

晏

正

之

生

瓶

尾

元

井

井

本

木

田

史

輔

毅

夫

司

明

雄

治

彦

夫

夫

樹

恒

俊

裕

文

文

秀

井

山

井

谷

岡

岡

人

信

臣

三

介

正

雄
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FRM, CICの開発研究

機能エレクトロニクス研究センター

大 蔵

機能エレクトロニクス

木
駒
川
川

連

高
生
喜
平

,

.

.

 

明

幹

俊

光

雄

明

優

彦

千葉実験所

研究の写真展示による案内

共同研究

耐裳工学に関する研究

共 通

電子計算機室

“発展する各種サーピス"
「スーパーコンピュータ」「光データハイウェイ」「イーサネット」
「運用統計データ」の展示

「スーパーコンピュータを使用した乱流の数値シミュレーション」の
展示

耐震構造学研究グ
ループ (ERS)2>

電子計算機室

乱流の数値シミュ
レーショングルー
プ (NST)3>

電子計算機室

試作工場

機械工場の公開

研究担当者 1)佐藤壽芳，中川威雄，木内 学，増沢隆久，樋口俊郎，谷泰弘，横井秀俊
2) 田村重四郎，岡田恒男，小長井一男，柴田 碧，藤田隆史，都井裕，石塚

高梨晃一，片山恒雄，半谷裕彦，龍岡文夫，大井謙一
3)村上周三，小林敏雄，吉澤徴，加藤信介

満，

講演

渋滞のメカニズムと対策
オートフォーカス技術の発展
半溶融加工技術の新素材開発への応用
これからの画像・図形情報のデータペース化
先端材料と界面ー原子レベル観察から界面設計ヘー
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研究公開：研究室公開およぴ講演等開催

第 3回生研公開講座：イプニングセミナー「都市と環境ー21世紀

に向けて」

豊橋技術科学大学，長岡技術科学大学および生研間における研究
会議開催（於豊橋技大）

生研学術講演会開催： 「新しい工学の基礎」
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V. 出版物

本所発行の研究発表，紹介の出版物としては次の 4種がある．そのほかには年次要覧（年刊），

生研案内和文および英文（いずれも隔年）がある．

東京大学生産技術研究所報告（略称：生研報告）

所貝のまとまった研究成果を発表する．本文は和文または欧文とし，不定期発行で年間平均

7冊前後を発行している．

生 産研究

研究の解説的紹介と速報的紹介をかね，月刊で発行している．

東京大学生産技術研究所大型共同研究成果概要

本所では，多部門分野を越えて大型共同研究を行っており，その成果を随時発行している．

生研リーフレット

生研の研究成果で，実用化への手引きとするため，写真中心に簡略に編集したもので，現在

まで180種を発行している．

以上は，本所の発行の分で，そのほか随時に研究発表している．

平成 1年度（平成 1年4月～平成 2年3月）に発表したものを以下に示す．

1 . 東京大学生産技術研究所報告（不定期刊・研究発表誌）

巻号 題 目 著 者

35.4 建築音特における模型実験法に関する研究 橘 秀樹・日高新人
今西由利•石井聖光

35.5 A Mathematical Model for Slow Drift Motion of 木下 健•高岩千人
a Vessel Moored in Waves Determined by Osei!-
lation Tests in Regular Wave Trains 

84 

発行年月

1990. 3 

1990. 3 



2. 生産研究

巻 号 通し
題 目 著 者

（発行年月） ページ

41巻.4号 205 融液からの単結晶育成における熱と流れの問題 棚澤一郎・宗像鉄雄

(1989年 4月） （研究解説）

211 図面自動入力技術 坂内正夫

ー地図や設計図面はどこまで自動認識できるか

（研究解説）

219 非対称複合圧延に関する研究・ 2 木内 学・黄 永茂

ー数値計算結果の検討一 （研究速報）

223 半溶融圧延に関する研究 第10報 木内 学・杉山澄雄

ーめっき鋼板を利用した複合鋼板の製造・加工

3 （研究速報）

密7 アラミッド繊維を用いた FRP緊張材の樹脂被覆 小林一輔・趙 力采

が引張強度に及ぽす影押 （研究速報） 西村次男

230 電子顕微鏡弱ピーム干渉縞法による非整合双晶境 田中孝治•森 実

界の解析(I) （研究速報） 石田洋一

234 塩化物を含んだコンクリートの炭酸化による塩素 小林一輔• 白木亮司

の浪縮現象(II) （研究速報） 宇野祐一•河合研至

237 窒化ケイ素とニッケルの固相接合 （研究速報） 王 建義•石田洋一
須賀唯知

241 CVD超微粒子の粒径評価に関する一考察 山本英夫

（研究速報）

東京大学生産技術研究所40周年誌

41巻.5号 256 生研10年のあゆみと今後の発展をめざして 岡田恒男

(1989年5月）

257 創立40周年に当たって 田中 尚

生産技術研究所の発展を祈って 石原智男

259 次の10年も期待する 尾上守夫

260 Industrial Scienceの旗の下に 増子 異

261 生産技術研究所の一層の発展を期待する 鈴木 弘

262 ムラの問題 小野輝道

263 産学協同とこれからの日本経済 稲葉清右衛門

264 生研の進むべき道 座談会

283 この10年間の生産技術研究所 原島文雄

267 10年間の研究活動

312 各研究部の研究概要

426 各センターの研究概要

436 千葉実験所

439 試作工場

440 図書室

441 映像技術室
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認 電子計算機室

444 SEIKEN誕生記 藤森照信

455 10年間の記録

41巻.6号 511 精密仕上げ用ラッピング砥石 （研究解説）谷 泰弘

(1989年6月）

515 数値流体力学におけるいくつかの基礎的事項 竹光信正

（研究解説）

524 A Simple Second-Moment Closure for the B.E. ロンダー
Prediction of Turbulent Flows under the 
Action of Force Fields -Part 1 Closure of the 
Second-Moment Equations- (研究解説）

532 鍛造加工汎用シミュレータの開発 4 令井敏博•木内 学

ーらせん状部品の押出し・引抜き加工の解析一 村松 勁•船田雅之
（研究速報）

536 UBETの鍛造加工への応用に関する研究 ・V 木内 学・鄭 顕甲

ー非軸対称すえ込み加工の解析(1)-(研究速報） 柳本 潤

540 中間層を介した窒化ケイ素とニッケルの固相接合王 建義・須賀唯知

（研究速報） 石田洋一

544 窒化ケイ素の Cu-Tiロウ接合界面組織 王 建義・石田洋一

（研究速報） 田中俊一郎

548 A Dual-Tunneling-Unit STM 
-application as a nm order measuring 
machine and a positioning table- (研究速報）

川勝英樹・樋口俊郎

552 鋼管柱・H形はり接合部の終局強度解析（その 1) 弓削康平•都井 裕

一実験結果との比較ー （研究速報） 寺岡 勝

556 円管内往復流動の研究 （研究速報） 吉識晴夫・鷲尾修司

遠藤敏彦

560 写真測最と地上測鼠とを結合した誤差調整手法の 近津博文・村井俊治

開発（その10) (研究速報）

563 アルカリシリカ反応を生じたコンクリートの弾塑小林一輔•森 弥広

性的性状(I) (研究速報）

566 高炉セメントコンクリートの塩化物遮へい性能小林一輔• 白木亮司

(I) 星野富夫

-EPMAによる面分析結果ー （研究速報）

41巻.7号 575 A Simple Second-Moment Closure for the B.E. ロンダー
(1989年7月） Prediction of Turbulent Flows Under the 

Action of Force Fields 
-Part 2 Applications in Flows Affected by 
Body Forces- (研究解説）

583 セラミックスの破壊力学 都井裕

ーマイクロクラックによる高靱性化について一

（研究解説）

591 非対称複合圧延に関する研究.3 木内 学・黄 永茂

一実験結果との対応ー （研究速報） 新谷 賢

595 鍛造加工汎用シミュレータの開発 5 令井敏博•木内 学

ーらせん状部品の押出し・引抜き加工の解析 2 村松 勁•般田雅之
（研究速報）
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599 単結晶アルミナと単結品ニオプの固相接合 王 建義・須賀唯知

（研究速報） 石田洋一

603 電子顕微鏡弱ピーム干渉縞法による :S=3非整合 田中孝治•森 実
双晶境界の解析(II) （研究速報） 石田洋一

607 プラズマパウダーメルティング法による Ni-Cr, 安斎正博• 中川威雄

し複合材料の作成とその特性 （研究速報）

61 l 鋼管柱・H形はり接合部の終局強度解析（その 2) 弓削康平•都井 裕
一鋼管の径厚比の影響一 （研究速報） 寺岡 勝

615 ターポ過給機関の吸気性能の改善に関する研究 岡林章宏・遠藤敏彦

（研究速報） 田代伸一•吉識晴夫

619 セメント中の水溶性アルカリ錆 （研究速報） 小林一輔•河合研至

622 海洋飛沫帯に 5 年間暴露した鉄筋コンクリート梁小林一輔•星野富夫
の性状(I)

ー鉄筋腐食に及ぽすセメントの種類・水セメント

比およぴかぶりの影押ー （研究速報）

626 骨材のアルカリ反応性の判定試験方法に関する研 小林一輔•瀬野康弘
究(II)

ーモルタルパー法 (ASTMC 227) の検討—
（研究速報）

41巻 8号 633 Turbulence Models for Practical Applications W. ロデイ・村上周三

(1989年 8月） -Survey of Models Part I (Mixing-length 
Models and Energy-equati on Models)一

（研究解説）

640 CED概念による破壊力学 （研究解説） 渡辺勝彦

649 プラズマパウダーメルティング法による Ni 安 斎 正 博 ・ 中 川 威 雄

-NbC複合材料の作成とその特性 （研究速報）

653 電子顕微鏡弱ビーム干渉縞法による}:=3非整合 田中孝治•森 実
双晶境界の解析(III) （研究速報） 石田洋一

657 Y系超伝導体中の転位の電顕解析 （研究速報） 高橋 裕• 森 実

石田洋一

661 減衰力可変ダンパによるセミアクティブ・コント 藤田 隆史・壁矢和久

ロールを用いた免裳構造の基礎的研究（研究速報） 速水 浩

665 ロールフォーミング汎用シミュレータの開発に関 木内 学・千葉和裕

する研究（第14報）
ー広幅断面材のタンデム成形の解析ー（研究速報）

669 リモートセンシングと地理情報システムの結合に 村井俊治・越智 士郎

関する研究（第一報） （研究速報）

673 海洋飛沫帯に 5年間暴露した鉄筋コンクリ 卜梁小林一輔•星野富夫
の性状(II)

2種防食の効果一 （研究速報）

677 コンクリートの炭酸化のメカニズム （研究速報） 小林一輔•宇野祐一

681 アルカリシリカ反応によるコンクリートの膨脹と 小林一輔• 白木 亮司

反応性骨材のペシマム条件(II) （研究速報） 森 弥広

41巻.9号 685 Turbulence Models for Practical Applications W. ロデイ・村上周三

(1989年 9月） -Survey of Models Part II (Two-equation 
Models and Near Wall Treatment)一

（研究解説）
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694 Structures of Nature in Modern Buildings T. ウェスター

（研究解説）

701 SOK相 Bi系超伝導体中の転位の電顕解析 高橋 裕•松崎 順

（研究速報） 森 実•石田洋一

705 20KおよぴllOK相 Bi(Pb) -Sr-(Ca) -Cu-0超高橋 裕•松崎 順

伝導体中の転位の解析 （研究速報） 森 実•石田洋一

709 多軸複合押出しに関する研究• 第 1報 木内 学・星野倫彦

一被加工材の変形挙動の数値シミュレーション

（研究速報）

713 非軸対称クラッド棒• 線材の引抜き加工.4 木内 学・徐 瑞坤

一異形クラッド材の引抜き加工一 （研究速報）

717 グライダー型潜水艇の設計に関する研究（その 6) 浦 環•藤井輝夫
一回流水槽における自航試験一 （研究速報）

721 潜水艇の自律性とニューロ・コントロールの研究藤井輝夫•浦 環

（研究速報）

725 発泡スチロールプロック集合体の動的安定性に関 田村重四郎・小長井一男

する基礎的研究（その 1) 都井 裕•芝野亘浩
一実験的研究一 （研究速報）

729 発泡スチロールプロック集合体の動的安定性に関 都井 裕• 芝野亘浩

する基礎的研究（その 2) 田村重四郎・小長井一男

ー数値シミュレーション一 （研究速報）

733 コンクリートの炭酸化に関する研究(V) 小林一輔•宇野祐一
（研究速報）

736 アルカリシリカ反応によるコンクリートの膨張と 小林一輔• 白木亮司

反応性骨材のペシマム条件 （研究速報） 森 弥広

739 コンクリート中のイオンの拡散に関する基礎的研河合研至•小林一輔
究(I) （研究速報）

41巻10号 745 超電導導体の冷却安定性 西尾茂文

(1989年10月） ー侵漬冷却型匝流超電導導体一 （研究解説）

753 渋滞のメカニズムと対策 （研究解説） 越 正毅•赤羽弘和
桑原雅夫

761 酸化物超伝導体中の転位について （研究速報） 高橋 裕•森 実

石田洋一

765 半溶融圧延に関する研究• 第11報 木内 学・杉山澄雄

一鋳鉄板の半溶融圧延・ 1 （研究速報）

769 UBETの鍛造加工への応用に関する研究 ・IV 木内 学・鄭 顕甲

ー非軸対称すえ込み加工の解析(2)-(研究速報） 柳本 潤

773 生薬成分の超高速液体クロマトグラフィー 高井信治•金沢秀子
一薬用人参，柴胡，甘草中の酸性サポニン類の分松島美ー•永田佳子
析一 （研究速報） 友田正司

777 等価伝達関数法によるガタのある梁系の振動特性村上 エ成•佐藤壽芳
解析 （研究速報）

781 過飽和ネットワークにおける均衡交通最配分に関 桑原 雅夫

する考察 （研究速報）

785 リモートセンシングと地理情報システムの結合に 村井俊治・越智 士郎

関する研究（第二報） （研究速報）
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788 海洋波集波レンズ 木下 健・村重 淳

一細長体理論による特異点分布一 （研究速報）

792 礫の微小ひずみレペルでの変形特性 I 龍岡文夫・後藤 聡

一実験システムの開発一 （研究速報） 澁谷 啓•佐藤剛司
孔 憲京

796 大劇場の温熱環境に関する模型実験 村上周三•加藤信介
ー舞台と客席の温度・気流分布の性状ー 田中幸彦•鈴木啓泰

（研究速報） 産 棟皓・近本智行

800 アルカリシリカ反応によって劣化したコンクリ 小林一輔•森 弥広

トの非破壊方法による弾性係数測定に関する一考

察(I) （研究速報）

802 ポリマーセメントモルタルライニングの塩化物遮 小林一輔• 白木亮司

へい性能 （研究速報） 星野富夫

806 鋼繊維補強コンクリ トの防食機構 （研究速報） 辻 恒平•星野富夫
小林一輔

41巻 ・11号 小特集 三次元像の技術と応用

(1989年11月）

81 l 銅レーザを用いた輝度増幅型 3Dテレピジョン 室 幹雄•黒田和男

（特集 1) 志村 努•千原正男
小倉磐夫

815 連続視城レンズ板三次元像の幾何学的性質 演崎襄ニ・深沢正志

ー多眼式レンズ板三次元像一 （特集 2)

824 連続視城型のレンズ板三次元テレピジョン 演崎襄ニ・岡田三男

ープラウン管直接表示方式の実験一 （特集 3) 宇都宮昇平

833 セラミック・メタン接合界面原子構造の三次元高 王 建義•森 実

分解能電子顕微鏡解析 （特集 4) 石田洋一

837 ステレオ衛星画像を用いた地形の三次元測定 村井俊治

（特集 5)

843 BaTiO 3 位相共役鏡を用いたファプリペロ型伊藤雅英•黒田和男
フィードバック光学系 （特集 6) 小倉磐夫

847 走査電子顕微鏡 (SEM)によるダイヤモンドバイ 大堀真敬•佐藤壽芳
ト先端形状の 3次元測定 （特集 7)

851 幾何モデルに基づく 3次元ビジョンシステム 土肥 浩•石塚 満

（特集 8)

855 差動型光ヘテロダインレーザ顕微鏡 （特集 9) 尾崎政男•藤井陽一

859 非対称複合圧延に関する研究.4 木内 学・黄 永-戊" 

一圧延条件が接合因子に与える影郭ー（研究速報）

863 プラネタリ ローラーレデューサーに関する研究 木内 学・新谷 賢

第 2報 （研究速報）

867 海洋波集波レンズ 木下 健・村重 淳

ー集波レンズの大きさー （研究速報）

871 Friction of Ceramics at Elevated Temperat 王 海夢•木村好次
ures up to 1ooo・c （研究速報） 岡田和三

875 On The Constitutive Modeling of Ceramics 都井 裕

Using a Stress-History Dependent Internal 
State Variable (Part 1) 
-Microcracking- （研究速報）
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879 礫の微小ひずみレペルでの変形特性 II 孔 憲京・龍岡文夫

ー単調載荷試験での測定一 （研究速報） 澁谷 啓•佐藤剛司
田村重四郎

883 海洋飛沫帯に 5 年間暴露した鉄筋コンクリート梁小林一輔•星野富夫
の性状(III) 辻 恒平

一鋼繊維補強コンクリートの防食効果一

（研究速報）

41巻・ 12号 889 情報環境工学序論 （研究解説） 月尾悪男

(1989年12月）

894 Turbulence Models for Practical Applications W. ロデイ・村上周三

Part III 
-Examples of Model Applications for 2D Thin 
-shear-layer and 2D Separated Flows-

（研究解説）

903 北欧におけるシリカフュームのコンクリートヘの 魚本健人

利用 （調査報告）

906 On The Constitutive Modeling of Ceramics 都井 裕

Using a Stress-History Dependent Internal 
State Variable (Part 2) 
-Transformation Plasticity- （研究速報）

910 MANUFACTURING OF MOLDING DIE BY 魏 恋•宮本和彦
CASTING INTO CERAMIC PERMEABLE 野口裕之• 中川威雄

MOLD-Report 1 : Zinc Alloy Molding Die 
(1) （研究速報）

914 NANUFACTURING OF MOLDING DIE BY 魏 恋•宮本和彦
CASTING INTO CERAMIC PERMEABLE 令村正人・中川威雄

MOLD-Report 2: Zinc Alloy Molding Die 
(2)- （研究速報）

918 非対称複合圧延に関する研究.5 木内 学・黄 永茂

一三層圧延の解析と実験一 （研究速報） 新谷 賢

922 波面追跡による表層地盤の裳動特性解析法の提案 鄭 京哲• 田村重四郎

一傾斜基盤上の層厚が直線的に変わる表層地盤の 小長井一男

場合一 （研究速報）

926 礫の微小ひずみレペルでの変形特性 III 孔 憲京・龍岡文夫

ー単調載荷試験結果のまとめ一 （研究速報） 澁谷 啓•佐藤剛司
田村重四郎

930 塩化物を含んだコンクリートの炭酸化による塩素小林一輔• 白木亮司

の濃縮現象(Ill) （研究速報） 船戸已知雄•宇野祐一
河合研至

934 ニューラル・ネットによる潜水艇の運動制御（そ 藤井輝夫• 浦 環
の 1)

ーオフライン学習によるネットワークの構成一

（研究速報）

938 大規模集合住宅の鉄筋コンクリート基礎に進行し 小林一輔•鈴木一孝
ているコンクリートの変質現象 （研究速報） 白木亮司•星野富夫

941 コンクリートの炭酸化による硫酸イオンの移動と 小林一輔• 白木亮司

浪縮現象(I) （研究速報） 河合研至•星野富夫

945 A Multi-Layered Electrostatic Actuator Fa- 柄川 索•樋口俊郎
bricated on Polymer Films （研究速報）
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屹巻 1号 特集 乱流の数値シミュレーション (NST) その 6
(1990年 1月）

1 年頭にあたって （巻頭言） 岡田恒男

2 複雑乱流工学センターの構想 小林敏雄

（特集号発刊に際して）

3 Turbulence Models for Practical Applications W. ロデイ・村上周三

Part IV-Examples of Model Application for 
3D Flows- （特集 1)

10 複雑な自動車形状の流れ場数値シミュレーション 谷口 伸行・小林敏雄

（特集 2) 水尾 勝

16 代数応カモデルによる建物周辺気流の数値解析 村上周三・近藤睛史

-2次元角柱およぴ 3次元立方体まわりの検討持田 灯• 田中忠範

（特集 3)

24 圧縮性乱流のモデリング （特集 4) 吉澤 徴

28 壁法則と対数速度分布 （特集 5) 竹光信正

31 SEMにおける誤差評価と流れ場解析 （特集 6) 小 林 敏 雄 ・ 玉 川 雅 章

35 解強制置換法を用いた複合グッリドシステムによ 村上周三•加藤信介
る2次元室乱流の解析 （特集 7) 石田義洋

39 普遍的スマゴリンスキーモデルの構成 （特集 8) 森西 洋平・小林敏雄

43 差分法による LESについて （特集 9) 堀内 潔

47 LESによる人工的壁面境界条件の構成およぴそ 森西洋平•小林敏雄
の評価 （特集10)

51 LESによる建物周辺気流の数値予測（第 9報） 村上周三・持田 灯
ー立方体周辺の乱流流れに関する k-sモデルと 林 吉彦

の比較一 （特集11)

55 代数応カモデルによる 3 次元室内等温流れ場の解村上周三•加藤信介

析 （特集12) 近藤靖史

59 代数応カモデルによる 3次元室内非等温流れ場の 村上周三•加藤信介
解析 （特集13) 近藤靖史

63 非等方 k-s乱流モデルを用いた矩形管内の発達 明 賢國・小林敏雄

する流れの数値予測 （特集14)

67 非等方 k-c:モデルによる後方ステップ流の数値小林敏雄・大町真義

解析 （特集15) 明 賢國

71 摩擦速度が0になるときの k-cモデルの解 竹光信正

（特集16)

75 温度フラックスに局所平衡型の WETモデルを 村上周三•加藤信介
用いた k-sモデルによる非等温室内気流の数値永野紳一郎

解析 （特集17)

78 3方程式乱流モデルによる逆転磁場ピンチの 1次半場 藤弘•吉澤 徴

元数値計算 （特集18)

83 90度ベンド流れの数値シミュレーション 小林敏雄・李 蓮源

（特集）19) 

42巻.2号 89 Turbulence Models for Practical Applications W. ロデイ・村上周三

(1990年2月） Part V-Examples of Model Applications for 
3D Flows- （研究解説）

99 鋳鉄の半溶融鍛造・ 1 （研究速報） 木内 学・杉山澄雄
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103 非軸対称クラッド棒• 線材の引抜加工.5 木内 学・徐 瑞坤

ー解析値と実測値との比較一 （研究速報）

107 MANUFACTURING OF MOLDING DIE BY 魏 烹•宮本和彦
CASTING INTO CERAMIC PERMEABLE 今 村 正 人 ・ 中 川 威 雄

MOLD-Report 3: Aluminium Alloy Molding 
Die- （研究速報）

lll MANUFACTURING OF MOLDING DIE BY 魏 恋•宮本和彦
CASTING INTO CERAMIC PERMEABLE 野 口 裕 之 ・ 中 川 威 雄

MOLD-Report 4: High-tensile Brass Mold-
ing Die and Others- （研究速報）

115 微小領域の強度試験のための超微小押込み試験機稲村元則•鈴木 敬愛

の試作 （研究速報）

118 On the Physical Interpretation of the Cubic 都井 裕

Finite Element for Beams and Axisymmetric 
Shells （研究速報）

123 過給機駆動用ラジアル排気ターピンの非定常流特小西奎二• 吉識 晴夫

性に関する研究

ー第 1報 時間平均法による性能予測一

（研究速報）

126 塩化ナトリウムの混入がコンクリートの諸性状に 小林一輔•宇野 祐一

及ぼす影押 （研究速報）

129 極高真空用材料評価のためのガス放出速度測定後藤克巳•藤田大介
（その 1) （研究速報） 本間禎一

132 アルカリシリカ反応によるコンクリートの膨張に 小林一輌• 森 弥広

及ぼすアルカリの影響 （研究速報）

135 アルカリシリカ反応によって劣化したコンクリ 小林一輌•森 弥広

トの非破壊方法による弾性係数測定に関する一考

察(II) （研究速報）

137 C固溶 Ni表面における昇温脱離特性（研究速報） 福井二郎•藤田 大介

本間禎一

141 礫の微小ひずみレベルでの変形特性 IV 孔 憲京・龍岡文夫

ー単調載荷時の剛性率一 （研究速報） 澁谷 啓•佐藤剛司
田村重四郎

42巻.3号 小特集 地震工学ー解析的・実験的研究の新しい展開

(1990年3月）

147 ERSグループの最近の活動 （巻頭言） 田村重四郎

148 On Maximum Acceleration of Earthquake 田村重四郎

Ground Motion at Firm Layer Overlying Sur-
aace Deposit in Tokyo Downtown Area 

（特集 1)

155 鉄筋コンクリート造建物の耐裳信頼性 中埜良昭•岡田恒男

161 地裳時のプラン損傷の一原因としてのヒューマ 柴田 碧•永井明人
ン・エラーに関する研究 （特集 3)

165 Stress History Dependency of a Sand Observed S. ティチャフォラシン

in Simple Shear （特集 4) スクン

澁谷 啓•龍岡文夫

169 千葉アレー地裳動記録のデータベース化（特集 5) 山崎 文雄•永田 茂

片山恒雄
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173 レーザー光シートによるマッシプな模型内部の変 田村重四郎・小長井一男

形応力多析 （特集 6) J. ダニエルオルティ

ス

177 地震動のエネルギー入力速度スペクトルと鉄骨造 大井謙ー・高梨 晃一

弱小モデルの地震応答 （特集 7) 本間靖章

181 ステップ荷重を受ける偏平構造モデルの動的連成 金 勝徳• 田波徹行

座屈 （特集 8) 半谷裕彦

185 空間骨組構造の非線形サブストラクチャ解析 都井 裕・梁 洪鐘

（特集 9)

189 鉄筋コンクリ ト造超小型立体揆型による振動破隈澤文俊• 岡田恒男

壊実験 （特集10)

193 FBR免震系のパッド劣化による応答の変化につ 矢花修ー・柴田 碧

いての統計的解析（第 1報）
-FERの地裳時 PSA- （特集11)

197 プラネタリーローラーレデューサーに関する研究 木内 学・新谷 賢

第3報 （研究速報）

201 MANUFACTURURING OF MOLDING DIE 魏 恋•宮本和彦
BY CASTING INTO CERAMIC PERME- 令村正人・中川威雄

ABLE MOLD-Report 5: Improvements on 
Casting Mold (1) （研究速報）

205 MANUFACTURURING OF MOLDING DIE 魏 恋•宮本和彦
BY CASTING INTO CERAMIC PERME- 野口裕之・中川威雄

ABLE MOLD-Report 6: Improvements on 
Casting Mold (2) - （研究速報）

209 電界下における帯電した誘電体フィルムの変形解 中山 信行・都井 裕

析 （研究速報） 弓削康平

213 礫の微小ひずみレベルでの変形特性 V 孔 憲京・澁谷 啓

―繰返し載荷試験一 （研究速報） 龍岡文夫•佐藤剛司
田村重四郎

217 海砂を使用したコンクリ ト構造物中の鉄筋の腐小林一輔• 白木亮司

食機構 （研究速報） 宇野祐一•河合研至

221 コンクリートの炭酸化と海洋環境下における塩化 小林一輔• 白木亮司

物の浸透 （研究速報） 星野富夫

3. 生産研究別冊 1989年 6月

論説特集都市・社会とあたらしい工学研究

ページ 題 目 著 者

「都市・社会とあたらしい工学研究」を特集して 中桐 滋

2 Center of Excellenceの構築 猪瀬 博

10 技術パラダイムの変遷過程 吉 川 弘 之

18 新しい時代の工学と倫理 村上陽一郎

24 大学における工学研究 生駒俊明

31 行政への工学的研究者の役割 柴田 碧

35 都市における大学の使命 原 広司
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4. 東京大学生産技術研究所大型共同研究成果概要

No. 題 目 研 究グループ 発行年月

1

2

3

4

5

 

多次元画像情報処理に関する研究

計測技術開発に関する研究

複合材料技術に関する研究

試験高炉を用いた高炉プロセスに関する研究
一高炉設備およぴ装置一

耐裳工学に関する研究
ー耐裳構造学研究グループ (ERS)の最近の研究成
果一

多次元画像処理センター

計測技術開発センター

複合材料技術センター

鉄鋼研究室研究グループ

耐震構造学研究グループ

1982. 3 

1983. 3 

1983. 9 

1983. 9 

1986. 3 

5. 生研リーフレット

No. 題 目 研究室名

181 

182 

183 

184 

185 

186 

187 

188 

189 

190 

191 

192 

193 

194 

195 

196 

197 

波面反転型干渉計による空間的コヒーレンス測定装置

潤骨油中における摩耗試験

超音波顕微鏡による加工変質の評価

高密度低結合度ラッピング砥石

超音波顕微鏡による熱影需層の厚み計測

可視化シリンダによる可塑化プロセスの画像計測

フッ化物融体の炭酸ガス溶解度

振動一回転スペクトルを用いた高温ガスの温度測定

土の微小ひずみ測定システム

三次元粒状体構造模型内部の動的挙動の可視化装置

0/Wエマルション流体潤滑

ゲート済磁法による射出成形内の 3次元樹脂流動分布計測

電子ピーム溶解法を用いたチタンの高純化

EPMAによるセメント硬化体中の微饉元素の定屎分析方法

高密度アレー観測による地裳動データベース

基礎の支持力の平面ひずみ模型実験装置

加圧型定水頭ジオチキスタイ｝砂透水実験装競

小倉•黒田研究室

木村研究室

佐藤•谷研究室

谷 研究室

佐藤•谷研究室

横井研究室

前田（正）研究室

前田（正）研究室

龍岡研究室

小長井研究室

木村研究室

横井研究室

前田（正）研究室

小林(-)研究室

片山研究室

龍岡研究室

龍岡研究室
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VI. 平成 1年度の研究および業績

I . 研究課題とその概要

A. プロジェクト研究

1 . ヘテロ電子材料の研究

教授生駒俊明・教授藤井陽ー・教授石田洋一

教授鈴木基之・教授本間禎ー・助教授岡野達雄

教授榊 裕之・教授二瓶好正・講師平川一彦

種々の異なる半導体材料どうしの接合，およびそれらの金属の接合（総じてヘテロ電子材料）

は，超高速光・電子デパイスの根幹となる材料である．ヘテロ電子材料ではヘテロ界面が重要

な役割を果たすため，界面特性を深く究める必要がある．本研究ではヘテロ電子材料を作製し

界面に起因する種々の電子特性をさまざまな角度から研究する．ヘテロ電子オオ料の作製は

MBE, MOCVD, 集束イオンビーム等の手段を用いる．また解析には超高分解能の電子顕微鏡，

超高真空における訛子分光法等を用いる．

すでに MBEと光電子分光装骰が一体化した複合ヘテロ電子材料作製・解析装競，ヘテロ界面

を用いた低次元構造作製用のイオンピーム装岡，堀子ビーム励起 MOCVDによる極微ヘテロ構

造作製装既光訛子回折像解析装骰，ヘテロ界面原子像観察装岡などの高度な研究設備が順調

に稼働しており，研究成果が挙がっている．就中，光電子分光においてはサプモノレーヤーの

成長をステージにおける XPS,UPSスペクトルからヘテロ界面における訛子状態が解明され

た．また高分解能雷子線エネルギー損失スペクトルを用いて大気中にさらされていない GaAs,

InAs表面におけるプラズモン，表面フォノンのスペクトル等を測定し極く表面近くの電子構造

を解明した．

また，半導体ヘテロ界面ではメソスコピックな伝尊現象を観測し電子波のコヒーレンスを解

明し新しい研究分野「メソスコピック・エレクトロニクス」を開拓する基盤を与えた．

2. コンクリート構造物の劣化診断に関する研究

教授小林一輔・教授増 子 舜•助教授安！井 至

助教授魚本健人・助教授前i田正史

近年，アルカリ骨材反応や鋼材の塩分腐食など， コンクリートの素材の品質欠陥に起因する

早期劣化の事例が増大している．

このように劣化の原因がコンクリートの素材にあり， しかも，劣化が化学反応によって進行

する場合には，その劣化段階がある限界状態に達するまでは外観上何らかの異状を認めること
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は困難である．すなわち，外部に多少なりとも異状が認められた時点には劣化はもはや末期的

状態になっており，補修による機能回復はほとんど不可能になることも多い．さらに素材の品

質に原因がある場合の劣化は地域や建設後の期間のいかんを問わず顕在化するので，ごく初期

の段階でその徴候を把握し，原因を確かめて早期に有効な対策を講ずることか極めて重要であ

る．

本研究はコンクリート構造物から採取した試料に基づいてその構造物に劣化要因が存在して

いるか否かを診断する手法を確立することを目的として実施しており，このために，昭和61年

度に「アルカリ骨材反応診断装岡」およぴ「コンクリート構造物力学特性診断装罹」，昭和62年

度に「腐食因子透過性診断装置」「セメント硬化体健全診断装置」ならぴに「コンクリート構造

物の劣化機構解析装罹」の導入を行った．

本研究によって得られた成果は既に内外の学会誌や国際シンポジウムなどに発表され，注目

を集めている．

3. 自然地震による地盤•構造物系の応答および破壊に関する研究

耐裳工学の進歩により地震時の各種構造物の挙動の解明が進み，わが国の地震災害は年と共

に軽減される方向にある． しかしながら，激裳に対して万全の対策を講じるためにはなお解決

すべき多くの問題が残されている．

これらの中で最も解決がいそがれる重要な課題の一つは，地上およぴ地下に建設されている

構造物が自然の地震の際， どのような過程で破壊に至るかを把握することである．地震時には

構造物は基礎およびその周辺の地盤も含めて複雑に振動することが知られており，この性状が

構造物の被害に及ぽす影需は極めて大きい．近年，理想化された理論解析，部分的な実験ある

いは実際の地震被害結果の解釈などを手がかりとしてある程度の知見が蓄積されてきた． しか

しながら，この問題を真に解明するためには， 自然地震の際に地盤・構造物がどのように連成

して振動するか，この連成作用が構造物の破壊にどのように影特するかを直接的に観測し，実

データを蓄積することが急務である．

観測された実データは，地盤およぴ構造物の実挙動の解明に役立つことが期待されるばかり

でなく，既存の理論解析法の検証およぴ新しい理論解析法の開発へも有効に利用できる． しか

しながら，現段階で実データと理論解析の結果を匝接結ぴつけることは不可能に近く，これら

の中間に，理想化された条件のもとでの構造モデルの破壊実験を介在させることが必要となる．

本プロジェクトでは，このような認識のものに， A) 自然地裳による地盤・構造物系の応答観

測および， B)理想化された条件のもとでの構造物破壊実験，すなわち，模擬地裳による構造物

応答シミュレーション実験を，昭和56年度より本所千葉実験所において遂行している．

これらの関係は図に示したとおりであるが，応答観測においては， 3次元アレイによる地盤

の地震動観測，中小地裳によって若干の破壊が生じるような弱小構造物モデルの地裳応答観測，

塔状構造物による動的相互作用観測など，約500点の応答醤の同時観測が実施されている．また，

応答シミュレーション実験の装罹として， 2方向振動台，水平 2方向の静的破壊実験が可能な

耐震壁• 耐力床およぴアクチュエータシステムが設置されており，耐方壁の外面を利用して地

96 



盤上に設置された構造模型破壊実験も実施できる．

平成元年末までに100を超える地震に対する応答を観測した．震度階Vを記録した1987年12月

17日千葉東方沖地裳の記録，建物・塔・塔内の設備機器の応答は詳細に分析され，理論解析の

検証に利用されている．また，地盤の内外におけるアレー記録のうち良好なものをデータペー

ス化し，所外の研究者の利用の便を図っている．

研究組織および分担課題は次のとおりである．

研究統括 田村重四郎教授

幹 事（応答観測担当） 片山恒雄教授

幹 事（応答シミュレーション担当） 柴田 碧教授

幹 事（応答シミュレーション担当） 岡田恒男教授

1) 3次元アレーによる地震観測 （片山 恒雄 教授• 山崎文雄助教授）

2)鉄筋コンクリート造弱小モデル建物の地震応答観測

（岡田恒男 教授•中埜良昭講師）

3)鉄骨造弱小モデル建物の地震応答観測

4)地震時土圧観測

（高梨晃一

（片山恒雄

教授・大井謙一助教授）

教授•龍岡文夫助教授）

5)塔状構造物およぴ空間構造の地震応答鋭測 （半谷裕彦教授）

6)機器の地震応答観測 （柴田 碧 教授•藤田隆史助教授）

7)模擬地裳による応答シミュレーション （全 貝）

模 3次元アレーによる地震動観測
擬
地 土圧測定
震

地中埋設管の地震応答観測に
よ

構造仕様の決定る 自然中小地裳によるモデル構造物の
応

破壊観測• 応答測定y;: ロ

自然地裳応答とのシ ----------------------------------------------
ミ 相違の検討

RIC造建物モデルユ

レ s造建物モデル
I 
シ 塔状構造物モデル
ヨ

ン プラントモデル

喜 設備機器モデル

一
I 
↓ 

破壊機構の解析モデルの開発

↓ 

I 生活•生産施設の地震被害の軽減 I 
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4. 人工衛星による広域多重情報収集解析に関する研究

LANDSAT, SPOT, MOS-1 , NOAA, ひまわりなど現在利用できる衛星データは多数あ

り，地球観測衛星(EOS),TOPEXなどさらに多くの衛星データの利用が想定されており，将

来は極軌道プラットフォームの利用も計画されている． しかし，これらの衛星データの利用に

関しては多くの問題が残されている.LANDSATのデータに関しては，主として写真判読によ

るものが多く，データ解析による実利用は極く一部で行われているに過ぎない．これらの実験

的に公表されている利用分野においても，学術的に十分な検証が行われていなかったり，確立

した方法と認められていない手法が多い．また，採用されている既開発の処理システムや技法

も力ずくで解決されたものが多く，多くの非効率な個所が見られ高精度化，処理時間の短縮，

低価格などの解決すべき課題がある．一方， NOAA, ひまわりなどの気象衛星のデータも，気

象庁で現業に用いられているのみであって，気象学，海洋学での学術的な利用はほとんど行わ

れていない．

このように衛星データの利用は十分に行われていないのに対して，大学において，衛星デー

タの利用における基礎的技術を開発すると共に，精度の向上，高度な学問的な検証を通して，

成果として出力される情報に学術的な信頼性を付加し，国土情報，土地利用，農業，水産，環

境情報などの各方面の実利用を促進しなければならない．

また，気象学，海洋学，測地学などの純学術的な利用面においても，衛星データを用いるこ

とにより従来の手段で得られなかった広域にわたる多種の情報を得て，それらを高次に利用す

ることにより，高度な研究を推進し，新しい展開を計ることができる．

わが国においては，学術研究用に各種衛星データの取得，莫大な最のデータの精緻な処理，

検証，高次利用までを一貰して行うことができる設備に欠けており，衛星データの利用が阻害

されている．このような現状を踏まえて，本所では各種人工衛星データによる広域にわたる海

象，陸象情報を迅速かつ経済的に処理するための衛星データの直接取得，前処理，解析，利用

等の技術を基本から体系的に確立するための研究と，検証が行い難い海上のデータを収集する

ためのプイとテレメトリーの開発研究を行い，人工衛星による広域多重情報の収集と解析およ

びその高次利用を総合的に推進している．

第 1グループ

衛星データの直接取得と前処理技術の開発に関する研究

1-1 衛星データの直接取得（高木幹雄教授）

1-2 データハンドリング （村井俊治教授• 高 木幹雄教授）

1-3 衛星データの前処理 （村井俊治教授•高木幹雄教授）

第 2グループ
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衛星データのモデル化とマップ技術の開発に関する研究

2-1 衛星データのモデル化（村井俊治教授・虫 明功臣教授

村上周三教授）

2-2 データベース管理手法（坂内正夫教授•喜連川優助教授）



2 3 衛星データのマップ化（村井俊治助教授）

第3グループ

3 1 プイの動的設計 （前田久明教授•浦 環助教授

木下 健助教授）

3 2 大水深保留 （浦 環助教授•前田久明教授）

3-3 動的位置保持 （樋口俊郎助教授•木下 健助教授）

3-4 プイテレメータ （高木幹雄教授•木下 健助教授）

5. 数値乱流工学の開発

教授村上周三・教授小 林 敏 雄 ・ 教 授 吉 澤 徴

助教授加藤信介・助教授竹光信正・講師谷口伸行

助手（特別研究貝）堀内 潔•助手（特別研究貝）持田 灯

本研究は，さまざまな工学分野で必要とされている乱流の数値シミュレーションに関し，精

力的にこれを吟味し，実用的手法として確立することを目的としている．乱流の~ ミュレー

ション手法は大変普遍性の高い技術・手法であり，他の予測手法に比べて多くの魅力を有して

いる． したがってこれが一度確立されれば無限の応用範囲を持つこととなる． しかしながら，

数値シミュレーション手法は現状ではいまだに不完全な技術でありその内容を子細に検討すれ

ば物理的・ 数学的に数多くの問題点を含んでおり，シミュレーション単独による予測の信頼性

は，現時点では残念ながら低いものとなっている．本研究は，まさにこの現状を打破するため

異なる専門分野の研究者が，乱流の数値シミュレーションの開発という共通目的に結合して，

強力に共同研究を押し進めるために企画されている．

乱流の数値シミュレーションの信頼性を確保するためには， (1)乱流の統計理論的研究の推

進， (2)数値シミュレーション解析法の理論的検討， (3)シミュレーションの積み重ね（シミュ

レーション定数のシミュレーション結果に対する感度解析など）によるシミュレーションモデ

ル自身の構造解析， (4)シミュレーション結果と実験結呆との照合の梢み重ねによるシミュ

レーションモデルの検討，等の非常に多方面の検討が必要となる．本プロジェクトは，生産技

術研究所の乱流に関連の深い研究室：第 1 部吉澤• 竹光研究室，第 2 部小林• 谷口研究室，第

5部村上・加藤研究室からなる NST(Numerical Simulation for Turbulent Flow)研究チー

ムを中心として推進されており，理論的側面の検討（主として吉澤研究室，竹光研究室担当）

と実験的検証（主として小林• 谷口研究室，村上・加藤研究室担当）の両者が常に並行してな

されている．一つの研究チームで理論と実験の両面から研究を進めるということは，世界的に

みても例のないことであり，各研究室の成果が互いに相乗効果を持ち，研究が効率的に推進さ

れていくことが期待されている．

乱流の数値シミュレーションは，上述のように極めて広範な研究分野にまたがっている．そ

のため本プロジェクトでは，全国の研究者と乱流の数値シミュレーションに関する全国的な研

究集会を定期的に本所で開催し，研究情報の円滑な交換を図り，あわせて強力な研：究推進を図っ

ている．また，これらの成果には，生産研究に「NST」特集として公表している．
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6. マイクロインテリジェントメカトロニクスの研究

助教授藤田博之・教授鈴木 敬愛・助教授結城良治

教授増沢隆之・助教授樋口俊郎・助教授都井 裕

教授原島文雄・教授生駒俊明・助教授谷 泰弘

助教授横井秀俊•講師橋本秀紀・講師高井信治

本研究は，「小さな対象は小さな機械で扱う」ことおよぴ「たくさんの小さな機械で並列に作

業を行う」ことを目標に， VLSI技術によるマイクロインテリジェントメカトロニクスシステム

(MIMS)の製作と，その微小な運動制御や多数の MIMSの円滑や協調動作を行わせるための

システム構成法と制御法を開発することを目的とする.MIMSの一例は，シリコンを素材とす

るミクロンオーダの機構に，感覚（センサ）・判断（ロジック）・動作（アクチュエータ）を集

積化した運動システムである．例えば細胞操作・遺伝子操作に代表されるパイオ・メディカル

関係の微小な対象を扱う知的作業や，光ファイパー・光ディスク等のマイクロオプティクスに

おける精密で柔軟な作業に不可欠の装岡である．従来， ミクロな対象を精密に扱うには，顕微

鏡などで拡大し一度マクロな世界に変換してから計測と制御と駆動を行い，マクロな動きを再

度縮小する必要があった．この方法では，価格の高い点を別にしても，多くのセンサ情報のや

り取りや広い設置スペースを要する点，多自由度の柔軟な操作機構の製作が難しい点などに問

題があった.MIMSは，機械そのものを微小化し，一体化したセンサや IC回路でローカルな情

報処理をすませることで，上記の問題を解決しようとするものである．つまり，情報処理部分

とエネルギー処理部分を緊密に一体化し，極めて多最のセンサー情報を自律分散的に処理でき

るシステムとなっている．このような駆動システムの応用範囲は，マイクロロボットを始めと

して， クリーンルームや真空装罹内の搬送と位岡決め•生体工学および医用工学・自走センサー

など多数あり，サイズが飛躍的に小さくなることによるスケールメリットを，多くの分野で生

かすことができる．

これまでの研究実績をふまえ， 3本の柱をたてて研究を推進している．

① VLSI技術によるlOμmオーダーのモータや機械システムの製作．（半溝体マイクロマシー

ニング）

② 放電加工・ピーム加工等の従来の超精密加工の極限化による，微細機械システムの製作．

（極限精密加工）

③ 超精密位置決め等のプレシジョンメカトロニクス技術を発展させ，微小な機械システムが

微細で器用な動作をできるようにすること． （インテリジェントメカトロニクス）

MIMSを実現するために，これらの柱が互いに補い合うよう，有機的に研究を組織し，一層

の発展をはかっている．
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B. 申 研究

1 . 極小運動機構製作装置

助教授藤田博之•技官面高秋人

半導体加工用の微細加工装置を用いて，微小な機械部品やモータなどを作る研：究が盛んに

なっている．これらの微小部品やモータの素材となる多結晶シリコン等の薄膜形成装骰に，既

存の微細加工装置を組み合わせて，実際に μmオーダの構造を作った．更に，顕微鏡下でこの

構造を精密に取り扱う装置により，特性の評価を行っている． （設備充実費）

2. 2チャンネル・リアルタイム周波数分析器

助教授橘 秀樹・助手（特別研究貝）矢野博夫・技官日高新人

最新の音特計測手法である音特インテンシティー計測を行う上で必要な信号処理器として，

本分析器 (B&K2133型）を購入した．この計測法によれば，任意の音場における音圧，粒子速

度およびそれらの積としての音特インテンシティー（エネルギー束密度）を同時に測定するこ

とが可能であり，各種の音場解析をはじめ，機械類などの部位別音特パワーレベルの測定，材

料の音特透過損失の測定，建物の遮音特性の測定などに応用している． （設備充実費）

3. マイクロ波リモートセンシングによる土壌水分計測の基礎研究（継続）

教授虫明功臣・研究貝長谷部望•助手沖 大幹

技官小池雅洋・大学院学生浅沼 順

Cバンド， cwのマイクロ波散乱計システムが作成された．電波暗室での較正も終了し，アン

テナ，送受伯機ともに，ほぽ設計どおりの性能を有していることが確認された．土壌水分計測

のための実験設備も平行して整備され，本年度は予備実験がほぽ終了した段階である．銅板の

上に関東ローム土を敷いて，マイクロ波を垂直に入射した最も単純な場合には， 反射係数の土

壌厚さ依存性は，理論計算から予想される値と一致した．また，これから表皮厚さがわかり，

本実験に際して必要とされる表層土壌原さがわかった． しかし，角度依存性や，本研究の最終

目標である土壌水分依存性については，実験設備環境の整備・改善が必要であることが明らか

になり，現在本実験へむけての整備を進めている． （一部科学研究費璽点令員域研究 I)

4. 走査トンネル顕微鏡

助教授岡野達雄・助手本田 融•技官寺田啓子

走査トンネル顕微鏡は，固体表面の構造を原子尺度で観察することができる表面研究装阻と

して近年急速に発展したもので，現在では表面観察装質としての用途と共に，サプナノスケー

ルの位慨検出能力に箔目して広範な分野で利用が進められている．本設備は，超高真空雰囲気

での表面観察を特長とした走査トンネル顕微鏡装罹である．構造分解能は，表面垂疸方向で0.01

nm, 表面平行方向では0.2nmである．この装骰を，他の表面分析装慨（低速電子線回折，オー
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ジェ電子分光装置）と複合化して利用するための超高真空装置の開発を別途進めている．大気

中観察が現在可能であり，グラファイト，二硫化モリプデン等の層状物質の原子像を得ている．

今後，金属表面の原子的平滑化過程の研究を行う予定である． （設備充実費）

5. 自律型海底計測航行機構の研究（継続）

助教授浦 瞑・教授前田 久 明 ・ 教 授 原 島 文 雄

助教授木下 健・教授坂内正夫・助教授都井 裕

深海底の調査研究には，その基盤となる海中• 海底工学の発展が必要である. 6000メートル

級の無索無人潜水艇の開発研究を通じて，関連工学の研究を行うもので第 4年度の本年は6000

メートルにおける要素技術の研究，第 3年度に製作した潜水艇のプロトタイプ(PTEROA150)

の運動性能の研究およぴ水槽試験，定高度自律航行アルゴリズムの研究， 自航試験用遠隔操縦

機 (PTEROA60)を用いた航行試験， 6000メートル深度の実用艇 PTEROA250の設計等を行っ

た． （特定研究）

C. 文部省科学研究費補助金による研究

a. 重点領域研究(1)

① 人間一環境系の変化と制御•総合班（継続）

教授鈴木基之（代表者）・教授増子 晏・教授二瓶好正

助教授安井 至•助教授渡辺 正・所外分担者18名

重点領域研究「人間一環境系の変化と制御」の全体運営の基本方針を検討し，計画の順調な

達成を企る意味での諸活動，研究評価等を行った．今後重要となる研究テーマの抽出とその研

究計画の具体化について基礎情報の収集を行った．

② 人間一環境系研究のための新計測手法の開発と利用に

関する研究（継続）

教授二瓶好正（代表者）・教授増子 舜

助教授渡辺 正•学外研究分担者 7名

人間一環境系に関する広範囲な研究を効果的に推進するために，特に重要と思われる 5種類

の大型分析機器を整備し，その方法論的発展を計りつつ，広く環境科学研究者の利用に供する

ための運用体制を整えた．すなわち，プラズマ発光分析法，分析電子顕微鏡，ガスクロマトグ

ラフ質批分析法，プラズマ質燥分析法，サプミクロン 2次イオン質最分析法について，開発，

改良，整備，利用を行った．
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③ 高温反応ガスなどからの高効率熱伝達（継続）

教授棚沢一郎（代表者）・教授（広大）広安博之

教授（工学部）平野敏右・教授（束工大）越後亮三

教授（東北大）相原利雄・教授（九大）藤田恭伸

教授（京大）荻野文丸

次の 7課題について，分担して研究を進めている．

(1)「超臨界雰囲気下における液体燃料の蒸発と燃焼に関する研究」， (2)「強い乱流場によ

る伝熱面近傍における燃焼反応の維持に関する研究」， (3)「ふく射変換体による反応熱の効果

的変換に関する研究」， (4)「流動層を用いた高温ガスからの高効率熱変換に関する研究」， (5)

「電場による沸騰伝熱の促進に関する研究」， (6) 「混合媒体による高効率沸騰熱伝達に関する

研究」， (7)「直接接触による高効率蒸発伝熱に関する研究」．

④ 高い抗エイズウイルス活性および制限された抗凝血活性をもつ

硫酸化多糖の合成（継続）

教授瓜生敏之（代表者）・助手（現束工大助教授）畑中研一

助手（特別研究貝）吉田 孝

硫酸化多糖は種々の生理活性を有するが，古くから高い抗凝血活性を持つことが知られてい

る．われわれはこの硫酸化多糖にエイズ（後天性免疫不全症候群）ウイルスの増殖を強く抑制

する作用があることを見つけた．種々の構造の天然および合成多糖の硫酸化を行い，低い抗凝

血活性を示すが，非常に高い抗エイズウイルス活性を持つレンチナン硫酸，カードラン硫酸を

合成することに成功した．

⑤ 乱流輸送現象のモデリングと数値解析法（継続）

教授小林敏雄（代表者）・教授吉澤 徴

教授（阪大）水谷幸夫・教授（阪大）高城敏美

教授（京大）鈴木健二郎・教授（名工大）長野靖尚

助教授（工学部）笠木伸英・講師（京大）綾 史郎

理学・工学に現れる乱流は，剥離・旋回などの非等方的流れ現象，分散相の存在や混合，温

度や密度の空間的不均質，あるいは相変化や化学反応などの影孵を受ける．これらの複雑乱流

の影響衷因子を記述する数学的モデルの構成と検討，境界条件のモデリングを含んでの数値解析

コードの構成および実験結果との対比によるモデル， コードの検証を行っている．特に非等方

性モデルの提案，境界条件のモデリング，燃焼・反応の記述などに力を注いでいる．
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⑥ 知識処理に基づく高次コミュニケーションに関する研究（継続）

教授安田靖彦（代表者）・教授（工学院大）南 敏

教授（早大理工）富永英義

本研究は文部省科学研究費補助金重点領域研究「知的情報通信」の一環として行っているも

ので，本年が第 2年度にあたる．従来の電気通信はもっぱら形式情報の伝達を目的とするもの

であるが，情報化社会の進展とともに従来の形での通信は人間の負担を増大させる一方である．

本研究では人間の思考活動により自然な形態で情報を送受できるような高次コミュニケーショ

ンを究極の目標としつつ，具体的には知的付加価値符号化，知的インタフェースおよび知的ネッ

トワークアクセスに関する研究を進め，有用な成果をあげつつある．

⑦ 衛星による地球生物環境の変動解明一気圏・水圏との相互作用

教授村井俊治・助手橋本俊昭・大学院学生本多嘉明

平成元年度から始まった「衛星による地球現象の解明」（重点領域研究）のうちの計画研究で

あり，主として陸域における地球生物環境の変動解明を， NOAA衛星のグローバル植生指標お

よぴ気象データ等を利用して行おうとする研究である．本年度は，グローパルなデータベース

の構築と，新たに Eco-climateMap (生態気候マップ）の概念を確立することが行われた．

⑧ 衛星による地球環境の解明（総括班）

教授高木幹雄（代表者）・教授（海洋研）浅井冨雄

所長（学術情報センター）猪瀬 博・教授（国立極地研）川口貞男

名誉教授（京大）国司秀明・教授（東北大）近藤純正

教授（筑波大）椎貝博美・教授（東海大）杉森康宏

教授（名大）武田喬男・教授（東北大）鳥羽良明

教授（京大）長尾 真・所長（宇宙研）西村 純

所長（名大•水圏科学研究所）樋口敬ニ・教授（宇宙研）廣澤春任

教授（横浜国大・環境科学センター）宮脇 昭・教授村井俊治

教授（京大）山元龍三郎・教授（岩手大）横山隆三

地球環境の諸現象は，水圏，気固，地圏，生物圏が相互に複雑に作用しあっており，従来の

独立した学問体系の中では，全地球的な現象の解明に限界がある．重点領域研究「衛星による

地球環境の解明」では，工学系および理学系の研究者が協力して，境界領域の新しい学術的基

礎研究を行い，全地球的な規模で地球を総合的に観測する手段である衛星を用いた地球環境の

計測と処理手法を確立することを目的として，衛星による地球生物環境の変動解明（気圏・地

圏の相互作用），陸域における水循環過程の解明（気圏・水圏，気圏・地圏の相互作用），大気・

海洋相互作用系のリモートセンシング，マイクロ波による地球環境計測，地球環境情報の高度

情報処理技術を取り上げ，計画研究および公募研究により研究を推進する．本研究計画はその

総括班として，諸研究が有機的に推進されるよう主導的な役割を果たすことを目的とする．
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b. 重点領域研究(2)

① 生体膜を模した新規な分子認識輸送膜の開発（継続）

助教授渡辺 正・助手吉田章一郎

物質透過性の高い支持体膜の表面のみに高度の分子認識機能を付与した高選択的物質輸送固

体膜の開発を目的に，固体表面への機能分子修飾法と膜輸送機能について検討している． クラ

ウンエーテルを LB法およぴ化学修飾法により表面修飾した酸化スズ半導体電柩の表面鼈祁度

変化から表面分子のイオン認識機能を確認し， LB膜構成分子をキャリアーとする液体膜によ

りイオンの選択的能動輸送特性を明らかにした．

② 常識機能を実現するための不完全性を含む知識構造と操作メカニズ

ムの研究（継続）

助教授石塚 満・大学院学生牧野俊朗•伊藤史朗•技官近藤朗子

知識の対応の幅の狭さ，知識獲得のポトルネックといった現状の知識ベースの問題を克服す

る次世代知識ベースヘ向けて，不完全な知識の操作を鍵となる技術と認識して研：究を進めた．

特に非単調論理の一種であり，かつ診断や設計など実用的問題に対しても有力な枠組である仮

説推論システムについて，仮説間の矛盾による推論のバックトラックを回避する方法により，

従来より 1,000倍以上の高速推論法を開発した．

③ 金属の過酸化ポリ酸を出発原料とする新複合酸化物の合成と

物性評価

教授工藤徹ー・助手（特別研究貝）岸本 昭

タングステンやモリプデン等の過酸化ポリ酸は，種々のカチオンと水に不溶の非晶質塩をつ

くるが，これを前駆体とする低温焼成により新規な複合酸化物を合成できる．今釘こ度はタング

ステン酸塩について検討し，新規な六方晶構造をとる Ba,_,xwl+X/1303をはじめ， 3種類の複合

酸化物が得られ，それらの構造を決定した．上記 Ba-W系酸化物については， Baが他イオン

と交換することを確認したので，交換的ドーピングによる導雷性の付与を検討している．

④ 地理データペースを知識として用いるリモートセンシング画像の

高次処理の研究

教授坂内正夫・助手（特別研究貝）全 柄東

助手（特別研究貝）大沢 裕

地図や過去の土地利用情報などの国土に関するデータベースを，現在のリモートセンシング

画像の解析支援に用いて高度な処理を実現するシステムの開発を行っている．本年度は，新興

住宅地域の航空機リモートセンシング画像解析に，精密国土数値情報の過去の情報を用いる融

合論理を抽出し，有効性の評価を行った．
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C. 総合研究(A)

① 高レベルの伝熱制御による材料の製造・加工・処理技術の

向上に関する研究（継続）

教授棚沢一郎（代表者）・教授（金沢大）林勇二郎

教授（工学部）小竹 進•助教授西尾茂文

教授（九大）尾添紘之・教授（束工大）土方邦夫

教授（東工大）黒崎晏夫・教授（長岡技科大）服部 賢

新材料の製造・加工・処理のプロセスにおいて， きわめて重要な役割を演じている伝熱現象

を解明し，それを精密に制御することにより，材料製造技術の一層の向上をはかることを目的

として計画したグループ研究である. 8人の研究分担者がそれぞれ異なる課題に挑戦し，順調

に成果を挙げつつある．

② 浮遊海洋構造物の安全性，復原性に関する研究（継続）

教授前田久明（代表者 ） ・ 助 教 授 木 下 健

教授（横浜国大）竹沢誠ニ・教授（阪大）浜本剛実

助教授（阪大）内藤 林・教授（九大応力研）小寺山亘

船舶を含む浮遊海洋構造物の風，波，潮流の複合環境外力下における運動性能を明らかにし，

この運動性能を表す数学モデルを確立すること，ならぴに浮遊海洋構造物の安全性能，復原性

能の定義を，設計ならびにオペレーションの観点から総合的に明確にすることを目的とする．

今年度は，海洋構造物に対しては，多方向波中での挙動の推定法，長周期動揺の推定法，風，

波，潮流中での挙動の推定法の精度に検討を加え，数値シミュレーションにより安全性を確認

する手法を開発した．船舶に対しては，追い波中のプローチング現象のメカニズムを明かにし，

追い波中の安全性規則に検討を加えた．さらに救命いかだに対して，新しい安全性解析法を提

案した．今年度は最終年度に当たるので，以上の結果をまとめて，海洋構造物と船舶の安全性

に対する新しい評価法を提案した．

③ 要素試験・模型実験•有限要素法による地盤の強度異方性とひずみ

軟化を考慮した砂地盤の支持力特性の研究

助教授龍岡文夫（代表者）・教授（埼玉大）小田匡寛

助教授（明治大）田中 忠次・助教授（室蘭工業大）三浦 清一

助手（特別研究貝）澁谷 啓•技官佐藤剛司・大学院学生森本 励

広く用いられている砂を等方完全塑性物質と仮定した支持力の古典解の適用性を検討した．

実験条件を厳密に統一した豊浦砂を用いた平面ひずみ圧縮試験と単純せん断試験によって砂の

異方的変形・強度特性を明らかにし，基礎幅 Bを1cmから50cmまで変化させた模型実験と

B= 3 cmでの遠心力載荷実験を行い，基礎荷重がピークのときに地盤内の破壊面で同時に破
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壊しないことを示し，これらの現象をせん断層の発生と発達を取り入れた有限要素法で説明し

た．

④ 高度化した社会システムにおける電磁界の評価と

防護に関する研究（継続）

教授河村達雄（代表者）・助教授石井 勝・協力研究貝松本隆宇

教授（工学部）河野照哉・教授（九大）赤崎正則・教授（名大）堀井憲爾

教授（北海道工大）松本伍良・教授（徳島大）伊坂勝生

教授（京大）林 宗明・教授（神戸大）荒井健次

電力中研鈴木俊男・日本ガイシ内藤克彦・東芝柳父 悟

鼈力，通信，交通といった社会システムの高度化に伴って，パルス性，商用周波数，直流な

どの高電界，高磁界がこれらのシステムに影特したり，逆にこれらのシステムが環境に影特す

るといった面が，今後重要な問題となる可能性がある．これらの龍界，磁界の計測手法，解析

手法について研究を行い，さらに，匝流を含む低周波高電界，強磁界と生体との関係について

の実験を実施した．

d. 一般研究(A)

大規模画像データベースシステムの構築（継続）

教授高木幹雄（代表 者 ） ・ 助 教 授 喜 連 川 優

ー画像が数十MBから数百 MBに及ぶ大規模画像を支援するシステムを構築するための方

式を確立すると共に，大規模画像管理システムを試作しその有効性を確認する．全画像データ

ペースの容最は数百 GBを想定しており，磁気ディスク，マスストーレージシステム，光ディ

スクを有機的に統合した大規模階屈記憶系技術ならびに入出力性能を向上させるための並列入

出カサプシステム構築技術を確立し，大容最画像データベース管理システムを構築する．また，

オプジェクト指向データベース操作系を組み込むことにより，画像に適した極めて高性能な操

作系を構築する．

e. 一般研究(B)

① 高速道路の陰路現象の研究（継続）

教授越 正毅（代表者）・助教授桑原雅夫

助教授（千葉工大）赤羽弘和・助手尾崎晴男

大学院学生大口 敬 ・XingtJeang 

高速道路のトンネル・サグといった単路部ポトルネックにおける渋滞のメカニズムを探るの
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が，本研究の目的である．走行試験車により収集した実走行データを拡張カルマンフィルタで

処理することにより，追従挙動モデルの全パラメータを推定し，シミュレーションにより再現

性を評価した．また，各パラメータ値の個人間変動についても検討を行った．さらに，ファジ一

理論を応用した新構造の追従モデルを構築し，従来の数式モデルとの比較を行った．

② レーザー誘起フォノン・プリュアン散乱の光ヘテロダイン分光（継続）

教授高木堅志郎・講師田中 肇•助手酒井啓司

超高周波 (GHz)域における液体・固体中の音速・吸収の高精度測定を目的として，光ヘテ

ロダイン分光による高分解能プリュアン散乱測定法の開発を行っている．今年度は液体表面を

伝搬する熱的表面張力波（リプロン）によるインコヒーレント散乱光ヘテロダイン受信を試み，

その帯域を 1MHzにまで拡張することに成功した．開発された独自の光受信系と高周波信号

処理系を組み合わせて，熱フォノン光散乱への応用を進めている．

③ 融液凝固法による単結晶育成プロセスにおける流動・伝熱過程に

関する研究（継続）

教授棚沢一郎・助教授（束洋大）前川 透

大寸法の単結晶育成を行う際にもっとも広く用いられている融液引上げ法（チョクラルス

キー法）を対象として，るつぽ内の融液の流動・伝熱の解析を行い，高品質の単結晶を得るた

めの操作条件を明らかにする研究を行っている．

④ 深い知識とし て の 立 体 モ デ ル を 融 合 し た 知識型 3次元ピジョン

システム（継続）

助教授石塚 満•技官土肥 浩

空間幾可学的知識を含め，知識の組織だった利用の観点より 3次元物体の理解システムを構

築した．理解の対象の 3次元物体を立体モデラで表現し，幾何学的関係により単眼カメラから

の観測像から物件の理解，空間的位箇の同定が行える．立体モデラと空間幾可学的推論法は独

自に開発したものであり，知識処理でいう理解のための深い知識の役割を果している．

⑤ キャリア誘起による量子井戸の光物性の制御と新デバイス

への応用（継続）

教授演崎襄ニ・教授榊 裕之・助教授（先端研）荒川泰彦

助手松末俊夫・大学院学生吉村尚郎

厚さ100人ほどの GaAs超薄膜を分子線エピタキシー法で作製し，この内部の電子数を電気

的に制御できるように電界効果トランジスタ (FET)構造として光物性を調べ，次のことを明

らかにした. 1)ポテンシャル挿入羅子井戸による電界誘起プルーシフト効果の実現， 2)賊子

井戸をチャネル層に持つ FET構造における光吸収およぴ発光特性の制御と機構解明， 3)キャ

リア存在下での二次元励起子の消滅と磁場印加による回復現象， 4)二重障壁共鳴トンネルダイ
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オードにおける電子の蓄精過程とキャリヤ誘起効果．更に，より最子閉込み効果の大きい蟄子

細線および餓子箱構造におけるキャリヤ誘起効果の研究も進行中である．

⑥ 織り込み区間の交通容量に関する研究（継続）

助教授桑原雅夫（代表者）・教授越 正毅•助教授（千葉工大）赤羽弘和

助手尾崎睛男・大学院学生中村英樹•鈴木 隆

織り込み区間では分合流が連続して起こるため，各車の走行軌跡が交錯して渋滞の原因にな

ることが多い．本研究は織り込み区間での個々の車の挙動（追従挙動・車線変更挙動）を調査

してモデル化し，シミュレーションによって任意の道路構造，交通条件のもとでの交通容絨を

求めようとするものである．都市内高速道路上の織り込み区間での車両挙動の解析作業中であ

るとともに，シミュレーションモデルの基本的構造を整理した．

⑦ 鋼構造物の終局限界状態の定量化（継続）

教授高梨晃一（代表者）・助教授大井謙一

助手（特別研究貝）洪 起•技官嶋脇与助・近藤日出夫

構造物の限界状態設計法を定滸させるには，さまざまな限界状態の明確な定義が必要である．

本研究では，鋼構造物の終局限界状態を明確にする目的で，地震や風などの不規則に変動する

外乱に対する終局限界状態を実験によって出現させ，その状態を記述する設計上の定義を作成

しようとしている．実験では，オンライン応答実験手法を利用し，静的載荷実験も伴せて実行

して，上記目的に沿う賽料を得た．

⑧ ピル風害をもたらす非定常乱流場の 3次元空間構造に関する

実験的数値解析的研究（継続）

教授村上周三・助教授加藤信介・助手（特別研究貝）持田 灯

技官高橋岳生・大学院学生林 吉彦・田中忠範

本研究はピル風害を新たな視点からとらえ直し，その主因をなす建物周辺の非定状乱流場の

3次元的空間構造に関して風洞模型実験，数値シミュレーションにより詳細に検討し， きめの

細かい対策手法を提案することを目的としている．本年は建物近傍の乱流現象を対象とした数

値シミュレーション手法の開発を行い，実験データと比較し，その信頼性の向上に努めた．

⑨ 集束イオンピームを用いた量子細線の試作と電子波干渉

効果に関する研究

教授生駒俊明（ 代 表 者 ） ・ 講 師 平 川 一 彦

助手（特別研究貝）斎藤敏夫・助手栗原由紀子

本研究は，半尊体中の電子波長と同等の大きさの最子細線デパイスを制御性よく作成する集

束イオンビーム打ち込み，加工技術を確立し，これを用いて作ったさまざまな形状の最子細線

中の電子輸送現象を明らかにすることを目的とする. A!GaAs/GaAs抵子細線中で，雷子波の
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位相メモリを壊す散乱機構を，温度とホットエレクトロン効果を系統的に変えることにより調

ベ， 3 K以上の温度で支配的な機構は電子ー電子散乱であることが明らかになった．

⑩ 振動モードの連続的制御に関する研究

教授大野進ー・助手大石久己

研究貝片岡真澄・大学院学生難波英一

機械構造物に複数の加振力を作用させ，これらの加振力を制御することによって構造物の振

動の節を所望の位罹に設定し，その位罹を連続的に移動させることを研究している．現在まで

のところ梁構造物およぴ板構造物について計算機上でこれを実現している．

⑪ 可変構造系に基づく ON-OFFパタン直接発生による ACサーポ

モータシステムの最適化

教授原島文雄・講師橋本秀紀・助手近藤正示

ロポット・エ作機などに用いる ACサーポモータシステムにおいて，電力変換器の ON-OFF

パタンを可変構造系理論に基づいて直接発生することにより，モータの定数およびパラメータ

変動に対してロバストな制御を実現するための研究を行っている．すでに，同期電動機駆動シ

ステムについては実験を終了し，現在は誘導電動機駆動システムの ON-OFFパタン直接制御

方式について検討している．

⑫ 含水貨物の液状化とその防止に関する研究

助教授浦 環（代表者）・助教授（横浜国大）角 洋一

大宗輸送貨物である工業原材料は，ばら梢み貨物として，一般貨物船あるいは専用船によ

り運搬される．このうち，粉炭や精鉱は製造工程や保管状態に依存して，水分をその粒子間隙

に多く含む場合がある．含水最が多い場合，船体運動により生じる貨物の歪振幅が大きくなる

と，粒子間の間隙圧力が増加し，粒子に作用する有効応力が減少するので，結果として剪断強

度が失われ，貨物は液状化する．本研究では不飽和原材料の液状化に焦点を絞って，その安全

輸送のクライテリアを研究し，運送が許容される最大の水分値を決定する方法を検討している．

⑬ 超小型模型振動実験による鉄筋コンクリート造中高層建物の

耐震性能の研究

教授岡田恒男（代 表 者 ） ・ 講 師 中 埜 良 昭

助手隈澤文俊• 技官堀内昇二

近年，建築物の耐裳実験は大型化の傾向にある．実状に近いデータを得る上では好ましいが，

実験によるパラメトリックな研究を困難にしている．本研究は，鉄筋コンクリート造超小型模

型による実験手法を確立することを目的としている．極細異形鉄筋，マイクロ・コンクリート

を用い， 1/15スケールの11階建鉄筋コンクリート造壁式ラーメン構造物を製作し，耐震振動破

壊実験を行った． また，超小型部材実験用加力装置を考案中である．
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⑭ 大空間の温熱，空気環境形成に関する実態調査と予測モデルの開発

助教授加藤信介・教授村上周三・助手（特別研究貝）持：田 灯

大学院学生近本智行・皆 棟皓•高橋義文・研究生義江龍一郎

ホール，アトリウム等大空間の温熱空気環境を実際に実測し，模型実験，乱流シミュレーショ

ン等による実用的な環境形成予測モデルを開発する．平成元年度建設中の東京体育館の温熱環

境を測定した．この結果を乱流シミュレーション，および模型実験結果と比較検討し，シミュ

レーション，模型実験による予測が大筋で一致することを確認している．

f . 試験研究 (1)

① レーザー光を用いた微粒子拡散現象のラグランジェ計測技術の

開発研究（継続）

教授村上周三・助教授加藤信介•協力研究貝萌沫木伸一

助手（特別研究貝）持田 灯•消水建設技術研究所阿§井邦雄

汚染質の制御に対する要求が極めて高度になっている現在，従来の計測方法ではこれに対応

することができず，より高精度の測定方法の開発が望まれている．本研究では気流中の微小ト

レーサーの軌跡をラグランジェ的に追跡し，ラグランジェ相関等の乱流統計最を計測する手法

を開発，実用化する．本年も昨年に引き続き，可視化画像を計算機に入力し，個々のトレーサー

を特定し，これを追跡しラグランジェ相関等の乱流特性餓を算出するためのシステムを導入し，

ハードおよぴソフトの整備を図った．

② 極高真空発生技術の開発（継続）

教授 本 間 禎 一 （ 代 表 者 ） ・ 助 教 授岡野達雄・助手藤田大介

助手本田 融•技官寺田啓子・助教授小林正典

教授（工学部）木原諄ニ・教授（先端研）岸 輝雄

室長（金材技研）吉原一紘・部長（日本真空）山川洋幸

く 10-•Pa の極高真空の作成には，極高でも排気速度を保持できるクライオポンプなどを使用

するとともに材料からのガス放出を極限まで低減させることが求められる．今年度は表題に関

して，①コンダクタンス法による気体放出速度を電解複合研磨， TiN被覆表面について測定し，

②真空中のまさつに関する調査・研究を進めた．分圧を含む排気曲線の新たな知見に加えて，

表面状態と気体吸済に関する知見から，極高真空発生の重要な基礎知見が得られた．

③ 活性持続型高分子エイズ薬の合成

教授瓜生敏之・助手（現東工大助教授）畑中研ー・助手吉狂］ 孝

生体内で分解を受けにくい硫酸化多糖を作り，それを抗エイズウイルス薬に応用しようとし
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ている．カードランに Lーグルコースの分枝をつけるため，まず部分アセチル化カードランの合

成を試みた．無水酢酸一酢酸一硫酸触媒を用いてトリアセチルカードランを作ることができた．

HNMR測定を行い， トリアセチルカードランは，ヘリックスをとり易いカードラン同様，ヘ

リックス状態をとっていることが分った．部分脱アセチル化条件を検討中である．

g_試験研究(2)

① 可視化加熱シリンダによるスクリュ設計システムの開発（継続）

助教授横井秀俊•助手村田泰彦・東洋機械金属高橋 博

射出成形機の全可塑化プロセスを可視化することを目的として，スリット状ガラスプロック

を軸方向に埋め込んだ分割可視化シリンダを開発した．チェックリング部でのバックフロー現

象を可視化定批解析し，マーカ法によりスクリュ溝部樹脂挙動の解析，樹脂替え過程と停留現

象の観察，可塑化状態の観察と定最化手法の検討を行った．併せて解析用画像処理プログラム

を開発した．

② トンネル電流距離センサを集積化したシリコンマイクロ

ストラクチャによる微小駆動装置（継続）

助教授藤田博之

シリコンの異方性エッチングを用いて，ダイヤフラムなどの 3次元構造を μmオーダの精度

で製作した．この構造体と，フォトリソグラフィで形成した微小電極との間に電圧を加え，静

電的に駆動する実験を行った．この結果， O.lμm以下の精度と 1ms以下の応答速度を持つ

サーポシステムが構成できた．現在は，このサーポシステムにトンネル電流でセンサを組み込

む実験と， XY走査用のステージの構造設計を行っている．

③ 高度学術利用を目的とした NOAA衛星データ処理システム

の開発（継続）

教授高木幹雄（代表者）・助教授喜連川優

気象衛星 NOAAのデータは地球上の現象の動的な把握に適し，学術研究に新しい手段を提

供出来る．受信・処理システムを充実し，データの提供と処理システム利用の便宜を図り，学

術的な共同利用の中心的役割を果たしてきた．利用が進むにつれ， (1)過去のデータの遠隔地

での検索(2)補正済のデータの提供(3)高次利用のために必要な気象，海象，国土情報等の関

連データのデータベース化等々の要望が寄せられている．本研究は NOAA衛星データの学術

的高次利用を更に一層促進するために，並列処理によりスループットの向上を図り，補正済デー

タの供給を可能とすると共に，大容屎衛星データベース管理システムを構築する．
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④ SI機能素子による電力周波数の資源化利用システムの開発

教授原島文雄・講師橋本秀紀・助手近藤正示

本研究は，電力周波数を資源として利用するため， SIサイリスタなどの雷力用スイッチング

機能素子を用いた高性能電力変換器の開発，および，これらの電力変換器が複数接続されたシ

ステムを有機的に結合し効率的な運用を行うための協調制御方式の開発を目的とする．電力変

換器のスイッチング損失の低滅を図るため高周波共振を利用した回路・制御方式，およぴ，複

数の地力変換器の自律分散制御などについて検討中である．

⑤ 集束イオンビームを用いた超格子ソース縦型電界効果

トランジスタの試作

教授生駒俊明（代表者）・助教授（工学部）河東田隆

講師平川一彦

本研究は，集束イオンピーム技術を用いた半導体絨子効果デパイスの開発を目指して，製作

プロセスの確立，超格子ソース縦型電界効果トランジスタと最子細線トランジスタの試作を目

的とする．集束イオンビーム注入装散を用いたサブミクロン加工精度の向上を図った結果，高

抵抗法およぴpn接合法による GaAs餓子細線の作製が可能となり，極低温で最子干渉効果を

観測した．分子線エピタキシー装置を用いて超格子ソースを持つデバイスの製作も可能となっ

た．

D. 選定研究

1 . 複素断熱圧縮率測定法による液晶系相転移現象の研究

購師田中 肇

液晶系における多様な相転移現象を研究するために， コンピュータを用いた多周波同時測定

システムを開発し，それにより低周波における複素断熱圧縮率の広帰域・短時間測定が可能と

なった．また，同時に液品系の顕微鏡観察ならびに画像解析システムを配備し，相転移に伴う

モルフォロジー変化の研究も行っている．現在，上記システムを用いて，相転移点近傍での臨

界ゆらぎのダイナミクス，液晶の秩序構造と圧縮率の関係を明らかにすべく研究を進めている．

2. 超小型鉄筋コンクリート部材モデルの載荷実験システムの開発

講師中埜良昭（代表者）・助手隈澤文俊•技官堀内昇二

構造物の高層化，大型化が進む現在，構造物の地震時における実挙動を実験的かつパラメト

リックに検証するためには，小型試験体を用いた実験システムの開発が必要となる．今年度は，

超小型鉄筋コンクリート造部材モデル（実物の1/15程度）を対象とし，その非線形領域を含ん

だ復元力特性を得ることを目的とした載荷システム，データ収録プログラムの開発に関する検
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討を行った．

3. 位相共役鏡を用いた光フィードバック系の研究

助教授黒田和男・助手（特別研究貝）伊藤雅英

フォトリフラクティプ効果を用いると，レーザー光のコヒーレントな増幅，位相共役波の発

生などを高効率におこなうことができる．ここでは 4光波混合の配置を用い，利得をもった位

相共役鏡を 2つ用い，ピームスプリッターで結合しフィードバックループを構成した．ループ

の外と内に減衰器を挿入した際の出力特性を測定し，非線形性を確認した．フィードバック系

にさまざまな位相演算子や遅延素子を導入することにより，微分，積分回路を構成することが

できる．

4. 浮上工具方式による超平面切削加工技術に関する研究

助教授谷 泰 弘 ・ 教 授 佐 藤 壽 芳

技官上村康幸・大学院学生榎本俊之

粗さ• うねり共非常に滑らかな超平面を作成する技術として，ダイヤモンドエ具を動圧によ

り加工面から浮上させて，前加工面に倣わせながら切削する方法を開発している．本年度は，

粗さ曲線の先端部が切削されるトランケーションにより粗さが向上していくこと，浮上工具の

加工面に対する追従遅れを利用してうねりの向上が見られることなどを，実験的に確認した．

5. 超高圧下における溶融樹脂 PVT曲線計測手法の開発

助教授横井秀俊•助手村田泰彦

フローティングピストンを用いた 2重構造の加圧機構により，超高圧下の溶融樹脂を漏れる

ことなくシリンダ内に封入できる新しい P-V-T試験機の試作開発を課題とする．この二重

チャンパー方式による試験機にて， 2600気圧以上でシリコンオイルを完全に密閉加圧できるこ

と，また溶融 PP,PSにて220℃,2600気圧までの P-V-T曲線を実際に計測できることを，

実験的に明らかにした．

6. 神経伝達物質の認識システム

助教授高井信治（代表者）・研究貝松島美一

協力研究貝佐久間一郎・協力研究貝永田 佳子

生体液中に含まれる神経伝達物質をできるだけ多く認識するために， 4極の電気化学検出器

を試作した．これを HPLCに接続し，電極の電位を少しづつ変えて検出したところ，選択性の

ある検出をすることができた．これを用いて，各種のカテコールアミン類のクロマトグラフィー

を行ったところ，満足すべき結果を得ることができた．この結果を基に将来老化に伴う各種の

疾患の診断に応用し，診断の支援を行う．
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7. チタンの新製造法

助教授前田正史・助手池田 貴・大学院学生ハ幡稔文

チタンは， TiO玄塩化した TiCI,をMgで還元するクロール法により製造しているがコスト

が高い．そこで本研究では， Ti02をAlにより還元し，さらに電子ビーム溶解により残留不純物

を除く方法を試みた．これまでに， Al還元により生成するチタンは， 1-2 wt%の酸素を含有

し，これに Al,Siを添加して電子ピーム溶解すると， 2Al+QCnTi)→ Al20(g)などのような反

応により，脱酸に非常に有効であることがわかった．

8. 繊維強化セラミックスの高靱化機構に関する研究

助教授香川 豊

連続，不連続繊維をセラミックスと複合化した材料で高靱化出現の機構ならぴに高靱化の定

鼠化手法を明らかにすることを目的として研究を進めている．本年度は SiC繊維強化ガラス系

のモデル材料を用い，複合材料中のクラックの進展挙動を調べた．その結果，複合化による高

靱化の大部分はクラック進展時の R曲線挙動によりなされることが明らかになった．

9. 極広範囲のひずみレベルにおける土の変形・強度特性の

実験的研究

助教授龍岡文夫・助手（特別研究貝）澁谷 啓

技官佐藤剛司・大学院学生 SamuelInnocent Kofi Ampadu 

大学院学生 SupotTeachavo「asinskun・ 金 有性・朴 春植

土・岩などの土質地盤材料が線形弾性体的性質を示す10-6のひずみレベルから破壊後の残留

状態でのせん断層内での100のひずみレベルまでの変形・強度特性の一貰したデータを粘性土・

砂・礫• 軟岩・セメント改良土を用いて三軸圧縮試験• 平面ひずみ圧縮試験• ねじり単純せん

断試験で得た．これらの材料では10-s以下では単調載荷試験と繰り返し載荷試験でのせん断剛

性率・ ヤング率は一致し弾性的性質を示しこの値を弾性波速度から得られること，残留状態で

のせん断層の厚さは粒子平均径の約20倍で粒径が大きいほどせん断層は厚くなることが判明し

た．

10. グローバルな地球環境の変動解明

教授村井俊治（代表者）・助手橋本俊昭・大学院学生本多嘉明

本研究では，まず週間グローバル植生指標(GVI)を利用して，月間の時系列データにまとめ

るとともに世界中の年間の植生の活動を動画として表現した．

月間の時系列データからは植生の種類に応じ固有な植生の活動の年間変化パターンが得られ

た．また，正常な気象に比べ異常なときでは，動画を見ることにより同じ熱帯林でも植生の正

常な活動がなされているところが小さいと判明した．
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11. 火災煙流動数値解析手法の開発

助教授加藤信介・教授村上周三・研究担当松尾 陽

助手（特別研究貝）持田 灯

建築物，地下街，船舶等における火災時の煙流動の数値解析手法を開発する．通常の室内温

熱環境を解析する非等温室内気流解析プログラムを土台とし，これを煙流動解析用に改造して

いる．改造は，①浮力効果をプシネスク近似によるものから密度変化を考慮したモデルに変更

し，温度差の大きい流体を対象とする．②乱れの非等方性を考慮したモデルを組み込み二層流

解析を可能とする．の 2点を考慮している．

E. 共同研究

1 . バイオメディカルテクノロジーに関する共同研究

教授鈴木基之（代表者）・教授高木堅志郎・教授棚澤一郎

教授妹尾 学・教授瓜生敏之・助教授黒田和男

助教授西尾茂文・助教授藤田博之・助教授渡辺 正

助教授高井信治・助教授山本英夫・講師田中 肇

講師岩元和敏・講師荒木孝ニ・研究貝畑中研一

本所で各個的に実施されてきた生命工学関連の諸研究を有機的に統合することにより，将来

的にはプロジェクト研究として発展させうるバイオメディカルテクノロジ一分野の進展に向け

た工学系よりの研究推進を目的として発足した．血液工学，人工臓器工学，診断工学，薬材・

生体材料工学の統合を目標に，各研究者間の意見交流，各研究テーマについての研究進展状況

の把握，有用な研究課題の抽出作業を開始している． （計画推進費）

2. アドバンス制御を用いたスマートアクチュエータの研究（継続）

助教授藤田博之（代表者）・教授佐藤壽芳・教授中川威雄

教授増沢隆久•助教授樋口俊郎・助教授谷 泰弘・教授原島文雄

教授 生 駒 俊 明 ・研究担当荒川泰彦・助教授喜連川優・講師橋本秀紀

スマートアクチュエータとは，超小型アクチュエータとセンサ・情報処理装置を集梢化した，

感覚と知能を持つ駆動装罹であり，これからの知的かつ柔軟なモーションコントロール技術に

不可欠の要素と考えられる．この新しいアクチュエータの実現を目指し，その構造• 製作法・

制御法について機械化学・電子工学・制御工学などの異なった方面から総合的検討をすすめて

いる． （計画推進費）
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3. ヘテロ界面の構造と機能の解析評価に関する共同研究（継続）

教授生 駒 俊 明 （ 代 表 者 ） ・ 教 授 本間禎ー・助教授岡野達雄

教授木村好次・教授椴 裕之・研究担当荒：川泰彦

講 師平 川一 彦・ 教授 石田洋ー・教授鈴木基之

教 授 大 蔵 明 光 ・ 教 授 二 瓶好正・助教授渡辺 正

物質界面の評価技術，制御技術，新物性探索は，材料科学のうちでも特に，異なる専門分野

の研究者の共同研究が有益な研究課題であり，本研究会の運営を通じて所内の関連分野の研究

者の相互交流を行った．本年度は， 2回の研究会を開催し，各研究室の研究の現状について理

解を深めた．また，関係研究室の発表論文収録賽料の発行を引き続き行った． （計画推進費）

4. セラミックス超伝導体の工学的応用（継続）

助教授岡野達雄（代表者）・教授鈴木敬愛・教授濤i木堅志郎

教授 中川 威雄 ・教 授原島文雄・教授生駒俊明

教授榊 裕之・教授増子 舜・教授石田洋一

教授大蔵明光・教授林 宏爾・教授工藤徹一

助教授黒田和男・助教授 西尾茂文・助教授藤田博之

助教授安井 至•助教授七尾 進

セラミックス超伝導材料は現在， 100kを越える転移温度が実現され，その広範な工学的応用

が期待されている． しかしながら実用化に至るまでにはなお多くの解決すべき問題が山梢し，

広い分野の研究者の協力が必要とされている．本研究計画では，材料開発，加工技術，評価分

析技術に関する所内の研究基盤の整備と関連の情報の流通を目的として，本所に菩積されてい

る知識• 技術・機器に関するデータの収集とデータベース化を行った． （計画推進費）

5. 乱流の数値シミュレーション研究グループ年次報告（継続）

教授村上周三・教授小林敏雄・教授吉澤 徴

助教授加藤信介・助教授竹光信正・講師谷口伸行

助手（特別研究貝）堀内 潔•助手（特別研究貝）持田 灯

技官西島勝ー・研究貝鬼頭幸三

Large Eddy Simulation およぴ k-€ モデルを中心に乱流の数値予測の可能性を追及し，予

測法の開発，工業上の問題への適用を試みた．第 5回生研 NSTシンポジウム，生研講習会“数

値乱流工学”，また Prof.J.Ferziger, Prof. M. W olfshtein, Prof. J. Baker等によるオープンセ

ミナーを開催し多数の参加を得た．グループの研究活動の成果を生産研究特集号としてまとめ

るとともに英字冊子 "IISAnnual Report of Group Research Activity on Numerical Simula-

tion of Turbulent Flows"を刊行した． （成果刊行補助費）
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6. 先端素材の開発に関する研究

教授中川威雄・教授大蔵明光

助教授安井 至•助教授谷 泰弘

セラミックス系機能材料の開発，加工，構造要素の制御，特に非晶質機の合成と構造解析，

耐熱複合材料，金属基複合材料，プラスチック系機能材料の加工，難加工材料の高能率研削，

研磨技術の開発とその応用に関する研究等広範囲にわたる成果を得た．なお上記の関連課題で

第 5回複合材料連合講演会を金沢大学，群馬大学との共催で本所で実施し，多数の参加をみた．

これらの共同研究の成果は，先端素材開発研究センター成果報告書として刊行する．

（成果刊行補助費）

7. 耐震構造学研究グループ（継続）

名誉教授坪井善勝・名誉教授岡本舜三•名誉教授久保慶三郎

名誉教授田中 尚•名誉教授川井忠彦

教授田 村重四郎（代表者）・教授岡田恒男・教授柴田 碧

教授佐藤壽芳・教授高梨晃ー・教授片山恒雄

教授半谷裕彦・助教授藤田隆史・助教授都井 裕

助教授石塚 満・助教授龍岡文夫・助教授小長井一男

助教授大井謙ー・助教授山 崎文雄・講師中埜良昭

助手隈澤文俊•助手重田達也・助手（特別研究貝）田波徹行

助手（特別研究貝）洪 起•助手（特別研究貝）澁谷 啓

助手（特別研究貝）永田 茂• ほか所外20名

研究発表と情報交換を目的とした研究会を11回開催した．うち 1回はカナダ・BritishColom-

bia大学の Finn教授の研究発表があり，また来所中の米国・ Princeton大学の篠塚教授，同

California大学 Berkeley校 DerKiureghian教授と情報・意見の交換を行った．生研公開講座

（イプニングセミナー「都市と環境ー21世紀に向けて」）では片山教授が耐震工学上の問題につ

いて講述した．千葉実験所では地盤の地裳動，構造物・機器の地裳応答の観測を継続している．

元成元年 6 月 -7 月に発生した伊豆半島伊東市沖合の群発地裳• 海底哄火およぴサンフランシ

スコ湾岸地域からサンタクルズ市，ワトソンビル市に至る広範囲にわたって大きな災害をもた

らした LomaPrieta地裳 (M=7.l)では，おのおの所内所外のメンバーが現地調査に当った．

中国大連理工大学との学術交流協定に基いて，金同稜学長と張世釣教授が来所して情報・意

見の交換を行い，また田村教授は大連理工大学で耐裳工学の講義を，龍岡助教授は土質工学の

講義ならぴに土質試験の指導を行った．英国 ImperialCollege (以下 ICSTと略称）土木工学

科の耐裳工学研究者グループと ERSとの学術交流協定の締結に伴い，澁谷助手がICSTを訪

問して土質工学に関する討議を行い， ICSTからも研究者が来訪する．

これ等の本研究グループの主な研究活動と研究成果の 1部は Bulletinof ERS N o.23にまと

められている． （成果刊行補助費）
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8. プロテク (PROductionTECHnology)研究会（継続）

名誉教授鈴木 弘・教授佐藤壽芳（代表者）・教授中川威雄

教授木内 学・教授増沢隆久•助教授西尾茂文

助教授樋口俊郎・助教授 谷 泰弘・助教授横井秀俊

講師柳本 潤

金属をはじめ，無機・有機・複合材料• 新素材などあらゆる工業材料の，素材から製品に至

る生産プロセスについて，機能・形状などを効率的に実現するための加工および計測，生産シ

ステムに関する先進的かつ総合的技術の研究およぴ開発を進めている．本年度は，新しい所内

メンパを 2名加えて相互の情報交換を目的とした所内での研究会を 4回，実際の加工現場での

諸問題と技術・研究の現状調査を目的とする所外での調査研究会を 4回開催し， また生研公開

に際しては共同展示を実施した．

9. 不規則過程と振動系に関する研究（継続）

教授柴田 碧・教授佐藤壽芳・教授大野進一

助教授藤田隆史・研究貝原 文雄・研究貝渡辺 武

研究貝福田敏男・研究貝下坂陽男

機械系で多く経験される非定常不規則振動について，その分散およぴパワースペクトルの時

間的変動を求める計算法，それらに対する機械系の応答の解析・統計的性質の~ 統計モデ

ルの確立などの研究を行っている．またシステム同定の手法の開発を，配管等の応答観測デー

タに応用することを具体的な例として取り上げ，研究を続行している． とくにガタなどを含む

非線形の表現法が大きな問題である．さらに，栢極的制振機構に対する外乱の影特予測と対策

も新しい課題となっている．これらの理論的研究は自動車走行中の各部振動，地裳動に対する

機械構造物系の応答，工作機械系の振動等がその具体的な対象となる．本研究には，共通施設

のハイプリッド計算機・小型振動台・中型 2次元振動台が頻繁に使用されている． しかし，こ

れらの施設のうちいくつかは劣化が激しく，一部は PC9800や SUN3など汎用計算機で置き

換えられたが，特殊装置はそのようなことが行えず今後の維持が問題となってきた．

10. 地震時における過荷重による機器・配管系•動的機器系の

破損確率に関する研究（継続）

教授柴田 碧・教授岡田恒男・教授高梨晃一

教授中桐 滋・教授 半 谷 裕 彦 ・ 助 教 授 藤 田 隆 史

研 究貝原 文雄・研究貝鈴木浩平・研究貝藤田 聡

教授（工学部）岡村弘之・助教授（工学部）酒井信介• ほか学内外約40名

地震時に加わる荷重の不確定さはかなり大きいことが予想される．設計地震力に比べ大きい

地震荷重が鋼構造物， とくに容器およぴ配管とその支持・アンカ部に加わった際の，それら系

の破損確率を実験・数値シミュレーションおよび理論により，総合的な推定する道を開こうと
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するものである．昭和54年度前半には一応の結論に達し報告書をまとめた後，本年度まで引続

き研究グループとして年 3-4回その実用化を目指しての総合発表研究会を開くなどのかたち

で研究を継続している．ここ数年間，劣化・損傷のある機器・配管系をその対象として取り上

げ，それをもとにプラントの延命問題にも拡張し研究を継続している．また免裳• 制振機構の

普及とともに，これらシステムの損傷についてが新しい問題となり，小委員会を組織し研究を

行っている． （奨励会研究委貝会）
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F. 研究郭・センターの各研究室における研究

第 ー 部

I. I 乱流磁気ダイナモの研究

教授吉澤 徴・大学院学生半場藤弘

地球・天体磁場およびRFP(逆転磁場ピンチ）核融合プラズマ研究のために， TSDIAを基

にクロスヘリシティを加えた 4方程式モデルを構成し， RFPプラズマの炉内流動の原因を明ら

かにした．また，従来の 3方程式モデルを用いて RFPプラズマの境界条件依存竹漢苓を調べ，プ

ラズマ境界での磁気揺らぎの挙動が閉じ込め特性と深く関係していることを示した．

（一部科学研究費重点領域研究）

1.2 圧縮性乱流の研究

教授吉澤 徴

高速飛行物体周囲に生じる衝撃波と乱流の干渉を調べるために， TSDIAを基に密度揺動を

加えた 3方程式モデルを構成した．密度揺動効果が従来の乱流モデルでは表現しえなかった乱

流・衝撃波干渉において本質的であることを示した．

I .3 乱流の数値計算

助手（特別研究貝）堀内 潔

直接計算およびLES(Large eddy simulation)法を用いて大規模データベースを生成し，

スカラー盤の輸送を含めて乱流モデルの直接的検証を行った．レイノルズ応力，渦粘性表現中

での非等方表現の役割とその導入の必要性，数値計算への差分法の適切な導入法等を検討した．

（一部科学研究費重点領域研究）

1.4 乱流モデルの研究（継続）

技官西島勝ー・教授吉澤 徴

非等方 k-eモデルを溝乱流，矩形管内乱流に適用し，乱流強度の非等方性， 2次流の再現等

を主に精度の観点から調べ，後方ステップ流への適用等を試みた．また， TSDIAを用いて，強

い速度勾配の乱流エネルギー散逸率への効果を明らかにし，乱流モデルヘの同交JJ果の組み込み

の必要性を示した．
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1.5 高出カレーザー用光学材料の研究（継続）

教授小倉磐夫・助教授黒田和男・助手（特別研究貝）伊藤雅英

高出力，高繰り返しレーザーシステムの性能は，現在，反射防止膜や高反射膜に残存する

光吸収による損1紡で制限されている．特にパルス炭酸ガスレーザーシステムでは，高ピークパ

ワー，高平均出力であるため，通常の方法では損傷しきい値を測定することが困難である．測

定システムを真空容器に入れ，装置自体を水冷することにより，高繰り返しパルス用しきい値

測定システムを開発した．

1.6 光ディスク用単玉非球面レンズの熱収差に関する研究（継続）

教授小倉磐夫・助手（特別研究貝）伊藤雅英

アプラナティックな単レンズを設計し，その収差の温度依存性を検討した．第一面の中心で

の曲率と厚みを決めることにより，レンズの形状を表す微分方程式をルンゲクッタ法で逐次的

に解く．収差解析の結果，波面収差の二乗平均は，温度変化に比例し，かつ，開口数の 4乗に

も比例することがわかった．

I. 7 レーザーによる画像のコヒーレントな輝度増幅の研究（継続）

教授小倉磐夫・助教授黒田和男・助手 （特別研究貝）志村 努

技 官 千 原 正 男・受託研究貝室 幹雄

光波の増幅器であるレーザーを用いて，結像光束の輝度をコヒーレントに増幅し，高輝度画

像を得るアクティブ光学系の研究を行っている．レーザーによる非線形な光増幅において，直

交する偏光間には相互作用が無く，かつ増幅率が総入力強度のみにより決定されることを確認

した．このことを利用し，アクティブ液晶 TV画像投影系において，検光子をレーザー出射後

に置き，増幅媒質内に画像を作らないことにより，画像の平均の明るさに依存せず常に増幅率

が一定となるシステムを開発した．

1.8 気体レーザー装置の研究

ーストロンチウムレーザー一（継続）

助教授黒田和男・助手（特別研究貝）志村 努

技官千原正男・ 受 託 研 究 貝 室 幹雄

ストロンチウムイオンレーザー再結合レーザーは青色域(430.5, 416.2nm)に発振線を持ち，

1%以上の高効率， 10Wクラスの大出力発振の可能性を持つとされているが，実現には至らず，

また安定な動作を得ることも困難である．われわれはこのレーザー装置の開発を行い，高出力

かつ安定な動作をめざしている．放電管は直径20mm,長さ 1mであり，従来報告されている

ものよりも放電長が長いのが特徴である．放電回路，緩衝ガス，温度制御などの最適化を行っ

ている．
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1.9 気体レーザーにおける励起および輻射過程の研究

一銅レーザー光の指向性の時間分解測定ー（継続）

助教授黒田和男・助手（特別研究貝）志村 努

技官千原正男・大学院学生尾松孝茂

銅レーザーはパルスレーザーであり，その発振時間は20-40nsであるため，共振器内を光は

1 -3回しか往復できず，出力光の指向性はパルス内で時間的に大きく変化する．われわれは，

銅レーザー光の波長で大きな吸収断面積をもつ可飽和吸収色素 DASBTIを用いて指向性の時

間分解測定をおこなった．不安定共振器（倍率60倍）を用いた場合の測定結果から， レーザー

光の指向性が時間とともに階段状関数的に変化していることを確認した．

I. 10 f3一BaB心ぶよる銅レーザー光の第二高調波発生（継続）

助教授黒田和男・助手（特別研究貝）志甜寸 努

技官千原正男・大学院学生尾松孝茂

銅レーザーは高繰り返し(-4 kHz), 高出カレーザーで，その第二高調波 (255.3nm)は紫

外城での高繰り返し，高出力光である．銅レーザー光は部分的コヒーレント光であり， コヒー

レント光における第二高調波発生の理論が適用できない．われわれは， Non-colliear相互作用

モデルに基づく部分的コヒーレント光に対する第二高調波発生理論を構築した．計算結果から，

第二高調波発生の最適な光学系を得た．

I.II フォトリフラクティブ効果の研究(1)

-BaTi03の結合定数の測定一

助教授黒田和男・助手（特別研究貝）伊藤雅英

助手（特別研究貝）志村 努•大学院学生岡村秀樹

強誘電性結晶であるチタン酸パリウムは，非常に大きなフォトリフラクティブ結合定数を持

ち，コヒーレントな光増幅や，位相共役波発生などを利用した光演算などへの応用が期待され

る非線形光学材料である． ところが，フォトリフラクティブ効果を計る基本的特性最である，

2光波混合による光増幅の結合定数について，従来の測定法に問題のあることが分、かった．結

品表面における内部反射による影特が大きく， 50%以上の誤差が生じる．われわれは，相互作

用長を変化させ，増幅率の変化分から結合定数を求める方法を開発し，上記の誤差の入らない

測定を行った．

I. 12 フォトリフラクティブ効果の研究 (2)

一新材料： GaP-

助教授黒田和男・助手（特別研究貝）伊藤雅英

助手（特別研究貝）志村 努•大学院学生岡崎義勝

半絶緑性の半導体(GaAs,InP, CdTe)は高速応答のフォトリフラクティブ結品として注目
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されているが，感度が赤外域にあるため， YAGレーザーや長波長の半尊体レーザーを光源とせ

ざるをえない．われわれは，バンドギャップの広い半導体である GaPに滸目し，そのフォトリ

フラクティブ効果を初めて実証した. GaPは0.6-0.9μmに感度を持ち， He-Neレーザーや

0.8μm帯に発振線を持つ GaAIAs半導体レーザーを光源とすることができる．特に，半導体

レーザーと GaP結晶の組み合わせは， コンパクトでハンディな非線形光学系の構築を可能に

し，非線形光学情報処理系への応用が期待できる．

1.13 半導体レーザーの波長安定化とその応用（継続）

教授小倉磐夫・助教授黒田和男

助手（特別研究貝）伊藤雅英・助手（特別研究貝）志村 努

各種干渉計により作られた半尊体レーザー光の干渉縞をモニターし，フィードパック系によ

り注入電流を制御して縞の動きをロックするシステムを開発している．安定性の高い干渉計を

用いれば，半導体レーザーの波長安定化システムとなり， 100MHz程度の安定性が得られてい

る．一方干渉計の安定度が低い場合には，制御系がレーザーの発振波長を逆に動かして縞のゆ

らぎを抑え込み，除震が不完全な干渉計でも安定した干渉縞が得られることになる．現在この

系を用い，注入同期による複数のレーザーのコヒーレント発振の実験を行っている．

1.14 超音波スペクトロスコピーの研究（継続）

教授高木 堅 志 郎 ・ 講 師 田 中 肇

助手酒井啓司•技官酒井春江

各種の超音波スペクトロスコピー技術の開発，およびこれを用いた液体・固体の音波物性研

究を行っている．これまでにプラノコンケープ共嗚法，パルス法， HRB(高分解能プラッグ反

射）法，プリュアン散乱などの測定法を用いO.lMHz-数GHzにわたる広帯域音速・吸収測定

を可能にしている．今年度は木材中における水分の拡散過程を超音波計測を用いて調べ，その

機構を材料の異方性と関連づけて明らかにした．

1.15 超音波精密計測に関する研究（継続）

教授高木堅志郎・技 官 李 孝雄・小久保旭

講師田中 肇•助手酒井啓司

液体および固体中の超音波に関する新しい計測法と映像法について研究を進めている．数十

MHzの超音波による共振を用いた超音波マイクロメータの精度と安定度を高めた．また，集束

超音波を板に斜めに入射させた反射と透過音場に関する実験と計算を行い，音場の微細構造を

理論的に説明することができた．

1.16 リプロン光散乱法による液体表面の動的物性研究

教授高木堅志郎・講師田中 肇•助手酒井啓司

液体表面を伝搬する熱的表面張力波（リプロン）の挙動を，光ヘテロダイン法を用いた高分
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解能光散乱法で測定することにより，液体表面の動的物性を調べることができる．今回開発さ

れた光学系と信号処理系により，従来の測定周波数域を高周波側に一桁以上拡張し， 1MHzま

での広帯域測定が可能となった．種々の単純液体に対する測定の結果，水，メタノール表面上

のリプロンが高周波域で異常分散と過剰減衰を示すことが明らかにされた．

（一部科学研究費一般研究 B)

I. 17 ソフトマテリアルの音波物性

講師田中 肇・教授高 木 堅 志 郎 ・ 助 手 酒 井 啓 司

ゲル等のソフトマテリアルは，固体と液体の中間的性質を有する点，生体物質との関連から

注目を集めているが，その弾性的挙動と構造の関係はあまり理解されていない． ソフトマテリ

アルの特徴は，その構造（ゲルの場合は，ネットワーク構造）にあるが，われわれは主に低周

波域における複素ずり弾性率の挙動から，物質の高次構造と力学的性質の関係を明らかにする

ことを試みている．現在は，ゾル・ゲル転移，ゲルの体梢相転移，高分子絡み合-い系の相転移

等を中心に研究を進めている．

1.18 高分子凝縮系における相転移とそのダイナミクス

講師田中 肇・教授高木堅志郎・助手酒井啓司

高分子凝縮系における相転移現象（強誘電性相転移，液品相転移等）の相転移点近傍でのゆ

らぎのダイナミクスを主に，超音波， NMR等を用いて， MHz帯での緩和現象を中心に研究し，

臨界点近傍での協同現象，モードのソフト化等の問題について検討を行っている．特に高分子

性，なかでも鎖の連結性（一次元性）が，相転移にどのような影特を与えるかは，基礎応用の

両面から興味深く，低分子凝縮系との対比を中心に研究中である．

I. 19 非平衡過程におけるパターン形成のダイナミクス

講師田中 肇

二成分混合系の相分離過程，結晶化過程等の非平衡過程における秩序形成においては，一般

に巨祝的な空間パターンが形成される．本研究は，このようなパターン形成のダイナミクスを，

ディジタル画像解析 (DIA)の手法を用いて定餓的に研究することにより，パターンの出現・成

長を支配している物理的因子を明らかにすることを目的としている．このような巨視的パター

ンは，材料物性と深く関係しており，パターンの定鼠的理解は，構造・ 物性相関の解明，空間

構造制御に役立つことが期待される．

1.20 冗電子共役系の主鎖構造とその電子物性への影聾

講師田中 肇

ポリジアセチレン，各種導電性高分子等の電子物性は，その冗共役主鎖の構造~によって支配

されている．例えば，ポリジアセチレンの色相転移は，主鎖のコンフォメーション変化による

として理解できる．このような主鎖電子構造を研究する手段として，われわれは赤外・ラマン
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分光を用いるとともに，固体高分解能 NMRにより，構造，分子運動性の両面から研究を行っ

ている．また，主鎖構造に対する側鎖の役割を上記手法により明らかにし，分子設計のための

ガイドラインを確立したい．

1.21 高分解能低速電子分光法による物理吸着層の研究（継続）

助教授岡野達雄・技官寺田啓子・金 文澤

lOK以下に冷却した単結晶全層表面における水素分子の挙動を高分解能低速電子分光法に

より研究した．振動・回転スペクトルの解析により，原子状吸滸，分子状吸滸の弁別が可能で

あることを用い，表面における会合・解離過程の研究が可能となった．

（科学研究費一般研究 C)

1.22 電界放射電流雑音の計数統計解析による半導体表面上の原子拡散

過程の研究（継続）

助教授岡野達雄・助手本田 融

電界電子放射の計数統計解析法と電界放射電子分光法を併用した新しい実験装慨の開発を進

めた．ゲルマニウム単結晶表面でのガリウム原子の表面拡散過程の測定では，ゲルマニウム下

地表面原子の自己表面拡散過程の測定を行い，温度依存性と活性化エネルギーを求めた．

1.23 極高真空領域における真空系内の圧力平衡に関する研究（継続）

助教授岡野達雄・技官寺田啓子・金 文澤・研究生荒井孝夫

極高真空領域での真空系内の気体放出と排気のバランスを定量的に測定するための実験装晋

の開発を前年度に引き続き行った．コンダクタンス変調法による測定を行うために必要な変調

オリフィスシステムの設計を，モンテカルロ法による解析と変調法の感度評価とにより行い，

試作した． （受託研究費）

1.24 活性気体原子を用いた固体表面清浄化の研究（継続）

助教授岡野達雄・助手本田 融•技官寺田啓子

受託研究貝北島秀紀

清浄固体表面を低温で作成することを目標として，水素原子と表面グラファイト層の反応基

礎過程の研究を行っている．本年度は，水素原子線照射されたグラファイト表面を原子尺度で

観察するための実験装置を開発した．

I .25 オージェ定量分析に関する研究（継続）

教授本間禎ー・助手藤田大介•技官後藤克己

表面解析における国際協力研究 (VAMAS-SCA)の一環としてオージェ電子分光法の定最化

の共同研究を行っている．本年度は，定最化のための新しい一次的標準試料として Ni-Co合金

系を提案した．この系について，原子密度，後方散乱電子補正，非弾性散乱平均自由行程およ
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び選択スパッタリングの可能性について検討した．更に角度分解 XPS測定により表層の組成

分布を調査し，一様性を見い出した．

1.26 電子線分光法による表層解析（継続）

教授本間禎ー・助手藤田大介・大学院学生祖i原成太

非晶質固体表面の構造解析手法として表面広域電子線エネルギー損失微細構造法 SEELFS

がある．本研究ではこの方法に広域X線吸収微細構造法と同様の解析法を施すことにより，吸

収原子の周りの動径分布関数を得ることを目的としている．これを実際に適用するには，高速

電子（エネルギー?::1 keV)が前方非弾性散乱したものを検出して解析を行う必要がある．本

年度は前方散乱訛子を検出する装罹を製作するための準備を進めた．

1.27 ガス放出の制御に関する研究

教授本間禎ー・助手藤田大介•技官後藤克己

大学院学生福i井二郎

極高真空領域における真空容器内壁面からのガス放出を制御するために新しい~空材料の利

用が求められており，非酸化物系ファインセラミックスなどが候補とされている．本研究では，

BNを析出させたステンレス鋼表面からのガス放出を測定し， Cを固溶させた Ni多結晶およ

ぴ単結晶表面の昇温脱離スペクトルの解析からガス放出特性の知見を得て，低温のベーキング

で容易に気体が放出される表面状態を見い出し極高真空装岡等への応用の実現を~めている．

（一部受託研究費）

1.28 固体表面の状態分析と気体吸着に関する研究（継続）

助手藤§田大介

固体表面における動的な典味ある現象ー表面偏析，表面析出，吸滸，酸化，脱離：ーをさまざ

まな表面解析手法を駆使して研究している．そのため，新たに AES-LEED-TDS複合解析装

罹を試作した．今年度は Ni単結晶多結晶表面における Cの偏折・析出メカニズムおよびその構

造解析，その安定性，表面酸化層が存在する場合の固溶 Cによる分解，それに伴う coの脱離

について調査し，新たな知見を得た．これらは極高真空開発の基礎としても重要である．

1.29 結晶塑性と転位の基礎的性質に関する研究（継続）

教授鈴木敬愛・大学院学生永井 匡・讚i浜義行

結晶の塑性変形機構と結晶転位の運動に関する基礎的研究を従来にひき続いて1子っている．

種々の結晶のパイエルス応力の大きさがすべり系の結晶幾何学的因子によって決~されること

を見いだし，結品の強度を系統的に理解する一般則について考察している．今年度は，モデル

結晶を用いたパイエルス応力の計算機シミュレーションを行った．また，転位の芯構造を調べ

るために，高分解能電子顕微鏡による格子像観察も行っている．
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1.30 固体の破壊機構に関する研究（継続）

教授鈴木敬愛・大学院学生太田丈児

結晶性固体の破壊の機構，すなわち特定の結品面にそうき裂の発生と進展の機構を結晶の塑

性変形との関係において研究している．今年度はとくに， Joffe効果ーNaCl等のイオン結晶を

水の中で変形すると破壊することなく大変形が可能となる現象ーについて種々の実験と観察を

行い，この現象が表面状態に起因したすべりの不均一性に関わるものであることを明らかにし

た．また， き裂進展におよぽす変形速度の影響を測定している．

1.31 金属・セラミックスの照射損傷の研究（継続）

教授鈴木敬愛・大学院学生太田丈児•高浜義行

重イオン加速器や原子炉を利用した金属およぴセラミックスの照射損傷について，損傷過程

の基礎的研究ならぴに核融合炉材料開発の両面から行っている．今年は，本学の重イオン加速

器 (HIT)による MgO,Al203, スピネルの照射実験を行い，組織観察，高分解能電子顕微鏡

による欠陥の格子像観察を行った．この研究の一部は工学部金属材料学科の香山晃助教授との

共同研究である．

1.32 SR-X線トポグラフィーによる格子欠陥の研究（継続）

教授鈴木敬愛

結晶中の格子欠陥の観察には電子顕微鏡が優れた手段であるが，薄膜でなければならないこ

と試科によっては照射損傷を導入するなどの欠点もある．この研究は，高エネルギー物理学研

究所の放射光を使い， X線トポグラフィーの手法によって結晶欠陥の基礎的性質を調べる目的

で，文部省科学研究費の特別推進研究（代表者：鈴木秀次）として進行中である．今年度は，

ビーム・ラインとハッチの建設， X線トポグラフ自動撮影装置の設置・運転を開始した．

1.33 超微小押込み試験による固体表面強度の評価法

教授鈴木敬愛・受託研究貝稲村元則

固体表面の 1μm以下の薄い層の力学的性質を測定するために，高感度・高精度の押込み試

験装箇を開発した．この装置は，圧子を10-1500mgfの荷重で試科表面に押込み， 5μmの分

解能で変位を測定するもので，押込みー除荷過和の連続記録データから表面層 1μm以下の強

度とヤング率を決定することができる．この方法により，イオン照射による表面損傷層の強度

や蒸箔膜，薄膜などの強度を知ることが可能となる．

1.34 構造安全性・信頼性に関する研究（継続）

教授中桐 滋•技官鈴木敬子

構造系に含まれる不確かさを取り扱う確率有限要素法に基づき構造物の安全性・信頼性の評

価手法の研究を行っている．応用面では建屋振動性状， FRP構造の強度の分散評価，基礎面で
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は確率過程の離散化モデル，離散化モデルにおける確率過程の統計的性質の表示，共分散マト

リックスのスペクトル分解， LU分解の効果等の課題を数値解析を通じて明らかにし，構造シン

セシスと相まって構造健全性工学への発展を図っている．

1.35 知識データベースと数式処理を利用する構造解析支援

システムの研究（継続）

教授中桐 滋•技官鈴木敬子

構造物の幾何学的・カ学的特性を分類・抽出する知識データベースの開発，抽出された知識

から得られる支配方程式の数式処理による求解プロセッサのコンピュータ・インプリメンテー

ション，数式処理による構造応答の定性的予見，数値的に得られる構造解析結果の判断と解析

モデルの改良を示唆しうる構造解析支援システムの研究を行っている．

1.36 構造シンセシスに関する研究（継続）

教授中桐 滋•技官鈴木敬子

所望の構造応答を達成する構造諸元の決定という構造シンセシスを試設計からの設計変更を

最小とするアルゴリズムにより有限要素法，境界要素法を用いて行っている．設計変数に関す

る構造応答の線形近似，制約条件の一般逆行列による表現の研究を進め，応用面では振動系の

システム同定およぴ生体の形態決定へのシンセシス手法の拡張を図っている．

1.37 CED (き裂エネルギ密度）概念による破壊力学の構築（継続）

助教授渡辺勝彦

現実のき裂端近傍における現象はほぽ例外なく非弾性現象である．現在広く 1子われている破

壊力学はこの非弾性現象を弾性き裂の力学により評価しようとしてきたものであるといえ，そ

のため種々の限界，矛盾が生じている．本研究においては， CED概念を中心とした非弾性き裂

の力学とも呼ぶべきものを構成し，その種々の破壊問題への適用を通じて従来の破壊力学にお

ける限界，矛盾を克服する新たな破壊力学体系の構築を進めている．

1.38 破壊挙動を支配する統一的パラメータに関する基礎的研究（継続）

助教授渡辺勝彦・助手佐藤 裕•技官平野ハ州男

大学院学生吉川暢宏•協力研究貝 宇都宮登雄

CEDはそのき裂パラメータとしての力学的意味が常に明確であるので，あらゆる破壊問題に

対して統一的パラメータとなることが期待される．本課題においては種々の破壊問題を念頭に

CEDの基本的性質の検討，その理論的，実験的評価法に関する研究を進めており，今年度にお

いては特に三次元き裂問題，混合き裂問題において大きな前進が見られた．
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1.39 安定成長き裂の破壊抵抗評価法に関する研究（継続）

助教授渡辺勝彦・大学院学生櫂 五憲

技官平野ハ州男・協力研究貝畔上秀幸

構造物の最終強度，最終破壊様式の評価に関連して重要な意味を持つ安定成長き裂の破壊抵

抗を， CEDによりき裂の進展開始から最終破断に至るまで一貫して評価する手法を提案し，そ

の有効性の実証を進めている．今年度においては非連続モデルによる生成形安定成長き裂シ

ミュレーション法を開発し，その平面ひずみ形破壊への適用を通じて， CEDによればき裂の進

展中も一貫して破壊様式に固有の破壊抵抗が評価されることを実証した．

1.40 クリープき裂挙動の評価法に関する研究（継続）

助教授渡辺勝彦・助手佐藤 裕

技官平野ハ州男・大学院学生吉川暢宏

クリープき裂挙動の評価法に関する研究を理論的・実験的立場から進めている．今年度にお

いては，通常クリープパラメータの評価はステップ荷重を想定して行われるが実際の負荷には

ある一定の時間がかかることを考慮し，その CEDへの影響について検討を行い，ステップ荷重

からのずれがパラメータとしての意味に大きな影特を及ぼすことを明らかにした．また，これ

までのところ行われていない三次元クリープき裂パラメータについての基礎的検討を行った．

1.41 非連続モデルのき裂問題への適用性に関する研究（継続）

助教授渡 辺勝彦・助手佐藤 裕

大学院学生吉川暢宏•佐々木裕

現実のき裂端近傍における変形は塑性すべり等非連続変形の効果著しいものがあるが，実際

には解析法上の制約もありその解析は通常の連続体モデルにより行われる場合が多い．本研究

は固体内における非連続変形の効果を評価しえる十分一般性のある非連続モデルを開発し， き

裂問題への適用性を検討するものであり，今年度は主としてき裂と転位の相互作用問題， き裂

における原子面間分離モデルヘの適用を行った．

I. 42 破壊力学の研究（継続）

助教授結城良治・助手大平寿昭•技官小野智佳

1)疲労き裂進展・寿命評価システムの開発 2) 自動車車体のスポット溶接構造の疲労舞

命予測システム (BEM-SPOT)の開発（科研費一般研究 C) 3)境界要素法き裂解析システ

ムの開発 4)パソコン対話型き裂進展評価システム (CRACK-PC)の開発 5)接滸接合

継手の疲労強度評価 6)複合材料の疲労強度と疲労き裂伝播
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1.43 異材界面力学に関する研究（継続）

助教授結城良治・助手大平寿昭•技官小野智佳

大学院学生許 金泉・研究生劉 金橋

1)界面き裂の境界要素弾性解析法の開発 2)界面き裂の応力拡大係数の決定法 3) 

ICパッケージの界面き裂の解析 4)界面き裂の屈折条件・破壊クライテリオン 5)接焙継

手の混合モード破壊基準 6)接合残留応力の境界要素解析と評価 7) 自動車車体の構造接

滸と強度評価

1.44 境界要素法の応用研究（継続）

助教授結城良治・大学院学生曹 国強・許 金泉・上田壮ー• 前川克己

1)特異積分の高精度・効率化 2)弾塑性解析の高精度化 3)モールド ICの熱応力解

析（奨学寄附金） 4)異種材料・複合材料の境界要素弾性解析法の開発（奨学寄附金） 5) 

複合材料の形状最適化 6)影特関数法を用いた応力拡大係数解析システムの開発 7)境界

要素法解析支援エキスパートシステムの開発 8)誤差評価手法の開発

1.45 発泡スチロースブロック集合体構造の耐震性に関する実験的研究

（継続）

教授田村重四郎・助教授小長井一男・大学院学生馬場某行

軟弱地盤上の軽最盛土構造として注目されている発泡スチロールプロック構造の耐震性につ

いて昨年に引き続き模型振動実験を行い，ブロック接触面での滑り，剥離が構造全体の応答に

与える影特について検討を進めている．

I .46 複雑な境界を持つ軟質地盤の地震時挙動に関する研究（継続）

教授田村重四郎・助教授小長井一男

研究貝富所達也・大学院学生鄭 京哲

複雑な形状の溺れ谷での実地震応答観測結果，および模型実験結果に基づき，擬似三次元地

盤モデルによりさまざまな地形条件が軟質な表屈地盤の応答に与える影特について詳細な検討

を加えている．さらに二次元地盤を対象にして，傾斜基盤から入射する波動の表層における増

幅特性について波面追跡法による簡便な評価法を示すとともに，局所的な応答について検討し

ている．

1.47 レーザー光シートによる粒状体よりなる構造模型内部の動的挙動の

可視化（継続）

助教授小長井一男・教授田村重四郎・大学院学生平田 ＿穂

粒状体よりなる構造の模型をガラス粒で作製し，これを同じ屈折率の液体中に浸漬し， レー

ザー光シートを照射し，シート面上にある粒子の挙動を可視化する手法によって，主に水中の
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堤体構造模型内部の動的破壊過程を観測し，粒径，堤体形状，加振振動数と破壊性状の関連を

検討した．

I .48 レーザー光シートによるマッシブな構造模型内部の変形，応力解析

教授田村重四郎・助教授小長井一男・大学院学生 ..JoseDaniel Ortiz 

ゼラチンで作られたマッシプな構造模型にレーザー光シートを照射し，散乱光が平面偏光状

態にあることを利用して，模型内部の変形，応力を測定する手法の開発を行い，この手法を適

用してフィルダムなどの構造形体の耐震性の研究を進めている．

1.49 岩盤における地震観測（継続）

教授田村重四郎・助教授小長井一男・技官酒井清武・片桐俊彦

大鳴門橋の両端，鬼怒川自動制御所，三保ダムおよび山王海ダムの 4地点で岩盤表面および

内部で地震観測を続けていて，表層地震の影響を受けていない地裳動の性質を研究している．

特に岩盤における地震動加速度の距離減衰について検討している．

1.50 耐震工学の研究（継続）

教授田村重四郎・教授岡田恒男

助教授小長井一男・講師中埜良昭

設計入力地裳動の検討を目的とした各種地盤の地裳観測を含めた地震時挙動，地震動に対す

る土木，建築構造物の弾塑性挙動，動的破壊などに重点を岡いた研究を行っている．本年度は

伊東沖の群発地裳，ロマプリータ地裳などの霰害調壺を行い， また昨年に引き続き構造物の地

裳応答の実測と解析，模型振動実験，模型振動破壊実験，耐震強度，耐裳性の評価の研究を実

施した．

1.51 フィルダムの耐震性に関する研究（継続）

教授田村重四郎・助教授小長井一男・大学院学生董 軍

フィルダムの動的破壊過程を調べるため，土槽内に砂質材料で中型の 2次元模型を築造し振

動破壊実験を実施するとともに，模型の材料の平面ひずみ状態での特性を龍岡研究室の協力の

もとで検討している．これらの実験結果に基づいて堤体内で発生する動的応力と破壊との関連

を定性的，定最的に研究している．

1.52 軟弱地盤中のトンネルの地震性挙動に関する研究（継続）

教授田村重四郎・助教授小長井一男

技官片桐俊彦・受託研究貝野口利雄

軟弱地盤中に建設されている沈埋トンネル，シールドトンネル等について，地震観測によっ

て地裳時の加速度， トンネル壁の歪を調べるとともに，数値解析を並行して実施し， トンネル

の地震時の挙動を定性的，定最的に把握し，耐裳設計のための検討を進め，基本的な対象であ
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る広い地域の表層地盤の動的挙動を表現するモデルの策定を進めている．

1.53 アースダムの地震時における動的性状に関する研究（継続）

教授田村重四郎・助教授小長井一男・技官酒井清武・片桐俊彦

実在のアースダムについて地裳観測を実施していて，地裳時の挙動を調べ，アースダムの耐

震性に関する基礎衰料を得ている．また岩盤における地裳動の性質を考慮して，裳央域におけ

るフィルダムの被害，変状を検討し，実ダムの耐震性の評価を行っている．

I .54 鉄筋コンクリート造建物の耐震性に関する研究（継続）

教授岡田恒男・講師中埜良昭•助手隈澤文俊

技官堀内昇ニ・研究貝大和田義正・大学院学生宇賀田健• 井上隆司

鉄筋コンクリート造建物の耐震性に関連して，柱・梁接合部の三次元有限要素法による解析

的研究，重ね継手およぴ圧接継手の耐震性能の検討， 1988年12月にソピエト連邦アルメニア共

和国において発生したスピタク地裳により被害を受けた建物の弾塑性地震応答解析，超高強度

のコンクリートおよび鉄筋を用いた超高層建物の設計法確立に関する検討などを行っている．

1.55 建物の耐震診断に関する研究（継続）

教授岡田恒男・講師中埜良昭•助手隈澤文俊

大学院学生宇賀田健• 西門 憲

建物の耐震性能を把握する上で，地盤の影咽を加味することは重要な項目のひとつである．

しかしながら，建物の地震応答性状を算定する上で，地盤の影特を積極的に取り入れた例は少

ない．そこで，地盤と建物の相互作用および建物の動的応答性状を考慮した耐震判定指標値の

算定式を新たに提案し，その評価法の妥当性を検討している．また，増築を伴う既存鉄筋コン

クリート造建物を対象にその耐震性能の経年変化を検討した．

I .56 鉄筋コンクリート造弱小モデル建物による地震応答観測（継続）

教授岡田恒男・助手隈澤文俊•技官堀内昇二

大学院学生関 宝瑛

小さな地裳でも損傷が生じるように，通常の建物より弱く設計された縮尺率約 1/4の鉄筋

コンクリート造 5階建建物 2棟（柱崩壊型モデル，梁崩壊型モデル）を千葉実験所に建設し，

地震応答観測を行っている.1983年 8月の観測開始以来， 150以上の地震に対し試験体の応答を

観測できた．また，ファイバーモデル解析により得られる復元力特性を部材の曲げ特性として

考慮し，観測波による地裳応答解析を行い，観測記録の評価を行った．

1.57 組積造建築の耐震性に関する研究（継続）

教授岡田恒男・助手隈澤文俊•技官堀内昇二

耐震性の高い新しいタイプの組積造建築構法を開発するための基礎研究として，新しいタイ
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プのコンクリート・プロックを用い，スパン長，せん断補強筋比，横補強筋径，そして継手，

スパイラル補強といった配筋詳細などをパラメータとした，梁部材試験体12体の耐裳実験を昭

和59年度より 5年間にわたり行ってきた．これらの実験により得られた全データを分析・解析

し，その耐震性能についての検討を行っている．

1.58 鉄筋コンクリート造超小型立体模型による耐震振動実験（継続）

教授岡田恒男・講師中埜良昭•助手隈澤文俊

技官堀内昇二

近年，建築物の耐裳実験は大型化の傾向にある．実状に近いデータを得る上では好ましいが，

実験によるパラメトリックな研究を困難にしている．本研究は，鉄筋コンクリート造超小型模

型による実験手法を確立することを目的としている．一昨年度に引き続き極細異形鉄筋，マイ

クロ・コンクリートを用い， 1/15スケールの11階建壁式ラーメン構造物を製作し，耐裳振動破

壊実験を行った．また，超小型部材実験用装罹を考案中である．

（一部科学研究費一般研究 B)

1.59 鉄筋コンクリート造建築物の耐震信頼性に関する研究

講師中埜良昭

構造物の耐震性能のばらつきおよぴ入力地動のばらつきを考慮し，既存建築物の耐震信頼性

について検討を行ってきたが，今年度は，これら既存建物について得られた成果を新築建物の

設計の一部に応用することを試み，鉄筋継手を有する鉄筋コンクリート造部材の耐裳設計法を

確率論的立場から構築するための検討を行った．

1.60 1989年・ LomaPrieta地震によるサンフランシスコ湾岸地域の

被害調査

講師中埜良昭

1989年10月17日カリフォルニア州サンタクルーズ付近を震源とする地裳 (LomaPrieta地

震）では， 60余名の死者がでるなど，震源域をはじめ震源から約80km-90km離れたサンフラ

ンシスコ湾岸地域にも多大な被害が生じた．地裳発生直後，約10日間にわたり建築物・橋梁を

中心とした被害特徴，被害原因の調査を行うとともに，米国における耐震対策，地裳後の対応

などに関する情報を収集し，我が国の耐震対策に有益な資料を得た．

1.61 乱流のモデル方程式の解析的研究（継続）

助教授竹光信正

摩擦応力が 0 になる近傍の乱流のモデル (k-€ モデル）方程式の漸近解を求めた．これは，

逆圧力勾配によってはく離が生じるとき， k-€ モデルの解はどのような形になるかという応

用上の観点から，また，そのときのモデル定数間の関係を導くためにおこなったものである．

さらに，この解析からよく知られている壁法則と漸近解との関連性についても考察した．
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1.62 層流および乱流に対する数値計算法の開発（継続）

助教授竹光信正

数値流体力学においては，対象とする流れ場が無限であってもつねに有限の領域で解析せざ

るを得ない．そのときの一つの問題として流出（入）境界条件がある．この問題は解析的な形

で解答を与えることは不可能であるので，数値解析を行う場合通常試行錯誤的に流出（入）境

界条件を与えている．この問題に対し，著者は一つの数値的流出（人）境界条件を考案し， 90°

曲り管に対して従来の境界条件よりよい結果を得たが，数値的安定性等について現在検討中で

ある．

1.63 符号化形態表現法の開発とその応用

客貝助教授福田収ー

2次元多面体の形状を有向辺と方向コードの概念を利用してリストとして表現吋する形状モデ

ルを開発した．知識工学では各種の属性操作をリストを基礎に行うが，本モデルは形状をリス

トとして表現するためにこれらの操作との整合性が優れている． とくに位相構造を主体にした

形態的な特徴の抽出が簡単に行え，形態情報に意味を付加することが容易である．構造物の予

備設計，生産設計等においてその有用性を検証しつつある． （一部科学研究費総合研究 A)

1.64 治具，ロボット等の周辺機器簡易化のための溶接構造設計法の開発

客貝助教授福田収ー

構造物の溶接においては各種の治具が必要とされ，また最近ではロボットによる施工も増大

している． しかし最近は構造物もきわめて多様化してきているため，適切な製造準備を行わな

いときわめて複雑な治具や，あるいは高度なロポットが必要となり現実的ではない．そこで本

研究では形状の特徴を基礎に適切な製造準備を行うことを目的として，形状モデルを開発し，

各種の代替案を並列に検討できるように並列処理化を進めている． （科学研究費一般研究 B)
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第 2
 

部

2.1 プラント耐震設計基準等工学的要求の基準化に関する研究（継続）

教授柴田 碧・研究貝江藤 肇

研 究 貝 原 文雄・受託研究貝中村隆之

工学的要求， とくに安全に関するものを基準化する手法を体系的に研究しようとするもので

ある．入力地裳動・許容応力などの相対的関係を定屈的に捉えて，基準の計継化方法について

検討している．例題として，石油コンビナート・建築設備などの耐震設計基準を取り上げ，具

体的にその過程を検討，比較，解析した． とくに，石油コンビナートについて，耐震設計を行

うプログラムにより基準を代行することを試み，成功裏に1981年以来実用に供されている． ま

た配管についての基準作成上の問題点についての検討・試案の作成， LPG球形タンクの耐震設

計検討のためのエキスパート・システムの導入，使用時に誤りのすくない基準の形態などに加

え，原子力発電所用免裳システムの適用についての基準の試作などについての研究を実施して

いる．

2.2 新型炉など原子力施設の開発段階における耐震化に関する研究（継続）

教授柴田 碧•助教授藤田隆史・助手重田達也・研究貝藤田 聡

研究貝原 文雄・研究貝福田敏男・受託研究貝矢花修一

実証レベルの高速炉をはじめ， CANDU型重水炉， ATR,高温工学研究試験炉また燃料再処

理プラントなど新規の開発段階で，それらにわが国の実状に応じた耐震性を付加するにはどの

ようにしたらよいか，重要度分類，流体関連地裳応答，高温材料強度のことなどを含め，基本

的なことの検討を進めている．本年度は昨年度に引き続き免裳•制振装置の応用の可能性につ

き，液体容器の新方式による能動的制振機構のフェール・セーフなど安全な対策についての調

査研究を実施した．高速炉については大型実証試験の可能性につき検討し具体的な実施計画の

立案へと進んでいる．また黒鉛の衝撃破壊強度についての調査を終了し他の類似特性材料につ

いてもともにデータの取りまとめを行っている．その他関連諸問題の洗い出しと対策について

検討を進めている． （受託研究貝費）

2.3 あいまいシステム論の一応用としての人間のエラー防止支援等に

関する研究（継続）

教授柴田 碧•助教授藤田隆史・研究貝原 文雄・研究貝江藤 肇

ヒューマン・エラー防止のため，人間のあいまいさの検討を含め，その工学的手法の研究を

行っている．その一環として，前年度数式を扱う際のエラーの発生を，被験者およぴアンケー

ト方式により解明することを試みたがこれにより，耐震設計基準などの改善法について実務的
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検討を行った．また，エキスパート・システムとの関連において，あいまい工学の面から経験

の集積などの意義に関する研究を行っている．また設計時のヒューマン・エラーを減ずるため

の計算機支援システム，地裳時危険度解析 (SeismicPRA)への導入，社会工学（保険）など

の応用を引き続き検討している．

2.4 大規模システムについての異常時対応に伴う人間挙動と，

その改善に関する研究（継続）

教授柴田 碧・研究貝江藤 肇・研究貝原 文雄

研究貝福田敏男・技官小蜂久直・大学院学生神崎孝之

原子力発電所のような大きな系について，障害，異常の発生とヒューマン・エラーの関連を

設計時から，発生時の対応にいたるまで検討し，その防止のための支援システムの開発に関す

る研究を行っている． また地震時の運転貝の行動限界については，これらシステムの挙動・信

頼性に重大な関連があることに注目し，運転貝の力学的挙動限界に関する実験的研究を行った

結果，震度VI程度以上では建物の応答を考應すると，行動，操作が不可能であることが判明し

たので，地震時自動停止装岡の必要性の有無から，ディスプレイ画像の選択などにいたる基本

諸事項を検討している．また長時間の監視業務における意識のポケを対象に，そのモデルの尊

出について， SUN3によるシミュレータで数名の被験者を対象に実験を行ったところ，制御そ

のものにも大きな個人差があり，かつ，業務の従事時間で変化することが明らかとなった．

2.5 高応動速度耐震実験用振動台による機器の耐震性に関する研究（継続）

教授柴田 碧•助手重田達也• 技官小峰久直

1971年のサンフェルナンド地震のように局地での破壊力の非常に強い地裳において見られる

機器の破損，また比較的マグニチュードの低い地裳で発生する電力機器の破損の機構を探るこ

とを目的に，振動速度が450cm/secに達する油圧式振動台を昭和53年度に試作し，それ以来石

音・磁器・鋳鉄を支持部材としての実験，切欠き効果などの実験を行い，石音では力積一定，

磁器ではひずみ一定で破損することを見いだした．鋳鉄はほぽ力積一定であるが，両者に関係

することもある．さらに碍子素材および球型貯槽で代表されるプレース構造の損傷について実

験を行い，単位周長当りの力積が一定であることを見いだした．また，昭和59年度から電力機

器用合金および高温ガス炉炉心用黒鉛について，実験を行い，欠陥のすくない黒鉛はひずみー

定の近いことを見いだし， さらに人工欠陥により力栢一定の方向へ誘導することに成功した．

さらにアルミ合金材についても実験を終了し，全体としてのまとめの段階になっている．

2.6 液体貯槽の耐震特性改善に関する研究（継続）

教授柴田 碧•助手重田達也・研究貝原 文雄

研究貝曽我部潔•大学院学生石橋裕介

LNG 貯槽• 石油貯槽 ・FER主容器などに発生する流体揺動（スロッシング）の能動的な防

止策の原理と具体的な方策を理論的に解明し，その具体化を検討している．その一方法として，
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前年度， リニア・モータを使用した能動的制振機構の開発を行い，さらにこの機構の採用によ

り接続配管の損傷状況，およぴそれが制御に及ぼす影特についての研究を行ったが，更に配管

損傷などを克服可能な制御方式について検討している．

2.7 非線形系の応答解析とその応用に関する研究（継続）

教授柴田 碧•助教授藤田隆史・助手重田達也

技官小峰久直・研究貝渡辺 武

プラント系で多くみられるガタのある系・弾塑性系の非線形特性を理論的・実験的に解明し

ようとするものである．配管系などがある間隙を箇いて支持されている場合の応答性状，高温

ガス炉など脆性材料を構造要素とする系の衝撃破壊， とくに炉心のようにガタの分布している

系の応答特性，塑性ヒンヂが発生した配管の応答特性などにつき，正弦波応答，不規則波応答

の両面から研究している．また多点支持の配管系の支持点の逐次破壊に伴う挙動の解析法につ

き，模型実験とシミュレーションを比較しつつ研究を行ってきたが，非線形減衰機構の導入に

伴い，新しいタイプの配管不安定破壊の可能性があることを見い出した．また，これら各種非

線形減衰機構を付加した場合の特性推定法などについての研究を続行している．

2.8 機器・配管系の耐震性実証法に関する研究（継続）

教授柴田 碧•助手重田達也

研究貝原 文雄・研究貝曽我部 潔

原子力発電など各種プラントやビル内の機器の耐震性が，振動試験により実証されることを

要求されることが多い．本研究は機器の機能面，強度面からみた実証試験など，どのようにな

されるべきか，またポンプ・電力機器などのアクティブ・コンポーネントの障害，異常の発生

を加振中にどのように捉えるかについて研究を行い，各種大型振動試験の実例につき検討し，

設計マニュアルの試案を作成した．これに基づき，振動台による耐震性実証手法の標準化につ

き研究している．本年度は高応動速度振動台による，電力機器用合金などの脆性破壊実験を前

年度に引続き千葉実験所で実施した．また，振動台上の試験体の特性が加振とともに変化する

場合の加振特性改善法についての基礎的研究，大型模型の火薬燦発による試験法などにつき，

調査・研究を行った．

2.9 プラントの信頼性• 安全性の評価と向上に関する研究（継続）

教授柴田 碧•助教授藤田隆史・助手重田達也

技官小峰久直・受託研究貝矢花修一

原子カプラント・化学プラントなどの構成要素の破壊により発生する災害を防止するため，

その構造的信頼性をどのようにして高めるかを研究している．これら破損は，地裳応力，振動

応力など動的な立場から扱うとき，基準等でどのように表現していくか，地震波による累梢損

傷効果をどのように表現するか， また過荷重が与えられたときの破損の確率がどのように増大

するか，損傷率曲線をなるべく経済的に得るにはどのようにするか，信頼性と安全性の定義の
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差などを研究している．本年度は前年度に引き続き高速増殖炉実証炉のための免震機構につい

てゴムパッドの劣化に伴う捩り応答の発生など新しい問題の可能性を中心にして， その信頼性

解析を，また，弁などの機械的論理機構の固滸• 共振などの発生についての信頼性解析法につ

いての研究を行った．

2. 10 地震時におけるプラントの応答性状に関する研究（継続）

教授柴田 碧•助手重田達也•技官小峰久直

地裳時におけるプラント内の貯槽，機器・配管系の応答性状とそのゆらぎを把握するため，

理論的，実験的研究を行っている．千葉実験所における各種プラントモデルの自然地震に対す

る応答の計測を中心に，三次元地裳特性とそれに対する配管の応答特性の解明，弾性殻・ 地盤

ばね支持系の貯槽の地震応答特性の解明などを行い，また，捩り地動と加速度の関係を特殊ア

レイを用いて実測し解析を行っている．なお，昭和57年夏，薄肉円筒貯槽に地震による座屈が

発生したが，その後の状況変化を観察しているが，過去 2年間の比較的高レベルの地震より若

干変形が増大しつつあったが昭和62年12月の千葉県東方沖地裳で大きく変形した．なお，その

他のモデル等にも若干の損倍を生じた．現在，諸設備の老朽化に伴い，漸次撤去しつつあり，

一方データの再整理をす、めている．

2. 11 計算機などシステム的機器の論理的耐震性の強化に関する基礎的研究

教授柴田 碧・研究貝原 文雄

プラント内の計算機，計装制御設備の地裳時の挙動，機能維持についての基本的考え方を整

理し，新しい提案を行う準備をしている．また，非常用ジーゼル発訛機など，多少の異常があっ

ても運転継続が要求されるシステムの保護リレーなどの在り方についても検討している．

2.12 可変摩擦ダンパを用いたセミアクティブ免震構造の研究（継続）

助教授藤田隆史・大学院学生壁矢和久

本研究では，可変摩擦ダンパを用いたセミアクティブ・コントロールにより，応答加速度の

低減はパッシプ系と同等であるが，相対変位を半減し，過大地裳動に対して適切な制動機能を

備えた，インテリジェントな免震構造を研究している．本年度は，可変摩擦ダンパを開発し，

その可変摩擦ダンパと建物モデルを用いた振動制御実験を行い， 目標とするセミアクティブ免

震構造の基本性能を実証した．

2.13 XY運動機構と油圧アクチュエータを用いたアクティブーパッシブ・

マスダンパの研究

助教授藤田隆史・大学院学生勝 基業・受託研究貝宮野 宏

本研究では，建物制振用マスダンパとして，風や中小地震に対してはアクティプ・マスダン

パとして機能し，大地裳に対してはパッシプ・マスダンパとして機能するような， XY運動機構

と油圧アクチュエータを用いたアクティブ パツンプ・マスダンパの開発研究を打っている．
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本年度は，その制振性能や制御則をシミュレーションで検討するとともに，アクティブーパッ

シプの切換え可能な電気・油圧式アクチュエータの開発を行った．

2.14 多段積層ゴムと油圧アクチュエータを用いたアクティプー

セミアクティブ・マスダンパの研究

助教授藤田隆史・大学院学生鎌田崇義

本研究では，建物制振用マスダンパとして，風や中小地裳に対してはアクティブ・マスダン

パとして作動し，大地裳に対しては，固有振動数や減衰比の自動調整機能を備えたセミアクティ

プ・マスダンパとして作動するような，多段積層ゴムと油圧アクチュエータを用いたアクティ

プーセミアクティブ・マスダンパの開発研究を行っている．本年度は，その制振性能や制御則

について，シミュレーション検討を行った．

2.15 ピエゾアクチュエータを用いたアクティブ微振動制御装置の

研究（継続）

助教授藤田 隆史・助手（特別研究貝）田川 泰敬•大学院学生 Wu Hsiang Teh 

ピエゾアクチュエータを用いたアクティブ微振動制御装置は，既開発の装置より高性能な微

振動制御を実現しうる可能性を有しているだけでなく，床面の微振動以外の外力に対しては十

分に剛な特性を持たせることができるため，全く新しい特長を備えた微振動制御装置となりう

る．本年度は，その基礎的研究として，水平一次元アクティプ微振動制御を対象とした実験装

置による制御実験を行った．

2.16 ピエゾアクチュエータを用いた微振動振動台の研究

助教授藤田隆史・助手（特別研究貝）田川泰敬

超精密機器の微振動入力に対する振動特性を振動台実験によって調べることができれば，超

精密機器の開発にとって非常に有用なものとなる． しかし，そのための微振動振動台は，外乱

振動と同程度の微振動入力を，外乱振動を除振しながら与えうるものでなければならない．本

研究は，そのような微振動振動台を，ピエゾアクチュエータを用いて実現しようとするもので

あり，本年度は，そのための制御則を検討した．

2.17 高減衰積層ゴムを用いた免震建物の地震応答に関する研究（継続）

助教授藤田隆史・協力研究員藤田 聡•技官嶋崎 守

高減衰積層ゴムはゴム自体のエネルギー吸収機能を高めたダンパー一体型の免裳用積層ゴム

である．本研究では，縮尺免震建物モデルによる振動実験を行い，良好な免震性能を確認する

とともに，免震建物の終局耐力検討用の基礎データを得るために，大加振実験を行った．また，

建物応答や床応答スペクトルを算出するための，高滅衰稽層ゴムの解析モデルについても検討

した．
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2. 18 工作機械の動的特性と精度の関係に関する研究（継続）

教授佐藤壽芳

加工精度，加工能率の高い工作機械の実現をはかるため， 自励振動の発生，強制振動の存在

等に密接に関連のある機械構造，主軸系，駆動系，切削機構等の振動特性を実験的，解析的に

求めること，これらと表面粗さ，形状精度，寸法精度との関係を明らかにすること等について

測定法，表示法，解析法の開発，発展を含め総合的に研究をすすめている．

2.19 モード解析による振動特性同定法に関する研究（継続）

教授佐藤壽芳

伝達関数測定装置や衝撃応答のフーリエ変換によってえられる周波数応答関数を対象に，多

自由度系の周波数応答関数を曲線適合し，固有振動数，滅衰定数，剛性等を推定する方法につ

いて検討している．従来開発してきた簡便な方法を用い，推定の精度，相反性の検証，近接し

たモードの分析，境界条件の影特，非線型特性の解析法，振動特性の加工精度への影特等の問

題について研究をすすめている．

2.20 機械系の地震応答に関する研究（継続）

教授佐藤壽芳・研究貝鈴木浩平

機械系の耐震設計法に関する研究の一環として，模擬地震に対する応答特性， これに対する

統計的手法の適用，複数卓越周期の応答特性にたいする効果，多自由度非線型系，特にガタを

含む系の応答特性，地震動の非定常性と応答特性との関連，多入力系の応答特性等について基

礎的な検討を行っている．

2.21 工作機械構造の振動特性向上に関する研究（継続）

教授佐藤壽芳•助教授谷 泰弘・研究貝西田公至

ベッドコラム等を対象とした実験，解析の比較から，実系における鋼球受け座の支持系と，

計算における支持との関連について，これまでよりも精度を高めることについて検討している．

この際パーソナル・コンピュータを端末として FEM入カデータの分割，計算結果の振動モード

等を確認しながら効率よく解析をすすめること，要素の構造から全体の系を組み上げる際に非

線型性を考慮し，その影響を明らかにすること等について検討をすすめた．

2.22 切削加工時の自励振動に関する研究（継続）

教授佐藤壽芳•助教授谷 泰弘

切削加工時に発生する自励振動の発振後の挙動が多重再生効果によって支配されることを明

らかにし，振動に伴って発生する切削面梢と切削力の時間的変化の対応，切削速度変化の振幅

に対する影特，多重再生の度合は容易に10回程度にはなりうること等さまざまな現象を適確に

説明できることを明らかにしてきた．これらの知見をもとに，安定判別の実系との対応，発振
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振幅の予測等について加工におけるデータベース整備の視点を加えさらに研究をすすめてい

る．

2.23 多自由度非線型系の振動特性解析に関する研究（継続）

教授佐藤壽芳

モード解析法は CAEの一手法として，近年ますますその重要性が高まっている．反面実系に

必らずみられるばね定数の変化，摩擦等の非線型特性を含む系の振動特性の解析は， もっぱら

時刻歴応答に依存し，膨大な計算時間を要したうえ，必ずしも見通しのよい結果がえられてい

なかった．本研究では， 日立精エ（株）との共同研究で等価伝達関数を用いて多自由度非線型系

の周波数応答関数を求める方法，非線型についてのピルディング・ブロック法，系のパラメー

タ同定法等を提示し，非線型系のモード解析的な扱いをも可能にする道を開き，引き続きその

展開をはかっている．

2.24 ガタ支持のある梁系の周波数応答解析（継続）

教授佐藤壽芳

配管系の支持には， しばしばガタが含まれる．このような場合の応答は，従来実験的には検

討されてきたが，ガタの大きさ，配置，加振力と応答との関係等は系統だって調べられてはい

なかったし，解析的にこの応答は時刻歴応答法によらざるをえなかった．本研究では簡単な梁

モデルによって実験的に周波数応答を求める一方，別に開発した等価伝達関数による非線型系

応答解析の手法を適用して対応を検討し，互いによく一致する結果をえている．

2.25 走査電子顕微鏡による表面形状計測に関する研究（継続）

教授佐藤壽芳•助教授谷 泰弘・助手大堀真敬

走査電子顕微鏡による反射電子画像の信号の強さが表面の傾斜に比例することをもとに，表

面粗さを求めるもので，画像に対応して表面粗さを 3次元的に求めること，分解能として0.01

μm台を実現すること等が容易である．任意方向の傾斜面をもつ試料に対しては，法線群から表

面形状を構成する方法を提示している．所要の形状曲線を画面上で指示して簡便，迅速に求め

ることについて進展をはかった．

2.26 直径測定法の研究（継続）

教授佐藤壽芳

直径測定は機械加工にあって基本的な作業であるが，大口径の場合にはいまだに作業者に依

存している状況である．これまで，空間フィルタを用いて表面周速を求めることによる方法，

スペックルの移動速度より表面周速を求めることによる方法， 3点の変位から円弧型状を求め

る方法等を開発してきている．これらの方法の問題点の克服，精度の向上についてさらに検討

をすすめている．
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2.27 逐次 2点真直度測定法の機能向上に関する研究（継続）

教授佐藤壽芳•助手大堀真敬

工作機械と加工物の真直度を同時に測定でき，円筒度，平面度等の測定も可能とする逐次 2

点真直度測定法をすでに開発し，一部，大型工作機械の精度測定にも試用し，その可能性を検

討してきた．この方法の実用性の検討を特に静圧空気スライド，磁気ディスク平面，道路路面

の凹凸等を対象に研究をすすめ，測定誤差の解析，多数測定点の処理，サプミクロン台の精度

測定等について検討している．

2.28 マルチマイクロプロセッサによるリアルタイム制御に

関する研究（継続）

教授佐藤壽芳•大学院学生永田 努

並列分散型計算システムに位罹付けられる協調型計算システムは，各プロセッサのデータ保

持，プロセッサ間の通信等に特徴があり，高速な制御系を構成できる．機械系において高速制

御は必須の課題であり，この観点から協調型計算システムの基本型について検討する一方，そ

の制御対象として車輪は逆二重振子をとりあげ，安定化，移動等についての制御をおこなって，

計算システムの性能を検証した．

2.29 マランゴニ対流に関する研究（継続）

教授棚沢一郎・研究貝前川 透•協力研究貝宗像鉄雄

大学院学生土師生也

液体の自由表面における温度あるいは濃度の不均ーに起因する表面張力勾配によって駆動さ

れる流れを表面張力対流あるいはマランゴニ対流と呼ぶ．マランゴニ対流を伴う自然現象はい

ろいろあるが，本研究室では単結晶育成過程における浮カ・表面張力対流について流動・伝熱

特性を明らかにし， とくに磁場による対流抑止効果の解明および宇宙空間のような微小重力環

境における単結晶製造実験との関連で研究を続けている．さらに，液府中に浮遊する気泡を，

微小重力下で除去する手段としてマランゴニカを利用する技術についても研究を1子っている．

2.30 液体層のロールオーバー現象に関する研究

教授棚沢一郎・大学院学生材； 謙年

密度差によって初め成屑化していた 2液層が，加熱に伴う熱・ 物質移動による密度の接近の

ために逆転する現象（ロールオーバー）について，その発生条件およぴ発生にいたる過程を明

らかにするための実験的研究を行っている．

2.31 伝熱促進に関する研究（継続）

教授棚沢一郎・助手永田 真 ー ・ 技 官 高 野 清

伝熱促進は熱交換器の高性能化のための基礎技術としてばかりでなく，電子機器の冷却や材
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料製造プロセス等においても重要な技術である．本研究室では，乱れ促進体による単相対流伝

熱の促進，滴状凝縮・ 直接接触凝縮などの研究を行ってきたが，現在は電場を利用した沸騰．

蒸発伝熱の促進にとくに重点を置いて研究を進めている．

2.32 生体における伝熱現象に関する研究（継続）

教授棚沢一郎・研究貝谷下一夫・助手永田真一

生体（とくに人体）に関する熱的物性値を迅速かつ精度よく知るための測定法の開発と，信

頼度の高いデータの収集を目指して研究を続けている．また人間の局所的温度感党の発現機構

に関する伝熱学的研究を行っている．さらに生体組織の急速冷凍保存法についての実験を微小

動物を用いて行っている．

2.33 沸騰現象およぴ沸騰熱伝達の基本構造に関する研究（継続）

助教授西尾茂文•技官上村光宏·大学院学生大竹浩靖•姫路裕二•永井二郎

液体の沸騰を伴う伝熱現象に関する基礎的知見を得るために，沸騰現象にかかわる素過程（核

生成，気泡力学，界面安定性，固液接触など），ならぴに沸騰熱伝達特性について研究を行って

いる．本年度は，膜沸騰熱伝達機構の全体像を明らかにするための研究，固液接触確率を限定

する熱流体的機構の可視化に関する研究，およぴ特殊表面性状下における沸騰熱伝達特性に関

する研究などを行った． （一部科学研究費一般研究 C)

2.34 熱伝達の促進• 制御法に関する研究（継続）

助教授西尾茂文•技官上村光宏

熱伝達を目的に合わせて促進あるいは制御する方法論について研究を行っている．現在は，

沸騰熱伝達の促進• 制御法について研究を続けている．本年度は，特に優れた制御性が期待で

きる電場による促進法について検討した．特に，気液界面の安定性に対する電場の効果に注目

し，その解析と可視化実験を行うとともに，電場による沸騰熱伝達の促進の原理について実験

的検討を行った．

2.35 極低温領域における冷却制御工学：超電導導体の冷却安定性に

関する研究（継続）

助教授西尾茂文

液体ヘリウムや液体窒素温度で機能する超電導導体の冷却安定性に関する研究を行ってい

る．本年度は，冷却安定性に関する概念を整理するとともに冷却安定性からみた酸化物超電導

導体の位置付け，冷却安定性を改善するために提案してきた「被膜型超電導導体」に関する総

括と導体における位置付けなどに関する研究を行うとともに，「交流超電導導体」の冷却安定性

の問題点の指摘などを行った． （科学研究費核融合特別研究）
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2.36 素材・材料製造プロセスにおける冷却制御工学：急速擬固金属粉末

製造法に関する研究（継続）

助教授西尾茂文

素材・材料製造プロセスにおける冷却制御工学的研究の一環として，急速凝固材の金属粉末

を製造するプロセスについて研究している．本年度は，粉末冷却において重要な微細物体まわ

りの膜沸騰熱伝達に関する研究と，蒸気爆発を利用して急冷と微粒化とを同時に実現する急速

凝固金屈粉末製造法によるアルミニウム合金粉末の製造を試みた．

（一部科学研究費総合研究 A)

2.37 素材・材料製造プロセスにおける冷却制御工学：鋼材形状・組織

制御のためのミスト冷却（継続）

助教授西尾茂文・助手大久保英敏

ガラス強化，鋼材熱処理など材料製造プロセスにおける冷却制御法に関する研究を行ってい

る．本年度は，鋼材の TMCP(Thermo-Mechanical Control Process)において形状・組織

制御のためのミスト冷却に関する研究を行った．これまで，制御に必要な冷却面表面粗さ，ぬ

れ性に関する検討を行ってきたが，本年度は冷却面熱容鼠とミスト冷却特性との間に相関のあ

ることを見いだすとともに，その機構に関する検討を行った．

（一部科学研究費奨励研究 A)

2.38 機械構造物の振動放射音に関する研究（継続）

教授大野進ー・助手大石久己•技官鈴木常夫

機械構造物に外力や音圧が作用すると，構造物は振動し，騒音を発生する．本研究では，構

造物の複数の点に外力が作用する場合の振動放射音を構造物の衝撃振動応答を基に推定する方

法を検討している．また近接遮へいの効果について検討している．これらを総合して，振動と

騒音の両方を発生する機器を格納した遮音箱の騒音低滅効果についても研究している．

2.39 自動車の駆動軸系の強制捩り振動に関する研究（継続）

教 授 大野進ー・技官鈴木常夫

研究貝片岡真澄・受託研究貝 山本恒三

自動車用エンジンは，燃焼が間欠的であることや，燃焼に不整があることなどにより， トル

ク変動を生じ，その結果，駆動軸系の振動騒音や車体の振動を生ずる．本研究では，間欠燃焼

に起因する歯車変速機の歯打ち騒音を防止するためのクラッチディスク諸元の最適調整の問題

と，不整燃焼による車体のサージ現象を抑制するための駆動軸系の設計の問題などを取り上げ

ている．

145 



2.40 多入力加振による振動の制御に関する研究（継続）

教授大野進ー・助手大石久己

研究貝片岡真澄・大学院学生難波英一

機械構造物に複数の加振力を作用させ，これらの加振力を制御することによって構造物の振

動を所望の状態に置くことが考えられる．本研究では，梁構造物およぴ板構造物に複数の加振

力を作用させ，構造物の所望の点の振動を停止させることについて，理論実験両面から研究を

進めている． （一部科学研究費一般研究 B)

2.41 振動インテンシティに関する研究（継続）

教 授 大 野 進 ー ・ 技 官 鈴 木 常 夫・大学院学生大塚秀樹

構造物に加振力が作用すると，構造物にエネルギーが与えられる．このエネルギーは，一部

は構造物内で消費され，残りは構造物内を伝播して支点を通って外部に流出する．このエネル

ギーの流れは固体伝播音と関係がある．振動インテンシティは単位面積を単位時間に流れるエ

ネルギーである．本研究では，振動インテンシティの計測方法について検討している．

2.42 鏡面加工（研削，切削，圧延）の研究（継続）

教授中川威雄・大学院学生大森 整・朴 圭烈

受託研究貝宮本和彦・大学院学生権 哲淳

（先端素材開発研究センターの項 1参照）

2.43 難加エファインセラミックスの高能率研削穴あけ

教授中川威雄・大学院学生朴 圭烈•大森 整

（先端素材開発研究センターの項2参照）

2.44 プラズマ粉末溶融による磁性砥粒の製造と磁性砥流研摩による

型みがき自動化（継続）

教授中川威雄・助手（特別研究貝）安斎正博

受託研究貝真崎浩ー・遠藤博司

（先端素材開発研究センターの項 3参照）

2.45 セラミック鋳型を用いた吸引精密鋳造による射出成形型（継続）

教授中川威雄・技官野口裕之・大学院学生魏 恋

受託研究貝宮本和彦・研究生令村正人

（先端素材開発研究センターの項 4参照）
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2.46 金属短繊維の静電植毛と伝熱素子への応用

教授中川威雄・技官野口裕之

（先端素材開発研究センターの項 5参照）

2.47 射出成形による金属繊維混入高導電性プラスチック

教授中川威雄・技官野口裕之

（先端素材開発研究センターの項 6参照）

2.48 ファインセラミックス粉末の常温押出成形（継続）

教授 中 川 威 雄 ・ 技官野口裕之・大学院学生張 黎紅・受託研究貝酒造 豊

（先端素材開発研究センターの項 7参照）

2.49 電動式粉末成形プレス

教授中川威雄・大学院学生鶴 英明

（先端素材開発研究センターの項 8参照）

2.50 アクチュエータ内蔵金型による型内直接成形（継続）

助教授横井秀俊・受託研究貝金松俊宏

電気ー油圧サーポ弁式アクチュエータにより成形型内のコマを直接駆動し，高精度な成形プ

ロセス制御を行うことを目的とする．本年度はアクチュエータ内蔵金型を用いて，振動コマに

よる型内樹脂の流動性改善効果およぴ流動中または流動後のピン押し込み法による0.2mm以

下の超薄肉成形達成を明らかにした．ヒンジ成形への適用では，ヒンジ性能に乏しい POM

PBTに数万回のヒンジ特性付与効果を確認した．

2.51 射出成形における型内流動樹脂の温度分布計測（継続）

助教授横井秀俊•助手村田泰彦

本研究は，パターン形成による集積熱電対センサにて溶融樹脂内部の温度分布計測手法を確

立し成形現象を解明することを目的とする．本年度は，めっき手法により 8mmに28点の計測

点を持つセンサを開発し，成形機ノズル内温度分布計測，型内面近傍のずりせん断発熱検証実

験，センサ倒れと応答性解析を行った上で，赤外線放射温度計出力特性との対応を試みた．

2.52 可視化加熱シリンダによる最適スクリュ設計の研究（継続）

助教授横井秀俊•助手村田泰彦

（試験研究の項参照）
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2.53 射出成形における型内樹脂流動計測システムの開発（継続）

助教授横井秀俊•助手村田泰彦

基礎計測技術の研究として，型内樹脂挙動を計測する各種手法の開発を目指している．本年

度は，ガラスインサート金型によるウエルドライン，シルバーストリーク，フローマーク形成

過程，繊維配向，分岐点流れ，停留部流れ，多段射出流れ等の実験解析と画像処理ソフト開発

を行った．またゲート着磁法により，微小段差部の非対称流れ過程を解析し，併せて箔磁ユニッ

トの開発を行った．

2.54 溶融・半溶融金属の直接成形加工に関する研究（継続）

教授木内 学・技官杉山澄雄

アルミ合金・銅合金等の小径・ 異形の棒• 線材・小径薄肉の管材等を溶湯から直接製造する

プロセスの開発研究を目指し，押出し・引抜き・圧延加工等の機能を複合的に実現できる試験

設備を製作し，実験を主体とする研究を推進し，溶湯の直接加工を安定的に実現するのに要す

る加工上の諸元の解明，得られた製品特性の検討，などを進めている．このほか，ダイカスト

加工と半溶融鍛造・熱間鍛造を複合化したダイカストフォージング加工の開発も進めている．

（一部委任経理金）

2.55 ロールフォーミング加工に関する総合的研究（継続）

教授木内 学・助手新谷 賢

ロールフォーミング加工の工学的・技術的体系化を目指して，基礎• 応用の両面から研究を

進め，素材の変形特性・製品の形状不良問題の解明をはじめ，パススケジュールの最適化，ロー

ル設計の自動化，等を実現する汎用シミュレーションシステムの開発と応用，製品品質の評価

法の開発等，種々の角度から検討を行っている．その他，実際加工時の各種問題につき調査・

分析・モデル試験などを行い，技術的改善や新技術の開発研究を進め，多くの成果を得ている．

（一部委任経理金）

2.56 高機能管材の製造・加工技術に関する研究（継続）

教授木内 学・助手新谷 賢

丸管・構造用角管• その他の異形管あるいはフィン付管等の製造・およぴ各種管材の押出し・

引抜き・曲げ・絞り・バルジング等の二次加工に関して，基礎• 応用の両面から系統的な研究

を進めている．特に円管を母材とする各種の管製品の二次加工について，理論的・ 実験的研究

を進め，この分野の技術的体系化を図るとともに，実際加工の場における加工技術の改善なら

びに新技術の開発について応用的研究を進め，多くの成果を得ている． （一部委任経理金）
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2.57 半溶融加工法の開発と新素材開発への応用に関する研究（継続）

教授木内 学・技官杉山澄雄

半溶融状態にある金属材料の変形抵抗・変形能・接合性・攪拌性・ 混合性などの諸特性を明

らかにするとともに，これらの特性を利用した新しい加工プロセスの開発を進め，特に，アル

ミ合金・銅合金の棒• 線・管材を低荷重• 高加工率で製造する半溶融押出し加.:r.法のほか，半

溶融圧延法，半溶融鍛造法について研究を進めるとともに，粒子または繊維強化複合材料の半

溶融製造法ならびに加工法，粒子強化積層型複合材料の半溶融製造法等の開発を進めている．

（一部委任経理金）

2.58 塑性加工の複合数値解析法に関する研究（継続）

教授木内 学・ 講師柳本 潤

上界法・ 有限要素法・スラプ法等を複合的に利用し，各種塑性加工プロセスの中で従来解析

が困難とされていた問題，例えば三次元圧延• 鍛造・押出し・引抜き加工時の被加工材の変形

挙動の解明，被加工材の内部欠陥の挙動の解明，粒子強化・繊維強化複合材料の加工限界の解

明，その他各種塑性加工時の製品の形状不良の発生機構の解明，などを達成しうる手法の開発

を進め，本解析手法を活用しての加工技術の改善と拡張を進めている． （一部委任経理金）

2.59 鍛造加工汎用シミュレータの開発に関する研究（継続）

教授木内 学・ 講師柳本 潤

剛塑性有限要素法およぴUBET(Upper Bound Elemental Technique)法を適用し，軸対

称・非軸対称を含む多様な形状の製品の鍛造加工について，加工カ・被加工材の変形挙動，エ

具面圧力，被加工材内部の応カ・ひずみ分布，型キャピティーヘの被加工材の充満過程，加工

限界などの総合的解析を可能とするシミュレータの開発を進めており，既にその中核となる幾

つかの解析プログラムの開発に成功し，現在実際加工への適用の有効性と一層の拡張について

検討を行っている． （一部委任経理金）

2.60 押出し・ 引抜き加工汎用シミュレータの開発（継続）

教授木内 学・大学院学生星野倫彦

上界法 ·UBET 法の応用技術の開発を進め，軸対称・非軸対称断面を持つ棒•線・管材の押

出し加工・引抜き加工について，加工力，被加工材の流動状況，最適ダイス形状およぴ寸法，

ダイキャピティーヘの被加工材の充満挙動と充満限界，製品の寸法精度，等を一般的に解析で

きるシミュレータの開発を進めている．既にその中核をなす解析手法とコンピュータプログラ

ムの開発に成功し，現在，実際加工への適用についてさまざまな角度から検討を行つている．

（一部委任経理金）
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2.61 高機能圧延機開発のための板圧延三次元変形解析システムの開発研究

講師柳本 潤

板材の圧延加工の分野において残されている最大の技術的課題である幅方向板厚精度の極限

的な向上を達成し得る．板クラウン・エッジドロップ制御技術の開発を支援することを目的と

して，さまざまな高機能圧延機の特性評価に供しうる数値解析システムの開発を進めている．

既に，本システムの中核であるロールの 3次元弾性ならぴに被加工材の 3次元塑性変形解析シ

ステムを，有限要素法により構築し，その有効性について検討を進めている．

（一部委任経理金）

2.62 海洋構造物の安全性に関する研究（継続）

教授前田久明・研究貝増田光ー・助手（特別研究貝）宮島省吾

大学院学生趙 孝済・申 絃秀

海洋構造物の安全性を復原性と環境外力の観点から検討を加え，新しい安全性の考え方を確

立することを目的とする．今年度は，風，波，潮流中での浮体の運動ならびに転覆の数値シミュ

レータを開発した．また，救命いかだの実機試験と理論解析を行い，救命いかだの新しい安全

性解析法を確立した．さらに，ライザー管の付いた深層水利用装置の実海域試験を行い，それ

に対応する模型試験と理論計算を実施し，同装置を設計する際の質重な知見を得た．

2.63 海洋波の方向スペクトルならぴにその中での海洋構造物の

挙動に関する研究（継続）

教授前田久明・助手（特別研究貝）宮島省吾・大学院学生趙 孝済

海洋波の方向スペクトルの計測法，解析法，試験水槽での発生法の確立を目的とする．今年

度は，方向スペクトル計測用波浪プイの特性解析を行い，波浪プイの計測精度に検討を加えた．

また， 2方向不規則波中での係留浮体の運動応答を実験的ならぴに理論的に調べ， 2方向波中

実験法が多方向波中実験法の代替となりえるかについて検討を加えた．

2.64 潜水艇の運動性能に関する研究（継続）

教授前田久明・研究員増田光一

助手（特別研究貝）宮島省吾・研究生エトレバロス

無人潜水艇の運動性能を明らかにすることを目的とする．今年度は，潜水艇用強制動揺装置

を用いて 2種類の潜水艇の操縦微係数を計測した．横運動に対して， DATCOMによる推定法

の適用可能性について検討を加えた．
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2.65 水産関連施設に作用する環境外力の推定法に関する研究

教授前田久明・助手（特別研究貝）宮島省吾

技官鈴木文博・大学院学生横山哲英

水産関連施設に作用する環境外力ならぴにその挙動の推定法を確立することを目的とする．

今年度は，一点係留網いけすに作用する流体力，潮流力，波浪荷重ならぴにその挙動を実験的

に調べ，一点係留網いけすの運動と索張力の推定法を明かにした．

2.66 柱体まわりの剥離流れに関する研究

教 授 前 田 久 明 ・ 研 究 貝増田光ー・技官鈴木文博

海洋構造物の要素部材であるロワーハル， コラム，プレーシング，ライザー管に作用する流

体力を推定する実用的方法の確立を目的とする．今年度は，ロワーハルを対象とした．このた

め，水平角柱が潮流中，波浪中，それらの共存場に競かれたときの，角柱に作用する定常なら

ぴに非定常な抗力と揚力，流れ場のようすを，実験的に求め，さらに離散渦法を用いた実用的

な計算法を開発した．

2.67 係留浮体の長周期運動に関する研究（継続）

助教授木下 健•助手（特別研究貝）高岩千人

波浪中の長周期運動は係留浮体の設計上で，最も基本的かつ重要な課題の一つであるが，本

年はその時系列シミュレーション法を開発した．箱型パージと半没水型海洋構造：物について，

昨年までに得られた各長周期流体力係数を用いたシミュレーション結果を水槽i実験と比較し

て，本シミュレーション法の有効性と，各長周期流体力係数の重要性の大小を各オ莫型形状ごと

に明確にした．

2.68 不規則波中の係留浮体の非線形応答の確率論的解析（継続）

助教授木下 健・大学院学生高瀬 悟

海洋波中に係留された浮体運動は，外カ・滅衰カ・付加質鼠• 復原力のすべてが非線形であ

ることが普通である非線形の確率過程である．本年度は線形ばねで係留されたタンカーと半没

水型海洋構造物について，前後揺をボルテラ汎関数級数の 2項として近似できると仮定し，確

率密度，最大極大値等を求め，水槽実験と比較した．今回導いた理論は確率密度の歪を良く表

現し，最大極大値についても実験値を正しく推定することがわかった．

2.69 海洋汚濁拡散防止膜に関する研究（継続）

助教授木下 健•技官板倉 博

ウォーター・フロントの再開発等の工事にともなう水質汚濁の拡散防止用施設：とその係留方

式の新形式，理論的設計法の開発を行っている．干満潮にも対応できる新しい~張係留方式で

あるアクアパネの係留特性，すなわち復原力，付加質最，滅衰力の理論計算を1子い，水槽実験
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と比較している．

2.70 計算流体力学の海洋工学への応用（継続）

助教授木下 健•助手（特別研究員）高岩千人・大学院学生村重 淳

計算流体力学は近年盛んに各工学分野で研究され，定性的推定から定最的予測手段となり始

めている．海洋構造物に働く流体力についても，粘性に起因する成分は純数値的に扱う以外な

い．要素部材の単振動流中，複合振動中の流体力の定最的推定を目指して差分法による NS方

程式の直接計算を行っており，実測値と良い対応を得ている．

2.71 海洋波集波レンズの研究

助教授木下 健・大学院学生村重 淳

波パワーを屈折させ，集中させたり，静穏域を作る海中構造物を海洋波レンズと呼ぶ．昨年

度に導出した幾何光学に対応する理論に従って，各断面に必要な位相差を得る形状について研

究した．線形理論からは没水円柱により無反射で所定の位相差が得られるが，実際は高々30度

位までで，それ以上を得ようとすると砕波する．砕波することなく大きな位相差の得られる形

状を理論的にさぐっている．

2. 72 イオンビーム加工の研究（継続）

教授増沢隆久・研究貝国枝正典・大学院学生木村悌―

半導体関連分野等で， ドライプロセスによる表面微細加工法として有望とされているイオン

ビーム加工について，イオン銃（カウフマン型）の性能の向上，特にエ作物に与える損傷の少

ない200eV以下の低加速電圧域におけるビーム電流密度の増大に関する研究を進めている．

2.73 放電によるマイクロ加工の研究（継続）

教授増沢隆久•技官藤野正俊•大学院学生郭 佳備

研究生小池 義文・大学院外国人研究生 HansLangen 

数 μmから数百μmの寸法領域の三次元加工において，放電加工は最も高精度で加工できる

方法の一つである．本研究では，微小電極の自動成形による穴加工の高精度化，全自動化を進

めると共に，微細軸加工の新しい手法としてワイヤ放電研削 (WEDG)を開発し，その特性解

析および応用に関する研究を行っている．今年度はステンレスに対する深穴加工の高速• 高精

度化およぴ，細長軸の高精度加工の研究を行った．

2.74 マイクロ打抜き・マイクロ切削加工の研究（継続）

教授増沢隆久•技官藤野正俊•大学院学生産 小新

打抜き，切削等の機械的加工法は生産性，加工精度ともに優れた方法であるが，微細寸法の

場合はエ具の製作，調整が容易でない．本研究では，ワイヤ放電研削法を応用し，数十μmの

寸法の打抜き， ドリリング，エンドミル加工などの実用化を進めている．
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2.75 電解加工による表面仕上げ法の研究（継続）

教授増沢隆久・研究貝酒井茂紀•技官藤野正俊・研究生木村正夫

電解加工法は一般に滑らかで良い仕上面が得られる一方，加工精度を高くすることが難しい．

本研究では精度の良いワイヤ放電加工面を，抜きかすを電極として電解加工により仕上げる手

法を開発し，複雑曲面を 1秒から数秒の短時間で，光沢面に仕上げることに成功し，実用化を

進めている．今年度は適用範囲を形彫り放電加工製品にまで広げるための基礎研：究を行った．

2.76 放電加工現象安定化の研究（継続）

教授増沢隆久・研究貝国枝 正典・大学院学生岩 小新

加工くずの排出，分散を促進することにより放電加工現象を安定化する研究を進めている．

今年度は軍極の二次元微振動による安定化の研究を行った．

2. 77 流れ場の数値シミュレーション・システムの研究

教授小林敏雄・講師谷口伸 行・→博士研究貝明 賢国

二次元およぴ三次元非圧縮性粘性流体に関する CFD(Computational Fluid Dynamics)手

法の確立とその工学的応用の研究である．流れ場の幾何形状のモデリングとグリッド作成，流

れそのものの数値解析ソフトウェアの作成およぴ解析結果の表示を一貫して取り扱う流体解析

コードの開発とその評価を行っている．今年度は特に，機械工学においてしばしば現われる剥

離乱流，旋回乱流，乱流混合を主対象に k-s乱流モデル計算およぴLargeEddy Simulation 

の精度検討と CFD実用化における境界条件設定方法についての検討を行った．

（一部科学研究費重点領域研究）

2.78 流れの可視化とその画像処理（継続）

教授小林敏雄・中国政府派遣研究貝陳 南翼

助手佐賀徹雄・技官瀬川茂樹•長瀬久子

種々の流れ場の定性的／定絨的観察に適する可視化手法の開発およぴディジタル画像処理技

術の利用による可視化結果の自動解析システムの開発に関する研究である．今~度は三次元流

速分布の自動計測が可能な“流れの可視化・画像処理システム”の高速化と実用化を行った．

特に流れ場を数十μmの固体トレーサ粒子で可視化し，これを雷子シャッター付き TVカメラ

で連続的に撮影して速度ベクトルを抽出するマルチフレーム方式の高速度ソフトウェアを完成

させた．

2.79 自動車の空気力学的特性に関する研究（継続）

教授小林敏雄・講師谷口伸行・研究貝鬼頭幸三

助手佐賀徹 雄 ・ 受 託 研 究 貝 小 森 谷 徹

自動車などの陸上車両の定常• 非定常空力特性の解明，乱流騒音の制御，車~内冷却暖房空
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気流動の予測と制御に関する基礎的研究を行っている．今年度は複雑な 3次元形状をもつ流れ

場に対する高速計算コードの開発に重点を箇いた．一般座標系・有限体積法ベースの高速計算

コードを用いてレーシング・カーまわりの流れや車室内部の流れの解析などを行った．

2.80 カルマン渦流量計に関する研究（継続）

教授小林敏雄

半導体チップの発達により周波数分析技術が普及しつつあり，これに伴ない流体振動型流量

計も工業の広い範囲で使用されることが予想される．適用流速範囲の広いカルマン渦流醤計を

構成するための形状・要素配置などの諸条件の最適化に数値流体解析手法を適用するための基

礎的研究である．今年度は反変速度を用いた一般座標系の適用と領域分割法の導入により複雑

な容器内変動流の数値予測が高精度で達成されることを示した．

2.81 LES実用化に関する研究（継続）

教授小林敏雄・大学院学生森西洋平

LES (Large Eddy Simulation)を工学・ 工業の場で利用するためにはサプグリッド乱流モ

デルの検討，一般座標系の導入，実用的境界条件設定方法の確立，高速計算手法の検討や計算

精度の把握が必要である．今年度は境界層内の速度分布則に基づく実用的な境界条件設定法を

確立した．また，強いせん断流れにも有効なサブグリッド乱流モデルを提案し，後面ステップ

乱流の数値予測が十分な精度をもって可能であることを示した．

2.82 希薄気体の流動解析法に関する研究（継続）

教授小林敏雄・大学院学生松本裕昭

半導体薄膜などを製造する工程に現われる真空下での気体流動の予測手法の開発に関する基

礎的研究を行っている．いわゆる中間流を対象とした直接計算モンテカルロ法の実用化が主目

標である．今年度は，直接計算モンテカルロ法を反応を含む多成分気体流れに適用できる形に

発展させるとともに反応容器の壁面反射条件の設定に知見を得た．

2.83 非等方型 k-c:乱流モデルの開発に関する研究

教授小林敏雄・博士研究貝明 賢国・大学院学生大町真義

乱流解析の実用的方法として k-i;モデルが多用されているが，このモデルは構造的欠陥を

有している．そこで通常の k-i;モデルの性質を失わずレイノルズ応力の非等方性渦粘性表現

を保つ非等方型 k-s乱流モデルの提案を行い，乱流解析コードに組み込むことを計る．本年度

は 2次流れを伴う乱流の例として矩形管内の発達乱流を，剥離を伴う乱流の例として後面ス

テップ乱流を取り上げ，非等方乱流モデルの備えるべき性質について検討を加えた．

（一部科学研究費重点領域研究）
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2.84 スペクトル・エレメント法における流れ場解析に関する研究

教授小林敏雄・講師谷口伸 行・大学院学生玉川雅章

数値流体解析において離散化手法の主流は差分法，有限体梢法，有限要素法あるいは境界要

素法であるが，複雑な流路形状に対応し， しかも高い精度を保つ手法としてスペクトル・エレ

メント法が期待される．本年度は実際の流体計算に使用する前段階として一般の偏微分方程式

を解くことによって精度に影聾を与える因子の評価を行い，続いてこの結果をもとに単純な流

れ場の層流計算を試行した．

2.85 非構造型格子に適用できる流れ場数値解析法

講師谷口伸行

高レイノルズ数流れの数値シミュレーションの研究は主として座標系依存の構造型格子に対

して行われてきた．これらの研究成果を非構造型格子に拡張し，流れ場シミュレーションの適

用範囲を広げる．今年度は，有限体積法に計算幾何学の概念であるボロノイ図を~用した新し

い数値解析法を考案し， 2次元乱流シミュレーションに応用した．

2.86 摩耗クラックの成長に関する研究

教授木村好次•協力研究貝志摩政幸

機械の摩擦面に一般に見られる凝焙摩耗は，微視的な接触部に繰り返し作用する力にもとづ

く破壊現象と考えられるが，破壊力学によるこれまでの解析では， きわめて小さな応力拡大係

数しか得られていなかった．この矛盾の原因として接触点の形状に関する仮定を指摘し，より

現実的な仮定によって妥当な結果が導かれることを明らかにした．

2.87 湿式摩擦材の摩擦特性に関する研究（継続）

教授木村好次・受託研究貝岡田美津雄・私学研修貝大谷 親

自動車のトランスミッションなどに用いられる湿式クラッチの摩擦材の特性について，前年

度に引き続き潤滑油の組成の影特を調べる一方，全反射式接触面顕微鏡を用いて~擦材の接触

機構を解析し，面圧の変化に伴う圧縮変形，接触点数の変化，個々の接触点の面利負の変化，ぉ

よびそれらに及ぼす潤滑油の影特を明らかにすると共に，それにもとづいた接触モデルの構築

を試みている．

2.88 エマルションのトライボロジーに関する研究（継続）

教授木村好次•技官岡田和三

前年度までの水中油型エマルションの研究を続ける一方，今年度は油中水型エマルションの

流体潤滑について，その基礎的な特性を調べた．バルクの高圧粘度測定によると，エマルショ

ンの粘度は水分の増加に伴って増加し，粘度ー圧力係数は基池のそれと変わらない．にもかか

わらず，弾性流体潤滑膜の最小厚さは，水分の増加と共にやや滅少する傾向を示すことが明ら
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かになり，分散相モデルによる解析を進めている．

2.89 新材料のトライボロジーに関する研究（継続）

教授木村好次•技官岡田和三・大学院学生王 海夢

いわゆる新素材を中心に，摩擦．摩耗特性をいろいろな環境で調べている．まずセラミック

スについて，潤滑下，特に水の混入した場合の挙動を調べると共に， 1000℃ までの高温におけ

る摩擦．摩耗と，それらに及ぽすコーティングの効果に関する実験を行っている．また金属面

の改質／コーティングによる摩擦•摩耗特性の改善に関する共同研究の一環として，潤滑油中に

おける特性を調べている．

2.90 潤滑油の摩耗軽減効果に関する研究（継続）

教授木村好 次 ・ 大 学 院 学 生 文 尤植

摩耗を軽減する最も有効な手段の一つは潤滑油の使用であるが，潤滑油の成分とその性能と

の関係はあまりよく分っていない．今年度は，ガソリンエンジンでの使用によって劣化した潤

滑油を用いた摩耗試験によって，潤滑油の一般性状，すなわち全酸価，粘度，不溶分，残留炭

素分などの変化と，その潤滑油中における鋼の摩耗との間に相関があることを明らかにし，さ

らに新しい油に酸等を加えたモデル劣化油を用いてその確認を行っている．

2.91 ディーゼル機関のターボ過給に関する研究（継続）

助教授吉識晴夫・客貝研究貝衷 元斐・研究貝田代伸一

助手遠藤敏彦・技官高間信行

燃料経済性，排ガス対策等のため，車両用ディーゼル機関のターボ過給化が進められている．

容積型のディーゼル機関と速度型のタービンを組み合わせるため，排気エネルギを効率良く利

用するためには，タービンを含む排気管内とディーゼル機関とを統一的に流動解析する必要が

ある．本年度は，特性曲線法と Maccormack法による数値解析を行い，両計算法の特徴を明ら

かにした．

2.92 ラジアルタービンの非定常流特性に関する研究（継続）

助教授吉識晴夫・助手遠藤敏彦・協力研究貝小西奎二

車両用高速ディーゼル機関の過給機駆動用原動機である排気タービンの脈動流特性を解明し

つつある．現在までに，排気管長さと脈動流の周波数がタービンの流量特性， トルク特性に及

ぽす影特について明らかにしてきた．現在，定常流時のタービン特性と脈動流時の特性を比較

検討し，エンジンに適合した排気タービンの選定基準を確立するための研究を行っている．本

年度は，時間平均法によるタービン性能予測の限界を明らかにした．
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2.93 翼および翼列の非定常流特性に関する研究（継続）

助教授 吉識晴夫・技官高間信行

流速が時間的に周期変動する流れ場に置かれた単独炭および炭列の特性について，実験と解

析の両面より研究を行っている．これまでに，単独対称奥まわりの静圧分布を実験的に明らか

にした．また，平板腐，薄奥の仮定で解析を行い，変動圧力の時間平均値分布，振幅分布，流

速と圧力との位相差分布を十分な精度で求めた．現在，汎列実験を準備中である．

2.94 円錐ディフューザに関する研究（継続）

助教授吉識晴夫・研究貝田代伸-・ 助手遠藤敏彦

大学院学生鄭 孝蚊

ガスタービンの排気エネルギを有効に利用するため，タービン出口に円錐ディフューザを用

いることが多い．この出ロディフューザには旋回速度成分を持つ流れが流入するので， この速

度成分を利用した高性能円錐ディフューザに関する研究を行っている．現在，ディフューザ形

状と流入条件に箔目して，ディフューザ内部の流動状況を明らかにし，ディフューザ内流動特

性を予測する数値解析モデルの開発を目指している．

2.95 スターリング機関の研究（継続）

助教授吉識睛夫・助手遠藤敏彦・技官高間信行

大学院学生金 宰基・研究生 GatzA. StelzenmUlle「

高い熱効率が期待でき，多種燃料に対応可能なスターリング機関の特性を明らかにする研究

を行っている．これまでに，機関性能を簡単に精度良く推定する方法を開発し，各因子が性能

に与える影押を明らかにした．現在，この機関の熱交換器に特有な管内往復流動時の流動特性

を解明し，高性能熱伝達機構の達成のための基礎研究を行っている．本年度は，乱れの発生，

乱れ強さ分布とピストン位相差，行程，回転数等との関係を求めた．

2.96 ディーゼル機関の吸気特性に関する研究（継続）

助教授吉識睛夫・研究貝田代 伸 ー ・ 大 学 院 学 生 西 村 勝 彦

ディーゼル機関の出力向上，燃費改善，排気浄化のため，燃焼制御が重要な役割を果たす．

燃焼改善のため，吸気に旋回流を与えているが，吸気管形状は経験的に決めることが多く，容

易な設計法とは言えない．この吸気管形状と吸気スワールの関係を数値シミュレーションする

ことにより，機関設計の効率化を計る基礎研究を行っている．本年度は，数値モデルを検討す

るために必要な流れ場のデータを実験により求めた．

2.97 ニューラル・ネットによる海中位置標定の研究

助教授浦 環

海中での位慨標定はトランスポンダを用いた距離計測に基づくのが一般的であるが，その
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データはマルチパスの影特等を受け信頼性に乏しい．またデータの欠損も多い．このようなデー

タに基づいて位置標定を行う情報処理システムをニューラル・ネットを用いて構成している．

2.98 船舶火災に関する研究

助 教授浦 環•協力研究貝太田 進

船舶の長い歴史をふまえて，火災事故の防止のための国際法が定められている．船種に応じ

た近代的な安全策・ 避難・誘導方式の研究を行っている．

2.99 アンカーの把駐力特性と海底強度との関係の研究（継続）

助教授浦 環•助手能勢義昭•技官坂巻 隆

アンカーの海底での挙動，特に最大把駐力は海底土の特性とともに議論せねばならない．港

湾内に堆梢している軟泥と，固く締まった砂とではその挙動が全く異なる．現場でのアンカ

の効きを推定する手段として海底土肥駐指数およぴ錨指数を提案している．海洋開発用の高把

駐カアンカーの開発ならぴに新しい性能である完全安定性に関する研究，水ジェットを利用し

た海底土貫入装岡の開発研究，小型船のためのアンカー設置基準の研究等を行っている．

2. 100 粉粒体の輸送の研究（継続）

助教授浦 環•技官坂巻 隆•協力研究貝太田 進

微粉精鉱・微粉炭・粉炭などの輸送は穀類などのばら積み貨物輸送とは同等に扱えない．あ

る含水蜀を越えると，わずかな周期的外力により流動化し，船舶による海上輸送が危険となる．

こうした粉粒体の動力学ならぴに安全でかつ経済性を重視した輸送工学の研究を振動 3軸試験

などの基礎実験を基として実験的・解析的に行い， IMO(国際海事機関）へ国際条約の試案の

提案ならびに提言を行っている． （一部科学研究費一般研究 B)

2. IOI 深海用油浸モーターの研究（継続）

助 教授浦 環•助手能勢義昭

深海で使用するモーターは，耐圧殻の外で環境圧にさらされて作動することが望まれる．市

販のインダクション・モーターあるいはステップ・モーターさらにはパワー電源である電池類

を油浸して，油の高圧環境で回転させ，その特性について研究している．軸シールの設計ある

いは油• 海水差圧の設定等，設計面で研究せねばならない研究題目が多くあり，大深度海底機

械機能試験装置を用いて実験を行っている．

2. 102 無索無人潜水艇の自律制御の研究（継続）

助 教授浦 環•大学院学生藤井輝夫

奥型断面を持つ無索無人潜水艇の自律航行に関する研究を行っている．定常航行の制御，定

高度航行の制御について回流水槽等を用いた実験的な研究およぴ運動の数値シミュレーション

による制御アルゴリズムの開発を行っている．また，自己生成機能を持つニューラルネットワー
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クの研究を行い，実機へ搭載して，有効性を検討している．

2.103 無索無人潜水艇の研究（継続）

助教授浦 環・教授前田久明・助手能勢義昭

受託研究貝牧野雅彦・大学院学生藤§井輝夫

深海の高い水圧環境は人類を容易には寄せつけない．深海底の広範囲な調査を目的とした，

消費エネルギーの少ない小型の無索無人潜水艇の出現が望まれている.6000m以上の深海域を

自由に航行のできる， 自動操縦， 自動位阻検出装粧を備えた自律性の高い有翼航行型潜水艇の

研究開発を行い，そのプロトタイプとして PTEROA150を製作し，自律航行実験を行っている．

また，海底観測を支援する潜水機械の研究を行っている． （特定研究）

2. 104 磁気軸受の制御と応用に関する研究（継続）

助教授樋口俊郎・大学院学生大塚まなぷ•斯 巨

受託研究貝井手 徹・研究生震i橋 博

磁気軸受は，高速回転体の非接触支持機構として優れた特性を有している．この磁気軸受の

制御系の最適な設計方法を確立することを目的に研究を進めている．回転体のジャイロ効果お

よび不つり合いの影翠表を考慮した制御系の構成法を現代制御理論に基づいて明らかにしてお

り，これらの効果を実験によって確かめている．磁気軸受のディジタル制御に関して，繰り返

し制御の適用，ギャップセンサーの開発， DSPによる 5自由度制御等の研究を行った．

（一部奨学寄附金）

2. 105 インパクトサーボ機構による超精密位置決めの研究（継続）

助教授樋口俊郎・大学院学生山形 豊•古谷克司

受託研究貝石田宏明

平面上に岡かれた固体の一端に軽い衝撃力を加えることによって微小距離の移動が可能とな

ることは経験的に知られている．この現象に消目し，圧電素子の急速変形を利用することによ

り，従米のサーポ機構とは全く異なる原理による超精密位閻決め機構の開発を行っており，ナ

ノメータオーダーの分解能を有する微小移動機構を実現している．この移動機構の解析を行う

とともに，微小移動機構を利用したマイクロロボットの開発を行っている．

（一部奨学寄附金）

2.106 結晶格子面を基準に用いた超精密位置決め機構の開発

助教授樋口俊郎・大学院学生川勝英樹• 星． 泰雄

受託研究貝北野 斉

STM (トンネル効果走査顕微鏡）の開発により，固体表面の凹凸を原子レベルでとらえるこ

とが可能となった．この STMの機構を利用し，超精密 XYテープルを開発することが本研究

の目的である. STMで観察される結品表面の格子面を位骰決めの基準のスケールとすること
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により， Aオーダーの分解能を有する位置決め機構を実現しようとするものである．この考え

に基づくデュアルチップSTMを試作し，性能評価を行った．

2.107 フィルムを用いた静電アクチュエータの開発（継続）

助教授樋口俊郎・大学院学生柄川 索

静電力を有効に利用したアクチュエータを構成するためには，静電力の発生を担っている電

極の表面積をできる限り大きくすることとパターンの微細化が必要である．そこで，フィルム

を用い，これに電極のパターンを精密に形成した極薄形静電モータと，これを利t層化した構造

のアクチュエータ（人工筋）のプロトタイプの試作を行い，フィルム静電アクチュエータの有

効性を実証した．

2.108 完全非接触クリーンアクチュエータの開発（継続）

助 教 授 樋 口 俊 郎 ・ 大 学 院 学 生 川勝英樹・研究生高橋秀和

半樽体の製造において製品の歩留に悪影特を与える塵の発生を防止することが重要な課題と

なっており塵の発生しない位置決め機構が求められている．ステップモータの構造を工夫する

ことにより磁気吸引浮上機能と位罹決め機能の両方を有する完全非接触アクチュエータを考案

しており， クリーンルームや真空での使用を目的とした種々の形態のモータ，位箭決め装置の

開発を行っている．本年度はクリーン用リニア搬送装置の開発と高速回転が可能な形式につい

ての基礎研究を行った．

2. 109 クリーンルーム・真空用ロボットの研究（継続）

助教授樋口 俊 郎 ・ 助 手 岡 宏一

クリーンルームでの各種作業の自動化のために，埃を発生しないロポットが必要とされてお

り，また真空中においても潤滑剤を必要としないロポットが求められている．関節に磁気軸受

を用い，またアクチュエータとして当研究室で開発中の完全非接触アクチュエータを用いるこ

とにより，機械的接触のないロポットを構成することを目的に研究を進めている．

（一部奨学寄附金）

2.110 ステップモータの性能向上とその制御技術に関する研究（継続）

助教授樋 口俊郎・技官池田耕吉

ステップモータの回転に伴って発生する逆起電力に含まれる位置情報を利用して，エンコー

ダを用いずにステップモータの閉ループ駆動を行う方法を開発し，これに基づく最短時間位置

決め制御の研究を進めている．また，入力電圧と逆起電力の位相差から負荷トルクを検出する

方法を開発し，検出精度の向上を目指し研究を進めている．さらに，逆起電力信号を励磁電流

指令入力に加えることにより停止過程における整定時間を大幅に短縮する方法を開発し，実用

化を進めている． （一部奨学寄附金）
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2.111 高速サーボ機構による非円形輪郭切削に関する研究（継続）

助教授樋口俊郎・大学院学生金 明秀

非円形輪郭を有する製品を切削加工で製作することを目的とし，これを計算機制御による高

速電磁駆動機構によって実現しようとするものである．フィードフォワード制御の考えに基づ

くサーボ系の遅れを補償する方法を開発することによって比較的高速で種々の形状の製品を切

削加工によって得ることに成功している．また，繰り返し制御を併用することによって加工精

度を大幅に向上させる事が可能となることを明らかにした．今年度はピストンの高精度加工を

目的とした，高速 NC非円形旋盤の開発を行った． （一部奨学寄附金）

2.112 自動組立て用磁力支持方式精密ロボットハンドの研究（継続）

助教授樋口俊郎・大学院学生津田匡博・柄川 索

ロポットによる部品の挿入作業を円滑かつ高速に行うためのハンドの研究を行っている．具

体的には，磁気軸受機構およびヴォイスコイルモータを用いて挿入対象部品を非接触支持する

ことのできるロボット用ハンドの開発を行っており， DSP等によるディジタル制御により，

RCC機構ハンドと同様の機能を始め，可変コンプライアンス機能，力覚機能，精密位罹決め機

能を実現している．

2.113 3次元ワイヤークレーンの開発（継続）

助教授樋口俊郎・客貝研究貝劉 長洪・大学院学生明 愛国

製品の小型軽最化に伴い，軽絨物を対象とした工場空間を利用する 3次元移動が可能な搬送

装置の要求が高まってきている．本研究で開発を進めているワイヤークレーンは個々のワイ

ヤー長をおのおの独立にサーボモータで制御できる複数本のワイヤーを用いて， これらを協調

制御し，物体の吊り下げと移動，位置決めを行うものである. 4本のワイヤーで構成されるス

タッカークレーンの試作を行っており，運動制御の研究と張カセンサーの開発を1子った．

2.114 薄肉構造の離散化極限解析に関する研究（継続）

助教授都井 裕・研究生井根達比古・受託研究貝 ~ 雅夫

剛体・ばねモデル（あるいは剛体要素モデル）と称する不連続体力学モデルによる薄肉構造

の極限解析法アルゴリズムの開発と鋼構造およぴ鉄筋コンクリート構造への応用に関する研究

を進めている．本年度は，すでに開発済の，有限変形を考慮した鉄筋コンクリート薄肉構造の

柩限解析プログラムにより，鉄筋コンクリートシェル構造の崩壊シミュレーションを実施した．

また，剛体・ばねモデルと有限要素の混用による薄肉シェル構造の簡易極限解析プログラムを

開発し，多数の数値例により，その有効性を実証した．
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2.115 鋼構造の衝突圧壊問題に関する研究（継続）

助教授都井 裕• 助手小畑和彦・助手（特別研究貝）弓削康平

大学院学生梁 洪鐘

船体，自動車，航空機，鉄道車両，海洋構造物などの耐衝突強度評価を最終目的として，鋼

構造の超大変形圧壊問題に対する非線形有限要素法の適用と，実験による解析結果の評価に関

する研究を行っている．本年度は，すでに開発済の空間骨組構造・クラッシュ解析プログラム

にひずみ硬化，接触の影特などを考慮する機能を追加し，新たに実施した簡単な立体骨組のク

ラッシュ実験結果と比較・検討した．

2.116 非弾性構造安定問題に関する基礎的研究（継続）

助教授都井 裕•助手小畑和彦・助手（特別研究貝）弓削康平

塑性座屈，動的座屈，脆性構造体の座屈などを含む一般的構造安定問題を対象として，計算

機シミュレーション手法およびモデル実験による基礎的研究を実施している．本年度は，すで

に開発済の，薄肉シェル構造の非線形有限要素解析プログラムに，陽的過渡応答解析機能を追

加した上で，箱型はりの衝突崩壊現象をシミュレートし，補強効果に関するパラメータスタディ

を実施した．また，円筒鋼管柱 ・H型はり接合部の局所座屈強度問題に対する有限要素解析も

継続して行っている．

2.117 離散系力学モデルによる不連続体シミュレーション（継続）

助教授都井 裕•大学院学生吉田 俊・受託研究貝中山信行

接触，摩擦，がた，大変位，弾塑性などの種々の非線形性を含む不連続構造系あるいは機械

系に対する効果的な動的シミュレーション手法の開発を目的とした研究を実施している．本年

度は，プロック構造体の静的・動的非線形挙動に対する数値シミュレーションプログラムを開

発し，アーチ，トンネル構造およぴEPS土木工法において盛土材料として用いられる発泡スチ

ロールプロック集合体などの応答解析を実施した．また，電界下における帯電した誘電体フィ

ルムの，接触を伴う非線形変形挙動を，有限要素法により解析した．

（一部科学研究費一般研究 C)

2.118 セラミックスの破壊力学に関する数値的研究（継続）

助教授都井 裕•大学院学生諸 正信

機械用・ 構造用セラミックスを中心とする多結品脆性固体（氷， コンクリート，岩盤なども

含む）の破壊力学に関する数値的研究を行っている．本年度は，マイクロクラッキングを伴う

多結晶脆性材料の微視的破壊挙動の解明を目的として，ポロノイ分割メッシュによる不連続体

解析プログラムを作成し，マイクロクラッキングの材料非線形挙動に対する力学的効果を把握

するための数値実験を開始した．

162 



2. 119 新素材構造物の極限強度評価•有限要素解析プログラムの開発（継続）

助教授都井 裕•大学院学生磯部大吾郎

セラミックス，アルミ合金，プラスチックなどのいわゆる新素材から成る構造物の極限強度

評価を目的とした有限要素解析プログラムの開発研究に分魯手した．本年度は，セラミックスの

材料非線形挙動の主要因の一つであるマルテルサイト変態塑性に対し，応力履歴に依存する内

部状態変数を用いた新しい定式化を示し，これを用いた 2次元有限要素解析プログラムの開発

を進めた．
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第 3
 

部

3. I 統計的手法による電力系統の絶縁信頼度の向上に関する研究（継続）

教授河村達雄 ・ 助 教 授 石 井 勝

電力系統における絶緑信頼度を統計的手法を利用して評価し，その向上策を探究するための

研究を行った．雷，開閉サージに関するパラメータの統計，汚損がいしの直流龍圧印加時にお

けるi届れ電流等の統計倣について検討を行った．

3.2 大容量変圧器の絶縁信頼性に関する研究（継続）

教授河村達雄

高電圧大容最変圧器は送変電設備において最も重要な機器の一つであり，このため高度の信

頼性が要求される．変圧器の絶緑に影特する絶緑物および油中の水分，油中ガス賊等について

検討し，絶緑信頼性を向上させるための方策について研究を行った．さらに，油中ガス分析と

その有効性，防災についても検討を加えた．

3.3 S凡ガス絶縁機器の信頼性向上に関する研究（継続）

教授河村達雄

S凡ガス絶緑機器は，最近の都市化の進展などに対応して，変電所の縮小化や信頼性の向上を

はかるために広く実用されている．これらの機器について，大容量化に関連する諸問題，絶緑

設計の合理化，信頼性の検証とその向上，標準化について研究を行った．

3.4 電力系統におけるサージに関する研究（継続）

教授河村達雄・助教授石井 勝・助手北條準一

大学院学生道下幸志・受託研究貝令井康友

電力系統に発生する雷サージの解析に関連して，送電線鉄塔のモデル化を行うとともに，多

相回路モデルを利用して送電線から変電所に侵入する雷サージの解析を進め，絶緑設計を合理

化するための基礎資料を得た．さらに，配電線への誘導雷サージの解析を行った．

（一部受託研究費）

3.5 落雷位置標定に関する研究（継続）

教授河村達雄・助教授石井 勝・助手北條準一

落雷位罹標定方式の研究を行っている．磁界による位岡標定システムの誤差の測定と解析，

落雷検出効率の評価を行い， 自然雷パラメータの推定に応用した．また到来時間差方式による

位置標定システムの精度の研究を開始した．
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3.6 インパルス高電圧のディジタル計測の精度向上に関する研究（継続）

教 授 河 村達雄・助教授石井 勝

大学院学生道下幸志•協力研究貝松本隆宇

インパルス高電圧・大電流測定時のディジタル計測による測定精度向上に関する研究を行っ

た．インパルス波形測定時のディジタイザの誤差評価法の検討を行い，精度よく評価を行える

方法として，修正平均値法を提案した．さらに，時間パラメータおよぴ波高値の生データによ

る測定精度を検討し，これらの分解能およぴサンプル時間間隔に対する依存性について研究を

進めた．

3.7 急しゅん波インパルス電圧に対する SFsガスの絶緑特性に

関する研究（継続）

教 授 河 村達雄・助教授石井 勝

大学院学生北山匡史・博士研究貝李 福熙

ガス絶緑開閉装置において，断路器の開閉によって発生する急しゅんな過渡過電圧に対する

S凡ガスの絶緑特性を解明するための実験装骰および測定システムの試作を行った．さらに，こ

の装質を用いて，針状突起物を設けた球一平板放電ギャップに，振動性インパルス電圧およぴ

単ーインパルス電圧を印加した際の絶緑破壊現象について実験を行い，その結果について解析

を加えた．

3.8 汚損フラッシオーバの基礎過程に関する研究（継続）

助教授石井 勝・教授河村達雄

がいし類が汚損によりフラッシオーバする現象は，特に超高圧直流送電において重要な問題

となっている．この現象の基礎過程について，超高圧直流送電を想定した条件のもとで研究を

進めている．汚損沿面部分アークの干渉法による計測を通じて，フラッシオーパ電圧が龍圧極

性により異なる要因を解明した．また直流送雷と並んで重要な交流UHV送電用のがい管の耐

汚損性能についても，実験的に検討した．

3.9 耐雷設計を目的とした自然雷パラメータの研究（継続）

助教授石井 勝・教授河村 達雄 ・助 手オ ヒ條 準一

大学院学生道〗下幸志

雷害防止のうえで工学上きわめて重要な自然雷のパラメータに関する研究を行っている． 日

本海沿岸地域，およぴインドネシアの雷の電磁波による測定と解析を行った．また落雷点近傍

の電界，磁界と配電線への誘導電圧を日本海側の海岸で測定した．
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3. 10 非セラミックがいしの表面の特性に関する研究（継続）

助教授石井 勝・技官小松原実

非セラミックがいしとは，有機絶緑材料で構成されるがいし類の総称である．表面の撥水性

が維持されることが，その良好な絶緑性能が保たれることの条件となるが，この表面の性質と

絶緑特性を関連づけることを目的とした研究を進めている．

3.11 宇宙環境における衛星表面材料の帯電放電現象に関する研究（継続）

助教授石井 勝・大学院学生北條 豊

高軌道上の衛星では，表面の絶緑材料が高い電圧に帯電することがあり，この電荷の自己放

電は衛星に障害をもたらす可能性がある．この現象の実験的な研究を行うため， 25keVまでの

エネルギーの電子線照射が可能な高真空容器を製作し，実際の衛星表面に使用される高分子

フィルムの帯電現象，放電開始条件を実験的に検討した．装罹の内部条件の診断には表面電位

計，質最分析計を用いた． （科学研究費一般研究Cl

3.12 破壊情報収集による構造物防災（継続）

教授山口楠雄・研究担当岸 輝雄・研究担当石谷 久

助手小柳津宏忠•技官小林克志・大学院学生小林 豊

金属および複合材料等の先端材料の破壊と機能評価の研究，ならびに広い範囲の構造物の試

験・監視のために，アコースティック・エミッション (AE) は欠くことのできない手段となっ

てきた．計測およぴ解析• 監視システムのハードウェアとソフトウェアの研究を継続的に進め

ている．この結果， AE発生機構の解明とともに産業的実用化に役立つ業績を挙げつつある．

3.13 複合材の破壊様式およぴ進展のリアルタイム観測と

材料特性の精密評価（継続）

教授山口楠雄・研究担当岸 輝雄・助手小柳津宏忠

技官小林克志・ 大 学 院 学 生 小 林 豊

多様な破壊挙動を示す複合材の各種破壊モードおよぴ破壊進展を，検出 AEから正確に推定

する技術の開発と，この方法による材料特性の評価法の研究を進めている.AE波をマルチパラ

メータとしてデータ化する技術と利用により，従来得られなかった高い推定機能が得られてい

る．これにより，破壊挙動推定が格段に進歩しつつあり，材料評価にも大きく寄与することが

期待されている．

3.14 AE波マルチ・パラメータのリアルタイム収集処理システム（継続）

教 授 山 口 楠雄・研究担当石谷 久

助手小柳津宏忠•技官小林克志

AE波情報を， 1,000-10,000事象／入カチャネル／秒の速度で収集し，多入力の組み合わせ・
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解析等の処理を高速で行うシステムの開発を行ってきた．この方式は，第 3世代システムが使

用可能の段階に入り，現在の汎用システムとして最も高性能であるという評価が確立してきた．

すでに AE産業において，この方式に基づいた装競で製作され，各方面で使用されはじめてい

る．今後，ソフト面での充実の研究を進める予定である．

3. 15 生産工程の診断および起動停止を含む計装と制御の研究（継続）

教授山口楠雄・研究担当石谷 久・研究担当遠山一郎

プラントの異常診断，防災，ュニットプロセスの制御およびプラント統括制御などの研究を

精糖・食品・都市ガス生産などについて行ってきた．異常監視診断技術および制御の研究とと

もに，生産を，定常一異常診断一停止ー再起動の一連の状態としてとらえる検討方法による生

産システムの改善も行っている．

3. 16 アコースティック・エミッション (AE)技術の産業利用

のための標準化（継続）

教授山口楠雄・研究担当岸 輝雄・助手小柳津宏忠

AE技術の普及のために，産業用の金属圧力容器・配管およぴ複合材構造物の健全性監視のた

めの技術の標準化について検討を行ってきた．その結果，前者については実施手順等について

推胞案の導入部分を作成し，提示した．現在，規格化技術より，先見的でフレキシプルな内容

の詳細手順として， まず変換子較正方法案の作成を進めている．

3.17 生体を模倣した自律システムの環境適応法

助教授藤田 博 之 ・ 大 学 院 学 生 岩 沢 久 子

環境を知覚しその中で行動するためには，センサ・情報処理回路・アクチュエータを持った

システムが必要である．このシステムが， 自律的に種々の環境の変化に適応してゆくための，

簡単な原理を提案した．すなわち，活動度を増すと増大する変数（例えば作業最）と逆に滅少

する変数（例えばエネルギー効率）を考え，両者がちょうどパランスするように活動度を定め

るという原理である．生体の食餌行動のモデルに本原理を用い， うまく働くことを確めた．

3.18 半導体微細加工による分散形マイクロ運動システム

助教授藤田博之・助教授 K.Gabriel・ 大学院学生竹島尚弘

半導体マイクロマシーニング技術の利点の一つである，「微細な運動機構を多数同時に作れ

る」という特徴を生かして，多数のマイクロアクチュエータが協調してある役割を果たす，分

散形のマイクロ運動システムを提案した．たわみ変形する片持ち梁を一列に並べた構造を， ポ

リイミドと金属の薄膜で作り，その動作を調べている． （一部科研費一般研究 C)
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3. 19 セラミック系超電導体のマイナス効果を利用した

超小型アクチュエータ（継続）

助教授藤田博之・大学院学生金 容櫂

超電導物質のマイナス効果により，超電導体は永久磁石から反発する方向の力を受ける．こ

の力を利用して，磁気浮上と水平方向への移動とを同時に行う機構を考案した. 1 mm程度お

よぴ0.2mm程度のモデルを製作し，浮上特性や駆動特性の測定を行った．この実験値を，電算

機による磁場解析の結果と比較し，よい一致を確めた．

3.20 シリコンのマイクロ・マシーニングを応用した

超小型静電アクチュエータの研究（継続）

助教授藤田博之・助教授 K.Gab「iel・ 技官面高秋人

VLSI製造用の種々の微細加工技術によって可能となった，微小な電極パターンや高品質の

絶緑薄膜を利用して，静電力で駆動する超小型アクチュエータの開発を行っている．数値電界

計算に基づく寸法や印加電圧などのパラメータの決定，実際のアクチュエータを作製するプロ

セスの検討など経て， lOμmオーダのアクチュエータ製作と性能評価を行った．更に性能を向上

するため，位置センサによる閉ループ制御を行った．

3.21 極低温における超微小計測法と超電導マグネットヘの応用（継続）

助教授藤田博之

極低温技術の応用は，超電導マグネットや超高速電子デバイスなど重要化する一方であるが，

4.2K以下という特殊性のため計測技術の発展が遅れている．このため，液体ヘリウム中で使用

可能な超微小変位計と超微小エネルギー計測法を開発し，高磁場中の電磁衝撃破壊，金属引張

試験・ 摩擦挙動・接焙面の評価，超電導マグネット中の微小擾乱の測定に適用した．

（一部科学研究費エネルギー特別研究）

3.22 ロボットマニピュレータのアドバンスト制御（継続）

教授原島文雄・講師橋本秀紀

大学院学生沈 貴宝•久保田孝・畔柳 洋

ロポットマニピュレータには，種々のあいまいさを持つなかで高い精度と滑らかな運動性能

の実現が要求されており，これらを実現するための研究を行っている．例えば，スライディン

グモードを応用したフィードバック制御によりあいまいさの影梱を抑制するとともに，フィー

ドホワード制御により既知外乱を補償するための非線形補償を付加するという，より実現性の

高いアドバンスト制御を確立した．
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3.23 視覚情報を用いたフレキシブルアームの適応制御（継続）

教授原島文雄・講師橋本秀紀•技官長谷川仁則

柔軟なアーム（フレキシプルアーム）の高速位置決めを，視党情報の利用と適応制御の応用

により実現した．すなわち，アームの先端位置・変形を CCDカメラからの画像情報から検出す

るとともに，適応制御により pay-load変動などのシステムパラメータの不確かさを吸収でき

るようにしている．なお，フレキシブルアームは分布定数系であるが， ARモデルで近似するこ

とにより，不安定な零と極の相殺が起きないようにしている．

3.24 Fuzzy理論による知的制御系の構成（継続）

教授原島文雄・講師橋本秀紀・大学院学生久保田孝

知的制御系の中心部分，すなわち，知識ベースに基づく推論システムの構成およぴ制御につ

いて研究を行っている．知識ベースに貯えられるあいまいな情報の処理をするために， Fuzzy

推論機構を用いる．また，制御理論固有の概念を拡張して， Fuzzy理論と融合し，プラントの

あいまいなダイナミクスを考慮にいれた，制御系を構成する．本年度は，これを移動ロポット

の障害物回避に応用した．

3.25 vss理論に基づくパラメータ同定（継続）

教授原島文雄・講師橋本秀 紀・大学院学生鈴木裕之

非線形性を持つ対象のパラメータ同定を vss理論に基づいて行う方法の研究を行ってい

る．すなわち， vss理論に基づく制御則を適用することにより制御対象の状態を状態空間内の

ある超平面に拘束することにより，非線形な制御対象のパラメータ同定を可能にしている．

vssにより未知パラメータと信号ベクトルの線形関係が保証されるため，加速度および力の検

出を行わずにパラメータ同定ができることに特長がある．

3 .26 移動ロボットのセンサ情報融合による経路探索（継続）

教授原島文雄・講師橋本秀 紀・大学院学生久保田孝

受託研究貝佐藤基夫

移動ロポットの経路探索において，近接および遠隔センサの情報を有効利用するため，階屑

型パスプランニングシステムの構成について研究している． ロポットの制御では，多数のセン

サからの情報を融合することにより，制御情報の信頼性の向上および不可検出情報の合成など

が必要である．本年度は， CCDカメラおよぴ超音波センサを有する移動ロポットを用いて，視

覚情報とレンジセンサ情報を融合する制御の実験的検証を行った．

169 



3.27 ロボットアームの力制御およびその応用に関する研究（継続）

教授原島文雄・講師橋本秀紀

大学院学生沈 貴宝•久保田孝・畔柳 洋

ロボットの適用範囲を拡大することを目的として，オーパシュートなしの位置決めおよび柔

軟な力制御を実現する研究を行っている．本年度は， 1自由度ロポットアームの押し付け動作

およびロポットハンドの把持動作に関してシミュレーションを行った．今後は，多自由度アー

ムおよびマイクロ・マニュピュレータヘの適用を考えている．

3.28 予測制御のサーボ系への適用

教授原島文雄・講師橋本秀紀

大学院学生畔柳 洋・受託研究貝飯塚 昇

本研究では，軌道追従サーボ系において位箇情報のみを利用する予測制御系を検討し，この

制御により滑らかな運動制御を実現できることを DSPを用いた実験システムにより検証し

た．予測制御を行うための制御対象のモデルは，厳密に正確でなくてもよい．ここでは， ARMA

モデルにより，現在までの入出力情報から数ステップ先までの出力を予測し，与えられた評価

関数を最小にするように次の制御入力を設定した．

3.29 ニューラルネットを用いたロボットのビジュアル制御

教 授 原 島 文 雄 ・ 講 師 橋 本 秀 紀・大学院学生久保田孝

受託研究貝佐藤基夫

視覚系とロボット制御系の密な結合を実現するために，視党特徴量を匝接マニピュレータの

制御に結ぴつける研究を行っている．並列性と柔軟性に富んだニューラルネットワークを用い

ることによって，幾何学的な座標変換を行わずに，画像データとマニピュレータの関節角情報

との有機的な結合ができる．本年度は， 6自由度マニピュレータを対象としてシミュレーショ

ンを行い，有効性の確認をした．

3.30 ニューラルネットワークを用いた逆システムの構成（継続）

教授原島文雄・講師橋本秀紀・大学院学生久保田孝・畔柳 洋

受託研究貝飯塚 昇・研究生遠藤淳一

本研究は，システムの静的およぴ動的構造，あるいは，加えられる外乱の逆モデルをニュー

ラルネットワークを用いて構成することを目的としている．システムの入出力関係のみからそ

の逆モデルを推定できるため，システムの厳密な構造をあらかじめ知る必要がないことが特長

である．本年度は，ロボットアームの制御に適用し，その有効性をシミュレーションおよび実

験により検証した．
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3.31 可変構造系の電動機駆動系への適用（継続）

教授原島文雄・講師橋本秀紀・助手近藤正示

位置サーポ系の制御特性をパラメータ変動に対してロパスト化するため，可変構造系に基づ

いてインバータの on/offを直接制御する研究を行っている．これまでに，同期電動機駆動用イ

ンバータの on/off信号を可変構造系により直接発生することによりパラメータ変動に対して

ロパスト化できることを実験により確認した．また，状態を予測し制御することにより on/off

の切り替えを高速化できることも確認した．

3.32 高速トルク制御に適した誘導機駆動系の最適化（継続）

教授原島文雄・講師橋本秀紀・助手近藤正示

受託研究貝井上修司

誘導機の高速トルク制御を実現し，駆動システムを最適化するための研究を行っている．高

速な制御を実現するために，制御演算には DSPを用いている.2次巻線鎖交磁束を推定するオ

プザーパを構成し， 2次磁束検出形ベクトル制御を実現し， 2次抵抗値の変動に対してもトル

ク制御誤差を抑制できることを検証した．また，速度センサレスによるトルク制御についても

検討を進めている．

3.33 ニューラルネットワークのインバータ制御への適用（継続）

教 授原 島文 雄・ 講師 橋本秀紀・助手近藤正示

受託研究貝出水祐三

インバータの制御においては，龍流リプルの低滅・スイッチング損失の低滅など複数の制御

目的があるが，これらを同時に達成するような on/off信号を合成する機構をニューラルネット

ワークを適用して実現する方法を研究している．本年度は，シミュレーションにより 3相イン

パータの検出信号のうち 1相分が欠落しても健全な動作を保持し，かつ，スイッチング損失を

低減する on/off信号が合成できることを確認した．

3.34 知的制御システムの研究（継続）

講師橋本秀紀

知的制御システムは，いまだに定義さえ明確ではなく，研究者個々の定義が存在している．

この状況の中で，本研究は，知的制御システムを「環境を理解し，それに応じた制御構造を自

己組織化する能力を有するもの」と考える．このパラダイムを確立するために， Fuzzy,Neural 

Net等の成果を踏まえ，自律分散システムとしての集積化極小運動デバイスの制御システムの

研究を進めている．
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3.35 気象衛星 NOAA画像の高次利用（継続）

教授高木幹雄・技官箕輪陽ー・大学院学生金 命宣•立川研之

（機能エレクトロニクス研究センターの項 1参照）

3.36 気象衛星 NOAA画像の大気効果補正（継続）

教授高木幹雄・技官箕輪陽一

（機能エレクトロニクス研究センターの項 2参照）

3.37 大規模画像データ検索管理システムの構築（継続）

教授高木幹雄・大学院学生高橋禎郎・山本昭夫

（機能エレクトロニクス研究センターの項 3参照）

3.38 視覚系における時空間情報処理モデル（継続）

教授高木幹雄・大学院学生山本昭夫

（機能エレクトロニクス研究センターの項 4参照）

3.39 画像処理システム

教授高木幹雄・大学院学生立川研之

（機能エレクトロニクス研究センターの項 5参照）

3.40 超音波の信号処理に関する研究

教授高木幹雄・大学院学生川田亮一

（機能エレクトロニクス研究センターの項6参照）

3. 41 Shannonの情報理論における BoltzmannMachineとその画像応用

教授高木幹雄 ・大学院学生張 廃棟

（機能エレクトロニクス研究センターの項 7参照）

3.42 多変数剰余関数が生成するパターンの性質

教授高木 幹雄・助手坂元宗和

（機能エレクトロニクス研究センターの項 8参照）

3.43 視知覚的に自然な補間型スプライン（継続）

教授高木 幹雄・助手坂元宗和

（機能エレクトロニクス研究センターの項9参照）
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3.44 星座問題（継続）

教授高木幹雄・助手坂元宗和

（機能エレクトロニクス研究センターの項10参照）

3.45 加重ボロノイ分割（継続）

教授高木幹雄・助手坂元宗和

（機能エレクトロニクス研究センターの項11参照）

3.46 セル・オートマトンによる平面模様のデザイン（継続）

教授高木幹雄・助手坂元宗和

（機能エレクトロニクス研究センターの項12参照）

3.47 特徴検索機能を有する NOAA画像データベースシステムの開発

教授高木幹雄・大学院学生周 長明

（機能エレクトロニクス研究センターの項13参照）

3.48 LUTを用いた NOAAのセンサの較正（継続）

教授高木幹雄・大学院学生金

（機能エレクトロニクス研究センターの項10参照）

3.49 印刷画像の解析（継続）

...o,..=, 

OP早

教授高木幹雄・受託研究貝江川裕仁

（機能エレクトロニクス研究センターの項11参照）

3.50 共有メモリ型マルチプロセッシング用高性能 OSの開発（継続）

助教授喜連川優・技官中野美由紀

（機能エレクトロニクス研究センターの項18参照）

3.51 スーパーSQLサーバの研究

助教授喜連川優・技官中野美由紀・大学院学生平野 聡

（機能エレクトロニクス研究センターの項19参照）

3.52 超高速ハードウェアソータの研究（継続）

助教授喜連川優・受託研究貝安藤 孝

（機能エレクトロニクス研究センターの項20参照）
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3.53 可変長レコードハードウエアソートアルゴリズムの研究（継続）

助教授喜連川優・大学院学生楊 維康

（機能エレクトロニクス研究センターの項21参照）

3.54 並列動的 GRACEハッシュ方式の研究（継続）

助教授喜連川 優・大学院学生津高新一郎

（機能エレクトロニクス研究センターの項22参照）

3.55 大規模知識処理システムにおける知識ベースマシン

アーキテクチャの研究（継続）

助教授喜連川優・大学院学生楊 維康

（機能エレクトロニクス研究センターの項23参照）

3.56 多次元クラスタリングインデックスの研究（継続）

助教授喜連川優・大学院学生原田リリアン

（機能エレクトロニクス研究センターの項24参照）

3.57 巨大画像の並列処理に関する研究（継続）

教授高木幹雄・助教授喜連川優・大学院学生鈴木慎司

（機能エレクトロニクス研究センターの項25参照）

3.58 超並列計算の基礎研究

助教授喜連川優・大学院学生松本和彦

（機能エレクトロニクス研究センターの項26参照）

3.59 オブジェクト指向データベースの研究

助教授喜連川優・大学院学生鈴木慎司

（機能エレクトロニクス研究センターの項27参照）

3.60 ネットワークシミュレーション手法の研究（継続）

教授高羽禎雄

ネットワークシミュレーションがシステム規模の増加とともに計算量が大となることに対処

して，高速かつ効率的にシミュレーションを行う方法を研究している．ネットワークの各ノー

ドのシミュレーションを複数個のプロセサに動的に割り当てる方法の検討，論理システム，通

信システム，道路交通のネットワークなどへの応用の検討を行っている．
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3.61 論理システムの機能的テスト生成法（継続）

教授高羽禎雄・大学院学生ウォン・リカルド

VLSIや多くの ICで構成された論理システムのためのテスト生成法として，複雑な論理シス

テムを機能的モジュールのレベルでモデル化し，選択的な経路活性化を行うことを特徴とする

方法を提案した．ピットスライスマイクロプロセッサや 8ピットマイクロプロセッサの演算回

路などの例について故障シミュレーションを行い，手法の有効性を示した．経路を活性化でき

る動作モードの選択表を自動的に作成する方法を提案し， C言語でそのプログラムを作成した．

3.62 固体イメージセンサを用いる交通流計測システム（継続）

教授高羽禎雄・技官関根富美・大学院学生魏 平

固体イメージセンサを用いて道路上の通過車両をリアルタイムに計測し，動画｛象処理によっ

て車両の台数およぴ速度を計測できるシステムを開発し，実験によってその有効性を示した．

実際の交通管制システムヘの応用などについて，外部の機関と協力して検討をすすめるととも

に，新しい計測アルゴリズムや環境条件の設定などについて工夫している．

3.63 画像計測による交通事象の検出手法（継続）

教授高 羽禎雄・技官中島睦浩

画像計測によって交通流の各種パラメータを計測し，車両の事故や故障による交通流異常な

ど，各種の交通事象を検出する手法を研究している．個々の車両の車間時間と存~時間の組を

P-Sパタンと名付けて図形で表現し，信号による街路交通流の変動，高速道路における渋滞状

況の変化などをとらえうることを示し，街路や高速道路における交通管制や梢報提伊；の高度化

に役立てようとしている．

3.64 新しい評価基準を導入した交通信号制御

教授高羽禎雄・技官中島睦浩•大学院学生中村達也

交通信号制御の新しい基準として，車両の出発地から目的地までの旅行時間を保証すること，

交差点での車両のあふれを許容し，遅れ時間との換算を許容して最適化をはかることなどを考

慮した交通信号制御を提案した．理論解析による有効性の評価，小規模道路網を対象とした

GPSSのシミュレーションによる検証などを行い，迂回誘導や流入制限を組み合わせ用いるこ

とが望ましい高密度交通流における交通信号制御のあり方を模索している．

3.65 小ゾーン連続形自動車パケット通信システム（継続）

教授高羽禎雄・技官関根富美

大学院学生酒井清一郎・大澤武郎

世界各国で自動車ナピゲーション等への応用がすすめられている局所ディジタル通信システ

ムの発展形として，道路上に極小通信ゾーンをち密に配置して自動車・地上間のバケット通信
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を行うシステムについて，道路の各リンクレベル，上位のグローバルレベルのそれぞれについ

て通信方式と制御手順を考案した．さらに，モデル実験システムを構築し，複数台の自動車の

走行を想定したシミュレーション実験を行い，システムの実現可能性と有効性を検証した．

3.66 自動車の走行誘導に基づく交通流制御（継続）

教授高羽禎雄・ 大 学 院 学 生 酒 井 清 一 郎

交通流制御の将来の方向として， 自動車・地上間通信を用いて交通流の状況を詳細に把握し，

速度や車線など車両の走行誘導を行うことを構想している．高速道路の車線割り当てを方向別

交通最に応じて動的に変化させる方法，信号交差点で匝進車と右折車を並べかえて誘導し右折

レーンの効果を高める方法などを提案し，シミュレーションによってその有効性を示すととも

に，小ゾーン連続形自動車バケット通信システムによる具体化を検討している．

3.67 マルチメディアデータベース獲得の枠組論（継続）

教授坂内正夫・大学院学生佐藤真一

図面や画像，グラフィックスのデータベース化に際して，応用時での可用性を意識して，デー

タベース獲得を行っていくスタンスが，認識・理解技術が十分に成熟していない現状では不可

欠である．本年度は，対象情報の認識レベルを状態として明示的に表現し，周囲状況や補助情

報・知識によりその状態遷移を発火させていくタイプの汎用枠組について，その解析能力と利

用可能性を検討した．

3.68 データベースをモデルとする画像• 動画像理解

教授坂内正夫・助手（特別研究貝）全 柄東・大学院学生佐藤真一

対象と関連をもつ他の情報によるデータベースを形成し，そのモデルの支援によって高次の

理解を行う画像や動画像理解システムの開発を行っている．本年度は，理解システムの枠組の

一般論を行うと共に， リモートセンシング画像およぴ一部の動画像を対象としたモデルの支援

方式の検討を行った．

3.69 マルチメディアシステムにおけるフレンドリー検索方式の研究（継続）

教授坂内正夫・大学院学生山根 淳

動画，静止画，図形，図面，文字・数値の混在した映像データを対象に，ューザフレンドリ

に検索できるシステムの開発を研究している．本年度は，「こんな検索」・「あんな検索」とよぶ

検索の水準を設定し，そのためのキーワード抽出の自動化までも考慮した統合化された検索シ

ステムの枠組の検討，製品デザイン，映画，サンプル画像についての通用を検討した．
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3.70 図形・画像を用いたフレンドリなヒューマンインタフェースの

開発（継続）

教授坂内正夫・協力研究貝大沢 裕

大学院学生永田全三•佐藤真一・山根 淳

HUMAN FRIENDRYなマンマシンインターフェースをもつ図面エディタ (HFE)や図形

操作システム，およぴ魅力あるインターフェース作りの方法の研究を行っている．

本年度は国土基本地図の入力を対象とし， 自動認識と人間のパターン認識能力との最適結合

によるインタフェースの開発とその高度化，およぴハイパーメディアの高度化の検討を行った．

3.71 フレキシプル・カラー画像処理の研究（継続）

教授坂内正夫・助手（特別研究貝）全 柄東・大学院学生襲恰虹

カラー画像・カラー動画像を知的に加工し，デザイナーやユーザーの主観・フィーリングを

反映した新たな画像を作成する研究を行っている．本年度は，カラーの最子化を行う際にデザ

イナーの好みや重要度認識をパラメータで制御できる限定色選択方式を提示し， これを動画像

に効率的に適用できる方式を開発した．

3.72 汎用グラフィックデータ構造の開発（継続）

教授坂内正夫・協力研究貝大沢 裕

動的多次元データ構造を基本とした，幾何学的な検索性にすぐれたグラフィックス向き汎用

データ構造を開発している．本年度は，空間的に広がりをもつデータの管理も交jJ率よく実行で

きるタイプのグラフィックデータ構造として，マルチウェイの系統的分割を用いた一般化 BD

(GBD) トリーを創案し有効性を実証した．

3.73 コンピューテーショナル・ジオメトリ

教 授 坂内正夫・研究生林 英明

多次元の座標空間内で記述される「点・線・面」属性物を，幾何学的な特性をも加味して高

能率に管理，操作，検索する基礎技術である計算幾何学の多角的検討を行っている．本年度は，

地理情報処理やプリント回路， VLSIパターン設計へ汎用データ構造を適用する方向の検討を

行った．

3.74 知的図面処理システム (AI-MUDAMS)の開発（継続）

教授坂内正夫・協力研究貝大沢 裕

助手（特別研究貝）全 姻東・大学院学生呉 煽

ニーズの高まる図面からのデータベース取得の一環として，多次元データ構造と認識のルー

ルベース化とを組み合わせた新しい手法による知的図面読取りシステム AI-MUDAMS

Recognizerを開発している．本年度は，データ構造化にグルーベクトルと称する新しい表現を
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導入し，かつ地理データベースをモデルとする地図図面理解の高度化と，汎用的な枠組をもつ

機械設計図理解の検討を行った．

3. 75 情報ヒュージョン（継続）

教授坂内正夫

画像・図面の応用システムにおいては，多種の内容形状・精度・ 時間特性をもつ情報の組み

合わせにより新しい知見を得る場合が多い．「情報ヒュージョン（情報融合）」は，これを系統

的・体系的に扱おうとするもので，本年度は，「情報」構造の分析とオブジェクト指向のアプロー

チにより，断片的データを統合利用する枠組と，幾つかの事例についての具体論の検討を行っ

た．

3.76 コンピュータマッピングとその応用（継続）

教 授坂 内正 夫・協力研究貝大沢 裕

3次元構造への対処，地図データのコンパージョン，マンマシンインターフェース，新しい

統一されたデータ管理方式による汎用なデータベース構造の利用などをとり入れた新しいタイ

プの地理情報システムの検討を行っている．

3. 77 論理表現に基づく動画像の知的符号化に関する研究（継続）

教授安田靖彦・助手木本伊彦 ・大学院学生梶谷昭彦

従来の手法による画像符号化はほぼ限界に達している．本研究では，画像の構成を分析する

とともにその意味付けを行い，真に必要な情報のみを伝達し，受信側では知識として蓄えられ

た画像の構造およぴ意味から画像を合成表示することによって飛躍的な帯域圧縮を実現する符

号化手法を考察する．これと同時に連想によって入力画像に陽には含まれていない画像を生成

して出力表現する連想符号化を検討する．

3.78 情報ネットワークにおける機密保護に関する研究（継続）

教授安田靖彦・助手木本伊彦

近代社会の情報化の進展とともに，多数の電子的な文書やデータが情報ネットワークを通じ

て流通し，情報保護の問題がクローズアップされてきつつある．このため，各所で暗号化方式

を含めた機密保護手法が検討されている．本研究では，その一環として同報秘密通信における

受信側での同報性の認証の問題をとりあげて検討を行っている．

3.79 自律分散交換による多重リングネットワークの構成法に

関する研究（継続）

教授安田靖彦・講師瀬崎 薫・大学院学生趙 文博

高品位テレピ，テレビ電話，高精細画像をサーピス対象として含む将来の広帯域 ISDNの

ローカル網， MANあるいは LAN等においては，一端末当り lOOMb/s以上の情報伝送速度が
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要求される． したがって単一の光ファイバ伝送路では対応できず複数本のケープルを集団使用

する必要がある．本研究では多重リングケーブル間を独特のパターンで相互接続するとともに，

各ノードで自律分散交換することによって，大容最化・高信頼化を図るシャッフルリング (SR)

ネットワークおよぴ BSRNを提案し，理論とシミュレーションとによってその特性を明らか

にした．

3.80 中間調画像の高能率符号化（継続）

教授安田靖彦・助手（特別研究貝）加藤茂夫・受託研究貝田中孝一

8ないし16階調程度に階調数が限定された画像に対しては， 2次元マルコフモデルに基づく

符号化方式が能率の点で優れている．この種の符号では参照画素の状態によって状態分けを

行って符号化するので，多値の場合，状態数が極めて大きくなり，ハードウェア柑i成上問題が

ある．本研究では状態を統合して状態数を縮退する新しい手法を提案し検討を~ また算

術符号を導入し，状態を縮退せずに符号化する方法や， ピット平面間の相関を用いる 3次元マ

ルコス符号化によって圧縮率をさらに高める方法等についても検討した．

3.81 階層的符号化による濃淡画像の段階的伝送およぴ表示（継続）

教授安田靖彦・助手（特別研究貝）加藤茂夫

電話網を用いた画像情報サービスにおいては，多最の画像ファイルを蓄梢し， これを必要に

応じて端末へ伝送・表示する必要がある．本研究では，静止画像を階層的に処理して，順次粗

い近似画面を作成し，これらをフレーム間符号と同様の手法によって符号化することにより，

大幅な帯域圧縮を図るとともに，粗い近似画面から順に精密画面を伝送表示することによって，

受信者の被る心理的負担を軽滅する方式を考案し，シミュレーションによって良好な結果を得

た．

3.82 算術符号化とその応用に関する研究（継続）

教授安田靖彦・助手（特別研究貝）加藤茂夫・大学院学生陳 艶芽

算術符号化は理想的な情報源符号化方式として最近注目されている．本研究では算術符号化

の諸性質を明らかにするとともに，より効率の高い符号化復号化手法を提案して検討した．ま

たこの符号化方式を画像情報等へ応用する現実的手法を考究する．

3.83 両眼視ステレオ動画像の高能率符号化に関する研究（継続）

教授安田靖彦・博士研究貝季； 華妹

両眼視ステレオ動画像の高能率符号化を目的として，左右画像のずれ補償と， フレーム間の

動き補償とを組み合わせた符号化方式を考察し，その特性を調べた．
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3.84 映像パケット通信に関する研究（継続）

教授安田靖彦・講師瀬崎 薫・大学院学生甲藤二郎

受託研究貝恩田勝政

現在 CCITT等を中心として次世代の ISDNいわゆる広帯域 ISDNの国際標準化に関する

検討が進められている．広帯域ISDNでは従来のアナログ電話網や狭帯域 ISDNと違って，セ

ルと称する一種のパケットを基にした伝送交換方式が用いられ，ューザからみるとレートフ

リーな伝送路を提供する．このため回線交換網を前提とした従来の映像通信技術は根底から見

直しが必要となる．本研究ではパケットロス対策として階府的符号化を用いる方法を提案する

とともに，視覚特性を考慮に入れた符号化を検討している．

3.85 二値画像の階層的符号化に関する研究（継続）

教授安田靖彦・助手（特別研究貝）加藤茂夫

国際標準化機構 (ISO)と国際電信電話諮問委貝会は合同で二値画像の段階的伝送表示のため

の国際標準方式の選定を行っている．本研究は，これに対するわが国の対応組織である画像電

子学会の二値画像国際標準検討会を通じて標準化作業に貢献するために行っているものであ

る．

3.86 陸上移動体通信網に関する研究

教授安田靖彦・ 講 師 瀬 崎 薫・大学院学生ウォン・シオン・プーン

移動体通信に対する社会のニーズが急速に高まっている．本研究はセルラ一方式自動車電話

網において，移動機と基地局に割り当てられた無線チャネルがひっぱくするのは， トラヒック

の集中する都市内の一部地域だけであることに済目し，田園地帯や山間へき地におけるシステ

ムコストを低下させるため，基地局間の中継に余った無線チャネルを流用する網構成を提案し，

理論とシミュレーションによって，必要な無線チャネル数等を算出した （一部受託研究費）

3.87 カラーファクシミリの符号化に関する研究

教授安田靖彦・助手加藤茂夫・研究生片山昭宏

カラーファクシミリ画像は自然画像と異ってフルカラーばかりでなく多色画像や文字画像等

が混在することを前提にしなければならない．これらの画像は互いに性質が非常に異っている

ので，単一の符号化に方式を適用するのは困難である．本研究では，まず前処理によって，こ

れらの画像領域を分離し，それぞれの性質にあった符号化方式を用いることによって全体とし

て高い符号化効率を達成する手法等を検討している．

3.88 広帯域ISDNの交換ノード

講 師 瀬 崎 薫

現在 CCITT等を中心として，広帯域 ISDNの国際標準化が進められている．広帯域 ISDN
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では，情報をセルと呼ばれる単位に分割して通信を行う．その中心的役割を担う交換ノードは，

セルを低損失・低遅延に伝送するほかに，マルチキャスト通信等の各種の高度サービスをサポー

トする必要がある．本研究では，これらの要求を満たす交換ノードの構成を検討し，その諸特

性について解析を加えた．

3.89 バースト情報源のモデル化

講師瀬崎 薫

音声・画像等のバースト情報源のモデル化を行うことは， ATM等においてレートフリーな通

信を行う際に最重要となる根幹的な課題である．本研究では，符号化の方法等の端末側の要求

条件，およぴ課金やポリシング等のネットワーク側の要求条件の双方を考慮してパースト情報

源のモデル化を行い，理論的解析と実データに基づくシミュレーションの両面からその有効性

について検討を行っている．

3.90 ATMによる多対地会議に関する研究

講師瀬崎 薫

公衆 ATMにおいて，画像多対地会議を行うことを想定し，ブリッジ機能の配備法，画像符

号化の方法，ルーティング制御・セル廃棄対策等を考慮したシステム構成について検討を行っ

ている．

3.91 高次人工知能機能と次世代知識ベース・ソフトウェア・

アーキテクチャ（継続）

助教授石塚 満・大学院学生阿部明典・牧野俊郎・伊藤史郎

技官近藤朗子

人工知能の基盤技術は，広く利用できる段階になった演繹推論を超える認識，類推，帰納推

論，発想などの高次人工知能機能を利用できる形にしていくことが今後の大きな課題である．

そのような高次人工知能機能の実現へのアプローチとして，完全な知識に加えて不完全な知識

も含めて知識ベースを構成し，それを操作する高次推論機構の研究開発を重点課題として次世

代知識ベース・アーキテクチャの具体化を進めている． （受託研究費，重点領域研究）

3.92 仮説推論システムとその応用（継続）

助教授石塚 満・大学院学生牧野俊郎・技官近藤朗子

不完全な知識も包含する次世代知識ベースヘの出発点として，実用的問題への適用性を有す

る論理に基づく仮説推論システムの構築を行った.Prolog上での実装と，高速化機構を組み入

れた C言語上での実装を行った．応用として，故障診断，計画，設計問題等，実用的な問題へ

の適用を進めた．
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3.93 知識システムにおける高速推論機構（継続）

助教授石塚 満・大学院学生伊藤史朗•陳 慶表・遠藤裕明

技官近藤朗子・受託研究貝門脇修司

知識システムは基本的な推論・探索手法では速度の点で実用的に不十分である．本研究では

特に論理に基づく仮説推論を対象にして，仮説と制約知識の重み利用による優先探索法，数理

計画法 (Simplex法）による意味的推論， ATMS風の並列横型探索によるバックトラックの回

避，推論パスの生成と仮説合成を 2フェーズで行う高速仮説推論，知識ベースのコンパイル法

などの高速推論法の研究を進めた．

3.94 類推機構と知識の学習（継続）

助教授石塚 満・大学院学生阿部明典・牧野俊朗

類推，学習機能の実現は今後の人工知能研究の大きな目標である．仮説推論の高速化の観点

からこれらの高次人工知能機能の研究を進めている．類推は過去の成功した事例に習って推論

することにより高速化が達成される．学習は成功した事例からヒューリスティック知識に相当

する推論の近道を逐次的に生成する説明に基づく学習 (Explanation-basedLearning)の手法

の適用を進めている．

3.95 知識型コンピュータビジョンと空間幾何学的推論（継続）

助教授石塚 満• 技官土肥 浩

知識の組織だった利用を重視した画像解析・理解の研究を進めている. 3次元物体の理解を

対象に，当初は物体の概念的モデルに基づくシステム化を行ったが，次第に物体のソリッドモ

デラによる表現と空間幾何学的知識に基づく理解といった空間幾何学的手法へと移行した．最

近では代数式に関する自動証明法となるプッフパーガ・アルゴリズムの利用等へと研究を進め

ている． （一般研究 B)

3.96 並列トランスピュータ用ビジュアル・インタフェース

(VIT)の開発と高速画像処理（継続）

助 教授石塚 満・大学院学生ウィワット ウォンワラウイパット

低レベルの画像処理だけでなく，上位レベル並列協調的画像理解も含めて同一並列処理アー

キテクチャ上で実現することを目指し， トランスピュータ（英国 Inmos製）を使用した並列面

像処理の研究開発を進めている． トランスピュータ間の標準リンクに加えて，ローカルメモリ

に直接画像データを入出力できるビジュアル・インタフェース (VIT)の製作も行っている．

動画像の解析• 生成への適用を図っており，成果を得つつある．
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3.97 ビジュアル・ソフトウェア・エージェント

助教授石塚 満・大学院学生李 七雨

大学院学生ウィワット ウォンワラウイパット・技官土肥 浩

より人間的なヒューマンインタフェースの実現，アーティフィシャル・リアリティ，感性情

報処理など，映像を含む高度情報処理の具体化としてのピジュアル・ソフトウェア・エージェ

ントの研究を開始した．ディスプレイ上で動作する生体に近いエージェント （ロポット）の実

現である．現在，観貨魚の動きを抽出し，別の観賞魚として合成する研究を進めている．実時

間処理に近づけるため並列トランスピュータの使用を想定している．

3.98 知識型 LSI設計ー一回路機能ブロックの合成（継続）

助教授石塚 満・大学院学生徐 行倹• 阿部明典・牧野俊朗

知識処理による創造的設計のパラダイムを意図し，知識型 LSI-CADの構築を進めている．

これまでに Smalltalkの開発環境を活用したマスクレイアウト・パターンの生成システム，仮

説推論に基づき与えられた仕様から回路機能プロックを合成する上位レベルシステムを作成し

た．グラフィックによる対話機能の充実，高速推論機構の組み込みを図っている．

3.99 エクスパートシステムの研究開発（継続）

助教授石塚 満

人工知能の応用分野として重要なエクスパートシステムの実用技術開発を目的として，問題

分野固有の知識を整理，構造化と，その知識表現言語での記述，推論による問題解決を中心に

開発を行っている．これまでに，地震被害査定，産業用ピジョンの照明法のコンサルティング，

セラミック設計のための沈殿に関する知識ベース，小売業での流通計画問題への適用を行った．

3. 100 知的ヒューマン・インタフェースと感性情報処理（継続）

助教授石塚 満• 技官土肥 浩

知識処理，マルチメディア技術等による知的ヒューマン・インタフェースの要素技術を統合

した枠組に関する研究を行っている．同時に，今後創作活動支援等で重要となる感性情報処理

の観点も合わせて研究を進めている．知性と感性に関する要素技術，ヒューマン・インタフェ

スの観点からその融合の枠組を探求している．

3.101 少数投影像から三次元構造情報を抽出する手法（継続）

教授演崎襄ニ・大学院学生石間礼二

少数の投影データが与えられている場合，抽出可能な三次元構造情報の精細さを明らかにす

ることは，三次元映像の観察と計測はもちろんのこと，記録と伝送における情報圧縮にも深く

係わる問題である．多眼式レンズ板三次元像では空間の標本化によって大幅に情報削減されて

いるが，なお，通常手段によって動画像を記録・伝送するためには，視差像間の強い相関を利
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用した大幅な情報圧縮が必要である．本年度は，不透明な通常被写体を対象とした計算機シミュ

レーション実験によって，多眼式レンズ板三次元像情報の大幅圧縮が可能であることを見いだ

した．

3.102 光線方向反転結像（正逆視像変換）光学系（継続）

教授演崎襄ニ・助手岡田三男・技官宇都宮昇平

大学院学生李 京

レンズ系で構成された，光学的正逆視像変換用の光線方向反転素子における収差の影孵（錯

乱円の大きさ，対称最良三次元像画の湾曲，色収差）について実験を進め，解析結果と良く一

致することを示した．また，フーリエ型多眼写真機によるフィルム上の記録を用いた投射再生

の実験によって，変換光学系による逆視像の形成について実験的研究を進め，理論との一致性

を確認した．

3. 103 連続視域型三次元テレビジョン（継続）

教授演崎襄ニ・助手岡田三男・技官宇都宮昇平

前年度において，実時間で撮像した三次元像を裸眼で観察できる形で，指標付高解像カプラ

ウン管上に直接映し出すことができるようになった．本年度は，新たに高輝度指標付高解像力

プラウン管を試作してもらい（ソニー（株）），また，新たに円柱面型縦格子中継レンズ板を試作

し，これらを用いて三次元像の明るさを100倍以上明るくすることに成功した．更にまた，液晶

素子を用いた投射型三次元テレビジョン表示装置の試作を進めている．本年度の研究は，パラ

マウントベソド（株）のご援助による．

3. 104 三次元映像の瞬時記録・再生光学系（継続）

教授演崎襄ニ・助手岡田三男・技官宇都宮昇平

三次元映像の瞬時記録と投射再生表示のために，昨年度試作した写真機•投射機の実験的検

討を進め，解像力の向上を計った．また，レンティキュラー・スクリーンの実験的検討を進め

た．これらを用いて変換光学系の実験，多眼式レンズ板三次元像の基本特性の実験的研究を進

め，理論との照合を行った．

3. 105 多眼式レンズ板三次元像の標本化誤差

教授演崎襄ニ・大学院学生深澤正志

多眼式レンズ板三次元像の空間は，レンズ板による（視野の）標本化と，撮像• 投射レンズ

による（視域の）標本化とによって離散化された空間である．観察者に見える三次元像空間が

上記空間と異なる点は，視域が両瞳によって標本化されていることである．これら二つの空間

の標本点間の干渉によって，観察空間における標本化誤差には，多数の不連続線が現れ，その

奥行き不連続最がある限度を越えると映像が不安定になることを見いだした．標本化誤差を実

測し，理論的推定値と良く一致することを確かめた．
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3.106 結合三導波路型の光サーキュレータ

教授演崎襄ニ・大学院学生岩島 徹

半導体レーザーを光源とした光ファイバー通信において，戻り光によるレーザーの不安定性

を抑圧するためには光サーキュレータが必要である．従来の光サーキュレータでは，ファラデー

回転素子に偏波分離素子を精密位憫合わせして外付けする構成であるため，ファイバーとの結

合損失が大きく，かつ，高価格化の原因であった．ヴェルデ定数の大きな材料を選んでファイ

バー型結合三尊波路を構成し，その結合定数を適切に選ぶならば，偏波分離素子を必要としな

い光サーキュレータが構成できることを見いだし，設計に必要な数値的検討を進めた．

3.107 光ファイバ中非線形波動の伝達関数を用いた解析法（継続）

教授藤井陽ー・助手尾崎政男

光ファイバの有する非線形性，光Kerr効果を利用した極短光パルスの伝送について，理論的

研究を行った．ソリトンパルス伝送の解析において，従来のように非線形シミュレディンガー

方程式を直接解くのではなく，より数値計算に適した，伝達関数との悦み込み精分の形で表さ

れる解を用いる解析方法を見いだした． （科学研究費特定研究 1)

3.108 光ファイバ中のソリトン伝送の研究（継続）

教授藤井陽一

光ファイバの有する非線形性と，負の分散によるソリトン光パルスの伝送について理論的に

解明した．光ファイバ通信における最大容絨は，光ファイパの分散，およぴ 3次以上の高次分

散，およびラマン効果によって制限されることを示した．また，ラマン効果に対する結合損失

が少ない時には，準安定的なソリトンパルスが伝送できることを明らかにした． さらに，結合

が強いときの非線形ミラー効果について解析した．

3.109 光ヘテロダイン・レーザ顕微鏡（継続）

教授藤井陽ー・助手尾崎政男

光ヘテロダイン検波を用いたレーザ顕微鏡に関して，特に位相差のみを有する物体に対して

有効な差動コントラストを用いる方式について，実験研究を行った．

3.110 プロトン交換光導波路（継続）

教 授藤井陽ー・技官近藤由紀子

ニオブ酸リチウムに Ti拡散法，プロトン交換法，およびそれらを組み合せた TiPE法を用い

て作製した光導波路の特性について実験的に研究を行った．また，これらの導波路の軍気光学

定数を測定し，チタン拡散法による導波路では電気光学定数の減少がわずかであるのに対しプ

ロトン交換法ではバルクの値の約20分の 1に滅少するが，さらにアニール処理を行うことによ

りほぼ交換前の値と同じ値に回復するということがわかった．
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3.1日 光ファイバを用いた表面粗さ測定（継続）

教授藤井陽ー・助手尾崎政男

光ファイパカップラを用いた二重マイケルソン干渉計を用いた表面粗さ計を実験的に製作し

た．同期検出により感度を改善し， 0.1nm程度の検出感度がえられる．この応用について検討

している．

3. 112 磁歪型光ファイバ微弱センサ（継続）

教授藤井陽ー・助手尾崎政男

ニッケルやアモルファス金属の磁歪効果を利用して，弱い磁界を検出するセンサの応用的検

討を行った．磁歪による機械的歪みを，光ファイバ中を伝搬する光の位相変化として検出する．

アモルファス金属を用いて， 10-•oe 程度の極めて弱い交流磁界の測定， 10-3Qe 程度の弱い直流

磁界，あるいは，ボアソン比を利用した横方向磁界の測定をした．また，勾配磁界の測定法に

ついての提案を行った． （科学研究費試験研究 2)

3.113 光双安定DFBレーザ（継続）

教授藤井陽ー・研究担当荒川泰彦・大学院学生小路 元

光双安定素子の光情報処理・光通信への応用を目的として， 2電極構造の光双安定 DFBレー

ザに関する研究を行っている．これまで， DFB構造で定まる発振波長の利得最大波長からの短

波長測への離調により，スイッチング速度を 2倍以上に高速化できることを理論的に示した．

また，電流と発振波長の間の双安定性を実験的に初めて見いだし，その高速性を実証するとと

もに波長スイッチングシステムヘの応用の可能性を示した （科学研究費一般研究 C)

3.114 双眼立体像の正形条件（継続）

教授 藤 井陽ー・技官近藤由紀子

物体を回転させて 2枚の像をとる形式の双眼立体像方式において，正形立体像がえられるた

めの回転角等の条件について理論的に検討し，この理論を実証するためにレンズビームガイド

を用いて実験した．その結果，適当な被写体の選択により，回転角が明視角にほぼ等しい場合

に自然な奥行きをもつ像が得られることが実証された．

3.115 光ファイバの非線形性による情報保持光パルス分離（継続）

教授藤井陽一

光ファイバの非線形性と，光の分散媒質による光パルスの波形の変化に関する基本的な関係

式を導いた．これを用いて，近接した光パルスが分離できることを示した．非線形性によるパ

ルス伝送限界を求めた．これにより 1012ビット／秒の超高速光ファイパ通信の可能性を示した．

（科学研究費特定研究 1)
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3.116 LiNb03広帯域進行波型光変調器

教授藤井陽ー・大学院学生李 可人

本研究では高速光通信システムにおけるキーデバイスである LiNb03進行波型光変調器の広

帯域化を目標とし，主に次のような研究を行った. (1) 光変調器を解析するため方形境界分

割法という解析法を開発した．理論解析から蛇行光導波路の導入と変調器構造の最適化により

完全位相速度整合を取れることが明かになった. (2) 三次元蛇行光導波路とこれに用いる電

極の最適設計を行った. (3) LiNb03{氏損失三次元蛇行溝波路を製作した．

3. 117 エルビムドープファイバレーザおよび増幅器

教授藤井陽ー・大学院学生喬 学臣

エルピウムをドープした光ファイバを用いたファイパレーザおよぴファイバアンプについて

理論的に解析し，動作特性を明らかにした．モードロッカーを使用したファイパソリトンレー

ザを提案し，その原理を検討した．さらに，ソリトンライクなパルス伝搬および増幅について

研究し，エルビウムドープファイバを用いる有効性を検証した．

3.118 III-V族半導体中の希土類元素の光物性とデバイス（継続）

教 授 生 駒 俊 明 ・ 講 師 平川一彦・助手栗原由紀子

助手（特別研究貝）斎藤敏夫

III-V族化合物半導体中にドープされた希土類元素の内殻遷移による発光は， 0次元龍子ガ

ス状態からの発光遷移であり，半尊体レーザに応用した場合，発振波長特性およぴ発振しきい

値電流の温度安定性に極めて優れているという利点を有する．またその発光波長は約 1-1.5

μmの間にあり，光通倍用素子としての応用が極めて注目されている．すでに熱拡散法により III

-v族化合物半導体 (GaAs,InP)への希土類元素 (Yb,Er)のドーピングを行い，その拡散

定数を明らかにした．さらにフォトルミネセンスにより III-V族化合物半導体中の希土類元素

の4f軌道からの内殻遷移を観測し，温度特性などを明らかにした．現在，発光励起のメカニズ

ムを調べている．

3. 119 電子線超音波鏡の研究（継続）

教授生駒俊明・協力研究貝田中潤一

走査型電子顕微鏡を改造して，電子線超音波顕微鏡を試作し，その動作原理や応用の研究を

行っている．ディジタル化した装慨をさらに改良し，半導体の附構造や pn接合アレイ等の標準

試料を用いた像惜報解析を続け，画像処理技術による像の鮮明化を進めている． さらに集積回

路の製造工程における像解析， pn接合ダイオードにパイアス電圧を印加したときの空乏層の変

化を像情報として得た．現在， pn接合に電子ピームが照射されたときの弾性波放出のメカニズ

ムについて，理論的に解析を行い，実験との対応を調べている．

187 



3.120 半導体超格子の電子構造の理論計算

助手（特別研究貝）斎藤敏夫・教授生駒俊明

講師平川一彦・大学院学生野口充宏

異種の半焉体超薄膜を交互に梢層して得られる超格子は，個々の半溝体では実現出来ない新

たな物性を持つ材料として広く研究されている．本研究では，今まではほとんど調べられてい

ないIII-V族とIV族半導体からなる単原子層超格子の電子構造を強結合法により計算し電子材

料としての可能性を検討した. GaAs/Ge系では，単原子層の積層順序が 2種類可能であって，

どちらの場合でもバンドギャップがGeよりも小さくなることが明らかになった．

（一部科学研究費奨励研究 A)

3.121 半導体超薄膜ヘテロ構造の電子分光法による評価（継続）

諮 師平川一彦・教授生駒俊明・助手（特別研究貝）斎藤敏夫

技官原田和幸・大学院学生橋本佳男•野口充宏

半尊体超薄膜ヘテロ構造中のバンド構造およぴフォノン，プラズモン等の素励起につき電子

分光法を用いて研究を行っている．本年度は分子線エピタキシー法により成長し GaAs/A!As

超薄膜構造につき高分解能電子線エネルギ損失分光(HREELS)で観測されるフォノンモード，

プラズモンモードについて理論との比較を行った．さらに分子線エピタキシー成長した理想

InAs表面につき HREELS測定を行い，自然 2次元電子反転層が形成されていることを明らか

にした．

3.122 半導体超薄膜ヘテロ構造中の電気伝導（継続）

講師平川一彦・教授榊 裕之・教授生駒俊明

半導体超蒋膜ヘテロ構造中の電子物性を明らかにすることを目的として研究を進めている．

本年度は，選択ドープの p形A!GaAs/GaAs単一ヘテロ構造について，その中に形成される高

移動度正孔の移動度の温度依存性につき検討した．特にSOK以下で観測される移動度の強い温

度依存性に注目，それがスピン分裂により生じた有効質最約0.66moという重い正孔の存在に

大きく影特されていることを明らかにした．

3.123 自然言語処理

教授 HarveyAbramson 

自然言語処理に用いる属性文法の論理プログラミング版である Definite Clause Transla-

tion Grammers (DCTGs)を開発した．この文法は論理プログラミングヘコンパイルでき，特

定の言語（英語， ドイツ語，その他）の解析と生成に使用できる．最近ではこの手法を基礎に

した機械翻訳システムの研究を進めている．同時に，文章中で隔たって存在する関連要素の理

解，語順の変化に対処する手法の研究を進めている．
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3. 124 論理プログラミング

教授 Ha「VBYAb「amson

論理文法 (LogicGrammer)の手法に基づき，コンパイラのような形式言語に対する仕様記

述法の開発を行った．最近では自然言語処理の課題に対処するために，論理型言語（具体的に

はProlog)のメタプログラミング手法の研究を進めている．

3. 125 大きな変位と強い力を発生する静電マイクロアクチュニータ

助教授 KaighamLl. Gab「iel・ 藤田博之・研究生尾崎元美

IC技術と同様の材料と製法で作ったマイクロ機械システムを，電界と平行な方向の静雷引力

を用いて駆動し，大きな変位と強い力を得る研究を進めている．

3.126 流体によって駆動するマイクロ構造

助教授 KaighamLl. Gab「iel・助教授藤田 博之

ミクロン領域での流れを利用して動いたり，またその流れを制御するためのマイクロ訛気機

械デバイスの研究．マイクロポンプ，弁，ベローズなどを対象としている．

3.127 分子線エピタキシ (MBE) による半導体超薄膜ヘテロ構造の

形成と原子スケールでの構造評価と制御（継続）

教授榊 裕之・助手松末俊夫

技官野田武司・大学院学生本久順一

MEE法を用いて GaAs,(Al Ga) As, (InGa) Asなどの異種半導体薄膜を原子スケール(1オ

ングストローム精度）で膜厚を制御しつつ形成する技術を発展・ 確立する研究を続けている．

今年は特に，結晶成長の際に物質の表面に沿う拡散が，基板の温度や結品方位を傾けたために

生ずる原子ステップの密度にいかに依存し，界面の凹凸に及ぼす効果を明らかにした．得られ

た知見に基づき，異種材料を半原子屈づつ堆積させて， GaAs結晶薄膜面内に太さ 4ナノメート

ル寸法の A!As人工グリッド構造を埋め込んだプレーナ超格子や選択ドープヘテロ接合の形成

に成功した．

3.128 GaAs/ AlGaAsヘテロ構造に沿う二次元および一次元電子の

伝溝と超高速トランジスタヘの応用（継続）

教授榊 裕之•技官野田武司

大学院学生本久順一•野口裕泰・研究生雨宮良典

GaAs/ AlGaAsの接するヘテロ界面に沿う 2次元電子は，その高移動度性と局在性のために

さまざまな特性を示す．特に，超高速低雑音龍界効果トランジスタ (FET)の材料として重要

である．本年は①電子移動度の大きさおよびそのキャリヤ密度依存性が FET特性に及ぽす効

果を定鼠的に解明し，②電子速度ー電界特性を実験・理論両面で検討し，③FETの精密なモデ
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ル化を可能にした．また④ヘテロ界面に凹凸により電子移動度への寄与を解析し，界面におけ

る凹凸の評価や⑤麓子細線超格子によるフォノン散乱の抑制の可能性を示した．

3.129 半導体超薄膜ヘテロ構造における電子の垂直伝導

ー電子の共鳴トンネル効果とデバイス応用ー（継続）

教授榊 裕之・助手松末俊夫

大学院学生倉田 創•野口裕泰

(Al Ga) As/GaAs/ (A!Ga) As二重障壁ヘテロ構造において，電子波は二枚の (A!Ga)As障壁

で多重反射され，干渉効果を起こす．このため電子波が特定の共鳴波長の場合，高確率で透過

が可能となり，ダイオード特性に優れた負性抵抗が実現される．これらのダイオードの応答速

度の支配要因としては電子が多重反射のため中央の GaAsから抜け出る過程である．この過程

は有限時間を要するが，この時間遅れをピコ秒レーザを用いて初めて実験的に決定し，理論予

測値に近いことを示した．また，結合儀子井戸内の電子の移動の解明や光双安定素子の試作や

共鳴トンネル時のキャリヤ波の蓄梢効果の検証などに成功した．

3. 130 半導体超薄膜ヘテロ構造の光特性と光デバイスヘの応用

ー量子井戸内のキャリア誘起光学効果，変調器，光スイッチー（継続）

教授榊 裕之・教授演崎襄ニ・助教授（先端研）荒川泰彦

助手松末 俊夫・技官野田武司

大学院学生吉村尚郎・倉田 創•菅原宏治

客貝研究貝 ゲルハルト ファーゾル（ケンプリッジ大学）

最子井戸構造の光物性を解明し新デバイスヘの応用を探索している．本年は，①量子井戸内

にキャリヤを誘起したときの光学物性の変化を励起子消滅，多体効果，パンド占有効果との関

連で明らかにし，吸収型や分散型の変調器への応用可能性を示すこと．②シュタルク効果と負

性抵抗素子を結合した光双安定性スイッチの提案解析と実現．③ラマン分光法による最子井戸

内の局在したフォノンの分散関係の解明．④醤子箱におけるキャリヤ誘起効果．⑤サプパンド

間光学遷移などの研究を進めた． （一部科学研究費）

3.131 ピコ秒レーザによる半導体および超薄膜ヘテロ構造における

超高速現象の探索（継続）

教授榊 裕之・研究担当荒川泰彦

助手松末俊夫・大学院学生吉村尚郎

超高速動作の期待される各種の電子デバイスや光デバイスにおいて応答速度の究極的限界は

半導体材料中の電子の動的応答が支配する．本研究ではモードロック YAGレーザからのピコ

秒 (10-12秒）オーダの光パルスを用いてこれらの動的過程を解明し，応用可能性を探索してい

る．本年は，①量子井戸内の励起子の発光再結合寿命②障壁層に注入されたキャリヤの最子井

戸への捕獲過程③薄い障壁を持つ最子井戸からの電子のトンネル脱出速度④結合する 2重最子
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井戸間の往来過程と共嗚条件との相関などを明らかにした．

3.132 半導体量子細線・量子箱およびプレーナ超格子構造

一新形成法と量子波動エレクトロニクスヘの応用ー（継続）

教授榊 裕之・研究担当荒川泰彦・技官野田武司

大学院学生本久順ー・菅原宏治

半導体極微細線や極微箱を用いて，電子を 2次元的・ 3次元的に閉じ込めると量子的波動性

のため新しい物性や機能の出現が期待される．本研究者らは1976年以来この分野でさまざまな

可能性を指摘し，先導的役割を果たしてきたが， lOOAほどの構造をlOA以下の誤差で作る技術

の不足のため十分な実験がなされてこなかった．本研究ではリソグラフィを用いず，これらの

構造を自己形成的に作る新しい MBE手法を検討し周期100A程のプレーナ超格子の作製と電

子状態の解析に成功した．さらに絨子波動の干渉を用いた速度変調トランジスタなど新しい電

子および光デパイスのエレクトロニスク応用の可能性を探索している．
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第 4
 

部

4.1 ガラスの材料設計に関する研究（継続）

助教授安井 至•助手（特別研究貝）長谷川洋

（先端素材開発研究センターの項18参照）

4.2 非晶質薄膜の合成とその材料設計に関する研究（継続）

助教授安井 至•助手（特別研究貝）難波徳郎・大学院学生宇都野太

（先端素材開発研究センターの項19参照）

4.3 セラミックス材料の生成判定システムの構築（継続）

助教授安井 至•大学院学生藤原佳子

（先端素材開発研究センターの項20参照）

4.4 X線および中性子線回折とコンピュータシミュレーションによる

ガラスの構造解析（継続）

助教授安井 至•助手（特別研究貝）長谷川洋

助手（特別研究貝） 難波徳郎・大学院学生赤坂洋一

（先端素材開発研究センターの項21参照）

4.5 ガラスの結晶化の研究とそれを応用した新しいセラミックス材料の

開発（継続）

助教授安井 至•大学院学生柳 奉奇

（先端素材開発研究センターの項22参照）

4.6 固体中のアルカリイオンの存在形態に関する研究（継続）

助教授安井 至•技官坂村博康

（先端素材開発研究センターの項23参照）

4.7 化学センサーに関する研究（継続）

助教授高井信治・研究貝松島美一

各種の機能性膜と光ファイバーを組み合わせて，化学センサーの開発を行った．機能性膜と

しては，化学結合型機能膜，含浸膜，機能材料固定膜の試作を行い，重金属イオン，医薬品，

抗体系の検出について検討を行った．得られた情報をパーソナルコンピューターと接続し，各
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種の演算処理を行い，生体およぴ溶液中に含まれた物質についてリアルタイムで計測するシス

テムの開発を行った．

4.8 高速液体クロマトグラフィーの応用に関する研究（継続）

助教授 高井信治・研究貝松島美一

液体クロマトグラフィーの超高速化についての研究を行った．充てん剤，カラムの形状など

について，特に検討を行ったところ，新たに開発した．ニューセラミックス充てん剤が良い性

質を持っていることが明らかとなり，従来から行われてきた高速液体クロマトグラフィーと比

較して，十分の一の時間で，分離分析を行うことが可能となり，従来から要望のあった，プラ

ントにおける計測や，生体内関連物質をリアルタイムで測定できるようになった．

4.9 海水中に溶存する微量資源の採取（継続）

助教授高井信治

海水中に溶存する荻源を採取する目的で，種々の吸滸剤の開発を行った．ウランについては

従来から用いられてきた．アミドキシム樹脂の高次機能化を行い，吸済速度の改善をみたが，

平衡吸滸賊，選択性等については，大きな変化はなかった．また重金屈，希土類元素等につい

て，検討を行う目的で，これらの元素のイオンクロマトグラフィーのソフトの開発を行い，短

時間で結果の得られることが明らかとなった．

4.10 人工臓器に関する研究（継続）

助教授 高井信治・研究貝松島美一

人工肺については，従来より長期使用可能なものが試作され，小児用のものも含めて，実用

化の見通しが立てられた．人工肝臓は，各種チャコールの試作を行い， HPLCを用いて，生体

内から吸済除去される物質の種類を明らかにした．このほか， ビリルビン吸済剤は実用に使用

可能な機能性高分子の合成が完了した．また CAPD(腹膜透析）の透過機構についても研究を

行い，血液透析との差を明らかにした．

4.11 輸送機能をもつ物質系の合成と機能解析（継続）

教授妹尾 学・講師岩元和敏

大学院学生大月 穣•伊能正浩•江 怜萩

高度の選択透過性をもつ系の構築を目的とし， ミセル形成能をもつ界面活性剤による高級脂

肪酸の輸送について解析し，界面活性剤の会合に基づく非線形な輸送過程を明らかとした．ま

た，弱い分子間相互作用による分子認識能をもつ化合物を合成し，錯体形成能について検討し

た．さらに光によりプロトンポンプ機能を発現する物質の合成を行った．

（一部科学研究費重点領域研究）
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4.12 水ー油界面におけるイオン移動の解析（継続）

教授妹尾 学・講師岩元和敏・大学院学生陳 奇珠

水ー油界面は，物質の膜透過における膜界面のモデル系であり，そのメカニズムを解明する

ことは重要である．本年度は水ー油界面における電子移動速度をインピーダンス法により測定

し，電子移動に対する基質の濃度，界面電位の寄与を調べ，界面における電子移動機構を明ら

かにした．

4.13 シアル酸残基をもつリン脂質の研究

教授妹尾学・技官李 清

特異な生理活性をもつシアル酸残基をもつホスファチジルコリンの合成法を詳細に検討し，

合成方法を確立した．シアル酸は細胞標的機能をもち，シアル酸残基をもつリン脂質をリポソー

ムに組み込むことによって， ミサイル機能をもつ薬物運搬システムの構成が考えられ，このた

めの基礎的検討を進めている．

4. 14 高速液体クロマトグラフィーによる生理活性物質の分離

教授妹尾 学・講師岩元和敏・大学院学生林 美玲

核酸の分離をシクロデキストリン水溶液を展開溶媒とした順相系 HPLCで検討し，核酸およ

ぴ核酸残基とシクロデキストリンとの錯体形成について調べた．錯体形成能は，核酸残基の形

状に依存し，シクロデキストリンのポケットの形状との相関について検討した．

4.15 ハロメタン生成機構に関する研究

教授妹尾 学・講師岩元和敏・大学院学生下野彰夫

水環境汚染物質の一つであるハロメタンの生成機構を明らかにするために， ヒドロキシ安息

香酸など先駆物質のゲータイトヘの吸滸，およぴ吸焙状態での光照射による反応を行い，種々

のスペクトル分光法による生成物の分離定最を行った．

4.16 有機一無機複合材料の合成とその構造解析（継続）

教授妹尾 学・講師岩元和敏

ゾル・ゲル法により，有機一無機複合材料を合成した．この材料では，有機部分が集合して

会合状態を形成しており，そこに色素などの機能性分子を溶かし込むことが出来る．物質選択

性をもつ分子を溶かし込むことにより，選択性膜としての応用を検討した．

4.17 非線形化学反応システムの熱力学的研究（継続）

教授妹尾 学・講師岩元和敏

非線形化学反応系におけるカオスについて調べた．モデル反応系を組み立て，計算機シミュ

レーションすることにより，新しいタイプの分岐構造を見いだした．さらに実験系として，プ
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ラスのフィードバックをもつ系を見い出し，速度論的解析を手がけた．この系は自律的な構造

形成を行う系として興味深い．

4. 18 高分子エイズ薬の合成

教授瓜生敏之・助手（特別研究貝）吉田 孝・大学院学生宋 立新

研究生生島直也•瀬川勝智•沼田 昭・牛尾 剛

当研究室で合成した種々の多糖および天然の多糖を硫酸化することによって，抗エイズ（後

天性免疫不全症候群）ウイルス作用を有する硫酸化多糖を作った．レンチナン硫酸およびカー

ドラン硫酸は非常に強い活性を示し， T細胞へのエイズウイルスの感染を invitroテストにお

いて3.3µg/ml という低濃度で完全に阻害した．高活性のカードラン硫酸につき，—NMR など

を用いて構造解析した． （一部科学研究費試験研究）

4. 19 サーモトロピックポリエステルアミドおよびポリアミドに関する研究

教授瓜生敏之・大学院学生宋 鎮哲

主鎖型液晶ポリマーの新しい分野を拓くため，サーモトロピック液品性を示す芳香族ポリア

ミドの合成を試みてきたが，いくつかの構造のポリアミドがその性質を示すことを見つけた．

これまで研究してきた芳香族ポリエステルの主鎖結合にアミド結合を加えて作ったポリエステ

ルアミドのいくつかは， 500℃以上という非常に高温まで液品領域を示した．その熱的およぴ機

械的性質についても調べた．

4.20 土木建築用新機能性高分子材料（継続）

教授瓜生敏之・受託研究貝太田 晃

土木建築用材料の素材であるコンクリートは，近年種々の状況から品質，信頼性，耐久性等

に欠陥が生じ，社会的にも大きな問題となっている．この原因の一つとしては，良質な骨材の

不足からコンクリートの高単位水賊化が起きている点で，これを改善するため最近では高減水

性を有するコンクリート用化学混和剤が多用され始めている．本研究は，このようなコンクリー

ト用化学混和剤に更に付加価値を持たせた新機能性高分子材料の研究に分會手している．

（受託研究費）

4.21 電子線感応性および光感応性高分子材料の合成

教授瓜生敏之・受託研究貝進藤忠文

大学院学生小国昌宏・研究生永田 敏

低エネルギー型電子線照射装置を用いて，機能性を有する高分子薄膜材料の合成を研究して

いる．モノマーはサーモトロピック液晶アクリレートを合成し，分子配列をさせた状態で遁子

線重合させ，新しい機能を示す高分子材料へ導こうとしている．また， レチナールをもつ低分

子およぴ高分子化合物を作り，これに光照射することによって応答する高分子材料を合成しよ

うとしている． （一部受託研究費）
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4.22 生理活性オリゴ糖鎖を有する高分子の合成（継続）

教授瓜生敏之・大学院学生石尾耕三・研究生吉田保徳

血液型抗原決定基であるオリゴ糖鎖をもつ高分子の合成を行っている．化学合成した H型オ

リゴ糖鎖に重合可能な基を結合させた．これを重合させることにより，血液型適合性を示す生

体適合性高分子が得られないかと研究している．また，デオキシリポースからの1,4—無水糖の

開環重合により，新規多糖の合成を試みている．高分子の構造を NMR,旋光計などから調べ，

重合機構を解明している．

4.23 1-3双極化合物の反応に関する研究（継続）

教授白石振作・大学院学生井上幸彦

pーキノン類とニトリルオキシド，ニトロン類等の1,3—双極化合物の反応に関し，化学構造，

反応条件などによる生成物の変化を検討すると共に，生成複素環化合物の環転換などの化学的

性質を明らかにし，生理活性物質の合成等の利用をはかっている．

4.24 分子機能材料としての複素環化合物の合成と物性（継続）

教 授 白 石 振 作 ・ 技 官 高 山 俊 雄・協力研究貝友田晴彦

大学院学生関 秀之

電子受容体，電子供与体としての性質を有する複素環化合物群，特にポリアザポリアセン類，

ピリドキノキサリン類， ピロール誘導体等の合成を行い，分子機能材料としての特性向上のた

めの構造と物性の関係について検討を加えている．

4.25 高性能高分子材料に関する研究（継続）

教授白石振作・ 大 学 院 学 生 子 建

ポリプロピレンの高機能化，高付加価値化を目的として，オゾンによるポリプロピレンの表

面改質を行い，極めて良好な塗装性，接済性，メッキ性を付与することができた．また，表面

オゾン酸化により生成した酸素含有官能基と表面物性との関係を検討した．溶融接滸剤封止剤

等への応用を目的として，シロキサン結合を有し，末端に熱硬化性官応基を有するポリアミド

の合成研究も行っている．

4.26 複素多環式配位子の合成と物性に関する研究（継続）

教授白石振作・講師荒木孝ニ・大学院学生久保木貴志

6,6'ービス（アシルアミノ）ー2,2'—ビピリジンの Co(II) 錯体の優れた酸素分子活性化能を，配

位子の構造変換や軸性配位子を変えることにより制御する条件を明らかにした．また，配位子

の化学構造を分子設計することにより，アミノ酸• 生理活性オリゴペプチドの放出系，液晶形

成能を有する錯体の開発などをおこなった．
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4.27 糖質の選択的光酸化反応（継続）

教授白石振作・講師荒木孝二

有機溶媒および水中において，遷移金属イオンが特異的に認識する糖質の水酸基配列を， l3C

-NMR法， ESR法などにより解明し，部位選択性の高い糖質の光酸化反応系の構築に役立て

た．

4.28 促進輸送膜の開発

講師荒木孝ニ・教授白石振作

優れた酸素吸脱箔能を有するコパルト錯体を高分子膜に担持させることにより，酸素選択性

の高い促進輸送膜を開発し，その透過機構を解明した．また，配位酸素がスーパーオキシド型

となることを利用した膜の殺菌能についても併せて検討した．

（化学素材研究開発振興財団助成金）

4.29 エレクトロクロミック材料の研究（継続）

教授工藤徹ー・助手（特別研究貝）岸本 昭

助手（特別研究貝）南 直樹 ・技 官高 野早 苗

過酸化ポリタングステン酸 (IPA)のスピンコーティング膜（非晶質， 0.4μm厚）は蒸滸法

によって作製した WOsの非晶質膜と類似のエレクトロクロミック特性を示すため，大面積

ECDあるいは調光ガラス用として期待できる．この EC特性と密接に関係する， Lドの化学拡散

係数を電流パルス法によって求めたところ， IPA膜は蒸済膜に比べ， 5 -10倍大きな値を示し

た．現在成膜条件と構造，拡散係数の関係を検討している．

4.30 プロトン伝導性薄膜の研究

教授工藤徹ー・助手（特別研究貝）岸本 昭

プロトンの出し入れによって済消色するエレクトロクロミックディスプレイの全固体化のた

めには固体プロトン伝導体の開発が急がれている．本研究では，良好なプロトン伝導体である

酸化タンタル水和物を，過酸化ポリタンタル酸溶液を出発原料として成膜し，その構造と雷気

特性について知見を得た．成膜時に得られた非晶質固体は，これを熱処理して得られる結晶相

に準じた短距離構造を持つことが動径分布関数により明らかになった．

4.31 過酸化ポリ酸系無機レジスト材料の開発（継続）

教授工藤徹ー・研究生斉藤史代

過酸化ポリタングステン酸の回転塗布薄膜は雷子線等の放射線の照射により脱水・ 脱ペロキ

ソ重合を起こし，水系溶媒に対し不溶化する（ネガ型レジスト）.Wの一部を Nb等で置換する

と感度が実用レベルにまで向上するので，二府リソグラフィー用無機レジストとして有望であ

る．露光に伴う脱構造の変化など感光メカニズムに関する基礎的な研究を行うとともに，サブ

197 



ミクロンレベルの規則的な細孔をもつ分離膜の作成等，応用についても検討している．

4.32 金属の過酸化ポリ酸を出発原料とする新複合酸化物の合成と

物性評価（継続）

教投工藤徹ー・助手（特別研究貝）岸本 昭・大学院学生大井潤子

（文部省科学研究費補助金による研究の項C.b.③参照）

4.33 金属酸化物半導体の電子構造とその導電機構（継続）

講師會川義寛

ルチル型構造，ウルツ型構造，ペロプスカイト型構造およぴその類似構造を有する金属酸化

物半導体の電子伝導特性を測定し，電子エネルギーバンド構造および表面準位， トラップ準位

の計算と合わせて，その導電機構を検討している．

4.34 経絡および経穴の電気生理学的研究（継続）

講師會川義寛

「気(qi)」の流通する経路であり，その過程で臓腑を属絡するとされている経絡は，その刺激

感の伝導速度が約lOcm/secであり，体性神経の約lOOm/sec, 自律神経の約 1m/secに較べて

もかなり遅く，その伝導機構，経路（体表への投影でなく，深さを含めた 3次元的経路）は不

明瞭である．さらにこの経絡中を流れる「気」が体表と交通するところが経穴とされている．

本研究では，この経絡は筋膜に覆われた筋と筋との間の，組織間液の流れている隙間であろう

との推測のもとに，その電気的測定によりこれを検討しようとしている．

4.35 強束縛法を用いる半導体のエネルギーバンド構造と界面構造の

研究（継続）

講師會川義寛

半導体素子の電子物性においては半導体バルクおよぴ界面の電子構造が決定的な役割を果た

しているが，本研究はこれを物理的，化学的意味を明確に反映する強束縛法を用いて解析的に

計算し，素子の特性を予測してその設計の指針を立てようとするものである．

4.36 角度分解 X線光電子スペクトル法による固体表層解析に関する

研究（継続）

教授二瓶好正・助手（特別研究貝）尾張真則・助手河合 潤

X線光電子スペクトル法 (XPS)を用いて，多岐にわたる固体材料の表面定餓分析，表面化

学状態分析を行っている．さらに光電子検出角度分解能を高めた角度分解X線光電子スペクト

ル法(ARXPS)により，通常の XPSの情報に加え，深さ方向分布情報， X線光電子回折(XPED)

現象に基づく構造情報の取得を可能とし，結晶表層における組成・化学状態•構造等の総合的

解析法としての応用を進めている．
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4.37 X線光電子回折法による酸化物結晶表面の構造解析（継続）

教授二瓶好正・助手（特別研究貝）尾張真則

助手河合 潤・受託研究貝秋田千芳

X線光電子回折 (XPED)法は，複雑な絶緑体の表層構造を明らかにするのに適した手法で

ある．本研究はこの手法を Ti02などの酸化物， SrTi03などの複合酸化物，およぴCa凡上に形

成された CaO酸化物層の表層構造解析に応用している．特に CaF2/CaO系について，酸化物生

成条件とエピタキシャルな結晶成長との関係の検討を進めている．

4.38 X線光電子分光・回折法を用いたイオン衝撃効果の解析（継続）

教授二瓶好正・助手（特別研究貝）尾張真則

X線光電子分光法は固体表層の定絨分析に適しており，また， X線光電子回折法は表府の原

子構造解析に有効である．本研究では，イオン衝撃によるエッチングならびに表層のアモルファ

ス化などの温度依存性について， X線光電子分光・回折法を利用して定最的評価を行い，表面

分析ならびに雷子デパイス製造などに多用されているイオン衝撃プロセスが材料に与える影郭

について詳細な検討を行っている．

4.39 エネルギー・角度分布同時検出型電子分光器の試作研究（継続）

教授二瓶好正・助手（特別研究貝）尾張真則・大学院学生寺本茂樹

X線励起光電子は，そのエネルギー分布に元素組成・化学状態に関する梢報を，また，その

角度分布に試料固体表層の構造に関する惜報を含んでいる．従来の光雷子分光器を用いた測定

ではその両分布を短時間に精度よく取得することは困難であった．本研究では，新たに設計し

たトロイダル静電型電子エネルギーアナライザーと 2次元位岡敏感検出器の組み合わせによ

り，エネルギー・角度両分布を同時にかつ精度よく測定できる光電子分光器を試作している．

4.40 液体金属イオン源を用いたサブミクロン 2次イオン質鼠分析装罹の

試作（継続）

教授二瓶好正・助手（特別研究貝）尾張真則・大学院学生佐藤仁美

本研究では，固体の高感度元素分析法である二次イオン質餓分析法 (SIMS)の一次イオン

ビームに収束イオンピームを用い，位閻敏感検出器による多元素同時検出システムを組み込む

ことにより，サプミクロンの空間分解能を有する高感度表面局所分析法としての新たな展開を

目指している．試作したサブミクロン SIMSを用いて，サブミクロン領域の形状観察，単一微

粒子の定最分析，微小構造試料の断面分析などの研究を行っている．

（一部科学研究費重点領域研究• 一部科学研究費奨励研究）
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4.41 局所分析法を用いた大気浮遊粒状物質の起源解析（継続）

教授二瓶好正・助手（特別研究貝）尾張真則・大学院学生劉 国林

大気浮遊粒子状物質は多数の起源を有する混合物であり，その人体影響・環境影特の評価な

らぴに発生源の同定においては個別粒子の組成に関する知見が重要である．本研究では沿道で

捕集された大気浮遊粒子状物質について X線マイクロアナライザーを用いて粒別分析を行い，

クラスター分析などの統計的手法を活用して交通起源物質の同定ならぴにその全体への寄与率

の推定などを行った． （一部科学研究費重点領域研究）

4.42 蛍光 X線スペクトルおよびX線光電子スペクトルにおける

サテライトの化学結合効果に関する研究（継続）

教 授 二 瓶好正・助手河合 潤

第 3周期元素化合物の蛍光 X線スペクトルの shake-offサテライトが弱い理由は，価電子軌

道の avoidedcrossingによって電荷移動が生じているためであることが， DV-Xa計算からわ

かった．これを銅酸化物の X線光電子スペクトルの shake-upサテライトに応用すると，主線

と思われていた線が電荷移動サテライトであることがわかり，酸化物高温超伝導体では Tcが

高いほど大きな電荷移動が生じていることもわかった．

4.43 フミン物質のキャラクタリゼーションと可溶化作用（継続）

助手（特別研究貝）篠塚則子

フミン物質の溶存状態を主として蛍光分光分析により検討した．フミン物質自体の蛍光，蛍

光プロープとフミン物質との相互作用， 7 ミン物質による蛍光消光の挙動などにより，フミン

物質の濃度，塩添加による溶存状態の変化を明らかにした．また，蛍光物質の可溶化状態にお

ける蛍光測定より可溶化位置を推定することができた．

4.44 海洋フミン物質の環境化学的研究（継続）

助手（特別研究貝）篠塚則子

一般研究 C「水圏環境汚染物質のフェイトアナリシスにおけるフミン物質の役割」について検

討した．炭化水素，油のような疎水性環境汚染物質と環境中にみられる程度に低濃度のフミン

物質との相互作用を調べ， ppmオーダーのフミン物質の影靭が大きいことを明らかにした．

（科学研究費一般研究 C)

4.45 高機能バイオセンサーの開発（継続）

助教授渡辺 正・助手吉田章一郎・技官高寺喜久雄

大学院学生立間 徹

（計測技術開発センターの項 9参照）
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4.46 クラウンエーテル単分子層を用いるイオンセンサーの開発（継続）

助教授渡辺 正・助手吉田章一郎・技官高寺喜久雄

大学院学生山本武継

（計測技術開発センターの項10参照）

4.47 光合成器官の分子構築に関する化学計測（継続）

助教授渡辺 正•学振特別研究貝小林正美・大学院学生前田広幸

（計測技術開発センターの項11参照）

4.48 光合成機能分子の物理化学的キャラクタリゼーション（継続）

助教授渡辺 正•学振特別研究貝小林正美

大学院学生真崎仁詩• 西山佳孝

（計測技術開発センターの項12参照）

4.49 ラマン分光による吸焙種の状態計測（継続）

助教授渡辺 正・大学院学生上田啓司

（計測技術開発センターの項13参照）

4.50 生体中のヒ素および重金属化合物に関する化学計測（継続）

助教授渡辺 正•技官高寺喜久雄

（計測技術開発センターの項14参照）

4.51 圧カスイング吸済による混合ガス分離の研究（継続）

教授鈴木基之・助手（特別研究貝）迫田章義・技官藤井隆夫

吸滸平衡，または吸済速度の差異を利用したバルクガスニ成分の分離方法として圧カスイン

グ法が用いられるが，この方法に対する理論的検討と実験との比較は少ない． ここでは数値計

算のプログラムの作成およぴ簡易モデルにより圧カスイング法の特性を明らかにすると同時

に，実験的に CO2分離および脱湿操作などを例にとり，本モデルの適用性について検討を加え

ている．今年度は簡易モデルによる PSA塔内の温度分布の影特を検討した．

4.52 有機性排水の小規模処理に関する研究（継続）

教授鈴木基之・助手（特別研究貝）川島博之

研究貝岡田光正・研究貝茅原一之・大学院学生川西琢也

有機汚濁物質を含有する排水の小規模施設による処理に関して以下の研究を行っている．

(1)酸化池法による有機物処理特性の定量的検討およぴモデル化の研究. (2)土壌浄化法の浄

化機構に関する基礎的検討（土壌中の酸素の拡散，土壌の目詰まり）. (2)では，数理モデルに
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よる計算シミュレーションと茨城県八郷町における実験設備による長期間の処理実験を平行し

て行い，両者の結果を比較検討した．

4.53 水域環境の水質管理モデル

教授鈴木基之・助手（特別研究貝）川島博之・研究貝岡田光正

研究貝茅原一之・外国人協力研究貝徐 裕徳

汚濁都市河川・湖沼を対象とした水城中の水質変化を定鼠的に評価するシミュレーションモ

デルを作成し，閉鎖性水域への負荷を推定する一つの手法を提案した．これはまず，汚濁発生

源における負荷最をエキスパートシステムを適用して推定し，次に流下過程において，水界中

で生成する付済性の藻類および他栄養性細菌の成長と剥離を考慮して，窒素・リン・有機物の

変化を検討し，そして最終的に受水域となる湖沼・ダム湖の水質の推算を行う総合的なシミュ

レーションシステムの開発である．現実の系として，韓国洛東江流域，安東ダムを対象とし実

測データとの比較を行っている．

4.54 排水中リン・アンモニアの吸着除去に関する研究（継続）

教授鈴木基之•技官藤井隆夫

排水に含まれるリンは受水域の富栄養化に結ぴ付くことから，その簡単な除去法の開発が望

まれている．一方，我が国では大部分のリン資源は輸入に頼っており，世界的にもリン鉱石の

枯渇が問題となっている．吸着法によれば稀薄濃度のリンが濃縮回収出来るため，これらの問

題の解決に有効となる． またアンモニアについても同様である．適当な金属酸化物，たとえば

水和酸化ジルコニウムによれば， リンの可逆的な吸済が可能であり，またゼオライトによれば

アンモニアの吸焙除去が可能である．現在は酸化物とゼオライトの複合吸培剤の製造と両イオ

ンの同時吸済特性の関連について検討を進めている．また，水和酸化ジルコニウムの繊維担持

吸箔剤を開発した．

4.55 生物的リン除去に関する基礎的研究（継続）

教 授 鈴 木 基 之・大学院学生手 照熙

経済性の観点から生物的な嫌気／好気の繰り返しによるリン除去法が滸目されているが，通常

法では余剰汚泥としてのリンの排出に依存するため，汚泥の処理その他の付随的問題を有して

いる．そこで，微生物による好気状態・嫌気状態での摂取・放出を固定化した生物膜によって

周期的に行わせることにより，濃縮リンを回収・資源化するプロセスの開発を目的として，微

生物反応の速度式を諸条件について求めた．

4.56 繊維状吸着剤層内の混合拡散に関する研究

教授鈴木基之•技官藤井隆夫

繊維状の活性炭 (ACF)や繊維状樹脂吸焙剤は，吸焙速度において優れ，特に液相吸済にお

いては一般に吸焙速度が装置設計において重要な因子となることから，その水処理への適用は
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興味ある問題である．ここでは繊維状吸箔剤充埴層を用いるときの物質移動支配因子となる層

内の混合拡散について検討を加えている．

4.57 超臨界ガスによる吸脱着に関する研究（継続）

教授鈴木基之•技官鶴 達郎

超臨界ガス中の吸済現象は，吸滸剤の再生や吸済した不安定物質の脱済回収などの意味で柩

めて重要であるにもかかわらず，その基礎的な情報は少ない．超臨界炭素ガス中の各腫有機物

について，活性炭• 樹脂吸済剤上の吸箔特性・脱滸特性から，超臨界条件が吸済にとってどの

ような意味を持つかの検討を行っている．

4.58 パクテリアの膜t戸過性に関する研究

教授鈴木基之・助手（特別研究貝）川島博之• 技官藤井隆夫

メンプレンパイオリアクターの基本となるバクテリアの膜i戸過に関し， i戸過性を支配する因

子として微生物の代謝する高分子の糖・タンパクに着目し，特に微生物の培養条件とi戸過速度

の関係についての検討を行っている．高濃度培養の時に問題となる溶存酸索濃度による微生物

生態系の変化に滸目し，生物処理と膜分離の組み合わせを排水処理に適用する場合の問題点に

ついて検討した．

4.59 動物細胞の増殖の速度論（継続）

教授鈴木基之・大学院学生酒井康行

動物正常細胞の固体表面における付滸増殖の速度を律している現象の解明と増殖の制御を目

的として，まず，浮遊細胞の固体表面への付滸現象をフィグロネクチン等の共存タンパクとの

関連で検討した．さらに表面上における伸展・増殖の速度について定餓的な検討を行っている．

4.60 タンパクの吸培に関する研究

教授鈴木基之・外国人博士研究貝 KuticsKa「oly

客貝研究貝河 紀成・大学院学生 日名子英範

固体表面へのタンパクの吸焙は，微生物の固体表面への付滸や動物細胞の付焙等に大きく影

特し， また微鼠タンパク等の分離・精製・回収等における吸済・イオン交換操作の基礎として

非常に重要である．ここでは BSA(牛血消アルプミン）をモデル物質として，種々に修飾した

炭素表面やセルロース表面への吸滸挙動を検討した．

4.61 (超）微細孔を有するセラミック膜の静電成膜（継続）

助教授山本英夫・技官野村剛志

CVD法で生成する超微粒子を生成直後に荷電し，直流電界泳動させ，多孔質基板に静電沈着

させて薄膜（超微細孔を有する）を作製する技術（静電成膜法； EFCM)およびその応用技術

について研究を進めている．本年は熱 CVDで生成した窒化珪素，窒化アルミニウム，チタニア
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のほか，ガス中蒸発法で得られる有機物超微粒子（たとえば，テフロン）を素材粒子として用

い，いずれもすぐれた微細孔を有する膜の作製に成功した．

4.62 粒子の接触帯電現象の解明とその応用（継続）

助教授山本英夫・大学院学生松山 達

1個の粒子が 1回金属に接触した際に移動する電荷最を精密に測定することにより，粒子の

接触帯電機構の本質的解明を試みている．移動電荷蟄は粒子の接触速度・角度，接触面梢，接

触時間等に大きく依存する．特に，接触面の表面粗さが極めて微妙に影響することが明らかに

なってきた．実験結果をもとに，帯電機構の新しいモデルを提案した．

4.63 微粒子の表面改質による気相分散性の改善（継続）

助教授山本英夫・内地研修貝（和歌山高専・助手）塩路修平

数ミクロン以下の微粒子は表面付着力が増大するので凝集体をつくりやすい．これが乾式で

微粒子粉体の取り扱いが困難になる原因の一つである．この研究では，粒子表面にアルコール

などの分子を吸済させて，表面付箔力を制御し，気相中への微微子の分散を容易にするための

研究を行っている．分散助剤の Vapor雰囲気に粒子を短時間さらすだけで，付済力は極めて低

滅し，分散性が著しく向上することが判明した．

4.64 サブミクロン粒子の粒度測定

助教授山本英夫

サブミクロン粒子の粒度測定技術およぴその評価法はまだ確立されていない．この領域の測

定法には光散乱・回折法をはじめとして種々あるが，それらの方法から得られる粒度の物理的

意味およぴ各粒度間の相関はいまだ明確にはなっていない．この研究は，全国（一部海外）の

大学・研究所，メーカ，ユーザーと共同研究グループを作り，共通試料を用いて一斉測定を行

い，各種測定原理・装置の総合評価を行うものである．

4.65 キャピラリー・ハイドロダイナミック・クロマトグラフィによる

微粒子の粒径測定技術の開発

助教授山本英夫・技官野村剛志

CHDC (キャピラリー・ハイドロダイナミック・クロマトグラフィ）法は，粒子を密度に関

係なく大きさ別に選別することが可能である．対象粒子径はO.Olμm-数μmであり，これから

の微粒子粒径評価に有望であると期待されている．現在，キャピラリーの径，流体の粘度流速

などについて検討を加えている．またキャピラリー内への挿入物の効果について実験的に検討

している．
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4.66 沿面コロナ CVDによる超微粒子の生成と応用

助教授山本英夫・内地研修貝（和歌山高専・助手）塩路修平

不平等電界を形成する電極系に高電圧を印加して得られるコロナ放電を利用した化学反応に

はオゾン，アンモニアの生成など気相均一系での反応が知られているが，粒子生成を伴う CVD

反応への利用はまだない．この研究は，高周波高電圧印加電極系で得られる沿面コロナを用い

て，常温常圧下で超微粒子の合成を試みている.SiO,, Ti02などの粒径がそろったサプミクロ

ン以下の超微粒子が生成可能であることがわかった．

4.67 Si几熱 CVD反応における微粒子生成の制御

助教授山本英夫・大学院学生武内英樹

Si几熱CVDでは基板上への析出だけでなく気相中で微粒子が副生する場合がある．この現

象は，多結晶シリコンを盤産する流動層 CVDにおいて大変やっかいな問題である．本研究では

粒子生成と成膜が同時に起こる反応条件下で，気相・固相の両面から反応速度を測定し，粒子

副生制御の要因を検討している．

4.68 C/C複合材料用のプリフォームドヤーンを用いた大形の板状および

異形の CIC複合材料の製造技術に関する研究（継続）

教授大蔵明光・助手（特別研究貝）張 東植・受託研究貝中川隆夫

（先端素材開発研究センターの項 9参照）

4.69 耐酸化炭素材料の製造とその耐酸化性について

教授大蔵明光・助手（特別研究貝）張 東植

（先端素材開発研究センターの項10参照）

4.70 耐酸化 C/C複合材料の製造とその耐酸化性質について（継続）

教授大蔵明光・助手（特別研究貝）張 東植

（先端素材開発研究センターの項11参照）

4.71 ボロン系複合材料の界面に関する研究（継続）

教授大蔵明光・技官本田紘一

（先端素材開発研究センターの項12参照）

4. 72 炭素繊維強化金属基複合材料の界面に関する研究（継続）

教授大蔵明光・大学院学生手 飼哲

（先端素材開発研究センターの項13参照）
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4.73 SiC繊維強化 Ti基複合材料に関する研究（継続）

教授大蔵明光・助教授香川 豊・大学院学生藤田

（先端素材開発研究センターの項14参照）

4.74 固体炭素の表面化学に関する研究（継続）

崇

教授大蔵明光・受託研究貝萩原茂示

（先端素材開発研究センターの項15参照）

4.75 炭素質メソフェーズに関する研究（継続）

教授大蔵明光・受託研究貝萩原茂示

（先端素材開発研究センターの項16参照）

4.76 炭素繊維強化炭素複合材料の破壊過程と破壊抵抗の

定量化に関する研究

教授 大蔵明光・助教授香川 豊・博士研究貝 K.H.Ahlborn 

（先端素材開発研究センターの項17参照）

4. 77 繊維強化金属の強度と破壊過程に関する研究

助教授香川 豊

金属マトリックス中でセラミックス系繊維の持つ優れた特性を最大限に発揮させるための条

件とその実現手法について研究を行っている．本年度は一方向連続 SiC繊維強化アルミニウム

を用い，複合化後のマトリックス中から抽出した繊維強度と強度分布が同一であっても複合材

料の引張り強度は異なることを確認した．また，このような差異は材料の破壊過程に依存する

ことがモデルを用いた理論解析の結果，明らかになった．

4. 78 セラミックス，セラミックス基複合材料の破壊過程の

in situ観察と定量化

助教授香川 豊・博士研究貝 K.H.Ahlborn・教授大蔵明光

セラミックス，セラミックス基複合材料の破壊過程を光学顕微鏡下で insituに観察し，材料

固有の破壊に対する抵抗を定最的な求める手法を研究している．本年度は顕微鏡下でセラミッ

クス中に安定なクラック成長を行わせることが可能な装置の試作とその装置を用いて透光性

Zr02の破壊過程を観察した．その結果，クラックの安定成長から不安定成長までの過程とその

間の破壊抵抗は R曲線により記述できることが確認された．

206 



4. 79 溶融金属の指向性酸化法による金属／セラミックス系複合材料の

製造に関する研究

助教授香川 豊・教授大蔵明光

溶融金属を酸化雰囲気中で指向性酸化させ，未酸化の金属相を酸化物系セラミックス中に in

situで複合化するプロセスに関する研究を行っている．本年度は Al-xMg-ySi合金(x,y= 5, 

10wt%)を乾燥空気中で1300-1500Kでl-30h酸化させ， Si/Al,03複合材料を作製し，得ら

れた複合材料のマクロ， ミクロ組織観察を行うことにより生成機構モデルについて考察を行っ

た．

4.80 チタンの新製造法

助教授前田正史・助手池田 貴・大学院学生ハ幡稔文

（選定研究の項 7参照）

4.81 CaO-CaF2-Al203 7ラックスのカーボネイトキャパシティー（継続）

助教授前田正史・助手池田 貴

フラックスの炭酸ガス溶解度が，酸素イオンの活賊に対応し脱燐，脱硫の能力を示す塩基度

の指標とすることが考えられる．本研究において CaO-Ca凡系フラックスに Al,Osを添加した

場合の炭酸ガス溶解度およぴ溶解速度に及ぼす影聾について検討した. CaOまたは， CaF,を

Al20只置換した場合，炭酸ガス溶解度は減少し，拡散係数は1X 10→ -4Xl0→ (cm2/sec)へ増

加した．

4.82 CaO-CaCl2フラックスのサルファイドキャパシティー

助教授前田正史・受託研究貝坂井敏彦

鉄鋼精錬用高塩基性フラックスである CaO-CaCl2系フラックスの精錬能力を訊；価する目的

から，脱硫の指標となるサルファイドキャパシティーを求めた．本研究により，サルファイド

キャパシティーのフラックス組成およぴ温度依存性に関する知見を得た．

4.83 電子ビーム溶解法を用いたシリコンの高純化（継続）

助教授前田正史・助手池田 貴・大学院学生丸山秀規

本研究は，太陽訛池用シリコンに有害な元素である P,C, Bを真空処理によって除去するこ

とを目的としている．電子ビーム溶解法を用いて真空処理した結果， CはlOppm以下， Pは 1

ppm以下まで除去することが可能となり，電子ビーム溶解法は，シリコンの高純化に有効であ

ることがわかった．今後，除去が困難である元素 Bについても検討する．
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4.84 赤外分光法を用いた高温ガスの温度測定（継続）

助教授前田正史

赤外ファイバと FTIRを組み合わせたセンサを用いて，新しい高温ガス温度の測定法を開発

した.coの振動回転スペクトルを温度の関数として測定し，温度1,000-1,550℃, co分圧

0.3-1.0atrnの範囲で， co分圧に依存しない温度とスペクトル面積比の関係を得た．また，

co区ペクトルを用いた温度の推定法も検討中である． （一部科学研究費一般研究 C)

4.85 炭素と SiOガスの反応による SiCの生成速度（継続）

助教授前田正史

現在，低コスト化を目指した太陽電池用シリコンの製造方法の開発が進められている．その

方法として有望なのは，高純度Si02を高純度炭素で匝接還元する炭素還元法である．この還元

過程においては，炭素と SiOの接触による SiCの生成反応が重要である．しかし，この反応の

解析には困難な点が多い．本研究では，高純度シリコンを製造する際の速度論的知見を得るた

めSiCの生成反応について調べた．

4.86 水モデルを用いたスラグーメタル間の物質移動に関する研究（継続）

助教授前田正史

鉄鋼精錬プロセスにおいて浴の攪拌は，精錬反応向上のために利用されている重要な操作の

一つである．本研究は，安息香酸をトレーサーとした水ベンゼン系コールドモデルをもちい，

浴に直接振動を与えた際の攪拌の効果とガス吹込みによる攪拌の効果を比較した．

4.87 MoB-Ni系サーメットの焼結過程における発生ガスの赤外分光分析

助教授前田正史

MoB-Niサーメットは，耐摩耗性および耐酸化性に優れた材料であるが，ポアが残存しやす

いため強度面での信頼性に欠ける．本研究では，条件を変えて焼結した際の発生ガスを赤外分

光法を用いて“その場”観測し，ガス種の同定，定賊を試みた結果coガスの発生を確認した．

組織中のポア螢との関係を調査し，最適焼結条件の検討を行った結果，減圧下での焼結は，ポ

アの抑制に効果があることが明らかになった．

4.88 銅合金の脱成分腐食感受性の評価（継続）

教授増子 舜・助手井上 健•技官梅津 清

淡水環境における銅合金の脱成分腐食感受性について，我々の提案をもとに作成した脱亜鉛

腐食試験方法（日本伸銅技術協会標準T-303)の実証試験，ならびに他の試験法との比較検討

を行った．
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4.89 高度選択性電極材料の開発（継続）

教授増子 屏•助手（特別研究貝）虫明克彦

表面処理技術に要求されている不溶性アノード材料の開発に関しては現在一定の水準が達成

されており，研究の対象は，副反応の抑制による高度選択性の追及に移るべき時期にきている

硫酸系やフェノールスルフォン酸系の電解浴中の酸素発生電極に対する Fe(II)→ Fe (III)副反

応の解析を行った．雷極触媒の担体として，酸化物系のセラミックス基体，蒋電性ガラス厚膜

を被覆したチタン基体の検討を行った．

4.90 溶融金属を媒体とする表面処理（継続）

教授増子 舜•助手井上 健・大学院学生酒井 司

溶融金J属を溶媒として，材料表面に金属間化合物の拡散皮膜を形成し，表面に機能性を与え

ることを目的とする表面処理法について研究を始めた．とりあえず応用のねらいを， Ni-H2系ニ

次電池用材料とし， Ni-Al系の表面肘形成の後，アルカリ処理により，表面にラネー触媒府を

つくり，アルカリ溶液中での水素電極反応の特性を調べた．金属間化合物の脱成分挙動を堪気

化学反応論を用いて研究した．

4.91 アルミニウム陽極酸化皮膜の応用（継続）

教授増子 舜

高純度アルミニウムの表面に形成されるI楊極酸化皮膜は， 1 cm2あたり 10'-1011個の規則正

しい配列をした微細な孔（孔径10-•-10-1m)を持つ多孔性の薄膜であり，さまざまな機能的用

途への可能性をもっている．われわれは，制御された微細構造を持つ膜を鋳型とするナノ材料

加工への応用を考えている．てはじめに剥離した薄膜の非品質構造から結品構造への変化に及

ぽす皮膜生成電解浴の影愕を調べた．

4.92 準結晶における電子状態の研究（継続）

助教授七尾 進•助手（特別研究貝）桜往F 吉睛

技官渡辺康裕•大学院学生田中良和

当研究室で作製した Al-Cu-Li準結晶の単結晶試料について陽電子消滅二次元角相関を行

ぃ，電子運動薗分布を求めた．シンクロトロン光高分解能コンプトン・プロファイル測定の場

合と同様，ほぼ自由龍子モデルにおけるフェルミ半径 (0.835a.u.)位置に明確なフェルミ・カッ

トオフが存在しており，異方性がほとんど観測されないことが明らかになった．ただし，プロ

ファイルに微少な構造がみられるので，準プリルアン・ゾーンとの関連を調べている．

（一部科学研究費重点領域研究）
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4.93 Al-Mn合金系準結晶の研究

助教授七尾 進•技官渡辺康裕

助手（特別研究貝）桜井吉睛•大学院学生田中良和

Al-Mn系の準結晶合金の構造に関し本グループが提案した 6次元空間からの射影に基づく

構造モデル (QCICモデル）の有効性を調べるため， X線回折プロファイルから得た構造因子と

モデルから計算値を， RIETVELD法を応用して定最的に比較した.Al1sMn,0Si, 準結晶におい

ては偏差パラメータが0.012となり通常の結品の場合の例である0.02程度よりもむしろ一致が

よく，このモデルの優秀さを確認することができた． （一部科学研究費重点領域研究）

4.94 Ge/Siヘテロ構造の研究

助教授七尾 進•助手（特別研究貝）桜井吉晴

技官渡辺康裕•大学院学生津田 統

分子線エピタキシー (MBE)法により Si/Ge/Si超格子結晶を作成し， X線表面回折法によ

るヘテロ界面構造評価の可能性を調べた．最初の試行として， Geを500nmのSi層上に 4原子

積層し，その上に 4nmのSiキャップ層を箇いた試料の測定結果と構造モデルからのシミュ

レーションの結果を比較検討した．その結果， Ge層が界面において 2層の高さのステップを有

していることを明らかにすることができ，この手法の有効性を確認することができた．

（一部科学研究費一般研究 C)

4.95 光磁気ディスク材料の研究

助教授七尾 進•助手（特別研究貝）桜井吉晴

技官渡辺 康裕・研究生大西 厚

光磁気ディスク材料として使用されている Tb-Fe-Coアモルファス薄膜を RFスパッタ法

により作成して，その結晶化過程，原子構造と磁性の相関を調ぺた.DSCによる熱分析の結果，

250-350℃, 400℃および600℃付近の 3段階の構造変化がみられた.250-350℃の変化はアモ

ルファス相の構造緩和に対応しており，垂直磁気異方性の減少と二体分布関数の異方性変化が

観測された. 600℃付近の変化は結晶化であり，活性化工ンタルピーは2.9eVと解析された．

4.96 磁気コンプトン散乱の研究

助教授七尾 進•助手（特別研究貝）桜井吉晴

高エネルギー研究所およぴ理化学研究所と協力して，高エ研の ARリング・NE1ポートにシ

ンクロトロン円偏光 X線利用の磁気コンプトン散乱測定装置の設置作業を行った．その後，最

初の測定として，純鉄単結晶のスピン依存電子運動量分布を半導体検出器を用いて測定した．

得られたスピン依存運動最分布は，一部問題は残るものの，最新のパンド計算の結果とよい一

致を示し，磁性バンド計算理論の発展が正しい方向を向いていることを明らかにした．
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4.97 射出成形用金属微粉の焼結完全緻密化（継続）

教授林 宏爾•大学院学生林 台煩

近年注目されている金属粉射出成形に用いられる粉末は粒度が 5-15μmの微粉であるが，

その緻密化特性は基礎的に調べられていなかった． とくに注目すべきことは，焼結体の相対密

度が95%程度で飽和し100%とならないことである．この原因と対策を種々検討しているが，本

年度は鉄粉について調べ，酸化物と不純物 Cとの還元反応における co平衡ガス圧が完全緻密

化に重要な役割を果たすことを明らかにした．

4.98 超微粉の焼結による超微細組織材料の作製に関する研究（継続）

教授林 宏爾•大学院学生藤内秀人

粒度約20nmの超微粉の焼結により，マトリックス粒度が極めて微細な材料を得る条件およ

ぴ性質を系統的に調べている．本年度は， Co+NiとFe+Co+Ni混合超微粉について研究し

た．

4.99 サーメット型低熱膨張材料の作製（継続）

教授林 宏爾•技官板橋正雄・大学院学生池田直史

金属系の低熱膨張材料とセラミックス系の低熱膨張材料とを組み合わせたサーメット型の低

熱膨張材料が作製可能かどうかを基礎的に調べている．本年度はコーディエライト最が

50-90%と多鼠なコーディエライト／アンバー材料について調べ，室温から600℃ までの平均熱

膨張係数が 6-2 X 10-•deg古抗折力が300-lOOMPa のものが得られることがわかった．

4. 100 セラミックス基複合材料の組織と特性

教授林 宏爾•大学院学生趙 源丞

エンジニアリング・セラミックスは高温強度，耐摩性等に優れるが，靱性が劣るためさまざ

まな高靱化方法が検討されている．その一つの方法としてウィスカーの分散が試みられている

が，従来，ウィスカー分散セラミックスの特性に及ぼす因子として，セラミックス焼結助剤，

破壊の起源，マトリックス組織などはほとんど注目されていない．そこで，これら因子に滸目

し， SiCウィスカー/Si3凡複合セラミックスについて機械的性質を調べた．

4.101 アモルファス合金および金属水素化物の作成とその構造解析. (継続）

助手（特別研究貝）徳琉周 和人

メカニカルアロイング法を用いて，アモルファス合金および金属水素化物の作成を行い，メ

カニズムと特性を調べている．特に，金属水素化物については，結晶質のみならず，アモルファ

ス状態の試料の作成にも成功した．
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4. 102 結晶界面の構造と結合状態の研究（継続）

教授石田 洋 一 ・ 助 教 授 森 実・助手（特別研究貝）市野瀬英喜

教授（併）榊 裕之・教授（先端研）山本良＿

研究貝（無機材質研）猪股吉三・大学院学生末永 和知

金属セラミックス，およぴ半導体の結晶粒界やヘテロエピ界面の原子的構造を JEM200CX

高分解能電子顕微鏡や走査型トンネル効果顕微鏡により断面観察し，計算シミュレーション像

と比較することにより解析し，結合状態を電子論計算のそれと比較して調べた．動的観察とし

て加熱ステージによりシリコンの結晶粒界の高温挙動の原子配列レベル設察も行った．

（一部科学研究費重点領域研究）

4.103 金属・セラミック接合界面の組織学的研究（継続）

教授石田洋ー・助教授森 実・助教授（工学部）須賀唯知

研究貝（束芝）田中俊一郎・主任研究貝（無機材質研）板東 義雄

客貝研究貝（西独マックスプランク金属研） S. Schmauder・ 大学院学生 白柳 裕子

アルミナ／ニオプ固相拡散接合と窒化ケイ素／ニッケル接合を中心に種々の接合系に関して接

合界面の原子的構造を高分解電子顕微鏡や分析堪子顕微鏡で断面観察した．アルミナ／ニオプ接

合系に関しては，その破壊プロセスを分子動力学法で追跡し，破断が 1原子層のニオブをアル

ミナ表面に残した形で進行することを予言した．また，これを破面の ESCA解析により確かめ

た． （一部科学研究費重点領域研究）

4.104 ナノ結晶材料の組織学的研究（継続）

教授石田洋一・助教授森 実・助手（特別研究貝）市野瀬英喜

教授（工学部）佐久間健人・大学院学生木塚徳志

チタニア，銀，マグネシア，ジルコニアなどガス中蒸発法，その他の方法で作成した超微粒

子およぴその複合体の構造を高分解能電子顕微鏡で透過観察し，加熱ステージによりその安定

性を調べた．メタルとセラミックスの超微粒子を複合したとき，安定性がよく超塑性変形を比

較的低い温度で達成できると判断された．微粒子であるため，ひろい方位範囲で格子像が観察

され，内部組織の変化が比較的容易に解析できることが示された．

（一部鉄鋼協会特定基礎研究費）

4.105 トリチウム透過電顕オートラジオグラフィによる界面偏析の研究

（継続）

教 授 石 田 洋 ー ・ 助 教 授 森 実・技官斉藤秀雄

研究貝（電機大）浅岡照夫・講師（工学部）宮沢薫—

教授（アイソトープ総合センター）高橋 洋一

オーステナイトステンレス鋼 SUS316L, ニッケル・チタン形状記憶合金，アルミニウム・リ
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チウム合金，イットリウム系超伝導酸化物等における水素の界面偏析に関して透過電子顕微鏡

オートラジオグラフィとトリチウム放出特性のラジオガスアナリシス法とにより解析した．常

温核融合の可能性を検討する研究グループにも参加し， トリチウムオートラジオグラフィの応

用を検討した． （一部軽金属奨学金）

4.106 超高圧電子顕微鏡弱ビーム共通回折干渉縞法による結晶界面・格子

欠陥の構造解析（継続）

教授石田洋ー・助教授森 実・講師（工学部）宮沢薫—

論博研究貝曹 必松・大学院学生田中孝治

超高圧電子顕微鏡により弱く励起した共通回折条件で結晶界面や積層欠陥の暗視野像に生ず

る微細な干渉縞を解析することにより，界面をへだてた結品同士の位散関係を測定できる弱

ピーム干渉縞法この技法を有効に適用できる平滑かつ損傷層が薄い薄膜材料をイオン研磨で達

成させるための基礎研究として Fによる InPの研磨研究を行った．一方，ステンレス鋼の焼純

非整合双品にみられる異常コントラストの起源を計算像と比較することにより検討した．

4. 107 酸化物超伝導体の微細構造の研究（継続）

助教授森 実・教授石田洋ー・助手（工学部）高橋 裕

大学院学生富田成明• 吉橋英生

YBCO系， BSCCO系の酸化物超伝尊体を種々の条件で作製し，その電気特性を測定した．

これらの試料を透過型電子顕微鏡により微細構造を観察し電気特性との関連を調べた.Jcに関

係すると言われている粒界の特性を調べるため， BSCCO系でC面を界面とするねじり粒界を

含む双結晶を作製した．その電気抵抗特性の測定により，こ値の低い対応方位関係と Jcの値に

は，何らかの関係があることが認められた．
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第 5
 

部

5. I コーン貫入抵抗と砂の変形・強度特性の相関の研究（継続）

助教授龍岡文夫・助手（特別研究貝）澁谷 啓

技官佐藤剛司・大学院学生 SupotTeachavo「asinskun

室内中型キャリプレイションチャンバー内で測定した豊浦砂と浅間山砂の種々の応カレベル

ぷ，・密度でのコーン貫入抵抗 Quと同一条件で平面ひずみ圧縮試験・ねじり単純せん断試験で求

めた変形・強度特性との相関を求め，原位置で測定した前者から後者を推定する方法を研究し

た．相対密度と対応する Qu/~とひずみレベル10-•での弾性的せん断剛性率Gmaxと10-,-10-2

での割線せん断剛性率Gsec, 内部摩擦角との相関を求めた． （科学研究費重点領域研究 1)

5.2 礫の変形・強度特性の研究

助教授龍岡文夫・助手（特別研究貝）澁谷 啓

技官佐藤剛司 ・博士研究貝孔 憲京

二種類の粒径の異なる礫の小型供試体（直径75cm, 高さ 15cm) と大型供試体（直径30cm,

高さ60cm)で単調載荷と繰返し載荷三軸試験を行い， 10咽 -10ー 1の範囲のひずみレベルでの変

形特性を測定した. (1)供試体の側面で軸ひずみを正確に測定できる新しい方法を用い，従来

の供試体キャップの動きから軸ひずみを測定する方法は誤差が大きすぎること， (2)ひずみレ

ベル10-•での弾性的ヤング率Emaxは単調載荷試験と繰返し載荷試験で一致すること， (3)割線

変形係数のひずみレベル依存性は繰返し載荷試験では単調載荷試験よりも小さいことなどが判

明した．

5.3 砂質土斜面上の傾斜荷重を受ける基礎の支持力の鉄筋挿入による

補強法に関する研究（継続）

助教授龍岡文夫・助手（特別研究貝）澁谷 啓

技官佐藤剛司・ 大 学 院 学 生 黄 景川

砂質土の自然斜面および盛土上の基礎の支持力の増加のために斜面内に鉄筋を配箭する方法

の平面ひずみ模型実験を行った．基礎荷重が中心に作用し，一定の荷重傾斜になるように自動

制御装置を新たに開発した．無補強斜面内に発生するせん断層を横切るように，また最小主ひ

ずみ（伸ぴひずみ）の方向に補強材を配置するのが効果的であり，補強斜面の支持力は，補強

領域の圧縮強度と補強領域を根入れ部とする深い基礎の支持力の小さい値となることがわかっ

た．
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5.4 三軸圧縮試験とねじり単純せん断試験による飽和粘性土の

非排水せん断挙動の研究（継続）

助教授龍岡文夫・助手（特別研究貝）澁谷 啓•技官佐藤剛司

大学院学生 Samuel Innocent Kofi Ampadu・.John Ngaya Mukabi 

室内作成飽和カオリンと束京湾海底から採取した不撹乱洪積粘土を用いて，等方圧密と異方

圧密した供試体の非排水三軸圧縮試験と非排水ねじり単純せん断試験を行った．今年度は特に，

10-• の極微小のひずみレベルからピーク強度までの変形特性を連続的に精密に測定した．その

結果， (1)粘性土でも実測したひずみレベル10-sでの弾性的せん断同性率Gmaxとピーク強度

茄axを用いた双曲線関係は実測応カ・ひずみ関係を全くフィッティングしないこと， (2)単純せ

ん断試験では主応力の回転はせん断初期に終了し破壊に近づくと生じないこと， などが判明し

た．

5.5 セメント改良砂質土と自然堆積軟岩の変形・強度特性の研究（継続）

助教授龍岡文夫・助手（特別研究貝）澁谷 啓

技官佐藤剛司・大学院学生金 有性

室内作成およぴ原位置大型打ち込み試験現場から採取した不撹乱セメント改良砂質土と自然

軟岩の三軸圧縮試験を行った．供試体側面で測定した正確な軸ひずみから求めた弾性的ヤング

率Emaxは圧縮強度 Qmax= (0"1―O",) maxの約1500倍であり，通常言われている「初期ヤング率＝

(100-200)・Qmax」は，軸ひずみの測定に誤差を含んでいる結果であること，セメント改良砂質

土と自然砂岩の変形・強度特性は極めて似ていること，などが判明した． （受託研究費）

5.6 平面ひずみ圧縮試験とねじり単純せん断試験による砂の変形・強度

特性の研究（継続）

助教授龍岡文夫・助手（特別研究貝）澁谷 啓•技官佐藤剛司

大学院学生 SupotTeachavo「asinskun・ 朴 春植

日本と英国の標準的研究砂である豊浦砂と LeightonBuzzard sandの空中落下作成供試体

を用いて比較試験した. 10-6のひずみレベルからピーク強度までの応カ・ひずみ関係を測定し，

割線せん断剛性率のひずみ依存性は繰返し載荷では単調載荷よりも小さいこと，強度異方性の

傾向は両砂で差がないこと，び1と堆積面のなす角度を一致させれば，平面ひずみ圧縮と単純せん

断での内部摩擦角 if,=arcsin { (びl―むI(O"げび,)} maxは一致するが， <l>ss= arctan (-r/び)maxは

更に小さいこと，直接せん断試験では ef>ssも過大評価すること，などが判明した．

（科学研究費奨励研究 A)
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5.7 鉛直に近い法面を持つ粘性土盛土を排水機能のある補強材で

補強する工法の研究（継続）

助教授龍岡文夫・助手（特別研究貝）澁谷 啓

技官佐藤剛司・大学院学生 HoeIng, Ling 

千葉実験所にある高さ5.5mの不織布補強関東ロームの試験盛土の変形挙動を引き続き連続

測定して安定性を確認した．盛土の雨水浸透・変形解析のために，不織布の定水位透水試験と

引張り試験を行った．正確な原位箭透水性の評価には，試験体を関東ロームで挟んで拘束圧を

加える必要があり，従来の剛板で挟む方法は透水性を過大評価すること，引張り闊性・強度の

正しい評価には原位晋の拘束圧を加える必要があるが，土で挟む必要は無いことが判明した．

5.8 炭酸化によって引き起こされるコンクリート中の塩化物，硫黄化合物

およびアルカリ化合物の移動と濃縮

教授小林一輔•助手（特別研究貝）白木亮司・大学院学生河合研至

本文は， コンクリート中に固定されている塩化物や硫酸塩が炭酸化の進行にともなってイオ

ンに解離し，濃度拡散によって非炭酸化域であるコンクリート内部に向って移動するために，

局部的に濃度が非常に高い部分が形成されること，またアルカリ金属イオンも濃度拡散によっ

て移動し，コンクリート内部に濃度勾配を生じること，などを EPMAによる面分析を通じて明

らかにしたものである．

5.9 アルカリシリカ反応のメカニズムに関する研究

教授小林一輔•助手（特別研究貝）白木亮司•私学研修貝森 弥広

アルカリシリカ反応によってコンクリートに生ずる異常膨張や強度特性の変化に及ぽすセメ

ント中のアルカリ，コンクリートの配合，反応性骨材の種類および全骨材中における反応成分

の比率などの影孵について検討を行い， 1)膨張特性や強度特性は使用水最と全骨材の絶対容

積に対する水溶性アルカリ最の比によって支配されること， 2) 反応性骨材として安山岩を用

いた場合に比べてチャートを用いた場合のほうが強度低下が著しいこと，などを明らかにした．

5.10 海洋環境下における鋼繊維補強コンクリートの鉄筋防食効果

教授小林一輔•技官星野富夫・協力研究貝辻 恒平

鋼繊維補強コンクリートが海洋飛沫帯のような極めて厳しい腐食環境下においても優れた耐

食性を示すのみならず，コンクリート中の鋼材を防食する機能を有することを， 5年間にわた

る暴露試験を通じて確認するとともに，その防食機構について明らかにしたものである．

5. 11 コンクリートの炭酸化による鉄筋の腐食機構に関する研究

教授小林一輔・元民間等共同研究貝宇野裕一

これまで不明確であった炭酸化深さと鉄筋の腐食との関係について明らかにしたものであ
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る．すなわち，炭酸化によって鉄筋が腐食するのは炭酸化が鉄筋表面に到達して，その部分に

おける細孔溶液の pHが低下するために生ずるのではなく，炭酸化によってエトリンジャイト

が分解して硫酸イオンが内部に向かって移動する結果，炭酸化フロントより内部における細孔

溶液中の水酸イオンの濃度が低下するために生ずることを明らかにしたものである．このこと

は，炭酸化のフロントが鉄筋位閻に到達する前に鉄筋の腐食が始まることを慈味する．

5.12 炭酸化によるコンクリートの崩壊現象に関する研究

教授小林一輔•助手（特別研究貝）白木亮司

昭和48年-49年に建設された大規模集合住宅の建物の鉄筋コンクリート基礎から採取したコ

アに認められた変色部分について，名古屋工業大学の鈴木一孝教授の協力を得て化学分析を

行った結果，セメント水和物の基本的な組織である C-S-Hが完全に崩壊しており，岩石と炭酸

カルシウムとシリカの混合体から成る未知の土石材料に変質していることが確認された．また，

このような現象はコンクリート中のアルカリ分が高い場合に起こるものと考えられる．

5. 13 海洋環境下における鉄筋コンクリート構造部材の劣化機構に関する

研究（継続）

助教授魚本健人・技官西村次男・大学院学生 Sudhi「Mis「a

塩分環境下における鉄筋コンクリートおよびプレストレストコンクリート構造物の劣化機構

を解明することを目的とする研究である．腐食因子である塩化物の浸透に関しては，海水，飛

沫帯，大気中の各境界部に塩化物の浪縮が認められ，さらに，鋼材の腐食はこれらの境界部分

に集中していることが明らかとなった．この結果は既設構造物の劣化領域とほぽ一致しており，

塩分の濃縮と水分，酸素の供給が多いことが原因であると判断された．

5.14 コンクリートの練りまぜに関する研究（継続）

助教授 魚本健人・技官西村次男

ミキサによるコンクリートの練りまぜ機構を解明することを目的とした研究である．実験か

ら，異なった形成，容屈のミキサであっても練りまぜエネルギーが同じであれば，同じ材料を

用いた同配合のコンクリートの品質は変わらないことを明らかにした．さらに， この考え方を

利用して，コンクリート材料の品賀を評価する方法を考案すると同時に， コンクリート用ミキ

サの評価方法を明らかにした．

5.15 アルカリ骨材反応による鉄筋コンクリート構造部材の劣化機構に

関する研究（継続）

助教授魚本健人・大学院学生山田昌郎

アルカリ骨材反応を生じた鉄筋コンクリート梁および柱の物理的諸特性が，通常のものとど

のように異なるかを明らかにすることを目的とする研究である．実験結果から， アルカリ骨材

反応による膨張賊，ひび割れ発生状況等が，鉄筋絨によって変化するばかりでなく，鉄筋の拘
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束によりケミカルプレストレスが導入されることや，載荷時挙動が変化することなどが明らか

となった．今後，このメカニズムを明らかにし，モデル化を行う予定である．

5.16 アコースティック・エミッションによる鉄筋コンクリート部材の

疲労寿命予測に関する研究（継続）

助教授魚本健人・技官西村次男

コンクリート構造物の劣化診断手法を明らかにすることを目的とした研究である．本年度は，

劣化を防止する方法の 1つである新素材を利用した構造物を対象とし，素材の疲労特性評価に

関する検討を実施し，構造物の劣化と素材との関係について検討を行った．今後，この手法を

用い，より実際的な診断手法を明らかにする予定である．

5. 17 一方向強化 FRP材のプレストレストコンクリート用緊張材への応用

に関する研究（継続）

助教授魚本健人・研究員趙 力釆•技官西村次男

軽鼠でかつ耐食性のすぐれている一方向強化FRP材を，プレストレストコンクリート用緊

張材として用いることを目的とした研究である．本年度は， FRP材の静的強度のパラツキ，静

的疲労特性，動的疲労特性を実験的に明らかにするとともに，長い年月使用する場合のリラク

セーション特性に関する検討を行った．その結果，繊維種類の違いによる影智は，特に強度等

のパラッキに顕著に表われることが明らかとなった．

5.18 道路設計と交通流の関係に関する研究

教授越 正毅•助教授桑原雅夫・助手尾崎晴男

大学院学生朴 光烈•岩佐昌明

現行の道路設計指針によった場合でも，局所的に交通容量の低い個所，交通事故の起き易い

個所が生じてしまうのが実情である．本年はまず，束名高速道路を例に，交通容屈の低いポト

ルネック地点と道路線形との関係を研究した．これまで知られているポトルネックであるトン

ネル部・サグ部についても前後の線形のシーケンスによりさまざまな特徴を持つことがわかっ

た．

5. 19 車両追従行動のファジィ理論による記述の研究

教授越 正毅•助教授槃原雅夫・助手尾崎晴男

大学院学生大口 敬

車両の追従行動が混雑時の渋滞を引き起こし， また悪化させるひとつの原因であることがわ

かってきた．追従行動を数式によってモデル化することはすでに行われているが，よりドライ

バーの行動規範に近いと考えられるファジィモデリングを試みたものである．今回の試みでは，

これまでの数式モデルに匹敵する表現力を達成した．改良の研究を引きつづき実施中である．
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5.20 過飽和状態の道路ネットワークにおける交通信号手法の研究（継続）

教授越 正毅•助教授桑原雅夫・助手尾崎晴男

過飽和状態の道路ネットワークにおいて交通信号機をいかに制御すべきか， という問題は重

要でありながら依然未解決である．過飽和状態で特に顕著となるドライバーの経路変更行動を

考慮し，静的配分手法から脱した理論の構築を目指している．

5.21 エキスパートシステムの交差点改良への応用（継続）

教授越 正毅•助教授桑原雅夫・助手尾崎晴男

大学院学生シグア リカルド

ボトルネック交差点・事故多発交差点の改良計画は熟練技術者の経験に負って立案されるの

が通例である．エキスパートシステムの応用により，立案作業の効率化・標準化を図ることを

目的としている．システムの基本構造構築を終了し，ケーススタディによる知識獲得を精力的

に行っている．

5.22 織り込み区間の交通容量に関する研究（継続）

助教授桑原雅夫（代表者）・教授越 正毅•助教授（千葉工大）赤羽弘和

助手尾崎晴男・大学院学生中村英樹•鈴木 隆

織り込み区間では分合流が連続して起こるため，各車の走行軌跡が交錯して渋滞の原因にな

ることが多い．本研究は織り込み区間での個々の車の挙動（追従挙動・車線変更挙動）を調査

してモデル化し，シミュレーションによって任意の道路構造，交通条件のもとでの交通容餓を

求めようとするものである．都市内高速道路上の織り込み区間での車両挙動の解析作業中であ

るとともに，シミュレーションモデルの基本的構造を整理した． （科学研究費一般研究 Bj

5.23 等高線地形図を用いた数値地形モデルの自動作成（継続）

教授村井俊治・大学院学生 SukitViseshsin 

日本およびタイ国が発行している 5万分の 1地形図など等高線地形図をドラムスキャナによ

りラスター型画像データに変換し，等高線のみを抽出し，さらに知識型アルゴリズムにより等

高線の標高値を自動的に付与し，最後に内挿により格子状の数値標高を自動発生させるシステ

ムを構築した．システムはほぼ完成の城に達している．崖地など特殊な処理の必要なアルゴリ

ズムの開発に取り組み中であり，実用技術としてのレベルアップを目指している．

5.24 ビデオ画像による走行車両の自動追跡

教授村井俊治・助手橋本俊昭

高速道路の織り込み区間等での交通混雑の原因および機構を解明するために，車両の運行追

跡を自動的に行う必要に迫られている．本研究はビデオ画像として取得された時系列画像を数

値化し，車両の認識を行うと同時にそれがどのように運動しているかを追跡するアルゴリズム
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を開発中である．アルゴリズムは， ビデオ画像の取得方法およぴ撮影環境に大きく依存してお

り，実用的に利用できる方法を模索中である．

5.25 グローバル植生指標による居住可能性に関する研究

教授村井俊治 ・大学院学生白 雪梅

軌道気象衛星 NOAAの改良型高分解能放射計AVHRRが取得したデータから加工された

正規化植生指標 (NVI)を地球規模で編集したグローバル植生指標 GVIを用いて，特に中国の

黄河流域と楊子江流城に滸目して，穀物生産絨と人口との関係を気温，雨最データとも関連づ

けて相関分析を行った．これにより， GVIと気象データにより穀物生産巌の予測および何人の

人口が自給しうるかの居住可能性の評価が可能であることを明らかにした．

5.26 衛星画像による都市環境の変化検知に関する研究

教 授村井俊治・助手橋本俊昭・博士研究貝王 樹恋

大学院学生莫 西・技官垣内博昭

川崎地区をテスト地区として各種の衛星およぴ異なる年月日で取得された衛星画像をそれぞ

れ比較可能なように幾何補正し，時系データベースを作成した．さらに地形図，建設省の細密

数値情報による土地利用データ等の情報を加え，都市環境の変化を追跡するとともに最新の土

地利用に関する情報を提供する手法の開発を行っている．本年度は基本的なデータの整備が主

であり次年度は本格的な手法開発に取り組む予定である．

5.27 タイ南部における山地洪水災害調査

教授村井俊治・助手橋本俊昭・大学院外国人研究生 AkeRosenqvist 

大学院学生 SukitViseshsin・研究生越智 士郎

1988年11月にタイ南部の山岳地において台風による豪雨のために斜面崩壊とそれに伴う土石

流が生じ多くの犠牲者が出た．これは風化花岡岩地帯の山の自然林をゴム林に転換したのが原

因と見られる．本研究では SPOT衛星画像の解析と現地調査により，過去の土地利用変化およ

び斜面崩壊と斜面勾配との関連など調査研究を行った．

5.28 都市の水循環機構とそのモデル化に関する研究（継続）

教授虫明功臣・助手（特別研究貝）岡 泰道・助手沖 大幹

技官小池雅洋・大学院学生 Lee.c..Jin・ 岡村次郎

不飽和浸透の物理モデルを用いた数値実験と対応させながら，土壌水利特性を組み込んだ表

面流出の概念モデルを構築した．また，都市の水循環の全体像を把握する立場から，東京区部

を対象として， 自然的水循環サプシステム，雨水排水サプシステムおよぴ上水一下水サプシス

テムそれぞれの構成要素と関連を明らかにし，既存の利用可能な資料によりそれらの定屎化を

行った． （一部科学研究費重点領域研究 I)
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5.29 雨水浸透処理による都市域の水循環系の保全に関する研究（継続）

教授虫明功臣・助手（特別研究貝）岡 泰道

技官小池雅洋・弘中貞之・大学院学生岡村次郎

雨水浸透処理施設の地盤条件に則した浸透性能の評価法，および流入水の水質とそれが施設

の耐久性ならびに周辺土壌や地下水に及ぼす影膊を明らかにすることを目的としている．本年

度は，千葉実験所に設骰された現地施設模型での観測データおよび施設からの没透に関する数

値物理モデルによる実験と対比しながら，連続した雨水流入に対する没透絨評価のための実用

的簡易モデルを開発し，実際の集水区域レベルでの適用性を検証している．

5.30 不飽和浸透に係わる土壌特性の評価に関する研究（継続）

教授虫明功臣・技官小池雅洋・弘中貞之・研究生三森利昭

土壌の水分保持特性（吸引圧と水分絨の関係）を求める試験法に種々改良を加えて，低吸引

圧から高吸引圧まで一買して試験ができ，かつオンラインでデータがとれる装罹を試作した．

また，関東ローム土を対象として，土性（粒径分布，乾燥密度，有機物含有最など）から水分

保持特性を推定する方法の適用性が検討された．関東ロームは特殊な構造をもつため，既応の

モデルをそのまま適用することはできないが，この種の推定法が有用であるとの感触を得た．

5.31 マイクロ波リモートセンシングによる土壌水分計測の基礎研究（継続）

教授虫明功臣・研究員長谷部望•助手沖 大幹

技官小池雅洋・大学院学生浅沼 順

（申諮研究の項3.参照）

5.32 レーダ雨量計による降雨の空間分布構造に関する研究（継続）

教授虫明功臣・助手沖 大幹

従来の，レーダによって得られた画像から推定される雨絨と，地上雨最計によって得られる

観測値とを比較するシステムに加え，雨滴計を用いる事によって，レーダ反射因子をも比較す

るシステムが構築され，レーダによる降水観測精度の向上のための，基礎的かつ実用的に重要

な雨滴粒径分布データが収集された．これにより，既存ならびに今後実用化が期待される multi

-palameterレーダの間題点が明らかになった．

5.33 熱帯河川流域の水文特性と水管理に関する研究

教授虫明功臣・助手沖 大幹

大学院学生 WiJesekera.Bohan N.T. ・ 浅沼 順 ・TRAN.Phuong Trinh 

熱帯の河川流域における水森源の開発・管理ならぴに水害対応を考究する上で基本となる水

文特性について系統的に研究を進める計画である．本年度からタイ国チャオプラヤ川流域とス

リランカの 2つの流域を対象とし，流域特性ならぴに気象・水文に関する衰料の収集に済手し
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た．チャオプラヤ川については水収支特性と水利用の現況とのマクロな関係を整理し，スリラ

ンカの流域については，降雨一流出過程のモデル化を通して流出特性を検討した．

（一部科学研究費国際学術研究）

5.34 都市の地裳防災に関する研究（継続）

教授片山恒雄・助教授山崎文雄・助手（特別研究貝）永田 茂

受託研究貝栗田 学

ライフラインの被害調査，地震後機能予測などの研究から発展的に都市全体の地裳防災を考

えるようになったものである．本年度の主要課題は以下のとおりである．①都市ガスネットワー

クの地震時被害推定システムに関する研究．②都市ガス供給設備の地震時信頼性解析．③ロマ

プリータ地震によるライフライン系の被害調査．

5.35 地震動の工学的特性および地震危険度に関する研究（継続）

教授片山恒雄・助教授山崎文雄・助手（特別研究貝）永田 茂

大学院学生安藤陽一 ・CarlosVillacis・RaJiv口uggal・受託研究貝戸松征夫

広い範囲を対象とした研究を行っているが，本年度の主要研究項目は以下のとおりである．

①裳源近傍を対象とした距離滅衰式の提案．②インド北部地域の地裳危険度とその構造設計ヘ

の適用の検討．③経済的影翠展を含めたエクアドルの地裳危険度解析の実施．④気象庁裳度デー

タの観測点ごとの偏りの検討．⑤構造物損傷を適切に評価できる地震動強さ指標に関する検討．

5.36 地震動のアレー観測および地震時地盤ひずみに関する研究（継続）

教授片山恒雄・助教授山崎文雄・助手（特別研究貝）永田 茂

千葉実験所構内で高密度に配置した地震計アレーによる地裳動およぴ埋設管ひずみの測定を

開始してから 8年を経過した．メインテナンスに細心の注意を払っており，これまでに160個以

上の地震記録が蓄梢された．本年度は最近故障していた外周の加速度計の修復，加速度計埋設

位置の測鼠による座標の確認などを行った．

5.37 千葉アレー地震動記録のデータベース化

教授片山恒雄・助教授山崎文雄・助手（特別研究貝）永田 茂

大学院学生鹿 林 ・TurgayTU「ke「

千葉実験所内のアレー観測網で蓄租された大量の地震動記録のうち主要なものを選択して，

各種のデータ補正を行った後，加速度記録とひずみ・速度記録の 2つに分けた地裳動データベー

スを構築した．このデータベースには， 1987年千葉県東方沖地震などの貰重な強震記録が含ま

れており，国内• 国外の希望する機関にはこれを提供する予定である．
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5.38 人間の避難行動に関するシミュレーション研究

教授片山恒雄・助教授山崎文雄・助手（特別研究貝）永田 茂

大学院学生横山秀史 ・Lau「enceC「et

総合的な都市の地震防災を考える上で，避難・誘導や防災教育などのソフト面の一層の発展

が望まれている．このような観点から，避難計画などへの応用を考えて，地震火災発生時の人

間行動のコンピュータ・シミュレーション手法開発に焙手した．本年度は，まず人間の避難行

動の基礎的データ収集のため，地域防災センターの体験コーナーを利用した被験者による実験

を実施した．またオブジェクト指向型言語によるシミュレーションプログラムの開発準備を

行った．

5.39 鋼構造物の終局限界状態の定最化（継続）

教授高梨晃ー・助教授大井謙ー・助手（特別研究貝）洪 起

技官嶋脇与助・近藤日出夫

（文部省科学研究費補助金による研究の項参照）

5.40 高性能鋼の建築構造物への利用技術の開発

教授高梨晃ー・助教授大井謙ー・助手（特別研究貝）洪 起

技官 嶋脇 与助 ・近 藤日 出夫

製鋼技術の発違により，高張度を有し， しかも変形性能に優れた鋼種が開発されつつある．

この新しい鋼材を建築構造物に利用するには，部材耐カ・変形能の検討，接合法の開発が必要

である．本研究では，曲げと軸方向力を受ける部材の弾塑性安定問題を理調解析，実験によっ

て調査し，設計法を作成すると共に，骨組の地震応答実験によって，その耐震性能を検証して

いる．

5.41 積載物の滑動と衝突がある構造物の地震応答（継続）

教授高梨晃ー・助教授大井謙ー・助手（特別研究貝）洪 起

技官嶋脇与助・近藤日出夫・受託研究貝岡田健良

梢載物が滑動し，衝突する場合，構造物の応答がどう変化するかを理論解析，数値解析によっ

て系統的に調壺し，数値解析手法を開発して，その精度を実験によって検証した．現在，その

解析法を大規模な構造物の地震応答解析に応用し，その結果を地震観測データと比較すること

によって，耐震設計法を開発しようとしている．

5.42 鉄骨造弱小モデルの地震応答観測（継続）

教授高梨晃ー・助教授大井謙ー・助手（特別研究貝）洪 起

技官嶋脇与助・近藤日出夫・大学院学生本間靖章

中規模の地震でも損傷が生じるように設計された鉄骨造 3階建弱小モデルの自然地震に対す
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る応答観測を継続している．これまでに収集した観測データ（弾塑性応答 7回を含む）を整理

して，地裳によって建物にもたらされるエネルギー・損傷の進展などの荷重効果について，地

動加速度・地動速度に対する各種スペクトル解析結果との対応を調べている．また R/C基礎単

体の地震応答観測も継続中であり，地盤と基礎との相互作用についても調べている．

5.43 新しい非定常地震荷重効果スペクトルの開発（継続）

助教授大井謙ー・大学院学生本間靖章

昨年度開発したエネルギー入力速度スペクトルは，地震動が構造物に対してもつ破壊力のエ

ネルギー（損傷ポテンシャル）の時刻一周波数分布を表現する非定常スペクトルで，古典的な

瞬間パワースペクトルと極めて明快な数学的関係をもっていることが明らかになった．過去の

有名な地震波や観測記録に適用して，従来のさまざまな非定常スペクトル解析手法との違いを

調査し，耐裳設計への応用を考えている．

5.44 最小自乗応力場による鋼構造骨組の塑性設計

助教授大井謙一

地震力だけではなく，鉛直・風・雪など，さまざまな複合荷重条件のもとで骨組の終局限界

状態設計を行う機運が高まっている．塑性設計に用いる骨組の応力場の選定に関して，設計者

の部材力に対する不満足度を簡単なモデルで近似して最適化手法を適用し，多数の荷重条件の

もとでも効率よく応力場を作成できる手法を考案した．国内外の鋼構造設計規準のもとで，同

手法による鋼構造骨組の設計例を作成し，その適用性を検討した．

5.45 シェルと立体構造に関する研究（継続）

教授半谷裕彦・助手（特別研究貝）田波徹行・技官大矢俊治

客貝研究貝関 富玲•大学院学生山上 敬•川口健一•金 勝徳

大学院学生佐野剛志•林 暁光

シェル構造およぴ立体構造を対象として継続的に研究をおこなっている．今年度は， (1)単

層スペースフレームの座屈解析と座屈荷重評価式の検討， (2)変位制限を持つ構造物の自動化

解析法の開発， (3)複合ケープル構造の構造安定解析， (4)膜構造の初期形状決定を目標とす

る等張力曲面の形状解析， (5)鉄筋コンクリート薄肉シェルの破壊実験，等の研究を実施した．

5.46 不安定構造問題の理論解析に関する研究（継続）

教授半谷裕彦・助手（特別研究貝）田波徹行・大学院学生川口健一

圧縮応力を伝達しないケープルや膜を材料とするケープル構造や膜構造，剛棒を回転自由な

節合部で連結したリンク構造，圧縮応力を伝達する構造要素とケープルや膜とを複合して構成

する複合構造物，等の不安定性状を示す構造に対して， (1)有限剛体変位の追跡による形状決

定解析法， (2)複合構造物の初期応力導入による安定化と形態設計， (3)複合構造物の構造安

定理論の定式化と数値解析法，等の研究を実施している．
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5.47 塔状構造物による地震応答観測（継続）

教授半谷裕彦・助手（特別研究貝）田波徹行

大学院学生山上 敬•佐野剛志

地震時における地盤と構造物の動的相互作用を観測することを目的として，匝径 5m, 高さ

12.Sm (地下2.5m, 地上10m)の鉄筋コンクリート造塔状構造物を設箭し，地震時の加速度 (39

成分）およぴ土圧 (64成分）を継続的に測定している. 1983年に観測を開始して以来，約130個

の地震動を観測し，地盤と構造物の接触振動の理論解析との比較，ウィグナー分布図を利用し

た非定常性の検討，等を実施している．

5.48 スペースフレームの動特性および動的破壊に関する研究（継続）

教授半谷裕彦・助手（特別研究貝）田波徹行

技官大矢俊治・大学院学生金 勝徳

大スパン構造として用いられるスペースフレーム（立体骨組構造）の動的挙動と動的破壊性

状を調査することを目的として，理論と実験の両面より研究をおこなっている．本年度は， (1)

パネを組み込んで構成した直径 3mの偏平形状のスペースフレームモデルの振動台実験， (2)

幾何学的非線形性を考慮した動的解析法により，ステップ荷重，正弦波荷重，地裳波荷重を受

ける偏平構造の動座屈を数値解析し，動的座屈荷重の外力依存性の調査，等を実施した．

5.49 空間構造の形態形成の数理解析（継続）

教授半谷裕彦・技官大矢俊治・客貝研究貝関 富玲

大学院学生佐野剛志

空間構造において，形態が形成される．あるいは，決定される過程（形態形成過程）を数理

解析の立場から調査している．本年度は， (1)変位モードを制約条件とする立体骨組構造の形

態解析， (2)水平力を受ける塔状構造物の一様応力を目標とする形態解析， (3)スペースフレー

ムの情報幾何学による部材構成法の開発，等を実施した．

5.50 室内音響に関する研究（継続）

助教授橘 秀樹・助手（特別研究貝）矢野博夫・技官日高新人

協力研究貝山崎芳男・大学院学生買手正浩•佐藤史明

各種ホールの室内音孵設計法およぴ評価法に関する研究を行っている．本年度はこれまでに

収集した国内・国外の代表的なホールやアトリウムなどの音響特性データならぴに記録音につ

いて比較実験を行い，物理特性と主観評価との関連について基礎的な検討を行った．また，わ

が国で初めてのオペラ制場として計画されている第二国立劇場の音特設計のために，縮尺模型

実験およぴ音場シミュレーション手法による実験的検討を行った．
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5.51 環境騒音の予測・評価に関する研究（継続）

助教授橘 秀樹・助手（特別研究貝）矢野博夫

技官日高新人・研究生細田高道

道路騒音に関して，エネルギーモデルに基づき等価騒音レベルを予測する方法の開発を進め

ている．またそのための基礎データとして必要な自動車の走行騒音のパワーレベルを測定する

方法として， 2乗音圧の時間積分に済目した方法を考案し，実験的検討によってその有効性を

確認した．鉄道騒音に関しては，現行の評価最である騒音レベルのピーク値から等価騒音レベ

ルを近似する方法について実測データに基づいた検討を行った．

5.52 建物の音聾的居住性能の評価法に関する研究（継続）

助教授橘 秀樹・助手（特別研究貝）矢野博夫

技官日高新人・研究生園田有児

建物の性能の一つとして重要な遮音性能に関して，物理的側面だけでなく聴覚生理・心理の

観点も含めて評価する方法について，音場シミュレーションの手法を用いた聴惑実験による研

究を進めている．また居住環境における騒音の統一的な測定・評価方法を見い出すことを目的

として，各種の騒音に対する心理的反応と物理尺度との対応について検討を行っている．

5.53 音響計測法に関する研究（継続）

助教授橘 秀樹・助手（特別研究貝）矢野博夫・技官日高新人

協力研究貝山崎芳男・大学院学生産 錫柱・買手正浩

建築音響およぴ騒音制御の分野における各種の音特計測法の開発を進めている．本年度は，

複素音響インテンシティーに箔目した音場解析法，騒音源の音特パワーレベルの測定法，遮音

測定など多くの音靱測定に用いられる基準音源の開発と応用，音閥伝搬計のインパルス応答の

測定方法，およぴダクト系消音器の減音効果の入出カパワーに済目した測定方法などについて

検討した． （申請研究の項参照）

5.54 音場シミュレーション手法の開発研究

助教授 橘 秀樹・助手（特別研究貝）矢野博夫・技官日高新人

協力研究貝山崎芳男・大学院学生買手正浩•伊勢史郎•佐藤史明

各種の音特設計や騒音予測の際に，音環境を実際に体験するための手法の開発を進めている．

内容としては，ホールなどの室内音聰効果を評価するためのハイプリッドシミュレーション手

法（模型実験とディジタルコンボルーションの手法を組み合わせ），建物の遮音性能を聴感的に

評価するための遮音シミュレーションシステム，二つのスピーカーを用いて全方向定位ならぴ

に空間的広がり感を実現する新しい立体再生方式などの研究を行っている．
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5.55 音場の数値解析に関する研究

助教授橘 秀樹・助手（特別研究貝）矢野博夫

技 官 日 高 新 人 ・ 大 学 院学生岩 錫柱• 古 賀 貴 士

複雑な音場を数値的に解析する手法として，有限要素法に基づいた研究を進めている．本年

度はリアクティプな音場における音圧，粒子速度，音特インテンシティーの計算，室内音場の

インパルス応答の計算，残評室の室形状• 吸音性とモードおよぴ音圧分布の均一性との関連，

スラプの振動による音特放射と音場の連成問題などについて検討を行った．それと同時に実験

的検討も行い，数値解析手法の有効性を確認した．

5.56 アクティブ騒音制御に関する研究

助教授橘 秀樹・助手（特別研究貝）矢野博夫

技官日高新人・大学院学生伊勢史郎• 金井 昇 弘

各種の騒音対策への応用を目的として，ディジタル信号処理技術を応用したアクティプ制御

手法の研究を開始した．本年度は基礎的な検討として，塀の回折効果によるパッシプな騒音減

衰効果をさらに高めるために，二次加音源（スピーカ）から回折音と逆位相の音を出し，干渉

によって回折音を低滅する方法について理論的・実験的な検討を行った．

5.57 室内気流の乱流性状と拡散機構に関する数値シミュレーション

手法の開発研究（継続）

教授村上周三・助教授加藤信介・研究担当松尾 陽

民間等共同研究貝近藤靖史・大学院学生 田中忠範

本研究は，室内で発生する汚染物による空気汚染や効果的な空調を行うための気流設計の基

礎資料を整備することを目的としている．本年は応力方程式モデルによる数値シミュレーショ

ンプログラムの開発，メッシュ分割の粗密に関する誤差評価手法の開発，エネルギー保存の観

点からみた差分スキームの検討， Bodyfitted curvilinear座標系を用いたシミュレーション手

法の開発等を行い，多くの成果を得た．また，開発したシミュレーション手法を複雑な形状を

した室内大空間の気流解析に適用し，その有効性を検討した．

5.58 クリーンルームにおける気流性状と浮遊微粒子拡散の予測と制御に

関する研究（継続）

教授村上周三・助教授加藤信介

大学院学生産 棟皓•高橋義文・受託研究貝佐藤昌之

クリーンルーム内のコンタミネーションコントロールは，室内の気流性状が鍵となる．本研

究では室内の気流性状を検討するため，模型実験による流れの計測，流れの 3次元数値シミュ

レーションによる詳細な解析等を行っている．本年度は，実際のクリーンルームにおいて想定

される生産装罹等の気流障害物の設岡に関して検討すると共に，浮遊微粒子拡散性状に関して
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重力沈降の影響を考慮した数値シミュレーションを行い，重力沈降がクリーンルーム内の浮遊

微粒子拡散性状に与える影響を検討した．

5.59 クリーンルーム清浄環境の高精度制御のための換気効率指標と

効率的給排気システムの開発（継続）

教 授 村 上周三・助教授加藤信介

助手（特別研究貝）持田 灯・受託研究貝佐藤昌之

本年度は昨年に引き続き，天井面局所給排気バランス方式のクリーンルームに関し，吹出口

や吸込口の位罹・数や風醤設定が変化した場合の気流性状・汚染質拡散性状を模型実験，乱流

のシミュレーションにより解析し，室内条件の変化が室内の流れ場・拡散場の形成に与える影

聰や吹出口の配慨状況とその換気効果の関係について検討した．

5.60 室内温熱環境と空調システムに関する研究（継続）

教授村上周三・助教授加藤信介・大学院学生高橋義文

受託研究貝佐藤 昌之・民間等共同研究貝近藤靖史

良好な室内環境を得るための最適な空調システムに関して，模型実験•数値シミュレーショ

ンにより研究している．本年は，従来より指摘されてきた冷風のドラフトを避けるために，低

温の輻射パネルを用いた空調システムを取り上げ，模型実験で気流分布，温度分布の測定を行

うと共に，輻射パネルの効果を温熱環境評価指標を用いて検討した．

5.61 住宅の換気・通風計画と自然エネルギー有効利用に関する研究（継続）

教授村上周三・助教授加藤信介•技官高橋岳生

協力研究貝赤林伸ー・大学院学生金 永徳• 田中忠範

研究生義江龍一郎

気密性の高い現在の住宅において，省エネルギー効果を考慮した必要最低換気燥や安全な換

気方式を明らかにするとともに，夏季の自然エネルギー利用居住環境調節法として，通風によ

る人体の温冷調節方法を検討している．本年は平屋の独立住宅を対象として，風向，開口位置

等を系統的に変化させた風洞実験を行い，通気輪道が生じるような通風時の風徽を予測する方

法について検討した．また，住宅の開口部周辺の風圧分布，風圧変動が換気最に及ぼす影特に

ついて検討した．

5.62 居住環境実験法に関する研究（継続）

教授村上周三・助教授加藤信介•協力研究貝吉野 博•赤林伸一

住宅における適切な室内環境レベルを明らかにするため，新たに建設された実験住宅や既存

の住宅を用いて，各種の居住環境実験を行い，実験方法を確立すると共に，適切な環境評価方

法と環境水準に関して研究を進めている．本年は特に，電化厨房における適正な換気風椛を策

定するための基礎的資料の蓄梢を目的として，排気風量，排気フード位置， レンジ発熱絨と廃
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気捕集率の関係について検討した．

5.63 風工学における数値乱流風洞の開発研究（継続）

教授村 上周三・助教授加藤信介

助手（特別研究貝）持田 灯•大学院学生林 吉彦

（計測技術開発センターの項 5参照）

5.64 建物周辺の乱流構造に関する風洞模型実験と数値シミュレーション

による解析（継続）

教授村上周三・助手（特別研究貝）持田 灯

技官高橋岳生・大学院学生林 吉彦•金 永徳• 田中忠範

民間等共同研究貝近藤靖史・研究生坂本成弘・義江龍一郎

（計測技術開発センターの項 1参照）

5.65 市街地における物質拡散に関する数値シミュレーションと

風洞実験（継続）

教授村上周三・助手（特別研究貝）持田 灯

技官高橋岳生・大学院学生林 吉彦

（計測技術開発センターの項2参照）

5.66 文化としての空間モデルの計画的研究（継続）

教授原 廣司・助手（特別研究貝）及川清昭•助手曲渕英邦

技官小駒幸江・大学院学生 NancyFinley・郷田桃代・塚本 大

大学院学生桑原誠ニ・高橋元子・古谷和仁

都市・建築空間は，時代精神や場所性に根ざす文化の表現であり， 21世紀に向けて，人間が

生活する場所にふさわしい空間モデルを提案することは，今日の重要な計画的課題といえる．

本年度は，「高密度住区モデル」の具体的な検討を行い，また，そのモデルを基に，米国・カリ

フォルニア州立大学バークレイ校建築学科との共同作業として設計活動を行った．

5.67 建築•都市空間の特性分析

教授原 廣司・助教授藤井 明・助手（特別研究貝）及川清昭

助手曲渕英邦・大学院学生 NadimKa「am・古谷和仁

建築•都市空間には，その意図的形象とは別次元の特性を内在していると考えられ，その解

読作業の重要性は新しい空間設計にむけてますます重要性を増してきている．本年度は，具体

例として， 日本独特の建築様式である“懸け造り”の寺社を取り上げ，全国49の寺社に関し調

査を行った．さらに，その空間の特性を，空間の緩衝帯，垂直的構造による意味の表象といっ

た観点から考察した．
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5.68 空間の生成プロセスに関する研究（継続）

教 授原 廣司・助教授藤井 明・助手曲渕英邦

大学院学生日色真帆

これまでに創造的な思考を展開するための設計プロセスの仕組みについて研究を進めてきた

が，知識工学，認知工学，形態学などにもとづいて，空間そのものを生成するプロセスの開発

を構想している．本年度は特に設計における制約条件に注目して，空間を生成する CADの可能

性についての検討を進めた． また，生成された空間の評価手法の 1つとして，空間における経

路探索のモデル化を進めた．

5.69 空間の構成原理に関する実証的研究

教授原 廣司・助教授藤井 明・助手（特別研究貝）及川清昭

助手曲渕英邦・大学院学 生 黄 衛民・塚本 大

伝統的な集落や住居の空間構成は，現代あるいは将来の都市や建築のあり方を考えてゆくう

えできわめて示唆に富んでいる．本研究は，その基礎的荻料の収集ならびに分析を目的とする

が，本年度は，中華人民共和国の伝統的な集落33個所について現地調査を行い，その空間構成

の原理を相互に比較することにより，中国内部での地域性を明らかにした．また，他国の住居

との対比を行い，その居住文化の特性について研究を行った．

5.70 計算幾何学に関する研究（継続）

助教授藤井 明・教授原 廣司・助手（特別研究貝）及川清昭

本研究は，都市・地域解析への適用を目的とした計算幾何学の手法の開発を行うものである．

本年度は，施設配置と利用者の最近隣距離の問題をとりあげ，従来からの点的配置を対象とし

た理論を面的な施設配罹に拡張することを試みた．具体的には，等大円の典型的な配置モデル

を対象として最近隣距離の確率分布を定式化し，期待値，分散等の導出を行い， また，現実の

事象に適用する際の問題点，可能性について検討を加えた．

5.71 都市空間構成の形態学的研究（継続）

助教授藤井 明・教授原 廣司・助手（特別研究貝）及川清昭

助手曲渕英邦・ 大学院学生金尾 朗•三橋正邦•吉松京子・郷田桃代

これまで，都市空間を構成する形態的な要素に滸目し，その空間特性を記述する数理的指標

の開発を進めてきたが，本年度は都市空間に残存するさまざまな形態，大きさの空地を対象と

し，その計最化手法を考案するとともに，分布形状やパターンの特性，場所的な差異性，用途

構成等について実証的な考察を行った．
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5.72 地域分析の手法に関する研究（継続）

助教授藤井 明・教授原 廣司・助手（特別研究員）及川清昭

助手曲渕英邦・大学院学生 She「iBlake・ 工藤和美

大学院学生 Ka「lheinzBaeuerle・Naomi Pollock・.Jo「geFernandez 

地域空間の構造は居住者相互の人間関係にも少なからぬ影孵を及ぼしていると考えられる．

その関連性を実証的に把握するためのケーススタディとして，東京都内の住宅地を例にとり，

インタピュー形式による調査を行った．その結果をもとに，住居形式や規模，地形などの地域

空間の形態的な構成と人間関係との関連性，近隣空間の認識状況の差異性等について考察した．

5.73 日本近代建築の地域性に関する研究（継続）

助教授藤森照信

日本の近代建築が，地域性を持つか否かは， 日本近代建築史の大きな論点の一つであった．

この点を究明するため，各地に残る建築遺構の写真撮影・衰料収集を行い，その比較調査を続

行している．その成果として，これまで，開化式建築の東日本偏在現象を発見した．

その原因として，港ヨコハマの影臀もおよび江戸期の過剰装飾の影特などを指摘することが

できた．開化式の中でスタイルに地域性が見られ，今後細部についても調査を進めている．

5.74 日本の近代都市形成史の研究（継続）

助教授藤森照信

日本の近代都市の発達を歴史的にとらえるため，江戸から束京への変化の過程を明らかにす

る．これについては，明治期に関する限り，ほぼ全容を明らかにすることができた．また，引

き続き大正期についても解明を進め，郊外住宅地の開発の経過と，その日本的特性について，

その特徴をつかみ，史的立場から今後の都市環境開発に示唆を与える研究を進めている．

5.75 東アジアと日本の建築近代化の比較研究（継続）

助教授藤森照信・助手（特別研究貝）村松 伸

大学院学生西沢泰彦・寺原譲治・黄 俊銘• 手 仁石

大学院学生ダグダオ，マイケル・田代輝久•井上直美

19世紀における西欧列強の東アジアの進出の軌跡は，東アジアに登場する近代建築の歴史的

展開と符合する．近代日本における建築の近代化過程も，この歴史的展開の中で，行われたと

いえる．本研究では，こうしたグローバルな視点から，東アジアと日本の近代建；築の発生とそ

の展開を比較研究することにより，建築近代化過程の本質的問題を考察していく．また同時に

現存する遺構調査も進めており，すでにその一部を研究成果として報告している．
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5.76 近代日本における建築設計図面史料の研究（継続）

助教授藤森照信・大学院学生青木信夫・技官中川宇妻

日本の建築が，明治期を境にして急速な近代化を遂げた背景には，西洋から学んだ建築設計

法の広い伝播があった．本研究は，明治から昭和戦前にかけての建築設計図面の内容を検討す

ることにより， 日本近代建築の詳細な内容を明らかにしようとするものである．具体的には，

全国に現存する建築設計図面史料の所在調査と，その史料に基づいた日本近代建築の設計手法

の近代化過程の研究，さらに遺産総目録の作成を行う． （科学研究費一般研究 C)

5. 77 東アジア儒教文化圏の建築文化に関する研究（継続）

助手（特別研究貝）村松 伸

中国に発する儒教文化圏は，日本，朝鮮半島，台湾，ベトナム，タイの一部へと伝播していっ

た．建築文化においてもこれら諸地域は西洋文明，イスラム文明に対抗するだけの優れた特質

を有している．本研究では，個々の地域ですでに蓄積のある研究を統合し，広い視野から儒教

建築文化圏の特質と地域的差異，地域間の交流について研究を進める．

5.78 日本近代産業施設の発達と遺構の生産技術史的研究（継続）

助教授藤森照信・研究生水野信太郎

我が国の産業施設の発達過程は，変化があまりに急速であるため，その歴史が記述される前

に，肝心な生産施設そのものが取り壊され消失する傾向にある．この現状を踏まえ全国の生産

施設遣構の所在調査を行っている．窯業施設，煉瓦製造窯を中心に実測調査などにあたり成果

を上げている．また土木施設については，滸手したところであるが，都市施設をふくむ順次研

究を進めている．

5.79 ハイパー・ビルディングの基本計画

客貝教授月尾嘉男

オフィス・ビルディングなどの建物において，そこでの活動の効率向上のために必要とされ

る情報設備や交通設備，およびサービス提供の需要について調査するとともに，情報通信技術

や機器制御技術の動向を検討し，今後の建物と期待されるハイパー・ビルディングの基本計画

を研究する． （一部奨学寄附金）

5.80 アーティフィシャル・リアリティ技術の都市空間への適用

客貝教授月尾磨男

アーティフィシャル・リアリティに関係する技術の現状を文献・訪問などにより調査をし，

それらの技術が都市空間， とりわけ地中• 海中・宇宙などのフロンティア空間において，どの

ような分野に応用可能かを研究する． （一部奨学寄附金）
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計測技術開発センター

l 建物周辺の乱流構造に関する風洞模型実験と数値シミュレーション

による解析（継続）

教授村上周三・助手（特別研究貝）持田 灯•技官高橋岳生

大学院学生林 吉彦•金 永徳•田中忠範・民間等共同研究貝近藤靖史

研究生坂本成弘・義江龍一郎

建物周辺で発生する強風・乱れの構造や風の人間に対する各種障害に関して，風洞実験や数

値シミュレーションにより検討している．本年は風洞実験により単体建物や複合建物周辺の各

種乱流統計最の分布を詳細に測定し，これらの統計盤の分布に対する建物高さ，街路幅，植栽

の影特について検討した．また，代数応カモデルを建物周辺の流れ場に適用し， k-s型 2方程

式モデルによる数値シミュレーション結果と比較・検討した．

2 市街地における物質拡散に関する数値シミュレーションと

風洞実験（継続）

教授村上周三・助手（特別研究貝）持田 灯• 技官高橋岳生

大学院学生林 吉彦

自動車，建築物等から排出されるガスによる市街地の空気汚染に関して，風洞~型実験や乱

流数値シミュレーションを行い，市街地内の汚染物質の拡散機構・空気汚染に対する建築分野

における対策を明らかにする．本年は特に空気と密度差のあるガスが発生した場合の安定状態，

不安定状態の拡散場を対象とした LESや k-1,型2方程式モデルによる数値シミュレーション

手法に関して，種々の改良を加え，その信頼性の向上に努めた．また，コンピューターグラフィッ

クスを用いた数値シミュレーション結果の可視化により，建物周辺で発生する汚染物質の 3次

元的挙動を明らかにした．

3 大空間の温熱• 空気環境の数値シミュレーションと模型実験による

予測・解析法の開発（継続）

教授村上周三・助教授加藤信介•技官高橋岳生

民間等共同研究貝近藤靖史・大学院学生近本智行・岩 棟皓

屋内体育館や劇場・空港ターミナル等の大空間内部の温熱・空気環境を，模型実験，数値シ

ミュレーションにより予測する手法の開発を行う．本年度は，建設予定の第 2国立劇場を対象

として，実際の大空間内部の温熱環境に関してレーザーライトシートによる気流の可視化を行

ぃ，その空調換気計画を検討した．また，空港ターミナルピル内ロビーの温熱環境に関して数

値シミュレーションによる予測を行い，空調システムについて検討した．
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4 風洞実験• 室内気流実験で用いる風速ならびに風圧変動測定方法の

開発に関する研究（継続）

教授村上周三・助教授加藤信介・助手（特別研究貝）持田 灯

技官高橋岳生・受託研究貝佐藤昌之

建物周辺気流に関する風洞実験や室内気流実験で用いる平均風速・風速変動の 3次元的計測

が可能な風速測定器の開発・実用化およぴ変動風圧測定法の開発に関して，研究を進めている．

本年度も引き続きレーザードップラー流速計 (LDV)による乱流統計最の計測に関して，室内

気流を対象として検討を進め，乱流エネルギー， Reynoldsstress, 乱流エネルギー散逸等の測

定評価を行った．

5 風工学における数値乱流風洞の開発研究（継続）

教 授 村 上周三・助教授加藤信介・助手（特別研究貝）持田 灯

大学院学生林 吉彦

本研究は，風工学における乱流を対象とする「数値風洞」の開発を目的としている．数値風

洞は，現在風洞実験で行っている実験的検討を，ある程度数値シミュレーションにより代替し

ようとするものである．本年は複雑な境界条件を入力するための前処理用プログラムを整備し

て，建物周辺の気流解析を行うとともに，建物周辺の拡散場を予測し， ComputerGraphicsを

用いて解析結果を可視化し，時々刻々の乱流場の変化に関して種々の観察を試みた．

6 クリーンルーム内気流の乱流数値シミュレーションとレーザー

可視化・画像処理計測手法の開発研究（継続）

教授村上周三・助教授加藤信介・協力研究貝赤坂伸一

受 託 研 究 貝 佐 藤 昌 之

クリーンルーム内気流を対象とした，乱流シミュレーション，可視化計測による流れ場・拡

散場の予測，解析，制御のための手法の開発を行う．特にレーザー光を用いた流れの可視化に

よる定性的な把握とともに，定最的な計測を行うシステムの開発研究に重点を置く．本年度は

模型実験により各種統計絨を測定し，従来から行われているタンデム型熱線風速計の測定結果

や数値シミュレーション結果と比較し，計測システムの精度向上に努めた．

7 クリーンルームにおける気流性状と浮遊微粒子拡散の予測と

制御に関する研究（継続）

教授村上周三・助教授加藤信介・大学院学生産 棟皓•高橋義文

受託研究貝佐藤昌之

（第 5部の項58参照）
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8 居住環境実験法に関する研究（継続）

教授村上周三・助教授加藤信介・協力研究貝吉野 博• 赤 林 伸 一

（第 5部の項62参照）

9 高機能バイオセンサーの開発（継続）

助教授渡辺 正 ・ 助 手 吉田章一郎・技官高寺喜久雄

大学院学生立間 徹

龍極表面を分子レベルで機能デザインすることにより，バイオセンサーの高機能化・高性能

化を目指している．化学修飾法によって酸化スズ電極表面に単分子層のペルオキシダーゼを結

合させた過酸化水素センサーを作製し，酵素分子 1個あたりの働きが格段に優れたセンサー応

答が得られた．また，各種オキシダーゼをさらに結合させた二分子府複合酵素電極を作製し，

各種基質に対する応答特性の向上が達成できた． （一部科学研究費重点領域研究）

10 クラウンエーテル単分子層を用いるイオンセンサーの開発（継続）

助教授渡辺 正・助手吉田章一郎・技官高寺喜久雄・大学院学生山本武継

電極表面に機能分子を単分子屑修飾することによりセンサーの高性能化を図ることを目的と

して，長鎖クラウンエーテルを LB法によって表面修飾した酸化スズ (SnO,)半導体電極と金

龍極を作製し，イオンセンサーとしての応答特性を検討している．表面電導度変化を出力とす

るSnO,電極により良好なイオン選択性を確認するとともに，マーカーイオンの酸化還元電流

として出力するイオンチャンネルセンサーとしての応答性も検討している．

（一部科学研究費重点領域研究）

日 光合成器官の分子構築に関する化学計測（継続）

助教授渡辺 正• 学振特別研究貝小林正美・大学院学生前i田広幸

岡山大学生物学科およぴオランダ・ライデン大学との共同研究により，紅色細菌，緑色細菌，

ヘリオバクテリウム，高等植物光化学系II反応中心標品の機能と色素構成との相関について検

討している．ヘリオパクテリウムについては新規な機能色素バクテリオクロロフィルg'を見い

だし，系II反応中心複合体中の色素組成がクロロフィルalf3ーカロテン／フェオフィチン a=;c6/

2/2であることを確認した. Photoregulationに関する検討も開始している．

（一部科学研究費重点領域研究）

12 光合成機能分子の物理化学的キャラクタリゼーション（継続）

助教授渡辺 正•学振特別研究貝小林正美・大学院学生真崎仁詩• 西 山 佳 孝

光合成色素クロロフィル類の電子状態と反応性との相関を確立すべく，エピマー化，アロマー

化，フェオフィチン化等の分子変性の速度論的パラメータを集積しつつある．エピマー化につ

いては新規な現象として酸触媒過程と自已触媒過程を見いだした．他方， クロロフィル類の生
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合成と生分解に関与する酵素クロロフィラーゼについて，活性評価法の改良およぴHPLCによ

る単離精製法の確立を検討している．

13 ラマン分光による吸着種の状態計測（継続）

助教授渡辺 正・大学院学生上田啓司

単分子層以下の極微籠吸着種を高エネルギー分解能で状態計測できる手法である SERS

(Surface-Enhanced Raman Spectroscopy)により，銀電極上の各種吸稽分子の表面配向とそ

のダイナミックスについて検討を続けている．

14 生体中のヒ素および重金属化合物に関する化学計測（継続）

助教授渡辺 正•技官高寺喜久雄

誘導結合プラズマ質量分析装置 (ICP-MS)およぴ発光分光装置 (ICP-AES)とHPLCと

を連結させた計測システムを構成することにより，生体に含まれる微最のヒ素化合物と重金属

化合物について，定性定罷法，体内分布とその動態，取り込み過程等を検討している．本年度

は主として褐藻類を試料とし，超遠心分画により得られた組織の各部位ごとの元素分布と

HPLC分離条件の検討を行った． （一部科学研究費重点領域研究）
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先端素材開発研究センター

I 鏡面加工（研削，切削，圧延）の研究（継続）

教 授 中 川 威 雄 ・ 大 学院学生大森 整・朴 圭烈

受託研究貝宮本和彦・大学院学生権 哲淳

超砥粒メタルポンド砥石を用いた電解インプロセスドレッシング (ELID)研削法は順調に発

展している．本年度は電解や研削の機構を明らかとする基礎研究のほか，鏡面研削の適用材料

が一般金属材料にも拡大するとともに，形状研削も可能であることを示し，非球面レンズやミ

ラーヘの適用の可能性を明らかとした．実際への適用例が増えるとともに専用の研削盤の開発

を行い，そのうちのいくつかは市販されるに至った．また本研削法を発展させてサブミクロン

固定砥粒を用い，ナノメータオーダの表面粗さを得るラップ研削法を開発した．

さらにこの方法を切削加工に応用した多刃カッタによる鏡面フライス切削法，圧延ロールの

インライム研削の研究も開始した．

2 難加工ファインセラミックスの高能率研削穴あけ

教授中川威雄・大学院学生朴 圭烈• 大森 整

Si3N, のようなこれまで穴あけ加工がほとんど不可能とされていた難加エファインセラミッ

クスに対し，高強度ダイヤモンド砥石を用いたコアリング研削を試みた．その結果，高速回転，

高速送りの条件下で，適度の自動目立て作用が現われ，低荷重研削が持続的に実現できる条件

を見い出すことができ，高能率穴あけ実現の道を拓くことができた．あわせて，高圧クーラン

ト，パウダドレッシング，振動付加等の効果も明らかとした．

3 プラズマ粉末溶融による磁性砥粒の製造と磁性砥粒研摩による

型みがき自動化（継続）

教授 中 川 威 雄 ・ 助 手（特別研究貝）安斎正博・受託研究貝真崎浩ー・遠藤博司

プラズマ粉末溶融法を用いて NbC粉と鉄粉の結合体を製造し，高性能磁性砥粒を開発し，こ

の砥粒とマシニングセンタを用いて CAD/CAMシステムと組み合わせた型みがきの自動化に

取り組んでいる．本年度は研摩能率を上げる条件を把握するとともに，非平面への適用性を確

認した．また電磁石のみならず永久磁石を使用することも検討した．

4 セラミック鋳型を用いた吸引精密鋳造による射出成形型（継続）

教授中川威雄・技官野口裕之・大学院学生魏 恋

受託研究貝宮本和彦・研究生令村正人

通気性セラミック型を鋳型として用い，細模様をもつ加飾表面を吸引精密鋳造することによ
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り射出成形型を製造しようとする研究である．本年度はこの方法で耐摩耗性が高く，かつ鏡面

みがきの可能な高力黄銅型が製造できることを明らかにし，多鼠生産型への適用の可能性を見

い出した．また，微細粉末を表面層に用いた表面微細加飾用セラミック型の開発も行った．

5 金属短繊維の静電植毛と伝熱素子への応用

教授中川威雄・技官野口裕之

純銅短繊維を銅板上に静電植毛ロウ付けした伝熱素子を開発し，これを熱交換素子として使

用できることを明らかとした．本年度は製造法の確立と，超電導や車用ラジエータヘの応用に

ついて検討し，有望であることが確認できた．

6 射出成形による金属繊維混入高導電性プラスチック

教授中川威雄・技官野口裕之

プラスチックの 2色成形と導電性プラスチックを利用し，射出成形により電線の製造と配線

を同時に行うことを目的とする研究である．本年度は繊維およぴ粒子を多最に混入した導電性

プラスチックの射出成形を行い10→ncmのオーダの導電性プラスチックの開発を目指し実験

的検討を行った．

7 ファインセラミックス粉末の常温押出成形（継続）

教授中川威雄・技官野口裕之・大学院学生張 黎紅

受託研究貝酒造 豊

水を主成分とするバインダを用いファインセラミックス粉末の常温下での押出し成形の研究

を行ってきた．本年度は50中までのファインセラミックス繊維の押出しに成功し製造法確立の

ための本格的研究の足がかりを得た．また有機粉末を混入した Sic粉末の押出し成形において

は，油を主成分とするバインダを使用することにより，長尺棒や管および複雑形状体の成形に

成功し実用化のめどを得た．

8 電動式粉末成形プレス

教授中川威雄・大学院学生鶴 英明

サーボモータより直結したポールスクリューによるラムを駆動させる電動式粉末成形プレス

の設計試作を行い，その基本特性の把握と 2-3の成形実験を行った．本成形機はラムの動作

の NC制御により従来機の給粉，圧粉，押出しにおける制約条件を大幅に解決することにより，

これまで成形できないとされていた焼結機械部品の成形に挑戦するために開発されたものであ

る．
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9 C/C複合材料用のプリフォームドヤーンを用いた大形の板状および

異形の CIC複合材料の製造技術に関する研究（継続）

教授大蔵明光・助手（特別研究貝）張 東植・受託研究貝中川隆夫

本研究で開発したプリフォームドヤーン (PY:炭素繊維束内にコークス粉とバインダーを包

含したもの）を出発材料にし，これをホットプレスすることによって大形の板状ならぴに異形

のCIC複合材料の製造技術に関する研究を行っている．その結果，一方向プリフォームドシー

トを用い，寸法が100cmX60cm大の一方向と直交の板状 CIC複合材料と， PYを出発材料にし

た長さ200cm大のパイプ状の異形の CIC複合材料の製造技術の確立に成功した．

10 耐酸化炭素材料の製造とその耐酸化性について

教授大蔵明光・助手（特別研究貝）張 東植

耐酸化炭素材料を， コークス粉＋パインダー中に，セラミックス (SiC,Si3N., Si)粉末を

さまざまな配合比で直接添加混合し，これをホットプレス焼成した後，二次熱処理することに

より作製した．セラミックス添加炭素材料の強度は， SiC添加時は二次熱処理温度が1,500℃以

上では無添加時に比べ高いことが， Si3N4添加時は無添加時に比べ低いこと，また Si添加時は

無添加時と同程度であることが知られ，また耐酸化性は， Si>SiC>Si3N.>無添加の順に高い

ことが知られた．

11 耐酸化 CIC複合材料の製造とその耐酸化性質について（継続）

教授大蔵明光・助手（特別研究貝）張 東植

耐酸化 CIC 複合材料の製法は，耐酸化炭素材料の製造において，比較的高い耐~化性を示し

たセラミックス (Si,SiC)種のみを直接マトリックス中に混合し，これを炭素話樟佳と梢層し，

ホットプレス焼成後，二次熱処理して得た．繊維容積率を20%,Si, SiCを40%添加して得た Cl

C複合材料の1,400, 1, 600, 1, 800℃におけるアセチレンバーナによる燃焼実験結果によると，

耐酸化性は Si>SiC>無添加，の順に高く， Si添加時が最も良好であった．

12 ボロン系複合材料の界面に関する研究（継続）

教授大蔵明光・技官本：田紘一

ポロン繊維強化金属複合材料において，ポロン繊維を直接金属と接合させると， 界面反応に

より金属硼化物が生成し，複合材料の機械的性質を劣化させる．そこで本研究では， CVD法に

よりボロン繊維に BNコーティングを施し， Alおよび Tiをイオンプレーティングして界面現

象の変化や機械的性質に与える影特について調査している．これまでに未被覆繊糸佳に比べ， BN

被覆繊維は高温でもその引張強度が低下しないことが明らかとなった．
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13 炭素繊維強化金属基複合材料の界面に関する研究（継続）

教 授 大 蔵 明光・大学院学生手 洞哲

炭素繊維の表面構造の面から， C/Al複合材料の界面での反応性および反応機構を明らかに

し，界面反応物 (Al,C,)が複合材料の引張強度に及ぼす影聰について定最的に検討した．同様

に， C/MgとC/Ti複合材料の界面反応およぴその反応が引張強度に及ぼす影特についても調

査した．炭素繊維とマトリックス金属との界面での反応性は，炭素繊維の表面構造によって大

きく異なり，生成した反応物は，複合材料の強度を低下させる原因であることが明らかとなっ

た．

14 SiC繊維強化 Ti複合材料に関する研究（継続）

教授大蔵明光・助教授香川 農•大学院学生藤田 崇

SiC/Ti複合材料で繊維の持つ特性をマトリックス中で最大限に発揮させるためのプロセ

ス，材料構成要因を体系的に解明するために，反応による繊維強度の低下が起きないプロセス

条件下で，プロセス条件と界面せん断強度の関係，界面せん断強度と機械的特性の関係を調べ

た．その結果，繊維強度を低下させずに複合材料を作製すること，およびそのプロセス条件下

で界面せん断特性値を制御することが可能となり，最適作製条件も定まった．

15 固体炭素の表面化学に関する研究（継続）

教授大蔵明光・受託研究貝萩原茂示

固体炭素表面への水分子の吸箔機構について，固体岩素表面を水素化，含酸素官能基導入あ

るいはアルキル化して表面配位化学種とその構造を変化させ，微分吸着熱測定によって検討中

を表面改質と浸漬熱との関係から検討中である．

16 炭素質メソフェーズに関する研究（継続）

教授大蔵明光・受託研究貝萩原茂示

炭素質メソフェーズは，主として多環芳香族分子から成り立っているため電気絶緑体である．

これに Fe,Coおよび Cuーフタロシアニンを含有させ，さらにスルフォン基を導入して電算性に

ついて検討した．その結果，導入スルフォン基が主に電導性に寄与し，金属では CuくCo<Feの

順であった．この電導性（比抵抗）は，直流法と交流法とで差異が生じた．この点については

検討中である．

17 炭素繊維強化炭素複合材料の破壊抵抗の定量化に関する研究

教授大蔵明光・助教授香川 豊・博士研究貝 K.Ahlbo「n

炭素繊維強化炭素複合材料の破壊過程のその場観察を行うとともに破壊過程中のクラックの

進展抵抗を同時に測定する手法を開発した．その装置を用いて製造条件の異なる複合材料の破

壊抵抗の評価を行った．その結果，従来の手法では測定が困難であったクラック進展開始， ク
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ラック成長時のエネルギー解放率，応力拡大係数を求めることが可能となった． また，同時に

観察可能な試料表面の破壊過程が破壊抵抗に与える影特も明らかになった．

18 ガラスの材料設計に関する研究（継続）

助教授安井 至•助手（特別研究貝）長谷川洋

ガラス組成の最適値を求めるための新しい方法論を研究している．そのため， いくつかの試

みをしているが，本年度は，ニューガラスフォーラムに協力し，ガラス組成 9万件を含む国際

ガラスデータベースの構築のためのシステム概念設計，詳細設計を行ってきた． このはか，ガ

ラス化範囲データベースの作成なども検討し，試作を行った．

19 非晶質薄膜の合成とその材料設計に関する研究（継続）

助教授安井 至•助手（特別研究貝）難波徳郎・大学院学生宇都野太

各種の気相からの合成法，液相からの合成法を使用し，それぞれの生成条件によって得られ

る非晶質薄膜の物性と構造とがどのようになるかを検討し， 目的の非晶質薄膜を得る方法論の

確立と，材料設計的なアプローチによる物性の予測をどのようにすべきであるかを研究してい

る．本年度は，スパッタリング装憫を導入し，酸素／アルゴン雰囲気による反応性スパッタリン

グによって，酸化物薄膜を検討した．

20 セラミックス材料の生成判定システムの構築（継続）

助教授安井 至•大学院学生藤原佳子

任意の 3種類の金属酸化物がペロブスカイト型化合物を生成するかどうかを，さまざまな

データに基づいて判断する一種のエキスパートシステムであり，セラミックス材料設計，シス

テムの根幹をなすシステムの一つである．各種イオンの特性，たとえば，イオン半径，電気陰

性度，酸塩基特性，原子価の安定性といった情報のほか，これまで文献で知られているすべて

のペロプスカイト型化合物をデータベースとして持っている．

21 X線および中性子線回折とコンピュータシミュレーションによる

ガラスの構造解析（継続）

助教授安井 至•助手（特別研究貝）長谷川洋・難波徳郎

大学院学生赤坂洋一

精度の高い X線およぴ中性子線回折からもとめた動径分布関数を満足する構造モデルを求

めるもので，従来の非品質構造解析の限界を越え，最近接配位のみでなく，物性を決定してい

ると考えられる中距離秩序が求められるようになってきた．これは， コンピュータシミュレ

ションと組み合わせることによって，材料設計が可能であることを示唆するものである．本年

は，重原子を含むガラスについて検討した．
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22 ガラスの結晶化の研究とそれを応用した新しいセラミックス

材料の開発（継続）

助教授安井 至•大学院学生柳 奉奇

ガラスの結品化現象そのものと，それを応用した新しい材料の開発の可能性を検討した．本

年度は，主としてガラスとセラミックス粉体とを複合焼結し，その際，ガラスがどのように結

晶化するか，生成するセラミックスがどのようなものになるかを検討し，セラミックス配線基

板として応用できるかどうかを検討した．

23 固体中のアルカリイオンの存在形態に関する研究（継続）

助教授安井 至•技官坂村博康

固体電解質およぴガラスにおけるアルカリイオンの性質を固体の構造との関連において解明

することを目的として，イオン交換特性，内部摩擦，電気伝導度等の物性を測定し， X線構造

解析の結果との対応を付けようとしている．

24 プラスチック焼結体の真空チャックヘの応用（継続）

助教授谷 泰弘・助手池野順一

超精密切削加工・研磨加工・ダイシング加工時に，薄肉の加工物を保持するために使用する

真空チャックとして，多孔質のプラスチック焼結体を応用することを検討している．本年度は

テフロン焼結体の動特性，化学的特性，真空吸引時の変形等の基礎的な性質について検討した．

その結果，テフロン素材は加工時に使用される種々の化学液に対して安定であること，ウレタ

ンよりも減衰係数は小さいが，高い固有振動数を有していることなどが判明した．

25 高密度低結合度砥石による超精密研磨

助教授谷 泰弘・助手池野順一

nmオーダのダメージの少ない仕上げ面を高能率に得ることができるラッピング砥石とし

て，高密度低結合度砥石が適していることを提案している．本年度は加工単位を小さくし化学

的な除去作用を付加するために， 10-20nm径のコロイダルシリカを固定化し，これを砥石とし

て使用することを試みた．そのため，電気泳動現象を利用して液中で凝集物を作る方法を開発

した． （一部科学研究費奨励研究 A)

26 硬質材料のスライシング技術に関する研究（継続）

助教授谷 泰弘・助手池野順ー・ 大 学 院 学 生 福 谷 亮 人

現在硬質材料の切断加工はダイヤモンドブレードによって行われているが，チッピング・加

工歪などのダメージが問題になっている．そこで，本研究では超微細砥粒の電滸現象を利用し

て，超微細砥粒をダイヤモンド粒と同時に作用させる切断技術を開発している．本年度はメタ

ルボンドダイヤモンドプレードを工具として使用し，これにシリカを電培させながら加工した
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ときの加工特性について検討した．

27 浮上工具方式による超平面切削加工技術に関する研究

助教授谷 泰弘 ・教 授佐 藤壽 芳

技官上村康幸・大学院学生榎本俊之

（選定研究の項参照）
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機能エレクトロニクス研究センター

l 気象衛星 NOAA画像の高次利用（継続）

教授高木幹雄・技官箕輪陽ー・大学院学 生金 命宣•立川研之

気象衛星 NOAAから得られる観測データは，その観測範囲の広域性や観測の反復性，観測

データ取得の即時性を特徴とし，地球環境を動的に把握するためには非常に有効である．本研

究では，衛星観測データの高次総合利用を目標とし，センサ較正，大気補正，幾何学的歪補正，

地図画像の作成等の処理手法およぴその高精度化，高速化について検討している．また，利用

者に受信・処理された衛星画像を迅速にかつ経済的に伝送する手段として，ファクシミリネッ

トワークを構築し，衛星画像の直接受信，即時処理，即日配布を可能とする一貫処理システム

を開発している．

2 気象衛星 NOAA画像の大気効果補正（継続）

教授高木幹雄・技官箕輪陽一

衛星画像は宇宙空間から大気を透して地球表面を観測したものであり，より正確な情報を得

ようとすれば，大気効果を補正する必要がある．本研究では衛星に搭載されている改良型高分

解能放射計 (AVHRR)の赤外センサーのデータを補正して出来るだけ真の海面温度を求める

ために，タイロス垂直サウンダ (TOVS:TIROS Operational Vertical Sounder)のHIRS/

2センサーのデータを利用して大気の垂直方向の状態を推定してその効果を補正する方法と，赤

外チャネルによって大気から受ける影聾が違うことをもちいるマルチチャネル法について，海

上の実測データを用いて比較検討している．

3 大規模画像データ検索管理システムの構築（継続）

教授高木幹雄・大学院学生高橋禎郎・山本昭夫

近年，小• 中規模画像を対象とする画像処理システムが商用化されるようになってきたが，

印刷用画像・リモートセンシング画像等の大規模画像を支援するシステムは存在しない．本研

究では，磁気ディスク・追記型光ディスク ・DATを有機的に統合した大規模画像データ管理シ

ステムを構築し，容最数百 GBにも及ぶリモートセンシング画像の蓄租・検索管理に適用して

その有効性を確認する．

4 視覚系における時空間情報処理モデル（継続）

教授高木幹雄・大学院学生山本昭夫

視覚系は高度の階層システムであり，それぞれの階層が高度の並列処理を行いながら，他の

部分との情報交換を行うことにより，各種の視党情報の知覚・認識が達成される．本研究では，
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こうした視覚系に関する知見に基づいたモデルを構成し，移動物体に対する視線の追従，周辺

領域との相互作用による明暗情報の強調などの時空間情報の知覚過程における各階府およぴ階

層間での協調• 競合による並列情報処理について検討している．

5 画像処理システム

教授高木幹雄・大学院学生立川研之

画像処理アルゴリズムの開発には，さまざまな形式で表現される画像情報を表示，処理する

ことや，画像に付随する属性情報をとりあつかうなどのマルチメディア環境が必要となってき

ている．このような環境を，ネットワーク，ウインドウ・システムなどの利用により実現し，

柔軟性の高い，対話的画像処理システムを構築するとともに，気象衛星 NOAA画像処理システ

ム，への応用を図る．

6 超音波の信号処理に関する研究

教授高木幹雄・大学院学生川田亮一

非破壊検査に用いられる，超音波の信号処理についての研究を行っている．探触子（トラン

スデューサー）から発射されたパルスは，被検体の内部で散乱を受ける．散乱波は，再び探触

子で受信される．この受信波形においては，しばしば雑音により，本来の目的である，欠陥か

らの散乱波が隠されてしまっている．本研究は，各種信号処理を用いて，受信信号の分解能や

SN比を向上させることを目的とする．

7 Shannonの情報理論における BoltzmannMachineとその画像応用

教授高木幹雄・大学院学生張 廃棟

ニューラル・ネットワークについて，特に BoltzmannMachineを研究して，梢報理論を用

いて， BoltzmannMachineとの関係を考える．この関係により，雑音で汚された画像を原画像

に回復することや，輪郭線を抽出することが可能になるので，画像処理への応用研究を進めて

いる．

8 多変数剰余関数が生成するパターンの性質

教授高木幹雄・助手坂元宗和

多変数剰余関数を格子点でサンプリングして得られるパターンは，原関数が高い空間周波数

をもつとき，エイリアスによって興味深い形を示す．このパターンの周期，対称性，その他の

形態上の性質を，サンプリング格子，法，原関数の代数的性質と関連づけて解明する．パター

ン相互間にいかなる演算を定義すれば，直観に合う代数体が得られるかを研究し，応用の可能

性を高める．
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9 視知覚的に自然な補間型スプライン（継続）

教授高木幹雄・助手坂元宗和

スプラインには，関数値の近似計算向きのもの，曲面物体の形状定義向きのものがあるが，

一般的な平面曲線のように見た目のよさが重要な曲線の形状定義に使うばあい，視覚的な自然

さや，取扱いの簡便さに欠ける．曲率の最小化ではなく，より視覚的に妥当なたわみ率の一様

化を導入して，計算手続上有利な 3次スプラインを修正した．他のスプラインとの性質の比較

およぴ高品質アウトラインフォント設計への応用を研究している．

ID 星座問題（継続）

教授高木幹雄・助手坂元宗和

空間内にランダムに存在する点（星）をおのおの至近の星に結合すると，すべての星はいず

れかの連結グラフ（星座）に所属する．このとき，星の数にもとづく星座の規模分布等を考え

る．解は距離を確率変数とする至近星の密度関数を，該当する構造を容認する範囲で多重積分

すれば得られるか，実際の計算には大きな困難が伴う. 1次元空間の場合を組み合わせ数字の

手法で解き，ポワソン分布に似た分布を得た．

II 加重ボロノイ分割（継続）

教授高木幹雄・助手坂元宗和

分割パターンを抽象化した概念であり，その理論的研究に重要な役割を果たすポロノイ分割

には，母点の等価という制約があった．母点に重みを導入すれば，適用範囲も広がり，勢力圏

としての意味が明確になる．この拡張が加重ボロノイ分割であるが，その分割図の比較的簡便

な作図法を案出した．放送局受信領域の形態に応用したが，他の分野の分割パターンについて

も有効であろう．形成原理，領域面積の統計的性質，隣接位相構造を研究している．

12 セル・オートマトンによる平面模様のデザイン（継続）

教授高木幹雄・助手坂元宗和

1次元 1近傍のセル・オートマンが生成するパターンは，平面模様のデザイン技法に応用す

るうえで大きな利点がある．すでに実用性については確認できたので，ディジタル平面に制限

された幾何学的変換を利用して既存モチーフから対称形，集合形などを導く技法を開発し，従

来の模様製作技法も移植している．さらに，模様の半自動制作のための選抜評価関数の改良，

陰陽交代模様の制作などその他の特有な手法の開発を検討している．

13 特徴検索機能を有する NOAA画像データベースシステムの開発

教授高木幹雄 ・大学院学生周 長明

気象衛星 NOAA画像が気象・海洋をはじめとするさまざまな分野に利用されている現在，受

信時刻のような属性による検索のほかに，シーンごとの特徴（画像特徴）に基づく検索機能を
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有するシステムが要求されている．ここで，我々は受信した NOAA画像の特徴を自動的に検出

するアルゴリズムを開発し，その特徴を2D-String表現方法を用いて構造化し，画像特徴による

検索を重視した画像データベースシステムを構築する．画像特徴による検索，パターン・マッ

チングによる画像の類似検索などのような画像データベースの特有な検索ができる．

14 LUTを用いた NOAAのセンサの較正（継続）

教授高木幹雄・大学院学生金
_...._ 
ロn早

気象衛星 NOAAから得られる AVHRRデータは，その最が膨大で，処理に時間がかかると

いう欠点があった．そこで，放射最較正をするために，あらかじめ作られた LDTを参照して，

輝度温度への変換する方法， また利得と切片の値と出カカウント値のテープルを参照すること

によって放射輝度から輝度温度への変換を省略して輝度温度への変換するアルゴリズムについ

て検討している．

15 印刷画像の解析（継続）

教授高木 幹雄・受託研究貝江川裕仁

高精細画像の代表である印刷画像は，いまだ十分な研究が行われていなく未知の部分が多い．

本研究では，原画像をスキャナーで入力し，印刷用画像として出力する一連の系の中での高精

細な印刷用画像を画像処理を用いて解析し，その特質を明らかにし，画像データ圧縮，画質評

価への応用を図ることを目的に，その解析方法を検討している．

16 ヘテロ電子材料および混晶の作製と応用（継続）

教授生駒俊明・講師平川一彦・助 手（特別研究貝）斎藤敏夫

技官原田和幸・大学院学生小田切貴秀•橋本佳男• 野 口 充 宏

半導体ヘテロ電子材料は，超高速光・電子デパイスの根幹となる材料であり， ますます重要

性を増している．本年度は分子線エピタキシー装置による高純度GaAs/A!GaAs系ヘテロ構造

の成長を行い，メソスコピック構造を作製して極低温におけるメソスコピック｛云導を明らかに

した．さらにIII-V族/IV族半導体単原子層超格子の電子状態とフォノン分散を計算して物性予

測を行った．また InAs/GaAs系の超薄膜積層構造を作製，界面・表面フォノン・プラズモンの

性質を調べた．

17 ヘテロ電子材料および混晶の評価技術（継続）

教授生駒俊明・講師平川一彦・助手（特別研究員）斎藤敏夫

技官原田和幸・大学院学生橋本佳男•野口充宏•協力研究貝奥村次徳

ヘテロ電子材料およぴ混晶の界面物性，特にヘテロ界面，混晶中における原子結合および格

子欠陥を評価するための新しい評価技術の研究を行っている．

本年度は，分子線エピタキシー法により超高真空中で成長した A!GaAs合金について，その

価電子帯のエネルギーと内殻準位のエネルギーを X線光電子分光法(XPS)により評価し， Ga
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-AsボンドおよぴAl-Asポンド間でミクロな電荷の移動があり，それがバンド構造に大きな影

咽を与えていることを明らかにした．

18 集束イオンビーム技術と応用（継続）

教授生駒俊明・講師平川一彦・助手（特別研究貝）斎藤敏夫

大学院学生小田切貴秀・山田 誠

イオンピームを細く (0.1ミクロン径）絞り，半尊体へのイオン注入， リソグラフィ，微細加

工を行う技術について研究している． リソグラフィ技術では半導体基板と PMMAレジストの

間に金属薄膜の緩衝附を狭むことにより，半導体基板に導入される照射損傷を大幅に軽減する

プロセスをすでに開発しており， GaAs爵子細線の作製に応用している．本年度はリソグラフィ

応用における最適条件を詳しく調べ，線幅0.2μmのレジスト加工を行う技術を確立した．

（一部科学研究費一般研究 B)

19 半導体量子細線中の電気伝導現象（継続）

教授生駒俊明・講師平川一彦・大学院学生小田切貴秀• 山田 誠

線幅lOOOA程度以下の半導体最子細線中では蟄子力学的な電子波の干渉効果が電気伝溝現

象に大きな影惣を与える．本年度は集束イオンビーム法により作製した半導体鼠子細線中にお

ける電子波の位相コヒーレンス長の高電界効果について検討した．その結果4.2Kにおいて位

相コヒーレンス長は入カパワーが10玉 WI電子を越えると急激に減少しはじめること，およぴ

そのときの主なエネルギ緩和機構が音孵フォノンの放出であることを明らかにした．

（一部科学研究費一般研究 B)

20 機能デパイスの作製と動作解析（継続）

教授生駒俊明・講師平川一 彦・助手栗原由紀子

助手（特別研究貝）斎藤敏夫・大学院学生小田切貴秀・山田 誠

新しい機能デバイスとして注目されている電子波干渉トランジスタについて，半導体最子細

線中の電子波位相コヒーレンス長の温度依存性およぴ電界強度依存性を検討することにより，

その動作範囲の限界を明らかにした．その結果AIGaAs/GaAs系電子波干渉トランジスタは，

温度はlOKまで，入力電力は10遺 WI電子まで動作可能であることを明らかにした．

（一部科学研究費試験研究）

21 共有メモリ型マルチプロセッシング用高性能OSの開発（継続）

助教授喜連川優・技官中野美由紀

並列処理は今後の計算機アーキテクチャの必然的発展方向と考えられるが現状ではマルチプ

ロセッサ用の実用的軽装オペレーティングシステムは存在しない．本研究では 8台の MC

-68020からなるマルチプロセッサシステム上に， OS-9を基にプロセッサ間通信機能，共有メモ

リ管理機能などを追加した OSを構築しており，試作システムを実装し，その性能評価ならぴに
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改良を行っている．

22 スーパーSQLサーバの研究

助教授喜連川優・技官中野美由紀・大学院学生平野 聡

二次記憶系入出カポトルネックは今日の計算機システムの抱える最も大きな問題の一つと言

える．本研究ではディスクの並列駆動，ならぴに，大容最ディスクキャッシュ上での多重プロ

セッサによる並列処理による高性能大容絨データプロセッサの開発を行っている．本年度は，

ステージングパッファ容餓をはるかに越える数百 MBファイルの SQL処理アルゴリズムを各

種検討し，ハイプリッド化を試み，商用システムに比べ，著しく高い性能を確認した．

23 超高速ハードウェアソータの研究（継続）

助教授喜連川優・受託研究貝安藤 孝

ソート処理はビジネスアプリケーションを始めとする多くの計算機応用における基本操作で

あり，オフィス処理の30%以上を占めるといわれ，その高速化は重要な課題である．近年のハー

ドウェアコストの低下をかんがみ，われわれは並列処理によりその高速化を試みており，昨年

度試作したプロセッサ数18台から成るパイプラインソータは，処理速度 4MB/secを達成して

いる． ミニコンのシステムパスに接続し性能測定を行いソフトウェアのおよそ40倍の性能を確

認した．本年度は VLSIソートチープを20個を使用したソートボードを開発した．

24 可変長レコードハードウェアソートアルゴリズムの研究（継続）

助教授喜連川優・大学院学生楊 維康

ハードウェアソートアルゴリズムは各種開発されているが，すべてエンコードデータを対象

とする固定長アルゴリズムであり，可変長レコード用アルゴリズムはない．一方，実用的見地

からすればVSAMデータセットを始め，可変長レコードの支援は不可欠である．本年度は，昨

年度開発した可変長レコード用アルゴリズムのシミュレータを構築した．

25 並列動的 GRACEハッシュ方式の研究（継続）

助教授喜連川優・大学院学生津高新一郎

従来のハッシュ方式はオーバーフローに弱く，データの分布によっては著しく性能が低下す

るのに対し，本動的 GRACEハッシュ方式では動的に分布情報を採取，利用することにより，

データ分布によらず高い性能が期待できる．本年度はシーケント社の並列プロセッサ上への実

装設計を行った．

26 大規模知識処理システムにおける知識ベースマシンアーキテクチャの

研究（継続）

助教授喜連川優・大学院学生楊 維康

大規模知識処理システムにおける知識管理層を支援するための高並列マシンアーキテクチャ
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の研究を目的としており， 1クラスタ当たりのプロセッサ 4-8台， 16クラスタ程度の試作機

の構築を目指している．本年度はその回路設計を終了した． （特別推進研究）

27 多次元クラスタリングデックスの研究（継続）

助教授喜連川 優・大学院学生原田リリアン

多属性を取り扱う多次元クラスタリングインデックスに関し， KDトリー，グリッドファイ

ル，ダイナミックハッシュ技法等の比較検討を終え， KD木上でのデータベース演算処理方式に

ついて各種アルゴリズムを開発し評価を行い，ページ縮退を行うことにより極めて高い入出力

性能を達成できることを確認し，本年度は更に改良を施し， GRIDファイルに対してその有効性

を確認した．

28 巨大画像の並列処理に関する研究（継続）

教授高木幹雄・助教授喜連川優・大学院学生鈴木慎司

リモートセンシング画像等の巨大画像の処理には多大の時間が必要となり，その高速化が望

まれている．本研究では，パス結合型のマルチプロセッサを用い，画像の並列処理アルゴリズ

ムの開発を行う．本年度はセンサ較正処理の並列化について検討を行い，一部シンメトリ S81,

並列コンピュータ上に実装した．

29 超並列計算の基礎研究（継続）

助教授喜連川優・大学院学生松本和彦

現在のベクトル処理方式によるスーパーコンピュテーションは，その限界から明らかになり

つつある．数十 GFLOP以上の性能を得るには超並列アーキテクチャの開発が不可欠である．

本年度はコネクションマシンを用いその基本性能を測定するとともに超並列データベース処理

アルゴリズムを開発した．

30 オブジェクト指向データベースの研究

助教授喜連川優・大学院学生鈴木慎司

現行のリレーショナルデータベースはその表現能力が低いため複雑なデータ構造の表現は困

難であることから，新しいデータベースモデルすなわちオブジェクト指向データベースの開発

を行っている．本年は C言語上へのパーシステンシーの導入について検討した．

31 分子線エピタキシー法による半導体ヘテロ接合の成長（継続）

講師平川一彦・教授生駒俊明・助手斎藤敏夫・技官原田和幸

大学院学生小田切貴秀•橋本佳男•野口充宏•山田 誠

近年，半導体超薄膜およぴヘテロ接合界面を利用した優れた特性を示す半導体デバイスが実

現されている．本年度われわれは，①分子線エピタキシー (MEE)法により高純度GaAs/AI-

GaAsヘテロ構造の作製をおこない，ヘテロ界面に高移動度 2次元電子ガスが形成されている
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ことを確認した．②RHEED観察を用いて GaAs上に A!As,InAsを単原子レベルで膜厚を制

御しながら成長する方法，およぴ③従来，鏡面成長させることが難しかった GaAs(llO),(lll) 

B面上に GaAsを鏡面成長させる方法を確立した．

32 電子分光法による半導体ヘテロ構造の評価（継続）

講師平川一彦・教授生駒俊明・助手斎藤敏夫

技官原田和幸・大学院学生橋本佳男• 野口充宏

半導体ヘテロ構造中の電子物性，特にヘテロ界面のバンド不連続鼠△Evは，ヘテロ界面にお

けるミクロスコピックな原子結合に大きく依存しており，その理解は必要不可欠である．われ

われは，ヘテロ界面に形成される界面ダイポールが△Evに与える影特を電子分光法により直接

評価できる方法を考案し，分子線エピタキシー法により単原子レベルの膜厚制御性で成長した

半淋体超薄膜ヘテロ構造における△Evを評価した．その結果，①(100) AIAs/GaAsヘテロ界面

において， ミクロな電荷移動により約lOOmeVの界面ダイポールが存在すること．②A!As/ 

GaAsヘテロ界面の△Evには面方位依存性がないこと．③InAs/GaAsヘテロ界面には結品歪

により△Evに大きな成長順序依存性があることが明らかになった．

33 半溝体超微細構造中の電気伝導現象（継続）

講師平川一彦・教授生駒俊明・大学院学生小田切貴秀• 山田 誠

線幅100nm程度以下の半導体餓子細線中では，最子力学的な雷子波の干渉効果が電気伝導現

象に大きな影特を与える．本年度は，電子波干渉デパイスにおいて，その最大寸法を制限する

ところの重要なパラメータである電子波の位相コヒーレンス長について検討をおこなった．そ

の結果， lOK以上の高温領域では運動聾保存電子ー龍子散乱が， 3K-lOKの領域では運動量

非保存訛子ー電子散乱が支配的であること，フォノン散乱の影開は無視できるほど小さいこと，

3K以下では散乱強度が温度に依存しないことを明らかにした．
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G. 民間等との共同研究

1 . 超高真空装置内での動的気体平衡の測定と解析

助教授岡野達雄・技官寺田啓子・民間等共同研究貝竹内協子

超高真空装骰内での気体の放出と排気の過程を定賊的に解明するための研究を行った．本年

度の成果は，①コンダクタンス変調法の感度と精度に関する考察を行い，変調オリフィス法の

設計指針を定めた，②レーザー昇温パルス気体放出過程や面排気ポンプシステムにおけるトラ

ンジェントな圧力変化の解析の 2つである．

2. ケミカルミキシングによる新複合酸化物の合成と

その低温電気物性の評価

教授工藤徹ー・助手（特別研究貝）岸本 昭

タングステン，バナジン等の過酸化ポリ酸に種々のカチオンを作用させるとポリアンオンの

基本構造が保たれたまま塩が生成する．これは一種の化学混合プロセスであり，得られる塩を

低温焼成すると種々の新しい複合酸化物が合成できる．今年は，タングステン酸塩について検

討し，六方晶形をとるタングステン酸カリウムなど三種類の新しい複合酸化物を合成した．こ

れらに導電性を付与する種々の方法について検討している．

3. 射出成形における成形現象の可視化

助教授横井秀俊•助手村田泰彦

民間等共同研究貝坂本一郎・宇高 靖•川崎 篤・出口好希

民間等共同研究貝岡 克典・内藤貴弘・澤田 聡•渡辺浩史

民間等共同研究貝長谷元弘•永見 哲•渡辺広三・曽布川敦

研究生中野和良

新規に開発したガラスインサート金型，可視化シリンダ，集栢熱対センサを既存の圧カ・温

度計測システムと組み合わせることにより，射出成形総合計測システムを構築し，複眼による

成形現象の解明とモデル化を行うことを目的とする．独立の研究課題として金型関係10テーマ，

シリンダ関係 6テーマ，温度関係 2テーマを選定し，各テーマごとの計測技術を確立しながら

実験解析を行い， 15回の定例研究会を通して成形現象の系統的把握を推進した．
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4. メソスコピック・エレクトロニクスー基礎と応用ー（継続）

教授生駒俊明（代表者）・助教授（東工大）古屋一仁

教授（広島大）伊澤義雅・教授（物性研）福山秀敏

助教授（物性研）家 泰弘・助教授（先端研）荒川泰彦

講師平川一彦・民間等共同研究貝木村達也•林 秀樹

民間等共同研究貝森 芳文・植松 豊• 曽根純ー・梶原孝生

民間等共同研究貝赤坂洋一•宇佐川利幸•横山直樹

半導体の微細加工技術の発展に伴い，サプミクロンデパイスが容易に実現されるようになっ

たが，そのようなデバイス中では，従来の物理現象とは異なった新しい現象が現れる．特に絨

子力学的にきれいに記述できるミクロな世界と統計的平均によってうまく表現することができ

るマクロの世界との中間に新しい物理の世界（メソスコピック）が存在する．このような物理

現象を用いて，エレクトロニクスの新たな展開を図ろうとする研究である．

主な研究分担課題は ①メソスコピック領域における電子伝導の理論的研究 ②強磁場，極

低温におけるヘテロ界面，鼠子細線中の批子電子伝導の実験的研究 ③ホットエレクトロンの

回折現象を用いた新しいデバイスの研究 ④メソスコピック領域における光デバイスの研究

⑤超薄膜・ ヘテロ界面の電子状態原子配列の評価などである．毎月 1回研究会を開き，研究成

果を持ち寄り討論するとともに， 3月1日に東大フォーラムを開催して中間成果の報告を行った．

5. 油圧機器内の流れの数値解析法の研究（継続）

教授小林敏雄・民間等共同研究貝住田 隆

油圧機器における高速制御には機器内部の作動流体の流れの解明が不可欠である．従来，こ

の分野における流れ解析は実験的・経験的手法に穎っていたが，数値流体解析法の導入によっ

て機器設計段階においての諸性能の予測を可能にしようとするものである．乱流解析手法の構

成とモデルによる実験を行い，高品質の数値予測法を追求している．

6. 非等方性の高い室内気流のストレス・フラックスモデルによる

数値解析に関する研究

教授 村 上 周 三 ・ 助 教 授 加 藤 信 介 ・民間等共同研究貝近藤靖史

室内の空気調和をコントロールするためには，室内の詳細な気流解析が必要である．本研究

は一般の建築内部空間のような複雑な流れ場，特に温度分布が顕著にある流れ場の気流分布を

予測しようとするものである．その手段としてストレス・フラックスモデルを用いた 3次元非

等温乱流シミュレーションプログラムを開発し，これを用いて室内気流解析の研究を進めている．
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7 . Computational Engineeringの開発研究（継続）

教授村上周三・教授小林敏雄・教授吉澤 徴

教授岡田恒男・教授中桐 滋・教授高羽禎雄

教 授 安 田 靖 彦 ・ 教 授 二 瓶好正・教授片山恒雄

教授半谷裕彦・助教授西尾茂文・助教授浦 環

助教授都井 裕•助教授石塚 満・助教授喜連川優

助 教 授 森 実・助教授渡辺 正・助教授加藤信介

助教授竹光信正・講師岩元和敏・講師谷口伸行

助手古谷千恵・助手（特別研究貝）堀内 潔

助手（特別研究貝）持田 灯・民間等共同研究貝 田子 精男

Computational Engineeringは，理論による解析も実験による取り扱いも困難である工学上

の各種の問題をスーパーコンピューターを駆使した精緻なシミュレーションとその画像処理に

より新たに解明する工学である．共同研究にあたり富士通株式会社よりスーパーコンピュ

ターFACOM-VPlOOシステム利用の便宜を受け，乱流の数値シミュレーションをはじめとする

Computational Engineering各分野の精力的な開発を進めている．

8. 写真測量による工事管理システムに関する研究

教授村井俊治・日本道路公団和泉 聡

工事管理，特に高速道路建設工事にかかわる検査測艤システムは従来手作業が多く危険が

伴っていたために，写真測最の導入により合理化する方策が要訥されている．本研究では，現

地の工事事務所レベルで，パーソナルコンピュータを用いた簡便な写真測量を行うためのシス

テムのデザインおよぴ予備的実験を行った．

9. 木造免震住宅の地震応答に関する研究（継続）

助教授藤田隆史・技官嶋崎 守・民間等共同研究貝河合 誠

当研究室は，軽量のために免震は困難とされていた木造住宅の免裳装置として，多段型ある

いは円筒型の高減衰積層ゴム，およぴ，パックアップ・リングを有する鉛入り租層ゴムを開発

した．本研究では，多段型高減衰積層ゴムを用いて本所千葉実験所に建設した実大免裳住宅の

自然地裳による応答観測を通して，免震住宅の免裳性能や信頼性を確認するとともに，地裳応

答解析手法の検討を行っている．

10. 鉄骨プレース補強された小型鉄筋コンクリート造フレームの耐震実験

教授岡田 恒 男 ・ 講 師 中 埜 良 昭

助手隈澤文俊・民間等共同研究貝勝俣英雄

地震国日本においては，将来の地震に対して既存建物の耐震化をはかることは重要な課題で

あり，既存鉄筋コンクリート造フレームを鉄骨プレース補強した小型試験体の地震時の挙動，
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力学的性状，補強効果の検討を行っている．今年度は予備解析に基づいた試験体の設計，製作

を行った．
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2 . 著書および学術雑誌等に発表したもの

ー表題は原文表題

ー各項目末尾の数字，文字は，順に巻（太字），号，ページ，発行所名，年，月，（西暦），

分類記号を示す．巻のないものは，文字でその呼称を示す．

一分類記号内訳

A: 生研報告，生産研究等 巳：著書・訳書 c: 学・協会誌，論文誌等 o: 国際学

会講演論文集等 E: 国内学会講演論文集等 F: 調査報告等 G: 一般雑誌，その他

第 ー 部

田村・小長井研究室 (Tamura and Konagai Labs.) 

Visualization of Dynamic Bihavior of Particle Assemblage in Underwater Granular 

Structure Models: Kazuo Konagai. Choshiro Tamu「aBu!., Earthquake Resistant 

Structure Research Center, 22, 3-12, 1989.3 A 

傾斜基盤上の表層地盤の裳動特性解析への波面追跡手法の適用：鄭京哲，田村重四郎，小長井

一男 土木学会第20回地震工学研究発表会講演概要， 141-144,1989.7 E 

基盤形状が表府地盤の地裳時挙動に及ぼす影聾に関する基礎的考察：田村重四郎，冨所達哉

土木学会第20回地裳工学研究発表会講演概要， 145-148,1989. 7 E 

三次元粒状体構造模型内部の動的挙動の可視化：小長井一男，田村重四郎 土木学会第20回地震

工学研究発表会購演概要， 509-512,1989.7 E 

発泡スチロール集合構造体の動特性に関する基礎的研究：田村重四郎，小長井一男，宇波邦宣

土木学会第20回地震工学研究発表会講演概要， 513-516,1989. 7 E 

発泡スチロールプロック集合体の動的安定性に関する基礎的研究（その 1)一実験的研究ー：

田村重四郎，小長井一男，都井裕，芝野亘浩 生産研究， 41, 9, 725-728, 1989.9 A 

発泡スチロールプロック集合体の動的安定性に関する基礎的研究（その 2)ー数値シミュレー

ションー：都井裕，芝野亘浩，田村重四郎，小長井一男 生産研究， 41,9, 729-732, 1989.9 A 

粒状体構造模型内部の動的挙動の可視化：小長井一男，田村重四郎， c.JoseDaniel Ortiz 第

44回土木学会年次学術講演会講演概要集，第 1部， 218-219,1989.10 E 

波面追跡による傾斜基盤を有する表層地盤の振動特性の検討：鄭京哲，田村重四郎，小長井一男

第44回土木学会年次学術講演会講演概要集，第 1部， 930-931,1989. 10 E 

表層地盤の地裳動に及ぼす基盤形状の影聾について：田村重四郎，冨所達哉 第44回土木学会

年次学術講演会講演概要集，第 1部， 932-933,1989. ID E 

発泡スチロール (EPS)プロック構造体の動特性に関する基本的研究：田村重四郎，小長井一男，

宇波邦宣 第44回土木学会年次学術講演会講演概要集，第 1部， 952-953,l 989 . l D E 

フィルダム模型の振動破壊試験における滑り面の形成について：田村重四郎，小長井一男，董

軍第44回土木学会年次学術講演会講演概要集，第 1部， 1156-1157,1989.10 E 
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波面追跡による表層地盤の裳動特性解析法の提案一傾斜基盤上の層厚が直線的に変わる表府地

盤の場合ー：鄭京哲，田村重四郎，小長井一男 生産研究， 41, 12, 922-925, 1989. 12 A 

礫の微小ひずみレベルでの変形特性IIー単調載荷試験ー：孔憲京，龍岡文夫，澁谷啓，佐藤剛司，

田村重四郎 生産研究， 41, 11, 879-882, 1989. 11 A 

礫の微小ひずみレベルでの変形特性IIIー単調載荷試験結果のまとめー：孔憲京，龍岡文夫，澁谷

啓，佐藤剛司，田村重四郎 生産研究， 41, 12, 926-929, 1989. 12 A 

都心周辺における耐裳設計基盤面の地震動特性について一最大加速度ー：田村重四郎，中村

信義 地下空間利用シンポジウム論文集， 95-100,1989. 11 E 

関門山ダムの動特性に関する現地試験ーRC表面遮水型ロックフィルダムの動特性に関する日

中共同研究ー：田村重四郎，韓国城，小長井一男，孔憲京 大ダム， 129,56-69, 1989. 9 C 

擬似三次元地盤モデルによる表層地盤の地震動解析：田村重四郎，小長井一男 Proc. of the 

National Symposium on Effects of Surface Geology on Seismic Motion, 311-318. 1989. 

12 E 

小 倉研究室 (Ogura Lab.) 

光学系理論の基礎と応用（第 6回）コース152:小倉磐夫，黒田和男 生研セミナーテキスト，生

産技術研究奨励会， 1990.1 A 

BaTi03位相共役鏡を用いたファプリペロ型フィードバック光学系：伊藤雅英，黒田和男，小倉

磐夫生産研究， 41, 11, 843-846, 1989.11 A 

銅レーザーを用いた輝度増幅型 3Dテレビジョン：室幹雄，黒田和男，志村努，千原正男，小倉

磐夫生産研究， 41, 11, 811-814, 1989.11 A 

銅レーザー光の第二高調波発生におけるノンコリニアー相互作用モデル：尾松孝茂，志村努，

黒田和男，千原正男，伊藤雅英，小倉磐夫 光学， 18, 2, 91-96, 日本光学会， 1989.2 C 

光ディスクの光学：小倉磐夫 日本物理学会誌， 44, 3, 173-179, 日本物理学会， 1983.3 C 

く映像表現〉の諸問題：小倉磐夫 テレビジョン学会誌， 44,1,3-7,テレビジョン学会， 1990.1

C 

Preparation of YBa2Cu307_x Crystals by Verneuil process with laser heating: I. Nakata. 

M. ltoh. I. Ogu「a.K. Koda. S. Sato J. Crystal Groth, 97, 525-534, North-Holland 

Physics Pub!. 1989 C 

Parametric study on the second harmonic generation of a copper vapor laser: K. Kuroda. 

T. Omatsu. T. Shi mu「a.M.Chiha「a,I. Ogura Proc. SPIE, 1041, 60-66, SPIE. 1989.6 

C 

Active projection of LCD-TVs with a copper vapor laser brightness amplifier: T. 

Shimura. K. Ku「oda,T. Omatsu. M. Chihara. I. Ogu「a.M.Mu「oProc. SPIE, 1041, 

67-73, SPIE. 1989.6 C 

Fabry-Perot type photorefractive feedback system using BaTi03 phase conjugation 
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mirror : M. ltoh. K. Ku「oda,I.Ogu「aTechnical digest of annual meeting of Optical 

Society of America, TUL 4, Optical Society of America, 1989.10口

応用物理学の挑戦ーII極限に挑む目を趣えたオートフォーカスの極限ーカメラからコンパクト

ディスクまで一：小倉磐夫 15-20, 日本学術会議・応用物理学会， 1989.12 D 

光ディスク用単玉非球面レンズに熱的に発生する波面収差(III): 伊藤雅英，黒田和男，小倉磐夫

第36回応用物理学関係連合講演会講演予稿集， 777,1989.3 E 

GaPのフォトリフラクティブ効果：黒田和男，岡村秀樹，志村努，伊藤雅英，小倉磐夫 第50回

応用物理学会学術講演会講演予稿集， 758,1989.9 E 

BaTi03を用いた自己ポンプ型位相共役波発生のメカニズム：岡村秀樹，志村努，伊藤雅英，黒田

和男，小倉磐夫 第50回応用物理学会学術講演会講演予稿集， 760, 1989. 9 E 

BaTiO, 位相共役鏡を用いたファブリペロ型フィードバック光学系：伊藤雅英，黒田和男，小倉

磐夫 第50回応用物理学会学術講演会講演予稿集， 760,1989.9 E 

LCD-TV画像の銅レーザーによるアクティプ投影(IV): 室幹男，志村努，尾松孝茂，千原正男，

黒田和男，小倉磐夫 第50回応用物理学会学術講演会講演予稿集， 769,1989.9 E 

銅レーザー光の空間的コヒーレンスー測定法について一：尾松孝茂，志村努，黒田和男，千原

正男，近藤正弥，伊藤雅英，小倉磐夫 第36回応用物理学関係連合講演会講演予稿集， 828,

1989.3 E 

波長安定化 LDを用いた周波数掃引干渉計：志村努，佐々木義和，伊藤雅英，黒田和男，小倉磐夫

第36回応用物理学関係連合講演会講演予稿集， 761,1989.3 E 

高濃度 Fe-dopoedLiNbO, の Photorefractive効呆：岡村秀樹，伊藤雅英，黒田和男，小倉磐夫

第36回応用物理学関係連合講演会講演予稿集， 771,1989.3 E 

リング銅レーザーによる LCD-TVのアクティブ投影：志村努，室幹男，尾松孝茂，千原正男，

黒田和男，小倉磐夫 第36回応用物理学関係連合講演会講演予稿集， 783,1989.3 E 

ステレオ LCD-TVの銅レーザーによるアクティブ投影：室幹男，志村努，尾松孝茂，千原正男，

黒田和男，小倉磐夫 第36回応用物理学関係連合講演会講演予稿集， 783,1989.3 E 

ストロンチウムレーザーの開発：室幹男，志村努，尾松孝茂，岡崎義雄，千原正男，黒田和男，

小倉磐夫 第50回応用物理学会学術講演会講演予稿集， 828,1989.9 E 

位相共役鏡共振器による銅蒸気レーザーの発振：志村努，岡村秀樹，尾松孝茂，伊藤雅英，千原

正男，黒田和男，小倉磐夫 第50回応用物理学会学術講演会講演予稿集， 861, 1989.9 E 

銅レーザー光の空間的コヒーレンス II: 尾松孝茂，志村努，黒田和男，千原正男，伊藤雅英，小倉

磐夫 第50回応用物理学会学術講演会講演予稿集， 862,1989.9 E 

BaTiO, 結晶における位相共役波発生効率の空間的コヒーレンス依存性：伊藤雅英，志村努，

岡村秀樹，黒田和男，小倉磐夫 第14回光学シンポジウム講演予稿集， 15-16, 日本光学会，

1989.5 E 

スチルピデオの功績：小倉磐夫 日本カメラ， 577.253, 日本カメラ社， 1989.10 G 

朝日現代用語知恵蔵1990:小倉磐夫 856-857, 朝日新聞社， 1990.l G 

キャノン EOS750の AF特性：小倉磐夫 写真工業， 47,l , 57-59, 写真工業出版社， 1989.l G 
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スチルピデオカメラ，各社の技術とその展望：小倉磐夫 写真工業， 47, 2, 101, 写真工業出版

社， 1989.2 G 

映像記録媒体としての光ディスク：小倉磐夫 写真工業， 47,3, 93-95, 写真工業出版社， 1989.3

G 

映像記録媒体としての光ディスク (2): 小倉磐夫 写真工業， 47, 4, 102-104, 写真工業出版

社， 1989.4 G 

スチルカメラにおける電子ファインダーの可能性：小倉磐夫 写真工業， 47, 5, 96-98, 写真

工業出版社， 1989.5 G 

最終製品，カメラを大切にしよう：小倉磐夫 写真工業， 47,6 , 56-57, 写真工業出版社， 1989.6

G 

レンズ設計におけるマトリックス法：小倉磐夫 写真工業， 47, 7, 54-55, 写真工業出版社，

1989.7 G 

レンズ設計におけるマトリックス法(2): 小倉磐夫 写真工業， 47, 8, 106-107, 写真工業出

版社， 1989.B G 

キャノン EOS-1のAF特性：小倉磐夫 写真工業， 47, 9, 93-95, 写真工業出版社， 1989.9 G 

岡田・中埜研究室 (Okada and Nakano Labs.) 

Shaking Table Tests of Reinforced Concrete Small Scaled Model Structure: Tsuneo 

Okada. Fumitoshi Kumazawa, ShoJi Ho「iuohi.Yoshiaki Nakano, othe「S

Bulletin of Earthquake Resistant Structure Research Center, 22, 13-40, 1989.3 A 

Reliability Analysis on Seismic Capacity of Existing Reinforced Concrete Buildings in 

Japan: Tsuneo Okada. Yoshiaki Nakano Bulletin of Earthquake Resistant Struc-

ture Research Center, 22, 41-48. 1989.3 A 

生研10年のあゆみと今後の発展をめざして：岡田恒男 生産研究40周年誌， 41,5, 10, 1989.5 A 

ジャンプの10年ステップの10年：岡田恒男 生産研究， 42, l , l , 1990. l A 

信頼性理論による鉄筋コンクリート造建築物の耐裳安全性に関する研究：中埜良昭，岡田恒男

日本建築学会構造系論文報告集， 406,37-43, 日本建築学会， 1989.12 C 

Flexural Behavior of RM Concrete Block Wall Girders with Large Size Reinforcing Bars: 

Fumitoshi Kumazawa, Tsuneo Okada The Fifth Meeting of the Joint Technical 

Coordinating Committee of Masonry Research, U.S. -Japan Cooperative Research 

Program for Masonry Building Research, October 26, 27 and 28, 1989, B.R.I., Tsukuba, 

Japan, 1989.10 D 

Design Guidelines of Medium Rise RM Buildings (1) , -Required Seismic Performance, 

Design Criterion and Structural Specifications-: Yutaka Yamazaki. Tsuneo 

Okada, others The Fifth Meeting of the Joint Technical Coordinating Committee of 

Masonry Research, U.S.-Japan Cooperative Research Program for Masonry Building 
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Research, October 26, 27 and 28, 1989, B.R.I., Tsukuba, Japan, 1988.10 D 

Retrofit Method of Existing Reinforced Concrete Structures by Ductile Steel Braces: 

Hideo Katsumata, Matsutaro Seki. Fumitoshi Kumazawa. Tsuneo Okada 

Transactions of the Japan Concrete Institute, 11, 285-292, Japan Concrete Institute, 

1989.12 D 

既存鉄筋コンクリート造架構の靱性抵抗型鉄骨プレースによる耐裳補強：勝俣英雄，関松太郎，

隈澤文俊，岡田恒男 コンクリート工学年次論文報告集， 11, 2, 263-268, 日本コンクリート

工学協会， 1989.6 E 

鉛直振動の感覚評価に関する研究ーその 1 実験概要と言葉による感党表現の内容分析ー：

伊村則子，石）II孝重，中山和美，堀内昇二，隈澤文俊，岡田恒男 日本~築学会大会洋：術講演梗

概集， B, 165-166, 日本建築学会， 1989.lO E 

鉛直振動の感詑評価に関する研究ーその 2 作業性能に及ぼす影評と作業限界についてのケー

ススタディーー：堀内昇二，石川孝重，中山和美，隈澤文俊，岡田恒男 日本建築学会大会学術

講演梗概集， B, 167-168, 日本建築学会， 1989.lD E 

鉛直振動の感覚評価に関する研究ーその 3 感覚最に関するアンケートシートの分析ー：田島

将光，石川孝重，中山和美，堀内昇二，隈澤文俊，岡田恒男 日本建築学会大会学：術講演梗概

集， B, 169-170, 日本建築学会， 1989.10 E 

鉛直振動の感党評価に関する研究ーその 4 感覚紐に対する評価尺度の違いによる比較ー：

西山泰代，石川孝重，中山和美，堀内昇二，隈澤文俊，岡田恒男 日本建築学会大会学：術講演梗

概集， B, 171-172, 日本建築学会， 1989.lO E 

地盤と建物の相互作用を考慮した耐震判定指標（その 1)評価手法の概要：河村壮ー，岡田恒男，

村上雅也，南忠夫 日本建築学会大会学術講演梗概集， B,258-260, 日本建築学会・,1989. lD E 

地盤と建物の相互作用を考慮した耐震判定指標（その 2)地表面加速度応答スペクトル：宇賀田

健，長島一郎，河村壮一，岡田恒男 日本建築学会大会学術講演梗概集， B,261-262, 日本建

築学会， 1888.lO E 

地盤と建物の相互作用を考慮した耐震判定指標（その 3)周期補正係数・応答補正係数と判定

値：長島一郎，宇賀田健，河村壮ー，岡田恒男 日本建築学会大会学術講演杖更概集， B,

263-264, 日本建築学会， 1989.lD E 

開口を有する原子炉建屋耐震壁の水平加力試験（その 3 一列に並んだ小開口群を有する試験

体）：中村誠，岡田恒男，吉崎征二，長嶋俊雄 日本建築学会大会学術講演根更概集， B,

1053-1054, 日本建築学会， 1989.10 E 

原子炉建屋耐震壁の動的性能に関する試験（その 3 ひずみ速度試験のうち正負綽内返し載荷

試験）：遠藤文明，岡田恒男，秋野金次，小池健仁 日本建築学会大会学術講演杖更概集， B,

1055-1056, 日本建築学会， 1989.lO E 

原子炉建屋耐震壁の動的性能に関する試験（その 4 減衰性能試験のうち動的試験）：犬飼

伴幸，岡田恒男，中村誠，長嶋俊雄，井上範夫 日本建築学会大会学術講演枝更概集， B,

1057-1058, 日本建築学会， 1989.10 E 
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原子炉建屋耐震壁の動的性能に関する試験（その 5 減衰性能試験のうち静的強制変位試験）：

丸田誠，岡田恒男，秋野金次，井上範夫 日本建築学会大会学術講演梗概集， B,1059-l 060, 日

本建築学会， 1989.10 E 

鉄筋コンクリート造耐裳壁のひぴわれからの通気に関する試験（その 3 応用試験の概要）：

斎藤秀人，岡田恒男，秋野金次，稲田泰夫 日本~~9"~:k~9"11iflrllic1'll\fil!ll\'£~. B, l 061-1062, 

日本建築学会， 1989.10 E 

鉄筋コンクリート造耐裳壁のひびわれからの通気に関する試験（その 4 応用試験の結果）：

矢島宏一，岡田恒男，谷口裕，稲田泰夫 日本建築学会大会学術講演梗概集， B,l 063-1064, 日

本建築学会， 1989.10 E 

鉄筋コンクリート造柱崩壊型弱小モデルの復元力特性に関する研究（その 1 実験計画及び結

果）：関宝嗅西田哲也，堀内昇二，隈澤文俊，岡田恒男 日本建築学会大会学術講演梗概集，

C, 633-634, 日本建築学会， 1989.10 E 

鉄筋コンクリート造柱崩壊型弱小モデルの復元力特性に関する研究（その 2 解析結果）：西田

哲也，関宝理，堀内昇二，隈澤文俊，岡田恒男 日本建築学会大会学術講演梗概集， C,

635-636, 日本建築学会， 1989.10 E 

1/7立体模型による振動実験（その 4 実験結果の検討）高層壁式ラーメン構造に関する研究：

細矢博，岡田恒男，北川良和，安倍勇 日本建築学会大会学術講演梗概集， C,851-852, 日本

建築学会， 1989.10 E 

耐震性能のばらつきを考慮した RC造建物の耐震安全性：中埜良昭，岡田恒男 日本建築学会

大会学術講演梗概集， C,871-872, 日本建築学会， 1989.10 E 

コンクリート構造の耐震診断と補強設計：加藤史朗，山口昭一，町田重美，岡田恒男，蓮田常雄，

伊藤哲也 日本建築学会大会学術講演梗概集， C,877-878, 日本建築学会， 1989.10 E 

じん性抵抗型プレースによる既存鉄筋コンクリート骨組の耐震補強に関する研究（その 1 静

加力実験）：勝俣英雄，関松太郎，隈澤文俊，岡田恒男 日本建築学会大会学術講演梗概集， C,

879-880, 日本建築学会， 1989.10 E 

組梢造に関する日米共同大型耐裳実験研究(74) 組積造耐力壁及び梁の耐震性能 その28.太

径鉄筋を主筋に用いた梁の曲げ性状（コンクリートプロック）：隈澤文俊，堀内昇二，岡田恒男

日本建築学会大会学術講演梗概集， C, 1695-1696, 日本建築学会， 1989.10 E 

組積造に関する日米共同大型耐震実験研究(81) 中層 RM構造設計指針（案） その 2.耐震

設計の目標と設計の流れ：岡本伸，岡田恒男，山崎裕，上之薗隆志，勅使川原正臣 日本建築学

会大会学術講演梗概集， C, 1709-1710, 日本建築学会， 1989.10 E 

組積造に関する日米共同大型耐震実験研究(82) 中層 RM構造設計指針（案） その 3.設計

のクライテリア：山崎裕，岡田恒男，上之薗隆志，岡本伸，勅使川原正臣 日本建築学会大会学

術講演梗概集， C, 1711-1712, 日本建築学会， 1989.10 E 

鉛直振動が人体に及ぼす影響と感覚評価に関する実験的研究ーその 1 実験の概要と振動に対

する人間の反応ー：中山和美，石川孝重，堀内昇二，隈澤文俊，岡田恒男 日本建築学会関東支

部研究報告集構造系， 60,21-24, 日本建築学会， 1990.l E 
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鉛直振動が人体に及ぼす影特と感覚評価に関する実験的研究ーその 2 振動感覚と物理餓との

関係ー：中山和美，石川孝重，堀内昇二，隈澤文俊，岡田恒男 日本建築学会関束支部研究報

告集構造系， 60,25-28, 日本建築学会， 1990.1 E 

鉛直振動が人体に及ぼす影特と感覚評価に関する実験的研究ーその 3 既存評価尺度あるいは

本実験結果の相互比較ー：中山和美，石川孝重，堀内昇二，隈澤文俊，岡田恒男 日本建築学会

関東支部研究報告集構造系， 60,29-32, 日本建築学会， 1990.1 E 

設計時に計画した破壊モードの信頼性の検討：中埜良昭 1989年大会（九州）構造部門研究協議

会 限界状態設計法について， 8-10, 日本建築学会構造委員会， 1989.10 E 

鉄筋コンクリート造弱小モデルによる地震応答観測：隈澤文俊建築の研究， 73,26-27, 建築

研究振興協会， 1989.6 G 

特集＊コンクリート構造の解析と設計/3.1 解析法の実設計への適用の問題点と解決法ー建築

構造の場合ー：岡田恒男 コンクリート工学， 27, 7, 58-61, 日本コンクリート工学協会，

1989. 7 G 

ソ連・アルメニア共和国・スピタク地震国際緊急援助隊報告書：岡田恒男（分担執筆） 国際協

カ事業団， 1989.6 F 

ソ連・アルメニア・スピタク地震について：岡田恒男 圧接， 24, 2, 1 -23, 日本圧接協会，

1989. 7 F 

「1989年伊豆東方沖群発地震」による建物被害調査（速報）： SPRC委員会調査グループ：中埜

良昭，宇賀田健，井上隆司 建築防災， 140,7-13, 日本建築防災協会， 1989.B F 

中桐研究室 (Nakagiri Lab.) 

知識情報処理に基づく構造解析支援システムの研究：工藤道治，中桐滋 日本機湘屈竺食論文集

A編， 55,513, l 224-1229, 日本機械学会， 1989.5 C 

確率有限要素法とは何か：中桐滋 日本機械学会誌， 92,847, 526-530, 日本機オ戒学会， 1989.6

C 

FRP圧力容器と技術的課題：中桐滋 圧力技術の現状と将来， 69-76, 日本高~力技術協会，

1989.6 B 

Probabilistic Finite Element Analysis of Unsymmetrical Buckling of Thin Shallow 

Spherical Shells: Shige「uNakagiri Symposium on Discretization Methods in Struc-

tural Mechanics, Int. Union of Theoretical and Applied Mechanics, 1989.6. G 

Applied Mechanics and Computational Mechanics in Japan: Shige「uNakagi「iCzecho-

slovakia Society of Applied Mechanics, 1989.6. G 

Indet~rminate Shape Modification for Stress Reduction based on Boundary Element 

Sensitivity Analysis: Shigeru Nakakigi, Keiko Suzuki Proc. Computer Aided 

Optimum Design of Structures, 85-94, Springer-Verlag, 1986.6, D 

信頼性向上を図る複合材料積層板の繊維配向角変更シンセシス：谷周ー，中桐滋，東野恒之 逆
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問題のコンピュータ手法とその応用講演論文集， 890-34,131-136, 日本機械学会， 1989.7 E 

配管系の支持条件による振動性状シンセシス：高畑秀行，中桐滋 逆問題のコンピュータ手法

とその応用講演論文集， 890-34,151-155, 日本機械学会， 1989.7 ピ

数式処理を利用する構造解析支援システム：中桐滋，工藤道治 構造工学における数値解析法

シンポジウム論文集， 13, 1-6, 日本鋼構造協会， 1989.7 E 

Stochastie Finite Element Analysis of Stresses in FRP Pressure Vessels: Yutaka Sato, 

Katsuhiko Watanabe, Shigeru Nakagi「iProc. ASME Pressure Vessels and Piping 

Conference, 177, 181-186, ASME, 1989.7 D 

Compliance Shift Synthesis based on Finite Element Sensitivity Analysis: Shigeru 

Nakagi「i.Hideyuki Takabatake Proc. ASME Pressure Vessels and Piping Confer-

ence, 179, 175-180, ASME, 1989.7 D 

Reliability Synthesis of CFRP Laminated Plate: Shuichi Tani, Shige「uNakagi「i6th 

Int. Conf. on Structural Safety and Reliability, 1989.8 G 

Reliability Enhancement of Portal Frame Structure by Finite Element Synthesis: 

Shige「uNakagi「iTrans. 10th Int. Conf. on Structural Mechanics in Reactor Technol-

ogy, 155-160, Amer. Assoc. for Structural Mechanics in Reactor Technology, 1989.8口

Reliability Index Estimation Based on Covariance Matrix and Finite Discretization of 

Stochastic Processes: Shige「uNakagiri, Keiko Suzuki Trans. 10th Int. Conf. on 

Structural Mechanics in Reactor Technology, 191-196, Amer. Assoc. for Structural 

Mechanics in Reactor Technology, 1989.8口

Shift Synthesis of Natural Frequencies Based on Finite Element Sensitivity Analysis: 

HideYuki Takabatake, Shigeru Nakagi「iProc. Int. Symposium on Advanced 

Computers for Dynamics and Design, 231-236, 日本機械学会， 1989.9 D 

Stochastic Finite Element Analysis and Reliability Assessment of FRP Laminated Plates: 

Shige「u Nakagiri. Shuichi Tani. Tsuneyuki Higashino Computational 

Mechanics of Probabilistic and Reliability Analysis, 248-261, Elmepress International, 

1989.10 B 

結合組織癒済様式の人工歯根の基礎研究一人工歯根周囲組織の応力分布についてー：西原

克成，赤川徹弥，原宏，中桐滋 日本口腔外科学会， 1989.11 E 

Finite Element Synthesis of Structure Shapes Due to Stress Criteria: Shigeru Nakagiri. 

Hirohisa Noguchi. Shuichi Tani JSME International Jounal, Ser. I, 32, 4, 521-526, 

日本機械学会， 1989.11 C 

構造信頼性指標向上を図る構造変更のシンセシス：中桐滋 システム最適化に関するシンポジ

ウム講演論文集， 139-146, 日本土木学会， 1989.11 E 

離散化モデルによる構造のシンセシス：中桐滋 システム最適化に関するシンポジウム講演論

文集， 183-190, 日本土木学会， 1989.11 E 

有限要素法の信頼性工学への応用：中桐滋 わかる信頼性工学講習会教材， 890-67,21-33, 日
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本機械学会， 1989.11 E 

二次元配管系の有限要素法感度解析によるコンプライアンスのシフト・シンセシス：中桐滋，

高畑秀行 日本機械学会論文集 C編， 55,519, 2689-2694, 日本機械学会， 1989.ll C 

構造健全性工学の基礎：中桐滋，福田収ー，中埜良昭 生研セミナーテキスト， l-61. 生産技術

研究契励会， 1990.l G 

有限要素解析支援エキスパートシステムの開発：福田収ー，中桐滋大久保雅史 日本機械学会

論文集 A編， 56,521, 168-172, 日本機械学会， 1990.l C 

設計変更最小の概念に基づく構造シンセシス：中桐滋 造船設計における構造解析と信頼性工

学シンポジウム講演論文集， 41-53, 日本造船学会， 1990.l C 

本間研究室 (Homma Lab.) 

極高真空材料評価のためのガス放出速度測定（その 1): 後藤克己，藤田大介，本閻禎一 生産研

究， 42, 2 , 129-13 I, 1990. 2 A 

C固溶 Ni表面における昇温脱離特性：福井二郎，藤田大介，本間禎一生産研究， 42, 2, 

137-140, 1990.2 A 

測定法，各種材料の分析例：本間禎ー，藤田大介（一部分担執箪） ユーザーのための実用オー

ジェ龍子分光法，共立出版， 1989.6 B 

A New Model of Surface Precipitation of Boron Nitride on an Austenitic Stainless Steel 

and its Outgassing Nature: ロ.FuJita, T. Homma Thin Solid Films, 181, 267-276, 1990 

C 

表面析出 BNのガス放出：藤田大介，涸俊徳，本間禎ー，高頭竜雄，雀部実 真空， 32, 3, 

131-135, 1989 C 

Ti薄膜のガス放出特性：田中信，藤田大介，佐藤敏彦，本間禎ー 表面技術， 40, 6, 758-761, 

1989.6 C 

A New Model of Stress Generation During Scale Growth Limited by Cation/Vacancy 

Diffusion: T. Homma, Yung-Ju Pyun International Conference on Residual Stresses, 

279-284, Elsevier Applied Science, 1989口

Ni-Co Alloy as a New Reference Material for Quantitative Surface Analysis: D. FuJita, 

K. Goto, T. Homma, A. Tanaka Abstacts for European Conf. on Application of 

Surface and Interface Analysis, 121, Societe Franc;aise du Vide, 1989. lO D 

極高真空用材料評価のためのガス放出速度測定装岡：後藤克己，藤田大介，本間禎一 日本金属

学会講演概要（第105回）， 441,1989.9 E 

表面化学分析用標準試料としての Ni-Co合金：藤田大介，後藤克己，本間禎一，飯島善時 日本

金属学会講演概要（第105回）， 445,1989.9 E 

表面 BN析出のメカニズム：藤田大介，本閻禎ー，高頭竜雄，雀部実 日本金属学会請：演概要（第

104回）， 132,1989.4 E 
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C固溶 Ni表面における昇温脱離特性：福井二郎，藤田大介，本間禎ー 第30回真空に関する連

合講演会予稿集， 1989.10 E 

光照射を受けたステンレス鋼の組織変化：本間禎一，藤田大介，後藤克己，小林正典，谷野満，

小池義彦，岡島義昭 Proc. 7th Meeting on Ultra High Vacuum Techniques for Accelera-

tors and Storage Rings, 40-43, 高エネルギー物理学研究所， 1989.3 E 

Co-Ni合金に関する予備検討：藤田大介，本間禎ー オージェ電子分光の定餓化， 58-65,(国際

協同研究）表面化学分析作業部会， 1989.3 F 

真空をつくるために使われる材料：本間禎一 日本機械学会誌， 92,848, 599-601, 1989. 7 G 

EN析出で表面改質：藤田大介 バウンダリー， 5, 7, 72-76, コンパス社， 1989.7 G 

鈴木（敬） 研究室 (Suzuki Lab.) 

Anomalies of Ultrasonic Velocity in High-Tc Ceramics YBa2Cu30y and Bi Sr Ca Cu2 Oy: 

P.-K. Choi. H. Koizumi. K. Takagi, T. Suzuki Solid State Communications, 70, 12. 

1175. 1989 C 

Ultrasonic Velocity in Large-grained Al-Li-Cu Quasi-Crystal: H. Koizumi. T. 

Suzuki7th Intern. Conf. Liquid and Amorphous Metals, 1989.9口

High resolution Electron Microscopy of Core Structure of Dislocations in Oxide Ceramics : 

S. Takeuchi. K.Suzuki. M. lchiha「a.T. Suzuki Lattice Defects in Ceramics (JJAP 

-Series 2) , 15-22. 1989.12 D 

Intrinsic Strength of Ceramics: T. Suzuki. S. Takeuchi Lattice Defects in Ceramics 

(JJAP-Series 2) , 7 -14, 1989.12口

結晶の塑性変形に関する一般則と酸化物超伝導体の成形性：鈴木邦夫，竹内伸 応用物理， 58,

12, 1743, 1989.12 C 

微小領域の強度試験のための超微小押込み試験機の試作：稲村元則，鈴木敬愛 生産研究， 42,

2 , 113, 1990. 2 A 

Niイオン照射した Al20s単結晶の損傷組織：太田丈児片倉智，鈴木敬愛 日本金属学会講演

概要， 1989.9 E 

セラミックス結晶中の転位の高分解能観察：鈴木邦夫，市原正樹，太田丈児，鈴木敬愛，竹内伸

日本金属学会講演概要， 1989.9 E 

結晶のすべり系とパイエルス応力は何で決まっているか：小泉大一，鈴木敬愛 日本物理学会

講演予稿集， 1989.10 E 

バルクの非晶質合金の音速：小泉大一，鈴木敬愛，高木誠，河村能人，井村徹 日本物理学会講演

予稿集， 1989.10 E 

改良した古典モデルによるパイエルス応力の計算：永井匡，小泉大一，鈴木敬愛 日本物理学会

講演予稿集， 1989.10 E 

パイエルス応力と結晶幾何学的因子の関係：永井匡，小泉大一，鈴木敬愛 日本物理学会講演予
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稿集， 1990.3 E 

Al-Li-Cu準結晶の比熱：小泉大一，鈴木敬愛 日本物理学会講演予稿集， 1990.3 E 

吉澤研究室 (Yoshizawa Lab.) 

Compatibility of the Turbulent Dynamo Concept with Reversed Field Pinches: Aki「a

Yoshizawa Phys. Fluids B, l, 5. 983-885. 1988.5 C 

Subgrid-Scale Modeling with a Variable Length Scale : Aki「aYoshizawa Phys. Fluids 

A, l, 7. 1283-1295, 1989.7 C 

圧縮性乱流のモデリング：吉澤徴 生産研究， 42, l, 24-27, 1890. l A 

Anisotropic Representation of the Reynolds Stress in Large Eddy Simulation of Turbulent 

Channel Flow: Kiyosi Ho「iutiProc. of Intern. Symp. on Compt. Fluid Dynamics 

-Nagoya, 232-238. 1989.8 D 

LESデータ・ベースを用いた k-s-kが Seモデリング：堀内潔 第3回数値流体シンポジウム講

演論文集， 3, 335-338, 1989.12 E 

差分法による LESについて：堀内潔 生産研究， 42, l, 43-46, 1990. l A 

Modeling of k-s-k町 ceType via LES Data Base: Kiyosi Horiuti Bull. of the Amer. 

Phys. Soc., 34, 10. 2347. 1989.ll D 

非等方 k-sモデルによる矩形管内流の数値解析：西島勝一 日本機械学会論文集， B55,512, 

991-998, 1989.4 C 

Numerical Simulation of Reversed Field Pinches Using a Turbulence Model: FuJihi「O

Hamba J. Phys. Soc. Jpn., 58, 7. 2414-2422. 1989.7 C 

3方程式乱流モデルによる逆転磁場ピンチの 1次元数値計算：半場藤弘，吉澤徴 生産研究，

42, l, 79-8已， 1990.l A 

渡辺（勝） 研究室 (Watanabe Lab.) 

有限要素解析による 3次元き裂エネルギ密度解析のための基礎的検討：吉川暢宏，渡辺勝彦

日本機械学会講演概要集， 890-12,67, 日本機械学会， 1989.4 E 

任意方向き裂エネルギ密度の評価と混合モード破壊基準としての可能性に関する基礎的検討：

渡辺勝彦，宇都宮登雄 日本機械学会講演概要集， 890-12,68, 日本機械学会， 1989.4 E 

Evaluation of Initiation Condition of Creep Crack Growth by the Crack Energy Density : 

Katsuhiko Watanabe. Shuichi Tani, Sumio Yoshioka. Yasuhi「oYabe Interna-

tional Journal of Fracture, 39, 287, Kluwer Academic Publishers, 1989.5 C 

Fracture Resistance by CED (Crack Energy Density) of Stably Growing Crack under 

Plane Strain Condition: Oh Heon Kwon. Hideyuki Azegami, Katsuhiko 

Watanabe Proc. of the 3rd Conference of Asian-Pacific Congress on Strength Eralua-
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tion (APCS-89) , 413. 1989.5 D 

き裂エネルギ密度による安定成長き裂の破壊抵抗評価（第 6報，平面ひずみ形破壊への適用）：

畔上秀幸，権五憲，渡辺勝彦 日本機械学会論文集， 55,514A, 1293, 日本機械学会， 1989.6 C 

A Fundamental Study on Mixed Mode Fracture Criterion in Terms of CED (Crack Energy 

Dehsity) : Katsuhiko Watanabe, Takao UtsunomiYa Advances in Fracture and 

Fatigue for the 1990's, Vol. 2, Non-Linear Analysis and Applications, PVP-167, 25, 

ASME, 1989.7口

Stochastic Finite Element Analysis of Stresses in FRP Pressure Vessels: Yutaka Sato, 

Katsuhiko Watanabe, Shige「u Nakagiri Quality Use of the Computer: 

Computational Mechanics, Artificial Intelligence, Robotics, and Acoustic Sensing, PVP 

-177, 181, ASME, 1989.7 0 

安定成長き裂の平面ひずみ破壊抵抗：権五憲，畔上秀幸，徐昌敏，渡辺勝彦 大韓機械学会'89年

度春季学術大会抄録集(I),355, 大韓機械学会， 1989.7 E 

有限要素解析による三次元き裂エネルギ密度評価のための基礎的検討：吉川暢宏，渡辺勝彦

日本機械学会論文集， 55,515, 1593, 日本機械学会， 1989.7 C 

CED概念による破壊力学：渡辺勝彦 生産研究， 41, 8, 640, 1989.B A 

任意方向き裂エネルギ密度の評価と混合モード破壊基準としての可能性に関する基礎的検討：

宇都宮登雄，渡辺勝彦 日本機械学会論文集， 55,516, 1832, 日本機械学会， 1989.B C 

漸増荷重下におけるクリープき裂パラメータ：佐藤裕，渡辺勝彦 第5回破壊力学シンポジウ

ム講演論文集， 100, 日本材料学会， 1989.9 E 

非連続モデルによる安定成長き裂の CED解析：権五憲，渡辺勝彦 第5回破壊力学シンポジウ

ム講演論文集， 242, 日本材料学会， 1989.9 E 

CED (Crack Energy Density) in an Arbitrary Direction and Load-Displacement Curves: 

Katsuhiko Watanabe. Takao Utsunomiya JSME International Journal, Ser. I, 32, 

4, 527, 日本機械学会， 1989.10 C 

高木（堅）• 田中研究室 (Takagi and Tanaka Labs.) 

Anomalies of Ultrasonic Velocity in High-Tc Ceramics YBa2砂 Oyand BiSrCaCu20Y : 

P.-K. Choi. H. Koizumi. K. Takagi, T. Suzuki Solid. State. Commun, 70, 12. 1175-1178. 

1989 C 

High Frequency Ultrasonic Relaxation in Ge02 Glass: K. Sakai. P.-K. Choi, K. Takagi 

J. Non-cryst. Solids, 109, 47-53. 1989 C 

Reflected and Transmitted Fields of Focused Ultrasonic Waves: HYO Ung Li, K. 

Negishi Jpn. J. Appl. Phys., 28, Suppl. 28-1. 74-77. 1989 C 

超音波と物性研究：高木堅志郎 電子情報通信学会誌， 72, 123-126, 1989 C 

超音波によるマテリアル・キャラクタライゼーション：高木堅志郎 日本音響学会誌， 45,
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293-293, 1989 C 

超音波スペクトロスコピー：高木堅志郎 応用物理， 58,352-365, 1989 C 

Acoust-Optic Interaction and Its Application to Ultrasonic Spectroscopy: K. Takagi 

4-th Spring School on Acoust Optics. Gdansk, 1989.5 D 

木材の音速，吸収異常と含水機構：酒井春江．南澤明子，高木堅志郎 日本木材学会大会研究発

表要旨集， 19-20,1989.10 E 

液面リプロンの広帯域スペクトロスコピー：酒井啓司，産博坤．田中肇，高木堅志郎 日本音響

学会講演論文集， 903-904,1989. 10 E 

斜め入射収束超音波の板による反射の透過音場：李孝雄，高木堅志郎，根岸勝雄 日本音特学会

講演論文集， 857-859,1980.10 E 

超音波マイクロメーターによる厚みサプミクロン相対測定：小久保旭，酒井啓司，田中肇高木

堅志郎 日本音響学会講演論文集， 907-908,1989.10 E 

木材中の水分と超音波伝搬特性：南沢明子，高木堅志郎 木材と水研究会シンポジウム， 3-4.

1989. l l E 

サーマルリプロンの高周波異常分散：酒井啓司，涯博坤，田中肇，高木堅志郎 音波の物性と化

学討論会， 54-56,1989.11 E 

超音波による木材中の水分移動度測定：南沢明子，小沢あつみ，酒井啓司，高木堅志郎 音波の

物性と化学討論会， 72-74,1989. ll E 

光ビート分光法による液面リプロンの広帯域測定：酒井啓司．産博坤．田中肇，高木堅志郎 超

音波シンポジウム， 17-18,1989. 11 E 

リプロン光散乱法による表面張力の周波数分散測定：酒井啓司，岩博坤，田中肇，高木堅志郎

日本音響学会講演論文集， 831,1990.3 E 

光散乱法による液面リプロンの広帯域分散測定：酒井啓司，涯博坤，田中肇高木堅志郎 日本

物理学会， 1990.3 E 

こうもりのヒソヒソ話：高木堅志郎 裳華房， 1989.11 B 

Miscibility and Transesterification in Bisphenol A Polycarbonate/Poly (Ethyrene 

Terephtalate) Blends: Takashi Suzuki, Hajime Tanaka, Toshia Nishi Polymer, 

30, 1287-1297. 1989 C 

Dynamics of Ferroelectric Phase Transition in Vinylidene Fluoride/Trifluoroethylene 

(VF2/F3E) Copolymers I. Acoustic Study: Hajime Tanaka, Hideyuki Yukawa, 

Toshia Nishi J. Chem. Phys, 90, 11. 6730-6739. 1989 C 

Dynamics of Ferroelectric Phase Transition in Vinylidene Fluoride/Triflucroethylene 

(VF2/凡E)Copolymers II Proton Nuclear Magnetic Resonance Study: Hajime 

Tanaka, HideYuki Yukawa, Toshia Nishi J. Chem. Phys., 90, 11. 6740-6748. 1989 C 

Structural and Morphological Study of a Melt-Crystallized Polydiacetylene: Hajime 

Tanaka. M.A. Gomez, A.E. Tonelli. A.c.J. Lovinger. D. ロ．口avisMacromolecules, 

22, 5. 2427-2432. 1989 C 
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Digital Image Analysis of Droplet Patterns in Polymer Systems, Point Pattern: HaJime 

Tanaka. Takafumi Hayashi. Toshia Nishi J. Appl. Phys, 65, 12. 4480-4495. 1989 c 

Pattern Formation on the Surface of Gel during Volume Phase Trausition: Takafumi 

Hayashi, HaJime Tanaka, Toshia Mishi Yoshiharu Hi「ose,TakaYuki AmiYa. 

Toyoichi Tanaka J. Appl. Polym. Sci, Appl. Polym, Symp, 44, 195-207. 1989. C 

高分子空間構造の画像解析：田中肇，西敏夫 材料科学， 26, 1 , 2 -11, 1989 C 

ポリマーアロイのモルフォロジー計測と評価法：田中紫 成形加工 l, 4, 406-414, プラス

チック成形加工学会， 1989 C 

Anomalous Phase Separation in a Mixture of Poly (Vinyl Methyl Ether) and Water under 

deep-quench conditions: HaJime Tanaka International Conference on Polymer 

Research by Neutron Scattering, The Taniguchi Conference, 1989.11 D 

高分子溶液系の相分離過程におけるパターン形成：基研研究会 "Dynamics of Complex 

Fluids, Mesoscopic Ordering and Transport", 1989. 7 E 

Study of Morphology and Physical Properties of Polymer Alloys: Takafumi Hayashi, 

HaJime Tanaka, Toshia Nishi The 1989 International Chemical Congress of Pacific 

Basin Socierties, Book of Abstracts, Pa「tI. Mac「o130, 1989.12口

Pattern Formation Dynamics in Polymer Mixtures undergoing Plase Separation: 

HaJime Tanaka, Takafumi Hayashi, Toshio Nishi The 1989 Chemical Congress of 

Pacific Basin Socierties, Book of Abstracts, Pa「tI, Mac「o223. 1989.12 D 

ポリジアセチレンの色相転移：田中肇 89/1 NMR研究会講演要旨集， 9-12,高分子学会， 1989.5

E 

高分子ミクロ・マクロ構造の分光学的研究：田中肇 日本分光テクノフェア要旨集， 1-7, 

1989.10 G 

導電性高分子の非線形電気伝導：田中肇 89/2高分子エレクトロニクス研究会講演要旨集，

17-20, 高分子学会， 1989.11 E 

高分子混合系の相溶性の固体高分解能13C NMRによる研究：田中肇， M.A.Gomez, A.E. 

Tonelli 第38回高分子学会年次大会予稿集， 38,839, 1989.5 E 

画像解析による高分子混合系の相分離後期過程の研究：田中肇，藤岡利和，高島和宏，林隆夫，

西敏夫 第38回高分子学会年次大会予稿集， 38,900, 1989.5 E 

非相溶性ポリマーアロイのモルフォロジーと物性：林隆夫，田中肇，西敏夫 第38回高分子学会

年次大会予稿集， 38,901, 1989.5 E 

パルス法 NMRによる液品性ポリマーの分子運動の研究：塩田隆，田中肇，西敏夫 第38回高

分子学会年次大会予稿集， 38,945, 1989.5 E 

可溶性導電性高分子の電気物性：田中肇，池原飛之，西敏夫 第38回高分子討論会予稿集， 38,

2078-2080, 1989. l O E 

共役系導電性高分子の電気物性：大場丈司，林隆史，田中肇，西敏夫 第38回高分子討論会予稿

集， 38,2090-2082, 1989. 10 E 

270 



温度可変顕微赤外分光測定によるポリジアセチレン結晶の熱誘起色相転移の研究：田中肇，神

ちひろ，大久保優晴 第38回高分子討論会予稿集， 38,3284-3286, 1989. 10 E 

高分子浪厚系の低周波複素ずり弾性率測定：田中肇，高木堅志郎，三浦俊明，西敏夫 第38回高分

子討論会予稿集， 38,3780-3782. 1989. 10 E 

NMRによる高分子濃厚系のダイナミクスの研究：田中肇川名真，西敏夫 第38回高分子討論

会予稿集， 38,3783-3785. 1989. 10 E 

高分子球晶成長によるパターン形成：田中肇，藤岡利和．西敏夫 第38回高分子討論会予稿集，

38, 3362-3364, 1989. 10 E 

高分子混合系の相分離過程におけるパターン形成：田中肇高島和宏，林隆史，西敏夫 第38回

高分子討論会予稿集， 38,3065-3067. 1988. 10 E 

非相溶性ポリマーアロイのモルフォロジーと物性：林隆史，田中肇，西敏夫 第38回高分子討論

会予稿集， 38,4224-4226. 1989. 10 E 

動画像解析を用いた高分子混合系における相分離過程の研究：田中肇，林隆史，西敏夫 第38回

高分子討論会予稿集， 38,4227-4229, 1989.10 E 

2次元走査型顕微ラマン分光による高分子高次構造の研究：田中肇大久保優晴，池田照樹，西

敏夫 第38回高分子討論会予稿集， 38,4233-4235. 1889. 10 E 

高分子絡み合い系の臨界弾性挙動：田中肇，高木堅志郎，三浦俊明，西敏夫 第34回音波の物性

と化学討論会，講演論文集， 21-23,1989.11 E 

高分子混合系における秩序形成過程：田中肇 第45回日本物理学会年会予稿集， 1990.3 E 

結城研究室 (Yuuki Lab.) 

直交異方性材料中のき裂の境界要素弾性解析：結城良治，書相鳳，曹国強 第66期通常総会講演

概要集， 890, 12, 50-51, 日本機械学会， 1989.4 E 

異材界面き裂の破壊力学的評価：結城良治 第66期通常総会ワークショップ資料集， 303-306,

日本機械学会， 1989.4 E 

要素剛性マトリックスの微分を用いた仮想き裂進展法の効率化：石川晴雄，中野禅，結城良治，

鄭南龍 日本機械学会論文集 A,55, 512, 937-941, 日本機械学会， 1989.4 C 

境界要素法による LSI の定常熱伝導• 熱応力解析：佐藤満，結城良治，吉岡純夫 日本機械学会

論文集 A,55, 514, 1437-1444, 日本機械学会， 1989.6 C 

自動車のスポット溶接構造の疲労涛命評価技術一境界要素法を用いた K解析システム "BEM

-SPOT"の開発とその実用化に向けてー：結城良治 日本機械学会講習会「先端技術におけ

る疲労予防・診断の基礎と応用」教材， 890,22, 91-99, 日本機械学会， 1989.6 E 

Corrosion Fatigue Crack Growth under Biaxial Stresses: Ryoji Yuuki, E. Murakami, H. 

Kitagawa "Biaxial and Multiaxial Fatigue" EGF Pub. 3, 285-300, Mechanical Engi-

neering Pub, 1989 C 

境界要素法による直交異方性材料の形状最適化：結城良治，曹国強，書相鳳 日本機械学会「逆
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問題のコンピュータ手法とその応用」シンポジウム講演論文集， 890,34, 83-88, 日本機械学

会， 1989.7 E 

破壊力学への境界要素法の応用：結城良治 「計算力学の最新応用」特別講演会資料集， l-17, 

日本材料学会北陸信越支部， 1989.7 E 

接箭継手の混合モード破壊基準：結城良治，石川晴雄，鄭南龍，中野禅 第 5回破壊力学シンポ

ジウム講演論文集， 145-149, 日本材料学会， 1989.9 E 

自動車のスポット溶接構造の疲労寿命評価技術：結城良治 ジョイテック， 8,5, 43-49, テッ

ク出版（株）， 1989.8 G 

Development of the Method to Evaluate the Fatigue Life of SpoじWeldedStructures by 

Fracture Mechanics: Ryoji Yuuki, Toshiaki Ohi「a IIW Doc. No. III-928-89 

Annual Meeting of IIW, Helsinki, l -9 , IIW, 1989 D 

Efficient Boundary Element Analysis of Stress Intensity Factors for Interface Cracks in 

Dissimilar Materials: Ryoji Yuuki, Sang-Bong Cho Engineering Fracture 

Mechanics, 34, l , 179-188, Pergamon, 1989.9 C 

接滸継手の強度評価への破壊力学の応用（第 2報，各種接滸継手の疲労き裂伝ば特性）：鄭南龍，

結城良治，石川睛雄，中野禅 日本機械学会論文集 A,55,517, 1984-1991, 日本機械学会， 1989.9

C 

破壊力学に基づくスポット溶接構造の疲労寿命推定法の開発ー第 1報，境界要素法を用いた K

解析システム "BEM-SPOT"の開発ー：結城良治，大平寿昭，上野康弘，江嶋一行 自動車技

術会論文集， 42,113-l l 8, 自動車技術会， 1989.9 C 

破壊力学に基づくスポット溶接構造の疲労寿命推定法の開発ー第 2報， "BEM-SPOT"による

各種スポット溶接継手の K解析ー：二宮修，内田道生，結城良治 自動車技術会論文集， 42,

119-124, 自動車技術会， 1989.9 ピ

破壊力学に基づくスポット溶接構造の疲労涛命推定法の開発(3)-FEMシェル解析における

スポット溶接部モデル化手法の開発ー：窪島達雄，赤崎智雄，大島恵，岡部友三郎，結城良治

学術講演会前刷集， 892,361-364, 自動車技術会， 1989.10 E 

破壊力学に基づくスポット溶接構造の疲労寿命推定法の開発(4)-T型結合箱型断面部材ヘ

の適用ー：川村光洋，二宮修，結城良治，藤本正男 学術講演会前刷集， 892,365-368, 自動車

技術会， 1989.10 E 

境界要素法と影特関数法を用いた表面き裂の K評価・進展解析：結城良治，江嶋一行 材料力学

講演会講演概要集， 890-59,75, 日本機械学会， 1989.l l E 

LSIパッケージの界面き裂応力拡大係数の境界要素解析：佐藤満，結城良治，吉岡純夫 第2回

計算力学講演概要集， 890-69,52-54, 日本機械学会， 1989.l l E 

DRM法を用いた境界要素解析の誤差評価手法：結城良治，曹国強，上田壮一境界要素法論文

集， 6, 131-136, 境界要素法研究会， 1989.12 C 

複合異材界面の強度と破壊ーその力学的評価法ー：結城良治 第31回生研講習会テキスト，

91-100, 生産技術研究奨励会， 1989.12 A 
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BEM解析支援エキスパートシステムの開発の試み：結城良治，上田壮ー，曹国強 第29回境界

要素法研究会例会衰料， 1-1ビ，境界要素法研究会， 1990.2 E 

強度と破壊評価の基礎：結城良治 原子力構造機器の材料・設計・施工・検査に関する講習会，

17-30, 日本溶接協会， 1990.3 E 

パソコンによる異材接合・界面き裂の境界要素弾性解析：結城良治，許金泉 第65期定時総会講

演会（関西支部）講演概要集， No.904-1,137, 日本機械学会， 1990.3 E 

異材界面き裂の屈折条件・破壊基準の検討：結城良治，許金泉 第67期通常総会講演会講演論文

集 VOL.A,No.900-14, 78-80, 日本機械学会， 1990.3 E 

ICパッケージの界面き裂の評価：佐藤満，結城良治，吉岡純夫 同上， 75-77, 日本機械学会，

1990.3 E 

異材接合残留熱応力の BEMによる簡易解析法とその応用：結城良治，許金泉， Siegf「ied

Schmaude「 同上， 87-89, 日本機械学会， 1990.3 E 

耐疲労設計におけるエキスパートシステムの現状と課題：松嶋秀一，結城良治，石川晴雄 自動

車構造の疲労倍頼性に関する高度化・先端技術シンポジウム前刷集， No.12,45-52, 自動車

技術会， 1990.3 E 

岡 野研究室 (Okano Lab.) 

Conductance Modulation Method for the Measurement of the Pumping Speed and Outgas-

sing Rate of Pumps in Ultrahigh Vacuum: K. Terada, T. Okano. Y. Tuzi J. Vac, Sci. 

Technol. A, 7, 3. 2397-2402, The American Vacuum Society, 1989.5 C 

Accuracy of Conductance Modulation Method for the Measurement of Pumping Speed 

and Outgassing rate: Y. Tuzi. T. Okano, K. Te「ada11th International Vacuum Con-

gress and 7th International Conference on Solid Surfaces Abstract, 226. 1989.9 E 

Surface Resonances in CH, Layer Physisorbed on a Silver(lll)surface: M. Sakurai. T. 

Okano, Y. Tuzi 11th International Vacuum Congress and 7th International Conference 

on Solid Surfaces Abstract, 266. 1989.9 E 

Surface Diffusion of Ga Atons on Ge (111) Plane Studied by Antocorrelation Analysis of 

Field-emitted Electrons: T. Honda. T. Okano, Y. Tuzi 11th International Vacuum 

Congress and 7th International Conference on Solid Surfaces Abstract, 292. 1989.9 E 

コンダクタンス変調法によるチタンゲッターポンプ系の排気速度と気体放出特性の測定とその

評価：寺田啓子，岡野達雄，辻泰 KEK Peport, 89, 2. 24-30, 高エネルギー物理学研究所，

1989.5 C 

真空系のシミュレーションにおける確率行列法とモンテカルロ法の比較：中山光康，岡野達雄，

富永五郎 第30回真空に関する連合講演会講演予稿集， 4-5, 日本真空協会， 1989.10 D 

コンダクタンス変調法の測定精度に関する考察：辻泰，岡野達雄，寺田啓子 第30回其空に関

する連合講演会講演予稿集， 16-17, 日本真空協会， 1989.10 D 

273 



コンダクタンス変調型気体放出測定装置の試作：岡野達雄，荒井孝夫，寺田啓子，竹内協子，辻

泰 第30回真空に関する連合講演会講演予稿集， 202-203, 日本真空協会， 1989.10 仁）

極高真空における気体平衡の測定：岡野達雄 第36回応用物理学関係連合講演会講演予稿集，

1170, 応用物理学会， 1990.3 D 

画像で見る真空工学：岡野達雄 真空夏季大学テキスト， 106-117, 日本真空協会， 1989.9 G 

黒田研究室 (Kuroda Lab.) 

光学系理論の基礎と応用（第 6回）コース152: 小倉磐夫，黒田和男 生研セミナーテキスト，生

産技術研究奨励会， 1990.l A 

BaTi03位相共役鏡を用いたファプリペロ型フィードバック光学系．・伊藤雅英，黒田和男，小倉

磐夫生産研究， 41, l l, 843-846, 1989. l l A 

銅レーザーを用いた輝度増幅型 3Dテレビジョン：室幹雄，黒田和男，志村努，千原正男，小倉

磐夫生産研究， 41, l l, 811-814, 1989. l l A 

銅レーザー光の第二高調波発生におけるノンコリニアー相互作用モデル：尾松孝茂，志村努，

黒田和男，千原正男，伊藤雅英，小倉磐夫 光学， 18, 2, 91-96, 日本光学会， 1989.2 C 

液晶 TVの銅レーザーによるアクティブ投影：黒田和男，志村努 光学， 18,5 , 258-259, 日本

光学会， 1989.5 C 

銅蒸気レーザーによる画像のコヒーレント光増幅：黒田和男，志村努応用物理， 58, l l, 

1616-1621, 応用物理学会， 1989.ll C 

Parametric Study on the Second Harmonic Generation of a Copper Vapor Laser: K. 

Ku「oda.T. Omatsu. T. Shimu「a.M.Chiha「a.I.Ogu「aProc. SPIE, 1041, 60-66. 

SPIE. 1989.6 C 

Active Projection of LCD-TVs with a Copper Vapor Laser Brightness Amplifier: T. 

Shimura. K. Ku「oda.T. Omatsu. M. Chiha「a.l.Ogu「a.M.Mu「oProc. SPIE, 1041, 

67-73, SPIE, 1989.6 C 

Laser-induced Damage Threshold and Absorption Maeasurements in Rare-gas Halide 

Laser Conponents : M. Ito「,A. Endoh. K. Ku「oda.s. Watanabe. I. Ogu「aOpt. com-

mun. 74, 3, 253-260, 1989.12 C 

応用物理学会講演会報告：黒田和男 応用物理， 59, l, 65, 応用物理学会， 1990 C 

Fabry-Perot Type Photorefractive Feedback System Using BaTi03 Phase Conjugate 

Mirrors: M. Jtoh, K. Kuroda. I. Ogu「aTechnical Digest of Annual Meeting of Opitcal 

Society of America, TUL4, Opical Society of America, 1989.10 D 

銅レーザー光の空間的コヒーレンスー測定法についてー：尾松孝茂，志村努，黒田和男，千原

正男，近藤正弥，伊藤雅英，小倉磐夫 第36回応用物理学関係連合講演会講演予稿集， 828,

1989.3 E 

波長安定化 LDを用いた周波数掃引干渉計：志村努，佐々木義和，伊藤雅英，黒田和男，小倉磐夫
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第36回応用物理学関係連合講演会講演予稿集， 761,1989.3 E 

高濃度 Fe-dopoedLiNbO, の Photorefractive効果：岡村秀樹，伊藤雅英，黒田和男，小倉磐夫

第36回応用物理学関係連合講演会講演予稿集， 771,1989.3 E 

リング銅レーザーによる LCD-TVのアクティプ投影：志村努，室幹男，尾松孝茂，千原正男，

黒田和男，小倉磐夫 第36回応用物理学関係連合講演会講演予稿集， 783, 1989.3 E 

ステレオ LCD-TVの銅レーザーによるアクティブ投影：室幹男，志村努，尾松孝茂，千原正男，

黒田和男，小倉磐夫 第36回応用物理学関係連合講演会講演予稿集， 783,1989.3 E 

光ディスク用単玉非球面レンズに熱的に発生する波面収差(III): 伊藤雅英，黒田和男，小倉磐夫

第36回応用物理学関係連合講演会講演予稿集， 777,1989.3 E 

GaPのフォトリフラクティプ効果：黒田和男，岡村秀樹，志村努，伊藤雅英，小倉磐夫 第50回

応用物理学会学術講演会講演予稿集， 758,1989.9 E 

BaTiO, を用いた自己ポンプ型位相共役波発生のメカニズム：岡村秀樹，志村努，伊藤雅英，黒田

和男，小倉磐夫 第50回応用物理学会学術講演会講演予稿集， 760, 1989.9 E 

BaTiO孔立相共役鏡を用いたファプリペロ型フィードパック光学系：伊藤雅英，黒田和男，小倉

磐夫 第50回応用物理学会学術講演会講演予稿集， 760,1989.9 E 

LCD-TV画像の銅レーザーによるアクティブ投影(IV): 室幹男，志村努，尾松孝茂，千原正男，

黒田和男，小倉磐夫 第50回応用物理学会学術講演会講演予稿集， 769,1988.9 E 

ストロンチウムレーザーの開発：室幹男，志村努，尾松孝茂，岡崎義勝，千原正男，黒田和男，小倉

磐夫 第50回応用物理学会学術講演会講演予稿集， 828,1989.9 E 

位相共役鏡共振器による銅蒸気レーザーの発振：志村努，岡村秀樹，尾松孝茂，伊藤雅英，千原

正男，黒田和男，小倉磐夫 第50回応用物理学会学術講演会講演予稿集， 861, 1989.9 E 

銅レーザー光の空間的コヒーレンス n: 尾松孝茂，志村努，黒田和男，千原正男，伊藤雅英，小倉

磐夫 第50回応用物理学会学術講演会講演予稿集， 862,1989.9 E 

BaTi切結晶における位相共役波発生効率の空間的コヒーレンス依存性：伊藤雅英，志村努，

岡村秀樹，黒田和男，小倉磐夫 第14回光学シンポジウム講演予稿集， 15-16,日本光；学会， 1989.5

E 

フォトリフラクティブ結晶：黒田和男 Microoptics News, 7 , 85-89, 1988. 5 E 

フォトリフラクティブ結晶と応用：黒田和男 日本学術振興会光と電波の境界領域 第130

委貝会研究会衰料， l-6, 日本学術振興会， 1989.10 F 

フォトリフラクティプ結晶：黒田和男 0 plus E, 118, 117-124, 新技術コミュニケーション，

1989 G 

朝日現代用語知恵蔵1990: 黒田和男（分担） 朝日新聞社， 1990.l G 

竹光研究室 (Takemitsu Lab.) 

主流が一方向流の乱流場の漸近解と境界条件：竹光信正 生産研究， 41, l , 24-27, 1989 A 

改定 k-1,モデルの解析的研究によるモデル数の存在範囲：竹光信正 生産研究， 41, l, 36-39, 
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1989 A 

改定 k-sモデルの自由せん断乱流への適用（第 2報 相似解の解析的研究によるモデル定数の

評価）：竹光信正 日本機械学会論文集(B編）， 55,517, 2664-2673, 日本機械学会， 1989 C 

改定 k-sモデルの自由せん断乱流への適用（第 3報 モデル定数の実験データによる総合的評

価）：竹光信正 日本機械学会論文集 (B編）， 55,517, 2674-2683, 日本機械学会， 1989 C 

主流が一方向流の乱流場の漸近解と境界条件：竹光信正 日本機械学会論文集(B編）， 55,517, 

2684-2693, 日本機械学会， 1989 C 

k-sモデルの漸近解と境界条件：竹光信正 第39回応用力学講演会講演予稿集， 239-240, 日本

学術会議 1989 ビ

一つの数値的流出（入）境界条件：竹光信正，森川泰成 第3回流値流体力学シンポジウム講演

論文集， 283-286,文部省重点領域研究「数値流体力学」実施グループ， 1989 E 

福田研究室 (Fukuda Lab.) 

Qualitative Judgement of Structural Integrity: Shuuichi Fukuda Proc. Int. Workshop 

on Industrial Applications of Machine Intelligence and Vision, 245-248, IEEE, 1989.4 D 

Utilization of Topological Representation in Mechanical Design: an Attempt: Shuuichi 

Fukuda. Yoshitaka Nakamu「a.Furnia Takemasa JSME Int. J. Series I, 32, 2. 

269-273, JSME, 1989.4 C 

溶接エキスパートシステムと内外の開発状況：福田収一 溶接学会誌， 58, 4 , 249-253, 溶接

学会， 1989.4 C 

構造挙動の FEMシンセシス：福田収ー（分担執筆） RC89計算機援用のための有限要素法研究

分科会成果報告書(1), 93-94, 日本機械学会， 1989.4 F 

Expectations from Knowledge Engineering for Reliability Improvement: Shuuichi 

Fukuda (一部執筆） Recent Studies on Structural Safety and Reliability, 191-196, 

Elsevier Science Publications, Ltd., 1989.5巳

Analysis of Crack Propagation in Residual Stress Field Using Computer Algebra : 

Shuuichi Fukuda Nuclear Engineering and Design, 11 l. 21-25, North-Holland, 1989.5 

C 

エキスパートシステムの構造最適化問題への応用ー形態の特徴に注目して一：福田収ー（一部

執箪） 計算力学(I), 217-223, 養賢堂， 1989.5 B 

構造シンセシスヘの ARPを利用した接近：福田収ー機械学会論文集(A),55, 513, 

1219-1223, 日本機械学会， 1989.5 C 

溶接設計への知識工学の応用：福田収ー 科学と工業， 63,6 , 15-19, 大阪工研協会， 1989.6 G 

構造健全性の定性的診断の試み：福田収ー 第4回産業における画像センシング技術シンポジ

ウム， 57-61, 日本非破壊検壺協会， 1989.6 E 

T ANDIPS: An Expert System for NDI Procedure Specification for an Oil Storage Tank: 
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Shuuichi Fukuda. Hideaki Aiyama, Masashi Okubo ASME PVP bound Volume: 

Quality Use of the Computer: Computational Mechanics, Artficial Intelligence and 

Acoustic Sensing, 177, 45-48, ASME, 1989.7 D 

Application of AI Technology to Welding Design-Welding Condition Decision Support 

System (WELSYS2) -: Shuuichi Fukuda, Yoichi Kamio, Yutaka Kita ASME 

PVP Bound Volume: Quality Use of the Computer: Computational Mechanics, Artifi-

cial Intelligence, Robotics, and Acoustic Sensing, 177, 41-44, ASME, 1989.7 D 

構造的視点を尊入した非破壊検査要領書作成支援エキスパートシステム：福田収ー，大久保

雅史，長坂英明，相山英明 人工知能学会全国大会（第 3回）論文集， II,545-548, 人工知能

学会， 1989.7 E 

溶接条件決定支援エキスパートシステムシェルの開発：福田収ー，前田昭彦，神尾洋一，喜田裕

人工知能学会全国大会（第 3回）論文集， II, 807-810, 人工知能学会， 1989.7 E 

ニューラルネットを利用した溶接順序の決定：福田収ー，前田昭彦 「逆問題のコンピュータ手

法とその応用」シンポジウム論文集， 890-34,138-142, 日本機械学会， 1989. 7 E 

溶接構造物の知的設計の試み：福田収ー，大久保雅史 第 2回インテリジェント FAシンポジ

ウム講演論文集， 143-146, システム制御情報学会， 1989.7 E 

溶接分野における AI応用の現状と展望：福田収一 溶接技術， 38,7, 66-71, 産報， 1989.7 G 

構造物設計における知能化の試み：福田収ー（分担執筆） RC84プラントエンジニアリングに

おける知識工学の応用研究分科会研究成果報告書， 255-266, 日本機械学会， 1989.7 F 

WCOND: A Prototype Fuzzy Expert System for Determining a Welding Condition for a 

Robot: Shuuichi Fukuda Yoichi Kamio Proc. 3rd Int. Fuzzy Systems Assoc. Con-

gress, 446-449, IFSA, 1989.8 D 

Qualitative Design for Safety and Reliability: Shuuichi Fukuda ICOSSAR-89, T138 

-05, ASCE, 1989.8仁）

溶接構造設計の知能化の試み：福田収ー，大久保雅史 「知的システムの構築の実践と将来」講

演論文集， 101-105, 計測制御学会関西支部， 1989.9 E 

ひずみゲージによる混合モードき裂の応力拡大係数の測定：黒崎茂，野崎英明，福田収ー 非破

壊検査， 38, 9 A, 873-87 4, 日本非破壊検在協会， 1989.9 E 

コンピュータの浴接分野における利用はどこ迄進むか：福田収一 金属学会分科会シンポジウ

ム概要集， 46-49,日本金属学会， 1989.10 E 

有限要素解析支援エキスパートシステムの開発：福田収ー，中桐滋，大久保雅史 日本機械学会

第67期全国大会講演会講演概要集， 890-50,151-152, 日本機械学会， 1989.10 E 

形態からの力学的性状予測の試み：福田収ー，長坂英明 日本機械学会第67期全国大会講演会

講演概要集， 890-50,151-152, 日本機械学会， 1989.10 E 

非破壊検査要領書作成支援システムの開発：福田収ー，相山英明，大久保雅史，長坂英明 日本

機械学会第67期全国大会講演会講演概要集， 890-50,153, 日本機械学会， 1989.10 E 

溶接施工要領書作成支援エキスパートシステム WELSYS2の開発：福田収ー，神尾洋一，前田
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照彦，喜田裕 日本機械学会第67期全国大会講演会講演概要集， 890-50,154, 日本機械学会，

1989.10 E 

形状モデルに基づく構造物中の非破壊検査適用箇所の推定：福田収ー，大久保雅史，相山英明

第 1回非破壊評価エキスパートシステム技術シンポジウム講演論文集， 23-30,日本非破壊検

査協会， 1989.10 E 

Coded Shape Representation and Its Application to Mechanical and Structural Design: 

Shuuichi Fukuda Proc. MIT-JSME Workshop on Cooperative Product Development, 

MIT, 1989.11 D 

ひけ巣防止エキスパートシステムの試作：福田収ー，大中逸雄，大久保雅史 第2回計算力学講

演概要集， 890-69, 1 -2 , 日本機械学会， 1989.11 E 

溶接順序決定へのニューラルネット適用の試み：福田収ー，前田昭彦，吉川寛 第2回計算力学

講演概要集， 890-69,47, 日本機械学会， 1989.11 E 

協調設計の実現を目指して：福田収ー Prolog産業応用シンポジウム論文集， 69-75, IN AP89 

事務局， 1989.11 E 

構造的視点を導入した非破壊検査要領書作成支援エキスパートシステム：福田収ー，大久保

雅史，相山英明 Prolog産業応用シンポジウム論文集， 77-82,INAP89事務局， 1989.11 E 

溶接施工要領書作成支援エキスパートシステム：福田収ー，森田英毅，山内芳久，辻秀一

Prolog産業応用シンポジウム論文集， 83-88,INAP89事務局， 1989.11 E 

定性的信頼性設計の一つの試み：福田収ー，大久保雅史 第 9回設計における信頼性工学シン

ポジウム， 203-208, 日本材料学会， 1989.11 E 

単軸五連式ひずみゲージによる混合モード応力拡大係数 (K2,K11)の解析（直交方向ひずみ測

定による方法）：黒崎茂，野崎英明，福田収一 応力ひずみ測定シンポジウム講演論文集（第22

回）， 1-6, 日本非破壊検査協会， 1990.1 E 

単軸五連式ひずみゲージによる混合モード応力拡大係数 (K,, Ku)の解析（単一方向ひずみ測

定による方法）：黒崎茂，野崎英明，福田収一 応力ひずみ測定シンポジウム講演論文集（第22

回）， 7-12, 日本非破壊検査協会， 1990.1 E 

有限要素解析支援エキスパートシステムの開発：福田収ー，中桐滋，大久保雅史 機械学会論文

集(A),56, 521, 168-172, 日本機械学会， 1990.1 C 

溶接施工要領書作成支援エキスパートシステム WELSYS2の開発：福田収ー，神尾洋一，喜田

裕，前田昭彦 機械学会論文集(A),56, 521, 173-177, 日本機械学会， 1990.1 C 

非破壊検査要領書作成支援システムの開発：福田収ー，相山英明，大久保雅史，長坂英明 機械

学会論文集(A),56, 521, 178-181, 日本機械学会， 1990.1 C 

Expert System for Determining Welding Condition for a Pressure Vessel: Shuuichi 

Fukuda. Hideki Morita Yoshihisa Yamauchi. lsao Nagasawa. ShuuJi TsuJi. 

ISIJ Internetional, 30. 2. 150-154, The Iron and Steel Institub of Japan, 1990. 2 C 

Coded Shape Representation and its Application to Material Processing: Shuuichi 

Fukuda Proc. Joint Symp. Welding Research Institute, Osaka Univ. and Material 
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Processing Center, MIT on Present and Future Material Processing, 156, Welding 

Research Institute, Osaka Univ., 1990.1 D 

OPS83プログラミングテクニック：福田収ー，神尾洋ー パーソナルメディア， 1990.3 B 

信頼性設計エキスパートシステム：福田収ー 丸善， 1990.3 巳

Qualitative Design for Safety and Reliability: Shuuichi Fukuda Proc. 5th Int. Conf. 

Structural Safety and Reliability, Ill. 1763-1769, ASCE, 1990.3仁）

形態の力学的意味とその理解：福田収ー 通常総会講演会資料集， D.900-14, 186-189, 日本機

械学会， 1990.3 E 
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第 2
 

部

柴 田研究室 (Shibata Lab.) 

創立30周年記念特集（第 1部）原子力研究10年の歩み 7. 工学的安全性 (5)耐震工学：柴田

碧 日本原子力学会誌， 31, l, 52-53, 1989. l C 

A Study of the Liquid Slosh Response in Horizontal Cylindrical Tanks: Kobayashi, N .. 

Mieda. T .. Shibata. H .. Shinozuka. Y. Trans. of the ASME, 11 l, 32-38. 1989.2 C 

Correlation of Cylindrical Tank Wall Buckling with an Earthquake Motion Recorded at 

a Small Distance from the Tank : Manos. G.C .. Shibata. H .. Shigeta. T. Earthquake 

Engineering & Structural Dynamics, l 8, 2 . 169-184. 1989.2 C 

高温工学試験研究炉用等方性黒鉛の衝撃曲げ疲労特性：二川正敏，菊池賢司，武藤康，柴田碧

日本機械学会論文集， A編， 55,51 l, 467-470, 1989.3 C 

Probabilistic Assessment on Torsional Response due to Aging of Base Isolation Pads for 

Large Fast Breeder Reactor: Yabana. S .. Shibata. H. Bull. of ERS, 22, 49-58. 1989.3 

G 

On a Concept of Aiding Anti-earthquake Design by a Computer for Industrial Critical 

Facilities: Shibata. H .. FuJii. H .. Tsuchino. H .. Nagaya, Y. Proc. of 9WCEE, 5. 

1013-1018. 1989.3仁）

Discussion of Seismic Risk Analysis Issues in Japan Raised by Recent Research at JAERI: 

Shibata. H. A巳E.K. Proc. of the Int. Topical Meeting on Probability, Reliability and 

Safety Assessment, 1989.4口

Foundation Design Practice of Nuclear Power Plants in Japan-in the view point of anti 

-earthquake design of mechanical components in the building-: Shibata. H. Preprints 

of the Int. Conf. on Foundation Mechanics for Dynamic Load, 1989.5仁）

別冊「論説特集：都市・社会とあたらしい工学研究」行政への工学的研究者の役割：柴田碧 生

産研究別冊， 31-34,1989.6 A 

Coupled Seismic Response of a Piping and Internal Pressurized Liquid: Ogawa. N .. 

Minowa. C., Chiba. T., Kobayashi. H .. Shibata. H. Pub. of Joint Conf. on JSME & 

ASME PV&P, 157. 191-196. 1989.7 D 

A Seismic Test of a Large Scale Liquid-Field Piping (Related to Liquid Boundary 

Conditions): Ogawa. N .. Minowa. C .. Chiba. T .. Kobayashi. H .. Shibata. H. Pub. of 

joint Conf. on JSME & ASME PV &P, 182, l l l-118. 1989.7 D 

On the Necessity of Seismic Trigger System for Critical Facilities: Shibata. H. Pub. of 

Joint Conf. on JSME & ASME PV&/P, 182, 189-195. 1989.7仁）
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Large Scale Aseismic Proving Test of BWR Core Internals by T ADOTSU Shaking Table: 

Tai「a.T.. Sasaki. Y .. Shibata. H .. Sato. H .. Otani. S .. Suzuki. K .. Kubo. T .. 

Kawakami. S .. Ohno. T .. Ka「asawa.Y. Pub. of Joint Conf. on JSME & ASME PVP, 

182, 339-344. 1989. 7口

On Problems to be Solved for Utilizing Shock Isolation System to NPP : Shibata. H .. 

Yabana. S., Shigeta. T .. Komine. H. Trans. for SMiRT-10, E. 79-90. 1989.B口

Probabilistic Assessment on Torsional Vibration of a Base Isolated Structure for FER: 

Yabana. S., Shibata, H. Trans. for SMiRT-10, M. 173-178, 1989.B D 

Proving Test on the Seismic Reliability of Nuclear Power Plant PWR Reactor Core 

Internals: Akiyama, H .. Watabe. M .. Shibata. H., Yoshikawa. E.. Kawakami. S .. 

Ohno. T., Tokuma「u,Y .. FuJita, K .. Shimazaki. Y. Trans. for SMiRT-10, K2. 

859-864, 1989.B D 

Preliminary Study on Seismic Proving Test of BWR Core Internals: Watabe. M .. 

Shibata. H .. Sato, H .. Kawakami. S .. Ohno, T .. lchiki, T .. Sasaki. Y. Trans. for 

SMiRT-10, K2, 841-846, 1989.B D 

Seismic Isolation Test Program: Sawada, Y .. ShioJi「i.H.,Ku「ihara.C .. Maeno, Y., 

Aoyagi, S., Shimizu. H .. Goto. T .. Shibata. H .. FuJita, T .. Kitagawa. Y., Shigeta. 

M .. Takabayashi. K. Trans. for SMiRT-10, K2. 691-696. 1989.B D 

Seismic Proving Test of PWR Core Internals (Inserting Function of Control Rod during 

Earthquakes) : Kawakami, S喜， Akiyama.H .. Shibata. H .. Watabe. M., Ichikawa. T. 

Proc. of OPERA, 44-1-44-8. 1989.9 0 

Aseismic Performance of Compact Cylindrical LNG Storge Tanks: Shibata. H .. 

Akiyama, H. Proc. of 9th Int. Conf. of Liquid Natural Gas, 2, P-17, 1989. 10 D 

黒鉛構造物の振動破壊条件に関する研究：柴田碧，重田達也，武藤康 原研施設共同研究成果報

告書（昭和59年度）， UTRCN-G-14,364-366, 1985.3 G 

黒鉛構造物の振動破壊条件に関する研究：柴田碧，重田達也，二川正敏，武藤康，衛藤基邦，荒井

長利 原研施設共同研究成果報告書（昭和60年度）， UTRCN-G-15,361-363, 1986.3 G 

佐藤研究室 (Sato Lab.) 

Experimental Observation of Plastic Deformation Areas, Using an Acoustic Microscope: 

lsao Ishikawa, Takuya Semba. Hi「oshi Kanda, Kageyoshi Kataku「a.

Yasuhi「oTani. Hisayoshi Sato IEEE Trans. on Ultrasonics, Ferroelectrics, and 

Frequency Control, 36, 2. 274-279. 1989.3 C 

Measurement of Aspherical Form of Lens by Scanning Electron Microscope: RYohei 

Kokawa, Hisayoshi Sato, Masanori 0-ho「iProc. Int Conf. Advanced Me・

chatronics, 443-450. 1989.5 D 
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走査電子顕徴鏡を用いた非球面形状測定法：佐藤壽芳，粉川良平 光学技術コンタクト， 27, 5, 

258-265, 1989 G 

機械加工における計測・監視技術の現場と展望ー加工精度・加工能率向上のための最新計測・

監視技術ー：佐藤壽芳機械学会講習会， 890,25, l -l l, l 989. 6 G 

走査電子顕微鏡を用いた非球面形状測定法に関する研究：粉川良平，佐藤壽芳 機論C,55, 515, 

1777-1783, 1989.7 C 

反射電子信号の作動距離および加速電圧に対する特性（走査電子顕微鏡による表面形状測定に

関連して）：大堀真敬，佐藤壽芳 機論C,55, 515, 1771-1776, 1989.7 C 

BWR Control Rod Drive Scrammability During Earthquakes: Yukio Watanabe. 

Shinzo Ogawa. Hisayoshi Sato. Kohei Suzuki. Yutaka Karasawa ASME 

-JSME PVP Conf., Seismic Engineering-1989, 182, 325-332. l 989.7 D 

Large Scale Aseimic Proving Test of BWR Core Internals by Tadotsu Shaking Table: 

Takaomi Tai「a.Yukio Sasaki. Heki Shibata. Hisayoshi Sato. Shunsuke 

Otani. Kohei Suzuki. Tetsuo Kubo. ShoJi Kawakami. Tokue Ohno. Yutaka 

Karasawa ASMJ-JSME PVP Conf., Seismic Engineering-1989, 182, 339-344. l 989.7口

Test Results on Seismic Proving Test of BWR Core Internals: Hisayoshi Sato, Kohei 

Suzuki. Takaaki Kamata. Takaomi Tai「a.Hi「oshiNiwa. Masataka NakaJima 

10-SMiRT, 847-852. 1989.8口

Analysis and Evaluation on Seismic Proving Test of BWR Core Internals: Hisayoshi 

Sato. Shunsuke Otani. Kohei Suzuki. Tetsuo Kubo. Yutaka Ka「asawa.

Takaomi Taira. HidBYUki Okazaki 10-SMiRT, 853-858. 1989.8 D 

Preliminary Study on Seismic Proving Test of BWR Core Internals: Makoto Watabe, 

Heki Shibata. Hisayoshi Sato. ShoJi Kawakami. Tokue Ohno. Tadaha「U

lohiki, Youiohi Sasaki 10-SMiRT, 841-846. 1989.B D 

Thickness Measurement of a Metalurgically Damaged Layer on a Ground Surface Usisng 

an Acoustic Microscope: Takuya Semba, Keizo Sakuma. Yasuhi「o Tani. 

Hisayoshi Sato Annals CIRP, 38, l. 549-552. 1989 C 

等価伝達関数法によるガタのある梁系の振動解析：村上エ成，佐藤壽芳 生産研究， 41, 10, 

777-780, l 989 A 

最近の SEM(走査形電子顕微鏡）による微細表面形状測定の展開「ナノメータ・サブミクロン

レベル」（特集 1/測定精度別にみる形状測定技術の現場と課題）：佐藤壽芳 機械と工具， 33,

10, 26-30, l 989 G 

3.1まえがき（第三章 次世代超精密技術）：佐藤壽芳 RC91生産高度化基盤技術に関する研究

分科会研究成果報告書， Hl, 10, 43-44, F 

3.3形状測定における反射電子信号の特性について（反射電子信号の作動距離，加速電圧，材料

成分に対する依存性について）：佐藤壽芳，大堀真敬 RC91生産高度化基盤技術に関する研

究分科会研究成果報告書， Hl, 10, 53-60, F 
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微細表面形状の評価法について：佐藤壽芳 Tri-Tech Conf., l -29, 1989. l l E 

等価伝達関数法によるガタにある梁系の振動特性解析：村上エ成，佐藤壽芳 機言倫 C,55, 519, 

2680-2687, 1989. 11 C 

走査電子顕微鏡 (SEM)によるダイヤモンドバイト先端形状の三次元測定：大堀真敬，佐藤壽芳

生産研究， 41, ll, 847-858, 1989 A 

Phase Characteristics of Self-Excited Chatater in Cutting: Naoto Kasahara, 

Hisayoshi Sato, Yasuhiro Tani ASME PED, 40, 75-82. 1989.12 D 

棚沢研究室 (Tanasawa Lab.) 

融液からの単結晶育成における熱と流れの問題：棚沢一郎，宗像鉄雄生産研究， 41, 4, 

205-210, 1989.4 A 

伝熱工学：棚沢一郎，西尾茂文，前川透，朝倉書店， 1989.4 巳

エネルギー管理技術：棚沢一郎 エネルギー管理技術，熱管理編（一部執筆），省エネルギーセ

ンター， 1989.4 8 

温度測定の基礎：棚沢一郎 熱物性， 3, 1, 40-46, 日本熱物性研究会， 1989.4 C 

伝熱学的に見た人間の温度感党：棚沢一郎 人間ー熱環境系概説（人間ー熱環境系シンポジウ

ム編）， 121-127, 日刊工業新聞社， 1989.4 巳

生体の熱定数の測定：棚沢一郎 人間ー熱環境系概説（人間ー熱環境系シンポジウム編），

172-178, 日刊工業新聞社， 1989.4 巳

Heat Transfer Bibliography-Japanese Works: I. Tanasawa, R. Echigo Int. J. Heat 

Mass Transfer , 32, 5 , 785-784. 1988.5 C 

EHD効果を用いた液滴の蒸発促進：高野清，棚沢一郎，西尾茂文 第26回日本伝熱シンポジウ

ム講演論文梨， 1 , 262-264, 1888. 5 E 

EHD効果を用いた沸騰熱伝達の促進：上村光宏，西尾茂文，棚沢一郎 第26回日本伝熱シンポ

ジウム講演論文集， 2, 463-465, 1988. 5 E 

マランゴニ対流発生におよぽす電場の影押：前川透，棚沢一郎，安部啓成 第26回日本伝熱シン

ポジウム講演論文集， 3, 740-742, 1888.5 E 

Enhancement of Forced-Convection Heat Transfer Using Turbulence Promoters with 

Clearance from the Heat-Trantfer Surface: K. Takano. I. Tanasawa, S. Nishio 

Heat Transfer Japanese Research, 17, 6. 11-20. 1888.6 C 

自然対流伝熱の基礎と材料製造プロセスヘの応用：棚沢一郎 日本機械学会講習会教材， 880,

3巳 11-23,1889.7 G 

Effect of Magnetic Field and Buoyancy on Onset of Marangoni Convection: T. 

Maekawa, I. Tanasawa Int. J. Heat Mass Transfer, 32, 7. 1377-1380, 1989.7 C 

Production of Rapidly Solidified Particles by Thermal Interaction between Molten Metal 

and Water: R. AkiYOShi. S. Nishio. I. Tanasawa Heat Transfer in Manufacturing 

283 



and Processing, 1989 National Heat Tranfer Conference, HTD-113, 71-76, ASME, 1989. 

7C 

日本における最近の凝縮研究の進展：棚沢一郎 日本機械学会論文集， B55,516, 2111-2119, 

日本機械学会， 1989.B C 

チョクラルスキー法による単結晶育成時の融液中の対流の振動現象と磁場による変動抑制に関

する研究：宗像鉄雄，棚沢一郎 日本機械学会論文集， B55, 517, 2610-2617, 1989.9 C 

エネルギー基礎論：棚沢一郎，増子舞高橋政雄，電気学会， 1989.11 巳

Recent progress of Japanese research on condensation heat transfer: I. Tanasawa Appl. 

Mech. Review, 1-11.1990. l C 

微小重力場における材料製造の研究：棚沢一郎，前川透 文部省科学研究費総合(A)「高レベル

の伝熱制御による材料の製造・加工・処理技術の向上に関する研究」成果報告書， 1990.3 F 

電場による沸騰・蒸発熱伝達の促進に関する研究：棚沢一郎，西尾茂文，高野清，上村光宏 文部

省科学研究費重点領域研究(1)「エネルギー変換と高効率利用」平成元年度成果報告書，

1990.3 F 

融液凝固法による単結晶育成プロセスにおける流動・伝熱過程に関する研究：棚沢一郎，前川

透，宗像鉄雄 文部省科学研究費一般研究(B)成果報告書， 1990.3 F 

Condensation heat transfer-Japanese research in 1980s: I. Tanasawa Proc. 2nd Int. 

Symp. Condensers & Condensation, 377-395. 1990.3 C 

大野研究室 (Ohno Lab.) 

自動車騒音低滅技術の現状等に関する調査結果（昭和63年度）：大野進一（共同執筆），環境庁，

1989.5 F 

遮音箱から放射される固体伝播音の音圧の推定（理論および実験による基礎的検討）：大石

久己，大野進一 機械学会講演概要集， 893, 2, 106, 機械学会， 1989.7 E 

A Method to Correct the Boundary Conditions in the Calculation of the Natural Fre-

quencies of the Bending Vibration of an Axially Compressed Bar: Masumi Kataoka. 

Takanao Sugimoto. Shinichi Ohno JSME International Journal, 32, 3. 380-384, 機

械学会， 1989.9 C 

遮音箱から放射される固体伝播音の音圧の推定（理論およぴ実験による基礎的検討）：大石

久己，大野進一 機械学会論文集， 55,518C, 2534-2539, 機械学会， 1989.10 C 

タイヤ騒音低減技術よ現状等に関する調査結果（平成元年度）：大野進一（共同執筆）環境庁，

1989.11 F 

がたと二段ばねを持つ二自由度系の強制ねじり振動の研究：片岡真澄，大野進一，杉本隆尚 機

械学会講演概要集， No.905-1,機械学会， 1990.3 E 

遮音箱から放射される固体伝播音の音圧の推定 (2点加振の場合）：大石久己，大野進一 機械

学会講演論文集， No.900-14C,機械学会， 1990.3 E 
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中川研究室 (Nakagawa Lab.) 

（先端素材開発研究センターの項参照）

木内・柳本研究室 (Kiuchi and Yanagimoto Labs.) 

半溶融圧延に関する研究 第11報（鋳鉄板の半溶融圧延 1): 木内学，杉山澄雄 平成元年度，塑

性加工春季講演会論文集， 57-60, 日本塑性加工学会， 1989.5 E 

プラネタリーローラーレデューサーに関する研究 第2報：木内学，新谷賢 平成元年度，塑性

加工春季講演会論文集， 83-86, 日本塑性加工学会， 1989.5 E 

ロールフォーミング汎用シミュレータの開発に関する研究（第14報）一広幅断面材のタンデム

成形の解析ー：木内学，千葉和裕 平成元年度，塑性加工春季講演会論文集， 87-90, 日本塑

性加工学会， 1989.5 E 

非軸対称クラッド棒・線材の引抜き加工.4一異形クラッド材の引抜き加エー：木内学，徐瑞坤

平成元年度，塑性加工春季講演会論文集， 151-154, 日本塑性加工学会， 1989 E 

多軸複合押出しに関する研究 第1報一被加工材の変形挙動の数値シミュレーションー：木内

学，星野倫彦 平成元年度，塑性加工春季講演会論文集， 555-558,日本塑性加ー下学会， 1989 E 

塑性加工の複合数値解析に関する研究 第8報（非軸対称複合鍛造加工の解析）：柳本潤，木内

学 平成元年度，塑性加工春季講演会論文集， 559-562, 日本塑性加工学会， 1989 E 

鍛造加工汎用シミュレーターの開発 6一螺施状部品の押出し・引抜き加工の解析 3-:木内学，

令井敏博，村松勁 平成元年度，塑性加工春季講演会論文集， 563-566, 日本塑性加工学会，

1989.5 E 

UBETの鍛造加工への応用に関する研究 VIー非軸対称すえ込み加工の解析ー：鄭顕甲，柳本

潤，木内学 平成元年度，塑性加工春季講演会論文集， 567-570,日本塑性加工学会， 1989.5 E 

非対称複合圧延に関する研究 4一圧延条件が接合因子に与える影特ー：木内学，黄永茂 平

成元年度，塑性加工春季講演会論文集， 681-684, 日本塑性加工学会， 1989.5 E 

非対称複合圧延に関する研究 5一三層圧延の解析と実験ー：黄永茂，新谷賢，木内学 第40回

塑性加工連合講演会論文集， 77-80, 日本塑性加工学会， 1989.10 E 

多軸複合押出しに関する研究 第2報一異種材の接合押出しの数値シミュレーションー：木内

学，星野倫彦 第40回塑性加工連合講演会論文集， 261-264, 日本塑性加工学会， 1989.10 E 

非軸対称クラッド棒・線材の引抜き加工 5ー解析値と実測値との比較ー：木内学，除瑞坤 第

40回塑性加工連合講演会論文集， 277-280, 日本塑性加工学会， 1989.10 E 

プラネタリーローラーレデューサーに関する研究 第 3報：木内学，新谷賢 第40回塑性加工

連合講演会論文集， 335-338, 日本塑性加工学会， 1989.10 E 

UBETの鍛造加工への応用に関する研究 VII一非軸対称すえ込み加工の解析(3)-:木内学，

鄭顕甲，柳本潤 第40回塑性加工連合講演会論文集， 551-554,日本塑性加工学~. 1989.10 E 

鋳鉄の半溶融鍛造 1 : 木内学，杉山澄雄 第40回塑性加工連合講演会論文集， 631-634,日本塑
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性加工学会， 1989.10 E 

ロールフォーミング汎用シミュレーターの開発に関する研究（第13報）ー広幅断面の解析ー：

木内学，千葉和裕生産研究， 41, 2, 120-123, 1989.2 A 

プラネタリーローラーレデューサーに関する研究 第 1報：木内学，新谷賢 生産研究， 41,2, 

l l 6-119, 1989. 2 A 

非軸対称クラッド棒・線材の引抜き加工(3)一多芯クラッド材の引抜き加エー：木内学，徐瑞坤

生産研究， 41, 3, 193-196, 1989.3 A 

プリッジダイスによる押出し加工の解析.II : 木内学，星野倫彦 生産研究， 41, 3, 189-192, 

1989.3 A 

半溶融圧延に関する研究 第10報ーめっき鋼板を利用した複合鋼板の製造・加工3-:木内学，

杉山澄雄生産研究， 41, 4, 223-226, 1989.4 A 

非対称複合圧延に関する研究・ 2ー数値計算結果の検討ー：木内学，黄永茂 生産研究， 41, 4, 

219-222, 1989.4 A 

UBETの鍛造加工への応用に関する研究 ・V-非軸対称すえ込み加工の解析(1)ー：木内学，

鄭顕甲，柳本潤 生産研究， 41, 6, 536-539, 1989.6 A 

鍛造加工汎用シミュレーターの開発 4一螺施状部品の押出し・引抜き加工の解析ー：今井

敏博，木内学，村松勁，船田雅之 生産研究， 41, 6, 532-535, 1989.6 A 

非対称複合圧延に関する研究.3-実験結果との対応ー：木内学，黄永茂，新谷賢 生産研究，

41, 7, 591-594, 1989. 7 A 

ロールフォーミング汎用シミュレータの開発に関する研究第14報ー広幅断面材のタンデム成形

の解析ー：木内学，千葉和裕 生産研究， 41, 8, 665-668, 1898.B A 

多軸複合押出しに関する研究・第 1報一被加工材の変形挙動の数値シミュレーションー：木内

学，星野倫彦生産研究， 41, 9, 709-712, 1989.9 A 

非軸対称クラッド棒• 線材の引抜き加工.4一異形クラッド材の引抜き加工ー：木内学，徐瑞坤

生産研究， 41, 9, 713-716, 1989.9 A 

UBETの鍛造加工への応用に関する研究 ・IVー非軸対称すえ込み加工の解析(2)-:木内学，

鄭顕甲，柳本潤 生産研究， 41, 10, 25-28, 1989. lO A 

半溶融圧延に関する研究•第11報一鋳鉄板の半溶融圧延. 1-: 木内学，杉山澄雄 生産研究，

41, lD. 21-24, 1989.10 A 

非対称複合圧延に関する研究.4ー圧延条件が接合因子に与える影孵ー：木内学，黄永茂 生産

研究， 41, l l, 49-52, 1989.10 A 

プラネタリーローラーレデューサーに関する研究（第 2報）：木内学，新谷賢 生産研究， 41,l l, 

54-56, 1889. l l A 

非対称複合圧延に関する研究.5-三層圧延の解析と実験ー：木内学，黄永茂，新谷賢 生産研

究， 41, 12, 30-33, 1989.12 A 

電縫管の製造プロセスが製品の残留応力に与える影特ー電縫管の残留応力に関する研究II-:

木内学，新谷賢 塑性と加工， 30,339, 532-538, 日本塑性加工学会， 1989.4 C 
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半溶融圧延による鉄系栢屈形粒子強化複合板材の製造：木内学，杉山澄雄，富岡美好 塑性と加

工， 30,340, 658-664, 日本塑性加工学会， 1989.5 C 

非軸対称複合鍛造の解析一鍛造加工汎用シミュレータの開発 I-:木内学，村松勁，令井敏博

塑性と加工， 30,342, 997-1003, 日本塑性加工学会， 1989.7 C 

アングル材の押出し加工の数値シミュレーション一異形材の押出し加工における非定常変形の

解析II-:木内学，星野倫彦 塑性と加工， 30,342, 975-981, 日本塑性加工学会・, 1989.7 C 

押出し加工解析時の最適要素分割法の検討一UBETの鍛造加工への応用に関する研究IV-:

木内学，鄭顕甲 塑性と加工， 30,344, 1267-127 4 塑性と加工， 1989.9 C 

非対称複合圧延の解析モデルー非対称複合圧延に関する研究 I-:木内学，黄永茂 塑性と加

工， 30,344, 1308-1315, 日本塑性加工学会， 1989.9 C 

非対称複合圧延の解析と実験ー非対称複合圧延に関する研究IIー：木内学，新谷賢，黄永茂 塑

性と加工， 30,344, 1316-1323, 日本塑性加工学会， 1989.9 C 

半溶融複合加工によるアルミニウム基粒子分散強化複合板材の製造とその加工こ性：木内学，

杉山澄雄，高木茂義 塑性と加工， 30,345, 1427-1433, 日本塑性加工学会， 1989.10 C 

偏芯クラッド棒・ 線材の引抜き加工後の形状• 寸法と加工限界の予測ー非軸対称~合材の引抜

き加工に関する研究 I-:木内学，徐瑞坤 塑性と加工， 30,346, 1516-1523, 日本塑性加工

学会， 1989.11 C 

半溶融加工法による短繊維強化複合材料の製造：木内学，杉山澄雄，鍬崎尚哉，星野祐作 塑性

と加工， 30,346, 1524-1531, 日本塑性加工学会， 1989.11 C 

CAD System for Cold Roll-Forming: Manabu Kiuchi Annals of the CIRP, (1989), 38, . 

283-286, College International Pour L'etude Scientifique Des Techniques De Production 

Mecanique, 1989. l D 

Computer Aided Simulation of Three-Dimensional Extrusion of Rrofiles and Tubes: 

Manabu Kiuchi. Michihiko Hoshino Proc. 17th NAMRC (1989), 41-48, North 

American Manufacturing Reseach Institution of SME, 1989.5 D 

Computer Aided Simulation of Metal Flows in Non-Axisymmetric Extrusion Through 

Bridge Dies: Manabu Kiuchi. Michihiko Hoshino Proc. of NUMIFORM (1989), 

563-568, A.A. BALKEMA, 1989. 6 D 

Theoretical Production of Geometry of Fin Tubes: Manabu Kiuchi. 8. liJima Proc. of 

Tube 89 (1989), Int. Tube Association, 1989.11 D 

Computer Aided Simulation of Extrusions of Tube: Manabu Kiuchi Proc. of Tube89 

(1989), Int. Tube Association, 1989.11 D 

Manufacturing of Metal-Ceramics Composites: M. Kiuchi. 8. Sugiyama Metallurgical 

Processes for the Year 2000 and Beyond (1989), 83-100, TMS, 1989.11 D 

孔型圧延加工の複合数値解析（塑性加工の複合数値解析法に関する研究II): 木内学，柳本潤

塑性と加工， 30,336, 19-25, 日本塑性加工学会， 1989.l C 

複合数値解析法による異形断面鋼板の解析：中村充，倉橋隆郎，木内学，柳本潤 第40回塑性加
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工連合講演会論文集， 85-88, 日本塑性加工学会， 1989.10 E 

ベベルロール（孔型円錐ロール）圧延における変形・ 負荷特性：福岡新五郎，小杉恵三，柳本潤，

木内学 第40回塑性加工連合講演会論文集， 373-376, 日本塑性加工学会， 1989.10 E 

複合数値解析法によるリング圧延の解析 I(矩形リング圧延ならぴに内・外面リプ付きリング

圧延の解析）：柳本潤，木内学 第40回塑性加工連合講演会論文集， 377-380,日本塑性加工学

会， 1989.10 E 

前田（久） 研究室 (Maeda Lab.) 

Ocean Energy Systems, Report of ECOR Internasioal Working Group: T. Homma. H. 

Maeda et al l -155, Japan Marine Science and Technology Association, 1989.2 F 

国際規則と船舶設計等との関連に関する調査研究報告書：元良誠三，前田久明ほか 日本造船

研究協会研究資料163R, 日本造船研究協会， 1889.3 F 

科学技術振興基盤の現状に関する調査報告書：村野文男，前田久明ほか 野村総合研究所，

1989.3 F 

海洋構造物の沖合展開のための開発研究成果報告書：元良誠三，前田久明ほか 運輸省， 1989.3

F 

センチュリーアイランドシステム V ー沖合人工島に関する調査報告書ー：岡村健二，前田

久明ほか l-163, 沿岸開発技術センタ， 1989.3 F 

Prediction Method of Hydrodynamic Stability Derivatiues of an Autonomous Non 

-Tethered Underwater Vehicle: H. Maeda. S. Tatsuta Eighth International Confer-

ence on Offshore Mechanics and Arctic Engineering, VI. l 05-114, ASME, 1989.3 C 

海洋開発における境界領域（その 1): 吉田宏一郎，前田久明ほか海洋工学連絡会第 2回活動報

告会， l -80, 海洋工学連絡会， 1989.3 F 

線状構造物の大変位応答解析：前田久明，森内康弘，宮島省吾，増田光ー 第 9回海洋工学シン

ポジウム， 317-322, 日本造船学会， 1989.7 E 

航行型潜水艇の運動性能推定法に関する研究：前田久明，本間健一，宮島省吾，増田光一 第 9

回海洋工学シンポジウム， 208-216, 日本造船学会， 1989.7 E 

深海調査のための自律型潜水艇の開発研究：浦環，前田久明，石谷久 第9回海洋工学シンポ

ジウム， 203-208, 日本造船学会， 1989.7 E 

離散渦法による角柱まわりの剥離流れについて：増田光一，丸山文生，前田久明 第 9回海洋工

学シンポジウム， 371-378, 日本造船学会， 1989.7 E 

The Currcent Progress of Ocean Research and Development in Japan: H. Maeda Preprint 

of Sixteenth Meeting of the United States-Japan Cooperative Program in Natural 

Resources/Marine Facilities Panel, 18-29, NOAA, 1889.9 D 

Autonomous Underwater Vehicle "PTEROA" for Deep Sea Survey: H. Maeda, T. U「a.

H. lshitani Preprint of Sixteenth Meeting of the United States-Japan Cooperative 

288 



Program in Natural Rescources/Marine Facilities Panel, 185-190, NOAA, 1989.9 D 

波と流れの共存場における海洋構造物に働く粘性流体力の推定法に関する基礎研究（第 1報）：

丸山文生，増田光一，前田久明 1989年度大会学術梗概集， 1131-113ビ， 日本建築学会， 1989.9 

E 

無人無索潜水艇に働く線形流体力に関する研究：本間健一，前田久明，増田光ー 1989年度大会

学術梗概集， 1133-1134, 日本建築学会， 1989.9 E 

実海域波浪データの解析法に関する基礎的研究波浪プイの運動応答：吉野博之，増田光一，前田

久明，宮島省吾 1989年度大会学術梗概集， 1137-1138, 日本建築学会， 1989.9 E 

「海中技術」（その 1 総論）：前田久明，竹内倶佳，石谷久，小寺山亘，大川豊，浦 環 日本造船

学会誌， 724,651-656, 日本造船学会， 1989.lD C 

Motions of Floating Offshore Structures in Multi Directional Waves: H. Maeda. K. 

Mo「ooka.A. Kasahara. T. Kinoshita Naval Architecture and Ocean Engineering, 

25, l -17, JSNA, 1989.10 C 

波浪発電技術：前田久明，宮崎武晃 雷気学会技術報告II-312, 15-28, 電気学会， 1989.10 F 

海洋開発における境界領域（その 2): 吉田宏一郎，前田久明ほか 海洋工学連絡会第 3回活動

報告会， l-l密，海洋工学連絡会， 1989.10 F 

無人海中作業技術の将来展望に関する調査報告書：前田久明ほか l-119, 日本深海技術協会，

1989. l l F 

ITTC海洋工学技術委貝会出席報告：前田久明 日本造船学会誌， 726,823, 日本造船学会，

1989.12 C 

増沢研究室 (Masuzawa Lab.) 

A Micropunching System using Wire-EDG and EDM: T. Masuzawa, M. Yamamoto, M. 

Fujino Proc. of International Symposium for Electromachining (ISEM-9), 86-89, 

Japan Society of Electrical-Machining Engineers, 1989.4口

Micro Electro-Discharge Machining: T. Masaki. K. Kawata, T. Sato, T. Mizutani, K. 

Yonemoto, A. Shibuya, T. Masuzawa Proc. of International Symposium for 

Electromachining (ISEM-9), 26-29, Japan Society of Electrical-Machining Engineers, 

1989.4 D 

ECM Finishing of Surface Products by EDM: 8. Sakai, T. Masuzawa, S. Ito Proc. of 

International Symposium for Electromachining (ISEM-9), 155-158, Japan Society of 

Electrical-Machining Engineers, 1989.4 D 

ワイヤ放電研削法と EDMを用いたマイクロ打抜きシステム：増沢隆久，山本正樹，藤野正俊

機械技術， 37, 5, 37-41, 日刊工業新聞社， 1989.4 G 

形彫り放電加工面の電解仕上げ：酒井茂紀，増沢隆久，伊藤伸 機械技術， 37, 5 , 64-68, 日刊

工業新聞社， 1989.4 G 
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ワイヤ放電研削法のマイクロエンドミルヘの応用：増沢隆久，佐藤達志，藤野正俊 型技術者会

議'89講演論文集， 24-25, 型技術協会， 1989.7 ピ

放電加工機上での金型の電極製作から電解仕上げまで：酒井茂紀，土野一清，増沢隆久，伊藤伸

型技術者会議89講演論文集， 120-121, 型技術協会， 1989.7 ビ

WEDG法を応用したマイクロ打抜きシステム：藤野正俊，山本正樹，増沢隆久 第122回塑性加

エシンポジウム資料， 9-16, 塑性加工学会， 1989.7 E 

精度設計と部品仕上げシステム技術：増沢隆久（部分執筆）， 日経技術図書， 1989.7 8 

異形微細穴の精密加工：増沢隆久 第19回工作機械関連技術者会議夜料， AH,l-7, 日本能率

協会， 1989.7 E 

Drilling of Deep Microholes by EDM: T. Masuzawa, cJ. Tsukamoto. M. FuJino 

Annals of the CIRP, 38, l. 195-198, CIRP, 1989.B D 

マイクロ放電加工による微細多数穴加工ー品質工学を応用した高精度化の検討ー：若林公宏，

大西章夫，増沢隆久 1989年度精密工学会秋季大会学術講演会論文集， 507-5CB,精密工学会，

1989.1 l E 

ステンレススチールに対するマイクロプレス加工：若林公宏，大西章夫，増沢隆久 1989年度精

密工学会秋季大会学術講演会論文集， 707-708, 精密工学会， 1989.ll E 

放電加工面の ECM仕上げ法（第 5報）一超硬合金など焼結金属への適用ー：酒井茂紀，増沢

隆久，藤野正俊，伊藤伸 1989年度精密工学会秋季大会学術講演会論文集， 799-800,精密工学

会， 1989.l l E 

放電による微細深穴加工に関する研究（第 2報）：郭佳備，増沢隆久，藤野正俊 1989年度精密工

学会秋季大会学術講演会論文集， 505-506,精密工学会， 1989.1l E 

電気的，機械的手法によるマイクロ加工：増沢隆久 TRI-Tech Conference'89狡料， 87-93,

豊橋技術科学大学， 1989.l 1 E 

世界における電気加工の研究開発動向：増沢隆久 応用機械工学， 30, 12, 62-65, 大河出版，

1989.12 G 

横放電加工の加工性能：国枝正典，増沢隆久 応用機械工学， 30,12, 96-100, 大河出版， 1989.12

G 

対電極法による放電加工面の電解仕上げ：酒井茂紀，増沢隆久 応用機械工学， 30,12, l 78-183, 

大河出版， 1989.12 G 

微細深穴放電加工：増沢隆久，郭佳備，藤野正俊 電気加工技術， 14,44, l -5, 電気加工学会，

1990.1 E 

Micro Electro-Discharge Machining and Its Applications: T. Masaki, K. Kawata, T. 

Masuzawa Proc. of 3rd IEEE Workshop on Micro Electro Mechanical Systems, 21-26, 

IEEE, 1990.2 D 

二次元微振動による放電加工の安定化：産小新，増沢隆久，藤野正俊 1989年度精密工学会春季

大会学術講演会論文集， 173-174, 精密工学会， 1990.3 E 
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小林（敏）・谷口 研究室 (Kobayashi and Taniguchi Labs.) 

LESによる非圧縮性高レイノルズ数流れの数値解析：小林敏雄 日本機械学会梃限流体工学に

関する調査研究分科会報告書， 194-203,1989. 5 F 

ヴォロノイ分割を用いた有限体梢法による流れ場計算手法の構成：谷口伸行，荒川忠ー，小林

敏雄 日本機械学会論文集 B,55, 513, 1324-1328, 1989.5 C 

最近の画像処理技術「流体工学への応用」：小林敏雄 日本機械学会講習会教材， 890-24,61-65, 

1989.6 F 

非圧縮性流れの大規模数値解析とその可視化：小林敏雄，三輪建夫 日本機械学~'!,;if., 92, 847, 

492-497, 1989.6 C 

流体計算の発展とスーパーコンピュータ：小林敏雄 Nikkei Datapro Books VII, 53-64, 1989.6 

G 

大規模乱流解析における課題：小林敏雄 流体解析システム研究会第 1回計算流付こ力学シンポ

ジウム講演論文集， l -5, 1989.7 E 

Finite Volume Method on Unstructural Grid System: Nobuyuki Taniguchi. Toshia 

Kobayashi A Collection of Technical Papers ISCFD-NAGOYA, 64-69. 1989.7 D 

Large Eddy Simulation of The Complex Flow Fields: Youhei Mo「inishi.Toshia 

Kobayashi A Collection of Technical Papers ISCFD-NAGOYA, 227-232. 1989. 7 D 

レーザライトシート法による自動車の後流の可視化：湊清之，鬼頭幸三，小林敏雄 流れの可視

化， 9,34, 309-312, 1989.7 C 

流跡画像の解析による速度場の計測：小林敏雄，佐賀徹雄，瀬川茂樹 流れの可ネ見化， 9, 34, 

379-382, 1989. 7 C 

Multi-Point Velocity Measurement for Unsteady Flow Fields by Digital Image Process-

ing: Toshia Kobayashi. Tetsuo Saga, Shigeki Segawa Proc. 5th Intn. Symp. 

on Flow Visualization, 1989.8 D 

Numerical Calculations of the Viscous Flow over the Ship Stern by Fully Elliptic and 

Partially Parabolic Navier-Stokes Equations: Keon-cJc Oh. Shin廿 youngKang, 

Toshio Kobayashi Proc. 5th Intn. Conf. on Numerical Ship Hydrodynamics, Pa「tl'

134-142, 1989.9 D 

Applications of LES to Complicated Flow Fields: Toshio Kobayashi, Youhei 

Mo「inishi.Nobuyuki Taniguchi Proc. Intn. Seminar Supercomputing in Fluid Flow, 

1989.10仁）

一般座標系有限体栢法による自動車まわり流れの数値シミュレーション：谷口伸行，荒川忠ー，

小林敏雄，田古里哲夫 日本機械学会論文集 B,55, 518, 3026-3032, 1989.10 C 

A Frequency Measurement of Vortex Shedding behind a Circular Cylinder Using Digital 

Image Processing: Chen Nan Yi. Toshia Kobayashi. Tetsuo Saga, Shigeki 

Segawa Proc. Intn. Conf. on Fluid Dynamic Measurement and Its Applications, 
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370-375. 1989. 11仁）

画像処理による円柱後流の渦周波数の計測：陳南翼小林敏雄，佐賀徹雄，瀬川茂樹 流れの可

視化， 9-SUPPI.. 41-44, 1989.11 C 

Velocity Measurment of Three-Dimensional Flow around the Rotating Parallel Disks by 

Digital Image Processing: Toshia Kobayashi. Tetsuo Saga, Kentarou 

Sekimoto ASME FED, Symp. on Flow Visualization, 85, 29-36. 1989.12 D 

新たな k-s乱流モデルとその応用：明賢国，笠木伸英，小林敏雄 第39回応用力学連合講演会

予稿集， 241-244,1989.12 E 

二層モデルによる LESの人工的壁面境界条件：森西洋平，小林敏雄 第39回応用力学連合講演

会予稿集， 257-360,1989.12 E 

有限体梢法による非構造型格子での流れ場解析：谷口伸行，小林敏雄 第39回応用力学連合講

演会予稿集， 263-266,1989.12 E 

乱流の数値解析におけるいくつかの課題：小林敏雄，森西洋平，谷口伸行 第 3回数値流体力学

シンポジウム講演論文集， l -8 , 1989. 12 E 

SEMにおける誤差評価と流れ場解析：玉川雅章，小林敏雄 第 3回数値流体力学シンポジウム

講演論文集， 259-262,1989. 12 E 

非等方 k-sモデルによる後方ステップ流の数値解析：小林敏雄，大町真義，明賢國 第 3回数

値流体力学シンポジウム講演論文集， 343-346,1989.12 E 

水車ステーベーン，ガイドベーン周りの 3次元流れ解析：谷口伸行，小林敏雄，長藤友建，鈴木

敏暁，島田尚子 第24回ターポ機械協会高知講演会講演論文集， 7 -12, 1989. 12 E 

ターボ機械ー入門編ー：小林敏雄 （一部執筆）， 日本工業出版， 1990.l 巳

複雑乱流工学センターの構想：小林敏雄 生産研究， 42, l , 2 , 1990. l A 

複雑な自動車形状の流れ場数値シミュレーション：谷口伸行，小林敏雄，水尾勝 生産研究， 42,

l, 10-15, 1990. l A 

SEMにおける誤差評価と流れ場解析：玉川雅章，小林敏雄 生産研究， 42,l, 31-34, 1990. l A 

普遍的スマゴリンスキーモデルの構成：森西洋平，小林敏雄 生産研究， 42, l , 39-42, 1990. l 

A 

LESによる人工的壁面境界条件の構成およぴその評価：森西洋平，小林敏雄 生産研究， 42,l, 

47-50, 1990. l A 

非等方 k-sモデルを用いた矩形管内の発達する流れの数値予測：明賢國，小林敏雄 生産研

究， 42, l , 63-66, 1990. l A 

非等方 k-sモデルによる後方ステップ流の数値解析：小林敏雄，大町真義，明賢國 生産研究，

42, l, 67-70, 1990. l A 

90度ベンド流れの数値シミュレーション：小林敏雄，李蓮源 生産研究， 42, l , 83-86, 1990. l 

A 

自動車周り流れの三次元解析―k-sモデルによる三次元解析ー：谷口伸行 流体解析システム

研究会第 2回計算流体力学シンポジウム講演論文集， 63-70,1990.3 E 
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流れの可視化と数値シミュレーション：小林敏雄 流体解析システム研究会第 2回計算流体力

学シンポジウム講演論文集， 89-99,1990. 3 E 

木村研究室 (Kimura Lab.) 

Friction of Ceramics at Elevated Temperatures up to 1000℃ : Haimeng Wang, 

Yoshitsugu Kimu「a.Kazumi Okada 生産研究， 41, 11, 871-87 4, 1989 . 11 A 

潤滑油中の摩耗試験：木村好次，文尤植 生研リーフレット， 182,1989.6 A 

0/Wエマルションによる流体潤滑：木村好次，岡田和三 生研リーフレット， 191,1989.12 A 

表面改質による耐摩耗性の向上：浦晟，榎本祐嗣，木村好次，西村允 トライポロジスト， 34,

5, 328-331, 日本潤滑学会， 1989.5 C 

Sliding Damage of Silicon Nitride in Plane Contact: Yoshitsugu Kimu「a.Kazumi 

Okada, Yuji Enomoto Wear, 133, 1. 147-161, Elsevier Sequoia, 1989.9 C 

アイリング粘性解による低粘性流体の EHLトラクションの計算：村木正芳，木村好次 日本機

械学会論文集， 55,520C, 3048-3055, 日本機械学会， 1989.12 C 

Sliding Damage of Silicon Nitride in Plane Contact: Yoshitsugu Kimu「a.Kazumi 

Okada, Yuji Enomoto Wear of Materials 1989, 1, 361-368, Am. Soc. Mech. Engrs., 

1988.4 D 

Transition of Lubrication Regimes in 0/W Emulsion Lubricated Concentrated Contacts: 

Yoshitsugu Kimu「a,Kazumi Okada Report, 14th Meeting of IRG-OECD, Appen-

dix C, IRG-OECD, 1989.6 D 

Effect of Water on Friction and Wear of Silicon Nitride in Lubricated Sliding: 

Yoshitsugu Kimu「a.Kazumi Okada, Yuji Enomoto, Hi「otakaTomizawa Proc. 

5th EUROTRIB, 3, 120-125, Finnish Soc. Tribology, 1989.6 D 

Influence of Temperature Rise on Non-Newtonian Behaviour of Fluids in EHD Condi-

tions: Masayoshi Muraki. To「uMatsuoka, Yoshitsugu Kimura Proc. 5th EURO-

TRIB, 4, 226-231, Finnish Soc. Tribology, 1989.6 D 

Tribological Properties of Surface Modifications under Various Conditions: Makoto 

Nishimu「a.Yuji Enomoto. Yoshitsugu Kimu「a,Aki「au「aProc. 5th SURTEC 

Congress, 457-464, Carl Hanser Ver lag, 1989. 10 D 

劣化エンジン油による摩耗試験（第 2報）：文尤植，木村好次，岡田和三 第33期~季濁f究発表会

予稿集， 57-60, 日本潤滑学会， 1989.5 E 

表面改質／コーティングの摩擦摩耗特性評価III(第 2報）：榎本祐嗣，木村好次，岡田和三，西村允

第33期春季研究発表会予稿集， 137-140, 日本潤滑学会， 1989.5 E 

0/Wェマルションの EHL膜厚：岡田和三 JASTトライポロジーフォーラム'89教材，

89-101, 日本潤滑学会， 1889.6 E 

セラミックスの高温における摩擦・摩耗（第 1報）：王海夢，木村好次，岡田和三 第34期全国大
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会予稿集， 19-22, 日本潤滑学会， 1989.10 E 

劣化エンジン油による摩耗試験（第 3報）：文尤植，木村好次，岡田和三 第34期全国大会予稿

集， 135-138, 日本潤滑学会， 1989.10 E 

摩耗クラックの伝播解析（第 1報）：木村好次，志摩政幸 第34期全国大会予稿集， 167-170, 日

本潤滑学会， 1989.10 E 

ペーパ摩擦材の特注に関する研究（第 1報）：岡田美津雄，小島大蔵，大谷親，木村好次 第34期

全国大会予稿集， 593-596, 日本潤滑学会， 1989.10 E 

ペーパ摩擦材の特性に関する研究（第 2報）：大谷親，岡田美津雄，小島大蔵，木村好次 第34期

全国大会予稿集， 597-600, 日本潤滑学会， 1989.10 E 

摩擦面の材料設計：木村好次 第 1回講演会前刷， 9-16, トライポロジー研究会， 1990.2 E 

メタノールエンジン／金属（従来材料）のトライポロジー：木村好次，文尤植 RC-87中間報告

書， 151-170, 日本機械学会， 1990.1 F 

トライポロジーの技術と工学：木村好次 トライポロジー， 3,12, 4-5, 新樹社， 1989.12 G 

吉識研究室 (Yoshiki Lab.) 

円管内往復流動の研究：吉識晴夫，鷲尾修司，遠藤敏彦 生産研究， 41, 6, 556-559, 1989.6 A 

ターポ過給機関の吸気性能の改善に関する研究：岡林章宏，遠藤敏彦，田代伸一，吉識晴夫 生

産研究， 41, 7, 615-618, 1989.7 A 

エネルギー技術：吉識晴夫（一部執筆） 日本機械学会誌， 92,849, 728, 日本機械学会， 1989.8 

C 

過給機駆動用ラジアル排気ターピンの非定常流特性に関する研究（第 1報 時間平均法による

性能予測）：小西奎二，吉識晴夫 ガスタービン金沢地区講演会講演論文集， 115-122, 日本ガ

スタービン学会， 1989.10 E 

スターリングエンジンの特性：吉識睛夫（一部執筆） スターリングエンジン・ヒートポンプ

(SEHP)実用化上の問題点とその対応策に関する調査， 4-9, ヒートポンプ技術開発セン

ター， 1989.11 F 

過給機駆動用ラジアル排気タービンの非定常流特性に関する研究（第 1報 時間平均法による

性能予測）：小西奎二，吉識晴夫 生産研究， 42, 2, 122-125, 1990.2 A 

藤田（隆） 研究室 (Fujita Lab.) 

Reduction of Micro-Vibration in an X -Ray Interferometer by Means of Multistage 

Rubber Bearings: Nobuo Masaki. Youji Suizu. Kan Nakayama. Mitu「uTanaka.

Kazuaki Kuroda. Takafumi Fujita Int. Conf. on Advanced Mechatronics, 791-795, 

1989.5 D 

Hysteretic Restoring Force Characteristics of High Damping Rubber Bearings for Seismic 
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Isolation: Takafumi FuJita. Shigenobu Suzuki. Satoshi FuJita ASME PVP 

Conf. -JSME Cosponsorship, PVP-1B1, 23-28. 1989.7 D 

Research, Development and Implementation of Rubber Bearings for Seismic Isolation : 

Takafumi FuJita. Satoshi FuJita. Sadano「iTazaki. Toshikazu Yoshizawa. 

Shigenobu Suzuki ASME PVP Conf. -JSME Cosponsorship, PVP-181, 35-42. 1989.7 

D 

A 3-Dimensional Earthquake Isolation Floor with a Direction Converter of Vibration for 

Vertical Isolation: T. FuJita, K. NakaJima, H. Sugimoto. Y. Seka ASME PVP 

Conf. -JSME Cosponsorship, PVP-1B1, 43-48. 1989.7 D 

An Active Isolation Device Using Electric-Hydraulic Actuators for Weak Earthquakes: 

T. FuJita. Q. Feng, T. Omi. Y. Suizu ASME PVP Conf. -JSME Cosponsorship, PVP 

-1B1, 95-99. 1989.7 D 

Seismic Isolation for FER-Preliminary Study: H. ShioJi「i.T. Matsuda, Y. Sawada. 

S. Aoyagi, H. Shibata, T. FuJita ASME PVP Conf. -JSME Cosponsorship, PVP-181, 

115-120. 1989. 7 D 

Seismic Isolation of Industrial Facilities Using Lead-Rubber Bearing: T. FuJita, Y. 

Sasaki. S. FuJimoto. C. Tsu「uyaASME PVP Conf. 虫 JSMECosponsorship, PVP 

-1B1, 141-147. 1989.7 D 

Proving Test on the Seismic Reliability for the PWR Primary Coolant Loop System : K. 

FuJita. T. Nakamu「a,H. AkiYama. T. FuJita. M. Kato. S. Kawakami. T. Ohno, E. 

Yoshikawa. K.Tai, H.Sumiya ASME PVP Conf. -JSME Cosponsorship, PVP-181, 

303-308. 1989.7 D 

Seismic Test and Analysis for PWR Reactor Core Internals: H. AkiYama, T. FuJita, M. 

Kato會 E.Yoshikawa, T. Ohno. S. Kawakami. A. Okayama. N. Kono. K. FuJita 

ASME PVP Conf.-JSME Cosponsorship, PVP-181, 333-338. 1989.7 D 

6自由度アクティブ除振システム：高橋良典，片山和喜，村井信義，藤田隆史，安田正志 第28回

SICE学術講演会予稿集， 685-686,1989. 7 E 

Test on Large-Scale Seismic Isolation Elements: T. Matsuda, H. ShioJi「i.Y.Oka, T. 

FuJita, M. Seki Trans. of the 10th SMiRT, K, 679-6B4. 1989.8 D 

Seismic Isolation Test Program: Y. Sawada, H. ShioJi「i.C. Kurihara, Y. Maeno, S. 

Aoyagi, H. Shimizu. T. Goto. H. Shibata. T. FuJita. Y. Kitagawa. M. Shigeta. K. 

Takabayashi Trans. of the 10th SMiRT, K, 691-696. 19B9.8 D 

Earthquake Resistance Test of Full-Scale Glove Box: T. FuJita, K. Ohtani, M. 

Hayashi, M. Kozeki. T. Ide, K. Sakuno Trans. of the 10th SMiRT, K, 877-882. 1989. 

BO 

Seismic Isolation Rubber Bearings for Nuclear Facilities: T. FuJita Post-SMiRT Conf. 

Seminar (Seismic Base Isolation of Nuclear Power Facilities), 1989.8 D 
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減衰力可変ダンパによるセミアクティブ・コントロールを用いた免震構造の基礎的研究：藤田

隆史，壁矢和久，速水浩 生産研究， 41, 8, 661-664, 1989.8 A 

Active Vibration Control System Using Linear Motor: Yoshino「iTakahashi. 

Kazuyoshi Katayama. Nobuyoshi Mu「ai.Takafumi FuJita 5th Int. Precision 

Engng. Seminar and Annual Meeting of the ASPE, 178-182. 1989.9 D 

振動方向変換機構を備えた 3次元免震床システムの開発：杉本一，藤田隆史，柴田孝治，渡辺

秀策，中島一史，世古泰朗 日本建築学会大会学術講演梗概集， 501-502,1989.10 E 

リニアモータを利用したアクティプ振動制御法に関する研究（その 4' アクティブ微振動制御

装慨概要）：村井信義，高橋良典，片山和喜，藤田隆史 日本建築学会大会学術講演梗概集，

525-526, l 989. l O E 

リニアモータを利用したアクティブ振動制御法に関する研究（その 5' アクティプ徴振動制御

装置の振動性状）：片山和喜，村井信義，高橋良典，藤田隆史 日本建築学会大会学術講演梗概

集， 527-5ビ8,19B9. lO E 

リニアモータを利用したアクティブ振動制御法に関する研究（その 6' 制振建屋の理論検討お

よぴシミュレーション結果）：高橋良典，村井信義，片山和喜，藤田隆史 日本建築学会大会学

術講演梗概集， 529-530,1989. l O E 

多段梢層ゴムを用いた三次元免震・除振床の研究（第 2報，鉛直免裳・除振機構の検討）：藤田

隆史，服部忍，竹下章治，鶴田顕，福井伊津志，石山日出男 日本機械学会第67期全国大会講演

会， 89-0577B,1989.10 E 

建物免裳用の高滅衰積附ゴムに関する研究（第 1報，履歴復元力の基本特性と解析モデル）：

藤田隆史，鈴木重信，藤田聡 日本機械学会第67期全国大会講演会， 89-0766A,1989. 10 E 

建物免震用の高減衰積層ゴムに関する研究（第 2報，破断限界）：鈴木重信，藤田隆史，嶋崎守

日本機械学会機械力学講演会， 89-0918巳， 1989.ll E 

多段積層ゴムを用いた高層建物制振用マスダンパの研究（第 1報，振動特性についての基礎的

研究）：藤田隆史，松本洋一，正木信男，水津洋二 日本機械学会機械力学講演会， 89-0911B, 

1989.11 E 

リニアモータを用いたアクティブ微振動除振装置の研究：藤田隆史，福久聡，村井信義，高橋

良典，片山和喜 日本機械学会機械力学講演会， 89-0916B,1989. l l E 

Automatic Generation and Automatic Analysis of Equations of Motion from the Graphic 

Input of a Vibration Model : Kenta「oAramaki. Takafumi FuJita JSME Interna・

tional Journal, Series III, 32, 4. 538-546. 1989.12 C 

高層ピル用制振装罹の実用化と有効性：藤田隆史 ベース設計資料46(建築編）， 5B,1989.12 G 

多段積屑ゴムを用いた三次元免震・除振床の研究（第 2報，鉛直免震・除振機構の検討）：藤田

隆史，服部忍，竹下章治，鶴田顕，福井伊津志，石山日出男 日本機械学会論文集， 56,521, 

43-48, 1990. l C 

鉛直免震のための振動方向変換機構を用いた三次元免震床の開発：藤田隆史，中嶋一史，杉本

ー，世古泰朗，小見俊夫 日本機械学会束海支部第39期総会講演会， 89-0938巳， 1990.3 E 
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建物免震用の高減衰積層ゴムに関する研究（第 1報，履歴復元力の基本特性と解析モデル）：

藤田隆史，鈴木重信，藤田聡 日本機械学会論文集， 56,523, 1990. 3 C 

建物免震用の高減衰精層ゴムに関する研究（第 2報，破断限界）：鈴木重信，藤田隆史，嶋崎守

日本機械学会論文集， 56,523, 1990.3 C 

多段栢層ゴムを用いた高層建物制振用マスパンダの研究（第 1報，振動特性についての基礎的

研究）：藤田隆史，松本洋一，正木信男，水津洋二 日本機械学会論文集， 56,523, 1990.3 C 

リニアモータを用いたアクティプ微振動除振装骰の研究：藤田隆史，福久聡，村井信義，高橋

良典，片山和喜 日本機械学会論文集， 56,523, 1990.3 C 

西尾研究室 (Nishio Lab.) 

沸騰熱伝達と冷却：鳥飼欣ー，西尾茂文ほか 日本工業出版， 1989 巳

超電導導体の冷却安定性一浸漬冷却型直流超電導導体ー：西尾茂文生産研究， 41, 10, 

745-752, 1989.10 A 

冷やす：西尾茂文 バウンダリー， 5, ll, 26-32, 1989.11 G 

ミスト冷却の冷却能力の高精度予測に関する研究（第 2報，伝熱面表面のぬれ性の影膊）：

大久保英敏，西尾茂文 日本機械学会論文集(B編）， 55,517, 2846-2851, 1989.9 C 

溶融金属と水との熱的相互作用を応用した急速凝固粒の試作に関する研究：秋吉亮，西尾茂文，

棚沢一郎 日本機械学会論文集(B編）， 56,521. 94-100, 1990.0 C 

Steady-State Pool Boiling Heat Transfer to Saturated Liquid Helium at Atmospheric 

Pressure: Shigefumi Nishio. Ganga Rohana Chand「atillekeJSME Int. Journal, 

32, 4 . 639-645. l 989. l l C 

Pool Boiling Heat Transfer to Saturated Liquid Helium from Coated Surface: Ganga 

Rohana Chand「atilleke.Shigefumi Nishio Cryogenics, 29, 6. 588-592. 1989.6 C 

Study on Accurate Prediction of Mist Cooling Characteristics (Part I, Effects of Surface 

Roughness): Hidetoshi Ohkubo. Shigefumi Nishio Heat Transfer-Japanese 

Research, 18. 5. 43-50. l 989. l O C 

Production of Rapidly Solidified Particles by Thermal Interaction between Molten Metal 

and Water: Ryoh AkiYDShi. Shigefumi Nishio. I chi「oTanasawa Proc. 1989 

National Heat Tranfer Conference (ASME), HTD-113, 71-76, 1989.8 D 

EHD効果を用いた液滴の蒸発促進：高野清，棚沢一郎，西尾茂文 第26回日本伝熱シンポジウ

ム講演論文集， I , 262-264, l 989. 6 E 

EHD効果を用いたプール沸騰熱伝達の促進：上村光宏，西尾茂文，棚沢一郎 第26回日本伝熱

シンポジウム講演論文集， II, 463-465, 1989.6 E 

ミスト冷却に関する研究（第 4報；非定常性の影評）：大久保英敏，西尾茂文 第26回日本伝熱

シンポジウム講演論文集， II, 487-489, 1989.6 E 

水平円柱まわりの自然対流膜沸騰の全体像：西尾茂文，大竹浩靖， Ill,812-814, 1989.6 E 
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自然対流膜沸騰熱伝達に関する研究（第 1報，長い蒸気膜を有する飽和膜沸騰）：西尾茂文，

Ganga Rohana Chandratilleke. 小津努 日本機械学会熱工学講演会論文集， 890-63,

15, 1989. ll E 

高温面のシスト冷却と冷却面側諸因子との関連：大久保英敏，西尾茂文 日本機械学会熱工学

論文集， 890-63,93-94, 1989 .11 E 

浦 研究室 (Ura Lab.) 

ばら梢み貨物輸送の安全ー液状化と荷崩れー：浦環 造船研究， 21, 3 , 9 -14, 1989. l O C 

ニューラル・ネットによる潜水艇の運動制御一水平航行の制御への適用ー：藤井輝夫，浦環

日本造船学会論文集， 166,503-5 l l, 日本造船学会， 1989.12 D 

ニューラル・ネットによる潜水艇の運動制御（その 1)ーオフライン学習によるネットワーク

の構成ー：藤井輝夫，浦環生産研究， 41, 12, 933-936, 1989.12 A 

無人潜水艇の現状：浦環 日本造船学会誌， 725, 2 -8 , 1989. l l C 

海中調査ロボットとしての無索無人潜水艇．・浦環 Journal of Advanced Science 1989, l , 

l , l -5 , 1989. lO C 

ニューラル・ネットを用いた水中航行体の制御：藤井輝夫，浦環 第32回自動制御連合講演

会， 303-306,1989. l O E 

潜水艇の自律性とニューロ・コントロールの研究：藤井輝夫，浦環生産研究， 41, 9, 

721-724, 1989.9 A 

グライダー型潜水艇の設計に関する研究（その 6) 一回流水槽における自航試験ー：浦環，

藤井輝夫 生産研究， 41, 9, 717-720, 1989.9 A 

深海調査のための自律型潜水艇の研究開発：浦環，前田久明，石谷久 第9回海洋工学シンポ

ジウム， 203-207,1989. 7 E 

無人潜水艇の現状と将来：浦環 Science & Technology, 2, 3, 15-21, 国際海洋科学技

術協会， 1989.7 C 

Development of the Penetration Method for Mineral Concentrates : 田中正人，浦環

IMO, BC30/5/12. 1989. l l G 

Attitude Control System of a Stream Cruising Type Autonomous Submersible: Hisashi 

lshitani, Yasuko Baba, Tamaki Ura Proc. 6th International Symposium on Un・

manned Untethered Submersible Technology, Baltimore, 452-457. 1989 D 

樋 口研究室 (Higuchi Lab.) 

A Dua卜Tunneling-UnitSTM-application as a nm order measuring machine and a 

positioning table-: Hideki Kawakatsu. Tashiro Higuchi 生産研究， 41,6, 38-41, 

1989.6 A 
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A Multi-Layered Electrostatic Actuator Fabricated on Polymer Films: Baku Egawa. 

Toshi「oHiguchi 生産研究， 41, 12, 944-947, 1989.12 A 

磁力支持方式精密自動組立用ハンドの開発：樋口俊郎，津田匡博，藤原茂喜 日本ロボット学会

誌， 7, 2 , 136-144, 1989. 4 C 

高速移動体の雷磁力を利用した非接触急停止機構の開発（第 1報）一停止装置の試作ー：青木

勇，樋口俊郎精密工学会誌， 55, 5 , 939-944, 1989. 5 C 

DSPを利用した 5自由度制御形磁気軸受のデジタル制御システムの開発：樋口俊郎，津田匡博，

藤原茂喜 システム制御梢報学会論文誌， 33, 6, 183-190, 1989.6 C 

衝撃霊磁力を利用した精密位閻決め機構の開発（第 1報）ー移動原理と基礎実験ー：樋口俊郎，

ホジャット・ユソフ 精密工学会誌， 55, 8, 1426-1431, 1989.B C 

高速移動体の雷磁力を利用した非接触急停止機構の開発（第 2報）一停止装問の考察とマイク

ロコンピュータによる倅止制御ー：青木勇，樋口俊郎，小坂克信，藤田耕一桔密工学会誌，

55, l 0, l 827-1832, 1989. 10 C 

逆起電力信号を用いた PM形ステップモータの閉ループ制御：樋口俊郎，池田耕吉 精密学会

誌， 55, 12, 2197-2202, 1989.12 C 

訛気油圧サーポ機構による高速非円形輪郭切削旋盤の開発：樋口俊郎，山口智実，前原育夫，

斉藤清精密工学会誌， 56, 2, 1990.2 C 

Micro Robot Arm Utilizing Rapid Deformations of Piezoelectric Elements: T. Higuchi. 

Y. Yamagata Journal of Robotics and Mechatronics, l, 4. 346, Fuji Technology Press 

Ltd., 1989.12 C 

Multi-Layered Electrostatic Actuator: Toshi「oHiguchi. Baku Egawa Journal of 

Robotics and Mechatronics, l , 4, 344-345, Fuji Technology Press Ltd., 1989. l 2 C 

A Dual Tunneling-Unit Scanning Tunneling Microscope: Hideki Kawakatsu, Tashiro 

Higuchi J. Vac. Sci. Technol. AB l. 319-323. 1990.l C 

Precision Automated Assembly Device Using Voice Coil Motors: Tashiro Higuchi, 

Shigeki Fujiwa「a.Masahi「oTsuda Proceedings of the International Conference on 

Advanced Mechatronics, 103-108. 1989. 5仁）

Development of a Magnetically Suspended Stepping Motor for Clean-Room Transporta-

tion and Sample Handling: Tashiro Higuchi. Hideki Kawakatsu Proceedings of 

the 11th International Conference on Magnetically Levitated Systems and Linear Drives 

(Maglev'89), 363-368. 1989.7 D 

Micro Robot Arm Utilizing Rapid Deformations of Piezoelectric Elements: Tashiro 

Higuchi. Yutaka Yamagata, Ken-ichi Kudoh, KoJi Iwasaki The Proceedings of 

the 5th International Symposium on Robotics Research, 441-445, The MIT Press, 1989. 8 

D 

Chamferless Insertion by Compliance Control: Baku Egawa. Tashiro日iguchiPro-

ceedings of the 10th International Conference on Assembly Automation, l 07-114. 1989. l D 
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D 

Precision Assembly of Large Diameter Parts by Magnetically Supported Intelligent Hand : 

T. Higuchi. Masahi「oTsuda. Baku Egawa. Shigeki FuJiwara Proceedings of 

the 10th International Conference on Assembly Automation, 467-474. 1989.10 D 

Study of Robot Manipulators Using Magnetic Bearing Joints: Tashiro Higuchi. 

Koichi Oka Proceedings of the 20th International Symposium on Industrial Robots, 

529-536. 1989. 1 D D 

Design and Control of Maganetic Servo Levitation: Masahi「oTsuda. Yoshihiko 

Nakamu「a.Tashiro Higuchi Proceedings of the 20th International Symposium on 

Industrial Robots, 693-700. 1989. 10 D 

Functions of Magnetically Supported Intelligent Hand for Automatic Precision Assembly: 

Masahiro Tsuda. Toshi「oHiguchi. Shigeki FuJiwa「aProceedings of the 20th 

International Symposium on Industrial Robots, 701-708. 1989.10 D 

UHV Precise Positioning Device Utilizing Rapid Deformations of Piezoelectric Elements: 

Y. Yamagata. T. Higuchi. H. Saeki. H. lshimaru Final Program 36th Symposium 

American Vacuum Society, 152. 1989.10口

Automated Precision Assembly Using Magnetically Supported Intelligent Hand: 

Masahi「oTsuda. Toshi「oHiguchi. Shigeki FuJiwara Proceedings of ASME 

1989 Winter Annual Meeting, Robotics Research, DSC-14. 195-201. 1989. 12 D 

Precise Positioning Mechanism Utilizing Rapid Deformations of Piezoelectric Elements: 

T. Higuchi. Y. Yamagata. K. Furutani. K. Kudoh Proceedings of the Third IEEE 

Workshop on Micro Electro Mechanical Systems, 222-226. 1990.2 D 

Multi-Layered Electrostatic Film Actuator: Saku Egawa. Toshi「oHiguchi Proceed-

ings of Third IEEE Workshop on Micro Electro Mechanical Systems, 166-171. 1990.2口

Positioning and Measurement Using a Crystalline Lattice Reference Scale -A Feasibility 

Study of STM Application to MEMS-: Hideki Kawakatsu. Yasuo Hoshi. 

Hitoshi Kitano. Toshi「oHiguchi Proceedings of the Third IEEE Workshop on 

Micro Electro Mechanical Systems, 197-202. 1990.2口

スイッチドリラクタンス (SR)形モータの磁気吸引浮上に関する研究： （第 1報）：樋口俊郎，

川勝英樹，岩沢徳一 平成元年電気学会全国大会講演論文集， 6 , 122-123, 1989 E 

移動子に抵抗体を用いた静電アクチュエータ：樋口俊郎，柄川索 平成元年電気学会全国大会

講演論文集， 6, 191-192, 1989.4 E 

オプザーバを用いた磁気軸受制御：水野毅，樋口俊郎 電気学会研究会資料産業計測制御研究

会， IIC-89-28,131-140, 1989.6 E 

フィルムを利用した静電マイクロアクチュエータ：樋口俊郎，柄川索 ロポティクス・メカトロ

ニクス講演会'89講演概要集， 48-49, 日本機械学会， 1989.6 E 

圧電素子の急速変形を利用したマイクロロボット駆動機構：樋口俊郎，工藤謙一，山形豊，岩崎
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幸治 ロボティクス・メカトロニクス講演会'89講演概要集， 50-51, 日本機械学会， 1989.6 E 

アクチュエータの機能と制御に関する最近の動向：樋口俊郎 ロポティクス・メカトロニクス

講演会'89講演概要集， 129-130, 日本機械学会， 1989.6 E 

磁力支持方式精密自動組立用ハンド：樋口俊郎，柄川索，津田匡博，藤原茂喜 精密工学会自動

組立専門委員会研究例会講演前刷集， 89, 6 , 7 -12, 1989. 7 E 

電磁吸引力を利用した高速高精度往復位置決め機構の開発：樋口俊郎，山口智実 第 2回イン

テリジェント FAシンポジウム前刷， 91-92, システム制御情報学会， 1989.7 E 

ピストン加工用高速非円形輪郭切削 NC旋盤の開発：樋口俊郎，山口智実 第 2回インテリ

ジェント FAシンポジウム前刷， lDl-102, システム制御梢報学会， 1989.7 E 

微少位置決め関節を持つロポットの精密位置決め：樋口俊郎，岡宏一 第28回学術講演会予稿

集 SICE'89, 287-288, 計測自動制御学会， 1989.7 E 

自動パランス機能を持つ磁気軸受のディジタル制御系：樋口俊郎，塚本雅弘 第28回学術講演

会予稿集 SICE'89, 593-594, 計測自動制御学会， 1989.7 E 

光電素子利用の PWM方式低価格簡易磁気吸引浮上制御機構：樋口俊郎，岩瀬律雄 第28回学

術講演会予稿集 SICE'89, 597-598, 計測自動車制御学会， 1989.7 E 

磁気浮上関節を持つロボットの力計測：樋口俊郎，岡宏ー 第28回学術講演会予稿集 SICE'89,

739-740, 計測自動制御学会， 1989.7 E 

圧電素子の急速変形を利用したマイクロマニピュレータの開発：樋口俊郎，山形豊，古谷克司，

佐藤嘉兵，後藤勤，工藤謙一 平成元年度農業機械学会関東支部年次大会購演要旨集， 28-29,

1989.8 E 

磁気軸受におけるオプザーパを利用した励磁電流および軸受力周期変動零化制御：水野毅，

樋口俊郎 第32回自動制御連合講演会予稿集， 213-214,1989.10 E 

超高真空 3軸微動テープルの試作と評価：佐伯宏，石丸肇，山形農，樋口俊郎 第30回真空に関

する連合講演会， 26AP-5, 日本真空協会， 1989.lD E 

マイクロマニピュレータ：樋口俊郎 第4回日本 ME学会秋季大会論文集， 53, 1989.10 E 

磁気浮上関節を用いたロポットの軸受支持剛性に関する一考察：樋口俊郎，岡宏一 日本ロ

ポット学会第 7回学術講演会予稿集， 347-348,1989. l l E 

フィルムを用いた静電アクチュエータの利溝1化：樋口俊郎，柄川索 日本ロポット学会第 7回

学術講演会予稿集， 589-590, 1989. l l E 

ワイヤ駆動多自由度位置決め機構に関する研究：樋口俊郎，明愛国 日本ロポット学会第 7回

学術講演会予稿集， 603-606,l 989. l l E 

圧電素子の急速変形を利用したマイクロロポットアーム：樋口俊郎，山形豊，工藤謙一，古谷

克司 日本ロポット学会第 7回学術講演会予稿集， 815-816,1989. l l E 

非円形輪郭切削に関する研究（第10報輪郭形状のデータ数と加工精度との関係）：樋口俊郎，金

明秀，山口智実，田中実 1989年度精密工学会秋季大会学術講演会講演論文集， ll7-ll8,

1989. l l E 

STMにおける探針の粗動機構：川勝英樹，星泰雄，樋口俊郎，北野斉 1989年度精密工学会秋
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季大会学術講演会講演論文集， 147-148,1989.11 E 

結晶格子の STM像を基準に用いた超精密位箇決め機構（結晶格子による位罹決めおよぴ罹換

測長の構想）：川勝英樹，星泰雄，北野斉，樋口俊郎 1989年度精密工学会秋季大会学術講演会

講演論文集， 151-152,1989.11 E 

結晶格子の STM像を基準に用いた位置決めのドリフト補償：川勝英樹，星泰雄，北野斉，樋口

俊郎 1989年度精密工学会秋季大会学術講演会講演論文集， 153-154,1989.11 E 

旋盤装済状態での高信頼性輪郭形状測定（第 1報測定原理）：山口智実，岩間憲三，樋口俊郎

1989年度精密工学会秋季大会学術講演会講演論文集， 211-212,1989.11 E 

圧電素子の急速変形を利用した超精密位置決め機構（第 6報摩擦力と負荷の影評について）：

樋口俊郎，山形豊，古谷克司 1989年度精密工学会秋季大会学術講演会講演論文集， 673-674,

1989.11 E 

磁気軸受の零点設定の 1方法：樋口俊郎，柄川索，津田匡博，井手徹 1989年度精密工学会秋季

大会学術講演会講演論文集， 691-692,1989. 11 E 

繰り返し制御を利用した磁気軸受の励磁電流変動零化制御：樋口俊郎，水野毅，大塚まなぶ

1989年度精密工学会秋季大会学術講演会講演論文集， 693-694,1989. 11 E 

繰り返し制御を利用した磁気軸受の軸変位零化制御：樋口俊郎，水野毅，大塚まなぷ 1989年度

精密工学会秋季大会学術講演会講演論文集， 695-696,1989. 11 E 

スイッチドリラクタンス (SR)形モータの磁気吸引浮上に関する研究：（第 2報）一回転器の構

造ー：樋口俊郎，川勝英樹，高橋秀和 1989年度精密工学会秋季大会学術講演会講演論文集，

699-700, 1989. 11 E 

磁気軸受制御系への繰り返し制御の適用：樋口俊郎，水野毅，大塚まなぶ 電気学会研究会衰料

リニアドライプ研究会， LD-89-44-51,37-46, 1989.11 E 

磁気浮上式 6軸制御精密組立用ハンドの開発：樋口俊郎，藤原茂喜，丸山亮介 1990年度精密工

学会春季大会学術講演会講演論文集， 373-374,1990.3 E 

リニアステップモータを用いた位骰決め装置の開発：樋口俊郎，川村和司 1990年度精密工学

会春季大会学術講演会講演論文集， 791-792,1990.3 E 

圧電素子の急速変形を利用した超精密位骰決め機構（第 7報上下方向にも慣性力を加えた場合

の移動特性）：樋口俊郎，山形豊，古谷克司，工藤謙ー 1990年度精密工学会春季大会学術講演

会講演論文集， 13-14,1990.3 E 

5自由度制御型磁気軸受における繰り返し制御を利用した励磁電流変動零化制御：樋口俊郎，

水野毅，大塚まなぶ 1990年度精密工学会春季大会学術講演会講演論文集， 73-74,1990.3 E 

圧電素子の急速変形を利用した真円度測定機自動心出し機構の開発：樋口俊郎，山形豊，古谷

克司，石田宏明 1990年度精密工学会春季大会学術講演会講演論文集， 9-10, 1990.3 E 

圧電素子の急速変形を利用したマイクロメータ微少送り機構の開発：樋口俊郎，山形豊，古谷

克司，石田宏明 1990年度精密工学会春季大会学術講演会講演論文集， 11-12,1990.3 E 

圧電素子の急速変形を利用したマイクロマニピュレータの開発：樋口俊郎，山形豊，古谷克司，

佐藤嘉兵，後藤勤，工藤謙ー 1990年度精密工学会春季大会学術講演会講演論文集， 389-390,
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1990.3 E 

結晶格子の STM像を基準に用いた超精密位置決め機構（第 3報STM像の再現性と精度）：

川勝英樹，星泰雄，北野斉，樋口俊郎 1990年度精密工学会春季大会学術講演会講演論文集，

423-424, 1990.3 E 

電磁力駆動の高速往復動テープルの試作：青木勇，樋口俊郎 1990年度精密工学会春季大会学

術講演会講演論文集， 501-502,1990.3 E 

回転同期信号を利用した正弦波目標値に対するサーボ系：塚本雅弘，樋口俊郎 1990年度精密

工学会春季大会学術講演会講演論文集， 669-670,1990. 3 E 

フィルム静電アクチュエーターlOOμmモデルの製作ー：柄川索，樋口俊郎 平成 2年電気学会

全国大会講演論文集， 7, 152, 1990.3 E 

圧電素子の急速変形による光ディスクのセンタリング装骰：樋口俊郎，荒木俊司 第37回応用

物理学関係連合講演会予稿集， 949,1990.3 E 

結晶格子の STM像を基準に用いた超精密位罹決めテープル：樋口俊郎，川勝英樹，星泰雄，

北野斉 第37回応用物理学関係連合講演会予稿集， 44,1990.3 E 

非円形輪郭切削 NC旋盤の開発：樋口俊郎 生産高度化基盤技術に関する研究分科会研究成果

報告書 ・I, 73-79, 日本機械学会， 1989.10 F 

磁気吸引浮上機能を有するアクチュエータ：樋口俊郎 「メカトロニクス，ロポティクス，情報

機器における駆動，伝達，支持，案内機構の現状と将来」講習会教材， 27-31, 日本機械学会，

1989.10 G 

位置決めのセンサ•制御技術：樋口俊郎 「高速•高精度位置決め技術」講習会テキスト， 14-19,

精密工学会， 1989.ll G 

非円形輪郭切削による任謡 3次元形状の加工：樋口俊郎，山口智実 機械と工具， 34,l , 22-28, 

工業調査会， 1990.l G 

木下研究室 (Kinoshita Lab.) 

アクアバネ係留機構の解析：木下健，板倉博，関本秀夫 第 2回日本沿岸域会議研：究討論会，

11-12, 日本沿岸城会議， 1989.5 E 

浮遊式海洋構造物の波浪中長周期運動シミュレーションについて一長周期減衰力と付加質最の

変化を考應して一：高岩千人，木下健，増田光一，村上高宏 第9回海洋工学シンポジウム，

355-362, 日本造船学会， 1989.7 E 

Simulations of Forces Acting on a Cylinder in Oscillatory Flow by Direct Calculation of 

the Navier-Stokes Equations: Takeshi Kinoshita, Munehiko Hinatsu, Sunao 

Mu「ashige5th International Conference on Numerical Ship Hydrodynamics, 222-237, 

1989.9 D 

海洋波集波レンズー細長体理論による特異点分布ー：木下健，村重淳 生産研究， 41, 10, 

788-791, 1989.10 A 
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海洋波集波レンズー集波レンズの大きさー：木下健，村重淳 生産研究， 41,11, 867-870, 1989. 11 

A 

波浪中の係留浮体の全応答の確率分布の非正規性について（第 2報）：木下健，高瀬悟 日本造

船学会論文集， 166, 105-113, 日本造船学会， 1989.ll C 

波漂流減衰力と長周期付加質蟄を考慮した浮遊式海洋構造物の波浪中長周期運動シミュレー

ションについて：木下健，高岩千人，村上高宏，増田光一 日本造船学会論文集， 166,151-162, 

日本造船学会， 1989.ll C 

Statistical theory of total second order responses of moored vessels in random seas: 

ShunJi Kato, Takeshi Kinoshita, Sato「uTakase Applied Ocean Research, 12, l, 

2-13, Computational Mechanics Publications, 1990.l C 

Added Mass Increase due to Waves for Slow Drift Oscillation of a Moored Semi-submersi-

fie: Takeshi Kinoshita. Kazuhito Takaiwa Proc. of 9寸hInternational Offshore 

Mechanics and Arctic Engineering Symposium, ASME, 1990.2 D 

Time Domain Simulation of Slow Drift Motion of a Moored Floating Structure in 

Irregular Waves Including Time Varying Slow Mosion Hydrodynamic Forces: 

Takeshi Kinoshita, Kazuhito Takaiwa Proc. of 9-th International Offshore 

Mechanics and Arctic Engireering Symposium, ASME, 1990.2 D 

Probability Density Function of Slow Drift Motion of a Moored Floating Structure in 

Random Seas: Takeshi Kinoshita, Satoru Takase, Kazuhito Takaiwa Proc. of 

9-th International Offshore Mechanics and Arctic Engineering Symposium, ASME, 

1990.2 D 

A Mathematical Model for Slow Drift Motion of a Vessel Moored in Waves Determined 

by Oscillation Tests in Regular Wave Trains: Takeshi Kinoshita, Kazuhito 

Takaiwa 生産技術研究所報告， 35, 5, 1990.3 A 

Singularity Distribution for Ocean Wave Focusing: Takeshi Kinoshita, Sunao 

Murashige 日本沿岸域会議論文集， 2, 日本沿岸域会議， 1990.3 C 

谷 研究室 (Tani Lab.) 

（先端素材開発研究センターの項参照）

都井研究室 (Toi Lab.) 

鋼管柱 ・H形はり接合部の終局強度解析（その 1)実験結果との比較：弓削康平，都井裕，寺岡

勝生産研究， 41, 6, 552-555, 1888.6 A 

マイクロクラッキングを伴う脆性固体の構成式と有限要素解析への応用：都井裕， S.N.

Atluri 構造工学における数値解析法シンポジウム論文集， 13,235-240, 1888. 7 E 
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セラミックスの静的・動的破壊問題の有限要素解析ーMicrocrackTougheningについてー：

都井裕， S.N.Atluri 構造工学における数値解析法シンポジウム論文集， 13,509-514, 1989. 7 

E 

鋼管柱 ・H形はり接合部の終局強度問題の有限要素解析：弓削康平，都井裕，寺岡勝 構造工学

における数値解析法シンポジウム論文集， 13,371-376, 1989.7 E 

軸圧縮荷重を受ける原肉円筒鋼管の軸対称クラッシュ解析：都井裕，井根達比古 構造工学に

おける数値解析法シンポジウム論文集， 13,455-460, 1989. 7 E 

空間骨組構造の有限要素クラッシュ解析：都井裕，梁洪鐘 構造工学における数値解析法シン

ポジウム論文集， 13,461-466, 1989.7 E 

プロック集合体の静的・動的安定性に関する数値シミュレーション：都井裕，芝野亘浩 構造工

学における数値解析法シンポジウム論文集， 13,95-100, 1989. 7 E 

円筒鋼管構造の崩壊挙動の有限要素解析：弓削康平，都井裕，小畑和彦 第31回構造強度に関す

る講演会講演集， 328-331,1989.7 E 

鋼管柱・H形はり接合部の終局強度解析（その 2)径厚比の影特：弓削康平，都井裕，寺岡勝 生

産研究， 41, 7, 611-614, 1989.7 A 

Finite Element Analysis of Dynamic Fracture of Britte] Microcracking Solids: Yutaka 

Toi, S. N. Atlu「iProceedings of the ASME 1989 Pressure Vessel and Piping Conference 

(Dynamic Fracture Mechanics for the 1990's), PVP-160, 157-166. 1989.7 D 

発泡スチロールプロック集合体の動的安定性に関する基礎的研究（その 1: 実験的研究）：田村

重四郎，小長井一男，都井裕，芝野亘浩 生産研究， 41, 9, 725-728, 1989.9 A 

発泡スチロールプロック集合体の動的安定性に関する基礎的研究（その 2: 数値シミュレー

ション）：都井裕，芝野亘浩，田村重四郎，小長井一男 生産研究， 41, 9, 729-732, 1989.9 A 

On the Constitutive Modeling of Ceramics Using a Stress-History Dependent Internal 

State Variable (Part 1: Microcracking): Yutaka Toi 生産研究， 41, 11, 875-878, 

1989.11 A 

On the Constitutive Modeling of Ceramics Using a Stress-History Dependent Internal 

State Variable (Part 2: Transformation Plasticity): Yutaka Toi 生産研究， 41, 12, 

906-909, 1989. 12 A 

骨組構造の崩壊シミュレーション（その 1: 定式化およぴ簡単な数値例）：都井裕，梁洪鐘 日

本造船学会論文集， 166,285-294, 1989. 12 C 

固体力学における数値シミュレーション（シミュレーションモデルの現状と展望）：都井裕 シ

ミュレーション， 8, 4, 209-217, 日本シミュレーション学会， 1989.12 C 

Numerical and Experimental Studies on the Crashworthiness of Structural Members: 

Yutaka Toi. Kohei Yuge, Takaaki Nagayama. Kazuhiko Obata Naval Architec-

ture and Ocean Engineering, 26, 91-101. 1989.12 C 

On the Physical Interpretation of the Cubic Finite Element for Beams and Axisymmetric 

Shells: Yutaka Toi 生産研究， 42, 2, 118-121, 1990.2 A 
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空間骨組構造の非線形サプストラクチャ解析：都井裕，梁洪鐘 生産研究， 42, 3 , 185-188, 

1990.3 A 

電界下における帯電した誘電体フィルムの変形解析：中山信行，都井裕，弓削康平 生産研究，

42, 3, 209-212, 1990.3 A 

Numerical Simulations of Collapse of Framed Structures: Yutaka Toi. H.-.J . .Jang, 

Kazuhiko Obata Bulletin of Earthquake Resistant Structure Research Center, 23. 

23-32. 1990.3 A 

横井研究室 (Yokoi Lab.) 

Visual Analysis of Plasticating Process in Injection Molding Machine by Using a Glass 

-Inserted Heating Cylinder: H. Yokoi. S. Hayasaki. H. Takahashi Abstracts for the 

Fifth Annual Meeting of the Polymer Processing Society, 139. 1989.4 D 

Measurement of Mold Melt-Temperature Profiles Along Cavity Thickness: H. Yokoi. Y. 

Mu「ata.H. Tukakoshi Abstracts for the Fifth Annual Meeting of the Polymer 

Processing Society, 140. 1989.4口

プラスチックレンズの振動熱成形：横井秀俊，藤城隆一，ハ木敏雄，織戸尚人 成形加工， l, l' 

104-1 l l, l 989 . 4 C 

可視化シリンダによる可塑化プロセスの画像計測：横井秀俊 生研リーフレット， 186,1989.6 

A 

アクチュエータ内蔵金型による型内直接成形の試み：横井秀俊，島谷祐司，佐藤洋一，花本勝利

型技術者会議'89講演論文集， 136-137,1989.6 E/型技術， 136-137,1989.7 G 

ゲート滸磁法による型内 3次元流動パターンの可視化：横井秀俊，金松俊宏，鎌田重人，稲垣

幸秀成形加工'89,43-46, 1989.8 E 

溶融樹脂 PVT曲線の計測（第 1報：二重チャンパ一方式の提案）：横井秀俊，島谷祐司，阿部

知和，小林崇 成形加工'89, 125-126, 1989.8 E 

ガラスインサート金型によるウェルドライン形成過程の解析：横井秀俊，村田泰彦，織山俊雄，

戸田清登成形加工'89,245-248, 1989.8 E 

射出成形における流動・温度分布の実験解析法：横井秀俊，村田泰彦 第 1回高分子加工技術討

論会＜講演要旨集〉， 17-18,1989.ll E 

射出成形におけるアクチュエータ内蔵金型の開発とその適用効果（第 3報）一振動コアによる

流動性改善効果ー：横井秀俊，金松俊宏，佐藤洋一，花本勝利，島谷祐司 1989年度精密工学会

秋季大会学術講演会講演論文集， 715-716,1989. l l E 

超高圧下における溶融樹脂 PVT曲線の計測：横井秀俊，島谷祐司，阿部知和，小林崇 1989年

度精密工学会秋季大会学術講演会講演論文集， 845-846,1989. 11 E 

ゲート滸磁法による射出成形型内の 3次元樹脂流動分布計測：横井秀俊 生研リーフレット，

192, 1989.12 A 

306 



射出成形型内の 3次元樹脂流動分布計測ーゲート済磁ユニットの開発ー：金松俊宏，横井秀俊．

野村一雄 1990年度精密工学会春季大会学術講演会講演論文集， 869-870,1990. 3 E 

射出成形におけるアクチュエータ内蔵金型の開発とその適用効果（第 4報）ーヒンジ成形ー：

横井秀俊．金松俊宏，近藤俊也，山田浩之 1990年度精密工学会春季大会学術講演会講演論文

集， 871-872.1990.3 E 
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第 3
 

部

濱崎研究室 (Hamasaki Lab.) 

Novel Stereoscopic Imaging Technique for Neutron Radiography: H. Kobayashi. 8. 

UtsunomiYa. J. Hamasaki The 3rd World Conference on Neutron Radiography 

(WCNR Osaka), 115. 1989.5 D 

Recent Experiments on an Autostereoscopic 3D Television Directly Seen on Braun Tube 

by the Naked Eye (invited): J. Hamasaki. M. Okada, 8. Utsunomiya, 8. Uematsu, 

0. Takeuchi. K. Kanbayashi. 8. 8himada 1989 International Conference on Three 

-Dimensional Media Technology (3Dmt'89 Montreal), 3D Television System, l. 1989.5口

多眼式 3次元映像表示：演崎襄ニ テレビジョン学会誌， 43, 8 , 768-775, 1989. 8 C 

投射三次元像：演崎襄二，高橋正己，岡田三男，宇都宮昇平 3 D映像， 3, 4 , 60-63, 1989. 10 C 

Depth-Sampling Errors of Autostereoscopic Lenticular 3D Images: M. Fukazawa. J. 

Hamasaki Japan Display'89, Proc. of the 9th International Display Research Confer-

ence (Kyoto), 4-2, 44-47, 1989.10 D 

Optical Transformation of Multi-Aspect Lens-Plate 3D Images: J. Hamasaki. M. 

Takahashi. 8. UtsunomiYa. M. Okada Japan Display'89, Proc. of the 9th Interna・

tional Display Research Conference (Kyoto), PD-7. 7. 1989.10 D 

Aberrations of Lens Array Optic for DirecじRecording3D Object with a Large Depth : J. 

Li. J. Hamasaki Japan Display'89, Proc. of the 9th International Display Research 

Conference (Kyoto), PD-8, 8. 1989.10 D 

CGが拓く立体映像の可能性：演崎襄ニ ニコグラフ'89セミナー， 10,1989. l l G 

連続視域レンズ板三次元像の幾何学的性質ー多眼式レンズ板三次元像ー：演崎襄二，深沢正志

生産研究， 41. 11, 815-823, 1989. 11 A 

連続視城型のレンズ板三次元テレピジョンープラウン管直接表示方式の実験ー：演崎襄二，

岡田三男，宇都宮昇平 生産研究， 41, 11. 824-832, 1989. 11 A 

レンズ板三次元映像とその技術：濱崎襄二 生研セミナー，第148コース， 1989.11 G 

三次元画像表示の動向：演崎襄二 第20回画像工学コンファレンス， 9-1,271-276, 1989.12 E 

多眼式レンズ板三次元像の標本化誤差：深沢正志，演崎襄二 1990冬期視覚研究会， 4-2:

Vision, 2, l , 9 , 1990. l C 

三次元ディスプレイ：演崎襄ニ テレビジョン学会講習会，ディスプレイデバイス， 7,1990.3 

G 
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河村研究室 (Kawamura Lab.) 

ガス絶緑開閉装置における急峻過渡振動波電圧の発生と絶緑特性：河村達雄，李福熙 大韓電

気学会誌 38, l, 21-30, 1989. l C 

単発波形上のディジタイザの誤差評価法：河村達雄，石井勝，道下幸志 平成元年電気学会全国

大会講演論文集， 1117,1989.4 E 

ディジタルコード別の誤差評価法の検討：道下幸志，河村達雄，石井勝 平成元年電気学会全国

大会講演論文集， 1118,1989.4 E 

インパルス試験用ディジタルレコーダに要求される性能について：原田達哉，松本隆宇，道下

幸志，石井勝，河村達雄 平成元年電気学会全国大会講演論文集， 1119,1989. 4 E 

対地雷放雷密度の季節変化：北條準ー，石井勝，河村達雄，鈴木福宗，小室弘 平成元年電気学会

全国大会講演論文集， 1190,1989.4 E 

統計的手法によるサイトエラー推定値の評価：河村達雄，石井勝，三宅幸博 平成元年龍気学会

全国大会講演論文集， 1191,1989.4 E 

振動性急峻波インパルス雷圧に対する SFsガスの絶緑破壊現象：河村達雄，西村俊彦，李福熙，

石井勝 平成元年電気学会全国大会講演論文集， 1287,1989.4 E 

GISにおける急峻波サージ試験装置と測定システム：河村達雄，西村俊彦，李福熙，石井勝 平

成元年龍気学会全国大会講演論文集， 1288,1989.4 E 

基礎研究から工業規格まで一雷サージ解析と JEC193:総括：雨谷昭弘，河村達雄 同志社大学

理工学研究所創立30周年記念学術シンポジウム予稿集， 0-8,40-44, 1989. 6 E 

Lightning Protection of Cultural Buildings in Japan: T. Kawamu「a,T. Miki. S. 

Nishigami. T. Matsushima The France-Japan Workshop on Lightning, Deauville, 

Session 7, 1989.7 D 

Particle-Initiated Breakdown Behaviors of S凡 Gapunder the Very Fast Transient 

Overvoltages: T. Kawa mu「a.B.H. Lee. T. Nishimu「a,M. Ishii Proceedings of the 

2nd Asian Conference on Electrical Discharge at Kyushu, Nagasaki, 69-72. 1989.8 D 

Improved Method in Evaluating Dynamic Characteristics of Digitizers: K. Miohishita. T. 

Kawamu「a.M. Ishii 6th International Symposium on High Voltage Engineering, New 

Orleans, 42. 27. 1989.8仁）

Realization of Lower Overvoltage Level by Development of Practicable High Perfor-

mance Surge Arresters for 500 kV Systems: T. Kawamu「a,Y. Yamagata, M. Kan, K. 

Nakano, K. UJita CIGRE Study Committee No.33 (Overvoltages and Insulation 

Coordination) Colloquium, New Orleans, 33.89(Coll)4.02 IWD, 1989.9 D 

配電線誘導電圧と垂直電界：道下幸志，石井勝，北條準ー，河村達雄 大気電気研：究， 35,28, 

1989.9 E 

社団法人建築設備技術者協会の設立ならびに協会誌創刊を祝す：河村達雄 建築設備士， 21,9, 

1989.9 C 
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Seasonal Variation of Cloud-to-Ground Lightning Flash Characteristics in the Coastal 

Area of the Sea of Japan: cJ. HoJo. M. Ishii. T. Kawamura. F. Suzuki. H. Komu「0,

M. Shiogama Journal of Geophysical Research, 94, Dll. 13207-13212. 1989.9 C 

対地雷撃に伴う垂直，水平電界の同時測定：道下幸志，石井勝，北條準ー，小松原実，河村達雄，

小能修二郎，本郷保二 平成元年度電気関係学会東海支部連合大会講演論文集， 85,1989. lO E 

自然雷の見方と考え方：河村達雄 放電研究， 125, 5 -9 , l 989. l D E 

対地雷撃による試験配電線誘導電圧と水平電界波形：道下幸志，石井勝，北條準ー，小松原実，

河村達雄，小能修二郎，本郷保二 電気学会放電・高電圧合同研究会資料， ED-89-98/日V

-89-41, 1989.10 E 

直交ループアンテナと全方位カメラによる落雷方位観測結果：三宅幸博，多田雀，大川孝幸，

高橋貞夫，河村達雄 電気学会放電・高電圧合同研究会資料， ED-89-l 39/HV-89-82, 1989. l 0 

E 

Comment on the Question 14 of the Special Reporter of the Group 12 at the CIGRE 1988 

Session: T. Kawamu「aProceedings of the 31st Session of CIGRE, 1, Group 12, 

Transformers, 26. 1989 D 

Comment on the Question 3 of the Special Reporter of the Group 23 at the CIGRE 1988 

Session: T. Kawamura Proceedings of the 31st Session of CIGRE, 1, Group 23, Substa-

tions, 30-31. 1989口

Comment on the Question 7 of the Special Reporter of the Group 23 at the CIGRE 1988 

Session: T. Kawamu「aProceedings of the 31st Session of CIGRE, 1, Group 23, Substa-

tions, 52-53, 1989 D 

Comment on the Question 1, 2 of the Special Reporter of the Group 33 at the CIGRE 1988 

Session: T. Kawamu「aProceedings of the 31st Session of CIGRE, 2, Group 33, 

Overvoltages and Insulation Coordination, 39-40. 1989 D 

Comment on the Question 3 of the Special Reporter of the Group 33 at the CIGRE 1988 

Session: T. Kawamu「aProceedings of the 31st Session of CIGRE, 2, Group 33, 

Overvoltages and Insulation Coordination, 45, 1989 D 

Comment on the Question 5 of the Special Reporter of the Group 33 at the CIGRE 1988 

Session: T. Kawamura Proceedings of the 31st Session of CIGRE, 2, Group 33, 

Overvoltages and Insulation Coordination, 58. 1989 D 

Comment on the Question 5 of the Special Reporter of the Group 33 at the CIGRE 1988 

Session: K. Naito. T. Kawamu「aProceedings of the 31st Session of CIGRE, 2, Group 

33, Overvoltages and Insulation Coordination, 60. 1989口

急しゅん波インパルス電圧に対する SF.ガスの絶縁特性：河村達雄，李福熙，西村俊彦，北山

匡史，石井勝 電気学会開閉保護装置研究会資料， SPD-89-29,1989.12 C 

雷を捕える一最近の雷観測技術とその成果ー小特集：雷ーその発生・観測・災害防止に関する

最近の話題ー：河村達雄，石井勝 電気学会雑誌， 110, l , 4 -9 , 1990. l C 
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高電磁界計測の信頼性向上：河村達雄 学術月報， 43, l , 74, 1990. l G 

Development of a System for Measuring Lightning Voltage Waveforms on Insulator 

Strings for 500 kV Overhead Transmission Lines: T. lwama. Y. SumiYa. R. Kimata. 

T. Kawamu「aIEEE Power Engineering Society, 1990 Winter Meeting, Atlanta, 90 W M  

087-7 PWRD, 1990.2口

山口研究室 (Yamaguchi Lab.) 

1988年度の006(AE)特別研究委貝会活動報告：山口楠雄 非破壊検査， 38, 6 , 498-502, 日本

非破壊検査協会， 1989.6 C 

Advanced AE Instrumentation System for Varsatile and Precise Use by Waveform 

-Microdata Processing: Hirotada Qyaizu. Kusuo Yamaguchi Proc. of the 3rd 

International Symposium on Acoustic Emission from Composite Materials, Paris, 

259-267, The American Society for Nondestructive Testing, Inc., 1989.7 D 

Recognition on Fracture Modes and Behavior in FRP by AE Waveform-Microdata: 

Kusuo Yamaguchi. Hi「otadaOyaizu. <.Jun <..Johkajj, Yutaka Kobayashi Proc. 

of the 3rd International Symposium on Acoustic Emission from Composite Materials, 

Paris, 268-277, The American Society for Nondestructive Testing, Inc., 1989.7 D 

On-Line Instrumentation and Signal Analysis for Industrial Plants and Production 

Monitoring: Kusuo Yamaguchi Proc. of the International Conference on "Monitor-

ing, Surveillance and Predictive Maintenance of Plants and Structures", Taormina, 

LXXXVI-XCIII, Italian Society for Nondestructive Testing Monitoring Diagnostic, 1989. 

10 D 

Advanced Acoustic Emission Technology for High Performance Monitoring by Multi 

-Parameter Processing of Waves: Kusuo Yamaguchi, Hi「otadaOyaizu Proc. of 

the International Conference on "Monitoring, Surveillance and Predictive Maintenance 

of Plants and Structures", Taormina, 723-728, Italian Society for Nondestructive 

Testing Monitoring Diagnostic, 1989.10 D 

AE波形マルチ・パラメータによる GFP破壊モード及び挙動の解析：山口楠雄，小柳津宏忠，

小林克志，小林豊 第 7回アコースティック・エミッション総合コンファレンス論文集，

117-122, 日本非破壊検査協会， 1989.11 E 

AE波形マルチ・パラメータ処理のための高機能計測システム：小柳津宏忠，山口楠雄，小林克志

第 7回アコースティック・エミッション総合コンファレンス論文集， 193-198, 日本非破壊検

査協会， 1989.11 E 

GFRP破壊モード及び挙動認識のための AE波形マルチ・パラメータ計測：山口楠雄，小柳津

宏忠，小林克志，小林豊 006特別研究委員会資料， 91,19-27, 日本非破壊検査協会， 1990.l E 
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高羽研究室 (Takaba Lab.) 

座談会 特集・次世代自動車走行システムの構築に向けて：高羽禎雄（分担執筆） 機械振興，

22, 4, 4 -11, (財）機械振興協会， 1989.4 C 

ロードプライシングと関連技術の開発動向：高羽禎雄 IA TSS Review, 15, 4 , 263-269, (財）

国際交通安全学会， 1989.12 C 

座談会 自動車とネットワーク：高羽禎雄（分担執筆） 自動車技術， 44, 1, 7-15, (社）自動

車技術会， 1990.1 C 

JSK国際シンポジウム 情報化・知能化で築く明日の自動車社会：高羽禎雄（企画編集） （財）

自動車走行電子技術協会， 1989.11 D 

論理システムの機能的テスト生成法における動作モードの選択法：ウォンリカルド，高羽禎雄

第 8回シミュレーション・テクノロジー・コンファレンス発表論文集， 101-104, 日本シミュ

レーション学会， 1989.6 E 

自動車の走行誘導とその小ゾーン連続形自動車パケット通信システムによる実現：酒井清一郎，

西村健，森崎泰史，高羽禎雄 第 8回シミュレーション・テクノロジー・コンファレンス発表論

文集， 209-211, 日本シミュレーション学会， 1989.6 E 

小ゾーン連続形自動車パケット通信システムのリンクレベル制御：演辺孝二郎，関根富美，酒井

清一郎，高羽禎雄 第 8回シミュレーション・テクノロジー・コンファレンス発表論文集，

205-208, 日本シミュレーション学会， 1989.6 E 

調査報告：道路交通分野における電気技術：高羽禎雄電気学会道路交通研究会衰料， RTA

-89-1, 1 -10, (社）電気学会， 1989.12 E 

小ゾーン連続形自動車パケット通信システムのモデル実験：関根富美，演辺孝二郎，酒井清一郎，

高羽禎雄 電気学会道路交通研究会資料， RTA-89-15, 39-50, (社）電気学会， 1989.12 E 

小ゾーン連続形自動車パケット通信システムのハイプリッドシミュレーション：酒井清一郎，

大澤武郎，関根富美，高羽禎雄 電気学会道路交通研究会資料， RTA-90-3, 17-26, (社）電気

学会， 1990.3 E 

移動体対応型情報システムに関する調査研究ー車々間通信技術の応用ー：高羽禎雄（分担執箪）

（財）機械システム振興協会・（財）自動車走行電子技術協会， 1989.3 F 

情報提供手法に関する研究 その 2: 高羽禎雄（分担執筆） 首都高速道路公団・（社）交通工学

研究会， 1989.3 F 

首都高速道路における情報メディアの高度利用に関する研究報告書：高羽禎雄（分担執筆） 首

都高速道路公団（財）首都高速道路技術センター， 1989.3 F 

料金収受業務の磁気カードシステム化等に関する調査研究報告書：高羽禎雄（分担執筆） （財）

首都高速道路技術センター， 1989.3 F 

マイクロエレクトロニクス化信号保安設備の保守支援システムの開発研究報告書：高羽禎雄

（分担執筆） （社）信号保安協会， 1989.3 F 

警視庁新交通管制システム基本設計報告書：高羽禎雄（分担執筆） （財）日本交通管理技術協
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会， 1989.2 F 

広域交通管制技術の研究：高羽禎雄（分担執筆） （財）日本交通管理技術協会， 1989.3 F 

画像処理技術を活用した交通流計測システムの調査報告書（その 2): 高羽禎雄（分担執箪）

（財）日本交通管理技術協会， 1989.3 F 

座談会 シミュレーション社会• その展望：高羽禎雄（分担執筆） コンピュータ・シミュレー

ション， l, 46-55, コンピュータエンジニアリング， 1990.2 G 

シミュレーションの動向と将来一世界における関連学会の活動ー：高羽禎雄 コンピュータ・

シミュレーション， l, 38-39, コンピュータエンジニアリング， 1990.2 G 

安田研究室 (Yasuda Lab.) 

知的符号化のためのフレームによる動物体のモデル化：木本伊彦 第 3種研究会，電子情報通

信学会， 1989.3 E 

知的動画像符号化のための動物体のフレーム表現の一方式：木本伊彦，安田靖彦 雷子情報通

倍学会論文誌， i.J72-0-I I , 9 , 1356-1363, 電子情報通信学会， 1989.9 C 

標準化と学会の役割：安田靖彦 テレビジョン学会誌， 43,10, 1009, テレピジョン学会， 1989.10

C 

階府的符号化による 2値画像の高能率符号化：大沢秀史，加藤茂夫，安田靖彦 テレビジョン学

会誌， 43, 10, 1079-1086, テレピジョン学会， 1989.10 C 

階層的符号化を用いた映像パケット通信におけるセル廃棄対策：甲藤二郎，安田靖彦 電子情

報通信学会論文誌， i.J72-B-I, 11, 1094-1102, 電子情報通信学会， 1989.11 C 

補助リングを用いたシャッフル・リングに基づく MANの一構成と性能解析：趙文博，安田靖彦

龍子情報通信学会論文誌， i.J72-B-I , 11. 945-952. 電子梢報通信学会， 1989.11 C 

Packet Video Transmission Through ATM Networks: Y. Yasuda, H. Yasuda. N. 

Ohta. F. Kishino IEEE GLOBECOM, IEEE, 1989.6 D 

映像パケット伝送：安田靖彦 電子情報通信学会第 3種研究会画像符号化講演会予t料， PCSJ'

89, 1989. 11 E 

プロードパンド ISDNとATM その 1: 安田靖彦，池田佳和，加藤孝雄，鈴木滋彦，山口武彦

コンピュータ＆ネットワーク LAN, 1, オーム社， 1990.l G 

プロードパンド ISDNとATM その 2: 安田靖彦，池田佳和，加藤孝雄，鈴木滋彦，山口武彦

コンピュータ＆ネットワーク LAN, 2, ォーム社， 1990.2 G 

画像通信の新しい流れ：安田靖彦 画像ラポ， l, 1, 20-26, 日本工業出版社， 1990.1 G 

算術符号の平均符号長および符号化効率についての一検討：加藤茂夫，安田靖彦 平成元年度

画像鼈子学会全国大会，画像電子学会， 1989.6 E 

テープル参照型算術符号の動的適応化に関する一検討：陳艶芽，加藤茂夫，安田靖彦 平成元年

度画像龍子学会全国大会，画像電子学会， 1989.6 E 

算術符号の平均符号長についての一検討：加藤茂夫，安田靖彦 電子情報通信学：会技術研究報
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告， IEB9-27,電子情報通信学会， 1989.7 C 

A Structure of MAN Based on Shuffle Ring Using Auxiliary Rings: W.B. Zhao. B.S. 

Wong, Y. Yasuda. K. Sezaki電子情報通信学会技術研究報告， SSE89.54, 43-48, 電子情

報通信学会， 1989.7E 

引き算型算術符号の平均符号長：加藤茂夫，安田靖彦 1989年電子情報通信学会秋季全国大会，

D-35, 電子情報通信学会， 1989.9 E 

算術符号の平均符号長に関する一考察：加藤茂夫，安田靖彦 1989年画像符号化シンポジウム

(PCSJ89), l-2, 電子情報通信学会， 1989.lD E 

視覚特性を考慮した可変レート符号化における品質制御：甲藤二郎，安田靖彦 1989年画像符

号化シンポジウム (PCSJ89),電子情報通信学会， 1989.lD E 

動的算術符号化による二値画像の高能率符号化：大沢秀史，加藤茂夫，安田靖彦 1989年画像符

号化シンポジウム (PCSJ89),7-3, 電子情報通信学会， 1989.lD E 

サプパンド分割による無歪みフィルタの新たな構成法：甲藤二郎，安田靖彦 電子情報通信学

会画像工学研究会， IE89,98, 1990.2 E 

動きに重点をおいた知的動画像符号化：木本伊彦，安田靖彦 文部省科研費重点領域研究「知的

情報通信」第 3回公開シンポジウム， 1990.2 E 

講座：画像情報圧縮のてほどき（第 7回）画像符号化アルゴリズム (IV)エントロピー符号化：

加藤茂夫 テレピジョン学会誌， 43, 12, テレビジョン学会， 1989.12 C 

無線チャネルを移動通信と局間通信とに共有する移動体ネットワーク：黄文翔，瀬崎薫，安田

靖彦 電子情報通信学会情報ネットワーク研究会， IN89-90,電子情報通信学会， 1990.l E 

An Efficient Coding for Bi-Level Facsimile Images with Improved Dynamic Arithmetic 

Coding: H. Ohsawa. Y.P. Chen. S. Kato. Y. Yasuda PCS'90, Cambridge Mass. 

USA, l 990.3 D 

Representation and Synthesis of Stick Motions for Knowledge-Based Image Coding: T. 

Kimoto. Y. Yasuda PCS'90, Cambridge. Mass. U.S.A., 1990.3 D 

講座：画像情報圧縮のてほどき（第10回） 2値／多値画像の符号化：加藤茂夫 テレビジョン学

会 誌 44, 3, テレビジョン学会， 1990.3 C 

直交変換を用いた文字画像データ圧縮の一検討：片山昭宏，加藤茂夫，安田靖彦 1990電子情報

通信学会春季全国大会， D-291,電子情報通信学会， 1990.3 E 

知的符号化におけるモデルを用いた歩行運動のパラメーター指定に関する一検討：梶尾昭彦，

木本伊彦，安田靖彦 1990電子情報通信学会春季全国大会， D-336,電子情報通信学会， 1990.3

E 

視覚特性を考慮した可変レート符号化に関する一検討：恩田勝政，甲藤二郎，安田靖彦 1990電

子情報通信学会春季全国大会， D-317,電子情報通信学会， 1990.3 E 

Adaptine Routing in Shuffle Ring Network with Auxiliary rings: W.B. Zao, B.S. Wong, 

K. Sezaki. Y. Yasuda電子情報通信学会情報ネットワーク研究会，電子情報通信学会，

1990.2 E 
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知的動画像符号化のためのモデルの適応的変更の一手法：木本伊彦，安田靖彦 1990電子情報

通信学会春季全国大会，電子情報通信学会， 1990.2 E 

Variable Bit Rate Coding Based on Human Visual Model: .J. katto, Y. Yasuda The 

Third International Workshop on Packet Video, Cl, Morristown N J., 1990.3 D 

藤井（陽） 研究室 (Fujii Lab.) 

Fibre-Optic 3-D Microscope with High Depth Sensitivity: Yoiohi FuJii. Yukio 

Yamazaki 1st International Conference on Confocal Microscopy, 1989.3 D 

2龍極DFBレーザを用いた双安定波長スイッチング素子一高速スイッチング動作ー：小路元，

荒川泰彦，藤井陽一 第36回応用物理学関係連合講演会， 1989.4 E 

傾斜型正形双眼立体像：藤井陽一，近藤由紀子 第36回応用物理学関係連合講演会， 1989.4 E 

光ファイパにおける第二次高調波発生：喬学臣，藤井陽ー 1989年雷子情報通信学会秋季全国

大会， 1989.9 E 

LiNbO, 進行型光変調器の広帯域化：李可人，藤井陽ー 電子情報通信学会， OQE89-34,55-60, 

1989.6 E 

レーザー顕微鏡の原理と方式：藤井陽一，尾崎政男 月刊 SemiconductorWorld, 163-165, 

1989.5 G 

差動型ヘテロダイン光顕微鏡：尾崎政男，藤井陽一 第3回レーザ顕微鏡研究会， 19-21,1989.5 

E 

Optimum Length of SHG in Silicate Single-Mode Fiber: Qiao Xuechen. Yoiohi FuJii 

IOOC'89, 3, 134-135. 1989.7 D 

2龍極DFBレーザを用いた双安定波長スチッチング素子：小路元，荒川泰彦，藤井陽一 露子

惜報通信学会光・絨子エレクトロニクス研究会， 55-60,1989. 7 E 

電極構造の最適化と蛇行光導波路による進行波型光変調器の広帯域化：李可人，藤井陽一

1989年雷子情報通信学会秋季全国大会， 1989.9 E 

2龍極DFBレーザにおける双安定波長スチッチング動作一理論解析ー：小路元，荒川泰彦，

藤井陽一 第50回応用物理学会学術講演会， 913,1989.9 E 

差動型光ヘテロダインレーザ顕微鏡：尾崎政男，藤井陽一 生産研究， 41,11. 855-858, 1989. 11 

A 

レーザ顕微鏡：藤井陽一，尾崎政男 0 plus E, 119, 99-105, 1989. 10 G 

Bistable wavelength switching device using two-electrode distributed feedback lasers : 

observation of fast wavelength switching (<200 psec): H. ShoJi. Y. Arakawa, Y. 

FuJii Conference on Optical Fiber Communication, 1990.1 D 

Fast bistable wavelength switching characteristics in two-electrode distributed feedback 

laser: H. ShoJi. Y. Arakawa. Y. FuJii IEEE Photonics Technol. Letter 2, 1990.2 C 

軸方向空間的ホールパーニングを考慮した 2雷極DFBレーザの解析ー波長可変特性ー：小路
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元，荒川泰彦，藤井陽一 第37回応用物理学関係連合講演会， 1990.3 E 

TiPE-LN導波路の f33に対するアニールの影特：近藤由紀子，藤井陽一 第37回応用物理学関

係連合講演会， 1980.3 E 

Erドープファイパレーザの動作理論：喬学臣，藤井陽ー 1990年電子情報通信学会春季全国大

会， 1880.3 E 

高木（幹） 研究室 (Takagi Lab.) 

（機能エレクトロニクス研究センターの項参照）

原 島研究室 (Harashima Lab.) 

状態観測器を用いた誘導電動機のトルク・磁束フィードバック制御：橋本秀紀，大野雄幸，近藤

正示，原島文雄 電気学会全国大会， 1690,1989.4 E 

ライントレース移動ロポットの走行制御ーラインの曲率半径に応じて速度を変える方法ー：

春日智恵，磯尾優之，野村民也，原島文雄 電気学会全国大会， 1704,1989.4 E 

A Control Scheme of Visual Servo Control of Rebotic Manipulators Using Artificial 

Neural Network: H. Hashimoto, T. Kubota, W. Lo. F. Harashima IEEE Int. Conf. 

on Control and Applications, T A-3-6. 1989.4 D 

VSS Observer for Motion Control Systems: H. Hashimoto, c.J. Xu. F. Ha「ashimaIEEE 

Int. Conf. on Control and Applications, RA-6-3, 1989.4 D 

予測制御を用いたサーボシステムの構成：橋本秀紀，畔柳洋，原島文雄 第18回制御理論シンポ

ジウム， 41-46,1989.5 E 

Torque and Flux Feedback Control of Induction Motor Using State Observer: 8. Kondo, 

Y. Ohno. H. Hashimoto, F. Ha「ashima1989 International Symposium on Power 

Electronis (in Seoul), 108-114. 1989.5 D 

Torque Control of Induction Motor Using Predictive Observer: H. Hashimoto, Y. 

Ohno,S.Kondo,F.Ha「ashimaIEEE PESC'89, 271-278. 1989.6 D 

二次磁束推定オブザーパを用いた誘尊電動機の高性能トルク制御：原島文雄，近藤正示，大野

雄幸，橋本秀紀 電気学会産業計測制御研究会， IIC-89-17,1989.6 E 

視党センサを用いた移動ロポットのローカルパスプランニング：久保田孝，橋本秀紀，原島文雄

第28回計測自動制御学会学術講演会予稿集， c.J83-3,1989. 7 E 

マイクロサーボ機構の力制御：沈貴宝，藤田博之，橋本秀紀，原島文雄 第28回計測自動制御学

会学術講演会予稿集， c.JS19-6, 1989. 7 E 

vss観測器による外乱推定：許建新，橋本秀紀，原島文雄 第28回計測自動制御学会学術購演

会予稿集， c.J836-2,1989. 7 E 

あいまいさと非線形要素を含む多入力多出力系の状態推定：許建新，橋本秀紀，原島文雄 第28
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回計測自動制御学会学術講演会予稿集， 0S36-6,1989. 7 E 

ニューラルネットワークのサーボ系への適用：橋本秀紀，野田浩，遠藤淳一，原島文雄 第28回

計測自動制御学会学術講演会予稿集， 0S38-4,1989. 7 E 

マニピュレータのピジュアルサーボコントロール（ニューラルネットワークの利用）：橋本

秀紀，久保田孝，佐藤基夫，原島文雄 第28回計測自動制御学会学術講演会予稿集， 0S64-1,

1989.7 E 

予測を用いたサーボ系の軌道追従制御：橋本秀紀，畔柳洋，原島文雄 第28回計測自動制御学会

学術講演会予稿集， 0S6H,1989.7 E 

ローカルプラニングによる移動ロボットの経路探索：久保田孝，橋本秀紀，原島文雄 日本ロ

ポット学会誌， 7 , 4 , 3 -10, 1989. 8 C 

視党センサとレンジセンサとの協調による移動ロポットのナビゲーション：久保田孝，橋本

秀紀，原島文雄 日本ロボット学会誌， 7, 4, 11-19, 1989.B C 

Implementation of VSS Control to Robotic Manipulators -Smoothing Modification-: 

Ll. Xu. H. Hashimoto. 0.0.E. Slotine. F. Ha「ashimaIEEE Trans. on Industrial 

Electronics, IE-36, 3. 321-329. 1989.B C 

誘導機の高性能トルク制御のための離散時間オプザーバの設計：原島文雄，近藤正示，橋本

秀紀，大野雄幸，井上修司 電気学会産業応用部門全国大会， 159,1989.B E 

Determination of the Position of a Freely Moving Robot Vehichle by Means of Sensing a 

Mark Pattern: K. Teraya, C. Kasuga, T. Nomura. F. Ha「ashimaIROS'89, 220-223. 

1989.9 D 

Application of Neural Networks to Power Converter Control: F. Harashima, Y. 

Oemizu. S. Kondo. H. Hashimoto IEEE IAS'89, 1086-1091. 1989.10 D 

Contact Force Control of Robot Hand using VSS : K.B. Sim, H. Hashimoto, F. 

Ha「ashima'89KACC, 1080-1084. 1989.10 D 

Neural Network for Servo Control System: H. Hashimoto, 0. Endo. F. Harashima'89 

KACC, 1125-1128. 1989.10 D 

可変構造系のプラシレスサーボモータ制御への適用：橋本秀紀，中山朝法，近藤正示，原島文雄

電気学会論文誌D (産業応用部門誌）， 109-0,l l, 802-808, 1989. l l C 

予測制御のロボットアームヘの適用：橋本秀紀，畔柳洋，原島文雄 第7回日本ロポット学会学

術講演会， 1806,1989. l l E 

視覚情報を用いた移動ロボットの障害物回避（移動障害物に対する回避行動の形成）：久保田

孝，橋本秀紀，原島文集 第 7回日本ロポット学会学術講演会， 1103,1989. l l E 

ライントレース移動ロポットの走行制御（その 3): 春日智恵，島谷龍典，藤井琢己，野村民也，

原島文雄 第 7回日本ロボット学会学術講演会， 1108,1989. ll E 

可変構造系に基づくロポットハンドの力制御：沈貴宝，橋本秀紀，原島文雄 第 7回日本ロボッ

ト学会学術語演会， 1501,1989.ll E 

視党梢報によるマニピュレータの位置・姿勢制御（神経回路網の利用）：橋本秀紀，久保田孝，
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佐藤基夫．原島文雄 第 7回日本ロポット学会学術講演会， 3507,1989.ll E 

ニューラルネットを用いたサーポ系の制御：橋本秀紀，遠藤淳一．原島文雄 第 7回日本ロボッ

ト学会学術講演会， 3513,1989. l l E 

Neural Networkによる制御系構成：橋本秀紀．畔柳洋，原島文雄，遠藤淳ー 第12回 DSTシ

ンポジウム， 203-206,1989. l l E 

線形時変系のためのvss観測器：橋本秀紀，許建新，鈴木裕之,V.I.Utkin 第12回DSTシン

ポジウム， 251-254,1989. l l E 

Visual Servo Control of Robotic Manipulators Based on Artificial Neural Network: H. 

Hashimoto. T. Kubota. M. Sato, F. Ha「ashirna!ECON (IEEE Int. Conf. on Indus-

trial Electronics), 4. 770-77 4. 1989. l l [コ

Robust Tracking Control Based on Long Range Prediction: 0. Kaynak, H. Hashimoto, 

H.Ku「oyanagi,F. Harashirna !ECON (IEEE Int. Conf. on Industrial Electronics), 2. 

296-300. 1989. l l口

未知要素と非線形要素を有するシステム状態推定：許建新，橋本秀紀，原島文雄 計測自動制御

学会論文集， 26, l , 1990. l C 

センサの協調に基づく移動ロポットのナピゲーション：久保田孝，橋本秀紀，原島文雄 第 2回

ロポットセンサシンポジウム， 1303,1990. l E 

Application of VSS Theory to Parameter Identification: .J. Xu, H. Hashimoto. F. 

Ha「ashirnaIEEE Int. Workshop on VSS and Applications, 158-174. 1990.3 D 

生 駒研究室 (lkoma Lab.) 

（機能エレクトロニクス研究センターの項参照）

榊 研究室 (Sakaki Lab.) 

Formation of planar superlattice states in new grid-inserted quantum well structures: M. 

Tanaka. H. Sakaki Appl. Phys. Lett., 54, 14. 1326-1328. 1989.4 C 

Picosecond lasing dyanmics in quantum well lasers and its dependence on the number of 

quantum wells: Y. A「akawa.T. Sogawa. M. Tanaka. H. Sakaki OSA Topical 

Meeting on Picosecond Electronics and Optoelectronics, U.S.A., 1989.3 D 

Spectral dynamics of gain-switched quantum well lasers: T. Sogawa. Y. Arakawa. M. 

Tanaka. H. Sakaki Quantum Electronics and Laser Science (QELS'89), U.S.A., 1989.4 

D 

Quantum wires and related lateral superstructures (Invited Plenary Talk): H. Sakaki 

Abs. of Int'l Advanced Research Workshop on Spectroscopy of Microstructures (org. by 

G.Fasol et al), pl-, Venice, Italy, 1989.5 D 
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Field-induced decoupling of quantized levels and blue shift of absorption edge in a 

potential inserted quantum well structure: H. Onose, H. Yoshimu「a,H. Sakaki 

Appl. Phys. Lett., 54, 22. 2221-2223. 1989.5 C 

Carrier induced effects of quantum well structures and its application to optical modula-

tors and optical switches: H. Sakaki. H. Yoshimu「aOptical Switching in Low 

-dimensional Systems (Plenum Publishin Corporation), 25-33. 1989.5巳

Formation of in-plane superlattice and quantum wire states in grid inserted heteros-

tructures with period of 80-lOOA: Anistropy of eletronic states: M. Tanaka, c.l. 

Motohisa. H. Sakaki Workbook of 4th Int. Conf. of Modulated Semiconductor 

Structures, 635, Ann Arbor, Michigan, U.S.A., 1989.7 D 

A novel optical bistability device using resonant tunneling diode in combination with 

quantum stark modulator: H. Ku「ata,M. TsuchiYa. H. Sakaki Workbook of 4th Int. 

Conf. on Modulated Semiconductor Structures, 731, Ann Arbor, Michigan, US.A., 1989. 

70 

Carrier-Induced transition from excitonic to free-carrier like radiative recombination in 

a semiconductor quantum well studied by magneto luminescence: H. Yoshi mu「a.H. 

Sakaki Phys. Rev. B39, 13024. 1989.7 C 

Exploration of quantum interference and lateral superstructure devices (Invited) : H. 

Sakaki Extended Abstracts of 21th Conf. on Solid State Devices and Materials, 

537-540. 1989.B C 

Magnetoluminescence study of carrier induced excitonic-to-free-carrier transition of 

radiative recombination in a semiconductor quantum well: H. Yoshimu「a,H. Sakaki 

Workbook of 8th Int. Conf. on Electronic Properties of Two Dimensional System, 

grenoble, France, 487-491. 1989.9 D 

Electron phonon interaction in GaAs/ AlxGa← xAs/GaAs single-barrier heterojunction 

diodes: K. Hi「akawa.H. Sakaki. T. lkoma Workbook of 8th Int. Conf. on Electronic 

Properties of Two-Dimensional System grenoble, France, 322-326, 1989.9 D 

Wave function engineering: an approach for advanced electronic and optoelectronic 

devices (Plenary Invited Talk) : H. Sakaki (Technical Prog.) International Symp. on 

Signals, System, and Electronics (ISSSE'89) Erlangen, Germany, (org.by URSI), Pl6-. 

1989.9 D 

Interface roughness and corrugation in quantum heterostructures: atomic-scale charac-

terization and control for novel applications (Invited): H. Sakaki. M. Tanaka, T. 

Noda Abs. of Int. Conf. on Science and Technology of Defect Control in Semiconduc-

tors, l 989.9 D 

Anisotropic transport and nonparabolic miniband in a novel in-plane superlattice consist-

ing of a grid-inserted selectively doped heterojunction: c.l. Motohisa. M. Tanaka, H. 
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Sakaki Appl. Phys. Lett., 55, 12. 1989.9 C 

Workshop Overview: H. Sakaki The 7th Int. Workshop on Future Electron Devices, 

Superlattice and Quantum Functional Devices, Toba, Japan, 1989.10口

Resonant Tunneling in Quantum Heterostructures : Electron Transport, Dynamics, and 

Device Applications (Invited Paper) : H. Sakaki, T. Matsusue. M. Tsuchiya IEEE J. 

Quantum Electronics., QE 25, 2498-2504. 1989. l 2 C 

Molecular beam eqitaxy: H. Sakaki III-V Semiconductor Materials and Devices (ed. by 

R. J. Malik, Elsevier Science Pub., 1989) Chapter 5, 217-330. 1989巳

Control of quantum confinement structure for resonant tunneling process: H. Skakaki. 

M. Tsuchiya Proc of 1st Int Conf on Electronic Materials (Mateial Research society) 

191-192. 1989口

Electronic states and lateral quantum effects in grid-inserted quantum wells and hetero-

junctions (Invited): H. Sakaki. c.J. Motohisa. M. Tanaka Symposium on "New 

Phenomena in Mesoscopic Structures", Kona, Hawaii, U.S.A., 1989.12 D 

Quantum box, quantum wires and in-plane superlattice Their impacts in derice physics 

and required preakthroughs in material science (Invited) : H. Sakaki Abs 6th Int. 

Winterschool on New Developments in Solid State Physics, Localization and Confinen-

ment of Electrons in Semiconductors, Castle of Mauterndorf, Salzburg, Austria, 1990. 2 

D 

MEE growth and electronic properties of planar supperlattices consisting of grid-inserted 

heterostructures (Invited) : M. Tanaka, c.J. Motohisa H. Sakaki 1990 SPIE, Sympo-

sium Anaheim USA, 1990.3口

Si MOSデバイスの物理：菅野卓雄編，榊裕之分担執筆(6章） 83-125, コロナ社， 1989.ll B 

応用物理ハンドブック：超格子物性（丸善1989)413-488(共著） 巳

超格子混晶における絨子波現象：榊裕之，田中雅明 「未来をになう材料科学」一人が操る原子

の世界（「大学と科学」組織委編クパプロ出版）， 271-278,1989. l B 

最子マイクロ構造探索の新段階ー立体最子構造を中心としてー：椴裕之 電子情報通信学会

誌， 72, 12, 1404-1412, 1989.12 C 

「私の発言」：楷裕之 0 Plus E, No.118, 72-79, 1989.9 C 

量子干渉効果の電子デバイスヘの応用：椴裕之 1989年春季第四回応用物理学会スクール「最

子効果のデパイスの基礎」， 1989.4 G 

原子スケールで制御した半導体マイクロ構造の形成と量子効果の探索と応用：椴裕之 1989年

精密工学会秋季大会シンポジウムテキスト， 31-37,1989. l l E 

InAsポテンシャル挿入鼠子井戸における移動度：野田武司，榊裕之 1989年秋季応用物理学会

講演予稿集， 27a-Z-6,1989.9 E 

X線回折法による傾斜基盤上の屈子細線構造の評価 1: 小柴俊，加納浩之，榊裕之 1989年秋季

応用物理学会講演予稿集， 27p-Z-ll, 1989.9 E 
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新しい面内超格子（グリッド挿入型）変調ドープヘテロ接合の電気伝導特性：本久順一，田中

雅明，榊裕之 1989年秋季応用物理学会講演予稿集， 27p-Z-l2,1989.9 E 

グリッド挿入型最子構造のサプバンド形状とサブバンド間遷移の可能性：菅原宏治，田中雅明，

.J.N. 

Schulman, 榊裕之 1989年秋季応用物理学会講演予稿集， 28p-Z-l5, 1989.9 E 

Ge MBE膜への Sbドーピング特性：雨宮良典，椴裕之 1989年秋季応用物理学会講演予稿集，

29P-T-l3, 1989.9 E 

電界印加最子井戸系における非共嗚弾性透過及ぴ LOフォノン随伴トンネル過程：松末俊夫，

土屋昌弘，榊裕之， .J.N.Schulman 1989年秋季応用物理学会講演予稿集， 29a-Z-4, 1989. 9 

E 

共fl島トンネルダイオードと徹子井戸構造を結合した光双安定素子：倉田創，桐裕之 1989年秋

季応用物理学会講演予稿集， 29a-Z-7,1989.9 E 

二重障壁共嗚トンネルダイオードからの発光：吉村尚郎， .J.N.Schulman, 榊裕之 1989年秋

季応用物理学会講演予稿集， 29a-Z-6, 1989.9 E 

プロムメタノールエッチングによるマスク端の凹凸のスムージング：中村有水，永宗清，加納

浩之，榊裕之 1989年秋季応用物理学会講演予稿集， 30p-Z-l,1989.9 E 

原子スケールでの半導体の構造制御と新機能の創出：榊裕之 第31回生研講習会テキスト，生

産技術研究奨励会， ll7-l32,1989.12 G 

立体最子構造による絨子波の制御とデパイス応用ーミクロ賊子領域を中心としてー：榊裕之

第 3回束京大学公開フォーラム「メソスコピック・エレクトロニクス」，テキスト 55-67,

1990.3 G 

表面超格子および最子細線デパイスの可能性：榊裕之 1990年春季応用物理学会シンポジウ

ム， 29p Q 4/0, 1990.3 E 

A!As屈または InAs層を分数原子屑挿入したポテンシャル挿入最子井戸における電子移動

度：野田武司，椴裕之 1990年春季応用物理学会講演予稿集， 3lp D 14/III, 1990. 3 E 

二重障壁共嗚トンネルダイオードでの電子蓄積現象と光学的評価：吉村尚郎， cJ.N. Schul-

man, 榊裕之 1990年春季応用物理学会講演予稿集， 30p PC 39/III, 1990.3 E 

傾斜基板における MBE成長 GaAs,A!As表面の RHHED観察：本久順一，椴裕之 1990年春

季応用物理学会講演予稿集， 30p T 3/1, 1990.3 E 

グリッド挿入型最子井戸構造のエネルギ一帯構造：菅原宏治， .J.N.Schulman, 榊裕之 1990 

年春季応用物理学会講演予稿集， 31p D 8/III, 1990. 3 E 

GaAs-AIGaAs系結合蟄子箱構造における光学フォノン散乱の抑制効果：野口裕泰，榊裕之

1990年春季応用物理学会講演予稿集， 3lp D 11/III, 1990.3 E 

Ge MBE成長における Sbドーピングヘの基板ミスオリエンテイションの効果：雨宮良典，榊

裕之 1990年春季応用物理学会講演予稿集， 29p PC 18/1, 1990.3 E 

最子細線，賊子箱における注入キャリアによる光吸収クエンチング効果：加藤恵士，吉村尚郎，

楢裕之 1990年春季応用物理学会講演予稿集， 31p D 5/III, 1990.3 E 
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エッチ加工基板上に MEE成長した SiドープA!GaAsの電気伝導：角屋豊，佐藤晃，加納浩之，

榊裕之 1990年春季応用物理学会講演予稿集， 29p T 6/1, 1990.3 E 

X線回折法による傾斜基板上の螢子細線構造の評価 2: 小柴俊，加納浩之，榊裕之 1990年春季

応用物理学会講演予稿集， 31a D 5/Ill, 1990. 3 E 

最子マイクロ構造における新探索課題一立体賊子構造およぴトンネルダイナミックスを中心と

してー：榊裕之 日本物理学会第45回年会シンポジウム， 1 p TB 1, 1990.3 E 

坂内研究室 (Sakauchi Lab.) 

会話的な認識による信頼性の向上を計った地図自動入カシステム：大沢裕，滝嶋康弘，坂内正夫

電子情報通信学会論文誌， c.!72-D-ll, 4, 545-554, 1989.4 C 

気象衛星 NOAA画像と海岸線データとの位骰合わせ処理の高速化：曽根光男，坂内正夫，高木

幹雄 テレピジョン学会誌， 43, 9, 957-966, 1989.9 C 

接触図形の分離を容易とする図面芯線化方式の改良：大沢裕，坂内正夫 電子情報通信学会論

文誌， c.!72-0-11, 9, 1579-1581, 1989.9 C 

図面自動入力技術ー地図や設計図はどこまで読みとれるか：坂内正夫生産研究， 41, 4, 

211-218, 1989.4 A 

階層的空間分割型多次元データ構造における線にそった検索：大沢裕，坂内正夫 電子情報通

信学会論文誌， c.!72-D-I, 10, 769-771, 1989.10 C 

マシン視覚による 3 次元形状の復元—ー自律移動ロポットの視覚ー一：全洞東，坂内正夫，

小沢慎治 日本オプトメカトロニクス協会誌，光技術コンタクト， 27, 12, 741-754, 1989.12 

C 

Two Interfaces in Image Database Systems: Masao Sakauohi International workshop 

on Industrial Applications of Machine Intelligence and Vision (MIV-89), (special talk), 

密-27.1989.4 D 

図面の認識と理解：大沢裕，山川修三，小田泰充，新浜継夫 これからの画像情報シリーズ第 5

巻（高木幹雄，坂内正夫編），昭晃堂， 1989.l l 巳

A flexible and high-speed color image quantization using 3-D pattern data structure: M. 

Sakauohi. Y. Ohsawa, Y. Toriumi. T. Suzuki Proc. of SPIE's 33rd Annual Interna。

tional Symposium on Optical and Optoelectronic Applied Science and Engineering, San 

Diego, 1989.8 D 

Image Database in Future: Masao Sakauohi, Proc. of International Sumposium "Com-

puter World 89", 159-165, 1989. 9 D 

A New Tree Type Data Structure with Homogeneous Nodes Suitable for a very Large 

Spatial Database: Y. Ohsawa, M. Sakauohi Proc. of IEEE Sixth International 

Conference on Data Engineering, Los Angeles, 13-1, 1990.2口

画像通信の高度化と画像データベース：坂内正夫 映像情報インダストリアル， 21,8, 35-39, 
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1989.B G 

これからの図形の自動読取り技術：坂内正夫 ピクセル， 84, 136-140, 1989.9 G 

画像通信の高度化と ISDN:坂内正夫 ISDN利用フォーラムー高度情報システム構築に向け

て一， 59-65,1989. 6 G 

プリント回路の設計•生産システム動向概要：坂内正夫 日本プリント回路工業会，新技術セミ

ナー資料， l -6 , 1989. 6 G 

これからの画像・図形情報のデータベース化：坂内正夫 データベース'89TOKYO特別セミ

ナー賽料， l -4 , 1989. 9 G 

画像梢報の図曹館：坂内正夫 束京大学附属図書館「図書館の窓」， 28, 4, 1989.4 G 

プリント回路の設計•生産システムの技術動向：坂内正夫 日本工業新聞， 1989.6.5号， 1989.6

G 

画像処理技術は次の発展期へ（巻頭言）：坂内正夫 月刊画像ラポ， 1, l, l, 日本工業出版，

1990. l G 

画像処理技術：坂内正夫 オプトエレクトロニクス技術90衰料，日本オプトメカトロニクス協

会， 1990.2 G 

地理データベースを知識として用いるリモートセンシング画像の高次処理の研究：坂内正夫，

大沢裕，全柄東 重点領域研究（地球環境）シンポジウム衰料， E-3, 1990.2 E 

立体映像と画像データベース：坂内正夫 画像俎子学会 3D研究委貝会衰料， 1989.4 E 

同質のノードで構成された BD木の提案：大沢裕，坂内正夫 虚子梢報通信学会機能図形梢報

システム研究会， FGIS89-7, 36-42, 1989.4 E 

ディザイナーの好みを反映できる限定色画像作成シ・ステム：鳥海有紀，大沢裕，坂内正夫 画像

電子学会第17回全国大会， 103-105, 1989.6 E 

状態遷移モデルによる地図の理解：佐藤真一，大沢裕，坂内正夫 梢報処理学会第39回（後期）全

国大会3E-6, 509-510, 1989.10 E 

地図理解へのデータベース利用に関する一検討：永田全三，大沢裕，坂内正夫 情報処理学会第

39回（後期）全国大会3E-7, 511-512, 1989.10 E 

画像データベースのこれからの動向（チュートリアル講演）：坂内正夫 テレビジョン学会梢報

ディスプレイ研究会，無線光伝送研究会，画像応用研究会，画像通信システム硯f究会合同研

究会資料， 1990.2 E 

状態遷移モデルを用いた図面理解システムの枠組みについて：佐藤真一，坂内正夫，大沢裕 テ

レピジョン学会情報ディスプレイ研究会，無線光伝送研究会，画像応用研究会，画像通伯シ

ステム研究会合同研究会荻料， 1990.2 E 

限定色表示の動画像への適用：襲恰虹，大沢裕，全柄東，坂内正夫 電子惜報通信学二会春季全国

大会， 1990.3 E 

STRIP木を用いた表現精度の異なる線図形の対応づけ手法：永田全三，大沢裕，坂内正夫 電

子情報通信学会春季全国大会， 1990.3 E 
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石井研究室 (Ishii Lab.) 

疎水性有機絶緑材料の劣化：小松原実，石井勝 平成元年電気学会全国大会講演論文集， 262,

1989.4 E 

電子線照射時の高分子フィルムよりの放出ガス分析：石井勝，津村英志，北條豊 平成元年電気

学会全国大会講演論文集， 373,1988.4 E 

龍子線照射時のテフロンフィルムの放電開始条件：石井勝，津村英志 平成元年電気学会全国

大会講演論文集， 374,1988.4 E 

単発波形上のディジタイザの誤差評価法：河村達雄，石井勝，道下幸志 平成元年電気学会全国

大会講演論文集， 1117,1988.4 E 

ディジタルコード別の誤差評価法の検討：道下幸志，河村達雄，石井勝 平成元年電気学会全国

大会講演論文集， 1118,1989.4 E 

インパルス試験用ディジタルレコーダに要求される性能について：原田達哉，松本隆宇，道下

幸志，石井勝，河村達雄 平成元年電気学会全国大会講演論文集， 1119,1988.4 E 

Some Return-Stroke-Field-Waveform-Parameters Obtained in Indonesia: 石井勝，北條

準―,K. T. Sirait平成元年電気学会全国大会講演論文集， 1187.1989.4 E 

対地雷放電密度の季節変化：北條準一，石井勝，河村達雄，鈴木福宗，小室弘 平成元年電気学会

全国大会講演論文集， 1190,1989.4 E 

統計的手法によるサイトエラー推定値の評価：河村達雄，石井勝，三宅幸博 平成元年電気学会

全国大会講演論文集， 1191,1989.4 E 

誘導雷電圧と垂匝電界変化の同時測定：石井勝，北條準一，小熊修二郎，山田佐佳 平成元年電

気学会全国大会講演論文集， 1220,1989.4 E 

振動性急峻波インパルス電圧に対する SF.ガスの絶緑破壊現象：河村達雄，西村俊彦，李福熙，

石井勝 平成元年電気学会全国大会講演論文集， 1287,1988.4 ピ

GISにおける急峻波サージ試験装箇と測定システム：河村達雄，西村俊彦，李福熙，石井勝 平

成元年電気学会全国大会講演論文集， 1288,1989. 4 E 

On the Wave Front of Return Stroke Current: M. Ishii, 0. HoJo Research Letters on 

Atmospheric Electricity, 9, 1. 27-30. 1989.6 C 

Fast Field Changes Associated with Lightning Flashes: M. Ishii. 0. HoJo The France 

-Japan Workshop on Lightning, Deauville, Session 10, 1988.7仁）

Particle-Initiated Breakdown Behaviors of S凡 Gapunder the Very Fast Transient 

Overvoltages: T. Kawamu「a,B. H. Lee, T. Nishimu「a.M. Ishii Proc. of the 2nd 

Asian Conf. on Electrical Discharge at Kyushu, Nagasaki, 68-72. 1988.8 D 

Discharge Characteristics of Polymer Films Irradiated by Electron Beam: M. Ishii, E. 

Tsumura. Y. HoJo. 0. Otani 6th Int. Symp. on High Voltage Engineering, New 

Orleans, 13.29. 1889. 8 D 

Statistics of Lightning Current Observed by Electromagnetic Field: Masa「uIshii. 
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c.Jun-lchi HoJo 6th Int. Symp. on High Voltage Engineering, New Orleans, 27.07.1989. 

BO 

Improved Method in Evaluating Dynamic Characteristics of Digitizers: K. Michishita. T. 

Kawamu「a.M. Ishii 6th Int. Symp. on High Voltage Engineering, New Orleans, 1989. 

BO 

落雷位慨標定システム：石井勝平成元年龍気・惜報関連学会連合大会講演論文集， l-2そ，

1989.9 E 

雷放雷に伴う電界及ぴ電磁界変化に関する研究：石井勝，北條準ー 大気電気研究， 35,5-15, 

1989.9 E 

帰還雷撃に伴う電磁界変化波形の波頭に関する検討：石井勝，北條準ー 大気電気研究， 35,26, 

1989.9 E 

配電線誘導雷電圧と垂直電界：道下幸志，石井勝，北條準ー，河村達雄 大気電気研究， 35,28, 

1989.9 E 

Field Waveform Characteristics of Cloud-to-Ground Lightning Flashes in the Tropics: M. 

Ishii. c.J. HoJo. K. T. Si「aitProc. of the 1989 Int. Conf. on Lightning and Static 

Electricity, Bath, 3A.3. 1989.9 D 

Seasonal Variation of Cloud-to-Ground Lightning Flash Characteristics in the Coastal 

Area of the Sea of Japan: c.J. HoJo. M. Ishii. T. Kawamu「a.F. Suzuki. H. Komu「a.

M. Shiogama J. of Geophysical Research, 94, □ 11. 13207-13謳 1989.9C 

Statistics of Fine Structure of Cloud-to-Ground Lightning Field Waveforms: Masaru 

Ishii. c.Jun-lchi HoJo J. of Geophysical Research, 94, Dll. 13267-13274. 1989.9 C 

正極性帰還雷撃に先行するリーダパルス：北條準ー，石井勝 平成元年度電気関係学会東海支

部連合大会講演論文集， 79,1989. lO E 

対地雷撃に伴う垂直，水平訛界の同時測定：道下幸志，石井勝，北條準ー，小松原実，河村達雄，

小熊修二郎，本郷保二 平成元年度鼈気関係学会東海支部連合大会講演論文集， 85,1989. lO E 

雷観測への要望と期待：石井勝放地研究， 125,18-21, 1989. lO G 

落雷位置標定システムによる雷観測結果について（その 2): 山田勝，永井敏雄，園井康夫，石井

勝，北條準一 虚気学会放訛・高電圧合同研究会衰料， ED-89-94/日V-89-37,1989. lD E 

対地雷撃による試験配雷線誘尊電圧と水平電界波形：道下幸志，石井勝，北條準ー，小松原実，

河村達雄，小熊修二郎，本郷保二 雷気学会放雷• 高電圧合同研究会衰料， ED-89-98/日V

-89-41, 1989. lO E 

熱帯の帰還雷撃に伴う龍磁界変化波形：石井勝，北條準―, K. T. Si「ait 雷気学会放電• 高龍

圧合同研究会資料， ED-89-100/日V-89-43,1989. lO E 

雷撃軍流波頭部分の形状に関する検討：石井勝，北條準ー 電気学会放電・高電圧合同研究会資

料， ED-89-103/日V-89-46,1989.10 E 

急しゅん波インパルス雷圧に対する SF6ガスの絶緑特性：河村達雄，李福熙，西村俊彦，北山

匡史，石井勝 電気学会開閉保護装骰研究会資料， SP0-89-29,1989.12 E 
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雷を捕える一最近の雷観測技術とその成果ー：河村達雄，石井勝 軍気学会雑誌， 110, I, 

101-106, 1990.1 C 

1988年雷に関する日仏セミナー報告：石井勝放電研究， 126,59-60, 1990. I G 

1989年雷と静電気に関する国際会議出席報告：石井勝 放電研究， 126,80-81, 1990.1 G 

遠距離対地雷撃に伴う水平電界波形：道下幸志，石井勝，北條準ー，小松原実，河村達雄，小熊

修二郎，本郷保二 大気龍気研究， 36,27, 1990.3 E 

石塚研究室 (lshizuka Lab.) 

オブジェクト指向言語による協調的 LSIパターンレイアウト：阿部明典，石塚満 雷子情報通

信学会論文誌A,c.J72-A, 8, 1213-1221, 1989.8 C 

概略画像分割図とのマッチングをガイドとする高速画像領域分割法：卑偉，石塚満 画像電

子学会誌 18, 4, 224-231, 1989.8 C 

A Design of a 3-D Vision System based on Geometric Knowledge: Hiroshi口ohi.

Mitsu「ulshizuka Proc. Int'! Workshop on Industrial Applications of Machine Intelli-

gence and Vision (MIV-89), Tokyo, 217-222. 1989.4 D 

Knowledge Assimilation & Management Mechanism for Frame Knowledge-base includ-

ing Hypothesis Knowledge: Mitsuru lshizuka, Tetsusi Matsuda Workshop on 

Theoretical Foundation for Knowledge Information Processing (TFKIP), Prague, 1989. 

6仁）

Comments on Knowledge Bases and Databases: Mitsu「ulshizuka Joint Japanese/ 

American Workshop on Future Trend of Logic Programming (Argonne Nat. Lab.), 1989. 

10 D 

幾可モデルに基づく 3次元ビジョンシステム：土肥浩，石塚満 生産研究（小特集： 3次元像の

技術と応用）， 41, 11, 851-854, 1989.11 A 

論理と空間幾可学的推論の接点となる新手法：石塚満 Journal of Advanced Science, l , l , 

14-16, Society of Advance Science (SAS), 1989 C 

1988年度の008(非破壊評価エキスパートシステム）特別委貝会活動報告：石塚満 非破壊検査，

38, 6 , 506-507, 日本非破壊検査協会， 1989.6 C 

エキスパートシステム，エキスパートシステム構築ツール，エキスパートシステムにおける知

識の獲得：石塚満情報処理ハンドプック 12編人工知能 5章知識ベースシステムの

5.3-5.4, 1074-108巳情報処理学会（編）オーム社（発行）， 1989.5 巳

推論機構，確率的推論：石塚満 情報システムハンドブック第III部 9章パターン認識・人工知能

の中の 2項目，培風館， 1989.11 B 

人工知能とエキスパートシステム：石塚満 現代数理科学事典，（囲み記事），大阪書籍， 1989 B 

知識の獲得，知識ベースの管理：石塚満（編） 人工知能ハンドブック 第II編第 4章と第 5章，

人工知能学会（絹）オーム社（発行）， 1990.l B 
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構造的知識の学習，発見による学習：石塚満 同上の人工知能ハンドブック 第II編第 4章4.5

と4.7, 巳

曖昧推論．・石塚満 同上の人工知能ハンドブック 第 I編第 3章3.6, 巳

米国におけるヒューマンインタフェース事惜：石塚満 第 3回通信サーピスシンポジウム資

料，龍子梢報通倍学会， 1989.2 E 

並列トランスピュータによる移動体検出：ウィワット・ウォンワラウイパット，石塚満 「画像理

解の高度化と高速化」シンポジウム講演論文集，巳3-1, 89-96, 龍子情報通伯学会， 1989.4 E 

数理計画法を適用した仮説推論システム：伊藤史朗，石塚満 人工知能学会人工知能基礎論研

究会衰料， SIG-FAl-8903-2,1989.12 E 

制約モデルと高速化：石塚満 人工知能学会研究会衰料， SIG-F/日/K-89Dl-5,1989.12 E 

制約評価機構付き仮説推論システムとその回路プロック設計への応用：牧野俊朗，石塚満 日

本非破壊検査協会008特別研究委貝会賢料， 008-26,1990. 2 E 

不完全な知識の操作による次世代知識ベース技術：石塚満，牧野俊朗 富士通 KSAフォーラ

ム衰料， 1988.5 G 

数理計画法を適用した仮説推論システム：伊藤史朗，石塚満 富士通KSAフォーラム，推論・

学習分科会衰料， 1989.7 G 

Visual Interface for Transputer Network (VIT): ウィワット・ウォンワラウイパット，石塚満

富士通KSAフォーラム・ビジョンーロポット分科会衰料， 1989.10G 

パターン認識—チュートリアル：石塚満 日本水産学会春季大会講演要旨集， No.Cl,

351-352, 1989.4 E 

仮説推論による回路の機能プロック設計システム：牧野俊朗，石塚満 人工知能学会全国大会，

No.11-35, 661-664, 1989. 7 E 

仮説セットの無矛盾性管理を備えた高速仮説推論システム：陳慶表，牧野俊朗，石塚満 梢報処

理学会全国大会， No.5C-6,1989.10 E 

仮説推論システムにおける事例を利用した推論の高速化：阿部明典，石塚満 梢報処理学会全

国大会， No.5C-7, 1989. 10 E 

シンプレックス法に基づく仮説推論システム：伊藤史朗，石塚満 梢報処理学会全国大会， No.

5C-B, 1989. 10 E 

単眼視連続画像からの奥行きと運動パラメータの反復計算手法：ウィワット・ツォンワラウィ

パット，石塚満 梢報処理学会全国大会， No.60-6,1989.10 E 

Lattice構造を使った並列横型解法による仮説推論システムの高速化：近藤朗子，牧野俊朗，

石塚満 情報処理学会全国大会， No.6C-l,1990.3 E 

RETEアルゴリズム利用による高速無矛盾性検査機構を備えた仮説推論システム：門脇修司，

牧野俊朗，石塚満 惜報処理学会全国大会， No.6C-2,1990.3 E 

仮説推論システム：石塚満 計画型エキスパートシステム講習会テキスト，計測自動制御学~，

1989.3 G 

次世代エキスパートシステム技術：石塚満 小雷力無線設備に関するセミナー資料，（社）日本
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電子機械工業界， 1989.9 G 

仮説推論システムを設計作業に応用：（石塚満へのインタビュー記事） 月刊・情報処理試験，

1989年 7月号， （株）日本ソフトバンク， G

パネル討論「NDEエキスパートシステム実用化への課題」：石塚満（司会）ほか 4名 検査機器

ニュース， 714号，産報出版， 1990.l G 

マシン・インテリジェンスとビジョンの産業応用に関する国際ワークショップ (MIV-89)開催

について：（石塚満へのインタピュー記事） IS, 4号， l-2,情報科学国際交流財団， 1989.12

G 

通信システム用ソストウェアに関する開発調査研究報告書：石塚満（委貝会主査として分担執

筆） 郵政省電気通信局電気通信技術システム課， （財）日本データ通信協会， 1989.3 F 

新ソフトウェア構造化モデルの現状と今後の課題： 2-3知識表現技術：石塚満 (2.3を分担執筆）

45-53, 情報処理振興事業協会， 1989.9 F 

藤田（博） 研究室 (Fujita Lab.) 

直径1.6mmの静電モータ試作，実用に近い形で：藤田博之 日経エレクトロニクス， 130-131,

1989.3 G 

静電歳差モータ (ESTOM)のマクロモデル：坂田稔，畑沢康善，藤田博之 平成元年電気学会全

国大会講演論文集 第6分冊， 193-194,1989 E 

単結晶シリコン薄膜を用いた可変焦点凹面鏡：原田昌信，佐藤一雄，藤田博之 平成元年電気学

会全国大会講演論文集 第6分冊， 163-164,1989 E 

マイスナー効果を利用したマイクロアクチュエータの拡大モデルにおける浮上力および駆動

ヵ：工藤誠一，金容櫂，桂井誠，藤田博之 平成元年電気学会全国大会論文集， 6分冊， 168,

1989 E 

マイスナックの製作と超電導体の状態転移速度についての基礎研究：鈴木晃，金容櫂，桂井誠，

‘藤田博之 平成元年電気学会全国大会論文集， 6分冊， 171, 1989 E 

マイクロメカニクスにおける摩擦の影特についての研究：前川高徳，金容櫂，桂井誠，藤田博之

平成元年電気学会全国大会論文集， 6分冊， 169-170,1989 E 

超電導フィラメントアレイセンサによる過渡的温度伝搬の測定：藤田博之，岩佐幸和，塚本修巳

平成元年電気学会全国大会論文集，第 7分冊， 144-145, 1989 E 

2本の円筒電極を持つ静電リニアアクチュエータの運動制御：藤田博之，面高秋人 平成元年

電気学会全国大会講演論文集，第 6分冊， 137,1989 E 

生体の分散的防衛システムー免疫系を中心として一：藤田博之電気学会雑誌， 109, 3, 

227-230, 1989 C 

Application of the PDP Model with a Logistic Activation Function to Immune Networks: 

H. FuJita. K. Aihara電子情報通信学会論文誌 E72,4. 416-421. 1989 C 

マイスナー効果を用いた超電尊アクチュエータの基礎特性：金容櫂，桂井誠藤田博之 1989年
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度春季低温工学・ 超電導学会予稿集， 31,1989 E 

Studies of Micro Actuators in Japan: H. FuJita Proc. of 1989 IEEE Intn'l Conference on 

Robotics and Automation, Arizona, l 559-1564. l 989.3 D 

シリコンで作る究極のシステムーアクチュエータ開発が活発化：藤田博之 日経メカニカル・

特集メカトロニクス新時代， 64-74,1989.5 G 

マイクロマシニングによるマイクロアクチュエータ：藤田博之 日本機械学会ロボティクス・

メカトロニクス講演会予稿集， 1989.6 E 

Electrostatic Actuators: H. FuJita, A. Omodaka, M. Sakata. Y. Hatazawa Tech 

Digest of the 8th Sensor Symposium, Tokyo, l 45-148. l 989 E 

An Electrostatic Top Motor and its Characteristics: M. Sakata. Y. Hatazawa. A. 

Omodaka. H. FuJita Abstracts of Transducers'89, Montreux, Switzerland, 1989.6 D 

Numerical Determination of the Electromechanical Field for a Micro Servosystem: H. 

FuJita. S. lkoma Abstructs of Transducers'89, Montreux, Switzerland, 1989.6口

マイクロアクチュエータとマイクロメカトロニクス：藤田博之 計測と制御， 28, 6, 1 l-14, 

1989 C 

堀力貯蔵形新送訛方式の検討：藤田博之，秋田調 雷気学会 訛線・ケープル研究会資料，

EC89-l0, 1989.8 E 

Force acting on a high Tc superconductor at 77K: Y.K. Kim. M. Katsurai. H. FuJita 

1989年度大韓龍気学会秋季綜合学術発表会， 87-90.1989 D 

生物の食餌行動の環境適応モデル：岩沢久子，藤田博之 電気学会システム制御研究会， SC

-89-14, 61-69, 1989.8 E 

静軍リニアアクチュエータの解析と拡大モデルによる性能評価：藤田博之，面高秋人 訛気学

会論文誌， 1090, 9, 669-674, 1989 C 

Micro Actuators for Micro Motion Systems: H. FuJita The Third Toyota Conference on 

Integrated Micro Motion Systems, Nissin, Aichi, Japan, l 989. lO D 

マイクロメカトロニクスー可能性・限界・課題ー：藤田博之 電気学会論文誌C, 109, 12, 

830-833, l 989 C 

マイクロメカトロニクスの現状と将来：藤田博之 日本機械学会誌， 92,853, 1029-l 033, l 989. 12 

C 

シリコンを使った微小運動システム：藤田博之 日本機械学会，研究協力部会， RC85先端領域

における熱工学・熱技術に関する調査研究分科会研究成果報告， 1989.12 F 

A Superconducting Actuator Using Meissner Effect: Y.K. Kim. M. Katsurai. H. FuJita 

Sensors and Actuators, 20, l/2. 33-40. l 989. l l C 

複数個の完全反磁性体を含む二次元系に対する数値磁界計算法：金容櫂，藤田博之，桂井誠 雷

気学会論文誌A, 110, l, 85-93, 1990 C 

生物を模倣した自律システムの環境適応モデル：岩沢久子，藤田博之 第一回パイオエンジニ

アリングシンポジウム， 900-4,212, 147-148, 1990. l E 
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液体ヘリウム浸漬冷却超電導マグネットにおける微小擾乱測定用センサの開発：藤田博之 第

3回核融合特別研究成果報告会予稿集， 221-1990.2 E 

Crystallographic Analysis of TiNi Shape Memory Alloy Thin Film For Micro Actuator: 

K. Ikuta, H. FuJita, M. Ikeda. S. Yamashita Proc. of IEEE Micro Electro Mechanical 

Systems, Napa Valley California, 38-39. l 990.2 D 

Fabrication and Testing of A Micro Superconducting Actuator Using the Meissner Effect: 

Y.K. Kim, M. Katsurai. H. FuJita Proc. of IEEE Micro Electro Mechanical Systems, 

Napa Valley California, 61-66. 1990.2 D 

Intelligent Micro Motion Systems-Prospects, Liminations, and Requirements-: H. 

FuJita US-Japan Workshop on the Smart/Intelligent Materials and Systems, 

Honolulu, 1990.3 D 

Design and Control of Systems with Microactuator Array: N. Takeshima, H. FuJita 

IEEE Intn'l Workshop on Advanced Motion Control, Yokohama, 219-224. 1990.3口

低放出ガス精密駆動機構の開発：藤田博之，面高秋人，生駒俊明 1990年春季第37回応用物理学

関係連合講演会， 1990.3 E 

高温超電導体のマイスナー効果を利用した浮上型同期リニアマイクロアクチュエータ：金

容櫂，桂井誠，藤田博之 平成 2年電気学会全国大会， 8-87-8-88,1990. 3 E 

高温超電導体における磁束貫通と抵抗力の測定：前田吉彦，金容櫂，桂井誠，藤田博之 平成 2

年電気学会全国大会， 8-89,1990.3 E 

静電歳差モータ (ESTOM)の駆動部モデル：藤田博之，面高秋人 平成 2年電気学会全国大会，

7寸49,1990.3 E 

喜連川研究室 (Kitsuregawa Lab.) 

（機能エレクトロニクス研究センターの項参照）

橋本研究室 (Hashimoto Lab.) 

状態観測器を用いた誘導電動機のトルク・磁束フィードパック制御：橋本秀紀，大野雄幸，近藤

正示，原島文雄 電気学会全国大会， 1690,1989.4 E 

A Control Scheme of Visual Servo Control of Robotic Manipulators Using Artificial 

Neural Network: H. Hashimoto. T. Kubota. W. Lo. F. Harashima IEEE Int. Conf. 

on Control and Applications, T A-3-6. 1989.4 D 

VSS Observer for Motion Control Systems: H. Hashimoto. c.J. Xu. F. Ha「ashimaIEEE 

Int. Conf. on Control and Applications, T A-3-6. 1989.4仁）

予測制御を用いたサーボシステムの構成：橋本秀紀，畔柳洋，原島文雄 第18回制御理論シンポ

ジウム， 41-46,1989.5 E 
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Torque and Flux Feedback Control of Induction Motor Using State Observer: S. Kondo. 

Y. Ohno, H. Hashimoto. F. Harashima 1989 International Symposium on Power 

Electronics (in Seoul), 108-114. 1989.5 D 

Torque Control of Induction Motor Using Predictive Observer: H. Hashimoto. Y. 

Ohno. S. Kondo. F. Harashima IEEE PESC'89, 271-278. 1989.6 [コ

二次磁束推定オプザーパを用いた誘導雷動機の高性能トルク制御：原島文雄，近藤正示，大野

雄幸，橋本秀紀 訛気学会産業計測制御研究会， IIC-89-17,1989.6 E 

視党センサを用いた移動ロポットのローカルパスプランニング：久保田孝，橋本秀紀，原島文雄

第28回計測自動制御学会学術講演会予稿集， JS3-3,1989.7 E 

マイクロサーポ機構の力制御：沈貴宝，藤田博之，橋本秀紀，原島文雄 第28回計測自動制御学

会学術講演会予稿集， JS19-6,1989.7 E 

vss観測器による外乱推定：許建新，橋本秀紀，原島文雄 第28回計測自動制御学会学術講演

会予稿集， JS36そ， 1989.7 E 

あいまいさと非線形要素を含む多入力多出力系の状態推定：許建新，橋本秀紀，原島文雄 第28

回計測自動制御学会学術講演会予稿集， JS36-6,1989. 7 E 

ニューラルネットワークのサーポ系への適用：橋本秀紀，野田浩，遠藤淳一，原島文雄 第28回

計測自動制御学会学術講演会予稿集， JS38-4,1989.7 E 

マニピュレータのピジュアルサーポコントロール（ニューラルネットワークの利用）：橋本

秀紀，久保田孝，佐藤基夫，原島文雄 第28回計測自動制御学会学術講演会予稿集， JS64-l,

1989.7 E 

予測を用いたサーボ系の軌道追従制御：橋本秀紀，畔柳洋，原島文雄 第28回計測自動制御学会

学術講演会予稿集， JS61-l,1989.7 E 

ローカルプランニングによる移動ロボットの経路探索：久保田孝，橋本秀紀，原鳥文雄 日本ロ

ボット学会誌， 7 , 4 , 3 -10, 1989. 8 C 

視党センサとレンジセンサとの協調による移動ロボットのナビゲーション：久保田孝，橋本

秀紀，原島文雄 日本ロポット学会誌， 7 , 4 , 11-19, 1989. 8 C 

Implementation of VSS Control to Robotic Manipulators -Smoothing Modification-: 

J. Xu, H. Hashimoto, J.J.E. Slotine, F. Harashima IEEE Trans. on Industrial 

Electronics, IE-36, 3. 321-329. 1989.8 C 

vssオプザーバ：橋本秀紀 雷気学会産業応用部門全国大会， 8.6-4,1989.8 E 

誘導機の高性能 l、ルク制御のための離散時間オブザーパの設計：原島文雄，近藤正示，橋本

秀紀，大野雄幸，井上修司 龍気学会産業応用部門全国大会， 159,1989.8 E 

Application of Neural Networks to Power Converter Control: F. Ha「ashima.Y. 

Demizu. S. Kondo, H. Hashimoto IEEE IAS'89, 1086-1091. 1989.10 D 

Contact Force Control of Robot Hand using VSS: K.B. Sim. H. Hashimoto, F. 

Ha「ashima'89KACC, 1080-1084. 1989」0仁）

Neural Network for Servo Control System: H. Hashimoto. J. Endo, F. Harashima'89 
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KACC, 1125-1128. 1989.10 D 

可変構造系のプラシレスサーボモータ制御への適用：橋本秀紀，中山朝法，近藤正示，原島文雄

電気学会論文誌D (産業応用部門誌）， 109-0,11, 802-808, 1989.11 C 

予測制御のロボットアームヘの適用：橋本秀紀，畔柳洋，原島文雄 第 7回日本ロポット学会学

術講演会， 1806,1989. 11 E 

視党情報を用いた移動ロポットの障害物回避（移動障害物に対する回避行動の形成）：久保田

孝，橋本秀紀，原島文雄 第 7回日本ロポット学会学術講演会， 1103,1989.11 E 

可変構造系の基づくロポットハンドの力制御：沈貴宝，橋本秀紀，原島文雄 第 7回日本ロポッ

ト学会学術講演会， 1501,1989.11 E 

視覚情報によるマニピュレータの位罹．姿勢制御（神経回路網の利用）：橋本秀紀，久保田孝，

佐藤基夫，原島文雄 第 7回日本ロポット学会学術講演会， 3507,1989.11 E 

ニューラルネットを用いたサーポ系の制御：橋本秀紀，遠藤淳一，原島文雄 第 7回日本ロポッ

ト学会学術講演会， 3513,1989.11 E 

Neural Networkによる制御系構成：橋本秀紀，畔柳洋，原島文雄，遠藤淳ー 第12回DSTシ

ンポジウム， 203-206,1989. 11 E 

線形時変系のためのvss観測器：橋本秀紀，許建新，鈴木裕之， V.1.Utkin 第12回DSTシン

ポジウム， 251-254,1989.11 E 

Visual Servo Control of Robotic Manipulators Based on Artificial Neural Network: H. 

Hashimoto, T. Kubota. M. Sato, F. Ha「ashimaIECON (IEEE Int. Conf. on Indus-

trial Electronics), 4, 770-77 4, 1989.11 D 

Robust Tracking Control Based on Long Range Prediction: 0. Kaynak, H. Hashimoto 

H.Ku「oyanagi,F. Ha「ashimaIECON (IEEE Int. Conf. on Industrial Electronics), 2. 

296-300. 1989.11 D 

未知要素と非線形要素を有するシステム状態推定：許建新，橋本秀紀，原島文雄 計測自動制御

学会論文集， 26, l, 1990. l C 

センサの協調に基づく移動ロポットのナピゲーション：久保田孝，橋本秀紀，原島文雄 第 2回

ロボットセンサシンポジウム， 1303,1990. l E 

Application of VSS Theory to Parameter Identification: .J. Xu, H. Hashimoto, F. 

Harashima IEEE Int. Workshop on VSS and Applications, 158-174. 1990.3 D 

ニューラルネットワークのロボットヘの応用：橋本秀紀 日本機械学会誌， 93,856, 218-222, 

1990.3 C 

平川研究室 (Hirakawa Lab.) 

（機能エレクトロニクス研究センターの項参照）
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瀬崎研究 室 (Sezaki Lab.) 

木状構成による多対一接続スイッチ回路網：田中良明，瀬崎薫，秋山稔 電子情報通信学会誌論

文誌(B-I),L.172-8-1, 6, 468-475, 1989.6 C 

一般ベネス網の非ふくそうセルフルーティング制御：瀬崎薫，田中良明，秋山稔 電子情報通信

学会論文誌(B-I),L.172-8-1, ll, 1028-1033, 1989.ll C 

N: 1 Connection Switching Networks Suited for Time Division Switching: K. Sezaki. 

Y. Tanaka. M. Akiyama Proc. 1989 ITC Specialist Seminar, 18.2, lE89.lO [〕

多重接続に対し非閉塞となる ATMスイッチ回路網の構成：瀬崎薫，田中良明，秋山稔 電子

情報通信学会技術研究報告， SSEB9-l0,1989.5 E 

A Stracture of MAN Based on Shaffle Ring Using Auxiliary Rings: W.B. Zhao. B.S. 

Wong, K. Sezaki. Y. Yasuda訛子情報通信学会技術研究報告， SSEB9-54.1989.7 E 

A Land Mobile Network Using Direct Wireless Communication between Base Stations: 

B.S. Wong, K. Sezaki. Y. Yasuda電子情報通信学会技術研究報告， SAT89-60. 1990. l E 

Adaptive Routing in Shuffle Ring Network with Auxiliary Rings: W.B. Zhao. 8.S. 

Wong, K. Sezaki, Y. Yasuda電子情報通信学会技術研究報告， IN89-124,1990.2 E 

多重接続に対し非閉塞となる ATMスイッチ回路網：瀬崎薫，田中良明，秋山稔 平成元年龍

子情報通信学会秋季全国大会， 8-200,1990.9 E 

ガプリエル研究室 (Gabriel Lab.) 

Mechanical Integrity of Polysilicon Films Exposed to Hydrofluoric Acid Solutions: c.l.A. 

Walke「,K.c.l. Gab「ielM. Meh「eganyProc. of IEEE Micro Electro Mechanical Sys-

terns, Napa Valley California, 56-60, 1990.2 D 

A Microfabricated Three-Degree-of-Freedom Parallel Mechanism: Fa「ibo「zBehi. 

Meh「anMehregany, Kaigham c.l. Gab「ielProc. of IEEE Micro Electro Mechanical 

Systems, Napa Valley California, 159-165. 1990.2 D 
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第 4
 

部

妹尾•岩元研究室 (Seno and Iwamoto Labs.) 

A Transition Sequence of Complex Oscillations in a Chemical Oscillation Model Showing 

Chaos: M. Mo「ita,K. Iwamoto, M. Sena Bull. Chem. Soc. Jpn., 62, 9, 2768-2773, 1989 

C 

Transition Sequences of Oscillatory States of a Model Chemical System Showing Chaotic 

Oscillations: M. Mo「ita,K. Iwamoto, M. Sena Bull. Chem. Soc. Jpn., 66, 9. 2774-2780. 

1989 C 

Pervaporation of water-dioxane mixtures with poly-(dimethylsiloxane-co-siloxane) 

membranes prepared by so卜gelprocess: Y.T. Lee. K. Iwamoto. M. Sena J. Membr. 

Sci., 42, 2. 169-182, 1989 C 

Transition sequence and birhythmicity in a chemical oscillation model showing chaos: M. 

Mo「ita,K. Iwamoto, M. Sena Phys. Rev. A, 40, l l. 6592-6596, 1989 C 

Controlled drug release through poly(L-leusine) and its copolymers: S.S. ShYU. M. 

Sena Y. Ku「oyanagi Colloid Polymer Science, 266, 587-593. 1988 C 

Novel synthetic method of phenol from benzene catalyzed by perfluorinated hemin : S. 

TsuchiYa. M. Sena Chemistry Letters, 263-266. 1989 C 

Effect of gramicidine on the ion permeability of liposomes in the presence of mixed 

electrolytes: S. Watanabe, S. Watanabe, M. Sena J. Membrane Science, 44, 

253-263, 1989 C 

Pervaporation of water-dioxane mixtures with poly-(dimethylsiloxane-co-siloxane) 

membranes prepared by sol-gel process: K. Iwamoto, Y.T. Lee, M. Sena 1st Inter-

national Conference on Inorganic Membranes, 179, 1989口

Regulation of Molecular Conformation with Non-Covalent Interactions: c.l. Otsuki, M. 

Sena The 1989 International Chemical Congress of Pacific Basin Societies, ORGN306, 

1989仁）

Catalytic and Electrical Properties of Fluorinated Porphyrins and Their Metal Complex-

es: S. Tsuchiya, M. Sena The 1989 International Chemical Congress of Pacific Basin 

Societies, ORGN49l. 1989 D 

ウシ血消アルプミンを担体とするステロイドホルモンの輸送：渡辺貞夫，谷孝之，渡辺重信，

妹尾学薬学雑誌， 109, l. 12-17, 1989 C 

カルバナート系農薬の牛血消アルプミンとの結合及ぴアルプミンを担体とする輸送：渡辺

貞夫，谷孝之，渡辺重信，妹尾学 油化学， 38,5, 421-426, 1989 C 

334 



ステロイドホルモンと血消タンパクとの結合及ぴタンパクーホルモン結合に与える脂肪酸の影

評：渡辺貞夫，谷孝之，渡辺重信，妹尾学 油化学， 38,9, 710-716, 1989 C 

反復凍結法によるポリビニルアルコールヒドロゲルの包括性：小川昭二郎，関裕之，岩元和敏，

妹尾学繊維学会誌， 45,9, 382-387, 1989 C 

膜電位測定法一人工膜および生体膜：岩元和敏 電気化学， 57,8, 780-786, 1989 C 

フッ素化ポルフィリン錯体による過酸化水素とペンゼンからのフェノール合成：土屋伸次，

妹尾学 日本化学会第58春季年会， lI FOB, 1989.4 E 

ゾルーゲル法により作製したシリカゲル中の長鎖アルキル基の集合状態：中村滋年，山本孝一，

岩元和敏，妹尾学 日本化学会第58春季年会， 3I H25, 1989.4 E 

疎水性相互作用による分子のコンフォメーションの制御：大月穣，妹尾学 日本化学会第58春

季年会， 1111B50, 1989.4 E 

非イオン界面活性剤の粘土鉱物への吸焙特性：阿部幸子，小林泰子，妹尾学 日本化学会第58春

季年会， 1111FOl, 1989.4 E 

ACインピーダンス測定法による水ーニトロベンゼン界面イオン移動の動力学研究：陳奇珠，

岩元和敏，妹尾学 日本化学会第58春季年会， 211035, 1989.4 E 

物質輸送ー化学反応システムの動的機能：妹尾学 日本化学会第58春季年会， 2特406,1989.4 E 

リズムを生み出す化学反応：妹尾学 第 7回放射線化学セミナー， 1989.l l E 

界面活性剤ミセルによる脂肪酸の液膜輸送：大月穣，白石勇夫，竹内茂，妹尾学 第28回油化学

討論会， Al3,1989.10 E 

ポリオキシエチレンアルキルエーテルの粘土への吸済特性：阿部幸子，小林泰子，妹尾学 第28

回油化学討論会， B12,1989.10 E 

過フッ素化テトラフェニルポルフィリン金属錯体による基質の酸化反応：土屋伸次，妹尾学

第39回錯体化学討論会， 2007,1989.9 E 

分子クラスター分散系としての逆ミセルの構造と機能：妹尾学 化学， 44,7, 486-487, 1989 G 

物理化学II: 妹尾学 朝倉書店， 1989 巳

増子研究室 (Masuko Lab.) 

エネルギー基礎論（雷気学会大学講座）：棚沢一郎，増子舞高橋正雄 電気学会， 1989. ll B 

さびのおはなし：増子舜 日本規格協会， 1990.3 巳

SUS304鋼とポリアセタール球すきまのすきま腐食：令井ハ郎，平井英次，滝沢貴久男，増子舜

表面技術， 40,7, 790-791, 表面技術協会， 1989.7 C 

黄銅棒の脱亜鉛腐食とその試験法：井上健伸銅技術研究会誌， 28,l, 1-11, 伸銅技術研究会，

1989.9 C 

クロム酸水溶液中で生成されたアルミニウムアノード酸化皮膜の格子像観察：小野幸子，川口

朋子，市野瀬英喜，石田洋一，増子舜 表面技術， 40,12, 1361-1365, 表面技術協会・,1989.12 C 

種々の酸溶液中で生成したアルミニウムアノード酸化皮膜の電解箔色：小野幸子，川口朋子，
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増子舞表面技術， 41,2, 171-172, 表面技術協会， 1989.2 C 

Observation of Porous Anodic Films on Aluminum by High Resolution Electron Micros-

copy: S. Ono. H. Ichinose. T. Kawaguchi. N. Masuko Proc. Sixth International 

Symposium on Passivity, M3-l 2, Japan Society of Corrosion Engineering, 1989.9 D 

アルミニウムアノード酸化皮膜の格子像観察：小野幸子，川口朋子，市野瀬英喜，増子舜 第79

回講演大会要旨集， 29C-14,表面技術協会， 1989.3 E 

リン酸水溶液中で生成されたアルミニウムアノード酸化皮膜の高分解能電子顕微鏡観察：小野

幸子，川口朋子，市野瀬英薔，増子舜 第80回講演大会要旨集， 6C-9,表面技術協会， 1989.lO 

E 

アルミニウムアノード酸化皮膜の電解済色挙動：川口朋子，佐藤敏彦，小野幸子，増子舜 第80

回講演大会要旨集， BC-12,表面技術協会， 1989.10 E 

厚膜により硫酸耐久性の改善を図ったチタン基不溶性電極の試作：虫明克彦，増子舞 電気化

学秋期大会講演要旨集， 2027,電気化学協会， 1989.lO E 

試験法による黄銅の脱亜鉛形成挙動の比較：井上健，増子舜 第27回伸銅技術研究会講演概要

集， 58-59, 日本伸銅協会， 1989.l l E 

硫酸めっき浴における不溶性アノードの反応選択性：虫明克彦，増子舜 第13回ソーダ工業討

論会講演要旨集， 13-16,電気化学協会ソーダ工業技術委貝会， 1989.ll E 

素材の高純度化と材料の涛命：増子舞 日本学術振興会第69委貝会シンポジウム資料， 25-29,

素材プロセシング第69委貝会， 1989.l l F 

薄膜の腐食形態：増子舜 第80回腐食防食シンポジウム衰料， 1-8,腐食防食協会， 1989.11 F 

鉄は柔らかい：増子舜 バウンダリー， 5,6, 11-13, コンパス社， 1989.6 G 

石田研究室 (Ishida Lab.) 

The Behavior of Grain Boundaries at High Temperatures: Yoichi Ishida Reheology of 

Solids and of the Earth, 15-28, Oxford University Press, 1989巳

The Hierarchy of Grain Boundary Structures: Y. Ishida. H. Ichinose. Y. lnomata 

Ultramicroscopy, 30, 13-19, North-Holland, 1989 C 

High Resolution Electron Microscopy of Ceramic Interfaces: Y. Ishida. 8. Hagege, H. 

Ichinose. Y. Takahashi J. of Electron Microscopy Technique, 12, 244-251, Alan R. 

Liss Inc., 1989 C 

Preferential Growth of [001] Twist Boundaries in the Bi-Si-Ca-Cu-0 Superconductor: Y. 

Takahashi. M. Mo「i.Y. Ishida Appl.Phys.Lett., 55, 5. 486-488, American Inst. Physcis, 

1989.7 C 

Synthesis of Bi,(Ca,Sr,Ba),Fe20x: Y. Takahashi. M. Mo「i.Y. Ishida. Y. Banda J. of 

Ceramic Society of Japan, 97, 10. 1288-1292, Ceramic Society of Japan, 1989.lD C 

Dislocation Structure in the Bismuth Containing Superconductors: Y. Takahashi. M. 
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Mo「i,Y. Ishida Int.Superconductivity Electronics Conference'89, NMB, 330-333, Japan 

Soc.of Appl.Phys., 1989.6 D 

Transmission Electron Microscopy of Grain Boudaries in Oxide Superconductors: Y. 

Takahashi. Y. Ishida MRS Int'! Mtg.on Adv. Mats. "Superconductivity", 6, 297-302, 

Materials Research Society, 1989 D 

High Resolution Electron Microscopy of Metallic Superlattice Structure: Y. Ichinose. 

Y. Ishida, T. lzumiYa. R. Yamamoto MRS Int'! Mtg.on Adv. Mats. "Multilayers", 10, 

533-540, Materials Research Society, 1989 D 

Transmission Electron Microscopy of Ceramic/Metal Diffusion-Bonded Interfaces: Y. 

Ishida. c.J. Wang, T. Suga MRS Int'! Mtg.on Adv. Mats. "Metal/Ceramic Joints", 8, 

145-157, Materials Research Society, 1989 D 

Transmission Electron Microscopy of Lattice Defects in Oxide Superconductor: Y. 

Takahashi. T. Suga, Y. Ishida Int.Symp.on Superconductivity and Ionic Character in 

Layered Compounds, 43-44. 1989. l l仁）

Structural Defects in Aluminium Nitride Ceramics Using Transmission Electron Micros-

copy: S. Hagege. Y. Ishida Proc. Inst.European Ceramic Society Conference, Eur-

opean Ceramic Society, 1989.6 D 

面状格子欠陥の匝接観察一透過訛子顕微鏡ー（セラミックス基礎工学講座，セラミックスの評価

法）：石田洋ー セラミックス， 24, l, 64-71, 日本セラミックス協会， 1989.1 C 

セラミックス・メタル直接接合界面の透過電子顕微鏡観察ーアルミナ・ニオプ系を中心に一：

石田洋一，王建義 電子顕微鏡， 23,3, 215-220, 日本龍子顕微鏡学会， 1989.3 C 

アルミナ／ニオブ接合界面組織の高分解能龍顕観察と接合機構の考察：王建義，須賀唯知，石田

洋一 日本金属学会誌， 53,4, 429-438, 日本金属学会， 1989.4 C 

YBa2Cu301-xの結晶粒界における小角領域の超伝導特性：高橋裕，森実，石田洋一 日本金

属学会誌， 53,4, 477-478, 日本金属学会， 1989.4 C 

訛子顕微鏡による YBa2Cu301-xおよびBi(Pb)-Sr-Ca-Cu-0超伝導酸化物中の転位の解析：

高橋裕，森実，石田洋一 日本金属学会誌， 53,5, 494-501, 日本金屈学会， 1989.5 C 

セラミックスの接合界面：石田洋一，市野瀬英喜，高橋裕 FC report, 7, 10, 395-400, 日本ファ

インセラミックス協会， 1989.10 C 

超伝導体内部界面の原子構造：石田洋一，高橋裕 表面科学， 10, 10, 856-862, 表面科学会，

1989.10 C 

Bi-Sr-C町 Fe酸化物中の転位の電子顕微鏡解析：高橋裕，森実，石田洋一，坂東義雄 日本金

属学会誌， 53,8, 840-841, 日本金属学会， 1989.8 C 

超微細粒金属の世界：石田洋一 日本電子ニュース， 29,2, 22-26, 日本電子， 1989.6 G 

入ったり出たりして考えた教育（小特集•今教育を考える）：石田洋一 日本金属学会報， 28,

7, 583-586, 日本金属学会， 1989.7 C 

界面はどのようになっているか：石田洋一 日本表面科学会第 8回表面科学基礎講演「表面・界
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面分析の基礎と応用」テキスト， 59-79, 日本表面科学会， 1989.5 E 

ハイテク材料の新展開ー鍵を握る材料界面ー：石田洋一 '89新素材展論文集， 20-30,日本経済

新聞社， 1989.6 G 

ナノレベル制御による高性能化と機能発現 I. ナノ構造とその制御ー構造材料力学特性への挑

戦：石田洋一 先端材料の新潮流シンポジウム講演要旨集， 1-7,日本学術会議材料工学研究

連絡委貝会， 1989.6 E 

複合材料およぴ接合部材における界面の化学・物性的研究：石田洋一 材料強度と破壊国内複

合シンポ論文集， 34,27-36, 安全強度研究協会， 1989.3 E 

高分解能電顕による ZSM-5のトンネル構造の観察：澤部寿宏，佐藤克行，市野瀬英喜，石田洋一

石油学会第32年会研究発表会講演要旨， 31-34,石油学会， 1989.5 E 

トリチウム吸蔵した超伝導材料の昇温脱離の解析とトリチウム透過電顕オートラジオグラ

フィ：斉藤秀雄，野川憲夫，森川尚威，石田洋一 第26回理工学における同位元素研究発表会

要旨集， 26,29, 日本アイソトープ協会， 1989.7 E 

オーステナイトステンレス鋼 SUS316L材のトリチウム透過電顕オートラジオグラフィによる

水素吸蔵の観察：斉藤秀雄，野川憲夫，森実，森川尚威，石田洋一 第26回理工学における同

位元素研究発表会要旨集， 26,30, 日本アイソトープ協会， 1989.7 E 

T20/D心／止0系における Pd電極中での核融合反応の可能性について：伊藤公紀，菊地英治，

斉藤秀雄，野川憲夫，野村貴美，藤島昭，村林克行 ミニシンポジウム常温核融合と電気化学予

稿集，電気化学協会， 1989.7 E 

単結晶アルミナと単結晶ニオプの固相接合：王建義，石田洋一，須賀唯知，森実 日本金属学

会春期大会一般講演概要， 143, 日本金属学会， 1989.4 E 

アルミナコーティングを媒介とした窒化ケイ素の接合：須賀唯知，宮沢薫ー，王建義，石田洋一

日本金属学会春期大会一般講演概要， 142, 日本金属学会， 1989.4 E 

窒化ケイ素とニッケルの固相接合：王建義，石田洋一，須賀唯知 日本金属学会春期大会一般諧

演概要， 143, 日本金属学会， 1989.4 E 

Ni基盤上への NiこZrZiO冷散メッキ：田中克己，亀山忠影，石田洋一，平山達 日本金属学会春

期大会一般講演概要， 250, 日本金属学会， 1989.9 E 

YBa2Cu,01-x中の小角粒界の臨界電流特性についてーDimasらの結果に対するコメントー：

高橋裕，森実，石田洋一 日本金属学会春期大会一般講演概要， 313, 日本金属学会， 1989.9

E 

高分解能電顕加熱ステージによる粒界構造変化のその場観察 (Ill): 市野瀬英喜，木塚徳志，石田

洋一 日本金属学会春期大会一般講演概要， 313, 日本金属学会， 1989.9 E 

電子顕微鏡弱ピーム干渉稿法による非整合双晶境界の解析 (II): 田中孝治，森実，石田洋一

日本金属学会春期大会一般講演概要， 314, 日本金属学会， 1989.9 E 

酸化物超伝導体中の転位の電顕解析：高橋裕，森実，石田洋一 日本金属学会春期大会一般講

演概要， 389, 日本金属学会， 1989.9 E 

金属・ セラミック接合における熱応力緩和の機構：石田洋一，王建義，須賀唯知 日本金属学会
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秋期大会シンポジウム講演概要， 100, 日本金属学会， 1989.9 E 

セラミック界面微細構造の高分解能電子顕微鏡解析：石田洋一，市野瀬英喜，高橋裕，猪股吉三

日本金属学会秋期大会シンポジウム講演概要， 137, 日本金属学会， 1989.9 E 

ピスマス系超伝導体の欠陥組織の透過電顕観察：高橋裕，坂東義雄，須賀唯知，森 実，石田洋一

日本金属学会秋期大会シンポジウム講演概要， 77, 日本金属学会， 1989.9 E 

Bi系超伝導体における C面ねじり双結品の伝導特性：富田成明，森実，石田洋一 日本金属

学会秋期大会シンポジウム講演概要， 395, 日本金属学会， 1989.9 E 

高分解能電子顕微鏡によるナノ結晶材料の観察：木塚徳志，市野瀬英喜，石田洋一 日本金属学

会秋期大会シンポジウム講演概要， 397, 日本金属学会， 1989.9 E 

電子顕微鏡弱ビーム干渉稿法による非整合双晶境界の解析 (III): 田中孝治，森 実，石田洋一

日本金属学会秋期大会シンポジウム講演概要， 397, 日本金属学会， 1989.9 E 

Ti-Ni形状記憶合金の繰り返し変形に及ぽす水素の影靭：浅岡照夫，斉藤秀雄，石田洋一 日本

金属学会秋期大会シンポジウム講演概要， 406, 日本金属学会， 1989.9 E 

トリチウム吸蔵した Y系超伝導材料の昇温放出特性：斉藤秀雄，石田洋一 日本金属学会秋期

大会シンポジウム講演概要， 435, 日本金属学会， 1989.9 E 

ョウ素イオンによる化合物半導体電顕用試料の作製：田中孝治，森実，石田洋一，谷野満 日

本金属学会秋期大会シンポジウム講演概要， 539, 日本金属学会， 1989.9 E 

Ni-SiC系複合材料の高温反応性の抑制：田中克己，宇山和明，石田洋一，平山達 日本金属学会

秋期大会シンポジウム講演概要， 732, 日本金属学会， 1989.9 E 

アルミナ・ニオブ拡散接合界面構造の高分解能電顕観察：王建義，石田洋一，須賀唯知 日本電

子顕微鏡学会第45回学術講演会予稿集， 145, 日本電子顕微鏡学会， 1989.5 E 

ョウ素イオンによる透過電顕用試料の作製：田中孝治，森実，石田洋一，谷野満 日本雷子顕

微鏡学会第45回学術講演会予稿集， 265, 日本雷子顕微鏡学会， 1989.5 E 

ビスマス系超伝溝体中の転位組織の電顕観察：高橋裕，松崎順，森実，石田洋一 日本電子顕

微鏡学会第45回学術講演会予稿集， 347, 日本電子顕微鏡学会， 1989.5 E 

第3回日中金属物理・物理冶金討論会報告：石田洋一 日本金属学会報， 28,3, 234-235, 日本

金属学会， 1989.3 F 

金属・セラミック接合の基礎：石田洋一 日本金属学会報， 28,3, 240, 日本金屈学会， 1989.3

E 

金属とセラミックスの接合(Nb/Al20sl : 王建義須賀唯知，石田洋一 日本金屈学会報， 28,5, 

356, 日本金属学会， 1989.5 E 

材料研究の動向と裾野研究：石田洋一 日本金属学会報， 28,5, 431-433, 日本金属学会， 1989.5

F 

金属・セラミック接合界面の結合性，構造と力学的性質：石田洋一 日本金属学会¥fl.,28, 5, 436, 

日本金属学会， 1989.5 F 

金属・セラミック接合研究会報告：石田洋一 日本金属学会報， 28,6, 528, 日本金屈料名さ， 1989.6

F 
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出たり入ったりして考えた教育：石田洋一 日本金屈学会報， 28,7, 583-586, 日本金属学会，

1989. 7 F 

結晶粒界・異相境界に関する国際会議報告：石田洋一 日本金属学会報， 28,12, 999, 日本金属

学会， 1989.12 F 

電子顕微鏡弱ビーム干渉稿法による非整合双晶境界の解析：田中孝治，森実，石田洋一 生産

研究， 41,4, 230-233, 1989.4 A 

窒化ケイ素とニッケルの接合：王建義，石田洋一，須賀唯知 生産研究， 41,4, 237-240, 1989.4 

A 

中間層を介した窒化ケイ素とニッケルの固相接合：王建義，石田洋一，須賀唯知 生産研究， 41,

6, 540-543, 1989. 6 A 

窒化ケイ素の Cu-Tiロウ接合界面組織：王建義，石田洋一，田中俊一郎 生産研究， 41,6, 

544-547, 1989.6 A 

単結晶アルミナと単結晶ニオプの固相接合：王建義，須賀唯知，石田洋一 生産研究， 41,7, 

599-602, 1989. 7 A 

電子顕微鏡弱ビーム干渉稿法による k=3非整合双晶境界の解析(II): 田中孝治，森実，石田

洋一生産研究， 41,7, 603-606, 1989. 7 A 

瑶子顕微鏡弱ピーム干渉稿法による k=3非整合双晶境界の解析(IIJ): 田中孝治，森実，石田

洋一生産研究， 41,8, 653-656, 1989.8 A 

Y系超伝導体中の転位の電顕解析：高橋裕，森実，石田洋一 生産研究， 41,8, 657-660, 1989. 8 

A 

SOK相 Bi系超伝尊体中の転位の電顕解析：高橋裕，松崎順，森実，石田洋一 生産研究， 41,

9, 701-704, 1989.9 A 

20KおよぴllOK相 Bi(Pb) -Sr-(Ca) -Cu-0超伝導体中の転位の解析：高橋裕，松崎順，森

実，石田洋一生産研究， 41,9, 705-708, 1989.9 A 

酸化物超伝導体中の転位について：高橋裕，森実，石田洋一生産研究， 41,10, 761-764, 

1989.10 A 

セラミック・メタル接合界面原子構造の三次元高分解能電子顕微鏡解析：王建義，森実，石田

洋一生産研究， 41, 11, 833-836, 1989.ll A 

マチリアル・インターコネクションの研究：石田洋ー マチリアルインターコネクション研究

会報告集，], 材料科学技術振興財団， 1989.4 F 

セラミック・メタル接合の基礎 (III): 石田洋一，林宏爾，須賀唯知，田中俊一郎 生研セミナーテ

キスト， 149, 1-373, 生産技術研究奨励会， 1989.12 A 

異材料複合界面の構造と性質：石田洋一 生研講習会テキスト「材料複合化の基礎課題」， 31,

101-115, 生産技術研究奨励会， 1989.12 A 

高温超伝導材料の酸素欠損の観察(V):石田洋一，高橋裕 電子顕微鏡， 24,2. 146-148, 日本

電子顕微鏡学会， 1989.11 C 

クロム受水溶液中で生成されたアルミニウムアノード酸化皮膜の格子像観察：小野幸子，川口
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朋子，市野瀬英喜，石田洋一，増子舜 表面技術， 40,12, 1361-1365, 表面技術協会・,1989.12 C 

ナノセラミックス．・石田洋ー ニューセラミックス， 2, l, 56, ニューセラミックス懇談会，

1989. l 

マテリアルインターコネクション：石田洋一 J. of Advanced Science, I , l , 60-63, society 

of Advanced Science, 1989. l O C 

瓜生研究室 (Uryu Lab.) 

Synthesis of a Strong Inhibitor of Human Immunodeficiency Virus Infection: K. 

Hatanaka. T. Yoshida. T. U「Yu.0. Yoshida. H. Nakashima. N. Yamamoto曾丁．

Mimu「a.Y. Kaneko Jpn. J. Cancer Res., 80, 95-98, 日本癌学会， 1989C 

Synthesis of Polymer Materials by Low Energy Electron Beam. VIII. Formation Mecha・

nism of Microporous Urethane-Acrylamide Film: M. Ando. T. Goto, M. Tsuchiya, 

T. Uryu J. Polym. Sci. Polym. Chem. Ed., 27, 317-324, Wiley & Sons, Inc, 1989 C 

Solid-State CP /MAS 13C NMR Studies of Naphthalene Based Polyesters and Model 

Compounds: T. Kato. G.M.A. Kabi「.T.Uy「uJ. Polym. Sci. Polym. Chem. Ed, 27, 

1447-1465, Wiley & Sons, Inc, 1989 C 

分枝多糖の合成とその応用：瓜生敏之 高分子論文集， 38, 142-145, 高分子学会， 1989 C 

Electron Transport and Carrier Generation Characteristics of Poly 〔か((3,5-dinitrobenzoyl)

oxy〕訊hyl methacrylate: H. Ohkawa. T. Fu「uichi. R. Oshima. T. Uryu Ma-

cromolecules, 22, 2266-2270, American Chemical Society, 1989 C 

Synthesis of Polymer Materials by Low-energy Electron Beam XL Synthesis of Liquid 

-Crystalline Side-Chain Polymer by Electron Beam: M. Ando. T. U「YUJ. Polym. Sci. 

Polym. Lett. Ed., 27, 325-329, Wiley & Sons, Inc, 1989 C 

雷子線固相重合により合成された側鎖型液品高分子の構造と相転移挙動：安藤雅之，瓜生敏之

高分子論文集， 46,285-290, 高分子学会， 1989 C 

Thermotropic Liquid-Crystalline Copoly(ester amide): T. U「yu,.J.-c. Song, T. Kato 

Polym. J., 27, 409-416, 高分子学会， 1989C 

生理活性を有する多糖類の合成と構造解析：畑中研一，瓜生敏之 生産研究， 41, 3, 167-170, 

1989 A 

Effects of Electron Beam Irradiation on Poly (butylene adipate) diol : M. Ando. T. U「YU

Radiat. Phys. Chem., 33, 461-:--464, Int. J. Radiat. Appl. Instrum, 1989 C 

SoliかStateCP/MAS 13C NMR Study of Cellulose Polymorphs: A. lsoga, M. Usuda. T. 

Kato. T.U「YU.R.H. A ta Ila Macromolecules, 22, 3168-3172, American Chemical Soci-

ety, 1989 C 

Heat-Treatment Effects on Structure and Properties of EB-Cured Polyurethane Films: 

M.Ando. T.U「YUJ. Polym. Mater., 9, 159-165, Oxford & IBH Publish Co, 1989 C 
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Selective Synthesis of Biologically Active Polysaccharide: T. UrYu. K. Hatanaka, T. 

Yoshida. K. Matsuzaki. Y. Kaneko, T. Mimu「a,H. Nakashima, O. Yoshida. N. 

Yamamoto Cellulosics Utilization Research and Rewards in Cellulosics, 224-231, 

Elsevier Applied Science, 1989 B 

Thermotropic Liquid-Crystalline Copoly(ester amides) and Copolyamides Containing a 

Flexible Spacer in the Main Chain: T. Uryu, J.-C. Song Polym. J., 21, 406-416, 高分

子学会， 1989C 

Poly(vinyl chloride) bound dimethylglyoxime complexes of Co(ll), Ni(ll) and Cu(ll) as 

Polymerization catalysts: S. Moit「a, M. Biswas, T. Uryu Polym. Commun., 30, 

225-228, Butterworths, 1989 C 

天然高分子の生成反応：瓜生敏之，畑中研一 有機合成化学協会誌， 47,984-993, 有機合成化学

協会， 1989 C 

抗エイズウイルス作用を示す多糖：瓜生敏之 BIOmedica, 5, 26-30, 北隆館， 1990 G 

Polysaccharides: T. UrYU Models of Biopolymers by Ring-Opening Polymerization, 

133-233, CRC Press, 1990巳

白石研究室 (Shiraishi Lab.) 

生体と遷移金属一高選択性・高効率反応の開発に向けて：荒木孝二，白石振作 生産研究， 41,

3, 151, 1989 A 

6,6'ージアミノー2,2'—ビピリジンを固定したポリマーによる二価金属イオンの抽出および放

出：山田昌樹，岸井典之，荒木孝二，白石振作 日本化学会誌， 6,988, 日本化学会， 1989 C 

A Novel Mode of Specific Inferaction between CuCI, and D-Frncrose in Dimethyl Sulfox-

ide-Water Systems: K. A「aki.S.Shi「aishiChem. Lett., 8. 1323, 日本化学会， 1989 C 

ポリプロピレンフィルムのオゾン酸化による表面性状の変化：干建，白石振作 表面技術，

40, l l, 1251, 表面技術協会， 1989 C 

ポリプロピレンのオゾン処理による低温ニッケルメッキ：干建，白石振作 表面技術， 40,11, 

1256, 表面技術協会， 1989 C 

キノキサリン誘導体の合成と反応：友田晴彦，斉藤正治郎．大石雅文．白石振作 日本化学会誌，

12, 2059, 日本化学会， 1989 C 

オゾン酸化処理によるボリプロピレンの塗装性の改良：干建，白石振作 表面技術， 41,2, 表

面技術協会， 1990 C 

Synthesis of Pyridoげ， 2':1, 2〕imidaz゚〔4,5-b〕quinoxaline Derivatives from 2-Amino 

-3-chroloquinoxaline and Pyridines: H. Tomoda. ShoJiro Saito. 8. Shi「aishi

Chem. Lett., 2. 267, 日本化学会， 1990C 

An N,0,-Type Square-Planar Cobalt(II) Complex: Interaction with Molecular Oxygen: 

K. Araki. M. Yamada, S. Shi「aishiAbstracts, XXVII International Conference on 
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Coordination Chemistry, T54. 1989.7 D 

Specific Interaction of Monosuccharides with CuCl2 in Dimethyl Sulfoxide-Water Sys・ 

terns: K. Araki. S. Shiraishi Abstracts of Papers 1989 International Chemical Con-

gress of Pacific Basin Societies, Part. I, INOR149. 1989.12 D 

N20墨四座配位子を有する平面正方型 Cu(II), Ni (II), およびCo(II)錯体の酸化還元挙動：

山田昌樹，久住陽弘，義本恭之，坂雅之，黒田重靖，嶋尾一郎，荒木孝二，白石振作 第39回錯林こ

化学討論会詣演要旨集， 245,1989.9 E 

荒木研究室 (Araki Lab.) 

生体と遷移金属一高選択性•高効率反応の開発に向けて：荒木孝二，白石振作 生産研究， 41,

3, 151, 1989 A 

分子認識と生体機能：小宮山真，荒木孝二 朝倉書店， 1989.11 B 

6,6'ージアミノー2,2'—ビピリジンを固定したポリマーによる二価金属イオンの抽出および放

出：山田昌樹，岸井典之，荒木孝二，白石振作 日本化学会誌， 6,988, 日本化学会， 1989.6 C 

A Novel Mode of Specific Interaction between CuCl2 and D-Fructose in Dimethyl Sulfox-

ide-W ater Systems : K. A「aki.S. Shiraishi Chem. Lett., 8. 1323, 日本化学会， 1989.8C 

非ポルフィリン系ニッケル錯体によるオレフィンのエポキシ化反応：荒木孝二 化学と工業，

42, 9, 1592, 日本化学会， 1989.9 C 

An N202-Type Square-Planar Cobalt(II) Complex: Interaction with Molecular Oxygen: 

K.A「aki.M. Yamada. S. Shi「aishiAbstracts, XXVII International Conference on 

Coordination Chemistry, T54. 1989.7 D 

Specific Interaction of Monosuccharides with CuCl2 in Dimethyl Sulfoxide-W ater Sys。

terns: K.A「aki.S.Shi「aishiAbstracts of Papers, 1989 International Chemical Con-

gress of Pacific Basin Societies, Part. I, INOR149. 1989.12 D 

N202型四座配位子を有する平面正方型 Cu(II), Ni (II), およぴCo(II)錯体の酸化還元挙動：

山田昌樹，久住陽弘，義本恭之，坂雅之，黒田重靖，嶋尾一郎，荒木孝二，白石振イ乍 第39回錯付こ

化学討論会請演要旨集， 245,1989.9 E 

6,6'- ビス（アシルアミノ）ー2,2'- ピピリジン—Co(II) 錯体の酸素活性化能に与える諸因子の影

特：荒木孝二，鈴木勝美，山田昌樹，白石振作 日本化学会第58春季年会講演予矛岡集， II,982, 

日本化学会， 1989.4 E 

6,6'—ピス（アシルアミノ）ー2,2'—ピピリジン—銅 (II) 錯体における配位子部分の彦沼さ効果：山田

昌樹，坂雅之，黒田重靖，嶋尾一郎，荒木孝二，白石振作 日本化学会第58春~年会講演予稿

集， II, 986, 日本化学会， 1989.4 E 

水ーアルコール系溶媒でのニトリルオキシドーキノン成環付加反応：井上幸彦，荒木孝二，白石

振作 日本化学会第58春季年会講演予稿集， II, 1769, 日本化学会， 1989.4 E 

長鎖アシル基を有する 6,6'—ビス（アシルアミノ）ー2,2'- ビピリジン—各種 2 価金屈惰昔体の固相で
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の配向と物性：荒木孝二，泉妻弘悦，久保木貴志，山田昌樹，白石振作 日本化学会第58春季年

会講演予稿集， I, 941, 日本化学会， 1989.4 E 

鈴木（基） 研究室 (Suzuki Lab.) 

“安全な水資源”の確保に向けて：鈴木基之 化学と工業， 42, l, ll, 1977-1988, 1989 C 

二酸化炭素と人間活動一新しい工学の対応を一：鈴木基之 現代化学， ll, 14-17, 1989 G 

環境科学会一発足一年をむかえて：鈴木基之 分光研究， 38, 2, 130-131, 1989 C 

文部省科学研究費補助金による重点領域研究「人間一環境系の変化と制御」について：鈴木基之

環境科学会誌 2,3, 219-229, 1989 C 

海外レポート「第 3回国際分離技術会議の概要」：鈴木基之 Adsorption News, 4, l, 17, 1990 

C 

海外レポート「アメリカ化学工学会 (AIChE)1989年会」：鈴木基之 Adsorption News, 4, 

l, 17-22, 1990 C 

平凡社大百科辞典（分担執筆）：鈴木基之 1989 G 

化学用語辞典（分担執箪）：鈴木基之丸善， 1989 G 

第15回国際水質汚濁研究会議（京都会議）の意義と視点：鈴木基之ほか公害と対策， 26,3, 1989 

G 

Chromatographic Study of Aqueous Phase Adsorption on Activated Carbon Fiber with 

Bacterial Growth: Motoyuki Suzuki . .Jin-Eon Sohn New Directions in Sorption 

Technology, 227-239. 1989巳

Numerical Simulation Model for Prediction of Bod Removal Rate in Streams: Hi「OYUki

Kawashima. MotoYUki Suzuki Water Science and Technology, 21. 1003-1014. 1989 C 

Kinetics of Phosphorus Release and Uptake by Micro-Organisms under Cyclic Anaerobic 

Conditions-Experimental Study: Motoyuki Suzuki. Cho-Hee Yoon Wat. Sci. 

Tech., 21. 1717-1720. 1989 C 

Development of Dialog System Model for Eutrophication Control between Discharging 

River Basin and Receiving Water Body-Case Study of Lake Sagami(Japan): M. 

Suzuki. K. Chiha「a.M. Okada, H. Kawashima. S. Hoshino Wat. Sci. Tech., 21. 

1821-1824. 1989 C 

Effect of Biomass on Infiltration Rate in the Soil Treatment Systems: Takuya 

Kawanishi. Hi「oyukiKawashima. Kazuyuki Chiha「a.Motoyuki Suzuki Interna-

tional Conference on Small Wastewater Treatment, Trondheim Norway, 1989 D 

Kinetics of Initial Attachment of Mammalian Cells on Specific and Non-specific Sur-

faces: Motoyuki Suzuki. Yasuyuki Sakai Cell Culture Engineering II, T9, Santa 

Barbara, 1889 D 

Phosphate Adsorption on Zirconium Oxide Supported on Cotton Fiber: M. Suzuki. T. 
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Fuji American Institute of Chemical Engineers 1989 Annual Meeting, 66f, San Francis・

co, 1888 D 

State of the Art in Pressue Swing Adsorption in Japan: Motoyuki Suzuki AIChE 

Symposium Series 264, 84, 118 C 

Adsorptive Separation and Concentration of Coagulant Factors in Human Plasma by 

DAEA Sephadex and Heparin Vinyl Gels: M. Suzuki. K. Miyagawa. T. To mono. H. 

Ikeda Thied Internationnal Conference on Fundamentals of Adsorption, 38, Sonthofen 

Bavaria, 1889 D 

Design of Fibrous Adsorbent Beds: Motoyuki Suzuki Third International Conference 

on Separation Technology, Davos, 1888 D 

繊維に添済させた水和酸化ジルコニウムによるリンの吸着除去：鈴木基之，藤井隆夫 化学工

学協会第54年会， 8112. 41, 1888 E 

固定生物膜による脱リン (III)―数理モデルによる検討ー：鈴木基之，手照煕 化学工学協会第

54年会， 0111, 123, 1888 E 

排水の土壌処理を解析するモデル：鈴木基之，川島博之，川西琢也，茅原一之 イじ学工学協会第

54年会， 02DI,128, 1888 E 

膜分離に適した汚泥生物相：川島博之，鈴木基之化学工学協会第54年会， K203,370, 1888 E 

クロマトグラフィー法による血液凝固蛋白の分離 (IV): 鈴木基之，宮川浩一，池田博之，沢田

英子，伴野丞計化学工学協会第54年会， N208,516, 1888 E 

接滸依存性動物細胞の付滸における速度論的検討：鈴木基之，酒井康行 化学工学協会第54年

会， 0313,571, 1888 E 

生物学的脱リン一数理モデルによる解析：鈴木基之，手照煕 化学工学会ー関大会， 0108,

171-172, 1889 E 

接済依存性動物細胞の付消力と表面状態：鈴木基之，酒井康行 化学工学会ー関大会， 0108,

173-174, 1889 E 

タンパク質と固体表面の相互作用：鈴木基之，日名子英範 化学工学会第22回秋*::k1li-,Pl03, 

748, 1888 E 

炭素繊維表面における蛋白質の吸焙：河紀成，鈴木基之化学工学会第22回秋季大会， Pl02,

748, 1888 E 

表面修飾をした活性炭素繊維による水溶液吸滸： Kutics Ka「OIY,鈴木基之 イヒ学工学会第22

回秋季大会， PlOI,747, 1888 E 

動物細胞の接触直後の付滸現象：鈴木基之，酒井康行 化学工学会第22回秋季大会・,ScJ 116, 470, 

1888 F 

環境科学の動向と化学工学の役割：鈴木基之 化学工学会第22回秋季大会， SE307,246-247, 

1888 E 

閉鎖性水域の水質管理のためのエキスパートシステム：茅原一之，廣田真和，岡田光正，川島

博之，鈴木基之 化学工学会第22回秋季大会， SE315,255, 1889 E 
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土壌浄化法における水質予測モデル：鈴木基之，川西琢也，川島博之，茅原一之化学工学会第

22回秋季大会， SE310,250, 1989 E 

汚泥膜分離一目づまりの原因物質ー：川島博之，鈴木基之化学工学会第22回秋季大会，

S E206, 230, 1989 E 

炭素繊維表面における蛋白質の吸培特性：河紀成，鈴木基之 第3回日本吸着学会研究発表会，

14, 36-37, 1989 E 

表面修飾した活性炭素繊維による水溶液吸焙： Kutios Ka「OIY,鈴木基之 第3回日本吸済学

会研究発表会， 17,42-43, 1989 E 

吸着塔出入口で大きな温度勾配をつける PSA操作の検討：迫田章義，鈴木基之 第 3回日本吸

滸学会研究発表会， PlO,90-91, 1989 E 

水和酸化ジルコニウム添着繊維によるリンの吸済特性：鈴木基之，藤井隆夫 第3回日本吸滸

学会研究発表会， Pl1, 92-93, 1989 E 

八ケ岳産火山灰土壌による有害イオンの除去：鈴木喬，鮎沢信家，鈴木基之 第 3回日本吸着学

会研究発表会， P9,26-27, 1989 E 

土壌浄化法の水質予測と処理の効率化：川西琢也，川島博之，鈴木基之，茅原一之 環境科学シ

ンポジウム1989年会， lCOl,12, 1989 G 

酸化池処理水の年周変動：川島博之，川西琢也，鈴木基之 環境科学シンポジウム1989年会， l

CO2, 13, 1989 G 

安東ダム湖の水質予測モデル：徐裕徳，朴永圭，岡田光正，鈴木基之 第24回水質汚濁学会講演

会， 1B-9-4, 199J E 

大河川流域における水質管理システムの開発に関する研究：大脇健，中村寿彦，大久保卓也，

岡田光正，村上昭彦，茅原一之，鈴木基之 第24回水質汚濁学会諧演会， 1B-10-2, 1990 E 

酸化池処理水質年周変動ー一層モデルによる計算結果と二層モデルによる計算結果の比較ー：

川島博之，川西琢也，鈴木基之 第24回水質汚濁学会講演会， lC-13-2,1990 E 

合併浄化槽処理における負荷変動の影特：迫田章義，鈴木基之 第24回水質汚濁学会講演会， l

C-14-1, 1990 E 

土壌浄化法設計の為の総合評価モデル：川西琢也，鈴木基之，川島博之，茅原一之 第24回水質

汚濁学会講演会， 2C-9-2,1990 E 

生物学的脱窒法による地下水中の硝酸態窒素の除去：鈴木基之，藤井隆夫 第24回水質汚濁学

会講演会， 20-9-2,1990 E 

Intiation of Cooperative Research project for Comprehensive Management of Water 

Environment in the Nakdong River Basin Between Korea and Japan: Motoyuki 

Suzuki 第 1 回韓• 日共同シンポジウム， 1989D 

基質の切り替えによる Bacillussp. P77の増殖の動的挙動とジオキシモデル式によるシュミ

レーション：中村嘉利，沢田達郎，鈴木基之 化学工学論文集， 15,4, 754-760, 1989 C 
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二 瓶研究室 (Nihei Lab.) 

酸性粒子による大気汚染：二瓶好正，尾張真則，河合潤訳 別冊サイエンス， 93,40, 日経サイ

エンス， 1989.10 巳

新型電子分光器の試作研究：二瓶好正 学術月報， 43, 1, 69, 日本学術振興会， 1990.1 C 

Narrow line shape of CaF2 Ca Ka x-ray fluorescence spectrum due to avoided crossing: 

t.J. Kawai. Y. Nihei, Y.-Z. Bai, K. Fujisawa. Y. Gohshi Phys. Rev. A, 39, 7, 3686, The 

American Physical Society, 1989.4 C 

Secondary Ion Mass Spectrometry Using a Liquid Metal Ion Source: M. Owari, H. 

Satoh. N. Hutigami, M. Kudo. Y. Nihei J. Trace and Microprobe Techniques, 7, 1望

59, Marcel Dekker, Inc., 1989 C 

Charge Transfer Effects on the Chemical Shift and the Line Width of the Cu Ka X-Ray 

Fluorescence Spectra of Copper Oxides: t.J. Kawai. Y. Nihei, M. Fujinami. Y. 

Higashi, S. Fukushima, Y. Gohshi Solid State Commun., 70, 5. 567, Pergamon Press, 

1989 C 

Effect of High Temperature Reduction in Hydrogen on Pt Deposited on the Ti02(100) 

Surface: An Angle Resolved X-Ray Photoemission Study: U. Ba「di,K. Tamu「a,Y. 

Nihei Catalysis Lett., 3, 117, J.C.Baltzer A.G., 1989 C 

Cl, K, Ca, ScおよぴTiKa線のプロフィルの化学結合効果：河合潤，二瓶好正，合志陽ー X 

線分析の進歩， 20,67, 日本分析化学会， 1989 C 

Line broadenings of Al Ka X-ray fluorescence spectra and Al 2s and 2p X-ray 

photoelectron spectra: t.J. Kawai, M. Ohta. Y. Nihei, Y. Gohshi Spectrochim. Acta, 44 

8. 8. 815, Pergamon Press, 1989 C 

X線マイクロアナライザーによる粒別分析とクラスター分析に基づく都市大気浮遊粒子状物

質の起源解析：劉国林，尾張真則，迫雄二，江川一，鈴木周ー，二瓶好正 分析1ヒ学， 38, 10, 

515-521, 日本分析化学会， 1989.10 C 

X-Ray Photoelectron Diffraction Study of Platinum Particles Deposited on Rutile Tita・

nium Dioxide: K. Tamu「a,U. Bardi. Y. Nihei Surf. Sci., 216, 209, North-Holland 

Physics, 1989 C 

Energy-Angle Multi detection Type Electron Spectrometer for X-ray Photoelectron 

Diffraction Studies: 8. Kanayama, M. Owa「i.Y. Nihei. T. Tazawa. K. KoJima, M. 

Naito. M. Yahata XXVI COLLOQUIUM SPECTROSCOPICUM INTERNATIONALE 

ABSTRACTS, l. 108. 1989.7 D 

Two dimensional x-ray photoelectron diffraction measurements by a retarding field-type 

analyzer: 8. Kanayama, M. Owa「i.E. Nakamura. Y. Nihei Rev. Sci. Instrum., 60, 7, 

2231., American Institute of Physics, 1989.7 D 

Liquid Metal Ion Microprobe Studies Using Parallel Ion Detection: Y. Nihei Abstract of 
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the Seventh International Conference on Secondary Ion Mass Spectrometry, 9, Amer-

ican Society of Mass Spectrometry, 1989.9口

Relative Sensitivity Factors for Gallium Primary Ion Beam: H. Satoh. M. Owari. Y. 

Nihei Abstract of the Seventh International Conference on Secondary Ion Mass 

Spectrometry, 32, American Society of Mass Spectrometry, 1989.9 D 

トロイダル180°偏向型アナライザーを用いたエネルギー・角度分布同時計測型電子分光器の試

作：金山重夫，尾張真則，田沢豊彦，小島建治，二瓶好正 第36回応用物理学関係連合講演会講

演予稿集， 2,587, 応用物理学会， 1989.4 E 

高分解能蛍光X線スペクトルにおける銅酸化物のケミカルシフトと XPS電荷移動サテライト

との関係：河合潤，二瓶好正，藤浪真紀，東康弘，福島整，合志陽一 日本化学会第58春季年会

講演予稿集， I, 335, 日本化学会， 1989.4 E 

トロイダル180°偏向型アナライザーを用いたエネルギー・角度同時計測型電子分光器の試作・評

価：金山重夫，寺本茂樹，尾張真則，田沢豊彦，小島建治，二瓶好正 第50回応用物理学会学術

講演会講演予稿集， 2,468, 応用物理学会， 1989.9 E 

ガリウム収束イオンビームを用いた SIMSにおける元素間相対感度：佐藤仁美，尾張真則，

二瓶好正 第50回応用物理学会学術講演会講演予稿集， 2.498, 応用物理学会， 1989.10 E 

局所分析法による沿道捕集大気浮遊粒子状物質の解析：劉国林，尾張真則，二瓶好正，山田治彦，

鈴木周一 日本分析化学会第38年会講演要旨集， 437, 日本分析化学会， 1989.10 E 

混合原子価化合物の X線光電子スペクトル：河合潤，奥正興，二瓶好正 第26回X線分析討論

会講演要旨集， 49, 日本分析化学会， 1989.10 E 

粒別分析による沿道捕集大気浮遊粒子状物質の起源解析：劉国林，尾張真則，二瓶好正 第30回

大気汚染学会講演要旨集， 398,大気汚染研究協会， 1989.11 E 

トロイダル180°偏向型アナライザーを用いたエネルギー・角度同時計測型電子分光器：金山

重夫，寺本茂樹，屋張真則，田沢豊彦，小島建治，二瓶好正 第 9回表面科学講演大会講演要旨

集， 10, 日本表面科学会， 1989.11 E 

X線光電子回折 (XPED)法による Ca凡表面変成層の構造解析：秋田千芳，富岡尚紀，尾張真則，

水池敦，二瓶好正 第 9回表面科学講演大会講演要旨集， 11, 日本表面科学会， 1989.11 E 

粒別分析とクラスター分析による沿道大気浮遊粒子状物質の解析：尾張真則，劉国林，二瓶

好正，山田治彦，迫雄二，鈴木周一 環境科学会1989年会環境科学シンポジウム講演要旨集，

168, 環境科学会， 1989.11 E 

電子衝撃加熱により生成した CaF2(lll)上CaO層の XPED構造解析：秋田千芳，富岡尚紀，

尾張真則，水池敦，二瓶好正 第37回応用物理学関係連合講演会講演予稿集， 2,406, 応用物理

学会， 1990.3 E 

トロイダル180°偏向型アナライザーを用いた，電子のエネルギー・角度分布の迅速測定：金山

重夫，寺本茂樹，尾張真則，田沢豊彦，小島建治，二瓶好正 第37回応用物理学関係連合講演会

講演予稿集， 2,398, 応用物理学会， 1990.3 E 

サブミクロン SIMSによる微小構造の断面分析：佐藤仁美，尾張真則，二瓶好正 第37回応用物
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理学関係連合講演会講演予稿集 2,470, 応用物理学会， 1990.3 E 

走査型トンネル顕微鏡 (STM)による表面研究の現状 (II): 田村浩司，依田修，二瓶好正

J AERI-memoO 1-100, 日本原子力研究所， 1989.3 F 

ガリウム収束イオンピームを用いた SIMSにおける元素間相対感度：尾張真則，佐藤仁美，

二瓶好正 日本学術振興会第141委貝会第63回研究会， 日本学術振興会， 1990.2 F 

人間一環境系研究のための新計測手法の開発と利用に関する研究：二瓶好正 重点領城「人間

一環境系」平成元年度成呆報告，重点領域「人間一環境系」総合班， 1990.3 F 

粒子別起源解析法による交通起源大気汚染の把握：二瓶好正，尾張真則，劉国林 都市環境計画

の概念と手法，重点領域「人間一環境系」 N3基礎班， 1990.3 F 

表面・局所分析総論：二瓶好正 第30回機器分析講習会， 1,日本分析化学会関東支部， 1989.5 G 

表面・界面分析の物理：二瓶好正 第8回表面科学基礎講座， 日本表面科学会， 1989.5 G 

X線光電子回折法による固体表層部解析：尾張真則 ピコ・ナノの世界を観る， 100, 日本化学

会関東支部， 1989.7 G 

フミン酸による疎水性物質の水溶解度増加に影評を及ぽす因子：篠塚則子，李清，川崎光弘

日本化学会58春季年会講演要旨集， l,901, 日本化学会， 1989.4 E 

分散染料のフミン酸による可溶化：篠塚則子，早野茂夫 第31回染色化学討論会講演要旨集，

25-28, 1989. 6 E 

Development of Multi-Electrodes Electrochemical Detection System for HPLC: N. 

Takai. N. Shinozuka. F. Mashige. A. Okubo. K. Fujisawa. A. Ito, Y. Nagata. Y. 

Matsushima. I. Sakuma. Y. Fukui The Thirteenth Symposium on Column Liquid 

Chromatography, 146. 1989.6 D 

Analysis of Catecholamines, Serotonine, and their Related Compound in Human Body 

Fluids by HPLC with a Twin-electrode Voltammetric Detector: F. Mashige, N. 

Takai. N. Shinozuka. I. Sakuma. T. Dohi. A. Okubo ibid, 148. 1989.6 D 

Surface Active Properties of Humic Acids from Marine Sediments: N. Shinozuka. C. 

Lee. 8. Hayano Proceedings of Session Lectures and Scientific Presentations on ISF 

-JOCS World Congress 1988, 792-798, The Japan Oil Chemists'Society, 1989.6 D 

フミン酸と分散染料の相互作用：篠塚則子 第6回日本腐植物質研究会講演要旨集， 日本腐植

物質研究会， 1989.9 E 

フミン酸の溶存状態と塩の影特：篠塚則子，早野茂夫 第28回油化学討論会油化学研究発表会

講演要旨集， 18, 日本池化学協会， 1989.9 E 

多極 ECDを用いる HPLC:高井信治，伊藤文子，永田佳子，松島美ー，篠塚則子，喜重文子，

佐久閻一郎，大久保昭行 日本分析化学会第38年会講演要旨集， 32, 日本分オ斤化学会， 1989.10

E 
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林 研究室 (Hayashi Lab.) 

Cu-SnおよびCu-Ni合金微粉の焼結特性と Fe粉添加の効果：林宏爾，林台換 日本金属学会

誌 53,6, 601-607, 日本金属学会， 1989.6 C 

射出成形用 Cu,Cu-SnおよびCu-Ni微粉の水素中焼結における緻密化の不完全性に関する

考察：林宏爾，林台熾小峰英篤 日本金属学会誌， 53,6, 608-613, 日本金属学会， 1989.6 C 

Fe+Co, Fe+ Ni混合超微粉の加圧焼結と焼結体の性質：林宏爾，江藤浩之，木原宏 日本金属

学会誌， 53,7, 723-728, 日本金属学会， 1989.7 C 

Pressure Sintering of Fe, Co, Ni and Cu Ultrafine Powders and the Crystal Grain Size and 

Hardness of the Compacts: KoJi Hayashi. Hi「DYUkiEtoh Mat. Trans. JIM, 30, 11, 

JIM, 1989. l l C 

射出成形用カーボニル鉄微粉の真空中焼結における不完全緻密化とその原因：林宏爾，林台換

日本金属学会誌， 54,2, 150-155, 日本金属学会， 1990.2 C 

Fabrication of Uniform Ceramic-Alloy Composite Powder by Combination of Equaliza-

tion of those Densities and Rapid Solidification: H. Asanuma, M. Hirohashi. K. 

Hayashi Composites, Corrosion/Cloating of Advanced Materials (Proc. of MRS 

Meeting on Advanced Mat. vol.4), 53-58, MRS, 1990.l C 

Effect of Pre-Compression on the Strength of Ceramic/Steel Joints: Y. Miyazawa, E. 

Suzuki. K. Hayashi Metal-Ceramic Joints (Proc. of MRS Meeting on Advanced Mat. 

Vol. 8), 131-137, MRS, 1990.l C 

メカニカルアロイング法による Fe-Zr系合金の非晶質化過程：徳満和人粉体および粉末冶

金， 36,6, 653-657, 粉体粉末冶金協会， 1989.8 C 

Effect of Sintering Time on Microstructure and Strength of Si3N ,-Y 203-A闊 Ceramics:

KoJi Hayashi. M. Kosakai Proceedings of 12th Inter, Plansee Seminar'89, 2. 747-759, 

V erlagsanstalt, 1989.5仁）

SiCウイスカー/Si3N浪合セラミックスの室温機械性質に及ぼす諸因子の影特：趙源丞，小峰

英篤，板橋正雄，林宏爾 日本金属学会講演概要， 104,243, 日本金属学会， 19B9.4 E 

射出成形用鉄微粉の焼結による緻密化に及ぼす各種添加元素の影特：林台換，林宏爾 日本金

属学会購演概要， 104,429, 日本金属学会， 19B9.4 E 

Si3N,-Dy,O,-Y,03-A!,O, 常圧焼結体の高温特性：小坂井守，林宏爾粉体粉末冶金講演概要

集，春期， 168-169, 粉体粉末冶金協会， 1989.5 E 

射出成形用 NiとFe+Ni微粉の焼結体相対密度に及ぼす各種添加物元素の影評：林台焼

板橋正雄，林宏爾 日本金属学会講演概要， 105,328, 日本金属学会， 1989.9 ピ

SiCウイスカー/Si3凡ホットプレス体の機械的性質の異方性：石川浩二，趙源丞，林宏爾 日本

金属学会講演概要， 105,614, 日本金属学会， 1989.8 E 

鉄超微粉焼結体の結晶粒度と硬さ：林宏爾 鉄鋼協会講演概要集，秋期， 756, 日本鉄鋼協会，

1989.10 E 
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射出成形用 Cu微粉の焼結特性に及ぼす Al,Cr, Si添加の影特：渡辺匡，林台換，林宏爾 粉体

粉末冶金講演概要集，秋期， 46,粉体粉末冶金， 1989.11 E 

コーディエライトーアンバー複合材料の組織と性質（その 2): 江村浩司，池田直史，板橋正雄，

林宏爾 粉体粉末冶金講演概要集，秋期， 164-165,粉体粉末冶金， 1989.11 E 

Fe+Co+Ni混合超微粉の加圧焼結と焼結体の諸特性：藤内秀人，小倉和広，林宏爾 粉体粉末

冶金講演概要集，秋期， 192-193,粉体粉末冶金， 1989.11 E 

アモルファス Cu-Ti合金粒子の作成とその特性：徳満和人 応用物理学関係連合濯蒻演会予稿

集， 408,1989. 4 D 

メカニカルアロイング法による Fe-Zr系合金の非晶質化過程：徳満和人 第50回応用物理学会

学術講演会予稿集， 689,1989.9 E 

メカニカルアロイング法による Nb水素化物の作成：徳満和人 第50回応用物理学会学術講演

会予稿集， 53,1989.9 E 

メカニカルアロイング法による Fe-Zr系合金のアモルファス化とメスパウアー分光：徳満和人

第13回日本応用磁気学会講演会予稿集， 174,1989.11 E 

メカニカルアロイング法による Fe-Zr系合金の非晶質化過程：徳満和人 粉体粉末冶金協会講

演予稿集， 1989.5 E 

メカニカルアロイング法による金属水素化物の作成：徳満和人粉体粉末冶金協会購演予稿

身ミ， 94-95, 1989.11 E 

金属超微粉と微粉の焼結：林宏爾 JRCMサロン「超微粒子シリーズ」，金属系材料開発セン

ター， 1989.11 F 

焼結体の結晶粒成長：林宏爾 JRCMサロン，金属系材料開発センター， 1990.3 F 

窒化ケイ素セラミックスと超硬合金：林宏爾 タンガロイ， 29,36, 1 -14, 東芝タンガロイ，

1989.10 G 

窒化ケイ素セラミックス：林宏爾 生研セミナーテキスト（セラミックス・メタル捗沿、の基礎），

149回， 165-176, 生産技術研究奨励会， 1989.12 G 

焼結複合材料：林宏爾 生研講習会テキスト（材料複合化の基礎課題一新しい機祖3の創製を目

指して），第13回， 71-80,生産技術研究奨励会， 1989.12 G 

Si,N4-ZrO,-Y20,-A!,O, セラミックスの組織：林宏爾 粉体粉末冶金分科会資料 No.310,粉体

粉末冶金協会， 1990.2 G 

工藤研究室 (Kudo Lab.) 

Spin-coated Ta205・nH心 films derived from peroxo poly-tantalate solution : A. 

Kishimoto. T. Nanba. T. Kudo 7th International Conference on Solid State Ionics, 

Hakone, Japan, 328. 1989.11 D 

Synthesis of new W03-based complex oxides with tunnels by a chemical mixing process 

using peroxo-polytungstates: T. Kudo. A. Kishimoto, 0. Di. H. Inoue 7th Interna-
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tional Conference on Solid State Ionics, Hakone, Japan, 142. 1989. l l口

Mechanism for photosensitization of peroxopolytungstic acid film by substitution of 

niobium or tantalum for a part of the tungsten: H. Okamoto. A. Ishikawa. T. Kudo 

Thin Solid Films 172, L97-L99[1989〕・ 1989C 

Amorphous and crystalline peroxopolytungstic acids formed from tungsten and hydrogen 

peroxide: H. Okamoto. A. Ishikawa. T. Kudo Bull. Chem. Soc. Jpn. 62, 2723-2724. 

1989 C 

Kinetic Study on Chemical Vapor Deposition of Titanium Disulfide Thin Film: K. 

Kaneho「i.F. Kirino. Y. Ito. K. Miyauohi. T. Kudo J. Electrochem. Soc. 136, 1265-1270. 

1989.9 C 

Photoreaction mechanism for amorphous peroxopolytungstic acid as an inorganic photor-

esist material: H. Okamoto. A. Ishikawa. T. Kudo J. Photochem. Photobiol. 49, 

377-385. 1989 C 

Excimer laser exposure characteristics of inorganic resists based on peroxo-polytungstic 

acids: A. Ishikawa. H. Okamoto. K. Miyauohi. T. Kudo SPIE Vol. 1086 Advances in 

Resist Technology and Processing VI, 180-184. 1989 C 

Photoresist characteristics and their reaction mechanism for crystalline peroxopolytung-

stic acid: H. Okamoto. A. Ishikawa. T. Kudo J. Electrochem. Soc. 136, 2646-2650. 

1989 C 

H202と金属 W の直接反応により合成したペロキソボリタングステン酸の構造：難波徳郎．

高野早苗．安井至，工藤徹ー 第28回セラミックス基礎科学討論会，講演要旨集， 2B30,1990. l 

E 

W-M系複合ペロキソポリ酸 (M: V, Nb or Ta)薄膜の生成と EC特性について：高野早苗，

工藤徹一．石川晃，斉藤史代 電気化学協会第56回大会講演要旨集， 2004,1989.4 E 

ペロキソポリタングステン酸薄膜中のイオンの拡散挙動と EC特性について：高野早苗，南

直樹．工藤徹ー '89年電気化学秋季大会講演要旨集， 1B03,1989.10 E 

超イオン伝導体一期待される先端材料ー：工藤徹ー 現代化学， 1989年 7月号， 30-34,1989. 7 

G 

高解像性無機レジストの研究：石川晃，宮内克己，工藤徹一 日本写真学会雑誌， 52,223-230, 

1989.8 C 

イオン導電性高分子の応用：工藤徹ー．宮内克己 イオン導電性高分子（緒方寵哉編，講談社サ

イエンティフィク刊）， 195-220,1990.2 B 

イオン導電性材料：工藤徹ー 改訂5版金属便覧（日本金属学会編．丸善刊）， 831-835,1990.3 

巳

無機レジスト材料：石川晃．工藤徹ー セラミックデータブック'89(セラミックデータブック

編集委員会．工業製品技術協会刊）， 295-301,1989.8 B 

チタニア焼結体の微細構造と絶緑・機械両強度分布：行木正信．岸本昭，河本邦仁．柳田博明
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1989年日本セラミックス協会年会， 2A29,1989.5 E 

セラミックデータブック1989/絶緑破壊と機械破壊との相関・類似性について：岸本昭，柳田

博明 56-62, 日本製品技術協会， 1989.8 B 

Comparison of Mechanical and Dielectric Strength distributions for variously finished 

Titanium Dioxide Ceramics: A. Kishimoto. K. Koumoto. H. Yanagida J. Am. 

Ceram. Soc., 72, 8. 1373-75. 1989 C 

大蔵研究室 (Okura Lab.) 

（先端素材開発研究センターの項参照）

安井研究室 (Yasui Lab.) 

（先端素材開発研究センターの項参照）

七尾研究室 (Nanao Lab.) 

Migration stage of the vacancylike defects in icosahedral Al1,Mn20Si, by positron-annihi-

lation techniques: T. Kizuka, I. Kanazawa, Y. Baku「ai.s. Nanao. T. Iwashita 
Physical Review B, 40, l. 796-798, The American Physical Society, 1989 C 

Time-differential perturbed-angular-correlation study of a-pahse and icosahedral Al-Mn 

-Si alloys: I. Kanazawa. Y. Baku「ai.S. Nanao, T. Iwashita Physical Review B, 40, 

2. 998-1002, The American Phisical Society, 1989 C 

High-resolution Compton profile spectromater for 29.5 kev X-rays with a combination of 

crystal analyzer and imaging plate: F. ltoh, M. Sakurai. T. Sugawa. K. Suzuki. N. 

Sakai. M. Ito. 0. Mao. N. Shiotani, Y. Tanaka, Y. Sakurai, S. Nanao. H. Kawata. 

Y. Amemiya, M. Ando Review of scientific instruments, 60, 7. 2402-2405, The American 

Institute of Physics, 1989 C 

Effects of Growth Interruption of Structure of MBE Grown GaAs/ AlAs Hetero-Interfaces 

Studied by X-ray Diffraction: S. Koshiba. S. Nanao. 0. Tsuda, Y. Watanabe, Y. 

Saku「ai,H. Sakaki, H. Kawata, M. Ando Journal of Crystal Growth, .95, 51-54., 

North-Holland, Amsterdam 1989 C 

Structure of Al-Cu-Li Icosahedral Phase: Y. Tanaka, Y. Saku「ai,Y. Watanabe, S. 

Koshiba, M. Masuda, S. Nanao, H. Kawata, M. Ando MRS International Meeting 

on Advanced Materials, 3, 347-351, Materials Research Society, 1989仁）

Al-Mn準結晶合金の局所原子構造：桜井吉晴，田中良和，渡辺康裕，七尾進 日本物理学会，第

44回年会講演予稿集 第3分冊， 138, 日本物理学会， 1989 E 
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AL-Li-Cu単準結晶における陽雷子消滅二次元角相関：田中良和，桜井吉鴫七尾進大沢真人，

栗原俊一，谷川庄一郎 日本物理学会，第44回年会講演予稿集 第 3分冊， 140,日本物理学会，

1989 E 

陽電子涛命及ぴドップラー法による準結晶• 非晶質 Al-Mn-Si合金の研究：大端通，遠藤武夫，

中神優子，桜井吉睛，金沢育三，七尾進，岩下彪 日本物理学会，第44回年会講演予稿集，第 3

分冊， 141, 日本物理学会， 1989 E 

摂動角相関法 (PAC)による非品質及び準結晶 Al-Mn-Si合金に研究：山崎良雄，大端通，中神

優子，桜井吉晴，金沢育三，七尾進，岩下彪 日本物理学会，第44回年会講演予稿集，第 3分冊，

141, 日本物理学会， 1989 E 

Al-Mn系準結晶合金の構造モデルと電子線回折パターン：渡辺康裕，桜井吉晴，七尾進 日本

金属学会，第104回大会講演概要， 83, 日本金属学会， 1989 E 

Al-Cu-Fe準結晶合金の原子構造：桜井吉晴，田中良和，渡辺康裕，七尾進 日本金属学会，第

104回大会講演概要， 83, 日本金属学会， 1989 E 

Al-Li-Cu単準結晶における電子運動徽分布：田中良和，桜井吉睛，七尾進大沢真人，栗原俊一，

谷川庄一郎 日本金属学会，第104回大会講演概要， 84, 日本金属学会， 1989 E 

シンクロトロン放射光による GaAs/AlAs系超格子構造の研究：津田統，小柴俊，椴裕之，七尾

進 日本金属学会，第104回大会講演概要， 303, 日本金属学会， 1989 E 

光磁気メモリー用稀土類ー鉄系非晶質薄膜の結晶化過程：大西厚，七尾進，桜井吉睛，渡辺康裕，

津田統，野又宏之 日本金属学会，第105回大会講演概要， 381, 日本金属学会， 1989 E 

Al-Mn系およぴAl-Fe-Cu系準結晶合金の構造：渡辺康裕，七尾進，桜井吉晴，田中良和，津田

統 日本金属学会，第105回大会講演概要， 475, 日本金属学会， 1989 E 

Al-Li-Cu準結晶の 3次元鼈子運動蟄分布：田中良和，桜井吉晴，七尾進，大沢真人，栗原俊一，

谷川庄一郎，塩田亘弘，坂井信彦，河田洋，安藤正海 日本金属学会，第105回大会講演概要，

476, 日本金属学会， 1989 E 

単相 Al-Mn-Si-Hf4元系準結晶の作成と諸特性：山崎良雄，大端通，桜井吉晴，金沢育三，

七尾進岩下彪 日本金属学会，第105回大会講演概要， 477, 日本金属学会， 1989 E 

準結晶 Al-Mn-Ru-Siの陽電子消滅法による研究：大端通，桜井吉晴，金沢育三，七尾進岩下

彪 日本金属学会，第105回大会講演概要， 477, 日本金属学会， 1989 E 

準結晶合金の高分解能二体分布関数：桜井吉睛，田中良和，渡辺康裕，津田統，七尾進，河田洋，

安藤正海 日本金属学会，第105回大会講演概要， 478, 日本金属学会， 1989 E 

摂動角相関法 (PAC)による非晶質Al-Mn-Si(Hf)の研究：山崎良雄，大端通，桜井吉鴫金沢

育三，七尾進，岩下彪 日本金属学会，第105回大会講演概要， 510, 日本金属学会， 1989 E 

摂動角相関法 (PAC)による準結晶 Al-Mn-Si(Hf)の構造研究：山崎良雄，大端通，桜井吉鴫

金沢育三，七尾進，岩下彪 日本物理学会， 1989年秋の分科会講演予稿集，第 2分冊， 76, 日本

物理学会， 1989 E 

陽電子消滅による準結晶 Al-Mn-Siの構造研究：大端通，桜井吉晴，金沢育三，七尾進岩下彪

日本物理学会， 1989年秋の分科会講演予稿集，第 2分冊， 76, 日本物理学会， 1989 E 
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Al68Mn20Ru8Si準結晶合金の高分解能二体分布関数：七尾進，桜井吉睛，田中良和，渡辺康裕，

河田洋，安藤正海 日本物理学会， 1989年秋の分科会講演予稿集，第 2分冊， 77, 日本物理学

会， 1989 E 

Al-Cu-Fe準結晶合金の原子構造：桜井吉晴，田中良和，津田統，渡辺康裕，七尾進，河田洋，

安藤正海 日本物理学会， 1989年秋の分科会講演予稿集，第 2分冊， 77, 日本物理学会， 1989

E 

森 研究室 (Mori Lab.) 

電子顕微鏡弱ビーム干渉縞法による非整合双品境界の解析：田中孝治，森実，石田洋一 生産

研究， 41,4, 230-233, 1989.4 A 

電子顕微鏡弱ピーム干渉縞法による~= 3非整合双品境界の解析(II): 田中孝治，森実，石田

洋一生産研究， 41,7, 603-606, 1989. 7 A 

電子顕微鏡弱ビーム干渉縞法による~= 3非整合双品境界の解析(III): 田中孝治，森実，石田

洋一生産研究， 41,8, 653-656, 1989.B A 

Y系超伝導半導体中の転位の電顕解析：高橋裕，森実，石田洋一生産研究， 41,8, 657-660, 

1989.B A 

SOK相 Bi系超伝導体中の転位の電顕解析：高橋裕，松崎順，森実，石田洋一 生産研究， 41,

9, 701-704, 1989.9 A 

20KおよびllOK相 Bi(Pb)-Sr-Ca-Cu-0超伝消体中の転位の解析：高橋裕，松崎順，森実，

石田洋一生産研究， 41.9, 705-708, 1989.9 A 

酸化物超伝導体中の転位について：高橋裕，森実，石田洋一生産研究， 41, 10, 761-764, 

1989.10 A 

セラミック・メタル接合界面原子構造の三次元高分解能電子顕微鏡観察：王建義，森実，石田

洋一生産研究， 41, 11, 833-836, 1989. ll A 

Preferential Growth of [001] Twist Boundaries in the Bi-Sr-Ca-Cu-0 Superconductor: 

Y. Takahashi. M. Mo「i,Y. Ishida Appl. Phys. Lett., 55, 5, 486-488, American Inst. 

Physics. 1989.7 C 

Sythesis of Bi,(Cu, Sr, Ba),Fe,Ox: Y. Takahashi, M. Mo「i.Y. Ishida, Y. 巳andoJ. of 

Ceramic Society of Japan, 97, 10. 1288-1292, Ceramic Soc. of Janan, 1989.10 C 

YBa2Cu,O,-xの結晶粒界における小角領域の超伝導特性：高橋裕，森実，石田洋一 日本金

属学会誌， 53,4, 477-478, 日本金属学会， 1989.4 C 

雷子顕微鏡による YBa2Cu,01-xおよぴBi(Pb)-Sr-Ca-Cu-0超伝埠酸化物中の転位の解析：

高橋裕，森実，石田洋一 日本金属学会誌， 53,5, 494-501, 日本金属学会， 1989.5 C 

Bi-Sr-Ca-Fe酸化物中の転位の電子顕微鏡解析：高橋裕，森実，石田洋一，板東義雄 日本金

属学会誌 53,8, 840-841, 日本金属学会， 1989.8 C 

Dislocation Structure in the Bismuth Containing Superconductors: Y. Takahashi. M. 
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Mo「i.Y. Ishida Int. Super Conductivity Electronics Conference, NM6, 330-333, Japan 

Soc. of Appl. Phys., 1989.6 D 

Theoretical Study on the Incoherent Twin Boundaries in Austenitic Stainless Steel : M. 

Mo「i.K. Masuda-Llindo. K. Tanaka. Y. Ishida Proc. Int. Conf. on Intergranular and 

Interphase boundaries in Materials Paris 1989.8 D 

オーステナイトステンレス銅 SUS316L材のトリチウム透過電顕オートラジオグラフィによる

水素補捉の観察：斉藤秀雄，野川憲夫，森実，森川尚威，石田洋一 理工学における同位元素

研究会発表要旨集， 26,30, 日本アイソトープ協会， 1989.7 E 

単結晶アルミナと単結晶ニオプの固相接合：王建義，石田洋一，須賀唯知，森実 日本金属学

会春期大会一般講演概要， 143, 日本金属学会， 1989.4 E 

YBa2Cu30戸中の小角粒界の臨界電流特性について-Dimosらの結果に対するコメント：高橋

裕，森実，石田洋一 日本金属学会春期大会一般講演概要， 313, 日本金屈学会， 1989.4 E 

電子顕微鏡弱ビーム干渉縞法による非整合双晶境界の解析 (II): 田中孝治，森実，石田洋一

日本金属学会春期大会一般講演概要， 314, 日本金属学会， 1989.4 E 

酸化物超伝導体中の転位の電顕解析：高橋裕，森実，石田洋一 日本金属学会春期大会一般講

演概要， 389, 日本金属学会， 1989.4 E 

ビスマス系超伝尊体の欠陥組織の透過電顕観察：高橋裕，板東義雄，須賀唯知，森実，石田洋一

日本金属学会秋期大会シンポジウム講演概要， 77, 日本金属学会， 1989.9 E 

Bi系超伝導体における C面ねじり双結晶の伝導特性：富田成明，森実，石田洋一 日本金属

学会秋期大会一般講演概要， 395, 日本金属学会， 1989.9 E 

電子顕微鏡弱ビーム干渉縞法による非整合双晶境界の解析 (III): 田中孝治，森実，石田洋一

日本金属学会秋期大会一般講演概要， 397, 日本金属学会， 1989.9 E 

ョウ素イオンによる化合物半導体電顕用試料の作製：田中孝治，森実，石田洋一，谷野満 日

本金属学会秋期大会一般講演概要， 539, 日本金属学会， 1989.9 E 

ョウ素イオンによる透過電顕用試料の作製：田中孝治，森実，石田洋一，谷野満 日本電子顕

微鏡学会第45回学術講演会予稿集， 265, 日本電子顕微鏡学会， 1989.5 E 

ピスマス系超伝導体中の転位組織の電顕観察：高橋裕，松崎順，森実，石田洋一 日本電子顕

微鏡学会第45回学術講演会予稿集， 347, 日本雷子顕微鏡学会， 1989.5 E 

前田（正） 研究室 (Maeda Lab.) 

Optical Sensing Technique for "in-situ" Determination of Gas Components at Elevated 

Temperature by Infrared Spectroscopy: M. Maeda, N. Takahashi Proc. of 5th Inter・ 

national Conference on Solid State Sensors and Actuators & Eurosensors, 37-38, 

COMST, 1989亡）

Temperature Determination of High Temperature Gas by Fiber Optic Infrared Spectros・ 

copy: M. Maeda, M. Katsuyama Proc. of 5th International Conference on Solid State 
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Sensors and Actuators & Eurosensors, 332-333, COMST, 1989 D 

Carbonate Capacity Measurement of CaO-CaF,-SiO, Molten Fluxes: T. Ikeda. M. 

Maeda Proc. 4th National-Scientific Technical Conference, 13-14, プルガリア科学アカ

デミー， 1989D 

赤外分光法を用いた高温ガスの“その場”分析とその応用：高橋昇，前田正史 鉄と鋼， 75,2, 

251-258, 日本鉄鋼協会， 1989 C 

CaO-CaCl,-Ca凡系溶融フラックスの炭酸ガス溶解度：池田貴，前田正史鉄と鋼， 75,5, 

36-43, 日本鉄鋼協会， 1989 C 

赤外分光分析法によるサーメット焼結過程の観測：前田正史，勝山雅則，雀部実，堀江則俊 日

本金属学会秋期大会講演概要， 331, 日本金属学会， 1989 E 

CaO-Ca凡系フラックスの炭酸ガス溶解度におよぼす Si-02,PO,.sの影特：池田貴，前田正史

材料とプロセス， 2,4, 1061, 日本鉄鋼協会， 1989 E 

MoB-Niサーメットの焼成における脱ガス分析：堀江則俊，浜島和雄，篠崎泰夫，前田正史 粉

体粉末冶金協会秋期大会講演概要， 162,粉体粉末冶金協会， 1989 E 

製鋼用センサの新しい展開：前田正史（分担執筆）， 日本学術振興会， 1989 巳

渡辺（正） 研究室 (Watanabe Lab.) 

（計測技術開発センターの項参照）

香川研究室 (Kagawa Lab.) 

エンジニアリングセラミックスの製造技術と信頼性評価：香川豊（分担執箪） 363-383, 

461-472, ミマツデータシステム， 1989.4 巳

複合材料ハンドプック：香川豊（分担執筆） ， 日刊工業新聞社， 1989 巳

ぬれの基礎と応用：香川豊（分担執筆） 525-535, リアライズ社， 1989.12 巳

Laser Cutting of CVD-SiC Fibre/ A6061 Composite: Y. Kagawa. S. UtsunomiYa. Y. 

Koga J. Mater. Sci. Lett., 8. 681-683, Chapman and Hall, 1983.6 C 

Thermal Expansion Behavior of the Si3N,-Whisker-Reinforced Soda-Borosilicate Glass 

Matrix Composite: Y. Kagawa. Y. Koga, H. Hatta J. Am. Ceram. Soc., 72, 6. 

1092-1094, Am. Ceram. Soc., 1983. 6 C 

一方向炭素繊維強化アルミニウムの繊維軸に垂直な方向の混合モード下での~壊挙動：香川

豊，岸輝雄鉄と鋼， 75,9, 17 45-1752, 日本鉄鋼協会， 1983.9 C 

SiCウイスカー強化ガラス複合材料の破壊挙動と強度のバラツキ：向後保雄，香川豊 鉄と鋼，

75, 9, 1769-1776, 日本鉄鋼協会， 1983.9 C 

SiC繊維強化アルミニウムの衝撃破壊特性：令井義一，田中義和，市川宏，香川豊，岸輝雄 日本

複合材料学会誌， 16, 1, 36-39, 日本複合材料学会， 1990.3 C 
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連続繊維強化金属の強度と破壊過程：香川豊，大蔵明光 鉄と鋼， 75,9, 1719-1729, 日本鉄鋼

協会， 1989.9 C 

セラミックス基複合材料の高靱化と現状：香川豊 資源・素材学会誌， 105, 15, 1133-1188, 資

源素材学会， 1990.1 C 

Work Hardening and Fiber-Breaking Induced by Plasticity in a Short Carbon Fiber Pure 

Aluminum Matrix Composite: Y. Kagawa. T. Kishi. P. Fleischmann 3rd. Int. 

Sympo. Acoustic Emission from Composite Mater., 332-341, AMAC-COFREND-CARP 

-ASNT, 1989.7口

Cast Joining Between SiC and Aluminum: K. Sato. Y. Kagawa Ceram. Eng. Sci. Proc., 

10, 9-1 D. 1295-1303, Am. Ceram. Soc., 1989. 11仁）

Scatter of Strength in Whisker-Reinforced Ceramics: Y. Kagawa. M. Enoki, T. Kishi 

Ceram. Eng. Sci. Proc, l 0, 9-10. 1319, Am. Ceram. Soc., 1989. 11 D 

Thermal Shock Behavior of SiC Fiber (Nicalon魁ReinforcedGlass: Y. Kagawa, N. 

Ku「osawa,T. Kishi. Y. Tanaka, Y. Imai. H. Ichikawa Ceram. Eng. Sci. Proc, 10, 9-10會

1327-1336, Am. Ceram. Soc., 1989.ll D 

The Mechanical Behavior of Carbon Fiber-Reinforced Magnesium Composite: E. 

Nakata, H. Te「ao,Y. Kagawa Proc. 1st. Jap. Int. SAMPE Sympo. & Exhib., 970-974, 

SAMPE, 1989.12口

Strength of Short Fiber-Reinforced Aluminum Base Composites: E. Nakata. Y. 

Kagawa Proc. 1st. Jap. Int. SAMPE Sympo. & Exhib., 991-996, SAMPE, 1989.12 D 

Interlaminar Fracture Behavior of Carbon/ Aluminum Composite: Y. Kagawa, T. Kishi 

Proc. 1st. Jap. Int. SAMPE Sympo. & Exhib., 1043-1048, SAMPE, 1989.12 D 

R Curve Behaviors in Whisker Reinforced Ceramics: Y. Kagawa, M. Enoki. K. Ikeda. T. 

Kishi Proc. 7th Int. Conf. Composite Mater., I. 599-604, Pergamon Press, 1989.12仁）

Crack Bridging Mechanisms in Fiber Reinforced Ceramics: M. Enoki. Y. Kagawa. T. 

Kishi Proc. 7th Int. Conf. Composite Mater., 605-612, Pergamon Press, 1989.12 D 

Toughening Mechanism of Fiber-Reinforced Ceramics Matrix Composites: Y. Kagawa, 

T. Kishi Proc. Seminaire Franco Japonais Composites, 1990.3仁）

新しい先端材料の設計・創製・プロセッシングと力学的性質•物性とその評価：岸輝雄，香川豊

第 1回先端材料強度向上と評価，（第34回材料強度と破壊国内総合シンポジウム論文集（第34

巻））， 13-25, 日本材料強度学会， 1989.4 E 

SiC繊維強化ガラス複合材料の界面せん断力の測定：榎学，香川豊，岸輝雄，渋沢真則，森

康彦 日本金属学会春季大会一般講演概要， 244, 日本金属学会， 1989.4 E 

ウィスカー／ガラス複合材料の強度の確率過程論的考察：榎学，香川豊，岸輝雄 日本金属学

会春季大会一般講演概要， 257, 日本金属学会， 1989.4 E 

鋳造法を利用した MMCの製造プロセスの動向：香川豊 日本鋳物協会技術講習会予稿，

15-22, 日本鋳物協会， 1989.5 E 
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金属系複合材料の現状と動向：香川豊 日本機械学会関西支部・東海支部合同企画22回座談会

予稿，]-]], 日本機械学会， 1989.10 E 

SiCrcs/ Alプリフォームワイヤの引張強度と破壊過程：香川豊，大蔵明光，令井義一 日本金属

学会秋季大会一般講演概要， 936, 日本金属学会， 1989.9 E 

SiC(CVD)/Ti基複合材料の製造条件と界面強度の関係：藤田崇，香川豊，大蔵明光 日本金属

学会秋季大会一般講演概要， 720, 日本金属学会， 1989.9 E 

SiC繊維強化ガラス複合材料のディポンディング機構：榎学，津田浩，岸輝雄，香川豊 日本

金属学会秋季大会一般講演概要， 721, 日本金属学会， 1989.9 E 

部分安定化ジルコニアの混合モード下での破壊挙動：向後保雄，ハ田博志，香川農 日本金属学

会秋季大会一般講演概要， 608, 日本金属学会， 1989.10 E 

ZrO, の室温でのクラック進展挙動の観察： K.Ahlborn, 香川豊，大蔵明光 日本金属学会秋

季大会一般講演概要， 609, 日本金属学会， 1989.10 E 

Ab釘 SiCウィスカー/Zr02の破壊における Zr02の効果：池田浩治，岸輝雄，香川豊 日本金

属学会秋季大会一般講演概要， 726, 日本金属学会， 1989.10 E 

SiC繊維強化ガラス複合材料の力学的性質と破壊過程：津田浩，榎学，岸輝雄，香川農 日本

金属学会秋季大会一般講演概要， 726, 日本金属学会， 1989.10 E 

SiC繊維ガラス基複合材料の AE解析：榎学，岸輝雄，香川豊 第 7回アコースティックエ

ミッション総合コンファレンス論文集， 129-134, 日本金属学会， 1989.11 E 

ウィスカー強化ガラスの破壊過程：香川豊 複合材料連合研究発表会， 1990.3 E 

SiC(CVD)/Ti基複合材料の界面挙動と力学特性：大蔵明光，藤田崇，香川豊 複合材料連合研

究発表会， 1990.3 E 

金属系複合材料開発の動向：香川豊 栃木県素形材技術研究会テキスト， 1-40, 栃木県工業技

術センター， 1989.5 G 

金属系複合材の界面と機械的性質：香川豊 第 1回複合材料セミナーテキスト， 56-61,日本軽

金属学会， 1989.6 G 

新しい繊維強化セラミックスの開発：香川豊 機能材料， 9,7, 34-41, シーエムシー， 1989.7 

G 

ティラリングは複合材料に不可欠の手法ー特集にあたって一：香川聾 バウンダリー， 5,8, 

36-37, コンパス社， 1989.8 G 

セラミックス：香川豊 東京都立工業技術センター講習会テキスト， 50-65,東京都立工業技術

センター， 1989.9 G 

金属基複合材料の研究・開発の動向：香川豊 ジョイテック， 5,12, 67-73, テック出版， 1989.12

G 

金属系複合材料の基礎課題：香川豊 第31回生研講習会テキスト， 55-69,生産技術研究奨励会，

1989.12 G 
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高井研究室 (Takai Lab.) 

MCI Gel SCA-02多波長検出器を用いるイオンクロマトグラフィー：高井信治，久保田守，奥谷

忠雄 日本化学会第58春季年会講演要旨集， 31F44, 308, 日本化学会， 1989.4 C 

MPG-ODSカラムを用いた HPLCによる pうつミノ安息香酸エステル類の分離：山根すみ代，

根岸章，角田昭夫，鶴見近夫，高井信治 日本化学会第58春季年会講演要旨集， 31Fll,日本化学

会， 1989.4 C 

多孔質ガラスを用いるクロマトグラフィー：高井信治，山辺武部，宇都木毅，柳沼隆生，加藤弘，

高橋和彦 日本化学会第58春季年会講演要旨集， 31F12, 日本化学会， 1989.4 C 

機能性膜を用いる光ファイパーセンサー：金子明子，児玉知子，竹内奈美枝，藤江忠雄，長岡

昭二，田ロー宏，福井康裕，佐久間一郎，高井信治 日本薬学会第109年会講演要旨集II,162, 日

本薬学会， 1989.4 C 

ペンダントボリマーをもちいる光ファイパーセンサー：藤井忠雄，児玉知子，竹内奈美枝，金子

明子，長岡昭二，田ロ一宏，福井康裕，佐久間一郎，高井信治 日本薬学会第109年会講演要旨集

II, 153, 日本薬学会， 1989.4 C 

高速液体クロマトグラフィーによる人参及ぴ柴胡成分の同時分離定最：金沢秀子，山田育子，

山田千春，永田佳子，松島美ー，友田正司，高井信治 日本薬学会第109年会講演要旨集III,152, 

日本薬学会， 1989.4 C 

多孔質ガラスを充埴剤とする高速液体クロマトグラフィーによる人参成分の分取：金沢秀子，

永田佳子，松島美ー，友田正司，高井信治 日本薬学会第109年会講演要旨集III, 153, 日本薬学

会， 1989.4 C 

生体試料中の紫外部吸収物質のクロマトグラフィー 第11報ーヒト尿成分のイオン交換およぴ

逆相系による分取ー：永田佳子，金裕姫，仲道靖子，松島美ー，高井信治 日本薬学会第109年

会講演要旨集V, 150, 日本薬学会， 1989.4 C 

光ファイパーを使用する pHセンサーの試作：高井信治，金子明子，児玉知子，竹内奈美枝，藤江

忠雄，長岡昭二，田ロ一宏，福井康裕，佐久間一郎 第64回日本医科器械学会大会要旨集， 日本

医科器械学会， 1989 C 

ペンダントポリマー膜を使用するファイパーセンサー：高井信治，藤江忠雄，児玉知子，竹内

奈美枝，金子明子，長岡昭二，田ロ一宏，福井康裕，佐久間一郎 第64回日本医科器械学会大会

要旨集， 日本医科器械学会， 1989 C 

機能性高分子膜を用いる生体関連物質の認識：高井信治，佐久間一郎，福井康裕，金子明子，藤江

忠雄，長岡昭二，田ロ一宏 第18回医用高分子シンポジウム諧演要旨集，高分子学会， 1989.6

C 

STMULTANEOUS DETERMINATION OF GINSENOSIDES AND SAIKOSAPONINS 

BY HPLC: H. Kanazawa. Y. Nagata. Y. Matsushima. R. Tomoda. N. Takai The 

Thirteenth Symposiumon Column Liquid Chromatography, TH/Fや 77,1989.6 D 

CHROMATOGRAPHY IN USING MULTI WAVELENGTH DETECTOR: N. Takai, T. 
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ロohi.I. Sakuma. M. Kubota. T. Okutani The Thirteenth Symposiumon Colomn 

Liquid Chromatography, TH/F-PB5, 1989.6口

CHROMATOGAPHIC SEPARATION AND IDENTIFICATION OF UV-ABSORBING 

HUMAN COMPONENTS: Y. Nagata. Y. Matsushima. N. Takai The Thirteenth 

Symposiumon Column Liquid Chromatography, TH/F-P1Dl, 1989.6 D 

ANALYSIS OF CATECHOLAMINES, SEROTONINE, AND THEIR RELATED COM-

POUND IN HUMAN BODY FLUIDS BY HPLC WITH A TWIN-ELECTRODE 

VOLTAMMETRIC: F. Mashige, N. Takai. N. Shinozuka. I. Sakuma. T. 口ohi.A. 

Ohkubo The Thirteenth Symposiumon Column Liquid Chromatography, TH/F-Pl22, 

1989.B D 

RESOLUTION OF UNRESOLVED PEAKS CONTAINING UNKNOWN COMPO-

NENTS USING MUL TIW A VELENGTH DETECTION HIGH PERFORMANCE LIQ-

urn CHROMATOGRAPHY: I. Sakuma. N. Takai. T. Oohi. Y. Fukui. A. Okubo 

The Thirteenth Symposiumon Column Liquid Chromatography, TH/F-P164, 1989.6 D 

DEVELOPMENT OF MULTI-ELECTRODES ELECTROCHEMICAL DETECTION 

SYSTEM FOR HIGH PERFORMANCE LIQUID CHROMATOGRAPHY: N. Takai. 

N. Shinozuka. F. Mashige, A. Okubo. K. FuJisawa. A. Ito. Y. Nagata. Y. 

Matsushima, I. Sakuma. Y. Fukui The Thirteenth Symposiumon Column Liquid 

Chromatography, TH/F-Pl41, 1989.6 D 

MCI Gel CDR-10を用いる多波長検出クロマトグラフィー (1報）：高井信治，久保田守，奥谷

忠雄 第 6回イオンクロマトグラフィー討論会講演要旨集， 18-19, イオンクロマトグラ

フィー討論会， 1989.6 C 

MCI Gel SCA-02を用いる多波長クロマトグラフィー (1報）：高井信治，久保田守，奥谷忠雄

日本海水学会第 4研究技術発表会講演要旨集， 39, 日本海水学会， 1989.6 C 

MCI Gel SCA-02を用いる多波長検出クロマトグラフィー (2報）：高井信治，久保田守，奥谷

忠雄 第 6回イオンクロマトグラフィー討論会講演要旨集， 20-21, イオンクロマトグラ

フィー討論会， 19B9.6 C 

MCI Gel CDR-10を用いる多波長クロマトグラフィー (2報）：高井信治，久保田守，奥谷忠雄

日本海水学会第40年会， 40, 日本海水学会， 1989.6 C 

吸済剤 PC-1の吸滸性，及生体適合性に関する基礎的研究：三田勲司，大坪修，原成子，高井

信治，坂本永吉，下村泰志，谷岡力夫，斉野猛司，鵜納英樹，秋山暢夫 人工：~巌器， 18, 3, 

1435-1439, 日本人工臓器学会， 1989.6 C 

イオン交換膜を使用する光ファイバーセンサー：高井信治，佐久間一郎，安田誠，山辺武郎，菅原

順子，滝田恭子，金子明子，藤江忠雄 日本イオン交換学会第 5年会， 日本イオン交換学会，

19B9.6 C 

MCI Gel SCA-02を用いた無機イオンのクロマトグラフィー：久保田守，高井信治，奥谷忠雄

日本イオン交換学会第 5年会講演会要旨集， 11, 日本イオン交換学会， 1989.9 C 
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MCI GEL CHP 2MGを用いるアセチルアセトン錯体の HPLC:平田聡，高井信治，奥谷忠雄

日本イオン交換学会第 5年会講演会要旨集， 10, 日本イオン交換学会， 1989.9 C 

光ファイバを用いた化学センサに関する研究：佐久間一郎，福井康裕，高井信治 日本機械学会

67期全国大会， 544-545, 日本機械学会， 1989.10 C 

MCI GEL CHP 2MGを用いるアセチルアセトン錯体の HPLC:平田聡，高井信治，奥谷忠雄

日本分析化学会第38年会誌， 310, 日本分析化学会， 1989.10 C 

MCI GEL CDR-10を用いた無機イオンクロマトグラフィー：久保田守，高井信治，奥谷忠雄

日本分析化学会第38年会誌， 328, 日本分析化学会， 1989.10 C 

MCI GEL CHP2MGを用いるアセチルアセトン錯体の HPLC:平田聡，高井信治，奥谷忠雄

第10回記念液体クロマトグラフィー討論会国際大会講演要旨集， 136-137,The Division of 

Liquid Chromatography The Japan Society for Analytical Chemistry, 1989.10 口

MCI GEL SCA-02を用いた無機イオンのクロマトグラフィー：久保田守，高井信治，奥谷忠雄

第10回記念液体クロマトグラフィー討論会国際大会講演要旨集， 138-139,The Division of 

Liquid Chromatography The Japan Society for Analytical Chemistry, 1989.10 D 

HPLC SEPARATION OF ENANTIOMERS ON A CHIRAL STATIONARY PHASE 

BASED ON 4,5,7-TRINITRO-FLUORENONE-2-CARBONYL DERIVATIVES: c.J. 

Yamashita. K. Kitaha「a.M. Tonegawa. Y. Nishimu「a.H. Satoh. N. Takai 第10

回記念液体クロマトグラフィー討論会国際大会講演要旨集， 10,2, 187-188, The Division of 

Liquid Chromatography The Japan Society for Analytical Chemistry, 1989.10 D 

マルチ ECDを用いる HPLC:高井信治，佐久間一郎，福井康裕，西田哲也，伊藤文子，真重文子，

大久保昭行，永田佳子，篠塚則子，松島美ー 第10回記念液~ トグラフィー討論会国際

大会講演要旨集， 10,2, 293-294, The Division of Liquid Chromatography The Japan 

Society for Analytical Chemistry, 1989.10 D 

多孔質ガラスを用いる CyclosporinAの HPLC:高井信治 生産研究， 41,3, 179-183, 1989.3 

A 

生薬成分の超高速液体クロマトグラフィー：高井信治，金沢秀子，松島美ー，永田佳子，友田正司

生産研究， 41, 10, 773-776, 1989.10 A 

生体液体計測を目的とした光ファイバー：高井信治，佐久間一郎，福井康裕，金子明子，藤江

忠雄，長岡昭二，田ロ一宏 第27回日本人工臓器学会大会， 日本人工臓器学会， 1989.9 E 

Studies on the Development of an Optical Fiber Sensors of Diochemical : 高井信治，佐久間

一郎，福井康裕，金子明子，藤江忠雄，長岡昭二，田ロー宏 第 7回国際人工臓器学会大会，国

際人工臓器学会， 1989.10 D 

Clincal Trial of a New Oral Phosphate Adsorbent Phostake (PT-A): 0. Otsubo. Y. 

Suzuki. T. Yanagisawa. H. Kuzuha「a. S.Ha「a. Y. Ogu「a. T. Suzuki. M. 

KabaYama. S. Otsuka. N. Takai第 7回国際人工臓器学会大会， 283,国際人工臓器学会，

1989.10 D 

Adsorption nti-Acetylcholine Receptor Antibody (anti-AchR Ab) by a Newly Developped 
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Immunoadsorbent: Y. Suzuki. T. Yanagisawa. H. Tsuji. K. Kuzuha「a.S.Ha「a.

Y.Ogu「a.0. Otsubo. T. Saino. R. Tanioka. K. Mita. N. Takai第 7回国際人工臓器

学会大会， 356,国際人工臓器学会， 1989.10 D 

Chromatography in Using Multi Wavelength Petector: N. Takai. T. 口ohi.I. Sakuma M. 

Kubota. T. Okutani ABSTRACTS OF PAPERSI, 424, 1989環太平洋国際化学会議 1989.

ll D 

光ファイパーセンサーの応答速度に関する研究：菅原順子，滝田恭子，高井信治，金子明子，藤江

忠雄，福井康裕，佐久間一郎，安田誠，長岡昭二，田ロー宏 第 5回エル・エス・テイ学会大会講

演予稿集， 59, エル・エス・ティ学会， 1989.ll C 

多孔性ガラスを用いた液体クロマトグラフィーに関する基礎的研究：玉井美紀，高井信治，山辺

武郎，高橋和彦，宇都木毅 第 5回エル・エス・テイ学会大会講演予稿集， 33, エル・エス・ティ

学会， 1989.11 C 

超高速液体クロマトグラフィーに関する基礎的研究：郷真理子，青木麻利子，高井信治，松島

美ー，永田佳子 第 5回エル・エス・テイ学会大会講演予稿集， 33, ェル・エス・ティ学会，

1989. l l C 

マルチ粛気化学検出器に関する基礎的研究：青木麻利子，郷真理子，高井信治，篠塚則子，松島

美ー，永田佳子，西田哲也，佐久間一郎，福井康裕，真重文子，伊藤文子，大久保明行 第 5回エ

ル・エス・テイ学会大会講演予稿集， 34,エル・エス・ティ学会， 1989.11 C 

多波長検出器を用いた HPLCの基礎的研究：高井信治，久保田守，奥谷忠雄，佐久間一郎，土肥

健純 第 5回エル・エス・テイ学会大会講演予稿集， 34, エル・エス・ティ学会， 1989.11 C 

翡速液体クロマトグラフィーを用いる生体液の溶離挙動：曽根翠，大島一良，松下享，永田佳子，

松島美ー，高井信治 第 5回エル・エス・テイ学会大会講演予稿集， 35, エル・エス・ティ学

会， 1989.1l C 

光ファイパーを用いた pHセンサー：金子明子，山本路子，村上智恵美，藤江忠雄，高井信治，

福井康裕，佐久間一郎，長岡昭二，田ロ一宏 第 5回エル・エス・テイ学会大会講演予稿集， 58,

エル・エス・ティ学会， 1989.11 C 

光ファイパーを用いたプロテインセンサー：金子明子，村上智恵美，山本路子，藤江忠雄，高井

信治，福井康裕，佐久間一郎，長岡昭二，田ロ一宏 第 5回エル・エス・テイ学会づこ会講演予稿

集， 58, エル・エス・ティ学会， 1989.1l C 

光ファイバーを用いる過酸化水素センサーの試作：滝田恭子，菅原順子，高井信治，金子明子，

藤江忠雄，福井康裕，佐久間一郎，安田誠，長岡昭二，田ロ一宏 第 5回エル・エス・テイ学会大

会講演予稿集， 59, エル・エス・ティ学会， 1989.11 C 

超高速液体クロマトグラフィーー工業薬品への応用：山辺武郎，中島忠夫，加藤弘，柳沼隆夫，

高田芳矩，佐久間一郎，高井信治，松島美ー，吉岡正則，吉村憲児 液~ トグラフィー，産

業図書， 1989.6 G 

多孔質ガラスを用いる高速液体クロマトグラフィー：高井信治 化学工業， 41,1, 34-40, 化学

工業社， 1990.2 G 
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酸性試料用イオン対試薬を用いた HPLCによるカテコールアミンおよぴセロトニンとその代

謝物：伊藤文子，松島美ー，真重文子，大久保昭行，高井信治，篠塚則子，佐久間一郎 第29回日

本臨床化学会年会要旨集， 18, l, 62, 日本臨床化学会， 1989.9 C 

光ファイパーセンサを用いる生体液の測定：高井信治，佐久間一郎，大久保昭行，真重文子 第

29回日本臨床化学会年会要旨集， 18, l, 68, 日本臨床化学会， 1989.9 C 

ステロイドの多孔質ガラスカラムー高速液体クロマトグラフィ：黒崎江美，金沢秀子，松島

美ー，高井信治 第33回日本薬学会関東支部大会講演要旨集， 64,日本薬学会関東支部， 1989.ll C 

山本研究室 (Yamamoto Lab.) 

サプミクロン粒子の滅圧分級：山本英夫，町田雅志，菅沼彰 粉砕， 33,4-8, ホソカワミクロン

粉体工学研究所， 1989.4 C 

CVD超微粒子の粒径評価に関する一考察：山本英夫 生産研究， 41,4, 241-244, 1989.4 A 

Charge Transfer between a Single Polymer Particle and Metal Plate by Impact : 

Tatsushi Matsuyama, Hideo Yamamoto KONA, 7, 15-21, Hosokawa Micron Co., 1989. 

10 C 

電気的検知法：山本英夫 ケミカルエンジニアリング， 34,7, 524-528, 化学工業社， 1989.7 G 

サプミクロン粒子の付隋力と分散性の関係：山本英夫，塩路修平粉体工学会誌， 27,3, 

159-164, 粉体工学会， 1990.3 C 

高分子粒子の衝突帯電に対する衝突角度の影聰：松山達，山本英夫化学工学協会第54年会要

旨集， 254,1989.4 E 

沿面コロナによる Ti02粒子の生成：山本英夫，野村剛志 化学工学協会第54年会要旨集， 470,

1989.4 E 

Electrostatic Separation of CVD Ultra Fine Particles at High Temperature: Hideo 

Yamamoto. Seniohi Masuda Proc. of I.European Symposium Separation of Parti-

cles from Gases, 305-31 l. 1989.4 D 

サプミクロン粒子の付培力と分散性の関係：山本英夫 粉体工学会第25回夏期シンポジウム講

演要旨集， 40-45,1989. 7 E 

キャピラリーを用いたハイドロダイナ‘ヽ ／ククロマトクフフィ．山本英夫，野村剛志 化学工

学会ー関大会講演要旨集， 157-158,1989.7 E 

高分子の衝突帯電現象に於ける接触効率モデル：松山達，山本英夫，森田優 化学工学会ー関大

会講演要旨集， 159-160,1989.7 E 

Electrostatic Deposition of CVD Particles for Fabrication of Ultra-Fine Ceramic Filter: 

Hideo Yamamoto. Shuhei ShioJi. Seniohi Masuda 第 7回エアロゾル科学・ 技術

研究討論会， 155-158.1989.8 E 

Si几熱 CVDのマスバランス：武内英樹，山本英夫 化学工学会第22回秋季大会講演要旨集，

526, 1989.10 E 
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沿面コロナ CVDによる Si02微粒子の生成：塩路修平，山本英夫，野村剛志化学工学会第22回

秋季大会講演要旨集， 528,1989.10 E 

静電成膜法による分離膜の形成：野村剛志，山本英夫，増田閃ー 化学工学会第22回秋季大会講

演要旨集， 604,1989.10 E 

Relation Ship Between Adhesive Force and Dispersibility of Sub-micron Particles: 

Hideo Yamamoto Proc. of ICHEME-5th International Symposium on Agglomeration, 

375-381. 1989.9仁）

Electrostatic Deposition of CVD Particles for Fabrication of Ultra-Fine Ceramic Filter: 

Hideo Yamamoto. Senichi Masuda Proc. of IEEE/IAS Annual Meeting, 2212-2216. 

1989.10 D 

高分子粒子の衝突帯雷現象に於ける衝突角度依存性：松山達，山本英夫 静電気学会講演論文

集'89, 157-160, 1989.10 E 

沿面コロナを利用した超微粒子の生成と応用：塩路修平，山本英夫 静電気学会講演論文躯'89,

407-410, 1989.10 E 

Electrostatic Formation of Ceramic Membrane (EFCM): Hideo Yamamoto, Tsuyoshi 

Nomura. Senichi Masuda静電気学会講演論文集'89,411-414. 1989.10 E 

穏やかな零囲気下でのアルコールによるシリカ表面のアルコキシ化：塩路修平，川口雅司，山本

英夫 粉体工学会平成元年度秋期研究発表会講演要旨集， 69-72, 1989. 11 E 

沿面コロナ放電による微粒子の生成：塩路修平，山本英夫，野村剛志 粉体工学会平成元年度秋

期研究発表会講演要旨集， 157-159,1989.11 E 

最近のガス中粒子分離技術の動向：山本英夫 粉体工学会冬期講演会要旨集， 10-14,1990.2 F 

會川研究室 (Aikawa Lab.) 

生体のインピーダンスとアドミッタンス：會川義寛，石野尚吾，令泉護，寺崎一利 日本束洋医

学会雑誌， 39,3, 230, 日本東洋医学会， 1989 C 

生体の鍼電極によるインピーダンス：會川義寛，石野尚吾，令泉護，寺崎一利 日本東洋医学会

雑誌， 39,4, 355, 日本束洋医学会， 1989 C 

シェールモントロールプロット：會川義寛 表面技術， 40,6, 751, 表面技術協会， 1989 C 

経絡の電気的性質：會川義寛，石野尚吾，寺崎一利 日本東洋医学会雑誌， 40,3, 142, 日本東洋

医学会， 1990 C 

経路のインピーダンス解析：會川義寛，石野尚吾，令泉護，寺崎一利 第40回日本東洋医学会学

術総会講演要旨集， 29, 日本東洋医学会， 1989 E 

確定計撒時空の存在限界：白烏高行 第44回日本物理学会年会講演予稿集第 1分冊， l, 日本物

理学会， 1989 E 

時空計散の不確定領域の存在と LrL:白鳥高行 1989年日本物理学会秋の分科会講演予稿集第

1分冊， 5, 日本物理学会， 1989 E 
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第 5
 

部

龍岡研究室 (Tatsuoka Lab.) 

A cyclic undrained simple shear testing method for soils: Tatsuoka, F .. P「adhan,T.B. 

S., Yoshi-ie, H. Geotechnical Testing Journal, 12, 4. 269-280, ASTM, 1989 C 

An automated triaxial testing system using a simple triaxial cell for soils: P「adhan,T. 

B.S., Tatsuoka, F .. Mohri. Y., Soto, Y. 土質工学会論文報告集， 29,1. 151-160, 土質工学

会， 1888C 

Experimental stress-dilatancy relations of sand subjected to cyclic loading: Pradhan, T. 

B.S., Tatsuoka. F.. Soto, Y. 土質工学会論文報告集， 28,1. 45-64, 土質工学会， 1889C 

An automated stress-path control triaxial system: Ampadu. S., Tatsuoka, F. Geotech-

nical Testing Journal, 12, 3, 238-243, ASTM, 1888 C 

Discussion on the Paper by Hettler and Gdehus: Tatsuoka, F., Tani, K .. Okaha「a.M.. 

Mo「imoto,T., Tatsuta, M., Takagi, S., Mo「i,H.土質工学会論文報告集， 28,4, 146-154, 

土質工学会， 1889C 

Discussion on the Paper by Lade: Tatsuoka, F. Geotechnical Testing Journal, 12, 4. 

323-324, ASTM, 1889 C 

On stress-dilatancy equations of sand subjected to cyclic loading: Pradhan, T.B.S .. 

Tatsuoka. F. 土質工学会論文報告集， 29,1. 65-81, 土質工学会， 1888C 

Bearing capacity of reinforced level ground: Huang, C-C .. Tatsuoka. F. Geotextiles 

and Geomembranes, 7, 4, 1888 C 

Earth retaining wall with a short geotextile and a rigid facing: Tatsuoka, F., 

Tateyama, M .. Murata. 0. Proc. 12th Int. Conf. on SMFE, Rio de Janeiro, 2, 1311-1314, 

ISSMFE, 1988口

Predictions of pore pressure under undrained cyclic principal stress rotation: Shibuya, 

S., Hight, 口.W.Proc. 12th. Int. Conf. of SMFE, Rio de Janeiro, l, 123-126, ISSMFE, 1988 

D 

Discussion on the Paper by Negussey, D., Wijewickreme, W.K.D. and Vaid, Y.P.: 

Shibuya, S., Tatsuoka, F. Canadian Geotechnical Journal, 26, 2. 170-171. 1988 C 

Discussion: Shibuya, S., Tatsuoka, F .. Kong, X.c.J. Proc. 12th. Int. Conf. of SMFE, Rio 

de Janeiro, 4, 1890仁）

土質工学40年のあゆみー室内試験法ー：龍岡文夫，澁谷啓 スポット ティチャフォラシンス

クン，金有性 土と基礎， 37, 12, 33-37, 土質工学会， 1989C 

セメント改良砂質土の変形・強度特性：龍岡文夫，澁谷啓 セメント・コンクリート， 511,68-77, 
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1989 C 

Discussion on the Paper by C.R.!. Clayton, S.A., Khatrush, B.V.D. Bica and A. Siddique: 

Tatsuoka. F .. Shibuya, S .. Goto, S .. Sato. T., Kong, X.0. Geotechnical Testing 

Journal, 13, 1, ASTM, 1990 C 

礫の微小ひずみレベルでの変形特性 I一実験システムの開発ー：龍岡文夫，後藤聡，澁谷啓，

佐藤剛司，孔憲京 生産研究， 41. 10, 792-795, 1989 A 

礫の微小ひずみレペルでの変形特性IIー単調載荷試験での測定ー：孔憲京，龍岡文夫，澁谷啓，

佐藤剛司，田村重四郎 生産研究， 41, 11, 879-892, 1989 A 

礫の微小ひずみレベルでの変形特性IIIー単調載荷試験結果のまとめー：孔憲京，龍岡文夫，澁谷

啓，佐藤剛司，田村重四郎 生産研究， 41, 12, 926-929, 1989 A 

礫の微小ひずみレベルでの変形特性IVー単調載荷時の剛性率ー：孔憲京，龍岡文夫，澁谷啓，

佐藤剛司，田村重四郎 生産研究， 42, 2, 141-144, 1990 A 

砂の剛性率に及ぽす圧密股歴の影特：安部文洋，澁谷啓，龍岡文夫，一寸木勝彦 土木学会第43

回年次学術講演会講演概要集， 111488-489, 土木学会， 1989 E 

Effect of stress history on the stiffness of sand in simple shear: TEACHAVORASINS-

KUN. S. Shibuya, S .. Tatsuoka. F. 土木学会第43回年次学術講演会講演概要集， Ill

482-483, 土木学会， 1989E 

セメント改良砂質土の非排水繰り返し載荷試験：元山宏，木村勝，中垣透，龍岡文夫，澁谷啓

土木学会第43回年次学術講演会講演概要集， 111594-595, 土木学会， 1989 E 

セメント改良砂質土の微小ひずみでの繰り返し変形特性：澁谷啓，吉田映，龍岡文夫，木村勝，

中垣透 土木学会第43回年次学術講演会講演概要集， 111596-597, 土木学会， 1989 E 

明石附砂礫試料の非排水三軸圧縮強度に及ぼす非排水繰返し載荷の影罰について：山田勝彦，

山田嚢ー，山下哲郎，龍岡文夫 土木学会第43回年次学術講演会講演概要集， 111486-487,土木

学会， 1989 E 

不織布の透水性実験装間：西村淳，リンホーイン，龍岡文夫，佐藤剛司 土木学会第43回年次

学術講演会講演概要集， 1111034-1035, 土木学会， 1989 E 

不織布の透水性実験結果：リンホーイン，龍岡文夫，西村淳土木学会第43回年次学術講演

会講演概要集， 1111036-1037, 土木学会， 1989 E 

砂中の鉛直アンカー表面の水平土圧係数：宮崎啓一，林鍾鉄，龍岡文夫 土木学会第43回年次学

術講演会講演概要集， 111253-254, 土木学会， 1989 E 

砂中の鉛直アンカーの破壊モード：林鍾鉄，宮崎啓一，龍岡文夫 土木学会第43回年次学術講演

会講演概要集， 111254-255, 土木学会， 1989 E 

短い面状補強材と壁面を有する盛土の中型耐震実験：村田修，館山勝，龍岡文夫 土木学会第43

回年次学術講演会講演概要集， 11156-57, 土木学会， 1989 E 

短い面状補強材と剛な壁面を有する砂質土盛土の長期動態計測：館山勝，村田修，龍岡文夫 土

木学会第43回年次学術講演会講演概要集， 11158-59, 土木学会， 1989 E 

短い面状補強材と剛な壁面を有する粘性土盛土の長期動態計測：龍岡文夫，村田修，館山勝 土
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木学会第43回年次学術講演会講演概要集， 11160-61,土木学会， 1889 E 

砂地盤上の浅い基礎の大型支持力実験（その 1): 森浩樹，岡原美知夫，高木章次，小幡宏，小池

信一，龍田昌毅，龍岡文夫，森本励，山田勝彦 土木学会第43回年次学術講演会講演概要集， Ill

802-803, 土木学会， 1988 E 

砂地盤上の浅い基礎の大型支持力実験（その 2): 森本励，龍岡文夫，岡原美知夫，小幡宏，高木

章次，森浩樹，小池信一，龍田昌毅，山田勝彦 土木学会第43回年次学術講演会講演概要集， Ill

804-805, 土木学会， 1989 E 

砂地盤上の浅い基礎の大型支持力実験（その 3): 龍田昌毅，龍岡文夫，谷和夫，森本励，岡原

美知夫，森浩樹，高木章次，小幡宏，小池信一，山田勝彦 土木学会第43回年次学術講演会講演

概要集， 111806-807, 土木学会， 1989 E 

平面ひずみ圧縮での砂の微小ひずみレベルでの変形特性：安部文洋，一寸木勝彦，澁谷啓，龍岡

文夫 第24回土質工学研究発表会講演集 511-514, 土質工学会， 1989 E 

Stiffness of sand in simple shear: Teachavorasinskun. S .. shibuya, S .. Tatsuoka. 

F. 第24回土質工学研究発表会講演集， 523-526,土質工学会， 1989E 

The dry versus wet methods of setling clay specimens for triaxial testing: Ampadu 8.1. 

K .. Tatsuoka. F. 第24回土質工学研究発表会講演集， 609-612,土質工学会， 1989E 

締固めた不飽和稲城砂の平面ひずみ圧縮試験：朴春植，龍岡文夫 第24回土質工学研究発表会

講演集， 505-508,土質工学会， 1989 E 

明石層砂礫試料の繰返し非排水三軸試験による変形・強度特性：保田雅彦，山田興ー，山下哲郎，

龍岡文夫 第24回土質工学研究発表会講演集， 817-820,土質工学会， 1989 E 

明石層砂礫試料の繰返し非排水三軸試験結果の解析：山田勝彦，羽守紀章，真鍋進，龍岡文夫

第24回土質工学研究発表会講演集， 819-922.土質工学会， 1989 E 

各種砂のコーン貫入抵抗と液状化強度：周神根，龍岡文夫，末永裕樹，谷澤房郎，岩崎公俊，続

誠 第24回土質工学研究発表会講演集， 733-736,土質工学会， 1989 E 

浅い基礎の支持力に関する大型 2次元実験（その 1): 岡原美知夫，高木章次，森浩樹，小池信一，

龍田昌毅，龍岡文夫，森本励 第24回土質工学研究発表会講演集， 1239-1242,土質工学会， 1989

E 

浅い基礎の支持力に関する大型 2次元実験（その 2): 森本励，龍岡文夫，佐藤剛司，岡原美知夫，

高木章次，小池信一，森浩樹，龍田昌毅 第24回土質工学研究発表会諧演集， 1243-1247,土質工

学会， 1989 E 

補強された砂地盤の支持力について：黄景川，龍岡文夫 第24回土質工学研究発表会講演集，

1859-1862, 土質工学会， 1989 E 

砂地盤内の鉛直アンカー表面の応力状態：林鍾鉄，宮崎啓一，龍岡文夫 第24回土質工学研究発

表会講演集， 1495-1498,土質工学会， 1989 E 

砂地盤内の鉛直アンカーの引抜き試験：宮崎啓一，林鍾鉄，龍岡文夫 第24回土質工学研究発表

会講演集， 1491-1494, 土質工学会， 1989 E 

不織布補強関東ローム試験盛土の長期銭測結果：リンホーイン，龍岡文夫，佐藤剛司，田村
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幸彦，岩崎高明 第24回土質工学研究発表会講演集， 33-36, 土質工学会， 1989 E 

セメント改良土の三軸圧縮試験方法：佐藤剛司，澁谷啓，金有性，龍岡文夫，木村勝 第24回土

質工学研究発表会講演集，土質工学会， 1989 E 

セメント改良土の大型三軸圧縮試験：河本憲二，木村勝，中垣透，澁谷啓，龍岡文夫，佐藤剛司

第24回土質工学研究発表会講演集，土質工学会， 1989 E 

セメント改良土の変形・強度特性によるピーク・残留強度特性：金有性，龍岡文夫，佐藤剛司 第

24回土質工学研究発表会講演集，土質工学会， 1989 E 

セメント改良土の微小ひずみレベルでの変形特性：澁谷啓，金有性，龍岡文夫，荒田透，栗原

宏武，佐藤剛司，木村勝，中垣透 第24回土質工学研究発表会講演集，土質工学会， 1989 E 

セメント改良土の変形・強度特性の各種の特徴：龍岡文夫，金有性，澁谷啓，吉田映，儀賀俊成

第24回土質工学研究発表会講演集，土質工学会， 1989 E 

小林（一）・魚本研究室 (Kobayashi and Uomoto Labs.) 

アルカリシリカ反応によるコンクリートの膨張挙動とゲルの組成：小林一輔，森弥広 コンク

リート工学年次論文集， 11, l , 87-92, 日本コンクリート工学協会， 1989 E 

打設条件に起因する異方性がコンクリートの耐久性に及ぼす影聾：西内達雄，小林一輔 コン

クリート工学年次論文集， 11, l , 289-292, 日本コンクリート工学協会， 1989 E 

コンクリート中における物質移動に関する研究：河合研至，小林一輔 コンクリート工学年次

論文集， 11, l , 545-550, 日本コンクリート工学協会， 1989 E 

コンクリートの炭酸化に関する研究：小林一輔，宇野裕ー コンクリート工学年次論文集， 11,

l, 557-562. 日本コンクリート工学協会， 1989 E 

各種防食方法を適用した鉄筋コンクリートの 5年間の海洋暴露実験：星野富夫，小林一輔 コ

ンクリート工学年次論文集， 11, l , 621-626, 日本コンクリート工学協会， 1989 E 

Influence of Alkali Concentration Distribution Occurring in Concrete Members on Expan・

sion and Cracking due to Alkali-Silica Reaction: K. Kobayashi, R. Shiraki. K. 

Kawai Proc. 8th Int. Conf. on AAR, 641-646. 1989.7 D 

Expansion Properties of Mortars and Variation in Components of Pore Solutions due to 

Alkali-Aggregate Reaction: Y. Beno. K. Kobayashi Proc. 8th Int. Conf on AAR, 

141-146. 1989.7 D 

Quality and Quantity Determinations of Reactive Substances in Volcanic Rocks: R. 

Shi「aki.K. Kobayashi Proc. 8th Int. Conf on AAR, 567-57巳1989.7D 

ポリマーセメントモルタルの塩化物遮蔽性能：星野富夫，小林一輔，白木亮司 土木学会第44回

年次学術講演会講演概要集第 5部， 248-249,1989. 10 E 

高炉セメントコンクリートの塩化物遮蔽性能：白木亮司，星野富夫，小林一輔 ±木学会第44回

年次学術講演会講演概要集第 5部， 250-251.1989.10 E 

コンクリートの炭酸化に影郭を及ぼす諸要因：宇野裕一，小林一輔 土木学会第44回年次学術
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講演会講演概要集第 5部， 642-643,1989. IO E 

セメント中の水溶性アルカリ最：河合研至，小林一輔 土木学会第44回年次学術講演会講演概

要集第 5部， 648-649,1989. l O E 

アルカリシリカ反応によるモルタルの膨張挙動：森弥広，小林一輔 土木学会第44回年次学術

講演会講演概要集第 5部， 674-675,1989.10 E 

Influence of Alkali on Carbonation of Concrete, Part I. Preliminary Tests with Mortar 

Specimens: K. Kobayashi. Y. Uno Cement and Concrete Research, 19, 5, 821-826, 

Pergamon Press, 1989.9 C 

コンクリートの炭酸化のメカニズム：小林一輔，宇野裕ー コンクリート工学論文集， l, l, 

日本コンクリート工学協会， 1990.l C 

海洋環境下における鋼繊維補強コンクリートの鉄筋防食効果：小林一輔，星野富夫，辻恒平 土

木学会論文集，土木学会， 1990.2 C 

コンクリートの品質に及ぼす練りまぜ時間の影脚：魚本健人，西村次男 フレッシュコンク

リートのシンポジウム論文集， 日本コンクリート工学協会， 1989.4 E 

Effect of Curing Temperature and Mumidity on Strength of Concrete Containing Blast 

furnace Slag Admirture: T. Uomoto, K. Kobayashi ACI SP, 114. 1345-1359, Amer-

ican Concrete Institute, 1989.6 C 

コンクリートの含有塩分最測定値に及ぼす混和剤の影郭：魚本健人，西村次男，米澤敏男 コン

クリート工学年次論文報告集， ll, l, 421-426, 日本コンクリート工学協会， 1989.7 E 

A Study on Chloride Penetration in Concrete: S. Mis「a.T. Uomotoコンクリート工学年

次論文報告集， ll, 2, 691-696, 日本コンクリート工学協会， 1989.7E 

AE計測による FRPロッドの疲労特性評価：魚本健人，西村次男 年次学術講演会購演概要

集， 42, V, 土木学会， 1989.10 E 

Japanese Recommendation for the Use of Ground Granulated Blastfurnace Slag in 

Concrete as an Admixture: S. Nagataki. A. Machida, Y. Yamamoto. T. Uomoto 

ACI SP, 114, 1657-1676, American Concrete Institute, 1989.6 C 

コンクリートの練り混ぜ機構に関する研究：魚本健人，西村次男，渡辺正 セメント技術年

報， 44, セメント協会， 1989 C 

越•桑原研究室 (Koshi and Kuwabara Labs.) 

Issues in Developing an Urban Distribution System: Masaki Koshi A Toyota Quarterly 

Review, 19, 1. 18-25, トヨタ自動車， 1989.6C 

第二束名神に託す期待：越正毅 高速道路と自動車， 32,6, 11-14, (財）高速道路調査会， 1989.6

C 

いまこそ渋滞対策を：越正毅 都市と交通， 17, 5-6, (社）日本交通計画協会， 1989.7 C 

車両感知バイアスのオンライン自動補正：赤羽弘和，越正毅土木学会論文集， 4071V-ll, 
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27-36, 土木学会， 1989.7 C 

A Method to Cope with the Random Errors of Observed Accident Rates in Regression 

Analysis: H. Okamoto, M. Koshi Accident Analysis and Prevention, 21, 4. 317-332, 

Pergamon Press, 1989.B C 

交通工学通論：越正毅（編著） 技術書院， 1989.9 巳

交通工学入門：越正毅 交通工学， 24, 1 , 52-55, 交通工学研究会， 1989.l C 

Cycle Time Optimization in Traffic Signal Coordination: Masaki Koshi Transportation 

Research, 23A, 1. 29-34, Pergamon Press, 1989. l C 

渋滞解消の可能性と対策：越正毅 トヨタ交通環境レポート「渋滞対策の事例」， 2-6, トヨタ

交通環境委貝会， 1989.2 C 

くるま社会の今後を展望する：越正毅 道路交通経済， 13,2, ll-14, (財）経済調査会， 1989.4

C 

Major Tasks for the Future of Road Transport in Japan: Masaki Koshi IATSS 

Research, 13, l. 70-78, 国際交通安全学会， 1989.4C 

渋滞のメカニズムと対策：越正毅，赤羽弘和，桑原雅夫 生産研究， 41,10, 753-760, 1989.10 A 

Explanation of and Countermeasures Against Traffic Congestion: Masaki Koshi. 

Hi「okazuAkahane. Masao Kuwaha「aIA TSS Research, 13, 2會 53-63,国際交通安全

学会， 1989.10C 

日本における自動車走行情報化システムの展開(CACSからの発展）：越正毅 JSK国際シンポ

ジウムー情報化・知能化で築く明日の自動車社会， 10-18, (財）自動車走行電子技術協会，

1989.11 D 

Traffic Safety Issues and Programs in Japan: Masao Kuwaha「aCompendium of 

Technical Papers, 379-383, Institute of Transp. Engineers, 1989.9 D 

Optimal Toll Pattern on a Road Network under Stochastic User Equilibrium with Elastic 

Demand: Takashi Akamastu. Masao Kuwahara The 5th WCTR: Abstaracts, 293. 

1989.7 D 

過飽和ネットワークにおける均衡交通蟄配分に関する考察：桑原雅夫 生産研：究， 41, 10, 

781-784, 1989.10 A 

交通絨配分について：桑原雅夫 MHジャーナル， 186,58-61, 日本マテリアルハンドリング協

会， 1989.8 G 

Mover-a Study Tool for Signal Control Evaluation: Ho Kok Leong, Masaki Koshi, 

Masao Kuwahara Proceedings of The 44th Annual Conference of the JAPAN SOCI-

ETY of Civil Engineers, 4. 150-151, JAPAN Society of Civil Engineers, 1989.10 E 

名神彦根トンネルにおける車両の走行挙動：大口敬，赤羽弘和，桑原雅夫，越正毅 土木学会第

44回年次学術講演会概要集第 4部， 156-157,土木学会， 1989.10 E 

ビデオ画像からの車両挙動の解析：桑原雅夫，赤羽弘和，尾崎晴男 土木学会第44回年次学術講

演会概要集第 4部， 158-159,土木学会， 1989.10 E 
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合流ギャップ・ラグに関する基礎的考察：中村英樹，桑原雅夫，赤羽弘和，越正毅 土木学会第44

回年次学術講演会概要集第 4部， 166-167, 土木学会， 1989.10 E 

街路網信号制御の評価シミュレーションモデル(DESC):尾崎晴男 交通工学， 24,6, 31-37, 

交通工学研究会， 1989.ll C 

感知器データによる織込み区間の交通容最分析：鈴木隆，桑原雅夫，中村英樹，赤羽弘和 土木

学会第44回年次学術講演会概要集第 4部， 168-169,土木学会， 1989.10 E 

A Study on Design Volume for a Cluster of Traffic Flow with Consideration of its 

Variations: c.lian Xing, Masaki Koshi. Masao Kuwaha「aProceedings of the 44th 

Annual Conference of the JAPAN Society of Civil Engineers, 4, 172-173, JAPAN 

Society of Civil Engineers, 1989. l D E 

首都高速道路織込み区間での交通流観測と運転挙動解析：中村英樹，桑原雅夫，鈴木隆，越正毅，

赤羽弘和 土木計画学研究・講演集12,61-67, 土木学会， 1989.12 E 

トンネル部と単路部における車両の追従挙動の比較：大口敬，赤羽弘和，桑原雅夫，越正毅 土

木計画学研究，講演集12,75-80, 土木学会， 1989.12 E 

An Expert System for Intersection Design and Control: Rica「doG. Sigua, Masao 

Kuwahara, Masaki Koshi Proceedings of Infrastructure Planning, 12, 275-281, 

JAPAN Society of Civil Engineers, 1989.12 E 

交差点改良エキスパートシステムの開発：尾崎晴男 土木計画学研究・講演集12,283-289, 土

木学会， 1989.12 E 

村井研究室 (Murai Lab.) 

DTM Generation and Bird-Eye View Generation using a Personal Computer: Sukit 

Viseshsin. s. Murai ACRS, 巳6-l-E-6-6, Asian Association on Remote Sensing, 1989. 

11 D 

PC Based GIS for Land Use Capability Evaluation: Toshiaki Hashimoto. S. Mu「ai.N.

Ohno ACRS, G-4-l-G-4-6, Asian Association on Remote Sensing, 1989.11 D 

Computer-Assisted Hill-Shading Generation from DEM for Cartographic Enhancement 

on Thematic Maps: Riadika Mast「a.H. Kakiuohi. S. Mu「aiACRS, P-3-l-P-3-6, 

Asian Association on Remote Sensing, 1989.11 D 

Regional Environment Evaluation of Changjiang and Hung-Huai River Catchment Areas 

in China Using Global Vegetation Index and Weather Data: Xue-mei Bai. S. Mu「ai

ACRS, cJ-7-l-cJ-7-6, Asian Association on Remote Sensing, 1989.11 D 

グローバルな視点を求めて：村井俊治 土木学会誌， 7, 14-15, 土木学会， 1989.7 C 

Training Materials for Disaster Management and Regional Development by Using Geo-

graphic Information Systems (GIS) : ShunJi Mu「aiU.N. Workshop, 1-7, U. Nation, 

1990.2 D 

372 



Vegetation Mapping Using Global Vegetation Index and Weather Data: Yoshiaki 

Honda. Shunji Mu「aiProceedings of ACRS, A-2-4-l-A-2-4-6, Asian Association on 

Remote Sensing, 1989. l l D 

Flood Disaster Prediction Model using Remote Sensing Data and Geographic Information 

System: Shi「oOchi. S. Mu「aiSuvit. V ACRS, 巳令l-8-3-6,Asian Association on 

Remote Sensing, 1989. l l D 

Forest Change Detection -A Study of the Flooded Area in King Amphoe Phipun, Province 

of Nakhon Si Tammarat, Thailand: Ake Rosenqvist. Shunji Murai ACRS, D 

-2-1-0-2-8, Asian Association on Remote Sensing, 1989. l l D 

Remote Sensing in Japan: Shunji Murai Geodetical Info Magazine, 5. 1989.6 G 

A Semi-Automatic Terrain Measurement System for Earthwork Control: Susumu 

Hatto「i.Shunji Mu「aiPhotogrammetric and Remote Sensing, 55, 5. 573-579, ASPRS, 

1989.5 C 

写其測賊と地上測鼠とを結合した誤差調整手法の開発（その10): 近津博文，村井俊治 生産研

究， 41, 6, 560-562, 1989.6 A 

ノア画像を用いた大興安嶺地区山火事の回復に関する研究：劉会傑，本多嘉明，村井俊治，小井土

令朝巳 写真測絨とリモートセンシング， 28, 4, 4-12, 日本写真．測賊学会， 1989.10 C 

リモートセンシングと地理梢報システムの結合に関する研究（第一報）：村井俊治，越智士郎

生産研究， 41, 8, 669-672, 1989.B A 

リモートセンシングと地理情報システムの結合に関する研究（第二報）：村井俊治，越智士郎

生産研究， 41, 10, 785-787, 1989.10 A 

ステレオ衛星画像を用いた地形の三次元測定：村井俊治 生産研究， 41, l l, 837-842, 1989. l l 

A 

虫明研究室 (Musiake Lab.) 

Observation of Lined-up Cumulus Rows over the Japan Sea under the Winter Monsoon 

Situation Using Mos-1 Data: T. Koike. K. Musiake. T. Mizuno Proc. 3rd Symposium 

on MOS-1 Vertification Program, I. 315-321. 1989.3 E 

都市の水循環システムー都市水文学のフレームワーク：虫明功臣 水文・水資源学会誌， 2, l, 

23-32, 1989. 5 C 

1988年梅雨時に観測された Z-R関係ーレーダ及ぴ雨滴計を用いてー：沖大幹，虫明功臣，吉野

文雄 1989年春期大会講演予稿集， 197, 日本気象学会， 1989.5 E 

異常気象と河川：虫明功臣 河川， 516,16-21, 日本河川協会， 1989.7 G 

雨水対策から水循環の保全に向けて：虫明功臣 月刊下水道， 12,8. l, 日本下水道協会， 1989.7

G 

A Soil-Based Conceptual Model for Estimating Daily Infiltration at a point in an 
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Urbanized Catchment: 虫明功臣，岡泰道， <.JinLee 1989年研究発表会要旨集， 37-40,水

文• 水資源学会， 1989.BE 

自然林地斜面における流出寄与域の消長について：岡泰道，虫明功臣，小池雅洋 1989年研究発

表会要旨集， 119-122, 水文• 水資源学会， 1989.B E 

雨滴計データを用いたレーダ雨籠計の較正：沖大幹，虫明功臣，小池俊雄 1989年研究発表会要

旨集， 239-242.水文• 水資源学会， 1989.8 E 

Rainfall Distribution Estimation of Storm Event by the Orography and the Wind Direc-

tion: Oki. T .. K. Musiake, T. Koike Proc. Pacific International Seminar on Water 

Resources System, 337-352. 1989.8 D 

Flood and Drought Control Systems and Reservoir Control: Takasao. T., S. lkebuohi. 

K. Takeuchi, K. Musiake 7th Afro-Asian Regional Regional Conference, 1-0, 

185-195, !CID, 1989.10 D 

土の水分保持特性に関する試験装置の試作：小池雅洋，虫明功臣，岡泰道 第44回年次学術諧演

会概要集 2,232-233, 土木学会， 1989.IO E 

風向別降水鑽と豪雨風向の算定：沖大幹，虫明功臣，小池俊雄 第44回年次学術講演会概要集

2, 2-3, 土木学会， 1989.IO E 

都市域の水循環系の枠組と定最化の試み：岡村次郎，虫明功臣，松下潤 第44回年次学術講演会

概要集 2, 144-145, 土木学会， 1989.ID E 

富士山北斜面における融雪観測ー第二報ー：浅沼順，小池俊雄，虫明功臣 1989年全国大会講演

予稿集， 48, 日本雪氷学会， 1989.ID E 

1989年研究発表会報告「地中水の移動」：虫明功臣 水文•水資源学会誌， 2, 2, 74-75, 1989.11 

C 

水文学・気象学編 第3章 流出解析：虫明功臣土木工学ハンドブック， 546-551,土木学会，

1989.11 B 

ZDRに関する理論計算と問題点：沖大幹，虫明功臣，吉野文雄 1989年秋期大会講演予稿集，

146, 日本気象学会， 1989.11 E 

火曜日の指導貝室から：沖大幹，林理東京大学計算機センターニュース， 21, 12, 32-39, 

1989.12 G 

Cパンドマイクロ波散乱計による土壌水分の測定ー計測システムの予備的検討：小池雅洋，

虫明功臣，沖大幹，平田潔 第17回関東支部技術研究発表会講演概要集， 148-149,土木学会関

東支部， 1990.3 E 

土性に基づく水分特性曲線の推定ー関東ロームを対象として：弘中貞之，虫明功臣，熊田勝久，

佐藤圭ー 第17回関東支部技術研究発表会講演概要集， 146-147, 土木学会関東支部， 1990.3

E 

自然林地斜面域における不飽和帯水分の移動機構について：岡泰道，虫明功臣，小池雅洋 第17

回関東支部技術研究発表会講演概要集， 144-145, 土木学会関束支部， 1990.3 E 

中越地方の降雪量分布特性に関する研究：小池俊雄，後藤巌，沖大幹，桜庭孝一 水工学論文集，
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34, 97-102, 土木学会， 1990.3 C 

DNDレーダによる降水現象の観測に関する共同研究報告書（第 3報）：吉野文雄，石井典夫，

水野秀幸，井川貴史，沖大幹，ほか 土木研究所資料，建設省， 1990.3 F 

片山・山崎研究室 (Katayama and Yamazaki Labs.) 

Engineering Properties of Long-Period Strong Motion Evaluated from Displacement 

Seismograph Record: Izumi Shina. Tsuneo Katayama Proc. of 9WCEE, II. 251-256. 

1989 D 

Peak Acceleration Attenuation by Eliminating the Ill-Effect of the Correlation Between 

Magnitude and Epicentral Distance: Tong Huanan, Tsuneo Katayama Proc. of 

9WCEE, II. 349-354. 1989口

An Online Graphic Computer Program <ERISA-G〉andIts Application to Seismic Macro 

-Zonation of Japan: Yukio Tomatsu. Tsuneo Katayama Proc. of 9WCEE, II. 

181-186. 1989 D 

Observation of Seismic Ground Motion and Buried Pipe Strain in a Very Dense Seismome-

ter Array: Nobuhiko Sato. Tsuneo Katayama. Masahi「o Nakamura. 

ToshiYUki Iwamoto. Naoto Ohbo Proc. of 9WCEE, VII. 29-34. 1989 D 

Seismic Load Determination of Bridges by Considering System Performance of Highway 

Network: Masaaki Nonaka. Tsuneo Katayama Proc. of 9WCEE, VII. 277-282. 1989 

ロ
SI-Sensor for the Identification of Destructive Earthquake Ground Motion: Tsuneo 

Katayama, Nobuhiko Sato. Kimimasa Saito Proc. of 9WCEE, VII. 667-672. 1989 D 

A Study on Nonlinear Response of Multi-Story Shear Wall Structures: Mamo「U

Mizutani. Masanobu Shinozuka. Fumio Yamazaki Proc. of 9WCEE, V. 171-176. 

1989 D 

Damage Report of the Bihar Nepal Earthquake of August 21, 1988: RaJiv口uggal.

Nobuhiko Sato Bulletin of Earthquake Resistant Structure Research Center, 22. 

83-107. 1989 D 

Communications and Response of Critical Systems During Disasters: Tsuneo 

Katayama Proc. of Yokohama International Conference on Urban Disaster Prevention, 

54-55. 1989 D 

A Simulation Technique for Multi-Variate Non-Gaussian Stochastic Fields: Fumio 

Yamazaki. Masanobu Shinozuka Transactions of the 10th SMiRT, M. 143-148. 

AASRiRT. 1989 D 

Statistical Preconditioning in Simulation of Stochastic Vectors: Furnia Yamazaki, 

Masanobu Shinozuka Proc. of 5th ICOSSAR, 1990 D 
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Application of Probabilistic Methods in Construction Industry: Kiyoshi Ishii. Makoto 

Suzuki. Fumi口YamazakiProc. of 5th ICOSSAR, 1990口

千葉アレー地裳動記録のデータベース化：山崎文雄，永田茂，片山恒雄 生産研究， 42,3, 1990 

A 

確率ベクトルの高精度シミュレーション法：山崎文雄 構造工学論文集， 35A,479-488, 土木学

会， 1989 C 

千葉実験所における地裳動観測ーその 1 観測の概要と記録一覧ー：片山恒雄，佐藤暢彦，永田

茂 第20回地震工学研究発表会講演概要， 77-80, 土木学会， 1989 E 

千葉実験所における地裳動観測ーその 2 観測記録の処理とデータベース化の試みー：永田

茂，片山恒雄，山崎文雄，佐藤暢彦 第20回地震工学研究発表会講演概要， 81-84,土木学会，

1989 E 

千葉実験所における地震動観測ーその 3 観測記録に基づく距離減衰特性ー：安藤陽一，

Tu「gayTurker,片山恒雄 第20回地裳工学研究発表会講演概要， 85-88,土木学会， 1989

E 

千葉実験所における地震動観測ーその 4 地中地震計の埋設方位誤差の再検討ー：山崎文雄，

佐藤智美，片山恒雄 第20回地震工学研究発表会講演概要， 89-92,土木学会， 1989 E 

千葉実験所における地震動観測ーその 5 自由地盤の伝達特性についてー：鹿林，山崎文雄，

片山恒雄 第20回地裳工学研究発表会講演概要， 93-96, 土木学会， 1989 E 

気象庁裳度データの分析ー観測点ごとの偏りとその補正一：戸松征夫，片山恒雄 第20回地裳

工学研究発表会講演概要， 53-56,土木学会， 1989 E 

加速度地裳計ネットワークによる地震諸元の概略推定：池田鉄哉，片山恒雄，佐藤暢彦 第20回

地震工学研究発表会講演概要， 121-124,土木学会， 1989 E 

Macro Zoning of Ecuador-A Case Study-: Ca「lasVillacis. 片山恒雄 第20回地裳工学

研究発表会講演概要， 41-44,土木学会， 1989E 

Probabilistic Seismic Risk Maps of the Northern Indian Region and their Utilization as 

Design Aids: Rajiv Ouggal, 片山恒雄 第20回地裳工学研究発表会講演概要， 45-48,土木

学会， 1989E 

Seismic Risk Analysis of the Indian Subcontinent and Proposed Simplified Risk Spectra 

for the Northern Region: Rajiv口uggal.片山恒雄 土木学会第44回年次学術講演会概要

集第 1部， 970-971,土木学会， 1989E 

A Damage Index for Masonry Structures and its Applicability for Seismic Risk Analysis: 

Ca「lasVillacis. 片山恒雄 土木学会第44回年次学術講演会概要集第 1部， 972-973,土木学

会， 1989E 

関東地域の基盤における最大加速度予測式：安藤陽一，片山恒雄 土木学会第44回年次学術講

演会概要集第 1部， 898-899,土木学会， 1989 E 

地震時応急制御システム案：池田鉄哉，片山恒雄，佐藤暢彦 土木学会第44回年次学術講演会概

要集第 1部， l084-I085, 土木学会， 1989 E 

376 



スロッシング現象の信頼性解析：永田茂，片山恒雄 土木学会第44回年次学術講演会概要集第

1部， 1162-1163, 土木学会， 1989 E 

複数多次元非正規確率場の数値シミュレーション法：山崎文雄 土木学会第44回年次学術講演

会概要集第 1部， 382-383, 土木学会， 1989 E 

気象庁裳度データの分析ー観測点ごとの偏りと地盤条件の影特ー：戸松征夫，片山恒雄 土木

学会第44回年次学術講演会概要集第 1部， 968-969,土木学会， 1989 E 

地震波記録の圧縮方法とその応用性について：童華南，田蔵隆，片山恒雄 土木学会第44回年次

学術講演会概要集第 1部， 914-915,土木学会， 1989 E 

大地震のイメージー主婦が考えている都市震災ー：片山恒雄 地震保険調査研究， 25,51-72, 

損害保険料率算定会， 1989 F 

先端技術としての防災：片山恒雄 土木学会誌， 74, 6, 4-6, 土木学会， 1989 C 

土木と地震：片山恒雄 土木技術， 44, 8 , 28-29, 土木技術社， 1989 G 

都市震災の関連および波及構造の解明とその震災想定調査への利用に関する研究：片山恒雄，

佐藤暢彦 昭和63年度科学研究費補助金（一般研究 B)研究成果報告書， l -151, 1989 F 

震度データに基づく震央付近の最大加速度の推定式：安藤陽一，片山恒雄，戸松征夫 地震学会

講演予稿集1989, l , l 07-107, 地震学会， 1989 E 

気象庁震度データの分析（その 1)―観測点ごとの震度の距離減衰式：戸松征夫，片山恒雄 地

震学会講演予稿集1989, 2 , 13-13, 地震学会， 1989 E 

気象庁裳度データの分析（その 2)ー全国平均の震度の距離減衰式：戸松征夫，片山恒雄 地震

学会講演予稿集1989, 2, 14-14, 地震学会， 1989 E 

地震危険度解析のパソコン・システム〈ERISA-P〉：片山恒雄，戸松征夫 第6回ソフトウェア

コンファレンス，大阪市（財）大阪科学技術センター， 1990 E 

世界の防災に金と知恵を：片山恒雄 フォト， 37, 2, 42-43, (社）時事画報社， 1990 F 

「防災の日」に寄せて（座談会）：南忠夫，村上虞直，片山恒雄，廣井脩 かんぽ賽金， 136,18-30, 

（財）簡保衰金振災センター， 1989 F 

災害は都市の弱点を見逃さない（座談会）：吉村秀責，片山恒雄，馬場玲子 工コノミスト， 67,

49, 62-71. 1989 F 

高梨・大井研究室 (Takanashi and Ohi Labs.) 

地震動のエネルギー入力速度スペクトルと鉄骨造弱小モデルの地震応答：大井謙ー，高梨晃一，

本間靖章生産研究， 42, 3, 31-34, 1990.3 A 

Energy Input Rate Spectra of Earthquake Ground Motions: K. Ohi. K. Takanashi. Y. 

Homma Bulletin of ERS, 22. 43-48, Earthquake Resistant Structure Research Center, 

IIS, Univ. of Tokyo, 1990.3 A 

Static and On-line Earthquake Response on 3 story Frame of a Low-Yield-Ratio Steel: 

K. Takanashi. L.H. Meng, B. Simenov Bulletin of ERS, 22. 33-42, Earthquake 
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Resistant Structure Research Center, IIS, Univ. of Tokyo, 1990.3 A 

Seismic Performance of Steel Moment Frames Plastically Designed by Least Squares 

Stress Field: K. Ohi, S. A. Mahin EERC Report, UCB/EERC-89/08, Earthquake 

Engineering Research Center, Univ. of California, at Berkeley, 1989.B B 

梢載物が滑動する建築構造物の地震応答：高小航，高梨晃一 日本建築学会構造系論文報告集，

409, 107-113, 日本建築学会， 1990.3 C 

低 YR60キロ級高張力鋼 Beam-columnの耐力と変形能力：高梨晃一，孟令樺，福島暁男，桑村

仁，鈴木孝彦 構造工学論文集， 36巳， 399-408, 日本建築学会， 1990.3 C 

Behaviors of Steel and Composite Beams at Various Displacement Rates: K. Takanashi. 

K. Udagawa Jour. of Structureal Engineering, 115. 8. 2067-2081, ASCE, 1989.8 C 

Response Observation of Scale Model Structures to Strong Earthquake: K. Takanashi. 

K. Ohi J. Construct. Steel Research, 13. 189-210, Elsevier Science Publishers, 1989 C 

Seismic Load Effects on a Scaled Model Structure: K. Ohi. K. Takanashi Proc. Struc-

tures Congress'89 ASCE, Seismic Engineering: Research and Practice, 398-407, ASCE, 

1989.5 D 

The Ultimate Limit State Design for Earthquake Resistent Steel Frame: K. Ohi Proc. 5th 

International Conference on Structural Safety and Reliability, 1989.8 D 

梢載物の滑動がある単層骨組の耐裳設計法の一案：高梨晃一，高小航 日本建築学会大会学術

講演梗概集（九州）， 47-48, 日本建築学会， 1989.10 E 

低 YR高張力鋼骨組の耐力と変形性能：高梨晃一，孟令樺，嶋脇与助，薬村仁，鈴木孝彦 日本

建築学会大会学術講演梗概集（九州）， 1033-1034, 日本建築学会， 1989.10 E 

低 YR高張力鋼骨組のオンライン地裳応答実験：高梨晃一，孟令樺，近藤日出夫，桑村仁，鈴木

孝彦 日本建築学会大会学術講演梗概集（九州）， 1035-1036, 日本建築学会， 1989.10 E 

鉄骨造弱小模型の速度応答と履歴吸収エネルギー：高梨晃一，洪起，近藤日出夫，本間靖章

日本建築学会大会学術講演梗概集（九州）， 1081-1082, 日本建築学会， 1989.10 ピ

弾塑性骨組の不安定状態を含む釣合式の一解法：洪起，高梨晃一 日本建築学会大会学術講

演梗概集（九州）， 1285-1286, 日本建築学会， 1989.10 E 

サイドスウエイを伴う曲げ柱の P△効果を考慮した弾塑性解析：高梨晃一，洪起，金鍾整 日

本建築学会大会学術講演梗概集（九州）， 1291-1292, 日本建築学会， 1989.10 E 

サイドスウエイを伴う鉄骨柱材の強度と変形能：中島正愛，高梨晃一，加藤博人，金鍾聟 日本

建築学会近畿支部研究報告集， 317-320, 日本建築学会近畿支部， 1989.5 E 

半谷研究室 (Hangai Lab.) 

Dynamic Buckling of Shallow Shells under the Up and Down Earthquake Excitation : 

Tetsuyuki Tanami. Satoshi Taki. Yasuhiko Hangai Proceedings of Ninth World 

Conference on Earthquake Engineering, V, 545-550, 9WCEE, 1989.3 D 
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Response Observation of a Reinforced Concrete Tower: Takashi Yamagami, Yasuhi-

ko Hangai Proceedings of Ninth World Conference on Earthquake Engineering, 111, 

715-720, 9WCEE, 1989.3 D 

単層スペースフレームの部材構成と応カ・座屈解析の自動化プログラム：半谷裕彦，金井頼利，

大矢俊治，関富玲 構造工学論文集， 358,89-102, 日本建築学会， 1989.3 C 

Dynamic Buckling Behaviours of Reticulated Single-Layer Dome Model to Up and Down 

Earthquake Excitation: Tetsuyuki Tanami. Yasuhiko Hangai Bulletin of Earth-

quake Resistant Structure Research Center, 2巳109-125,I.LS. Univ. of Tokyo, 1989.3 A 

鉄筋コンクリート偏平ドームの破壊実験：高山誠，半谷裕彦 コンクリート工学年次論文報告

集， 11, 2, 153-158, 日本コンクリート工学協会， 1989.6 E 

立体トラス構造のホモロガス変形を制約条件とする形態設計法：半谷裕彦，関富玲 「逆問題の

コンピュータ手法とその応用」講演論文集， 890-34,65-70, 日本機械学会， 1989. 7 E 

変位制限を持つ膜構造の解析：半谷裕彦，鈴木俊男，関富玲 構造工学における数値解析法シン

ポジウム論文集， 13,83-88, 日本鋼構造協会， 1989.7 E 

上下動を受ける偏平単府スペースフレームの動的座屈解析：田波徹行，半谷裕彦，瀧諭，金

勝徳 構造工学における数値解析法シンポジウム論文集， 13,437-442, 日本鋼構造協会，

1989. 7 E 

Model Test on Base Mat Uplift of Nuclear Reactor Building, Part 1 Laboratory Test: 

Yasuhiko Hangai, Kinji Akino, Osamu Ku「imotoTransactions of 10th Interna・

tional Conference on SMiRT, Kl, 169-174, American Association for SMiRT, 1989.B D 

単附ラチスドームの安定解析：日醤興一郎，半谷裕彦，加藤史郎，山田大彦 日本建築学会，

1989.8 8 

Failure Tests of Reinforced Concrete Shallow Domes: Makoto Takayama. Yasuhiko 

Hangai 10 Years of Progressive in Shell and Spatial Structures, 30 Anniversary of 

IASS, 2, 70-79, Cedex-Laboratorio Central de Estructuras Y Materiales, 1989.9 D 

Analytical Method of Membrane Structures with Constraint Conditions of Displacement 

by Bott・Duffin Inverse: Yasuhiko Hangai. Fu-Ling Guan. Toshia Suzuki 

10 Years of Progressive in Shell and Spatial Structures, 30 Anniversary of IASS, 5, 

157-173, Cedex-Laboratorio Central de Estructuras Y Materiales, 1989.9 D 

複合ケープル構造の構造安定性に関する研究一軸対称荷重下における捩れ座屈 (I)-:半谷

裕彦，真柄栄毅，岡村潔，林暁光 日本建築学会大会学術講演梗概集， 8, 咆07-1208, 日本建

築学会， 1989.lD E 

複合ケーブル構造の構造安定性に関する研究一軸対称荷重下における捩れ座屈 (II)-:半谷

裕彦，真柄栄毅，岡村潔，林暁光 日本建築学会大会学術講演梗概集， B, 1209-1210, 日本建

築学会， 1989.10 E 

変位拘束を持つ構造物の解析における射影行列の自動化作成法：半谷裕彦 日~建築学会大会

学術講演梗概集， 8, 1131-1132, 日本建築学会， 1989.10 E 
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等張力曲面の形状解析法について：鈴木俊男，半谷裕彦 日本建築学会大会学術講演梗概集，

B, 1163-1164, 日本建築学会， 1989.10 E 

軸対称荷重を受ける塔状型円筒シェルの形態解析：半谷裕彦，佐野剛志 日本建築学会大会学

術講演梗概集， B, 1133-1134, 日本建築学会， 1989.10 E 

半球を端部に持つ円筒シェル型単層スペースフレームの座屈解析：金井頼利，大矢俊治，半谷

裕彦 日本建築学会大会学術講演梗概集， B, 1257-1258, 日本建築学会， 1989.10 E 

3種類の球面分割に対する単層ドームの座屈荷重の比較：金井頼利，大矢俊治，半谷裕彦 日本

建築学会大会学術講演梗概集， B, 1237-1238, 日本建築学会， 1989.lO E 

不安定トラスの安定化移行経路に関する考察：川口健一，半谷裕彦 日本建築学会大会学術講

演梗概集， B, 1137-1138, 日本建築学会， 1989.10 E 

変位モードを制約条件とする形態解析：半谷裕彦，関富玲 日本建築学会大会学術講演梗概集，

B, 1129-1130, 日本建築学会， 1989.10 E 

ステップ荷重，正弦波荷重，地裳荷重を受ける偏平構造モデルの動的安定挙動：金勝徳，田波

徹行，半谷裕彦 日本建築学会大会学術講演梗概集， B,1121-112巳日本建築学会， 1989.10 E 

単層スペースフレームの振動特性に関する研究 その 3.上下動加振による座屈実験：田波

徹行，瀧諭，半谷裕彦 日本建築学会大会学術講演梗概集， B,1271-1272, 日本建築学会，

1989.10 E 

単層スペースフレームの振動特性に関する研究 その 4.数値解析による座屈荷重の検討：

田波徹行，瀧諭，半谷裕彦 日本建築学会大会学術講演梗概集， B,1273-1274, 日本建築学

会， 1989.lO E 

地盤と塔状構造物の動的相互作用に関する研究 その 3. ウイグナー分布：山上敬，半谷裕彦

日本建築学会大会学術講演梗概集， B,201-202, 日本建築学会， 1989.10 E 

空間構造における形態形成の数理：半谷裕彦 生研セミナーテキスト， 146,生産技術研究奨励

会， 1989.ll A 

等張力曲面形状の数値解析：鈴木俊男，半谷裕彦 膜構造論文集， 3, 1-12, 日本膜構造協会，

1989. ll C 

複合ケープル構造の構造安定性に関する研究一分岐座屈としての捩れ座屈ー：半谷裕彦，林

暁光，真柄栄毅，岡村潔 膜構造論文集， 3, 21-29, 日本膜構造協会， 1989.ll C 

ホモロガス変形を制約条件とする立体トラス構造の形態解析：半谷裕彦，関富玲 日本建築学

会構造系論文報告集， 405,97-10巳 日本建築学会， 1989.l l C 

空間構造の形態形成の数理解析：半谷裕彦 応用力学連合講演会講演予稿集， 39,15-24, 1989. lビ

E 

構造安定における分岐経路の簡便な解析法：半谷裕彦，林暁光 応用力学連合講演会講演予稿

集， 39,53-54, 1989. 12 E 

上下動を受ける偏平構造モデルの動的安定：金勝徳，田波徹行，半谷裕彦 応用力学連合講演会

講演予稿集， 39,59-so, rns9. 12 E 
等張力曲面形状の数値解析法：鈴木俊男，半谷裕彦 応用力学連合講演会講演予稿集， 39,
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195-196, 1989.12 E 

制約条件付きの構造形態解析：半谷裕彦 先端技術における数理科学的諸問題の解明， 2, 7 

-8, 京都大学数理解析研究所， 1989.12 E 

不安定形状の安定化移行解析（連続体形状をフーリエ級数で置換する場合）：田波徹行，半谷

裕彦，川口健一 関東支部研究報告集， 177-180, 日本建築学会， 1990.l E 

ステップ荷重を受ける偏平構造モデルの動的連成座屈：金勝徳，田波徹行，半谷裕彦 生産研

究， 42, 3, 35-38, 1990.3 A 

Dynamic Stability of Shallow Structure Models due to Up-and-Down Excitation: 

SeungーロeogKim. Tetsuy_uki Tanami. Yasuhiko Hangai Bulletin of Earthquake 

Resistant Structure Research Center, 23, 73-86. 1989.3 A 

橘 研究室 (Tachibana Lab.) 

The Relative Variance in Sound Power Measurements Using Reverberation Rooms: M. 

Tohyama. A. Imai. H. Tachibana Journal of Sound and Vibration, 128, l. 57-69, 

Academic Press Inc., l 989.4 C 

遮音性能測定上の問題点と評価尺度の相互比較（聴感実験による基礎的研究）：橘秀樹，矢野

博夫，園田有児 日本建築学会環境工学委貝会音環境小委貝会第31回シンポジウム， 5-12,

日本建築学会， 1989.4 E 

インパルス応答の測定法：日高新人，買手正浩，矢野博夫，橘秀樹 日本建築学会環境工学委貝

会音環境小委貝会第32回シンポジウム賽料， 9-16, 日本建築学会， 1989.6 E 

常陸太田市民交流センター“パルティホール”の音特設計：木村博行，橘秀樹 音郭技術， 18,

2, 43-46, 日本音特材料協会， 1989.6 C 

音特インテンシティー法を用いたパワーレベル測定に関する検討：矢野博夫，橘秀樹，浅野

多計昌 龍子情報通信学会技術研究報告 応用音特研究会資料， EA89-37, l -8, 電子情報

通信学会， 1989.7 E 

2マイクロホン法による音特インテンシティー計測：橘秀樹 センサー技術， 9, 9, 43-47, 

（株）技術調査会， 1989.8 G 

Loudness of Isolated Impulsive Sounds with Various Decay Rate and Components: 

Hideki Tachibana Proc. of 13th ICA, 1, 373-376, SAVA CENTER (BEOGRAD), 1989. 

80 

Measurement of Impulse Responses in Real and Scale Model Auditoriums: Yoshito 

Hidaka, Hideki Tachibana Proc. of 13th ICA, 2, 133-136, SAVA CENTER (BEO-

GRAD), 1989.8 D 

Estimation of Impulse Response in a Sound Field by the Finite Element Method : 

SeokJoo Choi, Hideki Tachibana Proc. of 13th ICA, 2, 129-132, SAVA CENTER 

(BEOGRAD), 1989.8 D 
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Comparison of Single-Number Indices for Assessment of Sound Insulation of Building 

Walls Based on Psychoacoustic Experiment : Mas a「uKoyasu. Hideki Tachibana 

Proc. of 13th ICA, 2, 115-118, SAVA CENTER (BEOGRAD), 1989.B D 

建築音特に関する国際規格と国内規格：橘秀樹 日本音聾学会誌， 45, 9 , 702-705, 日本音聾

学会， 1989.9 C 

塀の遮音遮に対するアクティプ制御の試み：伊勢史郎，金井昇弘，矢野博夫，橘秀樹 日本騒音

制御工学会技術発表会講演論文集， 77-80, 日本騒音制御工学会， 1989.9 E 

固体音の伝搬・放射特性の測定方法について：橘秀樹 音聾技術， 18, 3 , 49-53, 日本音特材

料協会， 1989.9 C 

大空間の音卿特性の測定・ 評価方法（アトリウムにおける検討例）：買手正浩，日高新人，矢野

博夫，橘秀樹 日本音特学会秋季講演論文集， 805-806, 日本音特学会， 1989.10 E 

音膵模型実験における空気吸収の補正について：岩本毅，石渡智秋，伊勢史郎，買手正浩，橘

秀樹，山崎芳男 日本音聰学会秋季講演論文集， 695-696, 日本音押学会， 1988.10 E 

1/10縮尺模型実験による対向壁面間の音の反射に関する検討：石渡智秋，岩本毅，買手正浩，

伊勢史郎，橘秀樹 日本音閥学会秋季講演論文集， 703-704, 日本音孵学会， 1889.10 E 

残特室における音圧の空間偏差に関する有限要素解析：産錫柱，矢野博夫，橘秀樹 日本音特学

会秋季講演論文集， 728-730, 日本音特学会， 1989.10 E 

塀の遮音に対するアクティプ制御の試み：伊勢史郎，金井昇弘，矢野博夫，橘秀樹 日本音欝学

会秋季講演論文集， 593-594, 日本音響学会， 1989.10 E 

低音性騒音の評価に関する研究（シミュレーション実験による壁の透過音のラウドネス評価）：

園田有児，橘秀樹，子安勝，桑野園子，難波精一郎 日本音押学会秋季講演論文集， 563-564,日

本音特学会， 1989.10 E 

SI法による音評パワーレベル測定におけるスキャニング法の検討：浅野多計昌，矢野博夫，橘

秀樹 日本音特学会秋季講演論文集， 661-662, 日本音特学会， 1989.10 E 

シミュレーション実験による重最床衝撃音の評価方法に関する検討：橘秀樹，園田有児，矢野

博夫，子安勝 日本建築学会大会学術講演梗概集， 273-274, 日本建築学会， 1989.10 E 

シミュレーション実験による建物内壁の遮音性能評価に関する検討：園田有児，矢野博夫，橘

秀樹，子安勝 日本建築学会大会学術講演梗概集， 397-398, 日本建築学会， 1989.10 E 

オフィスにおけるローパーティションの遮音効果に関する検討：矢野博夫，橘秀樹，坂爪権三郎

岡本晶志 日本建築学会大会学術講演梗概集， 409-410, 日本建築学会， 1989.10 E 

Simulation of Concert Hall Acoustics by Digital Technique and Physical Scale Modelling: 

Hideki Tachibana. Yoshito Hidaka. Masahiro Kaite. Yoshio Yamasaki Proc. 

of the 1st International Conference on Music Perception and Cognition, 41-44, 日本音楽

知覚認知研究会， 1989.10D 

Changes of Sound Power of Reference Sound Sources Influenced by Boundary Conditions 

Measured by the Sound Intensity Technique: Hideki Tachibana, Hi「ooYano Proc. 

of inter-noise 89, 2, 1009-1014, International Institute of Noise Control Engineering, 
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1989.12 D 

オーディトリアムの音特設計のためのハイプリッド・シミュレーション：橘秀樹，日高新人，

買手正浩，山崎芳男 第12回情報システム利用技術シンポジウム， 487-492,日本~築学会情報

システム技術委貝会， 1989.12 E 

新たに音瞥性能評価値の設定が必要な分野：橘秀樹 音響技術， 18, 4, 23-27, 日本音翠肛材料

協会， 1989.12 C 

図説エルゴノミクス：橘秀樹（分担執筆） 463-469, 日本規格協会， 1990.2 巳

Sound and vibration measurements by impulsive excitation: Hi「ooYano. Yoshito 

Hidaka, Hideki Tachibana The Journal of the Acoustic Society of Japan (E), 11, l. 

77-82, 日本音評学会， 1990.2C 

市街地幹線道路における自動車交通流の騒音発生鼠の測定：橘秀樹，細田高道，矢野博夫，日高

新人 日本音特学会春季講演論文集， 561-562, 日本音薯学会， 1990.3 E 

室内音特評価のためのパイノーラル収録・再生法の検討（音像の定位に関する実験）：佐藤史明，

石渡智秋，橘秀樹 日本音評学会春季講演論文集， 591-592, 日本音聾学会， 1990.3 E 

迷路型消音器の減音特性：音錫柱，古賀貴士，橘秀樹 日本音閻学会春季講演論文集， 653-654,

日本音特学会， 1990.3 E 

各種騒音評価鼠の相互関係について（その 2): 橘秀樹，園田有児，佐藤史明，桑野園子，難波精一

郎 日本音需学会春季講演論文集， 495-496, 日本音特学会， 1990.3 E 

遮音測定における室内等価吸音面栢の測定方法の検討：浅野多計昌，矢野博夫，橘秀樹 日本音

押学会春季講演論文集， 607-608, 日本音評学会， 1990.3 E 

1/10縮尺模型実験による音楽ホールの音場予測：高久勝彦，菅真一郎，橘秀樹 日本音聾学会春

季講演論文集， 641-642, 日本音特学会， 1990.3 E 

音特インテンシティ法によるタイヤ騒音の音源探壺：押野康夫，大里進，橘秀樹 日本音特学会~

春季講演論文集， 569-570, 日本音特学会， 1990.3 E 

建築音特における模型実験法に関する研究：橘秀樹，日高新人，令西由利，石井聖光 生研報告，

35, 4, 1990.3 A 

村上・加藤研究室 (Murakami and Kato Labs.) 

Visualization of Turbulent Flowfield Generated by Numerical Simulation: Shuzo 

Mu「akami.Kazuki Hibi. Akashi Machida 4th International Conference on Super 

Computing, 1989.4 D 

都市・建築環境の可視化④ 都市の風・ビル風の予測とその可視化：村上周三 M!~/i'.ffijt'/{., l 04, 

1284, 58-59, 日本建築学会， 1989.4 C 

一般曲線座標系による室内気流数値シミュレーション その 3-k-sモデルと境界条件式お

よぴ圧力方程式の 3次元一般曲線座標系への変換ー：村上周三，加藤信介，石田義洋 日本建

築学会計画系論文報告集， 400, I -11, 日本建築学会， 1989.6 C 
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移流の卓越する室内気流における沈降を伴う浮遊微粒子の拡散 第2報数値シミュレーショ

ンと実大実験の比較：村上周三，加藤信介，永野紳一郎，田中幸彦 空気調和・衛生工学会論文

集， 40,37-45, 空気調和・衛生工学会， 1989.6 E 

コンベンショナルフロー型クリーンルーム内の気流性状に関する研究 第 3報吹出しロ・吸

込み口の配罹が変化した場合の流れ場・拡散場の数値解析：村上周三，加藤信介，須山喜美

空気調和・衛生工学会論文集， 40,65-76, 空気調和・衛生工学会， 1989.6 E 

社会人教育と生研の研究活動ー技術者研修推進プログラムの構想ー：村上周三 生産研究，別

冊， 49-52,1989. 6 A 

環境工学における可視化：加藤信介 建築雑誌， 40-41,建築学会， 1989 C 

Computational Wind Engineering: Shuzo Murakami The 6th U.S. National Conference 

on Wind Engineering, 1989.6 D 

Three-Dimensional Numerical Simulation of Turbulent Flow Around Buildings using the 

k-c Turbulence Model: Shuzo Mu「akami.Akashi Machida Building and Environ-

ment, 24, l. 51-64. 1989.6 D 

Numerical and Experimental Study on Room Airflow -3-D Predictions using the k-c 

Turbulence Model : Shuzo Mu「akami.Shinsuke Kato Building and Environment 

24, l. 85-97. 1989.6 D 

Current Status of Numerical and Experimental Methods for Analyzing Flow Field and 

Diffusion Field in a Room: S. Murakami. S. Kato ASHRAE Room air, 39-56, 

ASHRAE, 1989.6 B 

3-D Numerical Simulation of Turbulent Air Flow in and around Buildings Based on the 

k-c Model with Generalized Curvilinear Coordinates: S. Murakami, S. Kato. Y. 

Ishida ASHRAE Transactions, ASHRAE, 1989.6 D 

Numerical Study on Diffusion Field as Affected by Arrangement of Supply and Exhaust 

Openings in Conventional Flow Type Clean Room : S. Murakami, S. Kato, Y. 

Suyama ASHRAE Transactions, ASHRAE, 1989.6 D 

Scrutinizing the k-c Turbulence Model by means of LES for Turbulence Structure around 

Cube: Shuzo Murakami. Akashi Machida. Yoshihiko Hayashi International 

Symposium on Computational Fluid Dynamics-NAGOYA, 735-742. 1989.8 D 

3-D k-c Model Based on Generalized Curvilinear Coordinates with Conservative Forms 

Room Airflow Simulation with Complex Geometric Shape: Yoshihi「o Ishida. 

Shuzo Murakami. Shinsuke Kato International Symposium on Computational 

Fluid Dynamics-NAGOYA, 1156-1161. 1989.8 D 

乱流熱輸送のモデリング：加藤信介 第19回熱シンポジウム， 日本建築学会， 1989.8 E 

応力方程式モデルによる建物周辺気流の数値解析（その 1) 2次元角柱における代数応カモデ

ルと k-cモデルの比較：田中忠範，村上周三，加藤信介，近藤靖史 日本建築学会大会学術講

演梗概集， 463-464, 日本建築学会， 1989.10 E 
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応力方程式モデルによる建物周辺気流の数値解析（その 2)ASMに基づく国国の構造と後流に

対する流線の曲率の影特の考察：村上周三，加藤信介，近藤靖史，田中忠範 日本建築学会大

会学術講演梗概集， 465-466, 日本建築学会， 1989.10 E 

応力方程式モデルによる室内気流解析（その 5)代数応カモデルによる 2次元室内非等温流れ

場の解析：近藤靖史，村上周三，加藤信介 日本建築学会大会学術講演梗概集， 473-474, 日本

建築学会， 1989.10 E 

温度フラックス高精度近似 k-c:モデルによる非等温室内気流の数値解析（その 1): 永野

紳一郎，村上周三，加藤信介 日本建築学会大会学術講演梗概集， 475-476, 日本建築学会，

1989.10 E 

非等温室内気流の数値解析に関する研究（その 3)Viollet型の k-c:モデルに基つ介く水平非等温

噴流の解析：加藤信介，村上周三，中川浩之 日本建築学会大会学術講演梗概集， 477-478, 日

本建築学会， 1989.10 E 

解強制置換法を用いた複合グリッドシステムによる 2次元室内乱流の解析：石田義洋，村上

周三，加藤信介 日本建築学会大会学術講演梗概集， 495-496日本建築学会， 1989.10 E 

住宅の換気・通風に関する実験的研究 その 6 通風時の開口の流鼠係数 aに関する基礎的検

討：赤林伸一，村上周三，加藤信介，長谷川功，金永徳 日本建築学会大会学術講演梗概集，

629-630, 日本建築学会， 1989.10 E 

建物周辺気流の乱流構造に関する風洞実験（その 1) 最大瞬間風速等の分布に対する建物翡

さ，街路幅の影響~: 村上周三，加藤信介，高橋岳生，義江龍一郎，金永徳 日本~築学会大会学

術講演梗概集， 635-636, 日本建築学会， 1989.10 E 

電気レンジとフードファンの排気に関する実験的研究 その 1 レンジ上の流れ場，温度場と

上昇廃気流の風最：村上周三，赤林伸一，水谷国男，君島正彦 日本建築学会大会学術講演梗

概集， 709-710, 日本建築学会， 1989.10 E 

電気レンジとフードファンの排気に関する実験的研究 その 2 排気風撒，排気フード位置，

レンジ発熱最と廃気捕集率の関係：村上周三，赤林伸一，水谷国男，高橋秀行 日本建築学会

大会学術講演梗概集， 711-712, 日本建築学会， 1989.10 E 

輻射パネル併用冷房の室内環境に関する研究（その 1) 全空気式，パネル単独式，併用式の 3

方式の比較：佐藤昌之，村上周三，加藤信介，近藤靖史，中谷義宣 日本建築学~大会学術講演

梗概集， 1023-1024, 日本建築学会， 1989.10 E 

輻射パネル併用冷房の室内環境に関する研究（その 2) 吹出・吸込方式とパネルの面梢・表面

梢の影押：村上周三，加藤信介，佐藤昌之，中谷義宣，皆棟皓 日本建；築学会大~学術講演梗概；

集， 1025-1026, 日本建築学会， 1989.10 E 

輻射パネル併用冷房の室内環境に関する研究（その 3) 輻射環境場と温熱環境評価指標の分

布：村上周三，加藤信介，佐藤昌之，中谷義宣，高橋義文 日本建築学会大会学1府講演梗概集，

1027-1028, 日本建築学会， 1989.10 E 

劇場の温熱環境に関する模型実験（その 1) 空調最大負荷時の温度・気流分布の性状：村上

周三，加藤信介，田中幸彦，鈴木啓泰 日本建築学会大会学術講演梗概集， 1129-1130, 日本建；
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築学会， 1888.10 E 

劇場の温熱環境に関する模型実験（その 2) 舞台と客席の気流・熱の相互影孵：村上周三，加藤

信介，鈴木啓泰，田中幸彦，皆棟皓，近本智行 日本建築学会大会学術講演梗概集， ]]31-1132,

日本建築学会， 1888.10 E 

建物周辺の乱流構造に関する風洞実験（その 2) 最大瞬間風速等の分布に対する植栽の影特に

ついて：金永徳，村上周三，高橋岳生 日本風工学誌， 41,17-18, 日本風工学会， 1888.10 C 

卸売市場の自然換気塔の換気性能に関する風洞実験：高橋岳生，村上周三，加藤信介，金永徳

日本風工学会誌， 41,18-20, 日本風工学会， 1888.10 C 

大劇場の温熱環境に関する校型実験ー舞台と客席の温度・気流分布の性状ー：村上周三，加藤

信介，田中幸彦，鈴木啓泰，皆棟皓，近本智行 生産研究， 41, 10, 786-788, 1888.10 A 

非等温室内気流の数値解析に関する研究（その 4) Viollet型と Rodi型の k-1oモデルに基づ

く水平非等温噴流の解析：中川浩之，村上周三，加藤信介 空気調和・衛生工学会学術講演会

講演論文集， 8-12, 空気調和・衛生工学会， 1888.10 E 

一般曲線座標系による室内気流数値シミュレーション複雑な形状の体育館への適用：石田

義洋，村上周三，加藤信介 第12回情報システム利用技術シンポジウム， 283-288,日本建築学

会， 1888 C 

大測場の温熱環境に関する模型実験（その 3) 舞台と客席の温度・気流分布の性状：加藤信介，

村上周三，田中幸彦，鈴木啓泰，皆棟皓，近本智行 空気調査・衛生工学会論文集， 113-116,

1888.10 E 

電気レンジとフードファンの排気に関する研究：村上周三，浅野賢二，赤林伸一，下田邦雄，坪倉

久，水谷国男 空気調和・衛生工学会論文集， 801-804, 1888. lD E 

病院におけるパネルエアシステムの活用について：中谷義文，村上周三，加藤信介，佐藤昌之，

近藤靖史 第18回日本病院設備学会予稿集， 46-47,1888.ll E 

代数応力方程式モデルによる室内気流解析 3次元等混流れ場に関するシミュレーションと実

験の比較：加藤信介，村上周三，近藤靖史 第39回応用力学連合講演会， 253-256,1888. 12 E 

熱フラックスに局所平衝型の WETモデルを用いた k-1,モデルによる非等温室内気流の数値

解析：加藤信介，村上周三，永野紳一郎，近藤靖史 第 3回数値流体力学シンポジウム講演論

文集， 338-342,1888. 12 E 

温度フラックスに局所平衡型の WETモデルを用いた k-sモデルによる非等温室内気流の数

値解析：村上周三，加藤信介，永野紳一郎 生産研究， 42, l, 75-78, 1880. l A 

LESによる建物周辺気流の数値予測（第 9報）一立方体周辺の乱流流れ場に関する k-sモデル

との比較ー：村上周三，持田灯，林吉彦 生産研究， 42, l, 51-54, 1880. l A 

代数応カモデルによる 2次元角柱周辺気流の数値解析：村上周三，近藤靖史，持田灯，田中忠範

生産研究， 42, l, 16-23, 1880. l A 

天井面給排気による局所流最バランス方式クリーンルームに関する研究 第 1報模型実験に

よる流れ場・拡散場の検討：村上周三，加藤信介，田中幸彦，永野紳一郎，池鯉鮒悟 空気調和・

衛生工学会論文集， 42, 空気調和・衛生工学会， 1880.2 E 
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原 研究室 (Hara Lab.) 

New Umeda City Development Proposal Plan: HARA Hiroshi GA DOCUMENT, 23. 

14-19, A.D.A.EDITA Tokyo, 1989.4 G 

Corresponsive Archiutectureの条件：原廣司 新建築， 64,4, 219-222, 新建築社， 1989.4 G 

惹識の連続体：原廣司 建築文化， 44,510, 68-69, 彰国社， 1989.4 G 

謡識の感知：伊東豊雄，藤森照信，原廣司 建築文化， 44,510, 116-121, 彰国社， 1989.4 G 

東京の「国境線」としてのルート 16:原廣司 Bulletin, 59, 6 -10, 消水建設， 1989.4 G 

都市における大学の使命：原廣司 生産研究，別冊， 35-39,1989.6 A 

海，浮遊，ーそしてゴシック：原廣司，隈研吾 東陶通信， 358, 2-5, 東陶機器， 1989.6 G 

Iida Municipal Museum: HARA Hi「oshiGA DOCUMENT, 24. 42-65, A.D.A. EDIT A 

Tokyo, 1989.8 G 

デザインの時代的課題：原廣司 技術セミナー， 25-28,豊橋技術科学大学， 1989.10 G 

Conditions for Corresponsive Archiutecture: HARA Hi「oshija (the japan architect), 390. 

8-34, The Japan Architect, 1989.10 G 

都市空間の経路に関する研究ー経路探索の実験とそのモデル化ー：日色真帆，原廣司，門内輝行

日本建築学会大会学術講演梗概集 E,571-572, 日本建築学会， 1989.10 E 

都市領域の様相論的研究 その10 都市の立体性の解析：宮崎淳，原廣司，藤井明，曲渕英邦，

金尾朗，工藤和美 日本建築学会大会学術講演梗概集 F,201-202, 日本建築学会， 1989.10 E 

都市領域の様相論的研究 その11 都市空間における視党梢報の抽出：工藤和美，原廣司，藤井

明，曲渕英邦，金尾朗，宮崎淳 日本建築学会大会学術講演梗概集 F,203-204, 日本建築学会，

1989.10 E 

都市領域の様相論的研究 その12 道路ネットワークにおける連続的な経路について：金尾

朗，原廣司，藤井明，曲渕英邦，工藤和美，宮崎淳 日本建築学会大会学術講演梗概集 F,

205-206, 日本建築学会， 1989.10 E 

都市領域の様相論的研究 その13 都市領域モデル 4: 曲渕英邦，原廣司，藤井明，金尾朗，

工藤和美，宮崎淳 日本建築学会大会学術講演梗概集 F,201-202, 日本建築学会， 1989.10 E 

都市環境の統合的評価手法に関する研究 その 1 建ぺい率の簡易推定の可能性について：

吉松京子，原廣司，藤井明 日本建築学会大会学術講演梗概集 F, 247-248, 日本建築学会，

1989.10 E 

新しい都市デザインと設計教育の試み：横文彦，原廣司，大野秀敏，門内輝行 建築文化， 44,

517, 97-124, 彰国杜， 1989.11 G 

Yuki-an: HARA Hi「oshiGA HOUSES, 27. 80-89, A.D.A. EDIT A Tokyo, 1990.11 G 

都市空間の経路に関する研究ーObjectLogoによる経路探索モデルー：日色真帆，原廣司，門内

輝行 日本建築学会研究報告集計画系， 165-168, 日本建築学会関東支部， 1990.1 E 
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藤井（明） 研究室 (Fujii Lab.) 

風を活かす知恵ーイランの集落：藤井明 日本風工学会誌， 39,57-61, 日本風工学会， 1989.4

C 

アンダルシアの地下住居：クエパス：藤井明 すまいろん， 10, 2-3, 住宅総合研究財団，

1989.4 G 

サハラのオアシス：藤井明 すまいろん， 11, 2-3, 住宅総合研究財団， 1989.7 G 

聖なる結界バリ島：藤井明 すまいろん， 12, 2-3, 住宅総合研究財団， 1989.10 G 

サヴァンナの住居：藤井明 すまいろん， 13, 2-3, 住宅総合研究財団， 1990.1 G 

動画像による景観分析 その 2 画像入力装置の信頼性に関する検討：三橋正邦，藤井明 日

本建築学会学術講演梗概集 F, 29-30, 日本建築学会， 1989.10 E 

都市領域の様相論的研究 その10 都市の立体性の解析：宮崎淳，原廣司，藤井明ほか 日本建

築学会学術講演梗概集 F,201-202, 日本建築学会， 1989.10 E 

都市領域の様相論的研究 その11 都市空間における視党情報の抽出：工藤和美，原廣司，藤井

明ほか 日本建築学会学術講演梗概集 F, 203-204, 日本建築学会， 1989.10 E 

都市領域の様相論的研究 その12 道路ネットワークにおける連続的な経路について：金尾

朗，原廣司，藤井明ほか 日本建築学会学術講演梗概集 F, 205-206, 日本建築学会， 1989.10

E 

都市領域の様相論的研究 その13 都市領域モデル 4: 曲渕英邦，原廣司，藤井明ほか 日本

建築学会学術講演梗概集 F, 207-208, 日本建築学会， 1989.10 E 

等大円の配憫モデルと最近隣距離分布：及川清昭，藤井明 日本建築学会学術講演梗概集 F,

219-220, 日本建築学会， 1989.10 E 

都市環境の統合的評価手法に関する研究 その 1 建蔽率の簡易推定の可能性について：吉松

京子，原廣司，藤井明 日本建築学会学術講演梗概集 F,247-248, 日本建築学会， 1989.10 E 

形象化された秩序：藤井明 創文， 306,10-14, 創文社， 1989.12 G 

「超編集方針」舞台裏：藤井明 建築雑誌， 105,56, 日本建築学会， 1990.2 G 

藤森研究室 (Fujimori Lab.) 

建築探偵雨天決行：藤森照信（文），増田彰久写其 朝日新聞社， 1989.6 B 

二笑亭綺諏：藤森照信ほか共著 求龍堂， 1989.12 B 

西洋温泉事情ーひなぴ過ぎた温泉ー：藤森照信ほか共著 鹿島出版会， 1989.12 巳

都市の機能④都市とは：藤森照信ほか共著 岩波書店， 1989.l l 巳

開拓史時代ーマサチュセッツと札幌：藤森照信ほか共著 札誂市教育委員会， 1989.9 B 

素材への視点一日本の近代建築と素材：藤森照信ほか共著 （財）工芸学会， 1989.8 B 

日本の民家一解説一日本の民家：令和次郎著，解説藤森照信 岩波書店， 1989.3 B 

SEIKEN誕生記：藤森照信 生産研究40周年誌， 41, 5, 444-453, 1989.5 A 
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研究室概要「藤森研究室」：藤森照信 生産研究40周年誌， 41, 5 , 422, l 989. 5 A 

中国近代建築総覧ー天津編の作成について：藤森照信監修 トヨタ財団研究報告書，中国近代

建築史研究会日本アジア近代建築史研究会， 1989.6 F 

都市の未来とアメニィティー：藤森照信都市とアメニィティ， 28-32,全国市長会， 1989.lD G 

亜洲近代建築之保存奥都市風格：藤森照信 建築師， 7, 68-71, 台湾建築師協会， 1989.7 C 

旧土岐子爵邸移築工事に伴う調査報告書：藤森照信監修 （株）衆建築研究所， 1989.B F 

都市づくりと時代の感性ー街を見る新しい目：藤森照信ほか 文化行政講演録， 7, 18-28, 広

島市企画調整局， 1989.3 G 

オフィスビルの歴史：藤森照信 公共建築， 31, l , 9 -12, (社）営繕協会， 1989.6 C 

もう歩くしかないかもしれない：藤森照信ほか NIRA研究叢書， NR882020, 8, (株）防災都

市計画研究所， 1989.9 F 

月尾研究室 (Tsukio Lab.) 

情報環境工学序論：月尾嘉男 生産研究， 41, 12, 889-893, 1989 A 

シンポジウム ザ・リニアエクスプレス：井口雅一，月尾嘉男 ウエッヂ， 1989 8 

なぜフロンティア空間をいま開発するのか：月尾嘉男 国際交通安全学会誌， 15, l, 6-12, 

国際交通安全学会， 1989 C 

アーティフィシャル・リアリティを用いた眺望シミュレーションシステムの心理評価実験：森

詳子，久野覚，月尾嘉男ほか 日本建築学会東海支部研究報告集， 28,197-200, 日本建築学会

東海支部， 1990 E 

アーティフィシャル・リアリティを用いた眺望シミュレーションルームにおける来訪者アン

ケート調査：久野覚，伊藤正，月尾嘉男ほか 日本建築学会東海支部研究報告集， 28,201-204, 

日本建築学会東海支部， 1989 E 

有人宇宙時代の宇宙建築：月尾嘉男 ZEUS, 3 , 16-20, 菊川工業， 1989 G 

情報社会を展望した地域開発「フュチュロスコープ」：月尾嘉男 fai, l , 46-47, 富士総合研究

所， 1989 G 

大英帝国を復興させる「ドックランズ」開発：月尾嘉男 fai, 2, 46-47, 富士総合研究所， 1989

G 

都市計画の潮流を反映する都心開発「ロッテ・ワールド」：月尾嘉男 fai, 3, 46-47, 富士総合

研究所， 1989 G 
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計測技術開発センター

村上研究室 (Murakami Lab.) 

Visualization of Turbulent Flowfield Generated by Numerical Simulation: Shuzo 

Mu「akami,Kazuki Hibi. Akasi Machida 4th International Conference on Super 

Computing, 1989.4 D 

一般曲線座標系による室内気流数値シミュレーション その 3-k-1,モデルと境界条件式

およぴ圧力方程式の 3次元一般曲線座標系への変換ー一：村上周三，加藤信介，石田義洋 日

本建築学会計画系論文報告集， 400, 1-11, 日本建築学会， 1989.6 C 

移流の卓越する室内気流における沈降を伴う浮遊微粒子の拡散 第 2報数値シミュレーショ

ンと実大実験の比較：村上周三，加藤信介，永野紳一郎，田中幸彦 空気調和・衛生工学会論文

集， 40,37-45, 空気調和・衛生工学会， 1989.6 E 

コンベンショナルフロー型クリーンルーム内の気流性状に関する研究 第 3報 吹出しロ・吸

込み口の配置が変化した場合の流れ場・拡散場の数値解析：村上周三，加藤信介，須山喜美

空気調和・衛生工学会論文集， 40,65-76, 空気調和・衛生工学会， 1989.6 E 

A Simple Second-Moment Closure for the Prediction of Turbulent Flows under the Action 

of Force Fields-Part 1 Closure of the Second-Moment Equations-會:a「ianE. 

Launde「生産研究， 41,6. 14-21. 1989.6 A 

Computational Wind Engineering: Shuzo Mu「akamiThe 6th U.S. National Conference 

on Wind Engineering, 1989.6 D 

Three-Dimensional Numerical Simulation of Turbulent Flow Around Buildings using the 

k-1o Turbulence Model: Shuzo Mu「akami,Shinsuke Kato Building and Environ-

ment, 24, l. 51-64, 1989.6 D 

Numerical and Experimental Study on Room Airflow-3-D Predictions using the k-1, 

Turbulence Model : Shuzo Mu「akami,Shinsuke Kato Building and Environment, 

24, I. 85-97, 1989.6 D 

Current Status of Numerical and Experimental Methods for Analyzing Flow Field and 

Diffusion Field in a Room : S. Murakami, S. Kato ASHRAE Room air, 39-56, 

ASHRAE, 1989.6 B 

3-D Numerical Simulation of Turbulent Air Flow in and around Buildings Based on the 

k-1, Model with Generalized Currilinear Coordinates: S. Mu「akami.S. Kato, Y. 

Ishida ASHRAE Transactions, ASHRAE, 1989.6 D 

Numerical Study on Diffusion Field as Affected by Arrangement of Supply and Exhaust 

Openings in Conventional Flow Type Clean Room: S. Mu「akami.S. Kato, Y. 
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Suyama ASHRAE Transactions, ASHRAE, 1989.6仁）

A Simple Second-Moment Closure for the Prediction of Turbulent Flows Under the 

Action of Force Fields-Part 2 Applications in Flows Affected by Body Forces: Brian 

E. Launde「生産研究， 41,7. 1-8. 1989.7 A 

Turbulence Models for Practical Applications-Survey of Models Part 1 (Mixing-length 

Models and Energy-equation Models)—: Wolfgang Rodi. Shuzo Mu「akami生産研

究， 41,8. 1-7. 1989.8 A 

Scrutinizing the k-s Turbulence Model by Means of LES for Turbulence Structure around 

Cube: Shuzo Mumakami, Akashi Mochida, Yoshihiko Hayashi International 

Symposium on Computational Fluid Dynamics-NAGOYA, 735-742. 1989.B D 

3-D k-s Model Based on Generalized Curvilinear Coordinates with Conservative Forms 

Room Airflow Simulation with Complex Geometric Shape: Yoshi hi「o Ishida. 

Shuzo Mu「akami. Shinsuke Kato International Symposium on Computational Flud 

Dynamics-NAGOYA, 1156-1161. 1989.8 D 

Turbulence Models for Practical Applications-Survey of Models Part II (Two-equation 

Models and Near Wall Treatment)―: Wolfgang Rodi, Shuzo Murakami生産研究，

41, 9. 1-9. 1989.9 A 

LESによる建物周辺気流の数値予測（第 7報） 立方体周辺の〈万；〉， k, 凡に関する k-sモデ

ルとの比較：林吉彦，村上周三，持田灯 日本建築学会大会学術講演梗概集， 457-458,日本建

築学会， 1989.10 E 

LESによる建物周辺気流の数値予測（第 8報） ノルマルストレスの異方性とシアーストレス

の分布に関して：持田灯，村上周三，林吉彦 日本建築学会大会学術講演梗概集， 459-460,日

本建築学会， 1989.lO E 

LESによる街区周辺の流れ場の数値解析と風洞実験（その 7) 建物表面，周辺の圧力分布の検

討：日比一喜，村上周三，持田灯 日本建築学会大会学術講演梗概集， 461-462,日本建築学会，

1989.10 E 

建物周辺における浮力を持つガスの拡散の数値予測（第 2報） Viollet型の k-sモデルによる

安定状態，不安定状態の拡散場の解析：山村真司，村上周三，持田灯，林吉彦 日本建築学会大

会学術講演梗概集， 467-468, 日本建築学会， 1989.10 E 

大空間の自然換気に関する研究（その 6) 自然換気塔をもつトンネルの換気性能に関する風洞

実験：村上周三，加藤信介，長谷川功，高橋岳生，金永徳 日本建築学会大会学術濯憐演梗概集，

499-500, 日本建築学会， 1989.lO E 

大空間の自然換気に関する研究（その 7) 卸売市場の自然換気塔の換気性能に関する風洞実

験：高橋岳生，村上周三，加藤信介，長谷川功，金永徳 日本建築学会大会学術講演梗概集，

501-502, 日本建築学会， 1989.10 E 

大空間の自然換気に関する研究（その 8) 卸売市場の浮力，風力換気に関する回路網計算：

村上周三，加藤信介，赤林伸一，水谷国男日本~日~建；
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築学会， 1989.lO E 

住宅の換気通風に関する実験的研究 その 7 開口部周辺の風圧分布，風圧変動が換気最に及

ぼす影瞥に関する検討：金永徳，村上周三，赤林伸一，長谷川功 日本建築学会大会学術講演

梗概集， 631-632, 日本建築学会， 1989.lO E 

代数応カモデルと k-sモデルによる 2次元角柱まわりの流れ場の数値解析：近藤靖史，村上

周三，持田灯，田中忠範 日本風工学会誌， 41,23-24, 日本風工学， 1989.10 C 

応力方程式モデルによる室内気流解析（その 6) 代数応カモデルによる 3次元等温流れ場の解

析：村上周三，加藤信介，近藤靖史 空気調和・衛生工学会学術講演会講演論文集， 1-4, 空

気調和・衛生工学会， 1989.10 E 

応力方程式モデルによる室内気流解析（その 7) 代数応カモデルによる 3次元非等温流れ場の

解析：近藤靖史．村上周三，加藤信介 空気調和・衛生工学会学術講演会講演論文集， 5-8, 

空気調和・衛生工学会， 1989.lO E 

2次元角柱まわりの乱流エネルギー・レイノルズ応力生産の構造に関する考察：村上周三，近藤

靖史，持田灯，田中忠範 日本風工学会誌， 41,25-26, 日本風工学， 1989.lD C 

輻射パネル伴用冷房の室内環境に関する研究（その 4) 全空気式，パネル単独式，併用式の 3

方式の比較：佐藤昌之．村上周三，加藤信介，中谷義宣．近藤靖史，高橋義文 空気調和・衛生工

学会学術講演会講演論文集， 105-108, 空気調和・衛生工学会， 1989.lO E 

輻射パネル併用冷房の室内環境に関する研究（その 5) 吹出・吸込方式とパネルの面積・表面

温の影響l:村上周三，加藤信介，佐藤昌之，中谷義宣，近藤靖史，高橋義文 空気調和・衛生工学

会論文集, 109-112, 空気調和・衛生工学会， 1989.10 E 

Large Eddy Simulationによる建物周辺の乱流場の解析と VisualSimulation : 持田灯，村上

周三，日比一喜 第12回情報システム利用技術シンポジウム， 289-294, 日本建築学会， 1989

C 

Turbulence Models for Practical Applications Part III-Examples of Model Application 

for 2D Thin-shearlayer Flows-: Wolfgang Rdoi. Shuzo Mu「akami生産研究， 41,12, 

6-14. 1989.12 A 

吹出し・吸込みを持つ閉鎖空間内の等温• 非等温流れ場の解析―k-sモデルと代数応カモデル

によるー：村上周三，加藤信介，近藤靖史 第 3回数値流体力学シンボジウム講演論文集，

17-24. 1989.12 E 

立方体モデル周辺の乱流場に関する LESとk-sモデルの比較：持田灯，村上周三，林吉彦 第

3回数値流体力学シンポジウム講演論文集， 351-354,1989.12 E 

Turbulence Models for Practical Applications Part IV -Examples of Model Applications 

for 2D Soparated Flows-: Wolfgang Rodi, Shuzo Mu「akami生産研究， 42,I. 3-9. 

1990.l A 

代数応カモデルによる 3次元室内等温流れ場の解析：村上周三，加藤信介，近藤靖史 生産研

究， 42, l, 55-58, 1990. l A 

解強制置換法を用いた複合グリッドシステムによる 2次元室内乱流の解析：村上周三，加藤
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信介，石田義洋 生産研究， 42, l , 35-38, 1990. l A 

自然換気塔を持つカーブサイドトンネルの換気性状に関する風洞模型実験：村上周三，加藤

信介，高橋岳生，長谷川功，金永徳 日本風工学会誌， 42,15-22, 日本風工学会， 1990.2 C 

天井面給排気による局所流絨パランス方式クリーンルームに関する研究：村上周三，加藤信介，

田中幸彦，永野紳一郎，池鯉鮒悟 実気調和・衛生工学会論文集， 42, l -8, 空気調和・衛生

工学会， 1990.2 E 

渡辺（正） 研究室 (Watanabe Lab.) 

新版化学：白石振作．渡辺正，河本邦仁共著大日本図書， 1 -312, 1989.4 巳

盤気楼文明：渡辺正（訳） 工作舎， 1 -304, 1989. 11 巳

鼈気化学法・応用測定マニュアル：渡辺正（分担執箪） 講談社サイエンティフィク， 28-34,

45-50, 1990. 1 B 

新版化学・教授衰料：白石振作．渡辺正，河本邦仁ほか共著 大日本図害， 1-344, 1990.2 B 

LB膜による龍極表面の機能化：吉田章一郎，渡辺正 ソーダと塩素， 40,6 . 256-263, 1989. 6 C 

光合成初期過程と電気化学：渡辺正，小林正美 電気化学， 57, 7 , 652-659, 1989. 7 C 

クロロフィル類の精密分析：渡辺正，小林正美 池化学， 38, 10. 876-885, 1989. 10 C 

人工光合成の実像と虚像：渡辺正 MOL, 28, 2, 56-60, 1990.2 C 

Adsorption-Controlled Redox Activity. Surface-Enhanced Raman Investigation of 

Cystine Versus Cysteine on Silver Electrodes: T. Watanabe. H. Maeda J. Phys. Chem., 

93, 8. 3258-3260. 1989.4 C 

Dual-Response Semiconductor Biosensor: Y. Okawa. S. Yoshida. T. Watanabe MRS 

Int'l. Mtg. on Adv. Mats., 14, 165-170. 1989.8 C 

Glucose Sensor Carrying Monomolecular Layer of Glucose Oxidase Covalently Bound to 

Tin (IV) Oxide Electrode: Y. Okawa. H. Tsuzuki. S. Yoshida. T. Watanabe Anal. 

Sci胃， 5,5. 507-512. 1989.10 C 

Enzyme Monolayer-and Bilayer-Modified Tin Oxide Electrodes for the Determination of 

Hydrogen Peroxide and Glucose: T. Tatsuma, T. Watanabe Anal. Chem., 61, 21. 

2352-2355. 1989.11 C 

Chlorophyll a and f3-Carotene Content in the DI/DZ/Cytochrome b-559 Reaction Center 

Complex from Spinach: M. Kobayashi. H. Maeda. T. Watanabe. H. Nakane, K. 

Satoh FEES Lett., 260, 1. 138-140. 1990.1 C 

Epimerization of Chlorophyll Derivatives. 4. Self-Catalyzed Epimerization of Chlorophyll 

a/a'in Organic Solvents: H. Mazaki, T. Watanabe Biochim. Biophys. Acta, 1016. 2. 

190-196. 1990.4 C 

Quantitation of Reaction Centers by HPLC Analysis of Minor but Key Chlorophyll-type 

Pigments: T. Watanabe. M. Kobayashi VIII International Congress on Photosynthe-
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sis, Stockholm, Sweden, 1889.B D ; Curr. Res. Photosynth., 2. I09-I I 2. 1880.1 C 

Electrochemical and Photoelectrochemical Interpretation of the Oxygen Evolution Proc・

ess: T. Watanabe. M. Kobayashi, T. Saga「aVIII International Congress on Photo・

synthesis, Stockholm, Sweden, 1889.8 D ; Curr. Res. Photosynth., I. 885-888. 1890.1 C 

Microscopic Description of Electrode Surface Processes by SERS Spectroscopy : T. 

Watanabe US-Japan Seminar on Spectroscopic Characterization of Electrode Proces-

ses, Honolulu, uSA, 1988.6 D 

長鎖クラウンエーテル LB膜のイオン認識：吉田章一郎，大川祐輔，河井淑恵，渡辺正 日本化

学会第58春季年会講演予稿集， 2 II C35, 1889.4 E 

クラウンエーテル化学修飾 SnO,電極の表面修飾度と応答特性：山本武継，大川祐輔，吉田

章一郎，渡辺正 日本化学会58春季年会講演予稿集， 3 I G30, 1889.4 E 

酵素ーメディエーター系による H202の高感度バイオセンシング：立間徹，大川祐輔，吉田

章一郎，渡辺正 電気化学協会第56回大会講演要旨集， I I 17, 1989.4 E 

シリカ順相 HPLCによる植物色素の精密分析：渡辺正，小林正美 日本写其学会平成元年度年

次大会講演要旨集， I AP-14, 1989.5 ピ

銀電極に吸焙したチオール／ジスルフィドの SERS観測：渡辺正，前田広幸 日本写真学会平成

元年度年次大会講演要旨集， 1巳P-I 8, 1988. 5 E 

長鎖クラウンエーテルLB膜修飾 Sn02電極の応答特性：吉田章一郎，山本武継，渡辺正 日本

海水学会第40年会講演要旨集， 38,1989 .6 E 

ペルオキシダーゼ単分子層修飾過酸化水素電極の改良と他基質センサーヘの応用：立間徹，

味村秀士，渡辺正 第42回コロイドおよぴ界面化学討論会講演要旨集， 3803主， 1889.10 E 

酵素単分子層化学修飾型バイオセンサ：大川祐輔，立間徹，渡辺正，小林裕幸，大野隆司，

水澤伸也 第9回化学センサ研究発表会講演要旨集， 8, 1988. ID E 

光で探る電極表面現象：渡辺正 第16回電気化学測定法セミナー「新分野を開くための電気化

学測定法」，要旨集， 11-21,1989.12 E 

Dl/D2/Cytochrome b-559反応中心複合体中の Ch!aとJ3ーカロテンの分子数：小林正美，前田

広幸，渡辺正，中根弘之，佐藤公行 日本植物生理学会1990年度年会講演予稿集， 1990.3 E 

光合成反応中心の分子機構解明にもとづく光エネルギー変換システムの開発：渡辺正，吉田

章一郎 岩谷直治記念財団研究報告書， 12, 74-76, 1889.8 G 

第 9回表面科学セミナー：渡辺正 表面科学， 10,608, 1989. ID G 

電気化学センサーの高利能化に関する研究：渡辺正，吉田章一郎 旭硝子工業技術奨励会研究

報告， 55,189-195, 1990.3 G 
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先端素材開発研究センター

中川研究室 (Nakagawa Lab.) 

Laser Application to Die Making-Laminated Injection Molds by Bonding Laser Cut 

Sheets-: Masano「iKunieda. Takeo Nakagawa. Shusuke Matsumu「a.Yoichi 

Yamamoto. Teruyoshi Ku「ibayashiProceedings of Interrational Symposium for 

Electro-Machining (ISEM-9),187-190, The Japan Society of Electrical-Machining Engi-

neers, 1989.4 D 

Application of EDM into the Trueing/Dressing of Metal Bond Super Abrasive Wheels: K. 

Suzuki, T. Uematsu, T. Yanase, T. Nakagawa Proceeding of International Sympo-

sium for Electro-Machining (ISEM-9), 126-129, The Japan Society of Electrical-Ma・

chining Engineers, 1989.4 D 

Vacuum Formed Examples of Ceramic Porous Mold: T. Nakagawa. A. Yanagisawa, 

H. Noguchi, K. Nishikawa The Fifth Annual Meeting, PPS, 293, The Palymer Process-

ing Society, 1989.4 D 

粉末射出成形ーその現状と将米ー：中川威雄 成形加工， 20-26,プラスチック成形加工学会，

1989.4 C 

押出し成形法による超訛導粉末の線材化：張黎紅，中川威雄，鈴木敬愛 日本セラミックス協会~

1989年講演予稿集， 171, 日本セラミックス協会， 1989.5 E 

プラズマパウダーメルティング法による金属一炭化物複合材料の作製とその特性について：

安斎正博，中川威雄 粉体粉末冶金協会講演概要集平成元年春季大会， 142-143,粉体粉末冶金

協会， 1989.5 E 

板材V曲げ成形の弾塑性解析：黄佑民，滝沢堅，牧野内昭，中川威雄 平成元年度塑性加工春季

講演会講演論文集， 275-278,塑性加工学会， 1989.5 E 

金型材料の鏡面研削加工：大森整，中川威雄 第 8回型技術セミナー「金型みがきの自動化技

術」， 41-45,型技術協会， 1989.5 G 

磁気研磨法による金型みがき：真崎浩一，安斎正博，中川威雄 第 8回型技術セミナーテキス

ト， 37-40,1989.5 G 

セラミックスの高能率• 高精度研削加工技術：植松哲太郎，鈴木清，中川威雄 精密工学会誌，

55, 6, 994-997, 精密工学会， 1989.6 C 

エンジニアリングセラミックスの研削加工技術：植松哲太郎，鈴木清，中川威雄 第91回塑性加

エ墾談会「エンジニアリングセラミックスの精密加工技術とその応用， 42-52, 日本塑性加工

学会， 1989.6 E 

プラズマパウダーメルティング (PPM)法による転写型の試作：安斎正博，中川威雄 型技術，
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4, 7, 88-89, 日刊工業新聞社， 1989.7 G 

プラズマパウダーメルティング (PPM)法による熱間金型用肉盛材料の特性：安斎正博，中川

威雄 型技術， 4, 7, 92-93, 日刊工業新聞社， 1989.7 G 

プラズマパウダーメルティング (PPM)法による 3次元モデルの試作：安斎正博，中川威雄 型

技術， 4, 7, 86-87, 日刊工業新聞社， 1989.7 G 

磁気研磨法による金型みがき：真崎浩一，安斎正博，中川威雄 型技術， 4 , 7 , 172-173, 日刊

工業新聞社， 1989.7 G 

金型材料の電解ドレッシング鏡面研削：大森整，中川威雄 「型技術」型技術者会議'89, 4, 7, 

182-183, 日刊工業新聞社， 1989.7 C 

通気性セラミックス型の表面微細化の試み：野口裕之，魏恋，宮本和彦，中川威雄 「型技術」

型技術者会議'89, 4 , 7 , 132-133, 日刊工業新聞社， 1989.7 C 

通気性型への鋳造による Al合金型の製造：魏忍宮本和彦，野口裕之，中川威雄 「型技術」

型技術者会議'89, 4, 7, 130-131, 日刊工業新聞社， 1989.7 C 

プラズマ利用プロセスにより作製した磁性砥粒：安斎正博，真崎浩一，中川威雄 ABTEC'89, 

Gl03, 砥粒加工学会， 1989.7 E 

ダイヤモンド砥石によるダイヤモンドの研削加工：大森整，中川威雄 ABTEC'89講演論文集，

砥粒加工学会， 1989.7 E 

プラズマパウダーメルティング法による Ni-CrsC2複合材料の作成とその特性：安斎正博，中川

威雄生産研究， 41, 7, 33-36, 東京大学生産技術研究所， 1989.7 A 

マシニングセンタによるセラミックスの超音波複合研削：植松哲太郎，鈴木清，中川威雄 機械

と工具， 33, 7 , 94-98, 工業調査会， 1989.7 G 

表面微細化通気性セラミック型による真空成形：野口裕之，宮本和彦，魏恋，中川威雄 プラ

スチック成形加工学会第 1回年次大会， 107-108, プラスチック成形加工学会， 1989.8 E 

通気性セラミック型による射出成形金型の表面強化：魏恋，宮本和彦，野口裕之，中川威雄

プラスチック成形加工学会第 1回年次大会， 105-106,プラスチック成形加工学会， 1989.8 E 

通気性セラミック型による射出成形金型の転写鋳造：宮本和彦，魏恋，令村正人，中川威雄

プラスチック成形加工学会第 1回年次大会， 103-104,プラスチック成形加工学会， 1989.8 ピ

粉末射出成形の現状と将来：中川威雄 成形加工'89, 203-208, プラスチック成形加工学会，

1989.8 E 

プラズマパウダーメルティング法による Ni-NbC複合材料の作製とその特性：安斎正博，中川

威雄生産研究， 41, 8, 17-20, 1989.8 A 

水パインダーによる Sic粉末の押出し成形：張黎紅，中川威雄 粉体粉末冶金協会講演概要集

平成元年度秋季大会， 38-39, 粉体粉末治金協会， 1989.9 E 

対向液圧張出し成形法：中川威雄，中村和彦 プレス技術， 27, 11, 42-46, プレス技術， 1989.9

G 

固定砥粒複合ラッピングによる鏡面仕上げ：大森整，成田俊宏，中川威雄 超精密加工マニュア

ル， 120-123, 大河出版， 1989.9 G 
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シリコンの鏡面研削：大森整，中川威雄 将来加工技術第136委貝会，第 1 部~TiJfJE~j:ft, 1 

-4, 日本学術振興会， 1989.9 G 

鋳造による射出成形用金型の製造ー表面加飾のための精密転写を中心として一：野口裕之 金

型における表面技術一金型の長寿命化をめざして一， 57-67, 表面技術協会， 1989.10 G 

精密鋳造用通気性セラミック鋳型の特性：宮本和彦，魏恋，中川威雄，令村正人 1989年度精

密工学会秋季大会学術講演会論文集， 711-71巳精密工学会， 1989.10 E 

通気性セラミック型による Al,Cu合金型の精密鋳造：魏蓋宮本和彦，野口裕之，中川威雄

1989年度精密工学会秋季大会学術講演会論文集， 713-714,精密工学会， 1989.10 E 

プラズマ利用プロセスにより作製した磁性砥粒：安斎正博，真崎浩一，中川威雄，砥粒加工学会誌，

33, 4, 33-38, 砥粒加工学会， 1989.10 C 

ダイヤモンド砥石によるダイヤモンドの研削加工：大森整，中川威雄 ニューダイヤモンド

フォーラム講演要旨集， 59-60,1989.10 G 

プラズマパウダーメルティング法による磁性砥粒の開発：安斎正博，真崎浩一，中川威雄 粉体

粉末冶金協会講演概要集平成元年秋季大会， 30-31,粉体粉末冶金協会， 1989.11 E 

通気性セラミック型の表面特性：令村正人，宮本和彦，魏忍中川威雄粉体粉末冶金協会講

演概要集平成元年度秋季大会， 78-79,粉体粉末冶金協会， 1989.11 E 

セラミックスの鏡面研削：大森整，中川威雄 ファインセラミックス協会「FCレポート」， 7, 

11, 429-436, ファインセラミックス協会， 19B9.11 G 

ファインセラミックスの鏡面研削加工：大森整，高橋一郎，中川威雄 ファインセラミックスの

加工と研究《第23回セラミックス加工研究会資料》， 1-13,セラミックス加工而f究会， 1989.11

G 

ファインセラミックスの鏡面研削加工：大森整，高橋一郎，中川威雄新技祁i開発懇談会セミ

ナー「ニューセラミックス」， 29-41,新技術開発懇談会， 1989.11 G 

ファインセラミックスの鏡面研削加工：中川威雄新技術開発懇談会セミナー「ニューセラ

ミックス」， 29-41,新技術開発懇談会， 1989.11 G 

精密吸引鋳造による射出成形用高力黄銅金型：魏恋，宮本和彦，野口裕之，中川威雄 第 1回

高分子加工技術討論会講演要旨集， 21-22,19B9.11 E 

プラズマ利用プロセスによる磁性砥粒の製造：安斎正博，真崎浩一，中川威雄 1989年度精密工

学会秋季大会学術講演会講演論文集， 21-22,精密工学会， 1989.11 E 

青銅ボンド砥石の雷解ドレッシング：大森整，中川威雄 1989年度精密工学会秒＜季大会学術講

演会論文集， 321-32巳精密工学会， 1989.11 E 

電解ドレッシング研削を用いたメタルポンド超砥粒砥石のツルーイング法：大森整，高橋一郎，

中川威雄 1989年度精密工学会秋季大会学術講演会論文集， 323-324,精密工学会， 1989.11 E 

鉄鋼材料の電解ドレッシング研削：高橋一郎，大森整，中川威雄 1989年度精密］こ学会秋季大会

学術講演会諭文集， 325-326,精密工学会， 1989.11 E 

アルミ合金の研削加工：大森整，吉岡伸宏，中川威雄 1989年度精密工学会秋季大会学術講演会

論文集， 333-334,精密工学会， 1989.11 E 
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植毛金属板の熱的特性：野口裕之，中川威雄 1989年度精密工学会秋季大会学術講演会講演論

文集， 443-444,精密工学会， 1989.11 E 

磁気研磨法による金型曲面の表面仕上げ：真崎浩一，安斎正博，中川威雄 1989年度精密工学会

秋季大会学術講演会講演論文集， 491-492,精密工学会， 1989.11 ピ

電解ドレッシング研削による鏡面切断：大森整，高橋一郎，中川威雄 1989年度精密工学会秋季

大会学術講演会論文集， 595-596,精密工学会， 1989.11 E 

ダイヤモンド砥石によるダイヤモンドの研削加工：大森整，中川威雄 1989年度精密工学会秋

季大会学術講演会論文集， 613-614,精密工学会， 1989.11 E 

マシニングセンタによるラップ研削：大森整，高橋一郎，中川威雄 1989年度精密工学会秋季大

会学術講演会論文集， 759-760,精密工学会， 1989.11 ビ

サーフェスグラインダによる鏡面研削：大森整，高橋一郎，石川雅洋，中川威雄 1989年度精密

工学会秋季大会学術講演会論文集， 897-898,精密工学会， 1989.11 E 

電解ドレッシング研削による円筒内面の鏡面加工：朴圭烈，大森整，高橋一郎，中川威雄 1989 

年度精密工学会秋季大会学術講演会論文集， 899-900,精密工学会， 1989.11 E 

光学レンズの鏡面研削：高橋一郎，佐伯優，大森整，中川威雄 1989年度精密工学会秋季大会学

術講演会論文集， 901-902,精密工学会， 1989.11 E 

サブミクロン砥粒による研削加工：大森整，中川威雄 1989年度精密工学会秋季大会学術講演

会論文集， 903-904,精密工学会， 1989.11 E 

Manufacturing of Molding Die by Casting into Ceramic Permeable Mold-Reportl Zinc 

Alloy Molding Die (1)-: c.Jie Wei. Kazuhiko Miyamoto. Hi「oyukiNoguchi. Takeo 

Nakagawa SEISAN-KENKYU, 41, 12. 22-25. 1989.12 A 

Manufacturing of Molding Die by Casting into Ceramic Permeable Mold-Report2 Zinc 

Alloy Molding Die(2)-: c.Jie Wei. Kazuhiko Miyamoto. Masato lmamu「a.Takeo 

Nakagawa SEISAN-KENKYU, 41, 26-29. 1989.12 A 

硬脆材料の鏡面研削加工-Elid研削法の適用と応用-x線光学素子ーX線制御光学への展開

ー：大森整，高橋一郎，中川威雄 研究計画化調壺報告書，理化学研究所， 1989.12 F 

ファインセラミックスの最新加工技術～総論～：中川威雄 「ファインセラミックスの精密加

エ」教育用ビデオテープ： V-PETT第 5巻用テキスト， 144-150, 日刊工業新聞社， 1989.12 

G 

ファインセラミックスの最新加工技術ーファインセラミックスの電解ドレッシング研削法ー：

大森整，高橋一郎，中川威雄 「ファインセラミックスの精密加工」教育用ビデオテープ： V 

-PETT第 5巻用テキスト， 169-184, 日刊工業新聞社， 1989.12 G 

ファィンセラミックスの最新加工技術ーマシニングセンタによるセラミックスの研削加工ー ．． 

植松哲太郎，鈴木清，中川威雄 「ファインセラミックスの精密加工」教育用ビデオテープ： V 

-PETT第5巻用テキスト， 152-168, 日刊工業新聞社， 1989.12 G 

プラズマパウダーメルティング法による Fe一炭化物複合材料の作製とその特性：安斎正博，

中川威雄 鉄と鋼， 76, 1 , 57-64, 日本鉄鋼協会， 1990.1 C 
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Manufacturing of Molding Die by Casting into Ceramic Permeable Mold-Repcrt4 High 

-tensile Brass Molding Die and Others-: Llie Wei, Kazuhiko Miyamoto. Hi「OYUki

Noguchi. Takeo Nakagawa SEISAN-KENKYU, 42, 2. 23-26. 1990.2 A 

Manufacturing of Molding Die by Casting into Ceramic Permeable Mold-Report3 

Aluminium Alloy Molding Die: Llie Wei. Kazuhiko Miyamoto. Masato Imamura, 

Takeo Nakagawa SEISAN-KENKYU, 42, 2. 19-22. 1990.2 A 

金型材料の電解ドレッシング鏡面研削特性：大森整，吉岡伸宏，中川威雄 1990年度精密工学会

春季大会学術講演会論文集，精密工学会， 957-958,1990.3 E 

サプミクロン固定砥粒によるラップ研削：大森整，中川威雄 1990年度精密工学会春季大会学

術講演会論文集，精密工学会， 1003-1004.1990. 3 E 

各種硬脆材料の鼈解ドレッシング研削特性：大森整，高尾佳宏，中川威雄 1990年度精密工学会

春季大会学術講演会論文集，精密工学会， 959-960.1990. 3 E 

放電と電解を複合したインプロセスドレッシング研削：大森整，高橋一郎，中川威雄 1990年度

精密工学会春季大会学術講演会論文集，精密工学会， 203-204.1990.3 E 

ドレッシング用電解雷源に関する考察：大森整，高橋一郎，中川威雄 1990年度精密工学会春季

大会学術講演会論文集，精密工学会， 201-202.1990.3 E 

ダイヤ/CBN複合砥石によるセラミックスー鋼複合材の研削効果：大森整，高橋一郎，中川威雄

1990年度精密工学会春季大会学術講演会論文集，精密工学会， 197-198.1990.3 E 

鼈解ドレッシング研削による円筒内面の鏡面加工（第 2報鉄鋼材料への適用）：朴圭烈，高橋

一郎，大森整，中川威雄 1990年度精密工学会春季大会学術講演会論文集，精密工学会，

963-964. 1990.3 E 

非球面ミラーの研削加工：高橋一郎，佐伯優，大森整，中川威雄 1990年度精密工学会春季大会

学術講演会論文集，精密工学会， 961-962.1880.3 E 

窒化珪素の穴明け加工に関する研究：朴圭烈，大森整，高橋一郎，中川威雄 1990年度精密工学

会春季大会学術講演会論文集，精密工学会， 835-936.1990. 3 E 

鉄鋼材料の電解ドレッシング研削（第 2報 青銅ポンド砥石の適用）：高橋一郎，大森整，中川

威雄 1990年度精密工学会春季大会学術講演会論文集，精密工学会， 931-932,1980.3 E 

電解ドレスと機械ドレスの複合効果：高橋一郎，大森整，中川威雄 1990年度精密.::C学会春季大

会学術購演会論文集，精密工学会， 199-200.1890.3 E 

切削工具の鏡面研削：石川雅洋，高橋一郎，大森整，中川威雄 1990年度精密工学会箔；季大会学

術講演会論文集，精密工学会， 955-856.1990. 3 E 

プラズマ利用プロセスによる磁性砥粒の製造(II): 安斎正博，真崎浩一，中l廿威雄 1990年度精

密工学会春期大学学術講演会講演論文集，精密工学会， 631-632.1980.3 E 

磁気研磨法による金型曲面の表面仕上げ：真崎浩一，安斎正博，中川威雄 1990年度精密工学会

春期大学術講演会講演論文集，精密工学会， 633-634.1890.3 E 

プラズマ溶融法により作製した Co合金一炭化物複合材料の特性とそれによる立体物の創製：

安斎正博，中川威雄 鉄と鋼， 76, 3 , 93-98, 日本鉄鋼協会， 1990.3 C 
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電解インプロセスドレッシング研削法によるマイクロ形状加工：大森整，中川威雄 マイクロ

メカトロニクス研究発表会講演内容資料， 1990.3 G 

精密吸引鋳造用通気性型とその応用：魏恋，宮本和彦，令村正人，野口裕之，中川威雄 第 5回

複合材料連合研究発表会講演予稿集， 84-87, 先端素材開発研究センター， 1990.3 G 

冷間押出し成形による SiC繊維の製造：張黎紅，中川威雄 第 5回複合材料連合研究発表会講

演予稿集， 108-111, 先端素材開発研究センター， 1990.3 G 

プラズマ利用プロセスによる金属•炭化物複合材料の作製をその特性：安斎正博，真崎浩一，

中川威雄 第 5回複合材料連合研究発表会講演予稿集， 120-123,先端素材開発研究センター，

1990.3 G 

プラズマ粉末溶融法による磁性砥粒の製造：安斎正博，真崎浩一，中川威雄 第5回複合材料連

合研究発表会講演予稿集， 76-79, 先端素材開発研究センター， 1990.3 G 

金属短繊維の静電植毛《 I. 植毛金属板の製造， II.緬線板の製造》：野口裕之，中川威雄 第 5

回複合材料連合研究発表会講演予稿集， 30-33, 先端素材開発研究センター， 1990.3 G 

金屈短繊維を混入した導電性プラスチック：野口裕之，中川威雄 第 5回複合材料連合研究発

表会講演予稿集， 22-25, 先端素材開発研究センター， 1990.3 G 

ファインセラミックスの鏡面研削：大森整，中川威雄 第 5回複合材料連合研究発表会講演狡

料， 92-95, 先端素材開発研究センター， 1990.3 G 

大蔵研究室 (Okura Lab.) 

複合材料 (FRM)の開発と問題点：大蔵明光 化学工業， 40, 7, 化学工業社， G

金属系繊維強化複合材料の現状：大蔵明光 超高温材料シンポジウム，中国地域技術振興セン

ター， 1989.2 G 

Properties of Reinforced Fibers for Metal Matrix Composites: A. Okura 5-18, 韓国繊維

学会， 1989.6 D 

Study of the interface of carbon fiber reinforced Aluminium composite materials: A. 

Oku「a.H.B. Yoon Interfacial Phenomena in composite Materiols'89, 218-263, Univ. of 

Sheffield, 1989.9 D 

発想の転換で生れる新複合材料の開発：大蔵明光 シンポジウム資料， 9-12,日本開発工業会，

1989.4 G 

ボロン繊維：大蔵明光 プラスチック系先端複合材料， 26-29,強化プラスチック協会， 1988.10

B 

CIC研究の現状と今後：大蔵明光 HOPEワークショップ講演集， 130-135,宇宙開発事業団，

1989.12 D 

Proceedings of the First JAPAN Internatimal SAMPE Symposiwn and Exhibition: A. 

Oku「a日刊工業新聞社， 1989.12 B 

材料と成形法：大蔵明光 複合材料ハンドプック， 459-462, 日刊工業新聞社， 1989.11 巳

400 



材料複合化の動向：大蔵明光 生研講習会テキスト， l -53, 生研奨励会， 1989.12 G 

材料の複合化技術の現状と将来：大蔵明光 素材プロセシング第69委貝会合同研究会資料， l 

-9, 日本学術振興会， 1990.l G 

C/Al複合体の界面反応とその引張強度への影特：手洞哲，大蔵明光，市野瀬英喜 鉄と鋼， 75,

9, 41-48, 日本鉄鋼協会， 1989.9 C 

Study of the interface of Carbon fiber reinforced aluminium Composite matevials: 

Hyung Suk Yoon. Akimitsu Oku「a.Hideki Ichinose "Interfacial Phenomen in 

composite Matevals'89", 258-263, Butterworths, 1989.9 D 

炭素繊維強化金属基複合材料の界面に関する研究：手飼哲，大蔵明光 材料とプロセス， 2, 

1925, . 日本鉄鋼協会， 1989.9 E 

SiC (CVD) /Ti基複合材料の製造条件と界面強度の関係：藤田崇，香川豊，大蔵明光 日本金屈

学会講演概要， 720, 日本金属学会， 1989.9 E 

Fabrication of Preforhed Yarns for Carbon, Fibor/cmbon Matrix (C/C) Composites and 

the Properties of the Resulting CIC composites: T. Cho. A. Oku「aTHE MATERIALS 

REVOLUTION THROUGH THE 90's, 2, Pape「24,BNF Metal Technology Centre, 

1989.7 D 

プリフォームヤーンを用いて作製した CIC複合材料の性質：中川隆夫，橘正睛，上田卓弥，張

東植，大蔵明光 日本金属学会講演概要， 723, 日本金属学会， 1989.9 E 

耐酸化CIC複合材料の製造とその耐酸化特性について：小早川樹，張東植，大蔵明光 日本金

属学会講演概要， 723, 日本金属学会， 1989.9 E 

BN Coating on Boron Fibres: K. Honda. A. Oku「aTHE MATERIALS REVOLUTION 

THROUGH THE 90's, 2, 25, BNF Metals Technology Centre, 1989.7 D 

単繊維 B/Al複合体の引張強度に及ぼす a-AIB12相の影特：篠原嘉ー，本田紘一，大蔵明光 鉄

と鋼， 75, 9, 1478-1485, 日本鉄鋼協会， 1989.9 C 

A New Manufacturing Process of Carbon Fiber/Carbon Matrix (C/C) Composites: T. 

Nakagawa. M. Tachibana. T. Ueda. T. cha. A. Okura Proc. 1st Japan Internutional 

SAMPE Symposium, ll7l-ll75, SAMPE, 1989.ll D 

金属フタロシアニン含有炭素質メソフェーズのスルホン化処理による雷気龍導性の変化：山田

泰弘，萩原茂示，下村誠司，本田英昌 第161団炭素材料学会年会要旨集， 24, 炭素材料学会，

1989.12 E 

B/Al複合材料の引張強度に及ぼす製造条件の影咽：篠原嘉一，本田紘一，大蔵明光 鉄と鋼，

76, 2, 142-149, 日本鉄鋼協会， 1990.2 C 

安井研究室 (Yasui Lab.) 

Application of This Film Diffractometer to Structural Study of Amorphous This Films: 

Toku「ouNanba, lta「uYasui Analytical Science, 5, 257-262, 1989 C 
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X-ray Diffraction Study for Micro Structure of Amorphous Tungsten Trioxide Films 

Prepared by Electron Beam Vacuum Evaporation: Toku「ouNanba. !ta「uYasui J. 

Solid State Chem, 83, 304-315. 1989 C 

The Role of Glasses on Alumina-Glass Composites: Keiichi「oKata. !ta「uYasui J. 

Ceram. Soc. Japan, Inter. Ed., 97, 306-314, 1989 C 

薄膜回折装限を用いた非晶質薄膜の X線構造解析：安井至，長谷川洋，難波徳郎 日本板硝子

材料工学助成会成果報告書， 7, 223, G 

非晶質薄膜の構造と材料設計：安井至，長谷川洋，難波徳郎 旭硝子工業技術奨励会報告， G

セラミックス・ガラス複合材料：安井至 第31回，生研講習テキスト， 81-90,A 

非晶質・準結晶の構造解析と基礎科学：安井至，難波徳郎，七尾進，桜井吉晴 生研セミナー，

コース151テキスト， A

An Attempt to Construct Glass Fact Database : !ta「u Yasui. Yoshi「o Suzuki. 

Sigeyuki Narisawa American Ceramic Society Fall Meetings, Florida, USA, 1989 D 

Structure of Borate Glasses Containing Heavy Metal Ions: ltaru Yasui. H. Hasegawa, 

Y. Saito 15th International Congress on Glass, Leningrad, USSR, 1989 D 

The Mixed Cation Effect for the Internal Friction of Alumino Silicate and Germanate 

Glasses: H. Sakamura, I. Yasui 15th International Congress on Glass, Leningrad, 

USSR, 1989 D 

Structure of Borate Glasses with Pb and Sr: !ta「uYasui 1989 International Chemical 

Congress of Pacific Basin Societies, Honolulu, Hawaii, 1989 D 

International Glass Database…INTERGLAD: !ta「uYasui 2nd International Symposium 

on New Glass, 1989 [〕

Spin-coated Ta20s・nH心 films derived from peroxo poly-tantalate solution : A. 

Kishimoto, T. Nanba, T. Kudo 7th International Conference on Solid State Ionics, 

Hakone, Japan, 328. 1989.11 D 

セラミックス工学ハンドブック：安井至（執箪分担） 窯業協会， 1989 巳

カルコゲナイドガラスデータブック：安井至（編著） （名J:)ニューガラスフォーラム， 1989 巳

新材料開発のためのコンピュータケミストリー入門：井上博之，安井至（執箪分担） 化学工業

日報社， 1989 巳

第15回国際ガラス会議に参加して：安井至 New Glass, 4, 2, 62-66, 1989 G 

ゲルマン酸塩ガラスにおける内部摩擦の緩和機構について (2): 坂村博康，安井至 日本セラ

ミックス協会年会予稿集， 2 Fl5, E 

非晶質WO渾膜の微細構造：難波徳郎，安井至 日本セラミックス協会年会予稿集， 3812. E 

ガラスの材料設計用エキスパートシステムの構築：牧島亮男，三友護，二上俊郎，安井至 日本

セラミックス協会年会予稿集， 2 F28, E 

ペロプスカイト型複合酸化物の生成判定システムの試みと将来像：藤原佳子，安井至 日本セ

ラミックス協会第 2回秋季シンポジウム， 6-1 005, E 
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含フッ化物ホウケイ酸ガラスとセラミックスとの複合焼結体：柳奉奇，安井至 日本セラミッ

クス協会第 2回秋季シンポジウム， 5-2 Al9, E 

液相から合成された非晶質 WO,薄膜の構造：難波徳郎，西山宣男，安井至 日本セラミックス

協会第 2回秋季シンポジウム， 2-2 C15, E 

分子動力学法によるフッ化物ガラスの動的構造シミュレーション：啓后美佐絵，高田章，大須賀

卓生，河口年安，井上博之，安井至 第30回ガラス討論会講演要旨集， 25, 1989 E 

Na20・Al20, ・P20s系ガラスの構造と物性：井上博之，狩野孝子，金沢孝文，難波徳郎，安井至

第30回ガラス討論会講演要旨集， 42, 1989 E 

分子構造データを持つ有機金属データベース：長谷川洋，安井至 1989年会，環境科学会， E

Pbイオンを含むホウ酸ガラスの構造：赤坂洋一，難波徳郎，長谷川洋，安井至 第28回セラミッ

クス基礎科学討論会予稿集， E巳33,E 

比02と金属 Wの直接反応により合成したペロキソタングステン酸の構造：難波徳郎，高野

早苗，安井至，工藤徹ー 第28回セラミックス基礎科学討論会予稿集， 2 830, E 

国際ガラスデータベースの構築について：安井至 第20回ニューガラスフォーラムセミナーテ

キスト， E

ペロプスカイト生成判定のためのエキスパートシステムの構築ー材料設計支援システム：藤原

佳子，安井至 第5回複合材料連合研究発表会予稿集， E

ガラス材料設計のための組成ー物性データベース構築の試み：安井至 第 5回複合材料連合研

究発表会予稿集， E

WO, 系機能性非晶質薄膜の生成とその構造：難波徳郎，安井至 第5回複合材料連合研究発表

会予稿集， E

谷 研究室 (Tani Lab.) 

磁性流体を用いた磁気浮揚研磨法の研究（第 2報）一加工圧と加工特性との関係についての考

察ー：河田研治，谷泰弘 精密工学会誌， 55, 4, 691-696, 1989.4 C 

イギリスにおける超精密加工技術の現状：谷泰弘砥粒加工学会誌， 33, 2, 37-41. 1989.4 C 

ガラスを透明に切削する：谷泰弘 パウンダリー， 5, 4, 58-61, 1989.4 G 

精密仕上げ用ラッピング砥石：谷泰弘 生産研究， 41, 6, 511-514, 1989.6 A 

超精密工作機械と加工技術の向上：谷泰弘 マシニスト， 33, 7 , 106-l l 2, 1989. 7 G 

Thickness Measurement of a Metallurgically Damaged Layer on a Grourd Surface Using 

an Acoustic Microscope: T. Semba. K. Sakuma. Y. Tani. H. Sato Annals of the 

CIRP,3B, l. 549-552. 1989.8 C 

延性切削領域におけるガラス切削の可能性：谷泰弘 応用機械工学， 30,l 0, 84-88, 1989. lD G 

あり地獄症候群：谷泰弘 マシニスト， 33, l l, 36, 1989. l l G 

龍気泳動現象を利用した微細砥粒の固定化とその応用（第 2報）一超微粒砥石の作成および加

工特性について一：池野順一，谷泰弘 1989年度精密工学会秋期大会学術講演会論文集，
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489-490, 1989. 11 E 

Phase Characteristics of Self-Excited Chatter in Cutting: N. Kasahara, H. Sato, Y. 

Tani Computer-Aided Design and Manufacture of Cutting and Forming Tools, PED 

-40, 75-82, ASME, 1989.12 D 

超精密切削加工技術ー研究最前線ー：谷泰弘 マシニスト， 34, 1, 52-55, 1990.1 G 

超精密工作機械と加工技術の向上：谷泰弘 工作機械の性能評価と性能向上技術， 102-108.マ

シニスト出版， 1990.2 B 

超微細砥粒砥石の作成と硬質材料の加工：池野順一，谷泰弘 第 5回複合材料連合研究発表会

論文集， 96-99.1990. 3 E 

浮上工具方式による超平面切削加工技術の開発ー加工メカニズムの検討ー：榎本俊之，谷泰弘，

上村康幸，佐藤壽芳 1990年度精密工学会春期大会学術講演会論文集， 549-550會 1990.3 E 

超微細砥粒の電滸現象を利用したダイシング技術の開発：福谷亮人，池野順一，谷泰弘 1990年

度精密工学会春期大会学術講演会論文集， 1005-1106.1990. 3 E 

異方性音特レンズの開発と材料評価への応用：石川潔，仙波卓弥，谷泰弘，佐藤壽芳 1990年度

精密工学会春期大会学術講演会論文集， 1111-1112.1990. 3 E 

4分割フォトセンサを用いた 2次元変位・角度同時計測装置の開発：上村康幸，谷泰弘 1990年

度精密工学会春期大会学術講演会論文集， 1171-1172.1990.3 E 
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機能エレクトロニクス研究センター

高木（幹） 研究室 (Takagi Lab.) 

Patterns of Weighted Voronoi Tessellation: Munekazu Sakamoto. Mikio Takagi 

Science on Form, 3, l 03-l l l. 1988 C 

気象衛星 NOAA画像と海岸線データとの位骰合わせ処理の高速化：曽根光男，坂内正夫，高木

幹雄 テレピジョン学会誌， 43, 9 , 957-966, 1989 C 

Functional Disk System as a High Performance Relational Database Storage: Masa「U

Kitsu「egawa.Miyuki Nakano, Mikio Takagi International Symposium on Database 

Systems for Advanced Applications (Invited Paper), 243-250. 1989.4 D 

印刷用カラー画像符号化における墨版処理：新堀英二，会津昌夫，高木幹雄 1989年 TV学会全

国大会， lB-iO,1989 E 

1988年度の005(非破壊検査画像処理）特別研究委貝会活動報告：高木幹雄 非破壊検査， 38,

6, 493-497, 1989.6 C 

Meteorological Satellite NOAA Quick-Look Image Retrieval and Distribution System: 

Mikio Takagi The 6th Scandinavian Conference on Image Analysis, 1989.6 D 

Interpolation Method of HIRS/2 Image Using AVHRR Image: Kyoji Hirata, Mikio 

Takagi The 6th Scandinavian Conference on Image Analysis, 835-838. 1989.6 D 

Compact Underground RADAR System: I chi「o Sugimoto. Takashi Kikuta. 

Yoshitaka Hayashi. Mikio Takagi The 6th Scandinavian Conference on Image 

Analysis, l 239-1246, 1989.6 D 

Extraction of Object Features and Its Application to Image Retrieval : Akio 

Yamamoto. Mikio Takagi The Transactions of the IEICE, E. 72, 6. 771-781. 1989.6 C 

動的処理パケット選択方式による結合演算処理の詳細評価：喜連川優，中山雅哉，高木幹雄 情

報処理学会論文誌， 30, 7 , 869-877, 1989. 7 C 

動的処理バケット選択手法に基づくハッシュ結合処理方式とその性能評価：喜連川優，中山

雅哉，高木幹雄 梢報処理学会論文誌， 30, 8, 1024-1032, 1989.8 C 

The Effect of Bucket Size Tuning in Dynanmic Hybrid GRACE Hash Join Method: 

Masa「uKitsu「egawa.Masaya Nakayama. Mikio Takagi 15th International 

Conference on Very Large Data Bases, 1989.8 D 

ディジタル画像処理雑感：高木幹雄 '89ミットヨレポート， 164,1989. l l G 

Better Understanding of Earth Environment via Satellite: Mikio Takagi Proceedings of 

The Tenth Asian Conference on Remote Sensing, cJモl-.J-2-6.1989. l l D 

不均一分布データに対するハッシュを用いた結合演算アルゴリズムの性能評価ー機能ディスク
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システムの場合ー：中野美由紀，喜連川優，高木幹雄 情報処理学会第39回（平成元年後期）全

国大会講演論文集， 3N-9,E 

Performance Evaluation of KD-Join Algorithm: Lilian Harada. Masa「U

Kitsu「egawa.Mikio Takagi情報処理学会第39回（平成元年後期）全国大会講演論文集，

3N-10, E 

スーパーデータベースコンピュータ SDCのアーキテクチャ：楊維康，平野聡，瀬川芳久，

喜連川優，高木幹雄 情報処理学会第39回（平成元年後期）全国大会講演論文集， 4N-4,E 

スーパーデータベースコンピュータ SDCのシステム・ソフトウェアの概要：平野聡，楊維康，

喜連川優，高木幹雄， 4N-5,E 

ピラミッドアルゴリズムを用いた並列テンプレートマッチングの実装とその評価：鈴木慎司，

喜連川優，高木幹雄 情報処理学会第39回（平成元年後期）全国大会講演論文集， 3K-9,E 

印刷用カラー画像符号化における最適化墨信号処理：新堀英二，会津昌夫，高木幹雄 1989年第

20回画像工学コンファレンス予稿集， 21-24,1989.12 E 

多変数剰余関数を使った模様の生成：高木幹雄，坂元宗和 形の科学会報， 15,1990. 1 E 

Query Processing Method for Multi-Attribute Clustered Relations: Lilian Harada, 

Masa「uKitsuregawa, Mikio Takagiデータベースワークショップ， 1990.1E 

周辺領域との相互作用を考慮した明暗情報の知党モデル：山本昭夫，高木幹雄 1990年電子情

報通信学会春季全国大会講演論文集， 7-66, 1990.3 E 

スーパーデータベースコンピュータ SDCのモジュール間ネットワークにおけるスイッチング

ユニットの構成：瀬川芳久，小川泰嗣，楊維康，喜連川優，高木幹雄 情報処理学会第40回（平

成 2年前期）全国大会講演論文集， 5H-8,E 

GNハッシュ結合方式一入出カコストによるハッシュ結合方式の性能比較ー：中野美由紀，

喜連川優，高木幹雄 情報処理学会第40回（平成 2年前期）全国大会講演論文集， 7日-4,E 

Symmetry S81における GRACEHASH方式の実装と評価：津高新一郎，中野美由紀，喜連川

優，高木幹雄 情報処理学会第40回（平成 2年前期）全国大会講演論文集， 5H-5,E 

スーパーデータベースコンピュータ SDCに於ける単ーモジュールの基本性能：平野聡，楊

維康，喜連川優，高木幹雄 情報処理学会第40回（平成 2年前期）全国大会講演論文集， 5H-6,

E 

コネクションマシン CM-2のベンチマーク評価：松本和彦，喜連川優，高木幹雄 情報処理学

会第40回（平成 2年前期）全国大会講演論文集， 6L-7,E 

コネクションマシン CM-2における関係データベース処理：松本和彦，喜連川優，高木幹雄

情報処理学会第40回（平成 2年前期）全国大会講演論文集， 6L-8,E 

Join Strategies on Grid-Files: Lilian Ha「ada,Masa「uKitsu「egawa,Mikio Takagi 

情報処理学会第40回（平成 2年前期）全国大会講演論文集， 7.J-6.E 

永続的オプジェクト空間内のオブジェクトアクセス法について一効率的な画像・テキストデー

タベース処理に向けてー：鈴木慎司，喜連川優，高木幹雄 情報処理学会第40回（平成 2年前

期）全国大会講演論文集， 2H-4,E 
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生駒研究室 (lkoma Lab.) 

大学における工学研究：生駒俊明生産研究別冊論説特集都市・社会とあたらしい工学

研究， 24-30,1989. 6 A 

半導体デバイス（電気電子工学大系13): 生駒俊明，勝部昭明 コロナ社， 1989.6 巳

超格子デパイス：生駒俊明 応用物理学ハンドプック（分担執筆），丸善， 1990.3 B 

GaAs-A!GaAsヘテロ接合単一障壁トンネルダイオードのトンネリングスペクトロスコ

ピー：平川一彦，榊裕之，生駒俊明 電子情報通信学会技術研究報告（電子デパイス研究会衰

料）， ED89-7,43-48, 1989.4 C 

Phase coherence length of electron waves in narrow AlGaAs/GaAs quantum wires fa-

bricated by focused ion beam implantation: Hi「amoto.T .. Hi「akawa.K., IYB. Y., 

lkoma. T. Appl. Phys. Lett., 54, 21. 2103-2105, 1989.5 C 

Intracenter transitions in triply ionized erbium ions difused into III-V compound semicon-

ductors: Zhao. X-W. Hirakawa. K., lkoma. T. Appl. Phys. Lett., 54, 8. 712-714. 1989.8 

C 

集束イオンピーム注入を用いた一次元 GaAs細線の作製：生駒俊明 応用物理， 58, 9, 

1377-1378, 1989.9 C 

Effect of stacking sequence on valence bands in Ga/ As/Ge (001) monolayer super lattices: 

Saito. T .. lkoma, T. Appl. Phys. Lett., 55, 13. 1300-1302. 1989.9 C 

Non-equilibrium effects on quasi-one-demensional weak and strong localization: lkoma, 

T.,Hi「akawa.K .. Hi「amoto.T .. Odagi「i.T. Solid-State Electronics, 32, 12. 1793-1799, 

1989.12 C 

Deep levels in GaAs on Si grown by MOCVD: Hofmann, ロ.M.. Ariyama. M .. lkoma, T. 

Gallium Arsenide and Related Compounds 1988, Inst. Phy. Conf. Ser. 96, 227-230, IOP 

Pub. Ltd., 1989.4口

Diffusion and photoluminescence of erbium in GaAs and InP: Zhao, X-Z. Hirakawa, K .. 

lkoma, T. Gallium Arsenide and Related Compounds 1988, Inst. Phy. Conf. Ser. 96, 

277-282, IOP Pub. Ltd., 1989.4 D 

Defects induced by reactive ion etching (RIE) in GaAs and correlation with EL2: lkoma, 

T .. Hagiwara, Y. Material Science Forum, 38-41. 67-72, Trans Tech Publications, 

1989.4 D 

Anomalous drain conductance in quasi-one-dimensional AlGaAs/GaAs quantum wire 

transistors fabricated by focusted ion beam implantation: Hi「amoto,H .. Odagi「i.K.,

Hirakawa, K., IYB, Y .. lkoma, T. Nanostructure Physics and Fabrication, 175-182, 

Academic Press, 1989.8口

Direct experimental estimation of interface dipole effect on GaAs/ AlAs heterojunction 

band offset by X-ray photoelectron spectroscopy: Hi「akawa.K .. Hashimoto, Y. 
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Saito. T., lkoma, T. Int'! Symp. GaAs and Related Compounds, 1989.9 D 

Electron transport in gated A!GaAs/GaAs quantum wires: Hi「amoto.T .. Odagiri. T.. 

Hirakawa, K., lkoma. T. Eighth Record of Alloy Semiconductor and Electronics Symp., 

383-390. 1989.3 E 

AlGaAs/GaAsヘテロ接合散子細線トランジスタにおけるコンダクタンスの異常：平本俊郎，

小田切貴秀，平川一彦，生駒俊明 第36回応用物理学関係連合講演会予稿集， ]pモ3-3,973, 

1989.4 E 

GaAs細線 FETにおけるトランスコンダクタンスの増大：小田切貴秀，平本俊郎，平川一彦，

生駒俊明 第36回応用物理学関係連合講演会予稿集， lp-S-l 3, 976, 1989. 4 E 

GaAs-AIGaAsヘテロ接合単一障壁トンネルダイオード中の電子一界面フォノン相互作用：

平川一彦，榊裕之，生駒俊明 第36回応用物理学関係連合講演会予稿集， 2a-S-7,1004, 1989.4 

E 

III/V/IVおよびII/VI/IV系単原子層超格子の電子構造：斎藤敏夫，生駒俊明 第36回応用物

理学関係連合講演会予稿集， 2p-S-9,1008, 1989.4 ビ

集束イオンピーム注入により作製した A!GaAs/GaAsヘテロ接合最子細線の電気伝導：平本

俊郎，平川一彦，生駒俊明 第36回応用物理学関係連合講演会予稿集， 2p-C-5,1098, 1989.4 E 

光電子分光法による AIAs/GaAsヘテロ界面におけるパンド不連続最の検討：橋本佳男，平川

一彦，斎藤敏夫，生駒俊明 第36回応用物理学関係連合講演会予稿集， 2p-S-4,1006, 1989. 4 E 

(GaSi) 1 (AsS恥超格子のフォノン分散：野口充宏，斎藤敏夫，平川一彦，生駒俊明 第36回応用

物理学関係連合講演会予稿集， 2Pモ3-9,l 008, 1989. 4 E 

単結晶シリコン薄膜を用いた可変焦点凹面鏡：原田昌信，畑澤康善，佐藤一雄，藤田博之，生駒

俊明 昭和64年電気学会全国大会， 1989.6 E 

Electron Transport in Mesoscopic Semiconductor Structures (Invited Talk) : I koma. T .. 

Hi「akawa.K .. Hiramoto. T .. Odagi「i,T. Extended Abst. 21st Conf. Solid State 

Devices & Materials, 5ビ9-532.1989.9 E 

MEE成長した GaAs/AIAs系の低エネルギー電子線損失分光：野口充宏，平川一彦，斎藤敏夫，

生駒俊明 第50回応用物理学会学術講演会予稿集， 28-Z-8, l 053, 1989. 9 E 

賊子細線トランジスタ中の位相コヒーレンス長のホットエレクトロンによる変化：小田切貴秀，

平本俊郎，平川一彦，生駒俊明 第50回応用物理学会学術講演会予稿集， 27p-Z-4,1031, 1989.9 

E 

光電子分光法による A!GaAs混晶形成による電荷移動の評価：橋本佳男，平川一彦，斎藤敏夫，

生駒俊明 第50回応用物理学会学術購演会予稿集， 27a-Z-3,1027, 1989.9 E 

光電子分光法による GaAs/AIAs界面双極子によるポテンシャルの測定：橋本佳男，平川一彦，

斎藤敏夫，生駒俊明 第50回応用物理学会学術講演会予稿集， 27a-Zそ， 1027.1989.9 E 

III/V/IVおよぴ II/VI/IV系単原子層超格子の電子構造 (2): 斎藤敏夫，生駒俊明 第50回応

用物理学会学術講演会予稿集， 28a-Zも 1051.1989.9 E 

Dephasing mechanism of electron waves in AIGaAs/GaAs quantum wires: Hirakawa. K .. 
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Odagiri, T .. Hi「amoto,T .. lkoma. T. Extended Abst. 7th Int'! Workshop on Future 

Electron Devices, 123-127. 1989.10 E 

集束イオンピーム注入による半導体の微細加工：平川一彦，平本俊郎，小田切貴秀，生駒俊明

TRI-TECH CONFERENCE'89, 1889.11 E 

Dephasing mechanism of electron waves in AlGaAs/GaAs quantum wires: K. Hirakawa, 

T. Odagi「i.T.Hi「amoto.,T. lkoma Simposium on "New Phenomena in Mesoscopic 

Structures", 1988.12 E 

Phase breaking mechanism of electron waves in A!GaAs/GaAs quantum wires: 

Hi「akawa,K. Odagi「i.T.. Hi「amoto,T.. lkoma, T. The 7th International Workshop 

on Future Electron Devices, Superlattices and Quantum Functional Devices, 1990. l E 

メソスコピック・エレクトロニクスの展望．・生駒俊明 束大フォーラム， 1990.3 E 

台湾における講演会ーTravellingLecturerとしてー：生駒俊明 応用物理， 58, 3 , 423-433, 

1988.3 F 

Fundamentals of Mesoscopic Semiconductor Devices: Hi「akawa,K .. Hiramoto, T會9

lkoma, T. 16th Japan-USSR Electronics Symposium, 1989. l l F 

“索機能の概念”と半焉体への応用：生駒俊明 応用物理， 59, 3, 1880.3 F 

工学における基礎研究と大学の役割ートランスディシプリナリな学問領域の確立：生駒俊明

日本の科学と技術， 31,256, 45-47, 日本科学技術振典財団， 1990.l G 

私の新機能素子論（シリーズ提言）：生駒俊明 堀子材料， 29, 1 , 1 , 1980. l G 

喜連川研究室 (Kituregawa Lab.) 

Functional Disk System as a High Performance Relational Database Storage: Masa「U

Kitu「egawa.Miyuki Nakano. Mikio Takagi International Symposium on Database 

Systems for Advanced Applications (Invited Papes), 243-250. 1989.4 D 

Architecture and Performance of Relational, Algebra Machine Grace: Masaru 

Kitsu「egawa.Hidehiko Tanaka. Toh「uMoto-oka Parallel Architectures for 

Database Systems, IEEE computer Society Computer Society Press, 231-240. [コ

データベース・マシン：喜連川優，中野美由紀 並列コンピュータ・アーキテクチャ， bit共立出

版， 21, 4, 403-416, 1989.3 G 

ダイナミックハイプリッド GRACEハッシュアルゴリズムによる超高速関係データベース処

理：喜連川優 第5回ソフトウェアコンファレンスプロシーディングス， 81-84,1989 E 

Evaluation of 18-stage Pipeline Hardware Sorter: Masa「uKitsu「egawa.Weikang 

Yang, ShinYa Fushimi Sixth International Workshop on Database Machines 

Deauville, France, l 989.6 D 

Implementation of LSI Sort Chip for Bimodal Sort Memory: M. Kitsu「egawa.W. 

Yang, University of Tokyo VLSI 89 International Conference, IFIP International 
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Federation for Information Processing, Minich, FRG Gasteig Conf. Center, 1989.8 D 

The Effect of Bucket Size Tuning in Dynanmic Hybrid GRACE Hash Join Method: 

Masaru Kitsu「egawa,Masaya Nakayama, Mikio Takagi 15th International 

Conference on Very Large Data Bases, 1989.B D 

不均一分布データに対するハッシュを用いた結合演算アルゴリズムの性能評価ー機能ディスク

システムの場合ー：中野美由紀，喜連川優，高木幹雄 情報処理学会第39回（平成元年後期）全

国大会講演論文集， 3N-9,E 

スーパーデータベースコンピュータにおけるバケット分散並列結合演算法とその性能予測：

小川泰嗣，喜連川優 情報処理学会第39回（平成元年後期）全国大会講演論文集， 4N-6,E 

Performance Evaluation of KD-Join Algorithm: Lilian Ha「ada, Masa「U

Kitsuregawa, Mikio Takagi情報処理学会第39回（平成元年後期）全国大会講演論文集，

3N-10, E 

スーパーデータベースコンピュータ SDCのアーキテクチャ：楊維康，平野聡，瀬川芳久，

喜連川優，高木幹雄 情報処理学会第39回（平成元年後期）全国大会講演論文集， 4N-4,E 

スーパーデータベースコンピュータ SDCのシステム・ソフトウェアの概要：平野聡，楊維康，

喜連川優，高木幹雄， 4N-5,E 

リレーショナルデータベースプロセッサ GREOの概要：安藤隆朗，藤森敬悟，高橋久恵小宮

富士夫，伏見信也，喜連川優 情報処理学会第39回（平成元年後期）全国大会講演論文集， 4N

-?, E 

リレーショナルデータベースプロセッサ GREOのハードウェア構成：笠原康則，科野順蔵，

中込宏，伏見信也，喜連川優，楊維康 情報処理学会第39回（平成元年後期）全国大会講演論文

集， 4N-B,E 

ピラミッドアルゴリズムを用いた並列テンプレートマッチングの実装とその評価：鈴木慎司，

喜連川優，高木幹雄 情報処理学会第39回（平成元年後期）全国大会講演論文集， 3K-9,E 

動的処理パケット選択方式による結合演算処理の詳細評価：喜連川優，中山雅哉，高木幹雄 情

報処理学会論文誌， 30, 7, 869-877, 1989.7 C 

動的処理バケット選択手法に基づくハッシュ結合処理方式とその性能評価：喜連川優，中山

雅哉高木幹雄情報処理学会論文誌， 30, 8, 1024-1032, 1989.8 C 

大最データアクセストランザクションの並行制御方式：大森匡，喜連川優，田中英彦 電子情報

通信学会データ工学研究会，口E89そ1, 1989 E 

リレーショナルデータベースプロセッサ GREOの構成：安藤隆朗，小宮冨士夫，中込宏，伏見

信也，喜連川優 電子情報通信学会データ工学研究会， DE89-37, 1989.12 E 

スーパーデータベースコンピュータ SDCにおけるパケット分散方式による並列ハッシュ結合

演算法：小川泰嗣，喜連川優 電子情報通信学会データ工学研究会，口E89-42, 1989 E 

スーパーデータベースコンピュータ SDCのモジュール間ネットワークにおけるスイッチング

ユニットの構成：瀬川芳久，小川泰嗣，楊維康，喜連川優，高木幹雄 情報処理学会第40回（平

成 2年前期）全国大会講演論文集， 5日-8,E 
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GNハッシュ結合方式ー入出カコストによるハッシュ結合方式の性能比較ー：中野美由紀，

喜連川優，高木幹雄 情報処理学会第40回（平成 2年前期）全国大会講演論文集， 7日叫， E

Symmetry S81における GRACEHASH方式の実装と評価：津高新一郎，中野美由紀，喜連川

優，高木幹雄 情報処理学会第40回（平成 2年前期）全国大会講演論文集， 5日-5,E 

スーパーデータベースコンピュータ SDCに於ける単ーモジュールの基本性能：平野聡，楊

維康，喜連川優，高木幹雄 情報処理学会第40回（平成 2 年前期）全国大会講演liiuJt~. 5日-6,

E 

スーパーデータペースコンピュータ SDCにおけるバケット平坦化機能を有するオメガネット

ワーク：小川泰嗣，喜連川優 情報処理学会第40回（平成 2年前期）全国大会講演論文集， 5日

-7, E 

コネクションマシン CM-2のベンチマーク評価：松本和彦，喜連川優，高木幹雄 惜報処理学

会第40回（平成 2年前期）全国大会講演論文集， 6L-7,E 

コネクションマシン CM-2における関係データベース処理：松本和彦，喜連川優，高木幹雄

情報処理学会第40回（平成 2年前期）全国大会講演論文集， 6L-8,E 

Join Strategies on Grid-Files: Lilian Ha「ada.Masa「uKitsu「egawa.Mikio Takagi 

情報処理学会第40回（平成 2年前期）全国大会講演論文集， 7.J-6.E 

永続的オブジェクト空間内のオプジェクトアクセス法について一効率的な画像・テキストデー

タベース処理に向けてー：鈴木慎司，喜連川優，高木幹雄 情報処理学会第40回（平成 2年前

期）全国大会講演論文集， 2日-4,E 

Concurrency Control of Bulk Access Transactions on Shared Nothing Parallel Database 

Machines: Tadashi Ohmori. Masaru Kitsuregawa, Hidehiko Tanaka Proc. of 

IEEE 6th Int. Conf. Endineering, 1990 D 

Query Processing Method for Multi-Attribute Clustered Relations: Lilian Ha「ada.

Masa「uKitsuregawa. Mikio Takagiデータベースワークショップ， 1990.lE 

パケット平坦化機能を有するオメガネットワーク：喜連川優，小川泰嗣 情報処理学会論文誌，

30, l l, 1494-1503, 1989.11 C 

知識ベースマシン概論：喜連川優 人工知能ハンドプック（オーム社）， 467,1990. l 巳

プロダクションシステムマシン：大森匡，喜連川優 人工知能ハンドプック（オーム社），

467-473, 1990. l B 

並列ディスクデータベースマシンにおける大蟄データアクセストランザクションの並行制御方

式：大森匡，喜連川優，田中英彦 鼈子情報通信学会論文誌D-1, 073-0-1, l, 1990. l E 

平川研究室 (Hirakawa Lab.) 

Anomalous Drain Conductance in Quasi-One Dimensional AIGaAs/GaAs Quantum Wire 

Transistors Fabricated by Focused Ion Beam Implantation: T. Hi「amoto.T. Odagiri. 

K.Hi「akawa.Y. IYB. T. lkoma in Nanostructure Physics and Fabrication, Academic 
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Press, 175-182. 1988 D 

Phase Coherence Length of Electron Waves in Narrow A!GaAs/GaAs Quantum Wires 

Fabricated by Focused Ion Beam Implantation: T. Hi「amoto,K. Hirakawa. Y. lye, T. 

lkoma Applied Physics Letters, 54, 2103-2105, 1989 C 

Tunneling Spectroscopy of GaAs/ AlxGal-xAs/GaAs Single-Barrier Heterojunction 

Diodes: K. Hirakawa Physical Review B (Rapid Communications), 40, 3451-3454, C 

Intracenter Transitions in Triply Ionized Erbium Ions Diffused into III-V Compound 

Semiconductors: X.-W. Zhao, K. Hi「akawa,T. lkoma Applied Physics Letters, 54, 

712-714. 1989 C 

Non-equilibrium Effects on Quasi-One-Dimensional Weak and Strong Localization: T. 

lkoma. K. Hirakawa, T. Hi「amoto,T. Odagi「iSolid State Electronics, 32, l 793-1799. 

1989 C 

Tunneling Spectroscopy of GaAs/ AlxGal-xAs/GaAs Single-Barrier Heterojunction 

Diodes: K. Hirakawa, H. Sakaki. T. lkoma The 8th International Conference on 

Electronic Properties of Two-Dimensional Systems, Grenoble, 1989.9 D 

Direct Experimental Estimation of Interface Dipole Effect on GaAs/ AlAs Heterojunction 

Band Offset by X -Ray Photoelectron Spectroscopy : K. Hi「akawa,Y. Hashimoto, T. 

Saito, T. lkoma The 16th International Symposium on Gallium Arsenide and Related 

Compounds, Karuizawa, 1989.9 D 

Electron Transport in Mesoscopic Semiconductor Structures (invited): T. lkoma, K. 

Hi「akawa,T. Hi「amoto,T. Odagi「iThe 21st Conference on Solid State Devices and 

Materials, Tokyo, 1989.8 D 

Phase Breaking Mechanisms of Electron Waves in AlGaAs/GaAs Quantum Wires: K. 

Hi「akawa,T. Odagiri, T. Hiramoto, T. lkoma The 7th International Workshop on 

Future Electron Devices, Superlattice and Quantum Functional Devices, Toba, l 989. l O D 

Dephasing Mechanism of Electron Waves in A!GaAs/GaAs Quantum Wires: K. 

Hirakawa, T. Odagi「i,T. Hiramoto. T. lkoma The International Symposium on 

"New Phenomena in Mesoscopic Structures", Hawaii, 1989.12 D 

Electron Transport in Gated AlGaAs/GaAs Quantum Wires: T. Himamoto, T. Odagi「i,

K. Hirakawa, T. lkoma The 8th Record of Alloy Semiconductor and Electronics 

Symposium, Kyoto, 1989.3 E 

Fundamentals of Mesoscopic Semiconductor Devices: K. Hirakawa, T. Hi「amoto.T. 

lkoma The 16th Japan-USSR Electronics Symposium, 1989.ll D 

GaAs-AlGaAsヘテロ接合単一障壁トンネルダイオード中の電子ー界面フォノン相互作用：

平川一彦，榊裕之，生駒俊明 第36回応用物理学関係連合講演会，千葉大学， 1989.4 E 

AlGaAs/GaAsヘテロ接合絨子細線トランジスタにおけるコンダクタンスの異常：平本俊郎，

小田切貴秀，平川一彦，生駒俊明 第36回応用物理学関係連合講演会，千葉大学， 1989.4 E 
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GaAs細線FETにおけるトランスコンダクタンスの増大：小田切貴秀，平本俊郎，平川一彦，

生駒俊明 第36回応用物理学関係連合講演会，千葉大学， 1989.4 E 

集束イオンピーム注入により作製した AIGaAs/GaAsヘテロ接合最子細線の電気伝導：平本

俊郎，平川一彦，生駒俊明 第36回応用物理学関係連合講演会，千葉大学， 1989.4 E 

(GaSi) 1 (AsSi) 1超格子のフォノン分散：野口充宏，斎藤敏夫，平川一彦，生駒俊明 第36回応

用物理学関係連合講演会，千菓大学， 1989.4 E 

光地子分光法による AIAs/GaAsヘテロ界面におけるバンド不連続絨の検討：橋本佳男，平川

一彦，斎藤敏夫．生駒俊明，千葉大学，第36回応用物理学関係連合講演会，千葉大学， 1989.4 E 

GaAs-AIGaAsヘテロ接合単一障壁トンネルダイオードのトンネリングスペクトロスコ

ピー：平川一彦，榊裕之，生駒俊明 電子通信学会技術研究報告，信学技報， 89,13, EDBB-7, 

C 

光電子分光法による GaAs/A!As界面双極子によるポテンシャルの測定：橋本佳男，平川一彦，

斎藤敏夫，生駒俊明 第50回応用物理学会学術講演会，九州大学， 1989.9 E 

光電子分光法による A!GaAs混晶形成による電荷移動の評価：橋本佳男，平川一彦，斎藤敏夫，

生駒俊明 第50回応用物理学会学術講演会，九州大学， 1989.9 E 

賊子細線トランジスタ中の位相コヒーレンス長のホットエレクトロンによる変化：小田切貴秀，

平本俊郎，平川一彦，生駒俊明 第50回応用物理学会学術講演会，九州大学， 1989.9 E 

MBE成長した GaAs/A!As系の低エネルギー電子線損失分光：野口充宏，平川一彦，斎藤敏夫，

生駒俊明 第50回応用物理学会学術講演会，九州大学， 1989.9 E 

最子効果と集束イオンビーム技術：生駒俊明，平川一彦 固体工レクトロニクス研究会ワーク

ショップー―批子効果デパイスヘのプロセス技術ー一，東京大学， 1989.11 E 

集束イオンビーム注入による半導体の微細加工：平川一彦，平本俊郎，小田切貴秀，生駒俊明

Tri-Tech Conference, 翌橋技術科学大学， 1989.11 E 

超格子物性：榊裕之，平川一彦 応用物理学ハンドプック．（分担執筆），丸善， 1990.3 巳

半導体鼠子細線中の電子の位相コヒーレンス：平川一彦 東大フォーラム， 1990.3 E 
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3 . 受 幽只

部名官名 氏 名 受賞名（機関・団体名） 受貨対象の研究題目 年月日

第4部教授妹尾 学化学会賞（日本化学会） 輸送・反応機能を制御する 1989.4尼

非平衡系の研究

第4部教授石田洋一金属組織写真佳作質 金属とセラミックスの接 1989.4.4

（日本金属学会） 合 (Nb/Al203) 

第5部教授月尾悪男国際交通安全学会論文交通拠点のライフサイク 1989.4.17 

賞（国際交通安全学会） ル

第5部 村上研究室 30回記念「学術研究部 Numerical Simulation of 1989.4.18 

門」記念賞 Air Flow around Build-

（第30回科学技術映画 ings

祭， 日本科学技術振興

財団， 日本科学映画協

会，（柑映像文化製作者

連盟主催）

第4部教授石田洋一功績買 材料科学の研究 1989.5.27 

（日本材料科学会）

第5部教授村上周三日 本 建 築 学 会 賞 建築・都市における風環境 1989.5.30 

（日本建築学会） 工学に関する一連の研究

教授半谷裕彦日本建築学会宜 構造安定理論の基礎的研 1989.5.30

（日本建築学会） 究と空間構造への応用

第3部大学学生院陳（安 艶研究奨励買

田研） （画像電子学会）

算術符号化における効率 1989.6.14

改善の一検討

第2部教授柴田 碧国際原子炉構造力学協原子力発電所の耐震設計 1989. B. 16 

会 (IASMiRT)

第3部 外士研国人究博貝 楊（喜 川維研康） 学術奨励貨 パイプラインマージソー 1888.10.16 

連 （情報処理学会） タに於ける StringLength 

Tuning用フラグ自動生成

機構

第1部技官寺田啓子第14回熊谷記念真空科コンダクタンス変調法に 1989.10.24

助教授岡野達雄 学 論 文 賞 よる超高真空での真空ポ

教名 巻授 辻 泰 （日本真空協会） ンプの排気速度測定

第2部教授木内 学最優秀論文質 電縫管成形プロセスの電 1989.11.1

(International Tube 算機支援シミュレーショ

Association) ンシステム
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第 4部教授増子 晏 日本銅センター1笥 新しい黄銅材料の脱亜鉛 1989.11.7 

助手井上 健 （日本銅センター） 腐食感受性評価試験法の

開発

第 2部教授柴田 碧神奈川高圧ガス協会 化学プラントの耐震安全 1990.ll.22 

性向上

第 3部 教 授 榊 裕 之 第 3回日本 IBM科学半導体鼠子構造の研究 1989.12.5 

賞

（日本IBM株式会社）

第3部教授安田靖彦電波功績質郵政大臣表テレターミナルシステム， 1990.3.16 

彰 コンビニエンスラジオ

（帥電波システム開発フォン等新しい陸上移動

センター） 体通信の実用化に貢献

第 2部助教授樋口俊郎精密工学会費 衝撃電磁力を利用した精 1990.3.29 

（精密工学会） 密位箇決め機構の開発

第3部教授安田靖彦テレコムシステム技術自律分散交換による多重 1990.3.30

院元学大学生 森 健一貨奨励貨 リングネットワークの一

（闘電気通信普及財団） 構成法
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付録

1 国立学校設置法抜粋

国立大学設慨法，昭和24年 5月31日公布 法律第150号

第2章国立大学

第4条 国立大学に，次の表（下）に掲げるとおり，研究所を付置する．

大学の名称 I研究所の名称 I位 置 I目 的

東京大学 I生産技術研究所 I東京都 I
生産に関する技術的問題の科学的総合研

究並ぴに研究成果の実用化試験

（注） 国立学校設置法一部改正により昭和37年 3月29日付の官報に 4月1日を

もって位罹の項が千葉県より東京都に変更する旨が公布された．

2 東京大学生産技術研究所規則

（昭和37.6.19制定）

改正昭和39.5.19, 昭和39.6.23 

B召禾廿40.6.22, B召利]41.6.28 

昭和42.9 .19, 昭和43.12.17

昭和48.5 .15, 昭和50.4.15 

B召禾廿51.6.15, B召禾廿52.5.17 

0召禾廿59.6.12, B召禾廿60.5.21 

財牛和61.5.20 

（目的）

第 1条 東京大学生産技術研究所（以下（研究所」という．）は，国立学校設置法（昭和24年法

律第150号）第 4条第 1項の規定に基づき，生産に関する技術的問題の科学的総合研究並びに

研究成果の実用化試験を行なうことを目的とする．

（所長）

第2条研究所に，所長を謹<. 

2. 所長は，研究所を代表し，るその所務をつかさどる．

（研究部門）

第3条研究所に，次に掲げる研究部門を置く．

応用数学 マイクロ波工学

応用光学 電子演算工学

応用超音波工学 情報処理工学

放射線工学 無機工業化学

材料強度機構学 有機工業化学

動的材料強弱学 鉄鋼製錬工学
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流体物理学 環境計測化学

伝熱工学 工業物理化学

機械力学 複合金属素材工業

流体機械学 環境化学工学

熱原動機学 金属材料学

変形加工学 放射性同位元素工学

船体運動学 交通制御工学

切削工作計画工学 建築生産学

精密工作学 水工学

化学機械学 建築構造学

耐裳機械構造学 土木構造学

画像電子デパイス工学 地形情報処理工学

電力工学 生産技術史

画像情報機器学 環境制御物理学

電力機器学 生産施設防災工学

応用電子工学 多次元数値情報処理工学

（附属研究施設）

第4条研究所に，次に掲げる附属の研究施設を匹＜．

千葉実験所

計測技術開発センター

先端素材開発研究センター

機能エレクトロニクス研究センター

（教授会）

第5条研究所に，重要な事項を審議するため，教授会を罹＜．

2. 教授会の組織及ぴ運営に関する事項は，別に定める．

（事業部）

第6条研究所の事務を処理するため，事務部を置く．

2. 事務部に関する事項は，別に定める．

（細則への委任）

第 7条 この規則に規定するもののほか，この規則の実施について必要な事項は，細則で定め

る．

附則

1 この規則は，昭和59年 6月12日から施行し，昭和59年 4月1日から適用する．ただし，

機能エレクトロニクス研究センターに係る改正規定は，昭和59年 4月11日から適用する．

2 機能エレクトロニクス研究センターは，平成 6年 3月31日まで存続するものとする．

附則

1 この規則は，昭和60年 5月21日から施行し，昭和60年 4月 1日から適用する．

418 



2 先端素材開発研究センターは，平成 7年 3月31日まで存続するものとする．

附則

1 この規則は，昭和61年 5月20日から施行し，昭和61年 4月5日から適用する．

2 多次元数値情報処理工学研究部門は，平成 8年 3月31日まで存続するものとする．

3 東京大学生産技術研究所千葉実験所規程

（昭和42.7.19制定）

改正昭和53.1.16 

（設骰）

第 1条 東京大学生産技術研究所（以下「本所」という．）に国立学校設箇法施行規則第20条に

より附属研究施設として，千葉実験所（以下「実験所」という．）を罹＜．

（目的）

第2条 実験所は，本所勤務の教授，助教授又は講師が主体となって，生産に関する技術的諸

問題の研究成果を実用化するための大規模な実験研究を行なうとともに本所麻布庁舎ではで

きない研究を行なうことを目的とする．

（実験所の長）

第3条実験所に，実験所長を箇<. 

2. 実験所の長は，本所の教授又は助教授をもってあてる．

3. 実験所長の任期は， 2年とし再任を妨げない．

4. 実験所の長は，実験所を代表し，その所務をつかさどる．

（管理運営委貝会）

第4条 実験所の管理運営のため，所長の諮問機関として千葉実験所管理運営委貝会（以下「委

貝会」という．）を慨<. 

2. 委貝会に関する事項は，別に定める．

（事務室）

第5条 実験所に，実験所の事務を処理するため，事務室を置く．

2. 事務室に関する事項は，別に定める．

附則

この規定は，昭和53年 1月16日より施行する．

4 東京大学生産技術研究所計測技術開発センター規程

（昭和48.8.23制定）

（設樅）

第 1条 束京大学生産技術研究所（以下「本所」という．）に附属研究施設として，計測技術開

発センター（以下「センター」という．）を置く．

（目的）

第2条 センターは，本所における環境工学に関する物理的及ぴ化学的計測法等の基礎的研究
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を行ない，計測技術の開発を行なう．

（機構）

第 3条 センターに長を置く．

2. センターの長は，本所の教授又は助教授をもってあてる．その任期は 2年とする．ただし，

重任を妨げない．

3. センターの長は，センターを代表し，その管理運営をつかさどる．

4. センターに職貝若干名を置く．

附 則

1 . この規程は，昭和48年 8月23日から施行し，昭和48年 4月12日から適用する．

2. センターの事務は，当分の間事務部総務課で行なう．

5 東京大学生産技術研究所先端素材開発研究センター規則

（昭和60.5.21制定）

（設置）

第 1条 東京大学生産技術研究所（以下「本所」という．）に附属研究施設として，先端素材開

発研究センター（以下「センター」という．）を置く．

（目的）

第 2条 センターは，高機能複合材料，ニューセラミックス，機能性合金等の基礎及び応用に

関する開発研究を行う．

（機構）

第 3条 センターに長を骰く．

2. センターの長は，本所の教授又は助教授をもってあてる．

3. センターの長の任期は 2年とし，再任を妨げない．

4 . センターの長は，センターを代表し，その管理運営をつかさどる．

第 4条 センターに職貝若干名を置く．

附 則

1 . この規則は，昭和60年 5月21日から施行し，昭和60年 4月 1日から適用する．

2. 本施設は，平成 7年 3月31日まで存続するものとする．

3. センターの事務は，当分の間事務部総務課で行う．

4 . 東京大学生産技術研究所複合材料技術センター規程（昭和50年10月26日施行）は，廃止す

る．

6 東京大学生産技術研究所機能エレクトロニクス研究センター規則

（昭和59.6. 4制定）

（設罹）

第 1条 東京大学生産技術研究所（以下「本所」という．）に付屈研究施設として，機能エレク

トロニクス研究センター（以下「センター」という．）を置く．
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（目的）

第 2条 センターは，機能テ＂バイス，機能回路及ぴ機能情報処理の研究を行う．

（機構）

第3条 センターに長を罹<. 

2 . センターの長は，本所の教授又は助教授をもってあてる．

3. センターの長の任期は 2年とし，再任を妨げない．

4. センターの長は，センターを代表し，その管理運営をつかさどる．

第4条 センターに職貝若干名を置く．

附 則

1. この規則は，昭和59年 6月4日から施行し，昭和59年 4月11日から適用する．

2. 本施設は，平成 6年 3月31日まで存続するものとする．

3. センターの事務は，当分の間事務部総務課で行う．

4 . 東京大学生産技術研究所多次元画像情報処理センター規程（昭和53年 2月15日施

行）は，廃止する．

7 東京大学生産技術研究所研究生規則

東京大学生産技術研究所研究規程（昭和29年 2月16日制定）の全部を改正する．

（目的）

第 1条 この規則は，東京大学生産技術研究所（以下「本所」という．）における研究生の取扱

いについて必要な事項を定めることを目的とする．

（研究生の入所）

第 2条 本所において，生産技術に関する事項の研究に従事しようとする者があるときは，本

所の研究・教育に支障がないと認めた場合に限り，選考の上，研究生として入所を許可する

ことがある．

（入所の夜格）

第 3条 研究生として入所することのできる者は，次の各号の一に該当する者とする．

(1) 大学の学部を卒業した者

(2) 本所において，前号と同等以上の学力があると認めた者

(3) 相当の経験を有する者で，本所において，十分な専門的知識を有すると認めたもの

（出願方法）

第4条 研究生として入所を希望する者は，所定の願書に履歴書及び検定料を添えて，東京大

学生産技術研究所長（以下「所長」という．）に願い出なければならない．

（選考）

第 5条 前条の入所希望者に対する選考は，その者が研究に従事しようとする研究分野の教官

と協議の上，所長が行うものとする．

（入所の許可）

第 6条 所長は，前条の選考に合格し，かつ，所定の期日までに入学料を納付した者に入所を
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許可するものとする．

（研究期間）

第7条 研究生の研究期間は， 1年以内とする．ただし，引き続きその研究に従事するため，

研究期間の延長を願い出たときは， 1年ごとにこれを許可することがある．

（研究方法）

第8条 研究生は，所長の指定した教官の指導を受けて，研究に従事するものとする．

（研究料の納付）

第9条 研究生は，その研究期間に応じて，月額の 3月分又は 6月分の研究料を前納しなけれ

ばならない．

2. 既納の研究料は，返還しない．

（検定料，入学料及ぴ研究料の額）

第10条 第4条の検定料，第 6条の入学料及ぴ前条の研究料の額は，国立の学校における授業

料その他の費用に関する省令（昭和36年文部省令第 9号）第12条の規定に基づき定められた

額とする．

（報告書の提出）

第11条 研究生は，研究期間満了後速やかに，その研究状況及ぴ成果を報告書にまとめ，指導

教官を経て所長に提出しなければならない．

2. 研究生の研究期間が 1年以上にわたるときは， 1年ごとに，その研究状況の中間報告書を，

前項に準じて提出しなければならない．

（願い出による退所）

第12条 研究生が研究期間の中途で退所しようとするときは，その理由を付して，所長に願い

出て，その許可を受けなければならない．

（退所命令）

第13条 所長は，病気その他の理由により研究を継続することが適当でないと認めたときは，

その研究生に対して退所を命ずることができる．

（学内規則の遵守）

第14条 研究生は，東京大学又は本所が定める諸規則を遵守しなければならない．

（補則 ）

第15条 この規則に定めるもののほか，研究生の取扱いについて必要な事項は，教授総会（教

授，助教授及び専任講師で構成する教授会をいう．）の議を経て，所長が定める．

附則

1 この規則は，平成元年11月21日から施行する．

2 改正後の第 4条の規定にかカ'.'わらず，平成元年度に入所する者からは，検定料を徴収し

ない．
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8 受託研究員制度実施要項

昭和42年 7月18日 大臣裁定

改正昭和50.3.26 

H召禾[]55.12.8 

H召禾廿59.6.30 

H召禾ll61.10.2 

平成元 4.1 

平成元 8.3 

（目的）

1 . この制度は，我が国産業の進展に衰するため，民間会社等の現職技術者及ぴ研究者（以下

「現職技術者等」という．）に対し，国立大学等における研究の機会を与え，その能力のいっ

そうの向上を図ることを目的とする．

（受託研究貝の受入れ）

2. 国立大学及ぴ国立大学共同利用機関（以下「国立大学等」という．）は，前項の目的を達成

するため，民間社会等の委託に応じ，現職技術者等を受託研究貝として受け入れることがで

きる．

（衰格）

3. 受託研究貝として受け入れることができる者は，現職技術者等であって，大学の学部を卒

業した者又は国立大学等の長がこれに準ずる学力があると認めた者とする．

（申請・許可）

4 . 受託研究貝の受入れは，民間社会等の長の申請に基づき，国立大学等の長がこれを許可す

るものとする．

（受入れ協議）

5. 国立大学等の長は，受託研究貝の受入れ許可を行うに当っては，別紙様式による書類を添

え，あらかじめ文部省学術国際局長に協議するものとする．

（受入れ報告）

6. 国立大学等の長は，受託研究貝の受入れを許可したときは，受託研究貝の氏名及ぴ受入れ

許可年月日を文部省学術国際局長に報告するものとする．

（研究期間）

7. 受託研究貝の研究期間は 1年以内とする．ただし，受入れを許可された日の属する会計年

度を超えることができない．

研究の継続の必要があると認めるときは，翌年度において，更に受入れを許可することが

できる．

（研究方法）

8. 国立大学等は，受託研究貝の希望する研究事項を考慮してその指導教官を定め，大学院で

行う程度の研究の指導を行うものとする．
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（研究科）

9. 受託研究員の研究料は，文部大臣が別に定めるところにより国立大学等がこれを徴収する

ものとする．

（受入れ規程）

10. 国立大学等の長は，受託研究貝の受入れ手続その他必要な事項について別に規程を定め，

文部省学術国際局長に報告するものとする．

（実施期日）

11. この要項は，昭和42年度から実施する．

9 東京大学受託研究取扱規則

（昭和46.1. 1制定）

（趣旨）

第 1条 この規則は，東京大学（以下「本学」という．）における受託研究の取扱いについて必

要な事項を定めるものとする．

（定義）

第 2条 この規則において「受託研究」とは，外部からの委託を受けて，公務として行なう研

究で，これに要する経費を委託者が負担するものをいう．

2. この規則において「部局長」とは，学部長，附罹研究所長および実施細則に定める部局等

の長をいう．

3. この規則において「外国の政府に」とは，外国の政府，外国の団体もしくは外国人または

国際機関もしくは国際的に組織された団体をいう．

（受入れ条件）

第 3条 受託研究の受入れの条件は，次の各号に掲げるものとする．

(1) 受託研究に要する経費（以下「受託費用」という．）は，当該研究の開始前に納入するこ

と．

(2) 受託研究を中止し，またその期間を延長する場合においても受託費用は委託者に返還し

ないこと．ただし，特別の事情がある場合には，不用となった経費の額の範囲内において，

その全部または一部を返還することがあること．

(3) 受託費用により取得した設備等は返還しないこと．

(4) 次に掲げる場合には，委託者の受ける損害に対して，本学はその責任を負わないこと．

（ア） やむを得ない理由によって受託研究を中止し， もしくはその期間を延長し，または契

約を解除したため損害が生じたとき．

（イ） 受託研究を行なうため委託を受けた物品に損害が生じたとき．

（ゥ） 本学が，受託研究に関する契約に定める責務を委託者が履行しないものと認めてとっ

た措置に基づき損害が生じたとき．

(5) 受託研究実施上本学が必要と認めるときは，委託者に研究補助者の派遣を要請すること

ができること．
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(6) 本学は，委託者が契約に違反したため，受託研究を完了することが不可能となるに至った

場合には，受託研究に関する契約を解除することができること．

(7) 委託者は，受託研究に関する契約を解除することができないこと．

(8) 受託研究に関する結果は公表するものとし，その公表は，第 8条の定めるところにより，

本学が行なうこと．

(9) 受託研究の結果生じた工業所有権等の権利について特別の定めをしないこと．

2. 前項に定めるもののほか，部局長が必要と認める条件については，部局の定める手続きを

経て別にこれを定めることができるものとする．

3. 部局長は，第 1項第 1号およぴ第 3号に掲げる条件については，委託者が，国の機関もし

くは公社，公庫，公団等の政府関係機関または地方公共団体である場合には，契約担当官と

協議のうえこれを付さないことができる．

（申込みの方法）

第4条 受託研究の申込みは，部局長に対して文書により行なうものとする．

（受入れの決定およぴ契約の締結）

第5条 受託研究の受入れは，部局長が決定する．ただし，当該受託研究が外国の政府等から

の申込みにかかるものである場合には，総長が関係部局長の意見を聞いて，これを決定する．

2. 部局長が，前項の決定をするにあたっては，部局の定める手続きを経なければならないも

のとする．

3. 受託研究に関する契約の締結は，契約担当官（事務局長）が行なうものとする．

（研究の中止等）

第6条 受託研究を担当する職貝は，研究を中止し，または研究期間を延長する必要が生じた

ときは，ただちに部局長に報告し，その指示を受けるものとする．

2. 部局長は，前項の報告により，受託研究の実施上やむを得ないと認めるときは，当該研究

の中止またはその期間の延長を決定し，その旨を契約担当官に通知するものとする．期間の

延長の決定は，歳出予算の繰越しまたは繰越明許費にかかる翌年度にわたる債務負担の手続

を必要とするときは，当該手続が完了したのちに行なうものとする．

（研究の完了報告）

第7条 受託研究を担当する職貝は，当該研究が完了したときは，部局長に報告するものとす

る．

（研究の結果の公表）

第8条 受託研究に関する結果の公表は，当該研究を担当した部局の定めるところにより行な

うものとする．

（実施細則）

第9条 この規則の実施のための手続等について必要な事項は，実施細則で定める．

（定型的な受託研究の取扱い）

第10条 定型的な試験，測定および検査等にかかる受託研究の取扱いについては，この規則に

かかわらず，別に定めるところによるものとする．
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附則

1 この規則は，昭和46年 1月 1日から施行する．

2 東京大学薬学部受託規則（昭和41年 1月27日制定），東京大学地震研究所受託規程（昭和

38年10月22日制定），東京大学生産技術研究所受託規程（昭和25年 3月11日制定），東京大

学応用微生物研究所受託規程（昭和30年 5月16日制定），東京大学物性研究所受託規程（昭

和38年10月22日制定），東京大学海洋研究所研究等受託規則（昭和40年 9月21日制定）およ

び東京大学工学部附属総合試験所受託規程（昭和45年 6月16日制定）は，廃止する．

3 この規則施行の際，すでに受託研究を受入れ現に研究中のものについては，この規則の

定めるところにより受入れたものとみなす．

10 東京大学生産技術研究所受託処理規程

（昭和46.4.21制定）

第 1条 東京大学受託研究取扱規則にもとづき生産技術研究所（以下「本所」という．）に対し，

生産技術に関係がある学理的問題または，物品等の研究・試作・調査等を委託しようとする

者があるときは，この規程により処理する．ただし，定型的試験・調査については別に定め

る．

第 2条 受託の諾否およぴ受託すべきものについての担当官，その他心要な事項は，所長が常

務委員会の議を経て，これを決定し，教授総会に報告する．

第 3条 常務委貝会は，必要に応じて常務委貝以外の教授，助教授，その他の職貝の出席を求

め，その受託研究に関して意見を徴することができる．

第 4条 主任担当官は研究を担当することの意義についての所見及び受託費用算定明細書を所

長に提出する．

第 5条 主任担当官は，受託事項が終了したときは，受託研究完了報告書を作成し，所長に提

出しなければならない．

第 6条 受託事項に関する成果の公表は，担当官がこれを行うものとする．

第 7条 主任担当官となるものの資格は次のとおりとする．

1)教授 2)助教授 3)講師 4)併任教授 5)併任助教授

第 8条 受託事項に関し，工業所有権が発生した場合には，本所，発明者，委託者の三者が協

議するものとする．

第 9条 受託研究実施に際し，研究補助者を受入れる場合は，人事取扱要領に準じて取扱うも

のとし，所長が適当と認めた場合には，当該受託研究期間中についてのみこれを許可するも

のとする．

附 則

この規程は，昭和46年 4月21日より施行する．
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11 東京大学民間等共同研究取扱暫定要領

（昭和58.6.28制定）

1. この要領は，昭和58年 5月11日付文学助第195「民間等との共同研究の取扱いについて」の

通知に基づき束京大学（以下「本学」という．）において，民間等外部の機関（以下「民間機

関等」という．）との共同研究を実施するために必要な事項を暫定的に定める．

2. (イ） この要領において「共同研究」とは，本学において，民間機関等から研究者及ぴ研究

経費等を受け入れて，本学の教官が当該民間機関等の研究者と共通の課題につき，共同

して行う研究をいう．

（口） この要領において「部局長」とは，学部長，附置研究所長及び別表に定める部局の長

をいう．

3 . (イ） 本学は，民間機関等から共同研究に派遣される研究者を民間等共同研究貝として受け

入れるものとする．

（口） 民間等共同研究貝は，民間機関等において現に研究業務に従事し，共同研究のために

現職のまま本学に派遣される者であるものとする．

（ハ） 民間等共同研究貝は，本学の教官に準じた立場で共同研究に従事するものとする．

（二） 民間等共同研究貝の研究料は，別途本学歳入徴収官の発行する納入告知書により納付

するものとする．

4. (イ） 本学は，施設・設備を共同研究の用に供するとともに，その維持・管理に必要な経常

経費等を負担するものとする．

（口） 民間機関等は，共同研究遂行上特に必要とする謝金，旅費，消耗品費等の直接的な経

費（以下「直接経費」という．）を負担するものとする．

（ハ） 本学は，共同研究に要する経費を分担する必要がある場合は，前項に定める直接経費

の一部を負担することができるものとする．

（二） 前項により直接経費の一部を負担するにあたって，特に予算措箇を必要とする場合に

は，共同研究経費の配分を申請することができるものとする．

5. (イ） 共同研究に要する経費により，研究の必要上，新たに取得した設備等は，本学の所有

に属するものとする．

（口） 共同研究遂行上必要な場合には，民間機関等からその所有に係る設備を受け入れるこ

とができるものとする．

（ハ） 民間機関等の所有する特定の設備を使用することが必要であり，かつ， 当該設備を本

学に搬入することが困難な場合には，本学の教官は当該設備が所在する施設において研

究を行うことができるものとする．この場合においては正規の出張手続をとるものとす

る．

6. (イ） 民間機関等から共同研究の申請があったときは，共同研究を行おうとする本学の教官

は別紙様式 1により作成した申請書に，必要な参考資料を添付し部局長へ提出するもの

とする．
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（口） 部局長は，共同研究の受け入れを行おうとするときは，部局の所定の手続を経て，総

長に申請書を提出するものとする．

（ハ） 総長は，部局長からの申請に基づいて文部省に申請書を提出するものとする．

7. 部局長は，文部省の査定結果を勘案し，受け入れを決定した場合は，共同研究の相手方で

ある民間機関等と最終的に合意した別紙様式 2による計画書を総長に提出するものとする．

8. 共同研究に関する契約の締結は，契約担当官（事務局長）が行うものとする．

9. (イ） 共同研究を担当する本学の教官は，研究を中止し，又は研究期間を延長する必要が生

じたときは，ただちに部局長にその旨を報告し，指示を受けるものとする．

（口） 部局長は，前項の報告により，やむを得ないと認めるときは，当該研究の中止又は期

間の延長を決定し，その旨を契約担当官に通知するものとする．

なお，延長期間が次年度にわたる場合は， 2月末日までに延長を決定するものとする．

（ハ） 延長期間が次年度にわたる場合はただちに歳出予算の繰越等の手続に必要な書類を添

えて経理部主計課へ提出するものとする．

10. 共同研究の結果生じた特許等の権利については，別に定めるところによるものとする．

11. 共同研究を担当する本学の教官は，当該研究が完了したときは，部局長に報告するものと

する．

12. 共同研究に関する結果の公表について，その時期，方法等を定める必要がある場合には，

部局長と民間機関等との間で協議するものとする．

13. 5. (口）により，民間機関等から当該共同研究の必要上受け入れた設備については，物品管

理法（昭和31年法律第113号）に基づき管理するものとする．
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E-4 (泄青化学実験室(1))

E-5 (給水ポ ンプ室）
二次元造波水槽測定室

津波高潮水槽実験室
津波高潮実験観測室

津波高潮実験ホ゜ンプ室
津波高潮機械室
地盤ひずみ観測設備

配置図




